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I. 沿革と概要

1. 沿革

東京大学生産技術研究所は，昭和 24年 5月 31日公布の国立学校設樅法に基づき，同日付で千菓県千葉市に設岡さ

れたその後，昭和 37年に東京都港区六本木の麻布キャンハスに移転した．移転当初，六本木の敷地および庁舎は，

大蔵省財産であったが，昭和 57年に東京大学への移管が実現した．また千葉地区には昭和 42年に千葉実験所が設置

され，都心では設樅困難な大型設備を用いる研究およびフィールド実験が行われている．平成 11年度からは駒場リ

サーチキャンハスヘの移転が開始され，平成 13年度に六本木キャンハスからの移動が完了した．

現在，本所は枯礎系部門，機械• 生体系部門，情報・エレクトロニクス系部門，物質・環境系部門，人間・社会系

部門に加えて，計測技術開発センター（昭和 48年 4月設樅），悔中工学研究センター（平成 11年4月設附），マイク

ロメカトロニクス国際研究センター（平成 12年4月設骰），都市基盤安全工学国際研究センター（平成 13年4月設

岡），戦略情報融合国際研究センター（平成 15年4月設附），サステイナブル材料国際研究センター（平成 16年4月

設附）の 6センターが，また，大型の産官学連携研究を行う組織として計算科学技術連携研究センター，ナノエレク

トロニクス連携研究センターおよび先進モピリティ連携研究センター (ITSセンター）が設i置されており，頭脳集約

的な高度研究を行っている．

所長は，瀬藤象二，兼重党九郎，星合正治，谷 安正，福田武雄，藤高周平，岡本舜三，菊池真一，一色貞文，鈴

木 弘，武藤義一，田中 尚，石原智男，尾上守夫，増子 昇，岡田恒男，原島文雄，鈴木枯之，坂内正夫，西尾茂

文の各教授に続いて，平成 17年4月 1日から前田正史教授が就任している．

2. 研究所の概要

《設立の理念とその今日的意義》 わが国における工学と工業とはその発達の歴史において，必ずしも相互に密接に

連携されていたとはいいがたいこの点にかんがみ，本所は，生産に関する技術的諸問題の科学的総合研究に重点を

おき，研究成果の実用面への還元をも行うことによって，工学と工業とを結びつけ，わが国の工業技術の水準を高め，

世界文化の進展に奇与しようとすることを目的として設立された

当初の設立目的は，現在も新鮮であるが，多様性と総合性との 2軸を明示するために，平成 16年 4月に東京大学

が国立大学法人となったことを契機に，本所の目的を次のように再定義した．すなわち，「東京大学生産技術研究所

は，ー［学に関わる諸課題および価値創成を広く視野に入れ，先導的な学術研究と社会・産業的課迎に関する総合的研

究を中核として研究・教育を遂行し，その活動成果を社会・産業に還元することを目的とする」・

《研究部門の発展》 本所の運営，研究体制の基本となる研究部門は，昭和 24年設立当初の 3年計画にしたがい，初年

度 15部門， 25年度 10部門， 26年度 10部門が設骰され、計 35部門となった．その後，部門増として、 32年度、 35年

度に各 1部門、 36年度と 37年度に各 2部門，さらに 38年度、 40年度、 41年度と 42年度に各 1部門が増設されたが，

他方，昭和 39年度に宇宙航空研究所（現・独立行政法人宇宙航空研究開発機構）の新設にともない 2部門を同研究所

に移管し，この結果、計 43部門となった．昭和 61年度には他大学や産業との共同研究を推進するための客員部門と

して計節力学や数値乱流工学などいわゆるコンヒューテーショナル・エンジニアリングに関する研究を行うために

多次元数値梢報処理工学部門が設附され，これは平成 8年度より高次協調モデリング部門として再出発した．

平成 14 年度には，小研究部門から，物質• 生命， 1肖報・システム，人間・社会の 3大研究部門制への改組が行わ

れださらに，平成 16 年度に東京大学が国立大学法人に移行するのに際し，晶礎系，機械• 生体系，情報・エレク

トロニクス系，物質・環境系，人間・社会系の 5大研究部門制への改組が行われた．

現在，本所は上記の 5部門に加えて，沿革で述べたように計測技術開発センター， i毎中工学研究センター，マイク

ロメカトロニクス国際研究センター，都市基盤安全工学国際研究センター，戦略情報融合国際研究センター，サステ

イナブル材料国際研究センターの 6センターにより構成されており，教職員の採用可能数は教授 52, 助教授 54, 講

師 3、助手 58, 一般系職員 155, ~t322 名である．

奇付研究部門としては，俯報I学におけるハードとソフトとの融合をめざす目的で，インフォメーション・フュー

ジョン（リコー）部門が設立され，平成 2年 1月から平成 4年 12月の 3年間の活動を行った．また，平成 3年度に

はメカトロニクスの高度化と知的化を目的とするインテリジェント・メカトロニクス（東芝）部門と，地球現象を工

学的な立場から計測・モニタリング・モデリング・制御することを目的とするグローブ・エンジニアリンゲ（トヨタ）

i部門が各々 !Jf.l設され、平成 6年度まで活動を行った平成 13年度には，工業機械製品の最終仕上げ工程として多用
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されている各種精密加工システムの更なる高能率化，高精度化，高品位化を達成することを目的として複合精密加工

システム（日本ミクロコーティング）部門が開設され，平成 15年度まで活動を行った．平成 14年度には，バイオマ

スを核とした持続型社会の構築を目指して農学生命科学研究科と共同運営する荏原バイオマスリファイナリー（荏原

製作所）寄付研究ユニットが開設され，全国で初めて研究科と附置研究所との協力による寄付研究活動の道が開かれ

たさらに，平成 15年度には次世代のフラズマディスプレイバネルの開発を目指した次世代ディスフレイ（次世代

PDP開発センター）部門が設i置された．

《附属研究施設の発展》 本所では，フィールド研究及び大型実験を推進するために千葉実験所，また研究の機動的・集

中的展開を図るために 6つの研究センターをそれぞれ附属研究施設として運営している．さらに，大型の産学官連

携フロジェクトを実施する連携研究センターおよび国際研究センターを中心として国際連携を推進する国際連携研

究センターを自主的に組織している．千葉実験所は 92,610 m2 (})面積を有し，大型振動台や水槽実験設備など大規模

な装骰を要する研究を進めてきており，平成 7年度新設の実験棟でのチタン溶解精製やコンクリート構造物の耐久耐

震実験や平成 15年度新設の悔洋工学実験水槽での海洋工学実験を含め多くの研究を展開している．また，前記の研

究部門とは別に，環境工学の研究に必要な計測技術の開発に関する高度の学術的業務を行うことを目的とし，昭和 48

年4月に計測技術開発センターが新設され，昭和 48年度と 49年度に各 1分野を加えて関係研究部門の協力のもとに

研究開発を行っている．

昭和 50年4月には，複合材料の強度，素材，加工等に関する枯礎的研究と，複合材料の開発と有効利用を目的と

し，複合材料技術センターが新設され，昭和 50年度と 51年度に各 1分野を加えている．同センターは昭和 60年3

月末に 10年の時限で終了したが，同年4月には複合材料に加えてニューセラミックスや機能性合金までを研究対象

とする先端素材開発研究センターが設附された同センターは平成 7年3月に終了し，同年4月には，物質の表面や

界面を利用して穏和な条件下で原子・分子の秩序を構築するという＂ソフト＂な材料創成フロセスとこれに関するミ

クロな加工・計測技術に関する研究を行う材料界面マイクロ工学研究センターヘと改組された．同センターはさらに，

その時限終了の 1年前の平成 16年4月には，本学総長裁屈により 1部門を加え，持続型あるいは循環型社会の材料

枯盤を構築し国際共同研究を推進するためにサステイナブル材料国際研究センターヘと改組された．

昭和 52 年 4 月に， i農淡• 時間・波長等の多次元情報を含む画像の処理およびその応用に関する研究を目的として，

多次元画像情報処理センターが新設され，昭和 52年度と昭和 53年度に各 1分野を加え関係研究部門と密接な連携の

もとに業務を行っていたが，同センターは昭和 59年3月末時限 7年を終えて廃止され，同年4月，新機能を有する

デバイス素子・回路および梢報の中から機能を引き出すための情報処理手法の研究開発を目的として，機能エレクト

ロニクス研究センターが設附された．同センターは，平成 5年度末をもって終了し，平成 6年度より，さらに発展し

た情報工学の研究開発をめざして概念俯報工学研究センターが設骰されたさらに同センターは時限到来の 1年前

の平成 15年4月に戦略梢報融合国際研究センターに改組された．

また，平成 3年度からは自然災害から人命と財産を守り，社会的・経済的損失を軽滅するための国際的な研究の拠

点として国際災害軽減工学研究センター（時限 10年）が新設された．同センターは国際的視野から都市枯盤設備

の整備と維持管理を含めた安全工学の研究を行うために平成 13年4月に都市枯盤安全工学国際研究センターに改組

された平成 8年度には本所と先端科学技術研究センターを母体とする東京大学国際・産学共同研究センターが学内

共同利用施設として新設され，本所と密接に連携をとりつつ運営されることになった．平成 11年度には自律型悔中

ロボットを中心とした悔中観測フラットフォームの研究開発を行う悔中工学研究センターが 2部門として，平成 12年

度にはマイクロマシニングを用いて社会的要求の高いマイクロマシンを創成することを目的としてマイクロメカト

ロニクス国際研究センターが 3部門として新設された．平成 16年度には，次世代 ITS(高度交通システム）の研究を

推進させるため先進モピリティ (ITS) 連携研究センターが新設された．

《研究室制度と専門分野の刷新》 本所は，全体を 5 つの部門（基礎系，機械• 生体系，情報・エレクトロニクス系，

物質・環境系，人間・社会系）に分けて運営しているが，研究・教育については各専門分野間の連携，協力あるいは

融合が促進され，前述した研究センターや後述するリサーチュニットやリサーチインテグレーションなどのように研

究グルーフが有機的かつ機動的に組織されている．

大学における教員組織の代表例は，いわゆる教授，助教授，助手（通常は各 1名程度）が強い連携の下で研究・教

育を行う小講座や小研究部門制である．小講座や小研究部門制は，特定の専門分野における知の伝承・蔀積・深化に

は有効であり，現実に多くの大学において有効に機能してきた． しかし，こうした小講座や小研究部門制は，各教員

が専門分野を基礎としつつ個々の個性を発揮して新しい学術分野の開拓を目指す場合には，必ずしも最適のものとは

いいがたい．本所では，分野の壁を超えた先導的学術研究を重視し，教授や助教授が個々に独立の研究室を運営して
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I. 沿革と概要

表生産技術研究所における専門分野（平成 18年 4月現在）

●基礎系部門

波動物理，固体材料強度学，真空界面物理，量子光学，

耐震構造学，ソフトマター物性，応用非線形光学，耐震

工学，サステイナピリティ設計学，表面界面物性，マル

チスケール固体力学，流体物理学，界面表層物性，多体

系物理学，半導体量子スピン物性

●機械•生体系部門

スマート構造学， i毎事流体力学，熱制御工学，計算固体

力学，熱流体システム制御工学，高次機能加工学，プラ

スチック成形加工学，制御動力学，数値流体力学，応用

電気機械システム工学，相変化熱工学，悔洋生態系エ

ロボティクス，計算生体分子科学，応用微細加工学

●情報・エレクトロニクス系部門

Ill高次協調モデリング・客員部門

耐震構造学

圃寄付研究部門

荏原バイオマスリファイナリー寄付研究ユニット，バイ

オマス資源・化学工学，次世代ディスプレイ寄付研究部

門， PDPデバイス工学，ディスプレイ材料工学

Ill計測技術開発センター

建築都市環境工学，高機能電気化学デバイス

Ill海中工学研究センター

悔中ロボット学，海洋音響システム工学， t毎中悔底エ

学，深海工学，海洋環境工学

Illマイクロメカトロニクス国際研究センター (CIRMM)

マイクロ・ナノメカトロニクス，応用マイクロシステム
電子デバイス工学，電カエネルギー工学，生命情報シス

工学，応用科学機器学，基礎マイクロシステム工学，マ
テム，電気制御システム工学，量子半導体工レクトロニ

ィクロ要素構成学，マイクロメカニズム，マイクロマシ
クス，集積デバイスエンジニアリング，凰子ナノデバイ

ンシステム工学，悔中バイオメカトロニクス
ス工学・ナノオプトエレクトロニクス，視覚情報丁産--;-, Ill都市基盤安全工学国際研究センター
システム VLSI設計工学，知的制御システム，ナノ・エ

レクトロニクス，社会情報システム工学，マルチメディ

ア通信システム，多機能集積半導体システム工学，生体

数理科学，ナノオフトエレクトロニクス

IIIIII物質・環境系部門

(ICUS / INCEDE) 

都市基盤安全工学，防災行政学，都市防災工学，都市震

災軽減工学，サステイナプル都市環境工学，地球水循環

システム，建設材料マネジメント，地盤機能保全工学，

機能材料科学，有機物質機能化学，有機金屈機能化学
都市基盤情報工学

環境・化学工学，光電子機能薄膜，マイクロ・ナノ材村
,,: 1111戦略情報融合国際研究センター

分析学，バイオマテリアル工学，非品質材料設計，無機

フラズマ合成，エネルギー変換材料，機能性分子合成，

環境高分子材料学，臓器・生体システム工学，環境触

媒• 材料科学，科学技術政策，分子集積体工学，資源経

済学，機能性錯体化学

1111人間・社会系部門

都市形態学，都市環境史学，リモートセンシング，プロ

ジェクトマネジメント学，枯礎地盤工学，地理情報工

交通工学，空間構造工学，都市様相工学，コンク

リート機能・循環工学，応用音響工学，都市遺産・資産

開発学，持続可能性水文学，木質構造学，設計• 生産マ

データベース工学，マルチメディア・データベース，コ

ンヒュータ工学，視覚メディア工学，応用マルチメディ

ア情報媒介システム処理，データマイニング・ユーザー

インターフェース

IIIIサステイナブル材料国際研究センター

持続性循環資源工学，エコデザイン学，持続性材料化

学，材料製造・循環工学，持続性材料・フロセス工学，

持続性材料強度学

IIII連携研究センター

計算科学技術連携研究センター，ナノエレクトロニクス

連携研究センター，先進モビリティ連携研究センター

ネジメント
(ITSセンター）

自由かつ漸新な発想を生かす研究室制を採用してきたしたがって，各研究室の中心的研究分野の変化• 発展に対応

するため，研究室単位で研究内容を適切に表す「専門分野」を設定し，研究の進歩に応じて刷新を行ってきた．現在

それぞれの部門およびセンターは表に示す専門分野の研究を行っている．

研究室制を採用することにより，研究室運営を任された若手教員は自由な発想を生かすことができる反面，研究員

や外部資金など研究環境を整える自主的努力が必要となる．若手教員に要求されるこのような努力を支援するため，

研究費の一部を若手教員に優先的に配分する申詰・評価制度（選定研究制度）を実施している．また，若手教員は後

述するリサーチュニットやリサーチインテグレーションなどの研究グルーフに自由に参画することができ若手教員

を育成するとともに若手教員の発想を生かす場を形成している．このような研究グルーフは，専門分野での学術研究

に加えて，複数分野にまたがる共同研究，湖合研究あるいは総合的研究が行われる場でもある．

《教育活動》 本所は，大学院における講義や研究指導などの教育活動を，大学附骰研究所の使命としてとらえ，これ
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を重視し，工学系研究科を中心として，情報理工学系研究科，理学系研究科，情報学環，新領域創成科学研究科にお

いて，積極的かつ組織的に行っているさらに各種の教育制度により学外から研究員・研究生等を受け入れ，これら

の教育・指導を行うとともに，講習会，セミナー，イプニングセミナーなどを通じて，いわゆる社会人教育にも力を

入れている詳細については，教育活動の項を参照されたい．

《組織の運営》 所長の下に 2名の副所長，約 10名程度の所長補佐を設け，事務部幹部とともに所長補佐会議を構成

し，所長の管理・運営・企画業務を補佐する体制をとっている轟また，所長補佐会議における運営企画を具体的に立

案する教員集団として企画運営室，本所の活動評価，連携企画，外部資金獲得などの支援を研究部と事務部との間に

立って行うリサーチ・マネジメント・オフィスを設骰している・

本所の最高意志決定会議は教授会であるが，若手教員の意見を積極的に採り入れるために，人事以外の教授会には

講師以上の教員の参加を認めている．本所の運営を機動的に行うために，各種委員会のほかに，所の管理運営方針等

を各研究部門に伝達し意見を聴取し意志決定に反映する常骰委員会として常務委員会を設樅している．

本所の管理運営および研究活動に対して産業界の代表的技術者及び学識経験者に助言をいただくために，顧問研究

員制度を設けているまた，平成 15年度より，顧間研究員の互選により選ばれた方々を中心に研究戦略懇談会を組

織し，本所の管理運営に助言をいただいている

社会及び産業界における技術の実態を把握し，本所の使命を達成するため，昭和 28年に財団法人生産技術研究奨

励会を設立し，この評議員として学識経験者と産業界の代表的技術者に参加を願い，本所に対して様々な協カ・助成

などの事業を行っていただいているなお，生産技術研究奨励会は，平成 14年度より承認 TLOとして技術移転業務

を担っている．

3. 研究所施設の概要

本所の施設は，平成 13年 3月末に東京都六本木地区から東京都駒場地区への移動が完了し，現在のキャンハスは，

東京都駒場地区および千菜県千葉市にある千業地区の 2か所に分かれている．駒場地区には研究所の研究部，事務部，

附I属研究施設であるセンターおよび共通研究施設の試作工場・電子計窮機室等をおき，千葉地区には大型研究のため

の附属研究施設である千葉実験所がある．これら 2地区の位骰，敷地，建物等の内容は次のとおりである．

A. 駒場地区

a. 位置

東京都目黒区駒場4丁目 6番 1号

地下鉄千代田線・小田急線代々木上原駅下車，約 900111

小田急線東北沢駅下車，約 500111

京王井の頭線駒場東大前駅下車，約 700111

京王井の頭線池の上駅下車，約 600111 

b. 敷地・建物（配置図は裏面参照）

敷地面積 97, 943 1112 ただし東京大学先端科学技術研究センター等と共用

建物棟数 研究実験棟 1棟別棟 5棟

建物延面積 64, 251 m2 

C. 主な建物とその用途

建物名 構 造

l 研究実験棟

2 4 5号館

3 試作工場

4 食堂会議棟

5 図書棟

鉄骨鉄筋コンクリート造地下 1階地上 8階建

鉄筋コンクリート造地下 1階地上 5階建

鉄筋コンクリート造地上 2階建

フレハプ造り地上 2階建

フレハプ造り地上 2階建

6 総合研究実験棟鉄骨鉄筋コンクリート造地下 1階地上 7階建

利用面積 (m勺 主な用途

50, 010 研究・ 実験

5, 373 研究・ 実験

I, 343 機械・部品作成

I, 031 食党・会議

I, 400 図書室

5, 094 研究• 実験・会議
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I. 沿革と概要

d. 水道・電気・冷暖房・電話

水道は都営水道を利用しており，都営水道の消費羅は 8, 000 m3である．

電気は東京電力と自家用の契約をし，特別高圧 60kV, 20, OOOkVAの設備を有し，月平

均 600, OOOkWhの消費が見込まれる．

冷暖房設備は各研究室毎のマルチタイプの個別空調が設備されている．

電話はダイヤルイン方式が採用され，概ね 1000回線の容量となる．

B. 千葉地区

a. 位置

千葉市稲毛区弥生町 1番 8号

JR西千葉駅北口下車，約 250m 

b. 敷地・建物（配置図は裏面参照）
敷地面積 92, 610m2 

建物棟数 26棟

建築延面積 11, 474m2 (工学部財産 2, 656 m2を含まず）

C. 主な建物とその用途

建物名 構 造

Al  

A 2 

A 3 

A 4 

A 5 

A 6 

A 7 

A 8 

A 9 

A 10 

All 

A 12 

A 13 

鉄骨造平屋建

鉄骨造平屋建

鉄骨造平屋建

鉄筋コンクリート造平屋建

鉄筋コンクリート造平屋建

鉄筋コンクリート造平屋建

ブロック造平屋建

ブロック造平屋建

ブロック造平屋建

鉄筋コンクリート造 2階建（一部鉄骨造）

鉄筋コンクリート造平屋建

鉄筋コンクリート造4階建

ブロック造平屋建

ー

2

B

B

 

木造 2階建

3

4

5

6

 

B

B

B

B

 

木造 2階建

地上スヘース

鉄骨造鉄板模型屋上および地上スペース

フレハプ造平屋建

1

2

3

 

c
c
c
 

鉄筋コンクリート造 2階建

木造平屋建

利用面積 (m勺

476 

352 

822 

40 

39 

54 

30 

54 

20 

590 

46 

96 

2 

I, 291 

598 

511 

39 

3, 563 

56 

地上スペース

主な用途

試験工場

大型構造物振動実験棟

構造物動的破壊実験棟

推薬製造室

計測室

燃料および燃焼室

門衛所

レーザミリ波実験室

危険物倉庫

地震応答実験棟

同上付属棟

モデル応答観測塔

屋外便所

東 10号館（管理棟）

張力型空間構造モデルドーム

（ホワイト・ライノ）

東7号館

ジオテキスタイル補強土工法実験設備

雨水浸透処理実験設備

ゼロエミッション技術研究施設

研究実験棟（生研 26研究室）

防音実験住宅

コンクリート試験体
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I. 沿革と概要

D 1 鉄骨造平屋建 38 変電室

D 2 鉄骨平屋建 2, 656 船舶航海性能試験水槽実験棟（工学部）

D 3 鉄筋コンクリート地階 24 汚水ホンフ室

D 4 地上スペース トンネルモデル

D 5 鉄筋スレート造平屋建 I, 330 東京大学生産技術研究所海洋工学水槽

D 6 コンクリートプロック造平屋建 10 危険物貯蔵庫

E I 鉄筋コンクリート造平屋建 ， 
ポンフ室

E 2 鉄骨平屋建 1, 349 津波高潮水槽実験室

E 3 ブロック造平屋建 35 津波高潮実験観測屯

E 4 （要求面積 I, 500) 管理棟建設予定

F I 地上（地下を含むスペース） 地盤ひずみ観測設備

d. 水道・電気・ガス・電話
水道は現在千葉県水道局ならびに自家給水を行っており，消費量は月平均上水 2m3, 下水 I, 27im3である．

電気は東京電力株式会社と自家用の契約により， 6kV受電（受電設備容量 830kVA) をし， :-3 kVの構内配

電をしている．電力消費量は月平均 83, 300 kWhである．

ガスは東京ガス株式会社と契約，消費量は月平均 2,214面である．電話は千菓屯話h,)へ11 li•I 線）JII人し．構

内電話交換機設備は電子交換機で 100回線の容量をもっている．

，
 



11. 研究活動

1. 研究のねらいと方針

大学における研究の背景と使命

東京大学生産技術研究所の設置目的は，「生産に関する技術的問題の科学的総合研究ならびに研究成果の実用化」で

ある．もとより，第二次世界大戦終了直後における生産技術研究所の立場と，現在の環境とは，全く異なっており，

この設置目的の意味するところも時代に応じた変遷を遂げてきた．しかし，「大学の中においても常に社会からの要

詰を意識し，それに答える研究を行うことで，社会に貢献する」という精神は，生産技術研究所の歴史を通じ一貫し

て貰かれてきており，またさらに，「幅広い工学分野の知見を総合化，融合し，新たな工学技術，分野を創造する研

究」の内容は今こそわが国にとって不可欠のターゲットとなっていると言えよう．

前記のように生産技術を科学的視点で観察し，あらたな学術を生み出すことが本研究所の使命である．本所は 57年

間，産学連携を通じ，この視点を持ちつつ研究を行ってきた．グローバル化が進み，日本の社会は大きな速度で変化

し，大学は社会と協働するが，社会の変化にあわせて同じ時定数で大学が変わる必然はない．個々の研究分野におけ

る活動は先進的であり，国際的な激しい競争環境にさらされるが，社会が目先の対応に迫られ見落としてしまいそう

なものについてしっかり科学的な研究をしながら， 50年先の未来を支えていくことも大学の重要な役割である．大学

の附骰研究所において，特にこの視点は大切である．

大学は，知識の回廊であり，オアシスである．そこに様々な人間が集まり，意見を交わし，研究活動を集中して行

う，その結果を踏まえて，また様々な人々の意見を耳にし，討議する．その後ろ姿を見ながら若い方が育っていく場

所であろう． 日本の将来の姿を見据えて，良い研究成果と国際的競争に耐えうる多様な人材を苗出できるような大学

附懺研究所として， 日本の持続性に寄与するべきか，できるのかを十分に考えていくべきであると考えている． こ

のことから，現在の東京大学生産技術研究所の設骰目的は，工学に関わる諸課題及び価値創成を広く視野に入れ，先

導的学術研究と社会・産業的課題に関する総合的研究を中核として研究・教育を遂行し，その活動成果を社会・産業

に還元することを目的としている．

今，急激なグローバル化の進展())下に，わが国の社会，経済，行政，個人に至るまで全てが新しい秩l子の構築に向

けての産みの苦しみを突きつけられ，大学に課せられた社会発展への寄与の責任と期待は，何倍も大きなものになっ

ている．大学として自由な発想の下に自主的に研究テーマを選択して進めることができる環境を強化し，広く社会，

産業界とも十分な情報交流を図りつつ，新しく生まれた萌芽を協力して育てていく文化が必要である．本所は大学の

自由な環境の下で工学の最前線の間題を基礎的に研究して新しい分野を開拓するとともにその成果を総合的に開発

発展させ人間生活に活かすことによって，人類の将来に貢献したいと考えている特に最近の新しい研究分野が多く

の専門領域を包含した学際的なものが多いことを考えると，本所のように大学附置の研究所としては，日本最大の規

模を有し，工学の各分野にまたがる豊富な人材を擁する研究所の組織カ・機動力を発揮する局面は今後ますます開け

ていくものと思われる．

リサーチユニットとリサ＿チインテグレーション

本所は，設立以来，「基礎研究に留まることなく実技術への結実を図る」をモットーとして研究・教育活動を行っ

てきた しかし，先導的学術創成並びに分野連携による総合的あるいは戦略的研究課題へのチャレンジが求められて

いる現在，本所の組織構造の自発的変容が必要である，そのために，本所は，以下のような組織の三層構造化を志向

している，

第一層は，研究者個々人の個性や自由な発想を重視した本所の伝統的な研究室制度に基づく研究室群である，幸い

なことに本所は工学領域をほぼ全てカバーできるスタッフを擁しており，これが多方面の先導的学術創成の苗場と

なっている．第二層は，分野・産官学・国際などの連携を重視したリサーチュニット群である．この階層には，先導

的分野連携を図るために自発的に組織する先進研究コア，大型外部資金をベースとして産官学連携のコアとなる連携

研究センター，国際連携の中心となる国際研究センターおよび国際連携センターで構成される国際研究センターに

ついては，国際連携をいっそう充実させるために，海外におけるリエゾンあるいは海外組織のリエゾンを持つセン

ターを増強しつつある．また，これらのセンターには，その活動を支援するために特別に面積配分を行っている．さ

らに第三層は，先導的学術研究によりシーズを生み出しそれをニーズにまで結びつける Seeds-driventechnologyある

いは持続性社会等のように社会が直面している課題にビジョンを持って総合的に取り組む Future-pulltechnologyを推

10 



I I. 研究活動

進するための，リサーチュニット群を束ねたリサーチインテグレーションである平成 18年度からは，あらたに「未

来の健康福祉社会」「未来の安全安心社会」「未来の資源自立国家」「未来の人間中心 IT」「未来の匠のものづくり」の

5つのリサーチインテグレーションの形成を企画している．

本所は，こうした運営方針により研究の多様性と総合性とを保証しようとしている．

建物と設備の整備

都市型研究を支える六本木庁舎は狭陰化，老朽化が進み，その改善が求められてきた．これに対応し，また東京大

学全体としての本郷，駒場，柏地区における三極構造構想の推進を背景として，本所の駒場地区への新営移転計画が

平成 7年度より開始され，研究棟である B棟から F棟（利用面積 50,O!Om勺の完成をもって平成 13年 3月に麻布

キャンパスから駒場リサーチキャンパスヘの移動が完了し，平成 17年度竣工した A 棟および現在改修中の 45号館

等の既存建物の改修（総計約 15, OOOm勺をもって整備が完了する．

大規模な国際共同研究や産官学共同研究を遂行するために本所と先端科学技術研究センターとが協力して祈設し

た東京大学国際・産学共同研究センターの建物も駒場リサーチキャンパス内に平成 14年度に完成した．

また，都心では設置困難な大型設備を要する大型研究は，本所の千葉実験所で行われている．千紫実験所の諸施設に

おいても老朽化が進み研究に支障をきたしていたため，平成 5年度より新実験棟の建設が開始され，延床面積 3767m2 

の新実験棟が完成した．

将来計画と評価

研究所は，常に自己改革の努力を行うべきことであることは言うまでもない．本所においては数年に一度「将来

計画委員会」の報告書がまとめられ，すでに第 9次に達している．また，研究所の自己改革には外部社会からの評価

が不可欠であるとの認識から，全国に先駆けて「国際社会からの評価」「産業界からの評価」「学界からの評価」をそ

れぞれ計画し，平成 7年 6月には「生研公開」の時期にあわせて 5名の著名な学者を悔外より招聘し，第三者評価・

国際バネルを 3日間かけて実施し，本所の運営，組織，活動状況，将来計画等に関する検討をいただいた．平成 8年

6月には「産業ハネル」，平成 9年6月には「学術パネル」が行われた． これにより，本所の活動は，内外の高い評

価が得られている平成 15年6月には国内評価委員 6名，海外評価委員 3名の方々による第 4回第三者評価を実

施し，東京大学の一翼を担う附置研究所としての現状と将来計画とを評価いただいた．

また，平成 13年度より，各種論文数，招待講演数，受賞数，外部資金獲得額，特許数，マスコミ掲載記事数など

各項目に関する教員毎の所内位骰を通知することにより自己評価を促すことを開始した．

2. 研究活動の経過

技術の進歩と時代の要詰にあわせて研究領域を柔軟に発展させていくために，研究室制度・専門分野制度をもとに

した研究部門制を縦軸として，（附属研究センターを含む）リサーチュニット及びリサーチインテグレーションを横

軸として研究活動を行っているが，その内容については，折あるごとにチェック・アンド・レピューを行っている．

専門分野については毎年かなりの数の改訂が行われている．

個々の研究については，後述の研究部・センターの各研究室における研究の章を参照されたいが，平成 17年度の

学協会誌論文は約 680件，口頭発表を含む総発表件数は約 2500件，教員の学会賞等受賞件数は約 30件，学生の受賞

件数は 9件，特許申請数は約 40件，マスコミ報道件数は約 430件である．

グループ研究

本所の特色であるグループ研究あるいは共同研究が大きく育っていった例としては，古くは観測ロケットの研究が

ある．昭和 39年宇宙航空研究所が創立されて移管されるまで，本所の多数の研究者が参加しており，一部は現在も

積極的に協力している．

一方，昭和 40年代の高度経済成長はそのネガティブな側面として公害をもたらし，深刻な社会問題として論議さ

れるようになったが，本所は，いち早く文部省の臨時事業により大型のプロジェクト研究として「都市における災害・

公害の防除に関する研究」を昭和 46年度から 3ヶ年にわたって行い，その成果を基にさらに昭和 49年度から 3カ年

「災害• 公害からの都市機能の防護とその最適化に関する研究」を行い，環境および耐震問題の解決に貢献してきた．

昭和 50年代の石油危機を契機として省資源・省エネルギーの必要性が社会的に認識されてきたことを受けて，昭和
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I I. 研究活動

53年度から 3ヶ年にわたって特定研究「省資源のための新しい生産技術の開発」に関する研究を行い，未利用資源の

開発と有効利用に関する生産技術および研究を推進してきた昭和 57年からは「人工衛星による広域多重情報収集解

析に関する研究」のプロジェクト研究も発足し，主として気象衛星データの直接取得により，適時適所のデータの学

術利用を広く学内外に可能にするための研究開発にあわせて観測ブイや新型潜水艇などi毎洋観測システムの研究開発

が行われたさらに昭和 59年からは「ヘテロ電子材料とその機能デバイスの応用に関する研究」が開始され、ヘテロ

構造・超格子構造等の新しい電子材料およびデバイスの性質と機能とを解明し．その応用研究が展開された．

昭和 61年からは「コンクリート構造物劣化診断に関する研究」が発足し，最近社会的にも関心を呼んでいる塩分

屈蝕，アルカリ骨材反応などについて，かねてから積み上げてきた基礎研究の実用化を図ることとなったさらに本

所の研究者が民間の研究者と共同で「ComputationalEngineeringの研究開発」を行うため，民間等との共同研究による

制度に則り，スーハーコンヒュータ (FACOMVP-100)が本所電子計算機室内に設憐され稼動を開始した．特に，乱

流工学の分野での研究のための「NST研究グループ」が組織され，この方面の研究が飛躍的に進展している．平成4

年度からは，「知的マイクロメカトロニクス研究設備」の充実を行い，半導体技術や極限微細加工によりミクロの世

界の機械（マイクロマシン）を作る研究を推進している．超小型の機械とコンピュータやセンサを融合し，賢いマイ

クロマシンの実現を目指しているまた，平成 6年度からは，「地球環境工学研究設備」の充実を行うとともに，「メ

ソスコヒックエレクトロニクスに関する国際共同研究」が 5年計画で行われた．

昭和 50年代より，所内における共同研究の中心として附属研究センターの設骰が積極的に意識され始め，「研究所

の概要」で記したような附属研究センターを機動的・集中的共同研究の場，分野連携の場，国際連携の場として新

設あるいは改組してきたその研究内容は，「研究所の概要」および「研究および発表論文」を参照されたいが，現

在の研究センター名称に含まれているキーワード，すなわち計測技術，情報紬合，マイクロメカトロニクス，梅中工

学，安全工学，サステイナブル材料などに代表されるように当代的研究課題が選定されている．これらは，特定され

た領域における機動的・集中的共同研究の場すなわちリサーチュニットとして有効に機能してきたし，今後もこれが

果たす役割は大きい．しかし，本所では，マイクロ・ナノ理工学や EngineeringBio Technologyのように先導的学術研

究が急速に展開しその成果が社会・産業的ニーズを総合的に誘引する Seeds-DrivenTechnologyや循環型社会や IT社会

などのように将来ピジョンを実現するために基礎研究・開発研究• 実用化研究を有機的かつ総合的に展開する Future-

Pull Technologyの屯要性が増すとの認識にたち，こうした総合的共同研究の場として，特定領域におけるリサーチュ

ニット群を統合したリサーチインテグレーションを位骰づけ，多様性の対極にある総合性を保証することを模索し始

めた．

本所の共同研究は，上述のような所内共同研究にとどまらず，農学生命科学研究科との寄付研究ユニット「荏原バ

イオマスファイナリー」，工学系研究科や情報理工学系研究科と連携した 21世紀 COEフログラム，ナノ理工学の学

内ネットワークである「ナノリンク」など学内共同研究の形でも実践されている．

産官学連携

本所は，設立以来，学術研究の社会への還元までを視野に入れた研究活動を使命としており，産官学連携による共

同研究の推進は，個別研究室における産官学連携，所内研究グループを中核とした産官学連携などを推進している．

奇付研究部門としては「インフォメーション・フュージョン（リコー）」（平成元年~3 年度），「インテリジェント・

メカトロニクス（東芝）」，「グローブ・エンジニアリング（トヨタ）」（いずれも平成 3 年~6 年度），「複合精密加工

システム（日本ミクロコーティング）」（平成 12~14 年度）」の 4 部門が開設され，平成 14 年度には国内で初めて研

究科と研究所が共同運営する「荏原バイオマスファイナリーユニット（荏原製作所）」が農学生命科学研究科との連

携のもとに設置されたさらに，平成 15年度には「次世代ディスプレイ（次世代 PDP開発センター）」が新設された．

また，大型の産官学連携を実施する連携研究センターを設置し，大型の受託研究を行っている．平成 14年度には，

文部科学省 ITプログラムの研究課題として採択された「戦略的ソフトウェアーユニット」の開発が計算科学技術連携

研究センターにおいて，また「光・電子デバイス技術の開発」がナノエレクトロニクス連携研究センターにおいて，

それぞれ行われている．

平成 15年度には，将来ビジョンを共有しその元に形成されたロードマッフを意識して連携を図る未来開拓連携「持

続型社会研究協議会」が石川島播磨重工業，東芝，日立製作所，三菱重工業を連携先として開始された．
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I I. 研究活動

国際連携

研究活動の国際化にも力を注ぎ特に耐震やリモートセンシングの分野では国際共同研究が行われている．昭和 59

年度から江崎玲於奈博士を，また昭和 62年度からは猪瀬博博士を研究顧問に迎え，工学における創造的研究のあり

方や国際協力推進についてご助言をいただいてきた．外国人研究者・研究生・留学生の受け入れも活発に行われ，本

年度の滞在者は 39ケ国， 227名に達している．また，（財）生産技術研究奨励会と共同して，本所独自の国際シンポ

ジウムを年間数回開催しており，著名な外国人招待講演者を含む多数の参加がある．（財）生産技術研究奨励会の協

力により来訪した外国人学者の講演会も多数行い，交流の実をあげている．外国の諸大学・研究機関との研究協力は

活発に行われている．すなわち，大連理工大学（中国），ヴェスフレム大学（ハンガリー），バンドンエ科大学（イン

ドネシア），インペリアルカレッジ（英国），フランス国立科学研究センター〔CNRS〕（フランス），釜山大学校機械

技術研究所（韓国），サウザンフトン大学理工学部（英国），ワシントン大学工学部（米国），ハワイ大学マノア校エ

学部（米国），国立中正大学工学部（台湾），アジア工科大学院（タイ），国立台湾大学工学院（台湾），北京航空航天

大学（中国）などとの交流・協力が行われている．

特に， 1994年に本学とフランス国立科学研究センター (CNRS) との間に結ばれた学術交流協定に晶づいて， 1995

年以来「集積化マイクロメカトロニクスシステム共同ラボラトリ (LIMMS,Laboratory of Integrated Micro Meehatronics 

Systems)が本所内に設附されており，マイクロメカトロニクス国際研究センター (CIRMM, Center of International 

Research on Micro Mechatronics)新設のトリガーとなった同センターはハリにオフィスを持っており， LIMMSとと

もに実質的な国際共同研究を実践している．都市枯盤安全工学国際研究センターも平成 15年度にバンコクにオフィ

スを開設し，より実質的な国際共同研究を開始した．

更に，平成 17年度からは，特別教育研究経費による「グローバル連携研究拠点網の構築」事業が認められ，マイ

クロメカトロニクス分野，都市基盤安全工学分野，サステイナブル材料分野，海中工学分野及び ITS分野におけるグ

ローバル連携研究ネットワークの構築を積極的に展開している．

3. 研究成果の公開

得られた研究成果はそれぞれ該当する分野の学会等を通じて発表されることは言うまでもない．本所としては「生

産研究」（隔月刊）で研究の解説的紹介と速報を行っている．また，プロジェクト研究に対して「東京大学生産技術

研究所大型共同研究成果概要」が刊行されている．平成 11年度には，創立 50周年を記念して，本所の研究活動をビ

ジュアルにまとめた「工学の絵本」（英語版も）が刊行された．その他本所主催で数多くのシンポジウム，国際会議

が開催され，そのフロシーディングスも出版されている．これらの今年度の内容については，出版物の章を参照され

たい．各研究グルーフも同種の出版を行っており，特に耐震構造学研究グループ (ERS) の英文の Bulletinは国際的

にも高い評価を得ている．

年次要覧においては，当該年度の全研究項目および研究発表等の本所の活動状況が要約されている．また， 2年周

期で和文および英文で「東京大学生産技術研究所案内」が発行され，当所の現状を概観できるようになっている．各

研究センターおよび千葉実験所も同様の案内を発行している．さらに最新の研究成果を各個に解説した生研リーフ

レットも発行されている．（平成 3年度からは，本所で開発したソフトウェアベースの紹介もこれに含めている．）

工学研究の成果を社会に還元する活動の一環として，平成 8年 12月より「生研記者会見（情報広場）」を定期的に

開催している．また，本所の日常活動は「生研ニュース」を通じて広く所外に広報されている．

毎年初夏には，研究所の公開を行い，各研究室の公開とともに講演・映画等が催される．その内容は研究所公開の

項を参照されたい．

本所の活動状況は，インターネット上に開設されたホームページ (http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/) を通じ全世界から

アクセス可能となっている．現在全ての研究室，センターの活動内容はもとより，生研ニュース等が公開されている．

4. 研究の形態

本所では上述のとおり，本所の特質を生かした研究方針に従って幅広い種々の形態による研究が行われている．こ

れを大別すれば， A:プロジェクト申請（研究プロジェクト）， B:プロジェクト申詰（新分野創成／組織新設）， C:

文部科学省科学研究費補助金等による研究， D:展開研究， E:選定研究， F:グループ研究， G:研究部・セン

ターの各研究室における研究， H:国際学術交流協定に基づく共同研究， I : 民間等との共同研究， J : 受託研究，

K: 寄附金による研究に分類される．
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I I. 研究活動

A. プロジェクト申請（研究プロジェクト）

本所発の創意に基づく独創的かつ将来の大きな発展が期待できる研究で，所として特に推進する意義が大きいも

の．以下に掲げるような競争的資金獲得に向けて，所として戦略的に対応することを想定する．（科学技術振興調整

費・戦略的創造研究推進事業・ JSTの各種事業・ NEDOの各種事業など）

B. プロジェクト申請（新分野創成／組織新設）

平成 16年度より新設され，新規教育研究事業（本部経費）または特別教育研究経費（総長手持ち粋）として，従

来の概算要求と類似のプロセスで東京大学や文部科学省に要求するもので，本所の特別研究審議委員会での審査結果

が上位の研究については，戦略人事に関して考慮の材料となることがある．

C. 文部科学省科学研究費補助金等による研究

文部科学省科学研究費補助金等の趣旨に沿って，特定領域研究，基盤研究，萌芽研究，若手研究等，本所の特質を

生かした幅広い分野の研究が行われている．

D. 展開研究

展開研究は，従来の申請研究 B に相当する新しい特別研究経費として平成 13年度より発足した．基礎研究の成果

を飛躍的に発展させ，本所の研究貢献の大きな実績として結実させるための研究展開の支援を目的とし概算要求と選

定研究の中間に位置付ける．

E. 選定研究

選定研究は将来の発展が期待される独創的な基礎研究，および応用開発研究を対象とし所内で教員研究費の一部を

あらかじめ留保して，財源として用いるもので，新しい研究分野の開拓や若い研究者の研究体制の確立を援助するこ

とを目的としている．配分は所内の特別研究審議委員会の議によっている．

F. グループ研究

グループ研究は総合的な研究体制が容易にできる本所の特色を生かして，研究室・研究部門の枠を超えた研究者の

協力のもとに進められる研究である．国際的にも卓越した所内の研究グループを ResearchGroup of Excellence (RGOE) 

として認定し，研究グループの研究交流活動を助成する制度がある．この制度は国の内外で注目が高い萌芽的研究を

進めており，今後 RGOEになると考えられる研究グループも助成の対象にしている．研究グループの研究設備の購入

に関しては上記の選定研究の一部を当てられるようになっている．またグループ研究の成果を冊子，報告書等の形

式で広報するための助成制度も設けている（助成の財源は，（財）生産技術研究奨励会の援助によっている．）

G. 研究部・センターの各研究室における研究

本所の各研究室が設定する各個研究で，本所の研究進展の核をなすものであり，各研究者はその着想と開発に意を

注ぎ，広汎，多種多様な研究が取り上げられている．

H. 国際学術交流協定に基づく共同研究

本所と，学術交流協定を締結している外国の大学等研究機関とが共同で行う研究で，グループ研究 (RGOE)が中

心となっているお互いに研究者を派遣したり，セミナーやシンポジウム等を開催するなど，活発な研究交流が進め

られ，国際交流の一貫としても本所内外の注目を集めており，大きな研究成果が期待されている．

I . 民間等との共同研究

民間等外部の機関から研究者及び研究経費等を受け入れて，民間等の研究者と対等の立場で共通の課題について共

同して研究を行うことにより，優れた研究成果が生まれることを促進し，民間等の研究者との共同研究を円滑に行う

ことができるよう設けられた制度である．
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J. 受託研究

外部からの委託を受けて委託者の負担する経費を使用して行う研究で，その成果を委託者へ報告する制度である．

また，当該研究が国立大学等の教育研究上有意義であり，かつ，本来の教育研究に支障を生じるおそれがないと認め

られる場合に行うことができる．

K. 寄附金による研究

寄附金は国立大学法人会計基準に基づき企業，団体等から奨学を目的として生産技術に関する研究助成のために受

け入れる研究費である．希望する研究テーマおよび研究者を指定して差し支えない．寄附金の名称がついているが企

業は法人税法 37条 3項 1号により全額損金に算入できる．使用形態が自由で，会計年度の制約がなく，合算して使

用することも可能なので，各種の研究に極めて有効に使われている．

5. 科学研究費補助金・受託研究等による研究

科学研究費補助金

特定領域研究

A. 

ウェブマイニングの為のウェブウェアハウス構築に関する研究

気相中における光触媒反応の機構解明と新規応用法の開発

カルコゲニド架橋遷移金属クラスター錯体の構築

情報セキュリティ基盤に起因するリスクを管理するための情報経済工学的研究

異種情報の時空間コーディングと統合的処理に関する非線形システム論的研究

光合成の高効率光エネルギー変換を支えるレドックス電位相関の解明

超高真空対応超音波モータの高度化に関する研究

国家的大規模プロジェクトにおける技術融合メカニズム

情報爆発時代に向けた新しい IT基盤技術の研究

学術創成研究費

深悔知能ロボットの開発研究

ソフトマター：多自由度・階層系の協同的機能発現の新しい基本原理

基盤研究 (s)

熱輸送デバイス／熱電エンジンによる熱回収システム化技術

CFD の逆問題解析に基づく室内温熱• 空気環境の最適設計システムの開発

分子振動励起・回転誘起の素過程を探る結合モード光散乱スペクトロスコピーの構築

ナノ物体の物性計測と可視化観察の同時遂行を目指すナノ・ハンド・アイ・システム

海底ステーションを基地とする海中観測ロボットによる自動悔底地殻変動観測手法の開発

マイクロ現場遺伝子解析システムの実悔域展開と機能の高度化

基盤研究 (A)

マイクロ・ナノマシン技術を用いた分子モータの新しい単分子計測

現実的な装置を用いた場合の量子暗号プロトコルの安全性評価と量子情報理論の定式化

海中微生物探査のためのマイクロ現場分析システムの開発

鼠子ナノ構造中の電子波束のデコヒーレンスと伝蒋・損失• 利得スペクトルに関する研究

材料破壊と構造崩壊の連成を考慮した有限要素解析法に関する研究

完全室温動作シリコン単電子・量子・ CMOS融合集積回路ナノデバイスの関する研究

電磁鋼板上の単結晶シリコン電子デバイスの開発

地盤との相互作用を考慮した社会基盤施設の断層対策の合理的なガイドラインの提案

放射光と浮遊熔解法による過冷却液体およびその凝固現象の研究
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マルチハザードマップを活用した巨大都市の防災都市空間の最適化設計方法の開発

半導体量子リングと関連ナノ構造による電子と正孔の新制御法の開発と素子応用の探索

基盤研究 (B)

超高感度・分解能水素検出法の開発と半導体中不純物への応用

偏心を有する不整形建築物のねじれ地震応答性状の評価と予測に関する研究

A 1 - Si系溶媒を用いた太陽電池用シリコン精製の物理化学

非線形波力の摂動解に表れるセキュラー項の除去と模型試験による検証

吸楕オゾンを用いた新規高度浄排水処理プロセスの実用化に向けた研究

核共鳴 X線散乱の時間スペクトル解析による表面拡散の原子ダイナミクス計測法の開発

青色領域に感度を持つ InGa:¥'"量子井戸フォトリフラクティプ素子の研究

マイクロ・ナノ加工技術による膜タンパク質アレイチップ

十年にわたる全球陸面エネルギー水収支データセットの構築とその検証解析

1パス超強加工によるスーパーファイン機能素材の一発創成

生物から発生する音を利用した自律的水中観測システムの研究開発および揚子江調査

異種センサー群を統合したユピキタス情報釉合による大域的交通事象認識技術の研究

MEMSとバイオ分子モータを融合したナノ搬送デバイス

メゾスコヒック系の伝導における相互作用と導線の効果

金属ナノ粒子のプラズモン光電気化学過程の解明とデバイスヘの応用

固体表面での水素のオルトーパラ転換における磁気効果の解明

リラクサー系強誘電体のドメイン制御による非線形光学素子の研究

微小液滴の光マニピュレーションによる複雑流体のミクロ物性研究

集積冷却チャネルを有する積層インテグレーションチップの設計・ 実装

血流と血管墜の連成を考慮した脳動脈瘤動態シミュレータの開発とモデル実験による評価

単一直径リホソームによるタンバク質機能解析のためのマイクロ流体デバイス

細粒分の多い自然砂質土の液状化特性に及ぼす諸要因の影響とその評価法に関する研究

多目的遺伝的アルゴリズムによる総合的屋外環境最適設計手法の開発

着脱型インフィルシステムによる簡易用途転換実験

水域都市ネットワークの史的研究ー旅南及びインドシナ半島を事例として一

基盤研究 (C)

生体軟組織の invivoひずみ計測法の開発

高レイノルズ数壁面乱流の実用計算のための DESの基礎的研究

至近距離での雷放電の電磁界観測にもとづく帰還雷撃のモデリング

多機能大型三主応力試験装置の開発および各種土質試験装置設計図面データベースの構築

TEMナノフロープマニヒュレーション法による炭素ナノ材料の特性評価分類

ヘリシティ概念を用いた旋回乱流の研究

両親媒性交互共重合ホリイミドベシクルの生成機構解明と利用

萌芽研究

人間の創造力 (Creativity) を引き出す空間に関する研究

電気化学的機構に枯づくメカニカル電池の開発

人工臓器における大規模集積流路ネットワークの形態設計・評価に関する研究

生体分子ナノアクチュエータを利用したナノ構造のハンドリングシステム

遣跡地震痕跡の工学的評価手法の開発と地震履歴カタログ整備への応用

回転可能な接合部のもつ不安定な機構を活用した施工• 安全性に優れた骨組構造の開発

畳み込みを利用した膜構造の形態解析

チタン鉱石から直接金属チタン粉末を製造する方法

ェコサービスの定量的環境影評評価と社会的受容性に関する研究
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I I. 研究活動

マルチハザードリスクの観点から見た地域特性評価手法の開発

液体中の自由度間相関を記述する新しい粘性係数の測定とその分子論からのアプローチ

in vitro血管壁損傷評価システム開発と動脈瘤発症メカニズムの生体力学的検討

液状化対策兼用の埋戻し材としての廃ガラスリサイクル材料の適用性に関する基礎的研究

バイオセンサーを用いた空気質認知による安全• 健康生活空間の創造

CV~(仮想評価法）による環境共生建築・設備のライフサイクルバリュー評価

ナノプローブ TE:Mによる炭素ナノ材料の表面原子構造操作と電気伝導機構の可視化

柔軟な腕を持つ水中マニュピュレータの開発研究

若手研究 (A)

チタンの新しい製造プロセスの開発

ひび割れ進展の能動的制御による RC部材の新しいせん断抵抗機構の実用化に関する研究

細胞とリポソームの電場制御融合による耐凍結• 乾燥性糖類の細胞膜輸送促進

流体・伝熱• 構造連成解析による都市建物火災拡大・有害物質輸送メカニズムの解明

若手研究 (B)

部分放電モデルの数理的解析

流体粒子ダイナミクス法を用いた荷電コロイド分散系の研究

レーザー光を用いた液体界面エネルギー測定装置の開発と液体相溶臨界現象の研究

Ruドープ LiNb03結晶における不揮発性ホログラムの記録機構の研究

生体モータ分子構造変化の可視化を目指すシリコンナノ構造と分子の特異的結合技術

鼠子ナノ構造中のサブバンド間遷移を利用したテラヘルツ領域光デバイスに関する研究

火山砕屑物の推積する斜面の地震時高速土砂流動への合理的防災対策法の提案

貴金屈の溶解速度の電気化学測定

水熱炭化処理によるメタン発酵残消の高度利用技術の開発

ライスリファイナリーの構築を目指した籾殻の高温高圧水反応分離プロセス

タンハク質活性中心近傍における特異的基質認識部位・機能制御部位の人工構築

SiC基板上への高品質 InGa:¥'混晶の低温エピタキシャル成長

細胞が混在したマイクロ流れを模擬したリポゾーム固液混相流の可視化計測

地表面過程を組み込んだ水の安定同位体輸送循環モデルの開発

路上駐車の適切な管理方策に関する研究

限定空間において超高選択的な触媒反応を実現するナノスペースマテリアルの創製

特別研究員奨励費

過冷却液体のガラス転移における長距離密度揺らぎの時空間スケーリング

1分子操作による F 1-ATPaseの回転メカニズムの解明

鼠子多体系におけるエネルギー準位交差現象の解析的・数値的研究

酵素反応を用いた多重俯報取得バイオシステムの開発

統計力学と数理工学との融合及びその応用に関する研究

単一分子デバイスの作製とテラヘルツ電磁波を用いたその伝蒋ダイナミクスの解明

森林管理計画策定のための年間蒸発散量推定モデルの構築

高速多重極境界要素法に基づく波動的大規模音響数値予測手法の開発

マイクロ PIVによる微小液滴内流動の可視化計測

ナノスケール MOSFET中の量子効果と高性能デバイスヘの応用に関する研究

樹状突起における非線形な入力加算を考慮した大脳皮質の神経回路モデルの研究

電子情報化社会におけるプライバシ保護を目的とした暗号プロトコルの研究

分子性液体における液体一液体相転移の研究

酸化チタン一金属ナノ粒子系材料が示す多色フォトクロミック現象の解明及びその応用

大規模 IPストレージエリアネットワークの解析ど性能向上に関する研究
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I I. 研究活動

18 

低温排熱をエネルギー源とした熱音響発電システムの開発

半蒋体超格子中の電子波束運動とサブバンド間遷移によるテラヘルツ利得の解明と制御

磁気力顕微鏡を利用した局所電流計測

汎用的組み立て可能な電子投票に関する研究

光触媒の非接触酸化反応における機構解明の検討

III族窒化物半導体及び酸化亜鉛単結晶を接合した高輝度発行素子の開発

特異点を持つ学習モデルの性能の解明および工学的応用による生体情報処理原理の解明

2 0世紀モンゴル・ウランバートルの都市形成史

二相自励振動型熱輸送管に関する数値解析

自律的負荷分散機能を有するデペンダブルな GRID・P2P構築の為の基盤技術

上 田祐樹

鵜沼毅 也

才 田大輔

張 鋭

久保若 奈

小林 篤

冨岡 太

(BAO, Muping) 

西尾茂文

(WANG, Shuang-Feng) 

喜連川 俊

(MONDAL, Anirban) 

励振とトンネル検出用のナノ位骰決めアクチュエータを組み込んだ RFナノ電気機械システム 藤 田 博 之

バイオ細胞からの電気・光学的信号を検出するためのマイクロデバイス

マイクロ・ナノメカニカルシステムの高周波デバイス応用

(AGACHE, Vincent) 

藤井輝夫

(LENNON, Erwan) 

年 吉 洋

(SUN, Winston) 

イランの既存不適格建物の耐裳補強法を推進するための技術的・制度的システムの開発 目黒公郎

コロイド系相分離の実空間解析

(NASROLLAHZADEH NESHELI, K.) 

田 中 哨

(ROY ALL, Christphcr Patrick) 

非周期ドメイン反転構造を有する非線形光学結晶を用いたフェムト秒光ハルスの時空間制御 志 村 努

形状記憶合金デバイス設計のための計罫力学システムの開発

複断面粒子画像流速計を用いた界面活性剤の抵抗低減メカニズムの研究

(ZENG, Xianglon) 

都井 裕

(LEE, JongBin) 

大島まり

(LI, Fengchen) 

潜在的な経年劣化リスクを反映した鉄筋コンクリート構造の竣工後早期品質同定システム 岸 利治

(PHAN, Quoc Huu Duy) 

ボトムアップ方式とトップダウン方式の両アプローチによるマイクロ・ナノ表面局部成形の研究金 範竣

(BLECH, Vincent) 

半導体量子ドット・フォトニック結晶と MEMSの細合による新素子開発 荒川泰彦

(GUIMARD, Denis) 

AFMによる単原子質械計測と原子同定 川 勝 英樹

(ROSE, Franck) 

先端的細胞・組織構築のための 3次元マイクロ構造の製作に関する研究 藤 井 輝夫

(PROVIN, Christophe) 

都市化地域の地下施設の経常的安全性確保のための総合評価プログラムの開発 目黒公郎

(BOBYLEV, Nikolai Gennadievich) 

ハンチルト型フロジェクタに関する理論的解析と応用 佐 藤 洋一

(ASHDOWN, Mark S.) 

高分子アクチュエータの電気化学・カ学挙動の計算モデリングに関する研究 都井 裕

(KANG, Sung-Soo) 

一般応力経路における未固結地盤材料の粘性の実験的研究とモデル化 古関潤一

(DUTTINE, Antoine Gerard) 

PLD法による高品質 InGn:'¥及び InAI:'¥の低温エピタキシャル成長 藤岡 洋

(LI, Guoqiang) 



MEMS技術を用いた一分子・生体単一細胞の評価デバイスの製作と医用応用

バイオ観測用ナノ・マイクロデバイスの製作と評価

空間知能化による移動ロボットの知的制御に関する研究

B. 民間等共同研究

I I. 研究活動

金 範竣

(CHO, Younghak) 

藤田博之

(MORIN, Fabrice Olivier) 

橋本秀 紀

(PODRZAJ, Primoz) 

本所の民間等共同研究は，昭和 58年から開始し，平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 IOI件

受入額 358, 218千円

（国際・産学共同研究センター）

受入件数

受入額

48件

198, 490千円

C. 民間等共同研究（相互分担型）

本所の民間等共同研究（相互分担型）は，平成 16年度から開始し，平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 13件

D. 受託研究

本所の受託研究は，昭和 24年度から開始し，平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数

受入額

69件

610, 945千円

（国際・産学共同研究センター）

受入件数 8件

受入額 65, 845千円

E. 受託研究（科学技術振興費主要 5分野の研究開発委託事業 (PR2 0 0 2)) 

平成 14年度から開始し，平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 6件

受入額 743, 178千円

F. 受託研究（経済活性化のための研究開発プロジェクト（リーディングプロジェクト））

平成 15年度から開始し，平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 2件

受入額 268, 804千円

G. 受託研究（電源開発促進対策特別会計委託事業）

平成 14年度から開始し，平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 3件

受入額 16, 551千円

19 



I I. 研究活動

H. 受託研究（科学技術振興調整費）

平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 15件

受入額 639, 535千円

I . 受託研究（次世代 IT基盤構築のための研究開発）

平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 2件

受入額 I, 076, 235千円

J . 受託研究（地球観測システム構築推進プラン）

平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 l件

受入額 40, 000千円

K. 受託研究 (JB I C委託事業）

平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 1件

受入額 39, 893千円

し寄附金

本所の寄附金は，平成 17年度において次のような数字を示している．

受入件数 166件

受入額 144, 634千円

（国際・産学共同研究センター）

受入件数 23件

受入額 42, 814千円

6 国際交流

専門化の進んだ工学の発展には国際的な学術交流が不可欠である．本所では下記のような国際交流活動を積極的に

展開しており，企画運営室がその支援を行っている．

A. 国際学術交流協定

交流を円滑に，かつ継続的に進めるため，外国の工学系大学・学部，研究所その他の研究機関等と学術交流協定を

締結し，共同研究の実施，シンポジウムの共催，研究者の交流等を行っている．平成 17年度末までに下記の 19研究

機関との学術交流協定を締結したまた，研究交流推進確認書（プロトコール）を 21件締結した．

協定先

大連理工大学

バンドンエ科大学生産工学部

インベリアルカレッジ・オブ・

サイエンステクノロジィ・

エンド・メディシン

マドリッド工科大学

締結期間

年月日

中華人民共和国 1987. 1. 1~ 

国 名 備考

インドネシア共和国 1991. 3. 18~2006. 3. 17 

英国 1992.7. 31~2005. 4. 30 

スペイン 1993. IO. 7~2003. IO. 6 

20 
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カイロ大学工学部 エジプト・アラブ共和国 1993. 11. 15~1998. 11. 1 

フランス国立科学研究センター (CNRS) フランス共和国 1994. 6. 30~ 

1995. 6. I~ 

大学間協定

釜山大学校機械技術研究所

閾州大学材料科学技術研究所

サウザンプトン大学

ワシントン大学工学部

ヴェスプレム大学工学部

ハワイ大学マノア校工学部

国際連合大学高等研究所

国立中正大学工学部

シンガホール国立大学工学部，理学部

モナシュ大学情報工学部

アジア工科大学院

国立台湾大学工学院

北京航空航天大学

（研究交流推進確認書）

韓国生産技術研究院

浦項産業科學研究院

韓国情報通信大学院大学校工学部

KAIST尖端情報技術研究センター

スイス連邦工科大学ローザンヌ校

マイクロエンジニアリング学科

クイーンズランド大学情報・

電子工学部

マイクロソフトリサーチアジア

マイクロソフトチャイナ

ジョージア工科大学情報学部

ローマ大学トリベルガータ校工学部

韓国機械研究院

カールスルーエ大学工作機械及び

生産科学研究所

ナンヤン理工大学電気電子工学部

ヌシャテル大学マイクロテクノロジ一

研究所

VTTエレクトロニクス研究所・

VTT情報技術研究所

インド工科大学カンプール校

モンタレー湾水族館研究所

高麗大学 BrainKorea 21 

Information Technology 

ソウル大学半導体共同研究所

大韓民国

中華人民共和国

英 国

アメリカ合衆国

ハンガリー共和国

アメリカ合衆国

国際連合

台湾

シンガポール共和国

オーストラリア連邦

タイ王国

台湾

中華人民共和国

大韓民国

大韓民国

大韓民国

大韓民国

ス イ ス連邦

オーストラリア連邦

中華人民共和国

アメリカ合衆国

イタリア共和国

大韓民国

ドイツ連邦共和国

シンガポール共和国

スイス連邦

フィンランド共和国

イ ン ド

アメリカ合衆国

大韓民国

大韓民 国

1995.7.28~2000.7.27 

1996. 2. 1~2001. I. 31 大学間協定

(2001. 6. 4~ 大学間協定）

1996. 4. 15~ 

1996. 5. 15~ 

1996. 9. 6~ 

1997. 7. 9~2002. 7. 8 

1998. 9. 24~ 

1999. 4. 15~2004. 4. 14 

1999. 4. 16~2004. 4. 15 

2000. 2. 28~2005. 2. 27 

2000. 1 I. 6~2005. 11. 5 

(2005. 10. 28~ 部局間

覚書）

2005. 11. 29~ 

2000. 9. 21~2005. 9. 20 

2001. 4. 3~2002. 4. 2 

2001. 7. 25~ 

2001. 8. 19~ 

2001. IO. 2~ 

2002. 2. 11 ,__, 

2002. 2. 28~ 

2002. 3. 7~ 

2002. 12. 17~ 

2003. 6. 6"" 

2003. 7. 17~ 

2003. 7. 26~ 

2003. 12. 4~ 

2004. 8. 16 ,.._, 

2004. 10. 20~ 

2004. 11. I I~ 

2005. 1. 3~ 

2005. 3. 17~ 
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ナンヤンエ科大学工学部

光州科学技術院機械工学科

韓国生産技術研究院

B. 生研シンポジウム

シンガポール共和国 2005. 3. 29~ 

大 韓民国 2005. 4. 11~ 

大 韓民国 2006. 3. 10~ 

（財）生産技術研究奨励会の援助を受けて，平成 17年度は下記の国際シンポジウムを実施した．

1 . 名称： 第 39回生研シンポジウム

第 3回 IEEE-EMBS医療バイオにおけるマイクロテクノロジーに関する国際会議

3rd International IEEE-EMBS Special Topic Conference on Microtechnologies in Medicine and Biology 

期間： 平成 17年 5月 12日～平成 17年 5月 14日

参加者： 講演 121件（うち海外 96件）

総出席者： 134名（うち海外 110名）

担当教員： 藤井輝夫

2. 名称： 第 40回生研シンポジウム

第 9 回世界免震• 制御セミナー

9th World Seminar on Seismic Isolation, Energy Dissipation and Active Vibration Control of Structures 

期間： 平成 17年 6月 13日～平成 17年 6月 16日

参加者： 講演 115件（うち海外 72件）

総出席者： 162名（うち海外 77名）

担当教員：藤田 隆史

3. 名称： 第 41回生研シンポジウム

ナノ・マイクロ領域生研・スイス連邦工科大学ローザンヌ校• 韓国機械研究院シンポジューム

l!S/EPFL/K!MM Symposium on Nano/Micro Science and Technology 

期間： 平成 17年 10月 17日～平成 17年 10月 19日

参加者： 講演 15件（うち悔外 10件）

総出席者： 139名（うち悔外 129名）

担当教員： 藤田 博之

4. 名称： 第 42回生研シンホジウム

第 4回アジア地域の巨大都市における安全性向上のための新技術に関する国際シンポジウム

Fourth International Symposium on New Technologies for Urban Safety of Mega Cities in Asia 

期間： 平成 17年 10月 18日～平成 17年 10月 19日

参加者： 講演 70件（うち海外 42件）

総出席者： 97名（うち海外 66名）

担当教員：魚本健人

C. 外国人研究者招聘

（財）生産技術研究奨励会および日本学術振興会の援助により，平成 17年度は下記の外国人研究者を招聘した．

氏名（職名） 国籍 研究課題 研究期間 担当教員

COLE, Raymond John カナダ 「サービス」に視点をおいた建築環境性能 2005/9/4~ 野城 智也

（プリティッシュ・コロンビア大学教授） 評価モデルに関する日加比較研究 2005/10/31 教授
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BAO, Mu Ping 中華人民共和国 20 世紀モンゴル・ウランバートルの都市 2003/9/1~

（日本学術振興会外国人特別研究員） 形成—仏教中心の遊牧都市から国民国家 2005/8/31 

の定住首都への変容過程

MONDAL, Anirban インド 自立的負荷均衡機能を有するデペンダブ 2003/9/16~
（日本学術振興会外国人特別研究員） ルな GRID・P2P構築の為の基盤技術 2005/9/15 

TIAN, Yang 中華人民共和国 無機系マルチカラーフォトクロミック材 2003/10/1~

（日本学術振興会外国人特別研究員） 料の研究 2005/9/30 

AGACHE Vincent フランス共和国 励振とトンネル検出用のナノ位置決めア 2003/10/3I~ 
（日本学術振興会外国人特別研究員） クチュエータを組み込んだRFナノ電気機 2005/10/30 

械システム

CAILLARD Benjamin フランス共和国 マイクロマシンとULSI集積回路の静電気 2003/11/6~
（日本学術振典会外国人特別研究員） 放電からの保護方策の検討と実現 2005/4/29 

I I. 研究活動

藤森照信

教授

喜連川俊

教授

立間 徹

助教授

藤田博之

教授

藤田博之

教授

WANG, Shuang-feng 中華人民共和国 二相自励振動型熱輸送管に関する数値解析 2003/11/16~ 西尾 茂文

（日本学術振興会外国人特別研究員） 2005/11/15 教授

LENNON, Erwa フランス共和国 培投細胞からの電気・光学的信号を検出 2003/11/18~ 藤田 博之

（日本学術振典会外国人特別研究員） するためのマイクロデバイス 2005/11/17 教授

BLECH, Vincent フランス共和国 ボトムアップ方式とトップダウン方式の 2004/4/1~ 金 範竣

（日本学術振典会外国人特別研究員） 両アフローチによるマイクロ・ナノ表面 2006/3/31 助教授
局部成形の研究

ROSE, Franck フランス共和国

（日本学術振興会外国人特別研究員）

LEE, Jong-Bin 大韓民国

（日本学術振興会外国人特別研究員）

PHAN, Quoc Huu Duy インド

（日本学術振興会外国人特別研究員）

GUIMARD, Denis フランス共和国

（日本学術振典会外国人特別研究員）

PROVIN, Christophe フランス共和国

（日本学術振興会外国人特別研究員）

AFMによる単原子質量計測と原子測定 2004/9/15 "' 

2006/9/14 

形状記憶合金デバイス設計のための計算 2004/10/1"' 

力学システムの開発 2006/9/30 

自立的負荷均衡機能を有するデペンダブ 2004/10/1"' 

ルな GRID・P2P構築の為の基盤技術 2006/9/30 

半導体量子ドット・フォトニック結晶と 2004/10/6"' 

MEMSの融合による新素子開発 2006/10/5 

先端的細胞・組織構築のための 3次元マ 2004/10/18"'

イクロ構造の製作に関する研究 2006/10/17 

川勝英樹

教授

都井 裕

教授

岸 利治

助教授

荒川泰彦

教授

藤井輝 夫

助教授

BOBYLEV, ロシア連邦 都市化地域の地下施設の経常的安全性確 2004/11/1~ 目黒 公郎

Nicolai Gcnnadievich 保のための総合評価プログラムの開発 2006/10/31 教授

（日本学術振興会外国人特別研究員）

ZENG, Xianglong 中華人民共和国 非周期ドメイン反転構造を有する非線形 2004/11110- 志村 努

（日本学術振興会外国人特別研究員） 光学結晶を用いたフェムト秒光ハルスの 2006/11/9 教授

ROY ALL, Christopher Patrick 英国

（日本学術振興会外国人特別研究員）

NASROLLAHZADEHイラン・イスラム共和国

NESHELI, Kooroush 

（日本学術振典会外国人特別研究員）

SCHNEIDER, ドイツ連邦共和国

Harald lngbert 

（日本学術振典会外国人招へい研究者）

時空間制御

コロイド系相分離の実空間解析 2004/11/26~ 

2006/11/25 

イランの既存不適格建物の耐震補強法を 2004/11/29~
推進するための技術的・制度的システム 2006/11/28 
の開発

半導体量子井戸， ドット構造を用い 2005/3/15~

た高性能赤外光検出• 発生技術の開発 2005/4/26 

田中 脩

教授

目黒 公郎

教授

榊 裕之

教授

KANG, Sung-Soo 大韓民国 高分子アクチュエータの電気化学・カ学 2005/4/1,.__, 都井 裕

（日本学術振興会外国人特別研究員） 挙動の計算モデリングに関する研究 2006/2/22 教授

LI,Fengchen 中華人民共和国 複断面粒子画像流速計を用いた界面活性 2005/4/1,.__, 大島 まり

（日本学術振興会外国人特別研究員） 剤の効力低減メカニズムの研究 2006/11/28 教授

SUN, Winston アメリカ合衆国 マイクロ・ナノメカニカルシステムの高 2005/4/1,.__, 年吉 洋

（日本学術振興会外国人特別研究員） 周波デバイス応用 2006/10/24 助教授
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MORIN, Fabrice Olivier フランス共和国 バイオ観測用ナノ・マイクロデバイスの 2005/4/1~

（日本学術振興会外国人特別研究員） 製作と評価 2007/3/31 

LI, Guoqiang 中華人民共和国 PLO 法による高品質 InGaN 及び InAIN の 2005/5/20~

（日本学術振典会外国人特別研究員） 低温エピタキシャル成長 2007/5/19 

DUTTINE, Antoine Gerard フランス共和国 一般応力経路における未固結地盤材料の 2005/6/30~
（日本学術振興会外国人特別研究員） 粘性の実験的研究とモデル化 2007/6/29 

ASHDOWN, Mark Simon 英国 パンチルト型プロジェクタに関する理論 2005/8/31~

（日本学術振興会外国人招へい研究者） 的解析と応用 2006/7/31 

CHO, Younghak 大韓民国 MEMS 技術を用いた～分子・生体単一細 2005/9/1~

（日本学術振典会外国人特別研究員） 胞の評価デバイスの製作と阪用応用 2007/8/31 

PODRZAJ, Primoz スロベニア共和国 空間知能化による移動ロボットの知的制 2005/l 0/15~ 
（日本学術振興会外国人特別研究員） 御に関する研究 2006/10/14 

LIN, Xuemin オーストラリア連邦 データストリームの高速処理を可能とす 2005/10/31~
（日本学術振興会外国人招へい研究者） るデータベースシステムの設計 2005/12/28 

PEREIRA RODORIGUES, フランス共和国 細胞組織の動的処理のための集積化マイ 2005/11/3~
Nazare クロ流体デバイスの研究 2007/11/2 

（日本学術振典会外国人特別研究員）

藤田博之

教授

藤岡 洋

教授

古関潤

教授

佐藤洋一

助教授

金範竣

助教授

橋本秀紀

助教授

喜連川優

教授

藤井輝夫

助教授

WEIBEL, Douglas アメリカ合衆国 細胞と融合するマイクロシステム 2006/3/30~ 竹内昌 治

（日本学術振興会外国人招へい研究者） 2006/5/28 助教授

D. 国際共同ラボラトリー

本学とフランス国立科学研究センター (CNRS)との間に結ばれた学術交流協定に基づき創設された LIMMS/CNRS-

IIS (集積化マイクロメカトロニックシステム日仏共同研究室）は， 1995年の創設以来，その活動が評価され， 2004

年度より CNRSの正式な国際共同研究組織 UM!(Unite Mixte Internationale)に昇格した．これまでに約 60名のフラン

ス人研究員を受け入れている．

E. 外国人研究者の講演会
（財）生産技術研究奨励会外国人研究者講演会

主催：財団法人生産技術研究奨励会

後援：東京大学生産技術研究所

場所：東京大学生産技術研究所

• 4月 11日（月）

QUALITY MANAGEMENT FOR URBAN TRAFFIC CONTROL 

Prof Man恥 d Boltze 

Technical University of Dannstadt, Germany 

• 4月 19日（火）

QWIPS FOR HIGH-PERFORMANCE THERMAL IMAGING 

Dr. Harald Schneider 

Research Associate, Fraunhofcr-Institute for Applied Solid State Physics, Germany 

• 5月 6日（金）

"UNVOICED" CITY: RESEARCH OF ARCHITECTURAL HERITAGE IN OLD "SHINKYO" , MANCHURIA 

Dr. Mo Wei 

Vice Professor, Jilin Institute of Architectural and Civil Engineering, China 

• 5月 6日（金）

REGENERATION OF MODERN CITY "SHINKYO" 
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Dr. Zhang Junfeng 

Vice Professor, Jilin Institute of Architectural and Civil Engineering, China 

• 6月20日（月）

VLSI DESIGN CHALLENGES FOR GIGASCALE INTEGRATION 

Dr. Shekhar Borkar 

Intel Fellow and Director of Microprocessor Research Intel Corporation, USA 

• 6月20日（月）

BIORHEOLOGY: QUANTITATIVE CHARACTERISATION OF BIOFLUIDS AND BIOMATERIALS 

Dr. Xue-Feng Yuan 

Reader, Manchester Interdisciplinary Biocentrc The University ofManchester,British 

• 7月4日（月）

MELTING PLATINUM GROUP METAL (PGM) CONCENTRATES IN SOUTH AFRICA 

Dr. Johan Nell 

Manager, Mintec, South Africa 

• 7月4日（月）

3D BLOCK TRANSITION METAL CHEMISTRY OF ARYLAZOIMIDAZOLES 

Dr. Sinha, Chitttaranjan 

Reader, Jadavpur University, India 

• 7月4日（月）

BIOLOGICAL ASPECTS OF MET AL COMPLEXES 

Prof. Mishra, Lallan 

Banaras -Hindu University, India 

• 7月5日（火）

AN IDEAL GAS-LIKE MODEL OF MARKET AND INCOME DISTRIBUTIONS IN SOCIETIES 

Prof. Bikas K. Chakrabarti 

Saha Institute of Nuclear Physics, India 

• 7月 8日（金）

PARAMETER VARIATION IN SCALED CMOS CIRCUITS Dr. Ali Keshavarzi 

Senior staff research scientist at Microprocessor Research 

Laboratories, Intel Corporation, USA 

• 7月27日（水）

BUCKLING-INSTABILITY OF DROPLET CHAINS IN FREE-STANDING LIQUID CRYSTALLINE FILMS 

Dr. Camilla Voeltz 

Senior Researcher, University of Magdeburg, Germany 

• 7月27日（水）

PROCESSING CARBON NANOTUBES : DISPERSIONS AND FIBERS 

Dr. Philippe Poulin 

Chereheur Pennanent Centre de Recherche Paul Pascal -

CNRS Bordeaux, France 

• 9月27日（火）

ELECTRIC-FIELD-INDUCED DEMIXING IN LIQUID MIXTURES 

Dr. Yoav Tsori 

Senior Lecturer, Department of Chemical Engineering 

Ben-Gurion University, Israel 
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• 9月 29日（木）

OPTICAL ORIENTATION OF DIPOLAR CENTERS IN NON-POLAR PIEZOELECTRICS 

Prof. Alexei A. Kamshilin 

Department of Applied Physies, University ofKuopio, Finland 

• IO月 25日（火）

FROM GREEN TO SUSTAINABLE? IMPLICATION OF ENVIRONMENTAL PERFORMANCE ASSESSMENT FOR 

SUSTAINABLE LIVING 

Prof. Raymond J. Cole 

British Colombia University, Canada 

• 11月 14日（月）

THE IMPORTANCE OF A CLASS OF SECONDARY RELAXATION PROCESS IN GLASS-FORMING LIQUIDS 

Dr. Marian Palueh 

PhD hab. lecturer, Institute of Physies, Silesian University Poland 

• 12月 7日（水）

WATCHING MOLECULES DIFFUSE AT SOFT AND HARD SURFACES 

Prof. Steve Granick 

Departments of Materials Seience and Engineering, Chemistry and Physics, University of Illinois, USA 

• 12月 14日（水）

DECODING THE STRADIVARIUS: THE SOUND, THE MATERIALS AND THE MYSTIQUE 

Prof. Joseph Nagyvary 

Emeritus, Texas A&M University, USA 

• 3月 22日（水）

GOLD AND MAGNETIC NANOPARTICLES FOR DETECTION AND TREATMENT OF DISEASE 

Prof. John C. Bischof 

Department of Mechanical Engineering with joint appointments in Biomedical Engineering and 

Urologic Surgery at the University of Minnesota, USAEmeritus, Texas A&M University, USA 

• 3月 22日（水）

THE RELAXATION DYNAMICS OF CONFINED GLASSY LIQUIDS 

Prof. Walter Kob 

Universite Montpellier II , France 

• 3月 22日（水）

HYDROPHOBIC ATTRACTION BETWEEN PROTEIN-LIKE SOLUTES IN WATER 

Prof. Jean -Pierre Hansen 

University of Cambridge, UK 

F. 外国人研究者の来訪

• 6月 8日（水）

中華人民共和国 武漢理工大学副校長 ZhangLianmeng他 2名

• 8月 8日（月）

中華人民共和国蘭州大学学長李発伸 他 2名

• 9月 15日（木）

ドイツ連邦共和国 ダルムシュタット大学 学長 Johann-DietrichWorner他 l名

• I 0月25日（火）

チリ共和国 サンティアゴ大学学長 UbaldoZUNIGA Quintanilla 

• 10月 28日（金）

台湾国立台湾大学工学院院長葛喚彰他 5名
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• 11月 29日（火）

中華人民共和国北京航空航天大学副校長唐暁青他 5名

• 11月 30日（水）

スイス連邦 ヌシャテル大学 マイクロテクノロジー研究所長 Nicolaas-F.deRooiji 

• 11月 30日（水）

アメリカ合衆国 モンタレー水族館 科学部門長 ChrisScholin他 2名

• 12月 2日（金）

中華人民共和国 日中技術史・機械設計国際会議参加者北京航空航天大学教授 注蘇他 19名

• 12月 14日（水）

中華人民共和 国ハルピン工業大学副校 長周玉他 4名

• 1月 19日（木）

ペルー共和国 ペルー国立工科大学学長 Roberto MORALES MORALES他 4名

G. 外国出張等一覧

長期外国出張 (1ヶ月以上）

氏 名 職名 目 的国 渡航期間 備考

上野佳奈子 助 手 アメリカ合衆国 16. 10. 3 ,-_, 17. 9. 30 廿iり長

須 崎純一 講 師 タイ王国 17. 2. 1 ""'19. I. 3 I iiJf脩多U:'ifr1J

Dominique COLLARD 教 授 フランス共和国 17. 3. I"'17. 6. 9 出張

原 聡 助 手 ドイツ連邦共和国 I 7. 3. 30 "'I 8. 3. 2 9 出張

Dushmanta DUTT A 助教授 タイ王国，ブラジル連邦 I7. 4. 2~17. 5. 22 出張

共和国

加藤佳孝 講 師 タイ王国 17. 5. 24~17. 7. 21 出張

Dushmanta DUTT A 助教授 タイ王国 17. 6. 3,._, 17. 7. II 出張

杉 山 澄雄 助 手 中華人民共和国 17. 6. 10 ,.._, 17. 7. 24 研修

Dominique COLLARD 教 授 フランス共和国 17. 6. 24~17. 8. 8 出張

加藤佳孝 講 師 タイ王国 17. 8. I---.. 17. 9. 8 出張

加藤佳孝 講 師 タイ王国，シンガポール， 17. 9. 18-17. 12. 9 出張

中華人民共和国

町 田 巫子 技術職 アメリカ合衆国 18. I. 3~18. 7. 1 出張

（財）生産技術研究奨励会三好研究助成

氏 名 職名 目 的国 渡航期間 備考

金 範竣 助教授 アメリカ合衆国 17. 10. 8~17. 11. 3 出張

鈴木宏明 助 手 アメリカ合衆国 17. 10. 8~17. 10. 21 出張

栗林香織 研究機関研究員 アメリカ合衆国 17. 10. 8 ,.,_, 17. 10. 21 出張

宮 崎 真 特任助手 中華人民共和国 18. 3. 6~18. 3. 20 出張
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（財）生産技術研究奨励会海外派遣

氏 名 職名 目 的 国 渡航期間 備考

青木 良文 大学院学生 モナコ公国 17.4.1~17. 4.8 出張

並河 努 大学院学生 スウェーデン王国 17.5.22~17.5.26 出張

G.T.M.J.MARTIN 大学院学生 イタリア共和国 17.6.17~17.6.27 出張

町田 学 技術職員 イタリア共和国 17.6.25~17.7.17 出張

三上紀子 大学院学生 英国 17.6.27~17.7.3 出張

朱 晟偉 大学院学生 中華人民共和国 17.9.3~17.9.10 出張

徐 長厚 大学院学生 中華人民共和国 17.9.3~17.9.10 出張

渡辺壮亮 大学院学生 大韓民国 17.9.11 ,..__, 17.9.15 出張

大川ちひろ 大学院学生 ドイツ連邦共和国 17.9.17-17.9.22 出張

鄭 梅燕 大学院学生 ドイツ連邦共和国 17.9.17~17.9.22 出張

林 靖之 大学院学生 オーストラリア連邦 17.10.22~17.10.28 出張

タンウェィヒョン大学院学生 アメリカ合衆国 17.10.8~17.10.16 出張

狭間 貴雅 大学院学生 アメリカ合衆国 17.11.19~17.11.24 出張

黄 吉卿 大学院学生 アメリカ合衆国 17.11.6~17.11.10 出張

帷子京市郎 大学院学生 ベトナム社会主義共和国 17.11.6"-'17.11.12 出張

梶谷英伸 大学院学生 アメリカ合衆国 17.12.14~17.12.21 出張

伊藤 文香 大学院学生 アメリカ合衆国 17.12.14~17.12.22 出張

尾花 勲 大学院学生 アメリカ合衆国 18.3.11~18.3.20 出張

を,,尽ヽ 耀腎 大学院学生 タイ王国 18.3.18~18.3.23 出張

7. 研究交流

A 研究所公開（駒場地区）

平成 17年 6月 2日（木）， 3日（金）にわたって開催され，約 4,400人にのぼる来場者を迎えた．

公開された講演および研究は次のとおりである．

講演会

「建物を地裳災害から守る」 基礎系部門

「動き始めたバイオマスタウン」 物質・環境系部門

「暗号と情報セキュリティ技術」 情報・エレクトロニクス系部門

「我国のコンクリート構造物の劣化と都市の安全性」

都市基盤安全工学国際研究センター

「水中のピジュアライゼーションを革新する音響ソーナー」

公開題目

基礎系部門

2004年 10月23日中越地震の被害と教訓

地震で建物はどうゆれるか？ーその検証と評価一
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悔中工学研究センター

中埜良昭助教授

迫田 章義教授

今井秀樹教授

魚本健人教授

浅田 昭教授

研究担当者

小長井一男

中 埜 良 昭



I I. 研究活動

ミクロなゆらぎの物理学

複雑系のナノダイナミクス

水素のダイナミクスと表面ナノ構造

固体表面の電子放射と科学技術

乱流の物理とモデリング

物性理論物理のフロンティア

非線形光デバイスの研究

鼠子ホール系の物理と応用

固体中転位の物理的性質

ソフトマテリアルの科学

木

井

谷

野

場

野

田

村

田

川

中

田

高

酒

福

岡

半

羽

黒

志

町

枝

田

郎

司

之

雄

弘

道

男

努

樹

志堅

啓

克

達

藤

直

和

友

圭

機械•生体系部門

超小型ラジアルタービンの研究

非定常乱流と空力騒音の予測と制御

変形形状制御・結晶構造制御を目的としたフレキシブル変形加工

“超”を極める射出成形加工

機械加工工具の新しい提案

Vehicle Dynamics and Control 

水遊び（ヨットとボート）の科学と浮体工学

ムール貝の空間と餌をめぐる競争モデル

メカトロニクスとラヒッドプロトタィヒング

非線形ロボティクス～新たなロボットシステムの創造への挑戦～

生体由来物質の長期保存ー食品・細胞・タンハク質の高品位長期保存をめざして一

タンハク質のための屈子化学計算システムの開発

生体流体工学一脳血管悴害に関する流体力学的検討ーマイクロ流体と生化学システム

計罪固体力学の研究

情報・エレクトロニクス系部門

人間親和型モーションコントロールによる福祉制御工学への貢献

と制御で走る近未来車の先進制御技術

カオスー非線形理論とその応用

遣伝子調節ネットワークの確率ダイナミクス

人と人が出会うとき：関係性の数理モデル

脳で数理を探索する

空間知能化ー空間と ITおよびロポティクスの融合

量子ナノ構造のテラヘルッフォトダイナミクス

シリコン・ナノテクノロジーと VLSIデバイス

半導体ナノテクノロジーと次世代光・電子デバイス

加

加

柳

横

谷

須

木

北

新

鈴

白

佐

大

都

藤

藤

本

井

千

千

秀

泰

幸

幸

潤

俊

弘

大

健

輔

樹

宏

了

俊

り

裕

田

下

澤

野

木

樫

藤

島

井

大

俊

高

文

ま

堀

堀

合原

合原

合原

合原

橋 本

平川

平本

流川

岩 本

半蒋体ナノ構造による電子の屈子的制御と先端素子応用 榊裕

ナノプロービング技術 高橋琢—

半導体技術で作るマイクロマシンとナノテク・バイオ技術への応用 藤田博之

観察に基づくロボットの行動学習：伝統舞踊と手作業の獲得 池内克史

特別推進 (COE)研究プロジェクト「量子ドット構造による電子物性の制御と次世代エレクトロニクス応用」

COE「量子ドット」プロジェクト（代表榊裕之）

新分野を開拓する低電力高速ナノサーキットの研究 桜井貨康

ハプティクス・インターフェース

洋

洋

秀

俊

泰

幸

幸

ャ

辛

幸

紀

彦

郎

彦

敏

之
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雷放電と EMP

通信システムの展開

符号と暗号

物理ベースビジョンとコンピュータグラフィックス

The Great Buddha Project (文化遣産のメディアコンテンツ化）

電子社会システム

秀

克

克

幹

勝

薫

樹

史

史

太

井

崎

井

内

内

浦

石

瀬

今

池

池

松

物質・環境系部門

環境低負荷高分子材料

ェコマテリアル・モジュールの作成と環境効率評価によるグリーン調達手法の開発

TEMナノマニピュレーションによる炭素材料の原子構造と電気・機械的性質の評価

新奇な電磁気機能を示す酸化物の創成とその物性

マイクロビームを用いた微小領域三次元元素分布解析及びナノビーム SIMS

生体臓器の工学的再構築とその医療・ 環境評価への利用

吸着の環境技術への応用

持続可能社会に向けたバイオマスリファイナリーの創成

光電子スペクトロホログラフィーによる原子レベルでの 3次元表面・界面構造解析装置の開発

尾張

吉江

山本

光 田

小田

尾張

酒井

迫田

迫田

望月

北條

荒木

溝部

藤

中

上

有機一金属配位高分子の合成によるメゾスコピック材料開

有機光機能材料の開発ー単分子からマクロ集積体まで

遷移金属ー硫黄クラスターの合成と利用

有機化合物の構造を制御する

糖質の生命工学

機能性非晶質材料設計

人間・社会系部門

サステナブルな都市・建築のための新たなデマンド・チェーンの創造

水害を忘れるな

工

畑

井

野

沖

鼎

/II 

坂

安

柴

桑

藤

村

藤

曲

地盤の変形と破壊の予測 古

鉄筋コンクリートの信頼性向上に向けて一機構の理解と開発・モデル化— 岸

巨大都市の安全性向上をめざしてーコンクリート構造物の耐久性向上技術の開発一 魚 本

ぼくらはまちの探検隊ー小学生のための都市文化遣産・資産発見プログラムの構築とその実施

藤森

村松

空間構造が拓く安全・快適な環境

都市・建築の音場予測とシミュレーション

地球環境をどう測る？

人を測り，動きを追う一活動の地図づくり

快適な道路交通社会に実現のために一次世代トラフィックオペレーション一

擬洋風の摩天楼ー中国広東省開平の石造高層住宅群の歴史的研究とその保存

東京の都市様相 (II)

城

口

本

岡

崎

原

森

松

井

渕

関

真

尚

良

好

克

真

康

章

章

和

博

孝

裕

研

博

則

子

一

孝

郎

則

行

義

義

博

彦

二

司

秋

一

之

也

幹

郎
次

智

大

信

健

慎

善

亮

雅

照

英

潤

利

健

文

介

夫

信

伸

明

邦

召＂H"
 

治

人

信

伸
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計測技術開発センター

次世代空調システム開発

環境シミュレーションと最適化

室内空気質とシックハウスの解析と対策

電気化学デバイス：物質間の電子移動に基づく情報・ 物質・エネルギー変換

海中工学研究センター

海を拓く海中ロボット

海中• 海底の 3次元音響情報

マイクロ流体デバイスーその基礎技術と応用展開―

加

加

加

立

藤

藤

藤

間

信

信

信

介

介

介

徹

浦

高

浅

藤

環

川

田

井
一
―
-
—


真

洞 昭

夫

マイクロメカトロニクス国際研究センター

マイクロ・ナノデバイスーその要素と構成一

マイクロ・ナノマシンの国際ネットワーク研究

金 範 竣

マイクロメカトロニクス国際研究センター

藤田 博之.D. コラール他

LIMMS / CNRS-IISー集積化マイクロメカトロニクス日仏共同研究室一

LIMMS代表

マイクロ加工と測定

超高速・超並列ナノメカニクス

マイクロ／ナノメカトロニクスの光 ・RF通信応用

生体と融合するマイクロ・ナノマシン

洋・クリスチャンベルゴー

増 沢 隆 久

川 勝 英 樹

年 吉 洋

竹内昌治

都市基盤安全工学国際研究センター

巨大都市の安全性向上をめざして一兵庫県南部地震から 10年を経て，今，我が国の防災対策は？一

目黒公

魚本健

目黒公

大岡龍

加藤佳

須崎純

サステナブルな都市空間設計 大岡龍三

市街地汚染拡散と通風 大岡龍三

巨大都市の安全性向上をめざしてーコンクリート構造物のメンテナンスマネジメント手法の確率に向けて一

加藤佳孝

巨大都市の安全性向上をめざして

郎

人

郎

三

孝

戦略情報融合国際研究センター

画像処理を用いた実世界環境における人間の行動の計測と理解

超大型ディスプレイ壁を用いた大規模 WEBマイニング／先進ストレージシステム／

地球環境デジタルアーカイブ

ITS (高度交通システム）における画像監視技術・実用化への取り組み

マルチメディア情報媒介システム

サステイナプル材料国際研究センター

実空間有限要素法第一原理計算による材料評価

金属生産技術とリサイクル

佐 藤

喜連川

上條

坂内

洋

俊

正

優

介

夫

吉

前
11
田

ヽ 暢

正

宏

史
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光合成の分子メカニズム解析

未来材料：チタン・レアメタル

辺

部

渡

岡
正

徹

計算科学技術連携研究センター

文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」プロジェクト

計算科学技術連携研究センター代表者：加藤 千幸

ナノエレクトロニクス連携研究センター

ナノエレクトロニクス連携研究センター～ナノ光・電子デバイス技術の開発～

荒川泰彦（センター長）• 石田寛人・勝山俊夫• 菅 原 充 ・ 塚本史郎

先進モビリティ連携研究センター

高度交通情報収集システムとその 3次元空間都市地図生成への応用

走行車両情報収集用実験車 MAESTROの開発

千葉実験所

千葉実験所における研究活動の紹介

史

夫

克

雅
内

原

池

桑

千菓実験所

共同研究

プロダクションテクノロジー研究会

増沢隆久• 横井秀俊• 谷泰弘・柳本潤• 川勝英樹• 金範竣• 竹内昌治• 新野俊樹

工学とバイオ研究グループー工学からバイオヘの新たな接近一 渡辺正（代表）他

共通

生研キャンハスネットワークの運用

中高生のための東大生研公開

本所の学術・産学研究交流

機械設備の紹介

電子計算気室

SNGグループ

広報委員会・（財）生産技術研究奨励会

試作工場

B. 研究所公開（千葉地区）

毎年開催となっだ恒例の千菓実験所公開が 11月 11日（金）に実施され， 650人を超える来場者を迎えた．

公開された講演および研究は次のとおりである．

講 演 題 目

特別講演「都市の安全とコンクリート」

最新の研究成果紹介一過去 2年間のダイジェストー」

講演者

魚本健人

横井 秀 俊

公 開 迎 目 研究担当者

バイオマス静脈物流システムの開発 野城智 也

車両空間の快適性評価 須 田義大

スケールモデル走行実験装骰と次世代の鉄道車両の運動制御 須 田 義 大

ITS車両による道路路面計測 須 田義大
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I I. 研究活動

先進モビリティ連携研究センター研究活動の紹介・サステイナブル ITSプロジェクト

千葉実験所における実大空間構造物の開発

補強土壁工法の耐震性

持続生産のためのバイオマス資源の利用

コンクリート構造物の安全性確保のための非破壊検査と補修

免震•制御・スマート構造

電気と制御で走る近未来車の先進制御技術

バイオマスリファイナリーの創成

巨大都市の安全性向上をめざして

• 都市基盤安全工学国際研究センターの活動

機械加工工具の新しい提案

特殊電子ビーム溶解装置を用いたシリコンスクラッフの高度再利用技術の開発

“超”を極める射出成形

気候変動と人間活動の変遷， そして世界の水資源

伝統木造から高層木造へ

円管内旋回流の乱流統計量に関する研究

熱間変形加工時の内部組織変化

次世代空調システムの開発

悔を拓く自律型悔中ロボット

能動型マイクロ波センサによる悔面観測

「オリンヒック漕艇競技艇」と「巨大波」に挑戦

船舶の波浪中航悔性能試験

地震断屑に対する社会基盤設備の防災性向上に関する研究

構造物の動的破壊に関する研究

一簡易振動実験手法開発にむけた超小型試験体破壊メカニズムの解明一
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8. 

A. 

主要な研究施設

特殊研究施設

1地震環境創成シミュレータ (3軸 6自由度振動台）

説明 XYZの直交 3軸に加え， ヒッチ・ロール・ヨーの回転運動が可能な動電式の多目的振動試験装置．多自由度

振動制御解析システム F2 と組み合わせて使用することにより実環境における振動データを忠実に再現することが可

能．線形性に優れた大振幅の動電式加振機を用い，他に類を見ない高精度な 3軸 6自由度の振動を再現．軸受けに静

圧球面軸受けを使用し回転角制御を実施（回転運動再現可能）．多軸・多点制御装置として F2を用い各軸間の干渉を

補償．制御系の遅れ時間を補償また台上応答に即応した目標信号補正を行う予測制御機能を有し利用者がフログラミ

ングすることで修正が可能．

（基礎系部門小長井研，基礎系部門中埜研，機械• 生体系部門藤田隆史研，機械• 生体系部門都井研，都市括盤安
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全工学国際研究センター Ocus)目黒研，人間・社会系部門古関研，人間・社会系部門川口研，

人間・社会系部門腰原研）

2. カ制御型動的破壊実験システム (1軸 1自由度振動台）

説明 x方向 l軸加振が可能な動電式の振動試験装附．単体での使用の他に 3軸 6自由度振動台の制御装置と連動し

て使用することにより同位相および逆位相で加振可能である（なお並列設骰する場合は 3軸 6自由度振動台の X軸に

並行に設骰し床に既に開けられている穴位置に合わせてボルト固定して使用すること）．実験時に本体と供試体の間

にカセンサーを設置することで供試体の動きによって設骰面に対する力が観測でき，これをリアルタイムにフィード

バックしながら実際の供試体と加振面との相互作用を考慮した計算を行いながら制御をかけることが可能．デジタル

方式の振動制御システム F2を使用することにより，目標実測波形を高精度に再現可能．

（基礎系部門小長井研）

3. 材料・材質評価センター

材料の力学特性を評価するための試験装置を設置している．基本的材料試験を行う， 25tf, l Otfの袖圧疲労試験機，

l Otf, 5tf, l OOkgfの万能試験機， 5tfクリープ試験機，ピッカース硬さ試験機，特殊試験を行う X線 CT付き万能試験

機 SEM付き高温疲労試験機，二軸袖圧式疲労試験機を有する．また，測定機器として， 3次元形状測定装置光学

式変位計，デジタル超音波探傷器， AE計測装骰， レーザー顕微鏡， レーザーエクステンソメーター，ファイバーオ
フティックセンサーシステム，デジタル動ひずみ測定器 レーザー変位計を保有している．

（所内共同利用）

4.Linux並列計算機

Alpha/Linux8台および Sun/Linux8台を GigabitEthernetで接続し， MPIを使って並列計算を行う．

（基礎系部門羽田野研）

5分散数値シミュレーションコンピュータ設備

本装附は並列計窮サーバ (SGI社 Origin200032CPU/l 6GB) を中心に構成されたもので大規模なメモリ容量を要す
る数値シミュレーションコードを比較的容易かつ高速に実行可能であることに特徴がある．乱流のシミュレーション

と流れの設計 (TSFD)研究グルーフにおける流体関連数値シミュレーションフログラムコード開発，検証計算の多く

をこの設備上で行っている．

（基礎系部門半場研，機械• 生体系部門加藤（千）研，機械• 生体系部門大島研，
計測技術開発センター加藤（信）研，都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)大岡研，

機械• 生体系部門都井研）

6. 低騒音風洞試験設備

ファンやダクトから発生する騒音をほぼ完全に消音した小型・低乱風洞と騒音計測用の無孵室とからなる計測設備

であり，対象とする物体周りの流れと発生騒音との同時計測が可能である．風洞のテストセクションは，高さ 500mm/

幅 500mm長さ 1750mmであり，暗騒音レベルは風速 40m/sにおいて 56dB(A) 以下に抑えられている．

（機械• 生体系部門加藤（千）研）

7. 熱原動機装置

熱原動機の性能評価及び熱原動機内部の流れを評価するための設備で構成は動力計• 制御盤・ 操作計測盤となっ
ている動力計は，両軸に熱原動機が取りつけ可能で最大吸収動力は 185kW、最大駆動動力は 130kW, 最高回転数

は4,000rpmである．速度制御とトルク制御のどちらも可能で、速度制御精度は 0.1%FS以下， トルク制御精度は 0.2%

FS以ドである．安全のため、制御室を別地しており遠隊操作，監視が可能となっている．
（機械• 生体系部門加藤（千）研）

8. 高圧空気源

各種熱機関の研究・評価を行う上で，必要となる高圧空気を供給するための設備で，吸入空気量 56.5m3/分，吐出

圧力 0.686MPa, 吐出温度約 40℃であるなお，出口冷却器を通さず，圧縮機出口から直接高圧高温の空気を利用す

ることもできる.6,600Vの高圧電源で駆動される 2段式スクリュー圧縮機である．この高圧空気源は低騒音で圧縮空

気中に1111の混入，空気脈動がなく，広範囲の実験が行えるようにしてある．
（機械• 生体系部門加藤（千）研）

9. 海洋工学水槽
長さ 50m, 幅 !Om, 深さ Smの水槽で，波，流れ，風による人工悔面生成機能を備え，変動水面におけるマイクロ

波散乱，大水深悔洋構造物の挙動計測など，海洋空間利用，海洋環境計測，悔洋資源開発に必要な要素技術の開発に
関連する実験・観測を行う．

（機械• 生体系部門木下研，悔中工学研究センター林（昌）研）
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10. 風路付造波回流水槽

長さ 25m, 幅 I. 8m, 水深 Im(最大水深 2. Om) のに回流，造波，風生成機能を備え，潮流力，波力，風荷重な

ど悔洋における環境外力の模擬が可能な水平式回流水槽である．

（機械• 生体系部門木下研， i毎中工学研究センター林（昌）研）

11. 高温高速多段圧縮実験装置

高温変形加工時の変形抵抗，内部組織変化を計測する装置であり，ひずみ速度 50までの， 8段圧縮実験を行うこと

ができる．
（機械• 生体系部門柳本研）

12. 超強加工用油圧プレス

超強加工を行うための袖圧フレスで，最大荷重 300トン，ラム速度 IOOmm/sの能力を有する．

（機械• 生体系部門柳本研）

13. 高ひずみ速度付与試験装置

最大で 300/sまでの高速圧縮試験を一定の真ひずみ速度で行なうことができる，世界最高速の?!IJJJ:材料試験装閻
（機械• 生体系部門柳本研）

14.3次元雷放電・電荷位置標定システム

雷放電に伴って発生する VHF帯および MF帯の電磁波放射源の，雷雲内における 3次元的位附，および雷放電によ

り変化した雲内の電荷量とその 3次元的位置極性を知ることを目的としたシステムである.0. Iマイクロ秒の精度

で時刻同期され， 5~10km おきに配附した 8 局で VHF 帯と MF 帯の電磁波の到達時間差，および準静的電界の雷放電
に伴う変化量を測定し，オフラインで処理を行う．観測局のネットワーク上空の半径約 10km以内で生じる雷放電が

観測対象となる．現在は，冬にも雷活動が活発な福井平野で通年運用を行っている．

(t肖報・エレクトロニクス系部門{i JHiJf) 

15. 半導体超薄膜ヘテロ構造作製用分子線エピタキシー装置

エレクトロニクス用半導体材料として菫要な GaAs, lnAsなどの単結晶超薄膜など各種のナノ構造を成長させるた

めの装骰である.8個の分子線源を持ち， 10-11Torrまで排気可能な改良機である．分析機器としては分子線強度測定）n 
に質量分析計と真空計が，得られた結晶の特性評価用に反射電子回析装置が設けられている量子細線やドット構造

を持つ超高速トランジスタ，新構造光検出器，メモリー素子，ショットキ接合，超格子等の素子作製と結晶表面および

界面の電子特性の解明と応用に使用されている．

（情報・エレクトロニクス系部門榊研）

16. 東大三月号 II
ニッサンマーチを種車にし， 4輪に独立のインホイルモータ（明電舎製 36kWの 1PM) を搭載した，制御実験用電

気自動車．
（情報・エレクトロニクス系部門堀研）

17. カドウェル EV

東京 R&Dのカドウェル（レーシングカー）をもとに， 2個の 1PMによって後輪を駆動するよう改造した実験用電

気自動車
（情報・エレクトロニクス系部門堀研）

18. コムス CV
アラコ（現トヨタ車体）製の小型電気自動車コムスの電池をすべてウルトラキャハシタに交換し，簡便な実験に適

するようにしたもの．
（情報・エレクトロニクス系部門堀研）

19. 諸種のメカトロニクス実験装置
メカトロニクスの実験に関する諸種の実験を行うため，ファナック製汎用ロボット（小型，中型），三菱菫工製お

よびファナック製の軸ねじれ系実験装置，電動車いす，歩行支援装置，電動バワステ実験装置， MGセット（以上は

ほとんど自作）などを保有する．
（情報・エレクトロニクス系部門堀研）
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20. 温度可変高真空走査プロープ顕微鏡装置

本装骰は， 120Kから 600Kの間で温度可変の試料ステージを持ち，走査トンネル顕微鏡，原子間力顕微鏡，ケルビ
ンフロープフォース顕微鏡など様々なモードでの計測が可能なシステムである．本装置によって，量子ナノ構造の表

面形状・電子状態をナノメートルスケールで評価することができまたその温度特性の計測を通じて凰子ナノ構造の

電子的特性を明らかにすることができる．

（情報・エレクトロニクス系部門高橋研， i胄報・エレクトロニクス系部門榊研）

21. 極低温強磁場走査トンネル顕微鏡装置
本装l置は，液体ヘリウムを利用して 2Kから 200Kの間で試料室の温度を制御することができる走査トンネル顕微鏡

システムであり，また超伝導磁石によって最大 JOTの強磁場を印加しながら計測を行うことも可能である．本装骰に

よって，熱雑音の影響を取り除きながら量子ナノ構造の表面形状・電子状態をナノメートルスケールで計測すること

ができ，またその強磁場中での振る舞いから量子ナノ構造の諸物性の評価が行える．

（情報・エレクトロニクス系部門高橋研，情報・エレクトロニクス系部門榊研）

22. 超高真空温度可変走査プロープ顕微鏡装置
液体ヘリウムを利用して25Kから室温の間で試料室の温度を制御することができる超高真空走査プローブ顕微鎧シ

ステムである．本装t置によって，熱雑音の影響を取り除きながら消浄な量子ナノ構造の表面形状・電子状態をナノ
メートルスケールで計測することができまたその温度依存性の計測から鼠子ナノ構造の諸物性の評価が行える．

（情報・エレクトロニクス系部門高橋研，基礎系部門岡野研，基礎系部門福谷研）

23. 生体分子構造解析装置
本装置は，二重収束質量分析計，イメージングプレート型 X線構造解析装置，分子モデリングシステムなどで構成

される装骰であり，複雑な構造を持つ生体分子の正確な分子量やその立体構造などを明らかにすることができる．
（物質・環境系部門荒木研）

24. ナノスケールニ次イオン質量分析装置
本装,i'は細く絞った一次イオンビームで試料をスハッタし，放出された二次イオンの質屈分析を行うことにより，

微小領域の元素分析を高感度で行うものである．ガリウム液体金屈イオン源から放出された一次イオンは試料上で直
径数十 nm以下に収束される．二次イオンは Mattauch-Herzog型二重収束質量分析器で質鼠分析され， 120チャンネル

並列検出系で検出される．二次イオン質散スヘクトル測定の他，試料の二次電子像，全二次イオン像，元素分布像の

観察も可能である．
（物質・環境系部門尾張研）

25. 光電子スペクトロホログラフィー装置
X 線光屯子回折 (XPED) 法は，光電子の放出角度依存性や入射エネルギー依存性などから，表面・界面を含めた

固体表層原子構造を化学状態別に知ることのできる手法である．我々はこの手法をさらに進めた光電子スペクトロホ
ログラフィー法を提案し，その測定装附• 手法の開発を同時に行ってきた．この手法では数種の励起 X線の特長を活

かすことにより，表面・界面などの構造・状態を 3次元的に原子レベルで明らかにできる．この装置を使うことによ

り超薄膜系の構造や状態を明らかにできる，
（物質・環境系部門尾張研）

26. 反応性ガス支援高速・精密微細加工システム

本装間は反応性ガスとマイクロビームを同時に照射することで，エッチングの高速化と加工断面の精密仕上げを実
現するものである．高速化にはガリウム収束イオンビームによる反応性ガス支援イオンビームエッチング (CAIBE),

精密仕上げにば厖子ビームによる電子衝撃脱離 (ESD) をそれぞれ用いる，反応性ガスには塩素及びハロゲン系化合

物を使用する．効果的なガス排出のため， 5つのターボ分子ポンプとロータリーホンフを持つ．四重極型質屈分析器
は高速化の測定及び CAIBE, ESD現象の解明に関する知見の取得に用いる．

（物質・環境系部門尾張研）

27. イオン・電子マルチビーム三次元分析装置
本装附は，試料及び目的に応じた微小領域での三次元分析を実現するものである．一次ビーム源として 2本のガリ

ウム収束イオンピーム (FIB) と 1本の電子ビーム (EB) を備えている. I本の FIBはshave-off走査による断面加工
用で，任意位骰に分析断面を削り出すことで，三次元分析時の深さ方向のスケールを正確に定義できる．もう 1本の

FIBとEBはそれぞれ，飛行時間型質鼠分析器，円筒鏡型分析器を検出器として，飛行時間型二次イオン質鼠分析法，

オージェ電子分光法による分析断面のマッヒングを可能にする．
（物質・環境系部門尾張研）
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28. 超高真空 PLO装置

本装骰は KrFエキシマレーザを励起源とするハルスレーザー結晶成長装置である．超高真空仕様であり，残留水分
の影響を受けることなく高品賀な半導体単結晶薄膜を作製できる．

（物質・環境系部門藤岡研）

29. パルス電子線堆積装置

本装置はハルス電子線源を励起源とする結晶成長装岡である．ハルスレーザーを励起源とする PLO装置に比べ高い

成長速度で高品質半導体単結晶薄膜を作製できる．

（物質・環境系部門藤岡研）

30.Si-MBE装置

本装置は超高真空下で Siの単結晶を成長する装骰である.Siソースの励起源として電子線を利用している．成長中

の様子を RHEEDによってその場観測することができる．

（物質・環境系部門藤岡研）

31. 斜入射 X線回折装置

本装骰は微小な入射角で X線を試料に照射し反射率や回折を解析する評価装骰である．通常の X線回折装骰で測定

のできない極薄膜やヘテロ界面の急峻性の評価に利用される

（物質・ 環境系部門藤岡研）

32. 単結晶 X線構造解析装置

化合物の単結晶（径 0. 1-1. 0 mm程度）に照射した単色 X線ビームの回折ハターンに基づいて，正確な化合物の
構造を決定する．当研究室の装囮は理学電機製 MERCURY-?CCD検出器を用いており，通常の結晶なら測定と計算す
べてを含めて 1日で，原子間の距離を 10―Ipm, 結合角を JO―2degの桁まで決定できる．

（物質・ 環境系部門溝部研）

33. 電界放射型透過電子顕微鏡 (JEM-201OF) 

JEM-2010F (以下本機）は電子源に電界放出型電子銃を搭載した高分解能透過電子顕微鐙で付加設備としてエネル

ギー分散型 X線分光分析装附 (EDS, VANTAGE), 並列型エネルギー損失分光分析装附 (PEELS, Model 766) を装
備しています．本機は先端を鋭く尖らせた ZrO/Wを加熱して使用する熱陰極屯界放出型電子銃を搭載しており，安定

した電子放出と高い電子線照射密度（高輝度）を特徴としています．付属設備である EDSや PEELSを利用すること

でナノスケールの局所領域での定性分析，定量分析，二次元元素マップ分析が可能で，構造観察と合わせて高精度な

元素分析が行えます．

（物質・環境系部門光田研）

34. 収束イオンビーム装置 (FIB)

本装骰は，高性能収束イオンピーム光学系• 高真空試料室・真空排気系・ 2インチ試料対応のステージ及びコン

ヒュータシステムなどにより構成されている，収束イオンピーム装骰です．走査イオン顕微鏡機能，イオンピーム照

射によるスハッタエッチング機能および，原料ガス吹き付けとイオンビーム照射による膜付け機能により， 2 インチ

試料上任意の場所の微小断面加工・観察と配線の切断・ 接続および，ハッド形成を容易に行うことができます．
（物質・環境系部門光田研）

35. 地盤材料用高容量• 高精度載荷装置

容量 500kNと IOOkNの二組の載荷装附を用いて，直径 30cm高さ 60cmの砂礫等の大型供試体の三軸試験，及び圧

縮強度が JOMPaを超える軟岩の三軸試験をそれぞれ実施している．いずれも，載荷の制御を変位制御でも荷重制御で

も実施できかつ任意の載荷状態において測定軸変位量に拘わらず !umの振幅で繰返し載荷が行える特長を有して

いる．さらに，これらの装骰では， 3方向の主応力の大きさを独立に制御する三主応力制御試験や l方向の変形を拘束
する平面ひずみ圧縮試験も実施可能である．

（人間・社会系部門古関研）

36. 人工衛星データ受信／処理装置

人工衛星に搭載された地球観測センサ NOAA/AVHRR・TERRA/MODISおよびAQUA/MODISからの画像データを受

信／処理する装骰で，生産技術研究所（駒場）とタイ・バンコクのアジア工科大学院 (AIT:生産技術研究所と研究協力

協定を締結）に設置されており東アジアの環境・災害状況を準実時間で観測する．観測データは，リモートセンシ

ングデータ解析システムにより処理し，植生分布，土地被覆分布などの環境・災害に関する各種主題図を作成する．
（人間・社会系部門安岡研）

37. 音響実験室

音響実験室は 4冗無響室， 2冗無響室，残響室，模型実験室およびデータ処理室からなっている.4冗無響室（有効
容積 7. 0 11177. 0 mY7. 0 m, 浮構造，内壁 80cm厚吸音楔）， 2冗無響室（有効容積 4. Om,6. 9m・7. 6111, 浮構造，
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内壁 30cm厚多層式吸音材）では各種音響計測器の校正，反射・回折等精密物理実験，聴感実験などを行う．また模型

実験室は各種の音響模型実験を行うためのスペースで，建築音響，交通騒音などに関する実験を行っている．データ

処理室にはスペクトル分析器，音響インテンシティ計測システム，音響計測器校正システムなどが設置され，音響実

験室のすべての実験装樅で得られたデータを処理する．
（人間・社会系部門坂本研）

38. 極限環境試験室
本装置は，建築物や様々な工業製品の低温や恒温の極限気象条件での性能を検討するための恒温室である．恒温室

は6. 75m・4. 25m・3. Omであり，温度の制御範囲は一 30℃~40 ℃である．
（計測技術開発センター加藤（信）研，都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)大岡研）

39. 電子ビーム溶解装置

本装樅は， 10-2Pa以下での圧力下でクリーンなエネルギーである電子ピームを用いて，これまで溶解が困難であっ

た高融点金属およびセラミックなどの材料を溶融，凝固することができる真空溶解炉である．制御性の良い電子ピー

ムを熱源にしているため，溶解速度，溶解温度の調節が容易である.LEYBOLD-HERAEUS製電子ビーム溶解装骰 ES/

1/1/6は，真空排気系，真空溶解用チャンバー，試料供給装骰，インゴット引抜き装附，電子ビームガン，高圧電源お

よび制御系から構成されている．出力は 8kW, 加速電圧は 10kVである．電子ビームガン内で加速した電子を集

束，偏向した後水冷の銅製るつぼ（ゆ60mm) に放射することにより試料を溶解する．電子ビームガン内にオリフィ
スおよび小型のターボ分子ポンプ (TMP50:50I/sec)を取り付け，チャンバーの圧力より常に低く保っている．チャン
バー内は，別のターボ分子ポンフ (TMPI 000: I 000 I/sec) によって排気され，溶解中においても IO-3 Pa~IO -4 Paに

保たれている．チャンバーに取り付けた垂直フィーダー，水平フィーダーにより高真空中で試料を供給することがで

き，インゴソトリトラクションによって最大の30,150mmのインゴy卜を作成することが可能である．また，ストロ

ボスコープ付のビュウポートがあり溶解状況を観測することもできる．
（サステイナプル材料国際研究センター前田研）

40. 大型電子ビーム溶解装置

本装附は，最大出力 400kWの大型特殊電子ビーム溶解装附である．高融点の材料および活性な材料の再溶解，精

製に適した装附である．シリサイド，アルミナイドなどの金属間化合物の溶解製造と太陽電池用および半導体用シリ

コンの精製に使用している．
（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

41. プラズマアーク溶解装置

直流のアーク放屯により発生したフラズマアーク (JO,000 K)の溶解装附で，融点の高い金属を均ーに溶解できる

移行型フラズマアーク溶解装附である．陰極にはタングステン，陽極には銅るつぼを用いてある．るつぼは水冷され

ており，るつぼからの汚染は起こらない． トーチは機械制御による昇降機能，旋回機能を持ち，溶解中， トーチの高

さ，旋回半径および旋回速度を調節することで，試料へ均等にアークを噴射することが可能である．雰囲気はアルゴ

ンガスで置換し， 60kPa一定，最大出力 30kW, アルゴン流量 250cm3/secである．真空排気にはロータリーポンプ
(SV25; 25 m3/hrおよび D65;65 mりを使用している．装樅には温水器が接続されておりベーキングを行うことができ

る．また，水冷銅るつぼをインゴソト引抜き装骰に交換すると，最大の40・150mmのインゴットを作成でき，チャン

バーには試料の供給，添加を行うための水平フィーダーが取り付けてある．
（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

42. 酸素窒素同時分析装置

本装附 (LECO社製 TC-436AR)は，インハルス加熱溶解により試料を溶解し，試料中の酸素と窒素濃度を同時に

定屈分析する装骰である．酸素は赤外線吸収方式，窒素は熱伝導度方式で分析する．分析範囲は，酸素 o~20%,
素 0~50%, 感度は 0. I ppm, 分析精度は土2ppmまたは含有量の士2%である．装岡はメジャーメントユニットと，

ファーネスとから構成されている．
（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

43. 炭素硫黄同時分析装置

本装骰 (LECO社製 CS-400)は高周波加熱により試料を溶解し，炭素と硫黄濃度を赤外線吸収法で同時に定鼠分析
する装附である．分析範囲は，炭素 0. 0002~3. 5 %, 硫黄 0. 0002~0. 35 %, 感度は Ippm, 分析精度は炭素士l

％，硫黄土2%である．装附はメジャーメントユニットと，ファーネスとから構成されている

（サステイナプル材料国際研究センター前田研）

44. 水素分析装置

本装骰 (LECO社製 RH-402)はメジャーメントユニットと，ファーネスとから構成されており，高周波加熱法で試

料を溶解し，試料中の水素漿度を定量分析する．分析方法は熱伝導方式である．主に鉄鋼試料やアルミニウム，チタ
ン等の金属試料の分析に用いる．分析範囲は I~2000 ppm, 感度は 0.001 ppm, 分析精度は士0.2 ppmまたは含有量

の士0. 2 %である．
（サステイナプル材料国際研究センター前田研）
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45. フーリエ変換赤外分光分析装置

本装骰（日本電子社製 JIR-100) は，分子に電磁波を照射すると，分子によって固有の振動数の電磁波を吸収して，

エネルギー準位間で遷移が起こる原理に晶づき，物質を同定する. KBr錠剤法を使った粉末や， CO2といったガスの
同定に使用する．光源にはグローバー光源，干渉計はマイケルソン型干渉計を用いており，ダブルピーム方式により，

試料を参照試料と同時に測定することができる．スベクトルの波数量域 10, 000~10 cm王波数確度士0. 01 cm・1以

下，スペクトル分解能 0. 07 cm・1以下，スペクトル縦軸確度土0. 05 %以下，スペクトル感度土0. 02 %以下である．

装骰は，分光器部と，データ処理部から構成されている
（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

46. 誘導結合型プラズマ発光分光分析装置

本装樅（セイコー電子工業製 SPS4000) は，測定元素，波長を自由に選択できるシーケンシャル型 ICP発光分光分

析装骰である．また，真空型分光器を装備しているため， S, P, Alなどの真空紫外領域の波長を測定できる．測定

は，定性分析，定鼠分析を行うことができ，より正確な定鼠分析を行うために内標準法を使うこともできる

（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

47. 走査型電子顕微鏡

本装附（日本電子社製 LSM-5600LV)は，試料に加速電圧 0. 5~30 kVで電子線を照射し，その反射電子，二次電

子を検出することで試料の表面形態を観察する装置である．また，低真空にすることにより，非伝蒋性試料でも無

蒸着で観察することができ，生物試料などの像観察が可能である．分解能は，低真空モードで 4.5 nm, 高真空モ

ドで 3. 5 nm, 倍率は 18-300, 000の間で 136段である．像の種類は二次電子像と，反射電子像として，組成像，凹
凸像，立体像の 3種類がある．さらに本装附には EDS(エネルギー分散型 X線分析装樅： JED-2200)が付属してお

り，元素分析も可能となっている．
（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

48. 高温質量分析装置

真空チャンバー内でクヌーセンセル内の試料を加熱し，蒸発した物質を四重極型質屈分析装岡を用いて同定・定屈

する装置である．通常のクヌーセンセル・質量分析装骰とは異なり，セルを 2つ同時に挿入することが可能であり，
それにより，片方のセルに参照物質として蒸気圧既知の物質，もう片方に蒸気圧未知の試料を入れ，両者を順次測定

することにより，極めて精度の高いデータを得ることが可能である．加熱源には SkWモリプデン製ヒーターを使用
し，室温から 1400℃程度までの温度範囲で測定が可能である．

（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

49. 超高温質量分析装置

本装附は主に高温酸化物融体の熱力学的測定を目的として開発された．加熱源には貞空チャンバ内に設樅した Ta線抵

抗炉を用い．室温から 1600℃までの温度範囲で測定が可能である．蒸気種の測定には四重極賀量分析計を用い、質量数

300の分子までの測定が可能である．通常のクヌーセンセル質量分析装附とは異なり、複数の試料を同時に測定すること

ができる．参照物質と蒸気圧未知の物質とを同時に測定し，両者を比較することで極めて精度の高い測定が可能である．
（サステイナプル材料国際研究センター前田研）

50. 冷陰極グロー放電型電子ビーム溶解装置

冷陰極グロー放電型電子ピーム溶解装附の電子銃は，水冷されたアルミ製の陰極，銅製の陽極および磁場焦点レン

ズから構成されている．本装樅による電子ピーム発生の原理は，通常のフィラメント型電子ビーム発生装置とは異な
る．電子銃陽陰極間に気体を導入し，電極間 12kVの電位差によってフラズマ化させ，陽イオンと陰極の衝突により

放出される 2次電子を収束させることによって電子ビームを発生させる機構となっている．電子ビームの出力は電子

銃内部に導入されたガスの種類およびその圧力によって決定され， 0. l%OrH2使用時の最大出力は 4. 8kWである．
電子ビーム発生時のチャンバー内圧力は I~10 Pa程度であり，通常の電子ビーム発生装骰のような 10―2Pa以下の高

真空である必要は無いため，本装置ではロータリーホンフ (Leybold社製 D658, 排気速度 651113/h) とブースターホ

ンフ (Leybold社製 WAU251, 排気速度 2531113/h) のみで真空排気を行っている．

（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

51. 示差熱熱重量同時分析装置

本示差熱熱重量同時分析装附は，物質の温度を調節フログラムされた加熱炉で変化あるいは保持させながら，その

物質の質量及び，基準物質との温度差を測定する装置である．本装置は，浮力，対流の影響の少ない水平差動方式を

採用し，測定範囲が室温から 1500℃と広く，広範囲の温度条件で測定ができる．温度制御は， 0.01~100 ℃ /minと

し，プログラム温度と試料温度とのズレを最小限に抑えるための学習機能があり，高精度の温度制御を可能にする．

試料の熱安定性，雰囲気制御下での反応性，及び速度論的分析に利用する，
（サステイナブル材料国際研究センター前田研）

52. 活性金属を取り扱うための各種装置
加熱装置付グローブボックス（計 2台），雰囲気制御電気炉等により水蒸気および酸素濃度が lppm以下の雰囲気で
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ナトリウム，カリウム，カルシウムなど化学的に極めて活性な金属を加工・ 処理することができるチタンやニオブ，

スカンジウムなどの活性金属粉末の各種処理も可能である．

（サステイナプル材料国際研究センター岡部研）

53. 大深度海底機械機能試験装置

深海底の高圧力環境下で，油浸機械などの装樅類，耐圧殻，通信ケーブルなどがどのように挙動するか，あるいは

試作された機器類が十分な機能を発揮しうるかを試験・研究する装置．内径 <P525mm内のり高さ 1200mmの大型筒

と内径 <J:>300mm内のり高さ 1000mmの小型筒よりなり，大洋底最深部の水圧に相当する 1200気圧に加圧することが

でき，計測用の貰通コネクタが蓋に取りつけられている．試験圧力はシーケンシャルにプレプログラミングでき繰

り返しを含む任意の圧カ・時間設定ができる．大型筒には耐圧容器に格納された TVカメラを装着でき，高圧環境下

での試験体の挙動を視党的に観測でき，圧力，温度，時間データも画像に記録できる．また，外部と光ファイバー

ケーブルでデータの受け渡しが可能である．

（海中工学研究センター浦研）

54. 水中ロボット試験水槽

水中ロボットの研究開発には 3次元運動制御ができる水槽が欠かせない．本水槽は，水中ロボットの研究・開発な

らびに超音波を利用した制御，センシング，データ伝送等のために D棟 l階に設置された水中試験環境設備である．

縦 7111横 7m深さ 8. 7mの箱形で，壁面からの超音波の反射レベルを小さくするために側壁 4面には吸音材およびゴ
ム材，底面には海底の反射特性に相当するゴム材が装着してある．地下の大空間側には 800¢ の観測窓が 2箇所設け

てあり，水中のロボットの挙動を観察できる．さらに，ロボットの空間位樅を水槽側とロボット双方で検出するため

に，水槽内上下 4隅に計 8個のトランスジューサを配置した LBL測位システムを設置している．付帯設備としては，

地下大空間内のロボット整備場から専用テルハが引き込まれ着水・揚収に供している．また，自動循環浄化装置で常

に透明度の高い水質を維持できる．

Cl毎中工学研究センター浦研，悔中工学研究センター浅田研）

55. 深海環境模擬装置

深悔環境模擬装置は，深悔における高圧及び低温環境を模擬した環境を作り，その環境下において，現場型追伝子

解析用マイクロデバイスの動作試験を行い，マイクロデバイス上での反応，分析状態の観察を行うための試験装附で

ある. 60MPaまでの加圧と 3℃から室温までの温度制御を行うことができ，マイクロスケールの流路内部の様子が顕

微鏡観察できる

（梅中工学研究センター藤井（輝）研）

56. マイクロ波散乱計計測装置

L-Band, C-Band, X-Bandのマイクロ波楷域電磁波散乱計測装骰である．悔面の物理変動によるマイクロ波散乱特

性の変化を計測し，風，波，潮流の悔面物理梢報を取得する研究に用いられる．衛星リモートセンシングによる悔面

計測を支援する装附である．

（悔中工学研究センター林（昌）研）

57. 極小立体構造加工設備

電子機器の小型化は，最近 30年間に劇的に進んだが，機械の小型化は極めて遅いペースでしか進んでいない書従来

技術の限界を撃ち破って，ミクロン単位の機械システムを作るには，新しい製作技術が不可欠である．近年長足の進

歩を遂げた半導体微細加工技術を利用し，枯板上の薄膜を 0. 1はm程度の精度で加工しながら，同時に組み立ててい

くことで極微の立体構造をうる，マイクロマシーニングの技術を確立する必要があるまた，工具やビームを使う加

T法をも微細化して，半導体技術と相補的に用いる必要がある・ このために，極小立体構造加工設備を整備した．本

設備のうち薄膜加工装i置は，千分の Imm程度の細かさの極小立体構造を形成し，それを駆動するためのアクチュエー

タ（駆動装骰）や制御するための電子回路などを，シリコン枯板上に一体化するために用いる装骰であるまた，バ

ルク加工装骰は，レーザ，小音波，放電などを利用した加工法により， 3次元的に複雑な構造を個別生産する装岡であ

る．両者を合わせ，ミクロの世界に潜り込み，それを直接操作したり加工したりする超小型の機械であるマイクロ

マシンを実現するため，ミクロな機構・駆動部・制御部を集積化した賢い運動システムの新しい製作法の研究開発に

用いる・
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（マイクロメカトロニクス国際研究センター年吉研，マイクロメカトロニクス国際研究センター藤田（博）研，

マイクロメカトロニクス国際研究センター増沢研，マイクロメカトロニクス国際研究センター金研，

マイクロメカトロニクス国際研究センターコラール研）

58. 先端量子デバイス (F棟 1階シリコン系クリーンルーム）

半導体マイクロマシニング装骰ー式およびクリーンルーム

（マイクロメカトロニクス国際研究センター年吉研，情報・エレクトロニクス系部門平本研，

マイクロメカトロニクス国際研究センター藤田（博）研）

59. 走査形プローブ顕微鏡 JSPM-5200

本研究室の主な測定実験のためには，硯察対象として柔らかい試料にもダメージを与えないで観察ができる必要が
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あって， JSPM-5200では， AFM液中ホルダ／液中セルで液中観察や電気化学測定も可能である，温度のコントロール

等ができるので，様々な SAM, cellや機能性生体分子らの実験もできる．

（マイクロメカトロニクス国際研究センター金研）

60. 実構造物力学特性解析装置

本装骰は，実構造物レベルのコンクリート供試体（例：床版など）に対して，実現象で想定される荷重をかけ，これ

によって生じる破壊のメカニズムおよび破壊時期を調べるために用いられる．
（都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)魚本研）

61. アルカリ骨材反応診断装置

本装置は偏光顕微鏡， X線解析装置，イオンクロマトグラフおよび分光光度計により構成されており，アルカリ骨材

反応を生ずる可能性のある鉱物の検出や反応の進行過程の判定を行うために用いられる，
（都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)魚本研）

62. コンクリート構造物力学特性診断装置

本装岡は電気袖圧式疲労試験器，アコースティックエミッション (AE) 計測装樅，超音波伝播速度測定堺および動
弾性係数測定器により構成されており，繰り返し荷重による残余寿命の推定およびクラックの発生に伴う組織I})劣化

度を調べるために用いられる．
（都市基盤安全工学国際研究センター CICUS)魚本研）

63. 腐食因子透過性診断装置

本装骰は，コンクリート中への腐食因子の透過性をコアサンプルを用いて診断するもので，コンクリートの細孔径

の解析ならびに酸素• 塩酸イオンの拡散過程を調査するために用いられる，
（都市基盤安全工学国際研究センター CICUS)魚本jiJf)

64. セメント硬化体健全度診断装置

本装骰は走査電子顕微鏡，示差熱分析装岡，およびコンクリート用粒度，硬度測定装樅より構成されており，コンク
リート構造物中のセメント硬化体がどの程度劣化・変質しているかを調査し，コンクリートとしての健全度を評価す

るために用いられる．
（都市枯盤安全工栄国際研究センター (ICUS)魚本研）

65. コンクリート構造物の劣化機構解析装置

本装骰は電子線マイクロアナライザー，コンクリート劣化促進試験槽，凍結融解試験槽，サプミクロン分級機およ
び画像解析装附より構成されており， I腐食因子などがコンクリート中へ浸透した場合などにおいて，どのような劣化

がまたどのように劣化していくかを解析するために用いられる．
（都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)魚本研）

66. 吹付けコンクリート用模擬トンネル

吹付けコンクリートの施工実験を実施するための模擬トンネルで，半径約 4.Sm, 長さ 18mの設備である．千葉実

験所に設置されており，民間等との共同研究で使用している．
（都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)魚本研）

67. 地震による構造物破壊機構解析設備

地震に対する地盤• 構造物系の応答，特に構造物の破壊機構を解明するための，総合的な設備である．約 300111の

間隔の 3次元アレイならびに超高密度の 3次元アレイによる地盤の地震動観測は，局地的条件も含めて，地震波動の

伝播，地盤の歪等，地盤の詳細な挙動を明らかにし，構造物に対する地震入力の資料を得ることを目的としている．
中小地震により被害が生ずるようあらかじめ設計され，地盤上に築造された鉄筋コンクリート構造ならびに鋼構造の
構造物弱小モデルは，構造物の自然地震によって生ずる破壊の過程を実測し，その破壊機構を解明しようとするもの

である．観測塔は塔状構造物の地震応答，構造物基盤と地盤との間の土圧等，相互作用ならびに免震装置の実地震時

の応答等，多目的に使用されている．これらの観測を主目的として，約 600点の測定量を動的に同時的に計測，記録

する装置を備えている．鉛直ならびに水平の 2次元振動台，および水平 2方向の，動的破壊実験の可能な耐力性・ア

クチュエータシステムは，破壊過程を実験的に検討するためのものである．地震観測設備は，常に所定の加速度レベ

ルの地震動で作動するよう，設定されている．
（都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)目黒研）

68. 水の安定同位体比分析装置

水循環を知る自然のトレーサとして，水の安定同位体比はその空間的経路を知る重要な手がかりとなる．当該装置

はこの目的のため Ice程度の液体水のサンプルを装置取り付け後は，自動的に水素と酸素の安定同位体比を測定する

システムである．
（都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)沖研，技官小池雅洋，助手芳村圭）
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69. 窒素•炭素同位体比分析装置
既存の質量分析計に燃焼型元素分析計を付設することにより，有機・無機化合物中の窒素同位体比 (815N) 及び

炭素同位体比 co I3c) を測定する装置．

（都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)沖研）

70.STMBE装置

分子線エピタキシィ (MBE)成長時にその場で，走査型トンネル顕微鏡 (STM)観察が出来る装置．原子レベルで，

成長過程を 3D解析出来る．

（ナノエレクトロニクス連携研究センター塚本研）

71. 三次元空間運動体模擬装置

自動車，鉄道車両，移動ロボットなどの走行，運動，動揺などを模擬し，これらの運動力学，運動制御，動揺制御，

ドライバ・乗客などの人間とのインターフェイスの研究に用いる装置である.360度 8画面の映像装置と電動アクチュ

エータによる 6 自由度のモーション装置を含み，体感が得られるドライビングシミュレータ，乗り心地評価シミュ

レータとしても機能する．全長 3200mm,移動量は並進方向土250mm,ロール方向土20deg,ピッチ方向士18deg,ヨー方

向土15deg, 可搬重量 2000kg, 最大加速度並進方向 0. 8g, 回転方向 140deg/S2である．

（機械• 生体系部門須田研，先進モビリティ (ITS)連携研究センター (ITSセンター）鈴木（高）研）

72. 走行実験装置

ガイドウエイを有する鉄道車両などの走行実験施設であり，スケールモデル車両を管理された条件で走行試験を実

施できるプラットフォームである. 1/10スケールの模型車両走行試験，軌道・路面と走行車輪の相互作用に関する試

験を実施している．軌道総延長約 20mであり，直線 9. 3m, 半径 3. 3mの曲線区間 6. 9mを含み，カントや緩和逓

減倍率が可変である点が特徴である．軌道不整の敷設，最大速度 3m/sのガンドリロボットによる車両の駆動が可能で

ある．本装骰により軌道条件をハラメータとした試験，脱線安全性などの危険を伴う試験，アクティブ制御手法の確

立など，実車両では困難な試験に対して有効である．

（機械• 生体系部門須田研）

B. 試作工場

本工場は，所内各研究部の研究活動や大学院学生の教育等に必要な研究・実験用機械・装置・器具• 試験用供試体

などの設計• 製作を担当している．当研究所の使命が工学と工業とを結ぶ研究の推進にあることを反映して，多種・

多様かつ先進的な機械・装置・器具の試作が多く，高度の設計• 製作技術が要求され，独自の加工・組立技術の開発

によって研究部の要望に応えることをめざしている．

工場の規模は，総床面積が 1340m2, 人員は兼任の工場長を含め 15 名で，機械加工技術室• 木工加工技術室・ガラ

ス加工技術室・共同利用加工技術室・材料庫などがあり，多岐に渡る業務を担当している．さらに，小型の精密測定

装骰から，大型の耐震構造物等に至る広範囲の製作に必要な以下の設備を有している．

ターニングセンタ 5, 精密旋盤 1, 旋盤4, 立フライス盤 2, NCフライス盤 1' マシニングセンタ 3, 放電加工

機 1' ワイヤ放電加工機 ;3, 三次元測定機 1, 画像測定機 1, CAD/CAMシステム 1, 平面研削盤 1, ラジアルボー

ル盤 1' シャーリング 1, コーナーシャー 1, 折曲機 1, 三本ロールベンダー 1, 溶接機4, 電気炉 1, 帯鋸盤 2,

木工加工機類 7, 卓上機械類 10, ガラス旋盤 2, 超音波加工機 1' プラズマ切断機 1, スポット溶接機 1' ファイン

カッター 1, ダイヤモンドソー 1' ダイヤモンドラップ盤 1' ダイヤモンドバンドソー，ダイヤモンドホイール 1, 

その他が稼動中である．

機械加工技術室は，設計・加工技術に関する指導• 相談や研究室と協力して設計• 製図も担当し，加工分野は，旋

盤・仕上・板金・溶接等をカバーしており，鉄鋼・非鉄金属• 樹脂系材料はもとより最新の素材を使った各種試験装

骰や供試体の精密加工・精密組立をも行っている．ガラス加工技術室では，高度かつ特殊な加工技術を要する化学分

析 装悶 レーザ利用装置や高真空装置等に用いられる多種・多様な機器の製作を行っている．

これら各加工技術室では，各種機械・装骰・器具の製作時や完成後に判明した細かな問題点までも，研究者との緊

密な連携を保ちつつ解決する努力を続け，より研究目的に適した製品を提供して，外注加工では得られない成果を挙

げている．

共同利用加工技術室は，係員の指導の下に技術講習修了者が利用できる加工技術室として設けられており旋盤4,

立フライス盤 2, ボール盤 2, その他の設備がある．材料庫では，各研究室が直接必要とする各種材料・部品の供給

を行っている．また，研修・講習関係では，教室系技術職員を対象とした東京大学技術官研修（機械工作・溶接技術・

ガラスエ作）や本工場利用に関する説明会，共同利用加工技術室講習等を行っている．
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C. 電子計算機室

電子計算機室は，生研キャンパスネットワークの管理を行い，電子計算機を生研在籍者にオープンしている．電子

計算機室の管理するネットワーク及び一般ユーザ用計算機システムは，以下のようになっている．

C-1 ネットワーク構成

＊生研キャンパスネットワーク（駒場地区）

生研本館 A-F棟，図書棟，食堂／会議室棟，試作工場棟， 22号館， 56号館

・Gigabit Ethernetレイヤ 3スイッチおよび光ファイバによる GigabitEthernetバックボーンネットワーク

• 居室情報コンセントヘの 10/100/1000BaseTの提供

・IEEE802.l la/b/g無線 LANアクセスの提供 (22号館， 56号館を除く）

・コンベンションホール内座席での lOBaseT/lOOBaseTXネットワーク利用とセキュリティ重視のアクセス

＊生研キャンパスネットワーク（千葉地区）

・IOOBaseFXネットワーク

・居室情報コンセントヘの IOOBaseTXの提供

C-2 ユーザ向けサーバ，機器

以下のようなサーバおよび機器をユーザに利用していただいている．

ファイルサーバ (EMCN700)および遠隔バックアップ（柏）

計算サーバ (SunFire V890) 

メールゲートウェイ（中継ウィルス駆除） (Sun Fire V240) 

メールサーハ (MirapointInternet Message Server M450) 

画像処理用 (SGIOrigin 350) 

カラーネットワークプリンタ (XeroxDP34!0, HP designjet 1055cm) 

Sun Rayl 2台

パソコン (WindowsXP2台， MacOSX2台）

C-3 ネットワーク用サーバとサーピス

各種サーバを運用し，研究所内ユーザにサービスを提供している．

・セキュリティを重視した新無線 LANシステムおよび制御システム

・DNSサーバ

・DHCPサーバによるアドレス割り振り

・セキュリティ重視の遠隔利用・ファイル転送

• 電子メール利用——ウィルス駆除，各研究室メールサーバから配送，各研究室メールサーバヘ配送

• メーリングリスト運用サービス， Webメールサービス，転送サービス

・研究室のファイルサーバ利用

• 生研 anonymousftpサーバ

• 生研 WWWサーバ /proxyWWWサーバ

・WWWホスティングサービス／仮想ホスト登録

・ダイアルアップ接続サービス／フリーダイアルアップによる接続サービス

• ntp (ネットワークを利用した時計合わせ）サーバ

• 各棟入り口電子案内板システム運用

C-4 セキュリティ／ネットワーク管理／ソフトウェアサービス

電子計算機室では，ネットワークセキュリティ向上につとめ，ネットワークの管理を通じてネットワーク安定運用

を図っている．

＊生研 CERT (コンピュータネットワークセキュリティ緊急対応チーム）
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* IDS (侵入検知システム）による監視と異常時の研究室への連絡

＊セキュリティ情報広報／各種セキュリティ問題対応相談

＊生研ネットワーク管理，各研究室／係のサプネット /IPアドレス割り振り

＊ネットワーク接続相談

＊各種ソフトウェア利用

＊各種ライセンス管理／利用の相談

C-5 平成 17年度事項

平成 17年度には，以下のような事項があった．

I. 情報倫理審査会

本年度は， 11月および 3月の 2度に渡り，情報倫理関係についての問い合わせがあった. 11月22日，審査会を開

催したいずれの場合も，調査の上回答を行った．

2. システム更新について

借用コンヒュータ更新に向け，仕様策定委員会で議論が行われた．ネットワークおよびセキュリティ里視で仕様を

作成する方向が確認され，調達のスケジュールに入った．特に，支線ネットワークを !Gbpsに向上させるため，ネッ

トワーク関係の調達を分けた．

2-1コンヒュータ

計算サーバ，ファイルサーバを更新した．メールサーバも，機能の多いものにリプレースされた．ファイルサーバ

のバックアップはこれまでのテーフから，遠隔バックアップ（柏：空間情報科学研究センター内設骰ファイルサーバ）

に変更したまた，各棟入り口設骰の案内板システムも更新した．

2-2ネットワーク

支線ネットワークスイッチを更新し， I0/100/1000B aseT接続が各室で可能になったなお，更新の際，利用の少ない

ネットワークホートについてはサービスを停止し，必要に応じてネットワークスイッチに接続して利用可能にすること

で機器の削減を行った．無線 LANは更新により 802.11a/bigが可能になり認証関係も簡単になった．無線 LAN利用

中移動の際に起こる接続切断も減少し，使い勝手が向上した．千葉地区についても，ネットワークスイッチを更新した．

3. セキュリティ関係

・ウィルス関係

ウィルス（ワーム）の被害は， トレンドマイクロウィルスバスターの情報基盤センターライセンスを所で一括契約

に変更したため，インストール利用が一般的になり，ウィルス被害が飛躍的に減少した．

・IDS (侵入検知）関係

生研電子計筒機室の侵入検知システム (IDS) を利用し，本郷とのネットワークの間での不審なトラフィックにつ

いては，各研究室に調査を依頼した．情報基盤センターの検知以前に異常を発見できるケースが増え，他の組織に与

える影孵も軽減されている．

・認証関係

認証系統を更新に合わせて変更した． メール，認証つき無線 LAN接続などの認証環境も統合した．

4. メールサーバでの SPAM対応

昨年度に引き続き，メールサーバでの SPAM削除設定が可能な運用を継続し，さらに機器の更新でより高度な設定

も可能になった．

44 



I I. 研究活動

D. 映像技術室

所内共通施設として映像（写真・ビデオ）の撮影• 作成により，各研究室の研究活動および所の広報活動を支援し

ている．そのための作業内容は多岐にわたるだけでなく，高度な技法を駆使するものも少なくない．

設備としては各種スチールカメラ，各種デジタルカメラ，拡大・縮小撮影装置各種ビデオカメラ (/3カム・ DVカ

ム），ビデオ編集システム (DVDオーサリング，ノンリニアデジタル），高速度ビデオカメラ，画像処理装置のほかオー

プン利用機器として写真方式カラー出力機， BOサイズまで出力できる高精度ポスタープリンタなどを導入している．

また，各種映像技術上の相談にも応じている．

映像技術室の人員は併任の室長のほか 3名であり，運営はユーティリティ委員会のもとに行われ，月平均約 150件

の作業を処理している．

E. 図書室

図書室は駒場第 2キャンバスの南の奥に位置しており，本所の研究分野全般にわたる学術雑誌及び図書資料を収

集・整備・保存し，研究者の利用に供している．また千業実験所には保存書庫を設け，利用頻度の少ない図書資料を

保存している．

蔵書数は本学の自然科学系附骰研究所の中では最大であり，その特色としては，本所の研究が理工学の広い分野に

わたっているため，これに関係のある資料，ことに外国雑誌とそのバックナンバーの整備につとめてきたことにある．

図書の分類は国際十進分類法などを参考に，本所の研究に適した分類法によって統一されている．

昭和 61年からは受入資料のデータを国立1肖報学研究所の総合目録データベースに入力しており，広く全国の利用

者に提供しているまた，国立大学の大型計算機センター， JICST, 国立情報学研究所が提供するデータベースを利

用した情報検索サービスを行うとともに，閲覧室からも検索用ハソコンによりインターネット経由での WebOPAC,

Webcat (全国大学オンライン蔵書目録）などの利用が可能となっている．さらに， NACSIS-ILL(図書館間相互利用）

システムによる BLDSC(英国図書館）への複写依頼などにより，文献複写サービスの充実を図っている．

建物総面積

閲覧室

因庫

事務室等

保存書庫

計

190. 26m 

301. 95 m 
90. 72 m 

234. 80 rri 

817. 73 m 

蔵書数

和

洋

計

書

書

61, ooo I冊
99, 000 fl廿

160, 000 f冊

平成 17年度利用状況

開館日数

時間外開館日数

利用者数

貸出冊数

レファレンス件数

230日

48日

5, 600人

], 500冊

820件
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F. 流体テクノ室
流体テクノ室は，本所内における物質，バイオ，ナノテクノロジー系の研究活動に必要不可欠なイオン交換水，窒

素ガス，液体窒素(-196℃)，液体ヘリウム(-269℃）などの特殊流体を，所内全体の各研究室に供給するイン

フラ設備として，平成 13年 (2001年）に設立され，当初よりそれら特殊流体の製造・供給から保安管理及び関連す

る技術指導• 開発などを担当している．

本室の規模は，総床面積 147平方メートルと室外に 105平方メートル，人員は併任の室長，専門職員，補助職員の

3名である主な設備としては，イオン交換水を供給するための一次純水製造装置と送水ユニット，液体窒素や窒素

ガスを供給するための液体窒素貯槽と液体窒素自動供給装置，また液体ヘリウムを製造するヘリウム液化システムー

式と液体ヘリウム供給ユニットなどを配備している．
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《特殊設備の概要》

◎一次純水製造装骰 TW-L3000供給水量 3000Liter111 比抵抗 5MQ・cm以上

送水ユニット DIW-1500供給水量 l500Liter111 

◎ヘリウム液化システム

• ヘリウム液化機（内部精製器付き） TCF-20, 40Ll11 

• ヘリウム貯槽 CH-1500, 1500L 

• ヘリウム液化用圧縮機 DS141, 590Nm怖， 0. 93MPa 

• ヘリウム回収用圧縮機 C5N210GX, 50Nm洲

• 高圧ガス乾燥器 (2塔自動切換式） ー65℃以下

• ヘリウム回収ガスバッグ 25m3 

・液化窒素貯槽 CE-13 (I IOOOLiter) X 2基

《特殊流体の年間供給量》（平成 17年度）

・イオン交換水 2, 918 m3 

・窒素ガス（液体換算） 123, 042 Liter 

・液体窒素 35, 529 Liter 

・液体ヘリウム 14, 684 Liter 



111. 教育活動

本所は研究活動と共に大学院制度を中心にした研究者の養成機関としても大きな実績をもち，研究者を目指す若い

人々に理想的な教育環境を提供している．本所の教員は，東京大学大学院の工学系・理学系研究科等の教員として大

学院学生を受け入れており，本郷キャンハスで講義や演習を行うほか，本所において研究等を通じ，若手研究者を育

成している．教員も学生も多様な背景と興味をもつ人々が多く，研究室の垣根を越えて活発に交流していることも講

座制の学部とは異なった特長がある．これらの教育は，本所の第一線の研究と融合し，わが国の将来を担う研究者，

教育者，高級技術者を社会に送り出している．

現在，本所教員の指導を受けている大学院学生は，平成 17年度においては修士課程 378名，博士課程 269名である．

また，高級技術者の投成については，大学院制度によるもののほか受託研究員，研究生等の制度がある．これらの

受託研究貝，研究生等は各研究室において，一定期間ある事項について研究，実験に従事し，これらによりさらに高

度な知識• 技術を習得し，社会に送り出されている．

大学院学生，研究生等には外国からの留学生が多数含まれており，年々増加している．また，このほかにも卒業研

究に携わっている本学，他大学の学部 4年生を多数受け入れ教育を行っている．

本所では，このほか教育活動の一環として東京大学全学自由研究ゼミナールに教員が積極的に参加するほか，詳細

については後述するが社会人教育の一環として生研公開講座，生研セミナー，生研基礎講座，学術講演会等を毎年定

期的に開催している．

1. 大学院

A. 講義および演習

本所の教員の関係する大学院コースは，大学院工学系研究科の社会基盤学，建築学，機械工学，産業機械工学，精

密機械工学，環境海洋工学，電気工学，電子工学，物理工学，マテリアル工学，応用化学，化栄システム工学，化学

生命工学，先端学際工学の各専攻，理学系研究科の物理学専攻，新領域創成科学研究科の基盤俯報学，複雑理工学，

環境学の各専攻，学際情報学府の学際俯報学専攻，情報理工学系研究科のコンピュータ科学，電子情報学の各専攻等

であり，平成 17年度においては次表のような講義および演習などを担当している．

なお，多くの教員が参画して実施している演習や実験に関する活動は，記述を省略している．

工学系

A 社会基盤学

地震工学 E

土質工学原論 E

基礎工学 E

地盤工学特論 E

地理情報システム E

担当授業科目

都市のストックマネジメント (COE特別講義一回分分担）

リモートセンシング E

コンクリートの連関機構モデリング E (前半分担）

Physical Chemistry of Concrete 

Diagnosis Engineering for Concrete Structures 

Urban Disaster Science (都市災害の科学 E)

社会基盤構造実験及び演習

職名 氏名

教 授小長井一男

教 授古関潤

教 授古関潤一

教 授 古 関 潤 一

教 授柴崎 介

教 授野城智也

教 授安岡善文

助 教 授岸 利治

教 授魚本健人

客且教授天野玲子

溝 師 加 藤 佳 孝

教 授魚本健人

客員教授天野玲子

講 師加藤佳孝

教 授目黒公郎

教 授目黒公郎
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Public Administration for Disaster Prevention 

防災行政学

Advanced Hydrology 

B
 

c
 

D
 

環境復元学

道路交通工学特論 E

建築学

建築賑動論
Arclutecture and Cities in Japan I 

曲面構造論

英語講義「日本の建築と都市 2」

大学院講義「都市のストックマネジメント」 (COE)

設計製図第 l

建築計画学第 3

日本の建築と都市 2

大学院建築史学 4

Advanced management of projectプロジェクトのマネジメント特論

日本の建槃と都市第 1(講義 1回分分担 sustainablebuilding in Japan) 

設計製図第 l

日本の建築と都市 l

建築史学 5

室内空気・温熱環境学

機械工学

弾性学特論

実験力学特論

構造シンセシス
Solid Mechanics 

弾性学特論
Solid Mechanics 

生体流休I
Advanced Energy-Transfer Engineering (エネルギーエ学特論）

塑性学特論

実験力学特論

機械工学特別演習

バイオトランスファー

機械工学特別講義

産業機械工学

生産加工戦略

機械力学・制御特論

スマート構造学

高次機能加工学

ロボティクス特論

機械力学・制御演習

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

教
・1
,

1

i

i

 

客

教

客

助

助

助

助

教

教

教

助

助

助

教

教

教

教

教

教

助

助

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

助

助

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教授

教授

教授

助教授

教授

教授

助教授

教授（東大）

助教授（東大）

教授（東大）

助教授

天野玲子

目黒公郎

林 省吾

沖 大幹

鼎信次郎

沖 大幹

鼎信次郎

桑原雅夫

埜

埜

口

口

口

井

井

井

森

城

城

渕

渕

松

藤

中

中

川

川

川

藤

藤

藤

藤

野

野

曲

曲

村

加

川

川

川

川

邊

邊

島

藤

本

本

樫

樫

藤

吉

吉

吉

吉

渡

渡

大

加

柳

柳

白

白

佐

田

田

木

田

本

木

子

岡

田

木

谷

藤

須

鈴

藤

柳

鈴

金

藤

鎌

鈴

良昭

良昭

健一

健一

健一

明

明

明

照信

智 也

智也

英 邦

英 邦

伸

介

宏

宏

宏

宏

彦

彦

り

幸

潤

潤

了

了

俊

暢

暢

暢

暢

勝

勝

ま

千

文

弘

史

大

宏

史

潤

宏

彦

彦

実

宏

泰

隆

高

隆

高

成

健

高
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E
 

マルチボディダイナミクス

精密機械工学

ナノマイクロシステム設計製作技法 IV

講師（東大）

教授

助教授

教 授

助教授

助教授（東大）

小竹

須田

金

川勝

新野

山本

元基

義大

範竣

英樹

俊樹

晃 生

F
 

環境海洋工学

悔事流体力学

悔面環境惜報

構造設計解析工学

悔洋生態系

悔中探査システム

地球環境センシング

バイオテクノロジーと工学

プロジェクト・マネジメント演習 B

環境流体モデリング

教授

教 授

助教授

教 授

UJJ¥'I. j受

教 授

教 授

客員教授

教 授

助教授

助教授

助教授

UJJ 年女 l受

UJJ¥ 父ヤ2

助教授

助教授

助教授（束大）

助教授

健

健

裕

輔

環

昭

一

昭

奎

夫

輔

火

行

治

夫

爾

輔

昌

大

真

昌

輝

大

輝

康

昌

輝

卓

大

田

下

下

井

澤

田

川

田

井

澤

井

井

内

井

稲

澤

木

木

林

都

北

捕

浅

高

浅

林

藤

北

藤

洒

竹

藤

早

北

G 電気工学

高電圧工学特論

制御・システム論
Robotics 

教

教

助

教

授

授

授

石井

堀

橋本

H
 

電子工学

光・量子エレクトロニクス II

量子ナノ構造

固体電子物性工学

固体電子物性工学 l

集積デバイス工学

半導体デバイス基礎

低電カ・高速 VLSI設計論

物理工学

表面物理特論

教

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

助

教

荒川

荒川

榊

平川

平 本

高橋

桜 井

教

応用非線形光学

ソフトマテリアルの物理

固体物理

物理実験技法

波動と物性

ソフトマテリアルの物理

物理工学実験技法

物理工学実験技法 (A)

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

教

教

助

教

教

助

助

助

助

助

助

野

谷

村

中

谷

谷

井

井

井

田

岡

福

志

田

福

福

酒

酒

酒

町

勝

洋一

秀紀

彦

彦

之

彦

郎

二

康

泰

泰

裕

一

俊

琢

貴

達雄

克之

努

肇

克之

克之

啓 司

啓司

啓 司

友樹
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固体物理 II 助教授町田友樹

J マテリアル工学

固体物理特論 教 授七尾 進

産業対応物性特論 教 授 七 尾 進

材料パフォーマンス学特論 教 授光田好孝

教 授井上博之

教授（東大）香川 豊

マテリアル化学特論 教 授光田好孝

環境マテリアル特論 教 授森田一樹

熱力学特論及び演習 教 授森田一樹

助教授小田克郎

教授（東大）山口 周

助教授岡部 徹

環境マテリアル特論 教 授山本良一

産業対応物性特論 助教授枝川圭一

循環材料プロセスデザイン学特論 教 授前田正史

助教授岡部 徹

教 授森田一樹

Advanced Materials Engineering 2 助教授岡部 徹

輸送現象論特論及び演習 助教授（東大） 霜垣 幸浩

教授（東大）鈴木俊夫

教 授前田正史

助教授（東大）松野 泰也

構造解析特論及び演習 教 授井上博之

教授（東大）石原一彦

助教授（東大） 阿部 英司

溝師（東大） 弓野健太郎

K 応用化学

光電子機能薄膜特論 教 授藤岡 洋

分析化学 教 授藤岡 洋

電気化学デバイス特論 助教授立間 徹

L 化学システム工学

分離工学特論 教 授迫田章義

環境化学工学特論 教 授迫田章義

臓器生体システム工学特論 助教授酒井康行

M 化学生命工学

有機機能材料学特論 教 授荒木孝二

金属錯体化学 教 授溝部裕司

生体分子化学特論 教 授 畑 中 研

N 先端学際工学

先端物質デバイス論（分担） 教 授荒川泰彦

晶 師 岩 本 敏

理学系

゜
物理学

流体物理学 助教授半場藤弘
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情報理工学系

p
 

コンピュータ科学

二次元画像処理特論 II 教 授 池内

Q 電子情報学

大域ディペンダブル特論

トラヒック理論

データベース工学

助

助

教

教

教

授

授

授

瀬崎

瀬崎

連川

R
 

知能機械情報学

生体力学 助 教 授 竹内

S 数理情報学

複雑数理システム論 教

助
教

授

授
合原

鈴木

学際情報学府

T 学際情報学

都市文化情報論

情報視覚化

視覚情報処理論

デジタル映像処理

学際理数情報学基礎 VIII

学際理数情報学特論 VI

新領域創成科学

U 複雑理工学

複雑理工学特別講義 IX

複雑理工学特別講義x
その他

教

助

教

教

教

助

教

教

授

授

授

授

授

授

藤森

上條

池内

池内

池内

鈴木

教

教

授

授
合原

合原

＞
 

その他

イオンビーム特論

空間情報システム演習

空間情報構築法

空間情報システム演習 (2)

助

助

教

教

教

教
授

授

授

授

谷

崎

崎

崎

福

瀬

柴

柴

克史

優

昌治

た
t
●

C
•

j

I

I

 t̀~ 

r
1
 

秀

照

俊 介

克史

克史

克史

翡宏

一幸

克 之

薫

亮 介

亮 介
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B. 学位

博士課程修了者（本所の教員の指導によるもの）

氏名 専 攻 論 文 題 名 職名 指導教員

工学系

Farahani Alireza 社会基盤学 Applicationof Joint Time-Frequency Representation method in 教 授小長井 一男

transient analysis of semi-infinite media using infinite 

elements. (地震時の地盤挙動の時間・ 周波数結合表現）

TAHGHIGHI Rational incorporation of non-linear soil-pile interaction effects 教 授小長井一男

Hossein in seismic design (地盤と杭基礎の非線形動的相互作用効

果の耐震設計への合理的な導入手法）

Sajjad Effects of compaction on strength and deformation properties of 教 授古関潤一

MAQBOOL gravel in triaxial and plane strain compression tests 

並河

楊

努

鵬

長井正彦

セメント改良砂の引張及びせん断破壊特性に関する研究 教 授古関潤

Linking Multi-temporal Remotely Sensed Data, Field 教 授柴崎亮介
Observations and GIS-based Crop Growth Model to Estimate 

Winter Wheat Yield in North China Plain (和訳：収量推定の

ための分布型穀物生長モデルとリモートセンシング画像

の統合：華北平原におけるケーススタディ）

センサ統合による無人ヘリコプター搭載型マッヒングシ教 授柴崎亮介

ステムに関する研究

Raktipong 
SAHAMITMON 
GKOL 

近藤伸也

Microscopic Mechanism and Influencing Factors on Cracking 助 教 授 岸 利治

Resistance of Chemically Prestresscd Concrete Memberケミカ

ルプレストレスト部材のひび割れ抵抗性の微視的機構と

影響因子

総合的地震防災力の向上に貢献する防災マネジメントシ教 授目黒 公郎

ステムの構築に関する研究 (Studyon Development of Total 
Disaster Management System for Earthquake Disaster 

Reduction) 

Kawin 
WORAKANCIIANA 

（カウィン・

ヴォラカンチャナ）

花崎直太

Tang QIUHONG 

Nasiri Saleh 
FARZIN 

布 琥建築

朴 正眠

Failure mechanism of concrete structures under fault-induced 教 授目黒 公郎

ground surface rupture and defonnation by Voronoi Applied 

Element Method (断層運動が引き起こす地表変状によっ

て生じるコンクリート構造物の破壊メカニズムのボロノ

イ分割応用要素法解析）

人間活動を考慮した世界水循環• 水資源モデルの構築 助教授沖 大幹

大河川流域における陸面モデリング 助教授沖 大幹

イランの総合水資源管理 助教授沖大幹

無補強コンクリートブロック造壁を有する鉄筋コンク教 授中埜良昭

リート造建物の残存耐震性能に関する研究

韓国民家の空間構成に関するグラフ理論的考察ー空間相教 授藤井 明

互のインターフェースとしての閾概念
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Yim Kevin Kenaf Silica Gel Wall Development of a Breathing, Passive 教 授藤井 明

Absorptive Building Materialケナフとシリカゲルを用いた

「呼吸する壁材」の開発に関する研究

Golani Solomon The Urban Pathway Narrated: Daily Interaries and Spatial Practices 教 授藤井 明
Erez in a Contemporary City -A Tokyo Study経路の記述：現代都

市における移動に伴う空間体験ー東京の事例

金 憲 奎 朝鮮期における「邑治」の成立と変容に関する研究 教 授藤森照信

田 敏 建築ものづくりシステムにおける分業デザインに関する 教 授野城智也

研究

Adriana Shima 上海オーフンスペース大都市の変容過程に関する研究 助教授曲渕英邦
Iwam1zu 
Rezelman 

朱 晟 偉 呼吸空気質・温熱快適性に対する人体起源の室内流れの教 授加藤信介

影響と適応調節に関する研究

劉 栄豊機械工学 Studyon Nonlinear Fracture Meehanies Based on Crack Energy 教 授渡邊勝彦
Density Concept for Piezoelectric Materials 

木下睛之 共焦点マイクロ PIVを用いた微小液滴内部流動に関する 教 授大島 まり

研究

松浦 雄 遷移を伴うターピン翼列内流れの圧縮性 LES解析 教 授加藤千幸

宮澤真史 二次元翼周りの乱流境界層から発生する広帯域空力音の教 授加藤千幸

数値解析

鈴木康方 二次元翼周りの流れから発生する空力音源の解明と騒音教 授加藤千幸

制御

周 文軍産 機械工学非水分散媒を用いたマルチボディー研磨法の開発に関す教 授 谷 泰弘
る研究

李 静 媛 ステンレス鋼の半溶融・半凝固加工に関する研究 教 授柳本 潤

川井茂樹精密機械工学ダイナミックフォー ス 顕 微 鏡 の 高 周 波 化 の 研 究 教 授川勝英樹

趙 永 学 単一細胞の電気•物理的特性を測る MEMS デバイスの開助教授金 範竣

発に関する研究

朴 哉爛環境海洋工学構造要素および多層塗膜の衝撃損傷シミュレーションに教 授都井 裕

関する研究

広瀬智史 金属構造要素のクリープ損傷および自己修復過程の計算教 授都井 裕

モデリングに関する研究

加 藤 陽 古代から中世までの思想に基づく環境影響評価法の研究 教 授浦 環

卑pf 悟電気 工学 Modelof Lightning Stroke and Associated Electromagnetic 教 授石井 勝
Impulse 

呉 世訓 Fundamental Research on Human-friendly Motion Control 教 授堀 洋一

（人間親和型モーションコントロールに関する基礎研究）
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近藤直樹電子工

梅野顕憲

筒 井 冗

南 雲 俊 治

才田大輔

Danardono Dwi 
Antono 

Atit Tamtrakarn 

Tran Quang Canh 

半導体量子細線・リングの光物性 教 授 榊 裕之

精密なナノギャップ電極作製技術の提案とその分子接合教 授平川 一彦

への応用

Quantum Confinement Effects in Ultra-thin Body SOI 教 授平本俊郎

MOSFETs and its Applications to High Performance Devices 

（極薄 SOIMOSFET中の量子閉じ込め効果と高性能デバ

イスヘの応用に関する研究）

Design of Three-Dimensional Structure MOSFETs with 教 授平本俊郎

Substrate Bias Control for Low-Power LSis (低電力 LSIに

向けた基板バイアス制御三次元構造 MOSFETの設計）

Local Current Evaluation by Magnetic Force Microscopy (磁助教授高橋琢―

気力顕微鏡を利用した局所的電流評価に関する研究）

Modeling and Characterization of Electrical Behaviors of 教 授桜井貴康

Interconnects in Deep Sub-micron VLSI's (和訳：ディープサ

プミクロンVLSIにおける配線の電気信号特性とそのモデ

リングに関する研究）

Low-power Circuits and Architectures for Ultra-Wide-Band 教 授桜井貴康

(UWB) Transceiver toward Ubiquitous Electronics Applications 

（和訳：ユピキタス・エレクトロニクスに向けた UWBト

ランシーバーのための低電力回路とアーキテクチャ）

「Low-power Nano-meter CMOS Circuit Designs with 教 授桜井貴 康

Application to FPGA」（和訳：低電カナノメートル CMOS

回路設計とその FPGAへの応用）

鈴木 涼物理工学共鳴核反応法によ る固体表面近傍での水素の動的挙動に助教授福谷克 之

堀井和由

関する研究

分子配向スペクトロスコピー法の開発と複雑流体におけ助教授酒井啓司

る異方秩序形成過程の研究

吉 川 健マテリアル工学 Si-Al紬液を用いた Siの低温凝固精製に関する物理化学 教 授森田一樹

久保若奈応 用化 光触媒による非接触酸化の機構解明と光触媒リソグラ助教授立間 徹

フィーヘの応用

宮 川 淳化学生命工学 Development of Novel Glycopolymers Which Can Be 教 授畑中研一

Immobilized on the Cellulose Materials as Multivalent Ligands 

for Medical Use (新規な多価リガンドとしての糖鎖高分子

の開発とセルロース材料への固定化による医療分野への

応用）

四反田 功 先端学際工学 藻類細胞を用いたバイオセンシングシステムの開発 助教授立間 徹

理学系

饗場行洋物理学 市場間相互作用の経済物理学 助教授羽田野直道

情報理工学系

中岡慎一郎コンヒュータ観察学習ハラダイム：脚タスクモデルを用いた二足歩行教 授池内克史

科学 ヒューマノイドロボットによる人の舞踏動作の再現
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増田智 パラメタ表現に基づく二次元形状データの位置・ 形状合教 授池内克史

わせ

宮崎邦彦 子 情 報 デジタル社会の証拠性を支える電子署名技術に関する研究教 授今井秀樹

松下達之 Black-Box Traitor Tracing Schemes for Copyright Protection 教 授今井秀樹

（著作権保護のためのブラックボックス不正者追跡方式

に関する研究）

Abdulrahman Enhanced Techniques for Detection, Privacy Preservation, and 教 授今井秀樹
Alharby Architecture in Intrusions Detect10n Systems (侵入検知シス

テムの検出能カ・プライバシ保護・アーキテクチャ強化

技術）

山中晋爾 秘密鍵漏洩およびネットワーク変化に対応できる匿名通教 授今井秀樹

信路の研究

張 鋭 On The Security Of Multiple Encryptions/多重暗号化の安全教 授今井秀樹

性に関する研究

辛 星 漢 Leakage-Resilient Authenticated Key Establishment Protocols 教 授今井秀樹

for Secure Channels (情報漏洩に強い認証付き鍵交換プロ

トコル）

小林鉄太郎 Fast Computation Algorithms for Elliptic Curve Cryptosystem 教 授今井秀樹

（楕円曲線暗号系の高速演算法に関する研究）

繁 利 恵 Anonymous Authentication Techniques for Finite State Multi—教 授今井秀樹

Transactions (多重トランザクション向け匿名認証技術に

関する研究）

黄 楽平 Enhaning Locat10n Privacy for Mobile Communication 助教授瀬崎

Systems by Controlling Spatial-Temporal Uncertanity 

テープウィ A Study on Data Collection and Mobility Control for Wireless 助教授瀬崎 薫

ロージャナポ Sensor Networks 

ン ニワット

合田和生 データベースシステムにおける構造劣化管理の軽減に関教 授 連川｛憂

する研究

岡 兼司電子情報学 柔軟なインタフェースの実現に向けた人間行動の計測と助教授佐藤洋一

理解

阪 野貴彦 移動型レンジセンサによる形状取得とその復元 教 授池内克史

小野晋太郎 移動体センサから得られる幾何・画像データの時空間解教 授池内克史

析とその応用

新領域創成科学

中川 雅史環境 学 スリーラインセンサ画像を用いた高精細三次元都市デー教 授柴崎亮介

タの自動構築• 更新手法 (Generationand revision of ultra 
high-resolution 3D urban data using Three Line Sensor 

imagery) 
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竹 本 史複雑理工学 AStudy on Design and Implementation of Two-Dimensional 教 授合原一幸

MOSFET Neuron Model (MOSFETを用いた 2次元ニュー

ロンモデルの設計と実装に関する研究）

助 教 授 鈴 木 秀幸
豊 泉太郎複雑理工学 AnInfom氾 tionTheoretical Study on Neural Coding and 教 授合原一幸

Synaptic Plasticity (神経情報の符号化およびシナプス可塑

性に関する情報理論的研究）

助教 授 鈴 木 秀幸

修士課程修了者（本所の教官の指導によるもの）

氏 名 専 攻 論 文 題 名 職名 指導教員

工学系

福永勇介社会基 盤学 東京 にお ける 工学 的基盤面での地震動および地下鉄トン教 授小長井一 男

ネルの地震応答変形に関する研究 (Seismicmotions at 
Tokyo bedrocks and deformation induced in box and shield 

tunnels) 

Juanita Gonzaga Static response of piled bridge pier with asphalt slab overlay on 教 授小長井一男
Saga soil 

AthanasIOs Earthquake triggered slope failures and subsequent damage to 教 授小長井一男
Zafeirakos embedded structures (地震時地すべりとこれを横断する千

佳構造物の被害）

西内裕晶 Traffic Analysis on the Metropolitan Expressway using ETC 教 授桑原雅夫
Data 

村 田 啓 介 歩行者信号表示方式の変更に伴う横断挙動分析 教 授桑原雅夫

鯉沼琢麻 セメント改良土の引張強度・変形特性 教 授古関潤一

山 l'切E[ ヘ）l リモートセンシングデータを用いた都市樹木の 3次元 教 授安岡善文

モデルの構築

佐々木 学 タイの水田分布と自然／社会条件の比較研究 教 授安岡善文

Esayas Shear Transfer Behavior of Cracked Concrete under Cyclic 助 教 授 岸 利治
Gcbreyouhannnes Loading躁返し荷重下におけるひび割れのせん断伝達挙動
FTWI 

吉 田 水銀圧入時における履歴挙動に着目したセメント硬化体助教授岸 利治

の空隙構造分析

佐藤賢則 円形シールドトンネルの新しい診断技術に関する研究 教 授魚本健人

横 澤 祐 希 低品質再生粗骨材の品質向上を目指したコロイダルシリ 教 授魚本健人

カの適用性に関する研究

胡内健 高解像度衛星画像を用いた建物地震被害の把握 教 授目黒公郎

伊東大輔 地震時の家具の動的挙動を考慮した生活空間の安全性評教 授目黒公郎

価に関する研究
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南條孝文 緊急地震速報を利用したタンクヤードの総合的な地震被教 授目黒公 郎

害予測・警報システムの構築

N avaratnara1 Expenmental Study of Retrofit of Masonry Building by呼教 授目黒公 郎
Sathiparan band Mesh (PPーバンドを用いた組積造建物の耐震補強に
（サティバラン・

ナバラットナライ）
関する実験的研究）

久保 賢 オガララ帯水層水資源に関する持続可能性の検討 助教授沖 大幹

小岩祐樹 河道流下過程に着目した日本域河川流量リアルタイム予助教授沖 大幹

測システムの開発

新領域創成科学

藤原栄朋 環境学 ハイパースペクトルイメジャを用いた植物の水ストレス教 授安岡 善文

評価手法に関する研究

寺岡正樹 高空間分解能リモートセンシングを用いた林分パラメー教 授安岡 文

夕推定手法の開発

趙 在 （仮） 助 教 授 沖 大幹

MURALIEV Experimental study on flocculation structure of cement 講 師 加 藤 住括
DJANYBEK composite materials by using non-flocculation system paste 
JUMABAEVICH 

太田行孝 建築学 中低層壁式鉄筋コンクリート造建物の耐震性能評価に関教 f受叶1打t£赳Ill-{

する研究

月 司 既存鉄筋コンクリート造学校校舎の耐震性能に関する分析教 授 中 埜 良昭

上 村 貴 建住宅用転がり系免震支承の開発とその諸特性に関助教授川口 健一

する基礎的研究」

渡退尚彦 「膜構造の折り畳みに関する折り紙的アプローチに関す助教授川口 健一

る研究」

沖 野 優 雲南省の伝統的住居における境界領域の生成手法に関す教 授藤井 明

る研究

畑 野 了 建築記号学的＜ズレ＞に関する研究ー下北沢における 教 授藤井 明

フィールド・スタディ

本間健太郎 伝統的住居における空間構成の類型化に関する研究ーベ教 授藤井 明
トナム中・南部の少数民族を事例として

小 JII 浩平 戦時木構造ー戦時下の木造大スパン空間一 教 授藤森照信

加藤 陽生 建築，土木，造園の中間領域一郊外住宅地における構成教 授藤森照

要素の考察一

林 そ尺g、 王ロ インドネシア・メダンの高床式住宅の変容にみる近代植教 授 藤 森 照信

民都市の相貌

安田大樹 環境ストックの価値化に関する研究ーハウステンボスを教 授野城智也

例にして一

57 



I I I. 教育活動

合 JI I 尚 毅

韓 英 志

ユーザー指向型建築情報マネジメントシステムの構築に
関する研究

建築系廃木材の処理プロセスにおけるデマンド・プル・

モデルの構築ー MASシミュレーションによる検討

牛 山 歩 室内音場における 3次元音場シミュレーションの開発と

応用
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朝

大

矢
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井
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内
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田
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寿
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太

壮

昌

享

雅

顕

広

千

利

博

巧

平

洋

厚

鋒

↓しこり’
吐

司

珠

完

淳

佑

樹

弘

聡

宮 崎 健 太 郎

織

機 械 工 産-, 

産業機械工学

バルコニーを利用した外部騒音低減効果に関する 3次元

波動数値解析

オープンプラン教室の音響設計に関する研究

墜体隙間の音響透過に関する研究

エポックと街〗麻布十番商店街の変容一

場所のアソシエーションーインターネット検索エンジン

のヒット数による都市領域の連結性に関する研究一

Test Chamber法による化学物質放散量測定法と室内化学
物質濃度低滅対策に関する研究

市街地における火災延焼性状予測システムの開発

様々な大気安定度での都市境界層流れの乱流統計量計測

の風洞実験

マルチスライス X線 CTを用いた三次元画像相関変位場

同定法の高速• 安定化

圧電材料き裂強度の荷重履歴依存性に関する研究

圧電セラミックスの疲労試験用き裂試験片作成に関する

研究

LESによる直噴ガソリンエンジン用スリットノズルの噴

霧流れ解析

超小型多段ラジアルガスタービンに関する研究

段差部から発生する空力騒音に関する研究

耐凍性・乾燥性糖類を内包したリポソームと細胞の電気

融合に関する研究

血流シミュレーションにおける末梢血管を考慮した境界

条件のモデリング手法の検討

電解造箔法を用いた電着ダイヤモンドテープの連続製造

法の研究

スマート・タイヤ・システムを用いた自動車の運動制御

に関する基礎的研究

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

授

授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

授

助教授

助教授

授

授

授

授

授

授

助教授

授

授

授

野城

野城

坂本

坂本

坂本

坂本

曲渕

曲渕

加 藤

大岡

大岡

吉川

渡 邊

渡 邊

大島

加藤

加藤

白樫

大島

谷

藤田

智也

智也

慎一

慎

慎一

慎一

英邦

英邦

信介

龍三

龍＝

暢宏

勝彦

勝彦

まり

千幸

千幸

了

まり

泰弘

隆史
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長藤 圭介 lパス超強加工によるスーパーファイン鉄鋼素形材の創成教 授柳本 潤

角田 夏 樹 分流接合を利用した 3次元立体形状の迅速造形 教 授柳本 潤

蛯原裕治 超柔軟マニヒュレータの投射• 巻き付きにおける動力 助教授鈴木高 宏

と制御

金 保忠正 ハッセンジャーの行動に着目した車内の快適性評価 教 授須田義大

日比野暢彦 大型車のサスペンション特性に関する研究 教 授須田義大

船見慎太郎精密機械工学超高真空対応超音波モータの高度化 助教授新野俊 樹

成毛宏道 肝細胞湘流培養対応 Scaffoldを目指した生分解性樹脂多助教授祈野俊樹

孔体の粉末焼結積層造形

石井孝典 原子間力顕微鏡を用いた半導体表面撮像に関する研究 教 授川勝英樹

服部真之 MEMS技術を用いた微小カンチレバーの作製と評価に関教 授 川 勝 英樹

する研究

内村明高 交差軸を利用した任意テーハのマイクロ穴放電加工 教 授増沢隆久

益田直樹 マイクロコンタクトプリンティングを用いたタンハク質助教授 金 範竣

のマイクロバターニング技術に関する研究

唐崎兼三 インクジェットプリンティングによるバイオ物質のマイ 助 教 授 金 範竣

クロパターニングに関する研究

大森 瑛 超高速射出圧縮成形による高転写成形の研究 教 授横井秀俊

和 知 忠道 超高速複合射出成形の研究 教 授横井秀俊

宮下雅樹環境梅洋工学競漕用ボートにおける漕艇用具の最適化に関する研究 教 授木下 健

亀岡福太郎 異常巨大波浪の水槽内作成と衛星データによる認識 教 授木下 健

鄭 祐 尚 導電性高分子膜 (PPy) の電気化学・多孔弾性挙動のシ教 授都井 裕

ミュレーション

中 谷武志 自律型水中ロボットによる沈没船の自動観測システムの教 授浦 環

研究開発

松園 幹大 PHINS-DVL 航法を用いた位置精度評価及び海底•海中セ教 授浅田 昭

キュリティヘの応用

李 微電気 工 学 新 し い 安 定 指 標 を 用いたパワーアシスト車椅子の後方転教 授 堀 洋一

倒防止制御

河島清貴 電気二重層キャパシタを搭載した小型電動車両による車教 授堀 洋一

両運動制御の研究

呉 魯 Real-time Collision-free Path Planning for Robot Manipulator 教 授 堀 洋
Using Octree Model 
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青 木 良 文
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工
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子

ロバストな車体すべり角オブザーバに基づいた電気自動

車の運動制御の研究

1PM駆動電気自動車のBack-EMFオプザーバによるスリッ

プ抑制制御

人間観測に基づく移動ロボットナビゲーション

大面積MEMS技術と整合する黒板型ディスプレイの製作

と評価

高電圧回路と MEMSアクチュエータのモノリシック集積

化に関する研究

光照射によるマイクロアクチュエータの駆動制御に関す

る研究

GaN量子ドットを有するエアブリッジ型窒化物半蒋体

フォトニック結晶の作製とその光学評価（英文）

窒化ガリウム系ナノ構造のスヒン効果を伴う光物性の研究

擬似自己相関法による広帯域テラヘルツ電磁波発生材料

の評価

p型縦伝導贔子ドット赤外光検出器の作製と評価

Study on Transport Mechanism in Room-Temperature 

Operating Silicon Single-Electron and Single-Hole Transistor 

（室温動作シリコン単電子トランジスタおよび単正孔卜

ランジスタの輸送特性に関する研究）

Impact of Surface Roughness on Mobility of (II 0) -Oriented 

SOI pMOSFET (面方位 (I10) SOI pMOSFETのキャリア

移動度における表面ラフネスの影響）

Design of Variable Threshold-Voltage CMOS Device in Short 

Channel Regime (短チャネル領域における閾値電圧可変

CMOSデバイスの設計）

局所電圧補償回路による VLSI電源線ノイズの低滅法
Voltage Noise Reduction of VLSI Power Supply Line Using 

Local Voltage Compensation 

Research on Low Power Clock System for VLSI Circuit VLSI用

低消費電カクロックシステムに関する研究

希土類金属水素化物 YHxの金属ー半導体転移

Cr203薄膜表面における水素分子のオルソ・ハラ転換と転

換に対する外部磁場の効果

教

教

助教授

教

助教授

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教
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授
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授

授

堀

堀

橋本

藤田

年

藤田

年吉

藤田

荒川

荒川

平川

平川

平本

平本

平本

桜井

桜井

岡野

岡野

洋

洋一

秀紀

博之

洋

博之

洋

博之

泰彦

泰彦
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俊郎

俊郎
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市村正太郎 コリニアホログラフィックメモリーの記録再生特性 教 授黒田和 男

藤田勇人 Pb (Zn l/3Nb2;3) 03-PbTi03におけるフォトリフラクティ 教 授黒田和男

ブ効果の外部電場特性

加久大地 MgO添加 LiNb03周期分極反転素子を用いた光ハラメト 教 授志村 女プ又

リック増幅による中赤外フェムト秒ハルスの発生

北崎聡一郎 Fe-doped GaNにおけるフォトクロミック効果とフォトリ 教 授志村 努

フラクティブ効果

消原拓郎 迅速リプロン光散乱法による高速液体表面現象の実時間教 授高木堅志郎

観察

山本裕也 電場による液体表界面マニピュレーション法の開発 教 授高木堅志郎

沼 也 荷電コロイド系の凝集ダイナミクス 教 授田中 幣

澤亮平 タンハク質溶液の相転移ダイナミクス 教 授田中 帝

杉 江 鉄シリサイド成長初期構造と外部歪み効果の研究 助教授福谷克 之

笹川直人 顕微観察法を用いた微小液滴ダイナミクスの研究 助教授酒井啓司

南 康 夫 熱フォノン共鳴法による超高精度 Brillouin散乱スペクト助教授酒井啓司

ロスコヒー

山田 貴之マ テリアル工学 Al-Mn-Fe-GeD相準結晶合金の磁性に関する研究 教 授七尾 進

牧野健 CuCr2S4における粒間トンネル磁気抵抗効果 教 授七尾 進

助教授小田克 郎

姿 祥 タングステン含有リン酸塩ガラスの作製と水素拡散挙動 教 授井上博之

城殿啓介 希上類添加オキシフルオライド透明結晶化ガラスの作製教 授井上博之

と光物性

伊藤順 金と亜鉛蒸気の接触反応 教 授前田正史

山本耕司 溶融 Fe-Cr合金の表面張力に及ぼす O,Cの影響 教 授森田一樹

長谷川裕記 半蒋体中転位の光学的・電気的性質 助 教 授 枝 川 圭一

大川ちひろ 塩化物を利用する新しい貴金属回収法の開発 助教授岡部 徹

尾 花 勲 電気化学的な手法を用いたチタン鉱石からの脱鉄プロセ助教授岡部 徹

スの開発

岡崎素也応用 化 学 マ イ ク ロ ビ ー ム 分 析 法の生体試料への応用に関する研究 教 授尾張真則

千 葉 材料微小部の三次元分析に関する研究 教 授尾張真則
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中尾英明 組成が不明な化学系実験廃棄物の処理システムの構築 教 授尾張真則

助教授鈴木良宵

（東大）

鈴木健太郎 銀担持酸化チタン膜が示す多色フォトクロミック特性の助教授立間 徹

制御

南 尚‘’ 酸化チタン—銀ナノ粒子系におけるプラズモン光電気化学助教授立間 徹

崎 太 地 高分子ゲルを用いた光電気化学アクチュエータの開発 助教授立間 徹

大 木 崇化学システム窒素安定同位体の吸着分離に関する研究 教 授迫田章義

工学

原 間 章 博 コメを原料とした材料製造とそのカスケード利用に関す教 授迫田章義

る研究

高村里佳 p53転写活性化能を指標とした肺上皮細胞における変異助教授酒井康行

原生物質の検出

阪井仁美 2ーコンパートメント・オンチップ完全湘流マイクロ臓器助教授酒井康行

デバイスの開発

高宮寿美 伸縮性を持つ組織再構築のためのエラスチン多孔質膜の助教授酒井康行

成型と評価

成戸宏介 へモグロピンベースの酸素運搬体を用いた細胞培義系に助教授酒井康行

関する研究

相 良 剛光化 学 生 命 工 学 水素結合性超分子材料の構造ー機能設計 教 授 荒木 孝

渡邊裕子 サレン型高分子金属錯体の機能設計と分子集積制御 教 授荒木孝―

講 師北条博彦

大 家 将 カルコゲン架橋混合金属クラスター骨格の変換反応 教 授溝部裕司

新倉史也 四座ホスフィンを補助配位子とするモリブデン錯体の反教 授溝部裕司

応性

林 千 紘 ペプチドによるタンハク質補因子の空間配岡制御 助教授工藤一秋

室田和敏 非天然アミノ酸を含む環状ペフチドの会合状態制御 助教授工藤 秋

赤川賢吾 ペフチドを用いる固相担持水系不斉触媒の開発 助 教 授 工 藤 一秋

福島秀和 ヘム複合化 2a-A..リックスペプチドの設計・合成と触媒助教授工藤一秋

機能

渡退貞里子 Di els-Alder反応を利用したケミカルリサイクル性ポリ助教授吉江尚子

マーの合成と性質

須澤朋之 分光電気化学法による光合成反応中心P700レドックス電教 授渡辺 正
位の計測と解析

溝口信― 人工色素修飾による光化学系I光誘起電荷分離反応の増感教 授渡辺 正

伊藤文香 フッ素含有糖質化合物の合成と細胞による糖鎖伸長反応 教 授畑 中研
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理学系

佐 藤久則物理学 Theoretical analysis of the turbulent electromotive force in 助教授半場藤弘
MHD turbulence 

情報理工学系

岡 本 泰 英 コ ンヒュータ大規模 3次元モデル上の情報の編集・表示システム 教 授池内克 史
科学

佐賀直 也 窪み箇所や部分欠損を含む複雑な形状の物体のための教 授池内克 史
SAi法の改良

五味 剛電子情報学 Identity-Based Eneryption with Tight Seeurity Reduetion 教 授今井秀樹

andCompact Size (タイト安全かつ暗号文長の短い IDベー

ス暗号）

Abdelilah Tabet A Study on F可 ma!Analysis for Password-based Authentication 教 授今井秀樹

Protocols (ハスワードに基づいて認証プロトコルの形式的
な検証に関する研究）

吉田雅徳 Investigation of the Present Situation Surrounding the 教 授今井秀樹
Vulnerability and Proposal of the Secure Implementation of 

WEP (WEPの脆弱性をめぐる現状の調査及び安全な実装

の提案）

浜端紀行 位附情報誤差と障害物を考慮した MANETルーティング助教授瀬崎

プロトコルの提案

福 田 暁 史 ネットワークを介した触覚による習字教示システム 助教授瀬崎

大 福 泰 樹 ベイジアンフィルタと社会ネットワーク分析を統合した助教授松浦幹太

迷惑メールフィルタ

小野拓史 リンク解析を用いたウェブ上のスハム発見手法に関する 教 授 連 川俊

一考察

陶 意 非 A Study on Dynamic Performance Provisioning in Storage 教 授 連川優
Virtualization Facility 

丹波秀紀 ウェプのリンク構造を用いて話題の時系列変化を分析及教 授喜連川 俊

び可視化する手法に関する研究

川原尊徳 画像の車列マッチングによる交差点網旅行時間計測に関教 授坂内正 夫

する研究

藤平 健 画像と超音波のセンサフュージョンによる交通事象認識教 授坂内正 夫

に関する研究

劉 小路 意味階層構造に基づいた交差点での異常事象認識ための教 授坂内正 夫
Reasonning Chainアルゴリズム

劉 明 哲 ハターン認識と時空間MRFモデルの結合による車両領域教 授坂内正 夫

分割手法に関する研究

王 東 Radiometric Compensation in a Projector-Camera System 助教授佐藤洋

Based on the Properties of the Human Visual System 

63 



I I I. 教育活動

木子 暁 瑯 ディフォーマブルメッシュを用いた人体運動のトラッキ教 授池内克史

ング

柴 田 司 写実的なレンダリングのための偏光により分離された反教 授池内克史

射成分別圧縮と補間

松 井 健 観測系の内外要因による形状データの歪み補正 教 授池内克史

今泉隆文数理情報学符号木同定とそれ に関連した同期系列の研究 教 授合原一幸

鈴木大慈 Hybrid Systems Control For Hormone Therapy of Prostate 教 授合原一幸
Cancer 

学際情報学府

Aniwa! 学際情報学高効率面発光型素子へ向けたフォトニック結晶ナノ共振教 授荒川泰彦
Tandaechanurat 器の設計（英文）

黄 興華 バイオメトリクス鍵と生体検知を用いた電子署名方式に助教授松浦幹太

関する研究

新領域創成科学

金 杉 洋 環境学 ウェアラプルセンサによる人体動作の計測と解析 教 授柴崎亮介

山 根 弘 位置俯報プライバシーに関する研究 助教授瀬崎 薫

林 徹 ウェプログを利用した空間コンテンツの個人化・共同作助教授瀬崎 薫

成・配信

垣本悠太複雑理工学 AStudy on Subjective Contour Perception with a Hierarchical 教 授合原一幸

Predictive Coding Model (プレディクテイプコーディング

モデルを用いた主観的輪郭知党に関する研究）

佐藤好幸 A Study on Modelling of Audio-visual Interactions by Bayesian 教 授合原一幸

Inference(視聴覚相互作用のベイズ推定によるモデル化の

研究）

中村洋平 0 リズムと逐次記憶のニューラルネットワークモデルに教 授合原一 幸

関する研究 (AStudy on a Neural Network Model of Theta 

Rhythm and Sequential Memory) 

助 教 授 村 重 淳

（東大）

船 橋 真 俊 Modeling and Analysis of Birdsong Learning (鳴鳥類の音声教 授合原一幸

発達に関するモデル化と解析）

教 授松井孝典

（東大）
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論文博士（本所の教員の指導によるもの）

氏 名 専 攻 論 文 題 名 職名 指導教員

工学系

Johansson Jorgen 社会枯盤学 Seismicfault induced permanent ground deformat10n and 教 授小長井一男

possible implications for civil infrastructure (地震断層直上の

堆積地盤内部の変形累積とその社会基盤施設への影響）

細川佳史 セメントの水和を考慮した数理モデルに基づく急結剤特教 授魚本健人

性の定量的評価に関する研究

野田 豊範 高盛土に対する新幹線トンネル防護工の計画と実施 教 授魚本健 人

吉村美保 脆弱建物の耐震化対策へのインセンティブ導入方法に関教 授 I"!黒公郎

する研究

上半文昭 応用要素法と微動測定を利用した鉄道高架橋の総合的な教 授目黒公郎

地震被害評価

芳村 圭 A study on systems of the global hydrologic cycles with stable 助 教 授 沖 大幹
water isotopic information 

岡村秀樹 渋滞発生確率を用いた高速道路単路部の交通容量に関す教 択受 牙:• 閲［ 肝t夫
る研究

中島 久男 明治期における海軍省営繕事業の歴史的研究 教 j受藤森 l!(jf;t 

安宅勇― ハッシプ吸将建材による室内空気中の化学物質濃度低減教 授加藤 介

対策に関する研究

中村佳也産業機械 超磁歪アクチュエータを用いたアクティブ微振動制御装教 授 藤 田 隆史

置に関する研究

水村正昭 自動車用管材の塑性加工特性の評価と加工条件適正化に教 授柳本 潤

関する研究

川 井 茂 樹 精 密 機械工学ダイナミックフォース顕微鏡の高周波化の研究 教 授川勝英樹

岩 田 篤 電子ビームを用いた鉄鋼，マグネシウム合金の局所的材教 授増沢隆久

料処理

小林直哉 子工学 トレリス符号化方式の磁気記録信号処理技術への適用に教 授今井秀樹

関する研究

竹 内 健 Circuit design of NAND flash memory for high吋 speed 教 授桜井貴 康

programmingNAND型フラッシュメモリの書き込み高速

化に向けた回路設計に関する研究

/II 口 博 Low-Power Circuit Design for Silicon VLSI's and Organic !C's 教 授 桜 井 貴康

in Ubiquitous Electronics Environment (ユビキタスエレクト

ロニクス環境におけるシリコンVLSIと有機集積回路の低

電力回路設計に関する研究）

斎藤 吉広応用化学 GaAs電子デバイスの製造プロセスに関する研究 教 授藤岡 洋

小森喜久夫 バイオキャタリストの活性制御と化学センシングヘの応用助教授立間 徹
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情報理工学系

澤口秀樹電子情報学 AdvancedData Detection and Coding Techniques using Partial Response 教 授今井秀 樹

Signal Processing for High-Density MagneticRecording System (高密

度磁気記録システム用ハーシャルレスポンス信号処理方

式の高性能化に関する研究）

杉田

松井

誠 Security Evaluation of Cryptographic Algorithms by Statistical 教 授今井秀 樹

and Algebraic Methods (統計的及び代数的手法に基づく暗

号アルゴリズムの安全性評価）

充 Linear Cryptanalysis of Block Ciphers (フロック暗号の線型教 授今井秀樹

fir'¥ 謁'er去）

2. 学部ゼミ・学部講師等

平成 17年度全学自由研究ゼミナール担当者リスト

職名 氏 名 栂q-51" 
義 題 目

巫
子— 期

学部学生のための研究入門コース -UROP (Undergraduate Research Opportunity Program) 

教授大島まり 夏学期（第 1, 3学期）

教授溝部裕司 冬学期（第 2, 4学期）

教 授川口健

助教授鈴木高宏

助教授岡部 徹

助教授吉江尚子

先端研 UROP(教養学部生のための先端科学技術入門コース/Undergraduate Research Opportunity Program) 

先端冊• 井野秀一 夏学期（第 l, 3学期）
助教授

教 授荒川泰 彦

溝師岩本 敏

教 授目黒 公郎 ミニ実験によって理解する地震被害のメカニズム 夏学期（第 1, 3学期）

学際情報学への招待

教 授池内克史情報学の最前線：ポスト・コンヒュータ時代と人間「ロボッ 夏学期（第 1, 3学期）

トとi胄報学」

社会と技術戦略

教 授桑原雅 夫 渋滞半滅への道筋 冬学期 （第 2, 4学期）

社会基盤学のフロンティア

教 授桑原雅 夫 交通渋滞の科学最前線 夏学期 （第 I, 3学期）

情報エレクトロニクスの最先端と夢

助 教授 橋本秀紀 ロボティクス 夏学期 （第 1, 3学期）

人間社会と交通システム

教 授桑原雅 夫 渋滞のメカニズムと対策 ITSの活用 夏学期 （第 I, 3 期）
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平成 17年度非常勤講師としての出講（本学内他部局に対する）

職名 氏 名 講 義 顕 目 部 局 名

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

助

教

教

助

教

教

教

教

教

助

助

教

教

東
教
（

教

教

教

教

教

教

授

0

授

授

授

授

授

授

授

助教授

教

教

授

授

助 教授
（東大）

教授

助 教授

教

教

教

授

授

授

教

教

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

教

教

助

助

助

助

助

助

岡野 達雄

福谷克之

小 長井一男

田中 哨

酒井 啓司

大島 ま り

大島まり

大島まり

長谷川裔—

小 宮山 進

佐倉 統

藤垣 裕子

合原 一幸

浅井 潔

木

部

藤

木

上

本

榊

堀

堀

堀

堀

荒

溝

工

荒

井

山

迫

/II 

田

口

崎

森

森

柴

藤

藤

森

城

岡

本

渕

渕

渕

松

藤

野

安

岸

坂

曲

曲

曲

村

裕 之

洋

洋

洋

洋

孝

裕

司

秋

二

之

久

孝

博

剛

章 義

健

介

信

信

亮

照

照

信

也

文

治

邦

邦

邦

伸

照

智

善

利

慎

英

英

英

表面物理学

自然災害と防災

複雑流体の物理

複雑流体の物理

科学技術表現実験実習 l

科学技術表現実験実習 II

科学技術コミュニケーション基礎論

生体情報論

（工学部機械工学科）特別講義「量子論／生命論」「ナノ構造

による量子効果の制御と先端デバイス応用」

制御工学第 1

制御工学第 2

電気機器制御

電気工学通論第 1

有機化合物の構造と物性

生体分子科学 (I)

マテリアル基礎化学

分離工学 II

「ドーム構造ゼミ」 6月22日（水） 17:00-18:00日本の石積み

アーチ，セントルイス・メモリアルアーチ他アーチ構造に

ついて学ぶ 6月29日（水） 17:00-18:00木造大スパン建築

の色々 7月6日（水） 17:00-18:00 PC構造 7月13日（水）

17:00-18:00空気膜構造について学ぶ．

空間情報学

技術と歴史研究会主催「20世紀のコンクリート技術と表現」

都市基盤安全工学国際研究センター主催第 9回オープンレ

クチャー我が国の構造物と安全性「歴史から見た我国の構

造物の安全性に対する考え方」

平成 17 年度冬学期：教養学部講義「建築• 都市の思想」

工学倫理講演会 (I回分分担）

画像情報工学

コンクリート耐久設計とリサイクル

環境設備演習

造形基礎第 2

都市の持続再生学 A

都市の持続再生学 B

英語講義『日本の建築と都市』

工学系研究科・工学部

工学系研究科・ 工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教投学部

総合文化研究科・教挫学部

総合文化研究科・教義学部

工学系研究科・ 工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・［学部

工学系研究科・,:学部

工学系研究科 •.r学部

総合文化研究科・教投学・部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教投学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・ 工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部
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助教授

助教授

助教授

教

教
授

授

教 授

助教授

教

教
授

授

助教授

助教授 藤井

増沢

教 授魚本

客員教授天野

溝 師加藤

目黒

目黒

目黒

目黒

天野

大岡

沖

鼎

沖

鈴木

合原

尾張

尾張

尾張

酒井

酒井

林

井

岩

須

横

畑

鈴

須

谷

柳本

竹内

佐藤

白樫

加 藤

大島

渡邊

吉川

教 授

教 授

教 授

教 授

授

客員教授

助教授

助教授

助教授

LJJJ 年及 ヤ乏

UJJ ず t受

教

教 授

教 授

教 授

授

助教授

U)J¥ 父 f受

lり年女 t受

教

教

t
9
 

，
 

＇ ＇ 

授

師

教 授

教 授

授

助教授

教

教 授

教 授

教 授

liJJ¥ 文 n
助教授

助教授

教 授

教 授

教 授

教 授

間

間

條

田

田

辺

川

田

井

立

立

上

森

森

渡

枝

浦

浅

藤

上

本

田

井

中

木

田

徹

徹

介

樹

樹

正

俊

圭

輝

真

真

康

康

昌

博

環

昭

夫

夫

久

人

子

孝

郎

郎

郎

郎

子

三

幹

郎

幹

宏

幸

則

則

則

行

行

奎

之

敏

大

俊

輝

隆

健

玲

佳

公

公

公

公

玲

龍

大

汐

大

高

義

秀

研

高

義

泰

昌

文

千

ま

勝

暢

宏

大

弘

潤

治

俊

了

幸

り

彦

宏

エネルギー化学 2

量子計測化学序論第 2

物質科学基礎• 物理学 (Aコース）

マテリアル熱力学 II

マテリアル生産プロセス

物質化学 II

マテリアル設計学

海中工学

駒場総合科目「持続可能性社会実現のための海洋開発：食

料・資源・エネルギー」

実現型プロジェクト

ナノメートル加工学

ストック管理技術とマネジメント

地震防災の科学

自然災害と防災

都市のセキュリティデザイン

東京のインフラストラクチャー

企業と技術経営

環境・設備演習

地球水循環と社会

Frontier of Civil Engineering 

物理学 A (力学）

脳科学入門

分析化学実験及び演習

分析化学III

環境安全管理

Human Teehnology 

医旅材料・機器工学

地球モニタリング

セラミック材料学

梢報エレクトロニクスの最先端と夢（分担）

人間社会と交通システム（車両の走行メカニズム）

ナノメートル加工学

物性化学

機械工学特別講義

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教投学部

総合文化研究科・教養学部

工学系研究科・ 工学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教養学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教養学部

工学系研究科・ 工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教投学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教投学部

総合文化研究科・教投学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教投学部

工学系研究科・エ学部

工学系研究科・工学部

工学系研究科・エ学部

農学生命科学研究科・農学部

総合文化研究科・教養学部

医学系研究科・医学部

工学系研究科・エ学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教挫学部

総合文化研究科・教投学部

工学系研究科・工学部

総合文化研究科・教養学部

工学系研究科・ 工学部
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教

教
授

授
池

池
内

内

史

史

克

克
コンヒュータピジョン

情報科学特別演習（卒論）

理学系研究科・理学部

理学系研究科・理学部

3. 他国公私立大学への非常勤講師

平成 17年度の出講

職名 氏 名 講 義 題 目 大 学 名

教

教

教

授

授

授

黒田和

小長井

小長井

男

男

男

光学

耐震工学特論

Earthquake Engineering Cousce --Underground Structures--

教

教

教

助

助

教 教

教

授

授

授

授

授

授

高木堅志郎

田中 帝

中埜良昭

半場藤弘

町田友樹

大島まり

教 授 大

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

助

助

助

講

講

助

助

助

授 大島

藤

藤

藤

原

井

川

本

上

張

張

張

田

岡

部

倉

藤

江

條

條

口

加

加

加

合

今

榊

榊

平

平

堀

井

尾

尾

尾

迫

藤

溝

小

工

吉

北

北

川

川

川

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

授

授

授

師

師

教

教

教

島

口

口

ま

ま

幸

幸

幸

幸

樹

之

之

彦

郎

之

則

則

則

義

洋

司

賢

秋

子

彦

彦

千

千

千

秀

裕

裕

俊

洋

博

真

真

真

章

裕

尚

博

博

健

健

健

り

り

フロンティア講演会雑学的超音波エレクトロニクス

複雑流体物理

都市防災

計算流体力学フロンティア特別講義

COEナノ物理学特論 9

科学技術最前線一生体内の流れ一千葉大学総合科目「科学

技術の発達と現代社会」

医療画像に基づく血流のシミュレーションと可視化上智

大学理工学部総合講瓶「ビジュアリゼーション（科学技術

における応用） I・II」後期

北大・人間機械システムデザイン専攻連携講座フォーラム

「循環系についての計算バイオメカニクスと invitro計測」

非定常乱流と空力騒音の数値解析

非定常乱流と空力騒音の数値解析

大規模数値解析特論

カオス学入門

情報理論

電子デバイス特論

特別講義「ナノ構造デバイスの進展と展開」

光電子素子

ディジタル回路

制御工学 l

非晶質材料

環境分析

環境化学特論 2

理工学研究科特別講義

環境化学特論 II

材料化学 2

化学特別講義（三）

物質機能システム学特別講義

有機化学 5(有機立体化学）

生体分光学

材料リサイクル

生体分光学

構造解析特論

建築構造計画特論

構造デザイン論

中央大学

横浜国立大学

建築研究所国際地震工学研

修事業

東京電機大学

九州大学

芝浦工業大学

名古屋大学

東京工業大学

千業大学

上智大学

北海道大学

名古屋大学

九州大学

工学院大学

放送大学

中央大学

日本大学

神奈川大学

早稲田大学

中央大学理工学部

徳島大学

横浜国立大学

早稲田大学

日本大学大学院

東京理科大学

日本大学大学院

東京理科大学

東京理科大学

東京農工大学

東京理科大学

東京工業大学

芝浦工業大学

東京工業大学

東京都立大学大学院

東悔大学工学部建築学科

東悔大学情報デザイン工学部

建築デザイン学科
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教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

助

助

教

教

教

助

教

教

教

教

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

助 教 授

教

教

教

教

授

客員教授

客員教授

客員教授

父>q
 

h
 

yイ

J

枠

川
ゥ
＂

教

崎

崎

井

森

森

森

森

森

森

城

城

岡

松

辺

辺

辺

柴

柴

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

野

野

安

岸

村

渡

渡

渡

林

藤

金

田

本

本

黒

黒

野

野

野

魚

魚

目

目

天

天

天

大

加

須

畑

授

授

授

立
べャ
師

授

授

岡

藤

田

中

亮

亮

照

照

照

照

照

照

智

智

善

利

昌

博

介

介

明

信

也

也

文

治

伸

正

正

正

奎

之

範竣

人

人

郎

郎

子

子

子

―

―

健

健

公

公

玲

玲

玲

龍

佳

義

研

孝

大

リスクマネジメントのための空間情報工学

空間情報工学入門

東アジア・東南アジアの住文化（客員教授）

建築理論セッション

芸術工学部デザイン文化論・演習

集中講義サスティナプル・アート・プロジェクト

建築学科講義「自然と自然素材を生かした建築」

建築学科講義「自然と自然素材を生かした建築」

建築学科講義

工学倫理

環境経営・倫理

リモートセンシング

構造工学

アジア建築史特論

電気化学

環境化学 I

生体電気化学特論

基礎悔洋学特論 II

"Introduction to MEMS and OMEMS: MEMS and NEMS, tool 

for bioanalysis" : 「MEMSと光 MEMS概要，ナノテクノロ

ジーとバイオテクノロジーヘの応用」コース

Introduction to MicroElcctroMechanical System, 

Graduate school class (Invited lecture) 

材料と複合

これからの土木

地震危機管理工学

地猿工学

大手建設会社における技術開発

大手建設会社における技術開発

建設業を対象としたディベートセミナー

建築ハフォーマンス

Advanced Concrete Structures 

シミュレーション工学

バイオ工学特別講義

Fall 2005 

中央大学

山梨大学

放送大学

近畿大学国際人文科学研究所

九州大学

東京芸術大学

韓国成均館大学

台湾成功大学

台湾台湾科技大学

北九州市立大学

北九州市立大学大学院

山梨大学

東京農工大学

工学院大学大学院

東京理科大学

日本女子大学

桐蔭横浜大学

日本大学

The Infotech Oulu Graduate 

School, Graduate School of 
Modern Optics and 

Photonics (Finland) : フィンラ

ンド，オウル情報技術大学
＼能淵限謄好｛妄惰維浩豹脅

University of Washington, 
Department of Electrical 

Engineering, EE502/ME504/ 

MSE504, host Prof. Babak 
Parviz 

横浜国立大学

芝浦工業大学

中央大学大学院

中央大学

茨城大学

法政大学

法政大学

東京電機大学

アジア工科大学院

東京農工大学

東北大学

4. 受託研究員・研究生等

本所において研究に従事し，本所教員の指導を受けることを希望する者には受託研究員，研究生の制度がある．

成 17年度において受託研究員は 15名，研究生は 20名である．

平
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5. 公開講座・学術講演会等

A. 生研公開講座

一般聴講者を対象として専門研究成果をわかりやすく解説する公開講廂であり，毎年春から夏，秋から冬にかけて

の毎週金曜日の夕方，下記のようなテーマで行ってきた．

第 1回 「都市と空間を考える」

第 2回 「都市を支える」

第 3回 「都市と環境ー 21世紀に向けて一」

第 4回 「初歩の光工学」

第 5回 「都市のしくみー居住の環境と基盤ー」

第 6回 「未来を翔けるハイハーエレクトロニクス」 (I)

第 7回 「未来を翔けるハイハーエレクトロニクス」 (2)

第 8回 「エレクトロニクスの最先端と夢」 (I)

第 9回 「地球環境時代の都市と地域を考える」

第 10回 「エレクトロニクスの最先端と夢」 (2)

第 11回 「都市と人間環境を考える」

第 12回 「エレクトロニクスの最先端と夢」 (3)

第 13回 「機械技術の最前線・歩」

第 14回 「地球と人問のための化学」

第 15回 「都市の形とダイナミックス」

第 16回 「エレクトロニクスの最先端と夢」 (4)

第 17回 「未来工学予測一視る・聴く• 創る」

第 18回 「エレクトロニクスの最先端と夢」 (5)

第 19回 「脈動する都市」

第 20回 「機械工学の先端を探る」

第 21回 「物の性質と構造を探る一ミクロからマクロまで」

第 22回 「ひと• もの・ことをむすぶエレクトロニクス技術の研究動向」

第 23回 「ITで変わる都市のインフラストラクチャー」

第 24回 「都市のサステナピリテイ」

第 25回 「生活に密着した材料工学」

第 26回 「工学とバイオ研究グルーフ三工学からバイオヘの新しいアプローチ-」

第 27回 「確率の低い， しかし確実に起こる巨大地震に備える」

第 28回 「機械工学の最先端」

第 29回 「最先端エレクトロニクス・研究動向と将来への展望」

第 30回 「サステイナブル（持続型）社会と環境」

平成 17年度

主催東京大学生産技術研究所

後援財団法人生産技術研究奨励会

場 所 東京大学生産技術研究所
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●第 31回イブニングセミナー

テーマ 「安全で安心な都市の実現のために」

日 時 平成 17年 6月 10日～平成 17年 7月29日の各金曜日

※職名は講演日現在

講演内容 講 演 者 講演月日

2004年の水害を振り返る 助教授 沖 大 幹 6月 10日

2 宇宙から見る安全• 安心 教 授 安 岡 善文 6月 17日

3 安全で安心な住みよい街づくりを目指して 6月 24日

I. ITS による「安全• 安心」の取り組み

トヨタ自動車株式会社 IT・ITS企画部主査野 ロ 好

2. 2004年 ITS世界会議とその実用化展開について ITSJapan常務理事小 出公平

4 コンクリート構造物の劣化と対策 教 授 魚本健人 7月 1日

5 消防防災行政の現状と課題 客員教授（総務省消防庁長官）林 省吾 7月 8日

6 弘化四年善光寺地震， 1917年秋田仙北地震，そして 2004年中教 授 小長井 男 7月 15日

越地裳ー活摺曲地帯の地震と教訓一

7 地盤と士構造物の地裳災害 教 授 古関潤 7月 22日

8 水幕式火災防災システム 客員教授 天野玲子 7月 29日

●第 32回イプニングセミナー

テーマ 「環境に優しく，安心• 安全で，快適な交通の未来に向けて」

日 時 平成 17年 11月 25日～平成 18年 1月 27日の各金曜日

※職名は講演日現在

講演内容 講 演 者 講演月日

先進モビリティ連携研究センターの紹介 教 授 桑 原 雅 夫 11月25日

ITSとユビキタスセンシング技術 助 手 影澤正隆

2 都市の大気汚染の予測と制御 助教授 大岡 龍三 12月2日

3 ITSを活用した交通マネージメント 教 授 桑 原 雅 夫 12月 9日

4 ドライビングシミュレータを用いたITSバーチャルプルービン教 授 須 田義文 12月 16日

ググラウンドの新展開

5 ドライバー車両ー交通流系の相互作用の力学とその制御 助教授 鈴 木 高 宏 1月 13日

6 交通流監視に関する技術概観 助教授 上條俊介 1月 20日

7 次世代 ITSと次世代デジタル道路地図 1月 27日

客員教授（国際・産学共同研究センター） 田 中敏久
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B. 生研基礎講座

産業界の第一線の技術者・研究者に対して，研究• 開発に不可欠でありかつ応用範囲の広い基礎知識について，

連の講義を 1コースとしてまとめて受講できる機会を提供することを考え開催された．

主 催：財団法人生産技術研究奨励会

協 力：東京大学生産技術研究所

場 所：東京大学生産技術研究所

日時：平成 17 年 11 月 9 日 ~17 年 11 月 11 日

平成 17 年 12 月 8 日 ~17 年 12 月 9 日

ナーマ

金属素形材加工のマクロ変形・ミクロ組織制御

と基礎理論

同上

C. 生研セミナー

講師

教授柳本

教授柳本

開催月日

潤 II 月 9 日 ~11 月 11 日

潤 12 月 8 日 ~12 月 9 日

産業界の第一線の技術者・研究者に再教育ないしは継続教育の機会を提供することを考え開催された．

主 催：財団法人生産技術研究奨励会

協 力：東京大学生産技術研究所

場 所：東京大学生産技術研究所

日 時： 平成 18年 1月27日

ナーマ 講師 開催月日

GaN薄膜成長の甚礎と応用 教授藤岡 洋 1月 27日

D. 学術講演会

受講者

25名

25名

受講者

17名

進展している社会の中での，大学の工学研究が果たすべき役割とその位置付けを明らかにし，これからの工学研究の

視点を明確にすることを目的として，毎年「生研学術講演会」を実施している．

主 催：東京大学生産技術研究所

場 所：東京大学生産技術研究所総合研究実験棟 (An棟） 2階コンベンションホール

日時：平成 18年 1月 13日（金） 13:00~17:00 

テーマ：科学技術が創る未来社会

講演会プログラム

開会の挨拶

東京大学生産技術研究所所長 前田正史

「科学技術側の課題，市民の課題，それを支える人材」

東京工業大学原子炉工学研究所教授，日本経済新聞社論説委員 鳥井弘之

「第 3期科学技術基本計画と日本の未来」

東北大学名巻教授，総合科学技術会議有識者議員 阿部博之

「これからの社会における科学技術のあり方」

東京大学工学系研究科教授，日本学術会議副会長 大垣慎一郎

「未来社会に向けた工学の新展開～エレクトロニクスを中心にして～」

東京大学先端科学技術研究センター教授 荒川泰彦

「未来社会へのストーリーを作るために」

73 



I I I. 教育活動

東京大学生産技術研究所副所長浦環

総合討論「科学技術と未来」

E. 産学連携フォーラム

主 催：東京大学生産技術研究所

共 催：財団法人生産技術研究奨励会

場 所：東京大学駒場リサーチキャンパス

総合研究実験棟 (An棟） 2階コンベンションホール

日時：平 成 18年 2月 3日（金） 13:30~16:50 

講演会

「先端科学技術分野における研究開発と産官学連携への取組」

文部科学省研究振興局振興企画課長 村田貴司

「経済社会の発展に向けた産業界と大学の連携の促進に向けて」

経済産業省産業技術環境局大学連携課長 中西宏典

「生産技術研究所における産学連携 60年」

東京大学生産技術研究所長 前田正史

「産学連携を拡大する：最新の CCR活動報告」

東京大学国際・産学協同研究センター長／生産技術研究助教授 横井秀俊

「文部科学省リーディングプロジェクト e叙society

：先進ストレージ技術および WEB解析技術」産学連携報告

東京大学生産技術研究助教授 喜連川優

「革新的シミュレーションソフトウェアの研究開発」プロジェクト

～先端的シミュレーションソフトウェアの研究と産学連携による普及の推進～

東京大学生産技術研究所教授 加藤千幸

「総合商社の R&D(+C) 戦略について」 ～ナノテクを例として～

三菱商事株式会社 イノベーションセンター技術担当部長 中澤輝幸

F. 臨時講演会

ハキスタン地痕被害の概要ー復典支援への科学技術一

場 所：東京大学生産技術研究所総合研究実験棟 (An棟） 3階大会議室

日時：平 成 17年 12月 14日（水） 13:30~15:00 

フログラム

「地盤・道路被害の特徴と復典支援活動」 小長井一男・小国健二

「家屋への復興支援と技術」 目黒公郎

「建築構造の被害と支援」 中埜良昭

6. 技術職員研修

A. 技術発表会

技術職員研修の一環として毎年実施されているもので，今年は，教授学部と合同で技術発表会実行委員会を組織し

て第 1回駒場キャンハス技術発表会（東京大学生産技術研究所「第 14回技術職員等による技術発表会」）が開催され

た同時に「技術職員等による技術報告集 Vol.14」が発刊された．

日時： 2005年 10月27日

場 所：東京大学生産技術研究所大会議室
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発表題目：

I. 技術専門員

2. 技術職員

3. 技術専門職員

4. 技術職員

5. 技術専門職員

6. 技術専門職員

7. 技術専門職員

8. 技術専門職員

9. 技術職員

10. 技術職員

11. 技術職員

12. 技術専門職員

13. 技術専門職員

14. 技術職員

15. 技術専門職員

16. 特別講演

17. 技術専門職員

I I I. 教育活動

小田嶋豊（教養学部）

河内泰三

板倉 博

山内成人

上村光宏

高橋岳生

小野英信

坂巻 隆

小倉正平

細井琢朗

板倉善宏

液体窒素汲み出しポンプの開発

ステンレス鋼，無酸素銅，アルミニウムの電界研磨による表面処理

生研海洋工学水槽の改良措置について

ー造波・台車制御装置，走行距離・位置検出装骰等の製作一

無補強組積構造建築の高耐痕化に関する実験的研究

COSMOS heat pipeの開発

幹線道路沿道における自動車排気ガス汚染浪度の予測

強誘電体周期分極反転素子の作製

スナメリの音響観測について

樹枝状島のシミュレーションプログラムの開発

Bloomフィルタを利用したパケットマーキング法による IPトレース

バック技術

梃型ノズルの製作 i 薄く長い物の曲面加工-

上村光宏 快適な職場づくり ～グローバル化のなかの大学における安全衛生管理—

簗場 豊 焼結硬質材料の破面面積と破壊靱性との関係の探求

解良春恵（教義学部）

学生実験新種目「ケーターの可逆振り子」の装i置開発について

谷田貝悦男 放電加工による擬似雌ねじ加工の紹介

鈴木 利次（日鈴精機工業株式会社会長）

ものづくりが明日を拓く一得意分野に特化し

小駒幸江 平成 16年度職員自己啓発（スキルアップコース）研修報告（誌上発表）

B. 技術職員等個別研修

技術職員研修の一環として毎年実施されているものであり，

研修課題一覧

平成 17年度は以下の 14件が採択，実施された．

I. 技術職員

2. 技術職員

3. 技術専門職員

4. 技術専門員

5. 技術専門職員

6. 技術専門職員

7. 技術専門職員

8. 技術職員

9. 技術職員

10. 技術専門員

I I. 技術専門職員

12. 技術職員

13. 技術専門職員

14. 技術職員

大石正道

大石正道

西村次男

星野 富夫

上村光宏

上村光宏

谷田貝悦男

大石正道

西山裕司

星野富夫

谷田貝悦男

堤 千花

高間信行

堤 千花

TOEIC受験

医療工学技術者創成のための再教育システムプロジェクトヘの参加

コンクリート構造物内における鉄筋破壊のメカニズム解明に関する調査

補修したコンクリート構造物の再劣化現象を解明するための技術的手法

の適用に関する検討

相変化現象の撮影及びハイスピードピデオのデータ転送技術の習得

COSMOS heat pipeの製造および熱輸送特性に関する調査

第 3回 (2005年度）放電加工技術ネットワーク勉強会

C++言語を用いた画像処理技術の取得

CAD利用技術者 l級資格の取得

床上操作式クレーン運転技能講習受講

第 17回分子科学研究所技術研究会参加

TOEIC受験

第 17回分子科学研究所技術研究会参加

第 17回生物学技術研究会参加
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

基礎系部門

機械• 生体系部門

情報・ エレクトロニクス系部門

物質・環境系部門

人間・社会系部門

高次協調モデリング・客員部門

寄付研究部門

□千葉実験所 I 

I I計測技術開発センター

海中工学研究センタ

マイクロメカトロニクス国際研究センター

都市基盤安全工学国際研究センター

戦略情報融合国際研究センター

サステイナブル材料国際研究センター

計算科学技術連携研究センター

ナノエレクトロニクス連携研究センター

先端モピリティ連携研究センター

LI幽S/CNRS-11S国際連携研究センター

戸

電子計算機室

映像技術室

流体テクノ室

リサーチ・マネジメント・オフィス

安全衛生管理室

図書室

「総務係

rl~~ 三：［国際産学共同研究係

L 研究総務係

荏原バイオマスリファイナリー• 寄付研究ユニット

次世代ディスプレイ寄付研究部門

［専門員（競争的資金担当）

専門員（施設担当）

←専門職員（施設担当）

財務係

監査係

千葉実験所事務室



IV. 機 構 ・ 職 員 等 ・ 予 算 ・ 委 員 会等

2. 職員

A. 現員表（平成 18. 4. 1現在）

区分 研究系 事務系 技術系 技能労務系

職種別 教 助 講 助 特 事 技 技 技

教 定 務 術 術 術

授 授 師 手 有 職 職 職 職 合
期 員 員 員

雇 計 計 計
用

教

職

員

職員数 46 37 3 69 82 237 55 5 60 81 1 379 

B. 職員名簿（平成 18. 4. 1現在）

教授・助教授・講師・助手まで（講師以上は客員・特任含む）

基礎系部門

教授 羽田野直道 理博 多体系物理学

高木堅志郎 工博 波動物理 町田友樹学博 半蒋体量子スピン物性

渡邊勝彦 工博 固体材料強度学 講師

岡野達雄エ博 真空界面物理 ヨハンソン ヨルゲル エ博地盤災害軽減工学

黒田和男 工博 量子光学 助手

小長井一男 工博 耐痕構造学 美谷周二朗 工博

田中 脩工博 複雑流体物性 松本益明 工博

志村 努エ博 応用非線形光学 上村祥史エ博

中埜良昭 工博 耐震工学 荒木武昭エ博

吉川暢宏 工博 サステイナビリティ設計学 ピルデ・マーカス Ph.D 

福谷克之理博 表面界面物性 巌原 聡エ博

特任教授 高橋典之エ博

ドミトリエフ・セルゲイ 理博 藤村隆史 工修

マルチスケール固体力学 横井喜充 工博

助教授 桑水流理工博

半場藤弘理博 流体物理学 南 乗群 工博

酒井啓司 工博 界面表層物性 町田 学工博

機械・生体系部門

教授 柳本 潤エ博 高次機能加工学

藤田隆史エ博 スマート構造学 （兼務）横井秀俊エ博 フラスチック成形加工学

木下 健エ博 海事流体力学 （兼務）須田義大工博 制御動力学

（兼務）西尾茂文エ博 熱制御工学 （兼務）大島まり 工博 数値流体力学

都井 裕エ博 計算固体力学 助教授

加藤千幸 工博 熱流体システム制御工学 新野俊樹エ博 応用電気機械システム工学
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

白樫 了 工博 相変化熱工学 大堀慎敬

北澤大輔 工博 海洋生態系工学 杉山澄雄エ博

（兼務）鈴木 高宏エ博 ロボティクス 高野 清工博

（兼務）佐藤 文俊理博 計算生体分子科学 佐野偉光 Ph.D

土屋健介 工博 応用微細加 高垣昌和 工博

助手 西村勝彦 工修

新谷 賢 鈴木宏明 工博

星 泰雄 工修 金藤芳典

柳原 艇 工修 藤野正俊

情報・エレクトロニクス系部門

教授 （兼務）瀬崎 工博 マルチメディア通信システム

榊 裕之 工博 電子デバイス工学 （兼務）高宮 真工博 多機能集積半導体システム工学

石井 勝 工博 電カエネルギーエ学 助教授

合原一幸 工博 生命俯報システム 鈴木秀幸 工博 生体数理科学

堀 洋一 工博 電子制御システム 講師

平川 一彦 工博 量子半導体エレクトロニクス （兼務）岩本 敏エ博 ナノオプトエレクトロニクス

平本俊郎 工博 集積デバイスエンジニアリング 助手

（兼務）荒川 泰彦 工博 量子ナノデバイス 西岡政雄エ博

（兼務）池内克史工博 視覚情報工学 大塚由紀子 工博

（兼務）櫻井貨康エ博 システム VLSI設計工学 更屋拓哉エ修

助教授 中野美由紀

橋本秀紀 工博 知的制御システム 林 周志 政策・メディア修

高橋琢二 」こ博 ナノ・エレクトロニクス 小松邦紀 工修

松補幹太 工博 社会情報システム （兼務）影沢政隆

物質・環境系部門

教授 石井和之理拇 機能性錯体化学

七尾 進 工t翡 機能材料科学 講師

荒木 工博 有機物質機能化学 北條博彦 工博 分子集積体工学

溝部 裕司 工博 有機金属機能化学 助手

迫田 章義 工博 環境・化学工学 務台俊樹エ博

藤岡 洋 工博 光電子機能薄膜 清野秀岳 工博

（兼務）尾張 舘則 工博 マイクロ・ナノ材料分析学 渡邊康裕エ修

（兼務）畑中研ーエ博 バイオマテリアル工学 下ヶ橋雅樹 エ博

井上博之 工博 非晶質材料設計 粕谷マリアカルメリタ 工博

光田好孝 工博 無機フラズマ合成 徳満和人 工博

助教授 坂本消志 工博

小田克郎 工m エネルギー変換材料 神子公男 工博

工藤 ー秋 工博 機能性分子合成 宇都野太 工修

吉江尚子 工博 環境高分子材料学 三 宅 正 男 工博

（兼務）酒井康行エ博 臓器・生体システム工学 小島伸彦理博

小倉 賢 工博 環境触媒・材料科学 加藤祐樹理博

佐々木亨 工修 科学技術政策 太田実雄エ博

安達 毅 工博 資源経済学 小森喜久夫 エ博
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

人間・社会系部門

教授 腰原幹雄 工博 木質構造学

藤井 明 工博 都市形態学 特任助教授

藤森照信 工博 都市環境史学 敏 工博 設計• 生産マネジメント

安岡善文 工博 リモートセンシング 助手

野城智也エ博 プロジェクトマネジメント学 嶋脇典助

古関潤一 工博 基礎地盤工学 上野佳奈子 工修

（兼務）柴崎亮介エ博 地理情報工学 今井公太郎 工修

（兼務）桑原雅夫エ博 交通工学 橋本憲一郎 工修

川口健ーエ博 空間構造工学 田中伸治工修

客員教授 西本賢ニエ修

スービットビブンセート エ博リモートセンシンク 大田省 工博

助教授 芳村 圭 工博

曲渕英邦エ博 都市様相工学 吉中 進 工修

岸 利治工博 コンクリート機能・循環工学 陳 宏エ博

坂本慎ーエ博 応用 鍋島 司 工修

村松 伸 工博 都市遣産・資産開発学 清田 隆エ修

鼎信次郎 工博 持続可能性水文学

荏原バイオマスリファイナリー（寄付研究ユニット）

客員助教授 寄付講座教員

望月 和博 工博 バイオマス資源・化学工学 佐藤伸明 工博

次世代ディスプレイ（寄付研究部門）

客員教授 寄付部門教員

篠田 他 工博 PDPデバイス 内田儀一郎 工博

梶山博司理博 ディスプレイ材料工学

附属計測技術開発センター

教授（センター長） 助手

加藤信介 工博 建築都市環境 黄 弘 工博

助教授 坂井伸行 工博

立間 徹エ博 高機能電気化学デバイス

附属海中工学研究センター

教授（センター長） 助教授

浦 環エ博 海中ロボット学 林 昌奎エ博 海洋環境工学

教授 助手

浅田 昭 工博 海洋音響システム 能勢義昭理博

（客） 高川 工博 海中海底工学 望月 将志理博

（客） 許 正憲 工博 深梅工学
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

附属マイクロメカトロニクス国際研究センター

教授（センター長） 助教授

藤田 博之 工博 マイクロ・ナノメカトロニクス 金 範竣 工博

教授 竹内 昌治 工博

川勝英樹 工博 応用科学機器学 年吉 洋 工博

特任教授 藤井輝夫 工博

コラール・ドミニク Ph.D応用マイクロシステム工ナ 助手

ボスプフ・アラン理博 1 安宅 学工修

基礎マイクロシステム工学 山本貴富喜 工博

附属都市基盤安金工学国際研究センター

教授（センター長） 沖 大幹エ博

魚本 健人 工t尊 都市基盤安全工学 加藤佳孝 工博

教授 桑野玲子工博

目黒 公郎 工博 都市震災軽滅工学 講師

（客） 天野 玲子工博 都市防災工学 須崎純ーエ博

（兼務）林 省吾 防災行政学 助手

助教授 遠藤貴宏 工博

大岡 工博 サステイナプル都市環境工学 吉村美保エ博

附属戦略情報融合国際研究センター

教授（センター長） 上條俊介エ博

喜連川優 工博 データベース工学

教授 特任助教授

（兼務）坂内正夫 工博 マルチメデイア・データベース 豊田正史理博

（客） 小高俊彦 工修 コンヒュータ工学 助手

助教授 根本利弘 工博

（兼務）佐藤洋ーエ博 視覚メディア工学 相良 毅エ博

附属サステイナプル材料国際研究センター

教授（センター長） 森田 一樹工博

前田 正史 工博 持続性術環資源工学 助教授

教授 岡部 徹 工博

山本良一 工博 エコデザイン学 枝川 圭ーエ博

渡辺 正 工博 持続性材料化学

計算科学技術連携研究センター（連携研究センター）

特任教授

寺坂睛夫エ博 計算熱流体力学
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マイクロ要素構成学

マイクロメカニズム

マイクロマシンシステム工学

応用マイクロ流体システム

地球水循環システム

建設材料マネジメント

地盤機能保全工学

都市基盤情報工学

応用マルチメディア情報

媒介システム処理

タマイニング・ユーザ

インターフェース

材料製造・循環工学

持続性材料・プロセス工学

持続性材料強度学



IV. 機構・職員等・予算・委員会等

特任教授

勝山俊夫エ博

石田煎人

臼杵達 哉エ博

ナノエレクトロニクス連携研究センター（連携研究センター）

特任助教授

科学技術政策 塚本史郎工博

ナノ量子エレクトロニクス

高度交通システム工学

先進モビリティ連携研究センター（連携研究センター）

客員教授

エドワード・チャン エ博 リモートセンシング

所長（教授）

（兼） 魚本健人工博

工場長（教授）

（兼）堀 洋ーエ博

室長（教授）

（兼） 川口健ーエ博

室長（教授）

（兼） 柴崎亮 介工博

室長（教授）

（兼） 平川一彦エ博

室長（教授）

（兼） 光田好 孝工博

次長（助教授）

（兼） 佐々木 亨工修

室長（教授）

（兼） 荒木孝ニエ博

千葉実験所

試作工場

助手

電子計算機室

助手

岡本伸英

福島 瞳

原 健蔵

（兼務）久保山哲二

映像技術室

流体テクノ室

リサーチ・マネジメント・オフィス

安全衛生管理室

半導体ナノサイエンス
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事務部

事務部長 三浦 充

総務課 経理課

総務課長 野口協— 経理課長 小林和幸

総務課副課長 野々原明 経理課副課長 川口安名

主査（衛生管理担当） 吉川誠 専門員（競争的資金担当） 助川一正

主査（広報企画担当） 金子和弥 専門員（施設担当） 鈴木照夫

（研究調整担当） 高橋忠 専門職員（施設担当） 宮沢光明

総務係長 大橋正浩 監査係長 瀬見千恵子

人事係長 加藤洋一 財務係長 渡退璽夫

厚生係長 横田恭 給与係長 山本浩

研究協力係長 伽I音〖附/HI胄 契約第一係長 金丸敏慎

国際交流係長 森口広美 契約第二係長 福井明美

広報企画係長 宮澤紀美 契約第三係長 坂井誠吾

図書係長 長田重信 施設係長 宗像光博

国際産学共同研究係長（兼） 高橋忠 千葉実験所

研究総務係長 若山正明 事務室係長 星野佳也
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

年間異動

(HI?. 4. !~HIS. 3. 31) 

Hl 7.4.1 

教

助

教

助

助

助

助

教

教

教

教

教

授

授

授

授

授

授

手

授

西尾

沖

井上

年吉

腰原

高宮

高橋

安岡

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

教

教

教

教

高木堅志郎

前田正史

浦環

志村 努

魚本健人

浦環

魚本健人

喜連川艇

坂内正夫

助

教

教

教

助

助

教

教

教

助

講

助

教

教

助

助

教 授 鼎 信次郎

教

教

教

教

教

授

授

授

授

授

授

授

授

授

師

手

授

授

授

授

須田

西尾

横井

佐藤

鈴木

荒川

池内

櫻井

瀬崎

岩本

影澤

尾張

畑中

小田

酒井

教

教

助

講

講

講

茂文

大幹

博之

洋

幹雄

真

典之

善文

義大

茂文

秀俊

文俊

高宏

泰彦

克史

賞康

敏

政隆

舘則

研一

克郎

康行

授桑原雅夫

授柴崎亮介

手久保山哲二

師（客員教授）

師（客員教授）

師（客員教授）

理事・副学長（財務担当）採用（機械• 生体系部門教授から）

助教授（附属都市基盤安全工学国際研究センター）

配置換（人間・社会系部門助教授から）

教授（物質・環境系部門）昇任（物質・環境系部門助教授から）

助教授（附属マイクロメカトロニクス国際研究センター）

配置換（大規模集積システム設計教育センター助教授から）

助教授（人間・社会系部門）昇任（大学院工学系研究科助手から）

助教授（情報・エレクトロニクス系部門）採用

助手（枯礎系部門）採用

教授（人間・社会系部門環境リモートセンシング分野）

配附換（人間・社会系部門教授から）

教授（基礎系部門ソフトマター物性分野）任期更新

（所長）兼務

（副所長）兼務

（副所長）兼務

（附属千葉実験所長）兼務

（附属悔中工学研究センター長）兼務

（附属都市基盤安全工学国際研究センター長）兼務

（附属戦略惜報融合国際研究センター長）兼務

教授（附属戦略情報融合国際研究センター）兼任

（大学共同利用機関法人1肖報・システム研究機構理事国立1肖報学研究所長から）

助教授（人間・社会系部門）兼任

（大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所研究部助教授から）

教授（機械• 生体系部門）兼務（国際・産学共同研究センター教授から）

教授（機械• 生体系部門）兼務（理事から）

教授（機械• 生体系部門）兼務（国際・産学共同研究センター教授から）

助教授（機械• 生体系部門）兼務（情報基盤センター助教授から）

助教授（機械• 生体系部門）兼務（大学院情報学環助教授から）

教授（情報・エレクトロニクス系部門）兼務（先端科学技術研究センター教授から）

教授（情報・エレクトロニクス系部門）兼務（大学院情報学環教授から）

教授（情報・エレクトロニクス系部門）兼務（国際・産学共同研究センター教授から）

助教授（情報・エレクトロニクス系部門）兼務（空間情報科学研究センター助教授から）

講師（情報・エレクトロニクス系部門）兼務（先端科学技術研究センター講師から）

助手（情報・エレクトロニクス系部門）兼務（大学院情報学環助手から）

教授（物質・環境系部門）兼務（環境安全研究センター教授から）

教授（物質・環境系部門）兼務（国際・産学共同研究センター教授から）

助教授（物質・環境系部門）兼務（環境安全研究センター助教授から）

助教授（物質・環境系部門）

兼務（大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター助教授から）

教授（人間・社会系部門）兼務（国際・ 産学共同研究センター教授から）

教授（人間・社会系部門）兼務（空間情報科学研究センター教授から）

助手（電子計算機室）兼務（国際・産学共同研究センター助手から）

高川 真一（附属海中工学研究センター）委嘱・称号付与

小高 俊彦（附屈戦略情報隙合国際研究センター）委嘱• 称号付与

天野 玲子（附属都市基盤安全工学国際研究センター）委嘱• 称号付与
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教 授林省 吾

特定プロジェクト研究員（特任助手）

特定プロジェクト研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

科学技術振興特任教員（特任助手）

科学技術振典特任教員（特任助手）

Hl7.5.l 

（附属都市基盤安全工学国際研究センター）委嘱（本務：総務省消防庁長官から）

濱屋宏平採用・称号付与

福場辰洋採用・称号付与

青木画奈契約更新・称号付与

永原靖治採用・称号付与

野村政宏採用・称号付与

渡退克之契約更新・称号付与

大石岳史採用・称号付与

小川原光一採用・ 称号付与

工藤俊亮採用・称号付与

高松 淳採用・称号付与

竹内 渉採用・称号付与

宮崎 真採用・称号付与

助 手吉中 進助手（人間・社会系部門）採用

産学官連携研究員（特任助手） 牧野 貴樹 称号付与

特定プロジェクト研究員（特任助手） 田中 剛平 称号付与

特定プロジェクト研究員（特任助手） 陳 天恩 採用・称号付与

Hl 7.5.31 

助 手川口 博 助手（国立大学法人神戸大学工学部）採用（情報・エレクトロニクス系部門助手から）

Hl 7.6.1 

助教 授 高宮 7+ヒ'<I ・ 助教授（大規模集栢システム設計教育研究センター）

配骰換（情報・エレクトロニクス系部門助教授から）

教 授 光田好孝 教授（物質・ 環境系部門）昇任（物質・環境系部門助教授から）

助教授 高宮 真 助教授（情報・エレクトロニクス系部門）

兼務（大規模集積システム設計教育研究センター助教授から）

講 師（客員教授） CHUNG, Edward 委嘱・称号付与

特定フロジェクト研究員（特任助手） 竹原昭一郎 職名変更・称号付与

Hl7.7.l 

教 授大島まり 教授（機械• 生体系部門）昇任（機械• 生体系部門助教授から）

助教授佐々木亨 助教授（物質・環境系部門）

採用（文部科学事務官・文部科学省研究振興局基礎基盤研究課課長補佐から）

助 教授 森田 一樹 助教授（物質・環境系部門助教授）兼務（大学院工学系研究科助教授から）

産学官連携研究員（特任教授） 臼杵 達哉 採用・称号付与

HI 7.7.15 

助 教 授 DUTT A, Dushmanta 辞職（附属都市基盤安全工学国際研究センター）
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Hl 7.8.1 

教 授中埜良昭 教授（基礎系部門）昇任（基礎系部門助教授から）

教 授 吉川 暢宏 教授（基礎系部門）昇任（附属サステイナブル材料国際研究センター助教授から）

助教授 鈴木秀幸 助教授（情報・エレクトロニクス系部門）昇任（大学院情報理工学系研究科助手から）

HI 7.8.31 

産学官連携研究員（特任助手） 牧野 貴樹 辞職

H17.9.1 

助 手太田実雄助手（物質・ 環境系部門）採用

H17.9.30 

助 手闊根徳彦 研究員（独立行政法人情報通信研究機構）

採用（情報・エレクトロニクス系部門助手から）

Hl 7.10.1 

助教授 森田 一樹 助教授（物質・環境系部門）配置換（大学院工学系研究科助教授から）

助 手朴 正眠助手（人間・社会系部門）採用

特定プロジェクト研究員（特任助手） 金田 尚志 称号付与

特定プロジェクト研究員（特任助手） 古橋 幸子 職名変更・称号付与

H17.ll.1 

助 教授 佐藤 洋一 助教授（大学院情報学環）配骰換（附屈戦略情報融合国際研究センター助教授から）

助教授 枝川 圭一 助教授（附属サステイナブル材料国際研究センター）配置換（基礎系部門助教授から）

助 教 授 佐藤 洋一 （附属戦略情報融合国際研究センター）兼務（大学院情報学環助教授から）

講師・客員教授 許 正憲（附屈海中工学研究センター）委嘱• 称号付与

産学官連携研究員（特任助教授） 吉田 敏 称号付与

特定プロジェクト研究員（特仕助手） 韓 軍（附属梅中工学研究センター）採用・称号付与

Hl 7.11.15 

教 授 COLLARD, Dominique 任期満了退職（附属マイクロメカトロニクス国際研究センター）

Hl7.ll.16 

特定プロジェクト研究員（特任教授） COLLARD, Dominique 採用・称号付与

特定プロジェクト研究員（特任教授） BOSSEBOEUF, Alain 採用・称号付与

HI 7.12.1 

助教授土屋健介 助教授（機械• 生体系部門）採用

助 手小 森喜久夫 助手（物質・環境系部門）採用

Hl8.l.l 

教 授 森田一樹 教授（グローバル連携拠点・グローバル連携分野）

昇任（物質・環境系部門助教授から）

産学官連携研究員（特任教授） DMITRIEV, Serguei 称号付与
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H18.l.16 

特定プロジェクト研究員（特任助教授）

H18.2.28 

特定プロジェクト研究員（特任助手）

H18.3.l 

助教授小田克 郎

助教授安 達 毅

助教授小田克 郎

産学官連携研究員（特任助手）

Hl8.3.15 

特定プロジェクト研究員（特任助教授）

Hl8.3.31 

教

授

授

授

手

授

教

教

教

助

助

谷

増沢

今井

古原

高田

泰弘

隆久

秀樹

和邦

主岳

助 手 佐藤剛司

助 手朴正眠

助 手林信昭

産学官連携研究員（特任教授）

特定プロジェクト研究員（特任助手）

産学官連携研究員（特任助手）

ANSARY, Mehedi Ahmed 

古橋 幸子 辞職

助教授（物質・ 環境系部門）配置換（環境安全研究センター助教授から）

助教授（物質・環境系部門）昇任（大学院工学系研究科助手から）

助教授（物質・環境系部門）兼務解除（環境安全研究センター助教授から）

関場大一郎 称号付与

ANSARY, Mehedi Ahmed 

（附属都市基盤安全工学国際研究センター）採用・称号付与

辞職（附属都市基盤安全工学国際研究センター）

辞職（機械• 生体系部門）

定年退職（機械• 生体系部門）

定年退職 (1肖報・エレクトロニクス系部門）

辞職（情報・エレクトロニクス系部門）

助教授（国立大学法人名古屋工業大学大学院工学研究科）

採用（附属計測技術開発センター助手から）

定年退職（人間・社会系部門）

辞職（人間・社会系部門）

定年退職（人間・社会系部門）

寺坂睛夫任期満了・退職

濱屋宏平任期満了・退職

小川原光一 任期満了・退職

C. 名誉教授

貞文

渡邊 勝

安達芳夫

尾上守夫

田村菫四郎

山口楠雄

高羽禎雄

叶"JII 阪〖がit

白石振作

,1：：馬rt] {笈AJj

吉澤 徴

鈴木 弘

西川精一

態野硲従

川井忠彦

河村達雄

佐藤芯芳

藤井陽一

瓜生敏之

鈴木敬愛

小林敏雄

須藤 研

水町長生

三木五三郎

田中 尚

早野茂夫

妹尾 根

増子 昇

高梨

片山

木内

吉識

橘

恒雄

学

晴夫

秀樹

勝田

山田

成瀬

辻

小倉

安田

木村

村井

鈴木

虫明

安井

高司

嘉昭

文雄

泰

磐夫

靖彦

好次

俊治

基之

功臣

至

松永

館

高橋

根岸

柴田

岡田

原

中桐

二瓶

村上

正久

充

幸伯

勝雄

碧

恒男

廣司

滋

好正

周三

斎藤

小瀬

石井

小林

濱崎

棚澤

大野

原島

工藤

林

成文

輝次

聖光

一輔

一郎

進一

文雄

徹一

宏爾
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3. その他構成員（研究員・大学院学生・受託研究員・研究生等）

A. 平成 17年度における在籍者数

顧 研 研 協 外 外 博 準 大 大 大

問 ク九℃ 究 力 国 国 士 博 学 邑子

研 担 員 研 人 人 研 士 院 院 院

究 二ill 究 客 協 クプ℃し 研 、子止 外
員 員 ヵ 究 生 生 国

研 研 員 修 博 人

クブし 究 士 士 研

員 課 課 究

程 程 生

45 27 196 171 19 19 54 3 378 269 18 

B. 名簿

顧問研究員 寺倉清之 垂水尚志 吉岡純夫 浦嶋将年

豊田賢一 中原俊一 有信睦弘 小池秀耀

納富 啓 丹野益男 長江昭充 松宮貞行

岡本一雄 久村春芳 森村 勉 太田英美

秋山雅弘 小林正典 林 弘 東 実

太田賢司 國尾武光 戸坂 中村道治

尾形仁士 平田康夫 林 喬 馬越佑吉

西山 孝 半明正之 平岡照祥 名井 脩

大下孝裕 虫明功臣 龍岡文夫 橘 秀樹

研究担当 高橋敏男 前田康二 青山和浩 川合真紀

常行 司 笠木伸英 樋口俊郎 下山 敷

中山雅哉 染谷隆夫 保立和夫 有田正規

渡辺正峰 石塚 満 仁田旦三 野口祐二

香川 豆直l- 中西友子 山口 周 五十嵐泰雄

小池俊雄 坂本 功

研究員 白崎良演 中村統太 中村浩章 笠井秀明

伊藤雅英 加藤純一 久保田重夫 的場 修

尾松孝茂 渋谷館人 池田隆明 松島

宇都宮登雄 佐藤 裕 飯井俊行 加藤浩文

川村隆明 浅川賢一 石井和男 太田 進

黒田洋司 近藤逸人 白崎勇一 村田泰彦

田中和博 松尾栄人 大島伸行 田中 皓

伊藤 宇田 毅 大野隆央 岡本政邦

金山 勺見 北浦和夫 斎藤峯雄 佐々木直哉

谷森奏一郎 張 会来 中野達也 野口裕久

浜田典昭 皆川広司 月 祐志 山崎隆浩

山本 誠 高橋良至 大石久巳 片岡憤澄

暉道佳明 中代重幸 中野公彦 山崎 徹

大 ;rr,又. 研
、'止C.今 託 クナし

院 研 生

研 究
ク九 員

生

I 15 20 

伊藤英徳

小林敏雄

遠藤 隆

望月 正孝

市川睛久

渡辺誠一

長井 寿

津蔦力雄

札野 順

小森文夫

宮田秀明

岡田真人

吉田豊信

川島博之

有本 昭

渡辺敏行

畔上秀幸

相澤秀昭

川口勝義

飯田明由

荒川貴道

柏木 浩

塩谷隆二

畑田敏夫

山田敏生

田淵義彦

木枝香織
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

鬼頭幸三 高木 清 谷下一夫 坪倉 誠 森西洋平

森吉泰生 山口 隆美 野地博行 磯部大吾郎 岩渕研吾

弓削康平 許 正憲 下島公紀 高松敦子 長沼 毅

村田 智 鎌田崇義 田川泰敬 藤田 聡 砂原俊之

冨田 宏 吉田基樹 増田光一 杉江 衛 浜田直也

福田敏男 山口 亨 今井 冗 菅原 充 馬場俊彦

陳 洛南 岡本吉晴 小町祐史 舘村純一 小野寺秀俊

岩村 充 池田久利 財満英一 鈴木 浩 斉藤宏文

中谷一郎 荻原徳男 大竹尚登 澤邊厚仁 鈴木哲也

野村浩康 石井洋一 岩崎政和 友田晴彦 山川 哲

宇田川康夫 小野幸子 中村哲也 水野 大蔵隆彦

倉本 秋 高須登実男 中西 博 山口勉功 競尾方一

河合 潤 坂本哲夫 冨安文武乃進 泉 順

越智士郎 田村正行 近津博文 徳永光睛 HERA TH Anera Surikantha 

楊 大文 池田耕一 上原 清 大塚清敏 大森敏明

小金井 近藤靖史 田退新一 近本智行 富永禎秀

山田常圭 吉野 博 坂井悦郎 迫田 ＝ 武若耕司

松岡康則 枡l休］ 肘座）＼ 木幡行宏 澁谷 啓 伊勢史郎

押野康夫 小野隆彦 桑野園子 佐藤史明 千住真理子

田近輝俊 矢野博夫 山崎芳男 大井謙一 大森博司

高山 誠 吉田長行 張 復合 深見奈緒子 李 江

伊香賀俊治 近藤裕昭 都築和代 長野克則 林 吉彦

持田 灯 スディールミスラ 瀬戸島政博 高橋健文

DUTT A, Dushmanta 徳田稔夫 横田 弘 及川清昭

郷田桃代 時野谷茂 西澤泰彦 藤原悪洋 !]ヽJI!札L.且II

高瀬 裕 野田 茂 原田隆典 福和伸夫 山崎文雄

若松加寿江 長谷川貴彦 福田展淳 南 一誠

協力研究員 半谷禎彦 細田真妃子 山本 健 三神 厚 山口 直也

高津茂樹 楊 元植 高木晋作 永井学士 小島淳一

阿部 聡 鈴木康方 山出吉伸 奈良 純 小池 聡

杉中隆史 西村香純 山内 淳 松澤邦裕 福永守高

藤澤智光 牛尾二郎 畝村 毅 福澤 薫 山本武範

植草昌彦 椎菓太一 道辻洋平 伊藤裕一 鳥井 先--夏-

廿1翡蘭 禾11{二 山中 望 野島高彦 岡村 慶 吉田腺雄

佐藤栄児 金野祥久 小林 寛 居駒知樹 小林豪毅

平野 聡 鈴木 孝 小口 正人 田村孝之 生駒栄司

久保田孝 國井康睛 柴田崇徳 木子 周浩 安藤疫昭

鎌田憲彦 戸田泰則 椛塚孝明 深町俊彦 中村和夫

11Jm tvHニ 五明明子 徳島正敏 細見和彦 儲 涛

石川 正行 櫛部光弘 汀］齢j J僻{u.1 工藤 ン←自ペ 橋本 玲

角田浩二 大坪 牛田 淳 秋山知之 山田宏治

原 直紀 岡本直哉 本間 剛 波多腰玄一 大橋啓之

滋雄 遠山嘉一 内古閑修一 高津 求 田村辰彦

東垣良之 ゴ日オ木木 繁 葛本恭崇 香村勝一 中西康哲

石川智弘 下川英敏 河野 崇 賓来俊介 増田直紀

小池英樹 杉本晃宏 中西泰人 大沢 裕 全 柄東

佐藤真一 小柴 俊 田中一郎 井下 猛 水、ウホ 靖
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外国人客員研究員

外国人協力研究員

博士研究員

準博士研究員

IV. 機構・職員等・予算・委員会等

野田武司 川口 博 中島雅人 割田 博 奥村 博

Hidayat, Syarif 馬場 吉弘 Pokharel Ramesh 木村 浩

原 健二 中澤篤志 横川 隆司 三田 信 鈴木達夫

島田 洋蔵 李 承雄 闊根徳彦 三好 匠 鈴木真也

曽我公平 宇田 哲也 重光保博 植田 滋 野島 雅

石井秀司 長谷川裕之 仲江川敏之 田中 好雄 瀬戸心太

松岡真如 越田 智喜 伊予田岳史 牧 剛史 蔵重 勲

伊藤一秀 白石靖幸 金 泰延 林 立也 宋 斗三

勝木 太 舘石和雄 河合研至 加藤絵万 伊藤香織

並河 努 横田 考俊 横山 ，木ゞら 小澤雄樹 曹 榮倣

飯塚 悟 吉田 伸治 関根賢太郎 大河内学 槻橋 修

岸本達也 鍛佳代子 青木信夫 冨井正憲 細野 耕,"f]

国広ジョージ奥冨利幸 徐 蘇斌 郷 栢源

松岡 村尾 修 高島正典 近藤伸也 俗 康範

楊 詩弘 中村裕幸 翁 佳採

COQUET, Phillipe CHAPUIS, Yves-Andre BERGAUD, Christian 

岡部 徹 Jeong, Chan-Seo 王 定標 陳 静波

TIXIER, Agnes BOHRINGER, Karl Friedrich SCHNEIDER, Harald lngbcrt 

POURCIEL, Jean-Bernard 申 東哲 MIHALJEVIC Miodrag 

BAHL, Rajenda 朱 鴻民 COLE, Raymond John 

LE PIOUFLE, Bruno CHARLOT, Benoit 鹿 暁陽

張先権張俊峰韓成浩莫 畏 Kwon,Ho Nam 

李 城彰 LAJNE, Andrea Renata NG, Kean Wei THORNTON, Blair 

LOW, Peter IMHOF,Andrcas 魏祉 HONG,Su Heon 

MALLAS, Lauren Susan PJZARRO, Daniel Perez W AGEMAKERS, Alexandre 

SELIGMANN, Ari Dov STEEN, Jeroen Johannes Antonius 郭 泊剛

包 慕罪

宮川勇人

田陽

JIN, Tae Seok 

高島正典 注 双鳳 小林美加 原 腸子

野津英男 OSTROVIDOV, Serge MONDAL, Anirban 

AGACHE, Vincent CAILLARD, Benjamin LENNON, Erwan 

BLECH, Vincent 安田洋介 小松 光 田島暢夫

ROSE, Franck PHAN, Quoc Huu Duy LEE, Jong-Bin GUIMARD, Denis 

PROVIN, Clrristophe SUN, Winston ZENG, Xianglong 

BOBYLEV, Nikolai Gennadievich ROYALL, Cristopher Patrick 

NASROLLAHZADEH NESHELI, Kourosh 李 鳳臣 GEL, Murat 

CHO, Younghak KANG, Sung-Soo 森田賢治 Y AMAHAT A, Christophe 

MORIN, Fabrice Olivier 山口実靖 上田祐樹 鵜沼毅也

李国強 古川亮 DUTTINE, Antoine Gerard 

ASHDOWN, Mark Simon David GHOO, Bon-Young 劉 栄豊

張 鋭筒井元西野晃徳 MARTIN,Pascal PODRZAJ, Primoz 

周 文軍 GILLOT, Frederic Nicolas PEREIRA RODORIGUES, Nazare 

SHANMUGA VELA YUTHAM, Gurusamy 江副祐一郎

麻 毅申 坂本知華 伊藤真路
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

4. 決算と予算

A. 平成 16年度決算額
項 目

総額

人件費

物件 費

大学運営費

間接経費

（部局長裁量経費）

受託研究費等

受託事業費等

施設整備費補助金

B. 平成 17年度予算額
項 目

総額

人件費

物件費

大学運営費

特定事業費

間接経費

（部局長裁鼠経費）

受託研究費等

受託事業費等

C. 文部科学省科学研究費補助金

総額

特定領域研究

学術創成研究費

基盤研究 (s)

枯盤研究 (A)

枯盤研究 (B)

枯盤研究 (C)

哨芽研究

若手研究 (A)

若手研究 (B)

特別研究員奨励費

90 

金額（単位：千円）

7, 410, 153 

3, 051, 706 

4, 358, 447 

I, 293, 817 

84, 474 

2, 753, 424 

2, 032 

224, 700 

金額（単位：千円）

7, 928, 382 

2, 890, 892 

5, 037, 490 

999, 250 

380, 363 

84, 474 

3, 562, 445 

10, 958 

（単位：千円）

771, 780 

72, 500 

169, 520 

89, 440 

156, 910 

143, 700 

9, 800 

30, 100 

29, 510 

23, 400 

46, 900 

比率（総額）

100. 00% 

41. 19% 

58. 81% 

比率（総額）

100. 00% 

36. 46% 

63. 54% 
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IV. 機構・職員等・予算・委員会等

最近の人件費・物件費•寄附金・科学研究費
の動き

一◆一人件費

一量ー物件費

寄附金

科学研究費

感、~f'Q;)Q;)Q;) i3令令 、 も 諮

5. 教授総会・委員会等

A. 教授総会開催日表

B. 各種委員会開催日表

追伝子組換え等安全委員会

動物実験委員会

知的財産室

産学連携委員会

常務委員会

企画運営室

特別研究審議委員会

安全管理委員会

ユーティリティー委員会

情報倫理審査会

千葉実験所管理運営委員会

広報委員会

4-20, 5-18, 6-15, 7-20, 9-28, 10-26, 11-24, 12-21, 1-25, 2-22, 3-22 

8-1, 11-1 

4-1, 3-16 

4-14, 4-22, 4-28, 5-11, 5-19, 5-27, 6-6, 6-14, 6-15, 7-13, 8-1, 8-10, 8-29, 

9-15, 10-3, 10-18, 11-1, 11-25, 12-14, 12-20, 1-11, 1-20, 1-24, 1-25, 

2-10, 3-1, 3-13, 3-22 

5-26, 6-29, 7-27, 9-26, 10-21, 11-25, 12-26, 1-13, 2-1, 3-2 

4-6, 4-20, 5-18, 6-1, 6-15, 7-6, 7-20, 9-13, 9-28, 10-12, 10-26, 11-9, 

11-24, 12-7, 12-21, 1-11, 1-25, 2-8, 2-22, 3-8, 3-22 

5-11, 6-8, 7-6, 8-31, 10-12, 11-9, 12-7, 1-11, 2-8, 3-8 

5-17, 7-7, 10-11, 11-15 

4-6 

5-26, 6-16, 12-14, 3-23 

11-22 

4-15, 7-21, 10-26, 12-12, 1-30, 3-7, 3-14 

4-28, 7-5, 9-5, 11-16, 1-26, 3-3 
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92 

出版部会

研究交流部会

生研ニュース部会

電子化推進企画部会

総務委員会

生健康委員会

教育・学務委員会

4-28, 7-5, 9-5, 9-29, 11-16, 12-16, 1-26, 3-3 

4-12, 5-10, 7-12, 9-6, 10-11, 11-8, 1-10, 2-7, 3-9 

4-8, 5-10, 6-13, 8-2, 9-8, 9-9, 9-27, 10-5, 10-25, 11-7, 12-6, 2-2, 3-10 

7-29, 9-26, 11-1, 11-25, 12-20, 1-19, 2-13, 3-9 

6-16, 7-21, 10-4, 3-8 

なし
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V. 出版物

V. 出版物

本所発行の研究発表，紹介の出版物としては次の 5種がある．そのほかには年次要覧（年刊），生研案内和文およ

び英文（いずれも隔年）がある．

生産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介をかね， 13年 5月から隔月で発行している．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所員のまとまった研究成果を発表する．本文は和文または欧文で，不定期の発行．（休刊）

東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要

本所では，部門分野にまたがった大型共同研究を行っており，その成果を随時発行している．

生研リーフレット・ソフトウェアベース

生研の研究成果で，実用化への手引きとするため，写真中心に簡略に編集したもので，現在まで 332種を発行して

いる．平成 3年度から本所で開発したソフトウェアベースも 91種を発行している．

生研ニュース

所内での1肯報伝達を活性化し，あわせて所外の方々にも平素の活動状況を伝えるメディアとして平成 2年 1月に創

刊された平均 8頁ものを隔月に刊行し，本所メンバー全員をはじめ，大学院工学系研究科・エ学部，大学院総合文

化研究科・教義学部，先端科学技術研究センター教員・学生その他へも配布している．

以上は，本所の発行の分で，そのほか随時に研究発表している．

平成 17年度（平成 17年 4月～平成 18年 3月）に発表したものを以下に示す．

1. 生産研究

巻 号

（発行年月日）

57巻 3号

(2005年 5月）

特集

都市文化遺産と

してのオーラル・

ヒストリー一

モンゴル・ウラン

バートルの都市
の持続性 (1) -

通し

ページ

迎 目 （分類）

129 都市文化追産としてのオーラル・ヒストリー（特集に

際して）

133 都市の記1意の生成ー 20世紀ウランバートルについて

の映像と語り一（研究解説）

141 記憶から紡ぎ出される建築 （研究解説）

146 ウランバートルを建物のずっと続く大きな都市にし

たい！ー 20世紀ウランバートル建設の歴史 (J) -

A. ヒシグト氏インタヴュー （調査報告）

著 者

村松 伸

松嶋 愛

谷川 ,屯,c―― 

松嶋 愛・村松 伸・

アディヤスレンルハグワー

172 ヨーロッパ流モンゴルー 20世紀ウランバートル建設 松嶋 愛・村松 伸・

の歴史 (2) アディヤスレンルハグワー

-G. ロヴサンドルジ氏インタヴュー （調査報告）
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57巻 4号 189 開会の挨拶 藤岡 洋

(2005年 7月）
191 学術研究の最先端への学生参加 湯島 誠

特集 l 197 産学官共同によるビークル研究プロジェクト 須田義文
学術講演会・産学

連携フォーラム 206 理論研究での大学院生の役割 岡本和夫

合同講演会「教育
210 画像処理による人間の行動の計測と理解 佐藤洋一

と産学連携を通

じた大学の社会
ー大学院生による研究参加の一例として一

貢献」 216 教養教育と先端研究との連携 永田 敬
一駒場 Iにおける試みー

224 学部学生教育への生産技術研究所の新しい試み 大島 まり

ーじROP-

229 大学，大学院修了者への期待 有信睦弘

240 産学連携の現状と課題 根本光宏

248 産業技術製政策の現状と課題 中村幸一郎

256 生産技術研究所が志向する社会・産業との新たな連携 西尾茂史

への架け橋

262 産学連携の課題と期待 岡本一雄

271 大学の本質と産学連携のあり方 生駒俊明

279 閉会の挨拶 畑中研一

特集 2 281 災害と都市基盤の安全 （特集に際して） 魚本健人

災 と都市基盤
283 コンクリートの劣化と構造物の安全性 （研究解説） 魚本健人・加藤佳孝

の安全 Ocus)

287 RC橋梁の建設年代別構造性能の評価と常時モニタ 岡崎慎一郎・魚本 健人

リングデータの評価法 （研究解説）

293 既設コンクリート道路橋の劣化診断における非破壊 恒國光義• 加 藤 佳 孝・

検査の適用 （研究速報） 魚本健人

298 多摩川橋梁の変状調査報告 （調査報告） 横澤祐希• 加 藤 佳 孝・

魚本健人

302 乾燥環境下における断面修復材の基本物性評価に関 伊藤正憲・ 加藤佳孝・

する研究 （研究速報） 魚本健人

306 局所的風況・降雨量予測を基にしたコンクリート構造 竹下直樹• 加藤佳孝

物への水分浸透に関する研究 （研究速報）

310 景観性能を考慮した既設コンクリート構造物の補修 竹下直樹• 加藤佳孝

設計の確率 (2)ーコンクリートに煤塵を添加すること

によるその色の変化の基礎的研究一 （研究速報）

314 コンクリートの熱特性を活用した既設構造物の品質 小根澤淳志• 加藤 佳孝

評価に関する研究 (4)

一塩化物イオン拡散係数の推定一

318 各種要因が補修した鉄筋コンクリート構造物劣化に 伊藤 学・戸田勝哉・

及ぼす影響に関する研究 (5) 早川健司• 松 林 裕 ニ・

ー電気化学的測定その 2- （研究速報） 渡部 正• 星野富夫・

加藤佳孝・魚本健人
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各種要因が補修した鉄筋コンクリート構造物劣化に 槙島 修• 石関

及ぼす影響に関する研究 (6) 宇野祐ー・里 隆幸・

一塩分移動が鉄筋腐食に及ぼす研究ー （研究速報） 二井谷教治・

各種要因が補修した鉄筋コンクリート構造物劣化に

及ぼす影響に関する研究 (7)

ー補修条件の違いによる影響ー （研究速報）

松田 敏．勝木 太・

魚本健人

松浦誠司• 荒 木 昭 俊・

伊藤正憲・

宇野洋志城・

榊原弘幸・元売正美・

岸 利治・魚本健人

330 2004年度に発生した大規模災害への消防庁の取り組 林 省吾

みと今後の課題 （研究速報）

334 Impacts of Sea level Rising on Flooding in Coastal Cities: Dushmanta DUTTA and 

A Case Study in Bangkok,Thailand (研究速報） Shulian NIU 

338 Analysis of Flood Vulnerability of Urban Buildings and Dushmanta DUTT A, 

Population in Hanoi,Vietnam (研究速報） Fahmida KHA TUN and 

Srikantha HERA TH 

343 津波災害時の避難行動シミュレーションモデルの開発 目黒 公郎・織田 浩平

（研究速報）

348 テキストマイニングを用いた災害状況イマジネーション 近藤 伸也・大山 宗則・

支援システムの構築に関する研究 （研究速報） 目黒 公郎

352 住宅の耐震補強対策に対する居住者の意識調査 吉村美保・

（研究速報） 小檜山雅之・目黒 公郎

357 既存不遥格建物の耐震補強を促進させるための新し 目黒公郎・吉村 美保・

い地震保険制度の検討 （研究速報） 國吉 隆博

361 CFD解析と固体高温熱分解モデルとの組み込みによ 蒋 太鋒・黄 弘・

365 

る市街地における火災延焼予測システムの開に関す 大岡 龍三• 加藤信介

る研究 （研究速報）

Water Screen Fire Disaster Prevention System 

（研究速報）

Reiko AMANO , 

Y ouichi IZUSHI , 

Hitoshi KURIOKA , 

Hideaki KUWANA, 

Takashi TSURUDA , 

Takeshi SUZUKI and Y oshio 

OGAWA 

370 首都圏におけるヒートアイランド予測・対策及び効果 椿 治彦・天野玲子・

の検証（研究速報） 大岡 龍三・川本 陽一・

高木

375 数値気候モデルによる 2020年の東京首都圏のヒート 川本 陽一・大岡 龍三

アイランド進展予測 （研究速報）

380 0.1度日本域河道網を用いた流量予報システムの開発 岡澤 毅• 花崎 直太・

（研究速報） 沖 大幹・鼎信次郎・

芳村 圭

385 ハイハースペクトラクルデータからみた里山林の代 瀬戸島政博・

表的な反射特性と樹種区分の可能性について （研究 今井 靖晃• 安岡 善文

速報）

390 ハイハースペクトルイメジャ計測を用いた植物の水 藤原 栄朋・遠藤貰宏・

ストレスの評価手法に関する研究 （研究速報） 米川 智司• 安岡 善文
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57巻 5号

(2005年 9月）

特集 l 生研公開

特集2
ユーテイティー

特集号

57巻 6号

(2005 1f 11月）

特集

来たるべき都市型

大地震に備えて

(ERS) 

96 

394 リモートセンシングデータを用いた都市樹木の 3次 山岸 陽介・グオ タオ・

元モデルの構築 （研究速報） 遠藤貴宏•安岡 善文

398 アジア環境災害観測のための衛

配信システムの構築 （研究解説）

タオンライン 竹内 渉・根本利弘・

バルアプラナプジョティ・

安岡善文

405 生研公開講演 開会の挨拶 前田正史

407 建物を地震災害から守る 中埜良昭

420 動き始めたバイオマスタウン 迫田

427 暗号と情報セキュリティ 今井秀樹

441 我国のコンクリート構造物の劣化と都市の安全性 魚本健人

455 水中のビジュアライゼーションを革新する音響ソー 浅田 昭

ナー

467 ューティリティー特集号に寄せて （特集に際して）

469 夢の試作工場 （研究解説）

483 セキュリティと利便性の両立をめざして

ーハスワード同期とデータベースー （研究解説）

489 人を動かす．感動を記録する （研究解説）

493 先端研究を支える流体テクノ室 （研究解説）

池内克史

板倉善宏・

谷田貝悦男・

滑川敏夫• 西山祐司・

岡本伸英・殷岡 成・

池田博ー・後藤清正・

菊本裕一・小野寺章・

福尾哲ニ・米良忠久・

小西義幸•松綺幹康・
堀 洋一• 新 野 俊 樹・

藤井輝夫

福島 瞳• 林 周志・

原 健蔵・

久保山哲ニ・

鈴木常夫• 平原清光・

瀬崎 薫・柴崎亮介

中村英俊・

倉科満寿夫・柴崎 亮介

金子和行• 平川一彦

497 肌のシワ発生メカニズムに関する枯礎的力学的考察 桑水流理・

505 

507 

514 

518 

522 

（研究速報） ジャリアホーンサウトン・

吉川暢宏

来たるべき都市型大地震に備え （特集に際して） 小長井一男

活摺曲地帯の地震被害・対応データアーカイブスの構 小長井一男

築 （研究解説）

既存擁壁の耐震補強工法に関する模型振動台実験 中島 進・古関潤一

（研究速報）

免震精密生産施設のための圧電アクチュエータを用

いた総合的なアクテイプ微振動制御システム

ー第2報，スマート構造による外来・内生微振動の制御一

（研究速報）

美術品用転がり型免震装骰の応用例 （研究速報）

嶋崎 守•藤田隆史・
橋本嘉之• 吉岡宏和・

北原 隆・小川智浩

上田智士・榎本孝雄 ・

藤田隆史



V. 出版物

526 ACサーボモータを用いた単結晶引上げ装置用アク 古川 裕紀• 藤田 隆史・

ティブ・パッシプ切換え型免震装置（第 1報：振動制 鎌田 崇義・晦日 英明

御実験） （研究速報）

530 Experimental Study on In-plane and Out-of-plane Behavior Navaratnarajah 

of Masonry Wallettes Retrofitted by PP-Band Meshes SATHIPARAN, 

（研究速報） Paola MA  YO RCA , 

Kourosh Nasrollahzadeh 

NESHELI, 

Ramesh GURAGAIN and 

kimiro MEGURO 

534 Shaking Table Experiment of Masonry Buildings and Kimiro MEGURO , 

Effectiveness of PP-Band Retrofitting Technique Paola MA YO RCA, 

（研究速報） Ramesh GURAGAlN , 

Navaratnarajah 

SA THIP ARAN and 

Nasrollahzadch NESHELI 

58巻 l号

(2006年 1月）

特集

乱流シミュレー

ションと流れの

設計 (TSFD)

538 保育園等の防災力向上に貢献する防災ワークショップ 阿部真理子・目黒 公郎

（目黒巻 WS) の提案 （研究速報）

543 新潟中越地震と福岡西方沖地震の被災調査にみる大 川口 健一• 鈴木 悠介・

規模集客施設の内部空間の安全性 （研究速報） 大矢 俊治・服部

546 分散型 :v!T:v!D法を用いた単層円筒ラチスシェルの 吉中 進• 川II 健ー・

振動制御 （研究速報）

年頭所感 （巻頭言） 前田 正史

3
 

5
 

乱流シミュレーションと流れの設計 (TSFD)特集 大島 まり

に際して

軸流ファン動翼まわりの LES解析 （研究速報） 山出 吉伸• 加藤 千幸・

消水勇人・西岡卓宏

11 Basic Features of the Fluid Dynamics Simulation Software Yang GUO, 

"FrontFlow/Blue" (研究速報） Chusachi KA TO and 

Yoshinobu YAMADE 

16 :'¥°A CA0012翼まわりの流れから発生する広帯域空 宮澤真史• 加藤 千幸・

カ音の数値解析 （研究速報） 鈴木 康方・高石 武久

19 遷移を伴うタービン翼列内流れの圧縮性 LES解析 松浦 一雄・加藤 千幸

（研究速報）

23 LES による新幹線車両車間部周りの空力騒音解析 水島 文夫・栗田 健・

（研究速報） 加藤千幸

27 ターボポンプインデューサにおける非定常キャピ 西村香純• 加藤 千幸・

テーション流れの LES解析 （研究解説） 山出 吉伸• 山西 伸宏・

谷 直樹

31 グリーン関数を用いたチャネル乱流のレイノルズ応 半場 藤弘

カの解析 （研究速報）

36 電磁流体力学とアルヴェーン効果 （研究解説） 横井 喜充

44 修正されたグリーン関数を用いた回転系における 佐藤久則・半場 藤弘

MHD乱流の統計量解析 （研究速報）

48 建物壁面からの顕熱放散や建物の人工排熱の屋外温 陳

熱環境に関する影響度の研究 （研究解説） 黄

宏・大岡 龍三・

弘• 中嶋まどか

97 
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55 C FD を用いた対流と建材内熱•水蒸気同時移動の連 察 耀賢・加藤信介・

成解析による室内熱・湿気解析モデルの検討 （研究 大岡 龍三・小金井 真
解説）

59 C FDと遣伝的アルゴリズム (GA)の連成解析によ 黄 弘・大岡龍三・

る煙制御システムの最適化 （研究解説） 加藤信介・陳 宏

64 Analysis of Ventilation Efficiency Indices Inside a Local Mahmoud F.BADY, 

Domain in an Urban Area Using Two Building Model Shinsuke KATO and Hong 

Part (I) :Effect of Void Width and Building Height HUANG 

（研究解説）

70 2-scalar flameletアプローチを用いたガスタービン燃焼 冨永 卓司・大島伸行

器内乱流燃焼場の LES (研究速報）

75 磁気力を考慮した燃焼数値計算 （研究速報） 山田 英助・冨永 卓司・

大島伸行

58巻 2号

(2006年 3月）

特集 l

プロダクショ ン

テクノロジー研
クム
九云

ー

3

8

8
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97 酸化チタンを添加した固定砥粒研磨ハッドの開発

（研究速報）

101 

マイクロ化の流れ （特集に際して）

展伸用マグネシウム合金の半溶融特性 （研究解説）

Atomic Force Microscopy Utilizing SubAngstrom 

Cantilever Amplitudes (研究解説）

ゾルゲル法を利用した固定砥粒工具の開発 （研究速報）

増沢隆久

杉 山 澄 雄 ・ 柳 本 潤・

吉沢 昇• 郭 哲良

Hideki KAW AKA TSU , 

Shigeki KAW AI , 

Dai KOBA Y ASH! , 

Masayuki HATTORI , 

Shuhei NISHIDA , 

Franek ROSE , 

Shin-ichi KITAMURA and 

SakaeMEGURO 

高 綺• 立石
竹之内研二• 谷
榎本俊之• 河田

谷 泰弘• 宮田
柴田順ニ・上村

智隆・

泰弘・

研治

泰弘・
康幸

105 発泡性水ガラスを用いた高気孔率シリケート砥石の 谷 泰弘・ 奥村暢良・

開発 （研究速報） 上村 康幸

110 フィブリル化を活用したフッ素樹脂砥石の開発 谷 泰弘• 関根浩和・

（研究速報） 柴田 順ニ・上村康幸

115 結合剤の複合化による仕上げ用砥石の開発 （研究速報） 谷 泰弘• 高 絃采．

上村康幸

120 シリコンウェーハ湿式鏡面研削用シリカ砥石の開発 谷 泰弘・奥山哲雄・

（研究速報） 村井史郎・上村康幸

125 射出成形品内面への回路形成を目指した透過レーザ 中村暁史• 新野俊樹・

光による回路描画 （研究速報） 鈴木 俊之

129 マイクロ水流を用いた電気めっきによるマイクロ 斉藤 毅・ローペーター・

チュープの製作 （研究速報） 高間信行・金 範竣

133 マイクロコンタクトプリンティングを用いたタンハ 益田 直樹• 金 長

ク質のマイクロハターニング技術の開発，応用 （研 榊原昇ー• 野地 博行・

究速報） 高間信行・金 範竣

138 マイクロ流路を利用した生体分子レールの円状配向 渡退 恭成• 鈴木健 司・

（研究速報） 竹内 昌治
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142 超高速射出成形による二方向同時転写技術の開発 韓 雪• 横井秀俊 ・

（研究速報） 金藤芳典

特集 2 147 人工色素による光化学系 I電荷分離反応の分光増感 宮島佳孝• 溝口 信ー．

とバイオ （研究解説） 仲村亮正・ 善徳・

加藤祐樹• 渡辺 正

152 細胞はオリゴ糖の生産工場 （研究解説） 室塚淑美・

粕谷マリアカルメリタ・

畑中研一

156 藻類細胞を用いた有害物質評価用バイオセンシング 四反田 功•高田 主岳・

システム （研究解説） 酒井康行・立間 徹

161 レーザードップラー干渉計と光熱励振法を用いた液 西田 周平・櫻田 武朗・

中原子間力顕微鏡 （研究速報） 小林 大・目黒 ,A,,,~ • ・

川勝英樹

166 格子ボルツマン法による微少循環系内の血流の数値 張 東植・大島 まり
解析 （研究速報）

171 トレハロースの FIFO-ATPaseの耐凍結・乾燥性に対す 白樫 了・沈 巧巧

る影響 （研究速報）

175 Zero-G型水中ロボットの開発：内部ジャイロアクチュ ソーントンブレア・

エータによる自由姿勢制御 （研究速報） 補 環 ・ 能 勢 義ll{{• 

ターノックスティーブン

2. 東京大学生産技術研究所報告

休刊

3. 東京大学生産技術研究所大型共同成果概要

未発行

4. 生研リーフレット

No 題目

330 砂礫材料用大型平面ひずみ圧縮試験装置

研究室名

古関研究室

331 土のねじり三軸試験用中空円筒供試体の局所変位計測 古関研究室

332 高解像度大気汚染モデルによる道路交通政策評価システムの構築 ITS研究センター
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5. 生研リーフレット・ソフトウェアベース

No 題目 研究室名

79 NIP NI: を用いた摩擦がある斜面上の物体の挙動を解析するためのツール 小長井研究室

80 文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」

次世代量子化学計算システム (ProteinDFシステム）

-ProteinDF System -

計算科学技術連携研究センター

81 文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

タンパク質 ー化学物質相互作用解析システム「BioStationver.2.1」

82 文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

統合環境プログラム (CHASE-3PT)

83 文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

伝導特性計算プログラム ASCOT

ーナノ構造の量子伝導特性シミュレーション一

84 文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

次世代流体解析システム「FrontFlow-blueversion3.0」

-Large Eddy Simulation (LES) に基づく有限要素法流体解析プログラムー

85 文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

次世代流体解析システム「FrontFlow-redversion2.5」

Large Eddy Simulation (LES) を用いた乱流燃焼解析ソフトウェアー

86 文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」次世 計算科学技術連携研究センター

代構造解析システム (NEXST_Impact version 1.1) 

87 文部科学省 ITプログラム「戦略的拮盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

次世代構造解析システム (NEXST_Magnetic)

88 文部科学省 ITフログラム「戦略的枯盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

次世代構造解析システム (NEXST_MPSversionl.O) 

89 文部科学省 ITフログラム「戦略的枯盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

統合プラットフォーム PSEWorkbench 3.0 

90 文部科学省 ITフログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

並列静的弾性プログラム「pSAN-hpcmw」ースカラ版ー

91 文部科学省 ITフログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」 計算科学技術連携研究センター

ハイエンド科学技術計算 HPCミドルウェアースカラ版―
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VI. 研究および発表論文

1. 研究課題とその概要

A. 文部科学省科学研究費補助金による研究

1. 基盤研究 (S)

分子振動励起・回転誘起の素過程を探る結合モード光散乱スペクトロスコピーの構築

教授閥木堅志郎［代表者］，助教授酒井啓司，助手美谷周二朗

多原子分子よりなる凝縮系においてエネルギーは分子の並進自由度の他，分子内振動や回転連動にも分配される．

これらの自由度間にはカッフリングが生じ，これがソフトマテリアル系における複雑な物性発現に奇与していること

が知られている．本研究は，新開発の光ビート分光振動緩和スペクトロスコヒーと相関光誘起カー効果スヘクトロス
コヒーとを柱とする独創的解析スキームを確立して，振動・回転の分子ダイナミクスを可視化し解明するごとを11的

とする．本年度は連続波レーザー励起光カースペクトロスコヒー装骰と高分解能ブリュアン散乱装iiりの位i性能化を図

り，液晶等方相における分子の並進運動と回転運動の結合輸送係数の定量測定を行った．さらにこれを分(形状から

理論的に導くことを目指している．

熱輸送デバイス／熱電エンジンによる熱回収システム化技術

教授西尾茂文

エネルギー資源・環境保全の課題に対し，低温排熱の有効利用技術を実現することが一つの屯要課題として研究を

行っている．周知のように熱エネルギーは低温排熱として多屈が廃棄されているが，この状況を脱するには、構沿シ
ンプル性に枯づく動力化（電力化）装附が不可欠である．本研究では，構造シンプル性を有する熱屯素(に注11する．

熱電素子の課題は， I) 現実に利用できている温度差と排熱自体としての温度差の比である温度陀利）ll年の飛躍的J/1]

上， 2)熱電素子の集積度の飛躍的向上である. I) については， 500K程度まで作動する細径熱輸送デバイスを創製

し，これを高効率フィン構造として利用することにより温度差利用率を飛躍的に高める. 2) については， Bi-Tc系の

シート材を創製し，それを積屑化することにより，集積度の飛躍的向上を図る．この二つのキー要素を開発すること

により，排熱発生ハターンや場所に依存しない汎用の低温排熱動力化システムを構築する．

CFDの逆問題解析に基づく室内温熱・空気環境の最適設計システムの開発

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，顧間研究員村上周三，助手黄弘

本研究は，室内温熱・空気環境解析シミュレーションの逆変換法を用いる総合的な室内の温熱・空気環境の設計シ

ステムの構築を目的とする．室内の環境性状を設計目標値に最大限近似させるための室内の物理的な環境条件を求め

る手法，すなわち逆問題解析による環境の自動最遥化設計システムの開発を行うこのシステムは，様々な室内環境

の制御要素の組み合わせ及び室内環境の最適化の合理的な判断ができるため，経験のない空間においても適用可能と

なる．この解析手法の完成により，目標とする（例えば，省エネルギー的で健康的な）室内環境の自動設計が可能と

なる．

海底ステーションを基地とする海中観測ロボットによる自動海底地殻変動観測手法の開発

教授浅田昭［代表者］，客員教授浅川賢一，助手望月将志，助手能勢義昭

悔溝型巨大地震発生メカニズムを解明する上で，地震発生域となる悔底の変動を把握することは不可欠である．悔

上保安庁悔洋情報部と共同で開発を行ってきた悔底地殻変動観測システムは，そうした悔底の地殻変動を直接検知す

る手法である．現在ではこのシステムに基づく観測網が日本周辺の悔溝域に沿って展開され，定常的な観測が行われ

ている．現行システムによる観測は，測量船を観測悔域に派遣して行われる．予め決められた測量船の年間迎航計画

に枯づき観測が実施されるため，悔況の変化，突発的な地震等，予期せぬ自然現象の変化，発生に，順応することが

難しい．こうした問題を打破する新たな悔底地殻変動観測システムを作り上げるのが本研究である． これまでの測
船に代えて，悔底ステーションを基地とする悔中ロボットによる観測システムの開発を目指している．海中ロボット

の利用は，悔況， GPS衛星配骰等，観測好条件時を選んだ，より頻度の高い観測，更に高い即時性を持った観測を可

能なものにしてくれる．現行システムによりおぼろげに見えてきた海溝型巨大地震発生メカニズムに関して，更に

歩踏み込んだ鮮明なイメージを提供してくれる観測システムとなるものと考えている．

マイクロ現場遺伝子解析システムの実海域展開と機能の高度化

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貿富喜，特任助手福場辰洋

研究者らのグルーフでは，深海の熱水地帯等に棲息する微生物の追伝子解析を現場で直接行うことを目的として，

マイクロ流体デバイス技術を応用した現場型遣伝子解析システムの開発を進めている．これまでにプロトタイフシス
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VI. 研究および発表論文

テムをほぼ完成させ，深悔を模擬した環境下において実験室レベルでの性能評価を行う段階に達している．この成果

に基づいて，本研究では，実用レベルのマイクロ現場遣伝子解析システムを完成させた上で，これを実際に深悔無人

探査機ならびに定点設置型サンフル処理装岡に搭載し，実海域における現場計測を試みる．これらの実海域展開を通

してシステムに改良を加えると同時に，遺伝子解析操作の前処理を行う機能を付加することによって，より希少な微

生物や遣伝子の検出も行うことができなおかつ様々な観測形態にも対応できるようにマイクロ現場遣伝子解析シス
テムを高度化することを目的とする．

ナノ物体の物性計測と可視化観察の同時遂行を目指すナノ・ハンド・アイ・システム

教授藤田博之［代表者］，助手（東大）安宅学，教授（香川大）橋口原，講師（立命館大）横川隆司

2. 萌芽研究

遺跡地震痕跡の工学的評価手法の開発と地震履歴カタログ整備への応用

教授小長井一男

本研究の目的は，地震痕跡から当該地域での地震の揺れを推定する手法を開発することにある．考古学的手法で年
代特定された地震について，その揺れの状況を推定できるなら，年間数千ヶ所に及ぶ遣跡の発掘が行われているわが

国で， (I)地震の発生時期と (2)地震動の強さの地域分布を客観的な指標を持って示し得る．そしてそれは，「過去

の地裳l役歴」を確認するだけでなく，その発生確率の推定結果（地震調査研究推進本部）が公表されている今世紀前
半の東梅•南悔地震などの巨大地震への対応を検討する上でも極めて重要な意味を持つ．本年度は今城塚古埃，カズ
マヤマ古墳などで調査を実施し，これらの下に存在する断層や，地すべり痕跡を画像として捉え，これらの引き金に
なった地震について推定を行った．

液体中の自由度間相関を記述する新しい粘性係数の測定とその分子論からのアプローチ

教授高木堅志郎［代表者］，助教授酒井啓司

従来，液体の物性は，その分子が自由な並進運動性を有する点から導かれている．これに対し，液晶やラメラ構造

など異方性を示す物質群にあっては，分子の集団的な配向自由度もその機能• 物性に大きな寄与を果たしている．さ

らに最近，流体における分子の並進運動と回転運動が強い結合を示すことが分かってきた．本研究は並進一配向の結
合を表現する第 3の輸送係数を実験的に定量評価する新しいスキームを開発し，さらにその起源を分子レベルから明

らかにすることを目的とする．本年度は圧電素子を用いて IHz,..___,, IOOkHzまでの広帯域で並進一配向結合係数を測定

できる四重極流動複屈折法を開発し，これを用いてたんぱく質コロイド，液晶，ミセルなど様々なソフトマテリアル

における結合現象の動的観察を行い，その緩和現象のメカニズムを明らかにした．

in vitro血管壁損傷評価システム開発と動脈瘤発症メカニズムの生体力学的検討

教授大島まり

これまで，病理学的研究により動脈照壁では内皮組織の損傷，平滑筋組織の萎縮が生じることが明らかとなってい

るまた，多くの流体解析シミュレーションにより動脈廂好発部位では墜面せん断応力が高いことが指摘されている

ことから，動脈癖における 1/11管壁損傷と高壁面せん断応力の関連が考えられている．しかし，壁面せん断応力が血管

限担似に及ぼす影孵については詳細が明らかにされていない．そこで本研究は，流れによる壁面せん断応力が血管壁

にりえる損偽を定凰的に評価する試験システムを開発し，血流による壁面せん断応力と動脈廂発症との因果関係を解

明することを目的とする．具体的には，まず，動物から摘出した血管壁を定凰的に制御された流れ負荷環境下で組織

培投可能な試験システムを構築する．このシステムにより，壁面せん断応力と内皮組織の損似，すなわち内皮細胞の
剥離との相関を定最的に明らかにする．さらに高壁面せん断応力下で血管整を培義することにより，壁面せん断応力
が平柑筋組織の変性に及ぼす影孵を解明する．

人工臓器における大規模集積流路ネットワークの形態設計・評価に関する研究

助教授白樫了

本研究では，流路系を熱物質交換という機能の下に組織化されたマルチスケールの大規模集積流路ネットワークと

してとらえ，流路ネットワークの設計• 製造理論の構築を目指している．その例として，埋め込み可能な人工臓器の

流路謁汁理論と製作法を開発している最終的には流路ネットワークの機能と形態の関連を結ぶ理論の構築が狙いで
ある．

人間の創造力 (Creativity)を引き出す空間に関する研究

助教授橋本秀紀

人間の創造）］はコンヒュータで代替できず，人間が人間である所以である．本研究は人間の五感に情報を提示する
ことによって人間の持つ創造力を効率的に引き出し活用する空間を工学的に実現することを目指している．本研究で
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は現実の知的空間を作り，そこから得られる知見をフィードバックし創造力を引き出す手法を求めるというプラグマ
ティックな方法論により，創造力を引き出す空間の設計手法を検討する．

ナノプローブ TEMによる炭素ナノ材料の表面原子構造操作と電気伝導機構の可視化

教授光田好孝［代表者］，技術専門職員葛巻徹

本研究は，透過電子顕微鏡 (TEM) 下でのナノフローブ操作により，炭素系ナノ材料の表面原子構造に対し直接物

理的・化学的に操作し，同時に電子物性を評価・計測することから，材料の表面原子構造と電気伝導特性の制御と設

計に関する新しい知見を得ることを目的とする．具体的には， TEM内でのナノフロープ操作と電子線ホログラフィ

により，ダイヤモンド表面，カーボンナノチューブ (CNT) 表面の気体分子の吸着・脱離現象と表面電子物性との関

係及び電気伝導機構を明らかにする．これまでに，電子線ホログラフィー法による多屑 CNTの観察を実施し，

伝導機構解明のための内部電位分布の解析についての予備的検討を行った．現在， TEM試料として用いるダイヤモン
ド単結晶表面に水素や酸素を終端させる予備装附を開発中である．

アビジン・ビオチン反応を利用した階層構造を持つ三次元組織ユニットの作製

助教授酒井康行［代表者］，助手小島伸彦，大学院学牛松尼 l]/j樹

本研究では，親和定数が非常に高い生体分子反応—アビジン・ビオチン反応—を繰り返し利 Ill することで，特に）IF 
組織などを例として組織三次元構造の invitro再構築を短時間で行う手法の適用を試みる．具体的には，第.に任紘の

三次元幾何構造を持つ多孔質担体の内表面に，生体組織を模倣した層状構造を短時間で付与する手法の確立を目的と
する．第二に，同様の手法を用いて，迅速な異種細胞由来の凝集塊を形成させたり，チューブ状または中空球状の担

体内外の表面に重層構造の付与を試みたりする．

畳み込みを利用した膜構造の形態解析

助教授川 11健＾

膜構造は軽鼠，柔軟，透光性などを主な特徴とする多機能材料であるが，実際の構造物として利）IIされる場合，柔

軟性が利用される場合は少ない．建築構造の分野において膜構造の悦み込みに関する枯本的な性買にぷf11した研究

は，今日までほとんどなされていないのが現状である．広がりを持つ膜材をどのような形に収納し，どのようなTll"l
で展開するかという研究は建設現場における作業能率に関るだけでなく，展開型の新しい膜構追やIJMl!/・]1¥"JO)ドーム椛
造への応用等，従来の膜構造では考えられなかった祈しい応用を引き出す可能性を持っている．本研究では， II知の幾
何学的形状に将目し，初期形状と目的形状との間に設定した畳み込みの軽量を最小化することにより， 4生み込み経路

と性み込み形状を同時にかつ自動的に決定していく解析法を開発することを目的とする．本研究は膜材料の幾何学に

関する研究を晶礎とするため，まず，応用数学や宇宙工学の分野における晶礎研究的な調査を行う必疲がある．本年

度は，膜構造の悦み込みに対し，折り紙的なアフローチを適用，剛体可折条件の判定式を提案し，膜構造の悦み込み

解析に関するJ訊礎理論の展開を行った．

液状化対策兼用の埋戻し材としての廃ガラスリサイクル材料の適用性に関する基礎的研究

教授古関潤一

廃ガラスのリサイクル材料を用いて地中構造物の埋戻しを行う工法の適用性に関し，地震・交通繰返し荷重下での
力学特性や破砕性，哩設管に及ぼす影響，および有害物質が溶出する可能性を明らかにすることを目的として検討を

行っている．初年度である今年度は，廃ガラスリサイクル材料の繰返し一次元圧縮試験を実施し，交通荷重相当の繰

返し荷重下では粒子破砕は進行せず，変形係数の劣化や有害な残留沈下も生じないことを明らかにした．

回転可能な接合部のもつ不安定な機構を活用した施工•安全性に優れた骨組構造の開発

教授藤井明［代表者］，助教授川口健一，助手橋本憲一郎

本研究の目的は，回転可能な接合部のもつ不安定な機構を活用した骨組みによって，施工性の良い構造・構法を開
発するとともに，こうした構造・構法を利用した実際の建物への計画学的な展開を探ることである．仮設・移動可能

な建築物を研究対象としているが，こうした構造物にあっては，建設期間の短縮，建設作業を容易にすることが要求
される．そこで，本研究では，回転可能な接合部を用いて，不安定な架構を形成し，ケーブルによる張力導入によっ

てその架構を安定化させることを提案する．これによって，地上作業のみによっで骨組みを組立て，立ち上げていく

ことができる．これは，作業の安全・簡略・ 短縮化に寄与すること大である．また，このような接合部を用いること

で，部材もシンフルになり，何度も繰り返しての組立て・解体が可能となる構造・構法に関しては，先に提案した

展開過程の不安定な骨組みの挙動を明らかにし，その挙動を可能にする接合部を開発する．また，ケーブル部材の配
附を検討し，解析• 実験によって張力導入及び張力導入後の強度を確認する．構造的な解析と並行して，これらの構

造が展開可能な建築物を，主にスケールの観点から計画学的に発案・検証し，解析にフィードバックしていく．
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バイオセンサーを用いた空気質認知による安全・健康生活空間の創造

教授加藤信介［代表者］，助教授立間徹，助教授大岡龍三，助手黄弘

シックハウス・シックビルディングシンドロームの原因の一つである低濃度，長期被爆で人体健康影響のある室内
空気汚染物質を検出するバイオセンサーの原型を作成する．

電気化学的機構に基づくメカニカル電池の開発

助教授立間徹［代表者］，助手高田主岳

酸化還元活性種を組み込んだ高分子ゲルや高分子溶液の機械的圧縮・伸張などによって動作する，メカニカル電池
の開発を目指す. I王縮による親水疎水• 静電的相互作用や環境などを変化させ，酸化還元電位の変化を誘起すること

により電気エネルギーヘ変換する．

エコサービスの定量的環境影響評価と社会的受容性に関する研究

教授山本良一［代表者］．助手神子公男

大屈生産，大量消費社会から脱却するための手法として，エコサービスが注目されている．エコサービスとは製品

を使用した結果（機能・サービス）のみを販売し，製品本体は販売しないビジネスモデルである．これによって，販

売側から見た場合には製品の所有権は販売者に帰属し，ライフサイクル全体の製品の管理が容易になり環境負荷を

低減させることが可能となる．消費者側から見た場合には，従来製品から得られていた利便性を「製品」を購入する

のではなく製品のもつ「機能」を購入することで従来と同じ利便性を保つことができる．本研究では従来と同様「製
品」自体を販売した場合と「製品機能」のみを販売した場合についてライフサイクル全体を通じて定散的環境影響評

価を行い，「製品機能」の販売を行うことで環境負荷を従来に比べてどの程度低減できるのかを評価することと，この

ようなエコサーピスの社会的受容性につて調査及び研究する．また，環境影響評価手法として，日本独自の環境影響

統合化手法である，被害算定型環境影響評価手法を用いて，環境影響を総合的に評価する．本研究によって．エコサー

ビスを導入することによって大きく環境負荷を低減できる製品・サービス，及び環境負荷の低減率を明らかにする．

チタン鉱石から直接金属チタン粉末を製造する方法

助教授岡部徹［代表者］，教授井上博之，教授光田好孝

現在のチタンの製造フロセス（クロール法）では，酸化チタンの品位が 90%以上のアップグレード鉱石（高品位
鉱石）を原料として用いているが，高品位鉱石の使用はチタン製錬のコストを上げる主な要因となっている．チタン

の生産屈は年々増大しており，今後も一府の需要拡大が見込まれるため，資源も豊富で廉価な低品位のチタン鉱石を

利用する新しいタイフのチタン生産技術の確立は緊急かつ重要な課題である．しかし，低品位のチタン鉱石は不純物

として多屈の酸化鉄を含むため，塩化工程で多量の塩化鉄廃棄物 (FeCIJが生成し，同時にクロール法における塩素

のロスをもたらすため，低品位鉱石が使用できるチタンの製造フロセスは現状では確立されていない．本研究は，現
行のクロール法（塩化製錬法）からの脱却を目指し，チタン鉱石をプリフォーム原料として利用する新しいタイフの

チタン製錬法の可能性を追及する．

柔軟な腕を持つ水中マニュピュレータの開発研究

教授補環［代表者］，助教授（東京海洋大）近藤逸人

自律型水中ロボット (AUV)が水中を移動しながら外界に対しておこなえる行動は限られている．水質計測，音響

マッヒング， ビデオ撮影が AUVの主たるミッションであり，悔底や悔中の対象物に対するマニュヒュレーション作

業は専ら有索無人機 (ROY) の役目である． しかし ROYはケーブル索により行動が制限される．また，活発な悔底

火山などでのマニュヒュレーション作業は危険であり ROYには出来ない．このため本研究では， AUVによる自動的
マニュヒュレーション技術を確立し，梅中の自然物（生物）や悔底資源をサンプリングすることで，悔中世界の科学

的解明に貢献することを目的として， AUVのマニュヒュレータの開発を進めている．水中という特殊環境下を動き回

るAUVに求められるマニュヒュレータは， ROYの持つ「剛直」なものではなく，「柔軟」なものである．マニュヒュ

レーション対象は，水中を動き回るクラゲなどの自然物（生物）である．現在，ステレオビジョンシステムによる対

象物の認識と高精度画像フィードバックによるマニュヒュレータ制御手法を開発中である．

生体分子ナノアクチュエータを利用したナノ構造のハンドリングシステム

助手鈴木宏明，助教授竹内昌治［代表者］

マルチハザードリスクの観点から見た地域特性評価手法の開発

助手吉村美保［代表者］，教授目黒公郎

梅溝咽地震・活断層型地裳・風水害・雪氷害・斜面崩壊などの各種災害リスクには地域による偏りが存在する．本

研究ではこれらの災害リスクの地域特性を総合的に評価する手法を開発し，リスク傾向に応じて地域の診断を行う．
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この結果に基づき，地域のリスク傾向に応じた地域防災力の向上策や，自治体同士の防災連携の可能性を検討する．

CVM (仮想評価法）による環境共生建築・設備のライフサイクルバリュー評価

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤信介，助手黄弘，伊香賀俊治

いわゆるライフサイクルコストでは評価し得ない，建築における環境共生的手法や省エネルギー設備のもつ総合的

な価値をライフサイクルバリューと定義するとともにその内容を明らかにし，それを CVM(仮想評価法）により

定量的評価する手法の開発を行う．

量子ネルンスト効果の理論と実験

助教授（横国大）白崎良演［代表者］，助教授（核融合研）中村浩章，助教授羽田野直道，

助教授町田友樹，助手（埼玉大）長谷川靖洋

磁場中の半導体に温度勾配を与えると起電力が生じます（ネルンスト効果）．さらに極低温にして端電流を考慮す

ると，ホール効果と同様に輸送現象が屈子化されることを，我々は予言しました．これを屈子ネルンスト効果と呼び
ます．本研究では鼠子ネルンスト効果の理論的描象を確立し，実験により実証することを研究目標とします．

シクロデキストリンを有する新規ポリマーゲルの開発

教授畑中研一［代表者］，助教授吉江尚子

主鎖中にシクロデキストリンを含むホリマーは，別のホリマー分子がシクロデキストリン環を貰通するユニークな

構造のゲルを形成する．我々が開発したこのゲルは，架橋点が動くことに加え，酵素によってシクロデキストリン環

が分解するという特徴を有しているので，生体内で分解するバイオマテリアルゲルとしての可能性を追求している．

動的に変化する道路インフラの適用可能性に関する研究

教授桑原雅夫［代表者］，助手田中伸治，准教授（首都大）大口敬

路面表示，レーンマーキング，標識などをriJ変にすることによって，円滑性を向上させるシステムについて，その

適用可能性を検討する．

交通運用と調和した都市部における新たな道路計画・設計論の構築

准教授（首都大）大口敬［代表者］，准教授（首都大）小根山裕之，教授桑原雅夫，
助教授（名大）中村英樹

現在の道路計画・設計では，現状の交通調査に晶づいて将来の交通需要予測を行い，目標とする交通運用水準を確
保するものとされている． しかし特に都市部道路の交通運用状態は，目標とはかけ離れた極めてひどい交通混雑状況
にある．根本的な間迎は，混雑状況下における具の交通需要の把握の困難性と，将来の交通術要予測に過度に頼った

「需要追従型」の現行の計画手法の論理破綻にある．本研究では，こうした既存手法からハラダイムを変換し，需要

追従型と決別した全く新たな道路計画・設計論の構築を目指して，科学的検証分析に晶づいて論点を整理し，新たな

方向性を見いだそうとする物である．

3. 特別研究員奨励費

非周期ドメイン反転構造を有する非線形光学結晶を用いたフェムト秒光パルスの時空間制御

日本学術振興会外国人特別研究員 ZENG,Xianlong, 教授志村努［代表者］

ニオプ酸リチウムを用いた擬似位相整合において，任意の非周期ドメイン反転構造を最適設計することにより，

フェムト秒光ハルスをエネルギー散逸無しに，断熱的にハルスのソリトン圧縮を行うことを目指している．数値シ

ミュレーションを用いて，デバイスの設計を行い， 50フェムト秒を切るハルスが得られることを示した．さらにこの

結果に枯づき，デバイスの製作を行った．現在実験的な検証を行っている．

過冷却液体のガラス転移における長距離密度揺らぎの時空間スケーリング

日本学術振典会特別研究員小林美加，教授田中惰［代表者］

ガラス形成物質では，構造緩和と呼ばれる緩和現象が最も遅い時間スケールをもつと一般的には考えられており，
その特徴的長さはナノメーター程度であるとされている．ところが一方で，理論的予測よりもはるかに大きいレイ

リー散乱の散乱強度が観測されることが知られており，この波数依存性から数百ナノメーター程度の極めて長い相関

長の存在が示唆されている．こうした長距離の空間相関の存在は，純物質中に密度以外の揺らぎが存在することを意

味するものであるが，このような揺らぎの正体はもとより，その存在可否についても未解決のままである．我々は，

こうした揺らぎの起源と液体—液体相転移との関係に着目して，静的・動的光散乱実験による研究を行っている．
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分子性液体における液体一液体相転移の研究

大学院学生栗田玲，教授田中脩［代表者］

単一原子または分子種からなる物質に 2つの液体状態が存在し，その間で一次相転移が起きるという液体・液体相

転移は，液体はユニークであるという直感に反するため，注目を集めていた．近年，我々は TriphenylPhosphitcとい

う有機液体において，初めて常温• 常圧下で液体・液体相転移を発見した．このことにより，多種多様な実験が可能
となり，その性質や起源を調べてきた．その結果，液体・液体相転移の臨界現象を発見することが出来た．これは密

度以外の秩序変数があることを意味しており，熱鼠測定の結果から液体中に存在する局所安定構造の数密度であるこ

とが示唆されたさらには，液体・液体相転移を用いた新しい実験手法により，その秩序変数がガラス転移現象と大

きく関係があることが示唆された．

コロイド系相分離の実空間解析

日本学術振興会外国人特別研究員 ROYALL,C. P., 教授田中脩［代表者］

大小異なるコロイド混合系における枯渇相互作用は，大きい粒子の周りの小さい粒子の配附エントロヒーに起因す

る純粋なエントロヒー起源の相互作用である．これらの系のダイナミクスを議論する際には，「小さなコロイドの局
所秩序化」，「液体の流れという自由度」などの因子を考慮することが不可欠であるが，これは，系を構成する複数の

要素と流体の運動との複雑な動的結合のため，極めて困難な動的多体問題と言える．そのため，その工学的• 生物学

的屯要性にもかかわらず，これらの系のダイナミクスは物理的には未踏の領域といっても過言ではない．本研究では，

可視化用コロイド粒子の合成技術と粒子の 3次元可視化，実時間粒子運動捕捉技術，超高速 3次元観察技術を融合す

ることでこれまで不可能であった，「コロイド混合系の臨界ダイナミクス・相分離ダイナミクスにおける個々の粒

子の運動レベルの1肖報に1店づく解明」を目指す．

マイクロ PIVによる微小液滴内流動の可視化計測

大学院学生木下睛之，教授大島まり［代表者］

微小液滴内部流動を可視化計測することのできる計測ツールとして，共焦点マイクロ PIVシステムを新たに開発・

構築した．このシステムを用いることで，液滴の任紘の深さ位置における鮮明な断面粒子画像を取得し，速度解析す

ることが可能である．このシステムでは，従来のマイクロ PIVシステムに比べて，およそ半分の大きさの被写界深度

を実現しているため，液滴内部の流動など， 3次元的で複雑な流れ場を詳細に調べるツールとして非常に有効である

ことが確認されているさらに実際にこのシステムを用いて，矩形のマイクロチャネル内を移動する微小液滴の内部
流動の計測を行った. I字型のマイクロチャネルを利用して，シリコーンオイルの辿続相中にグリセリン水溶液の液

滴を連続的に生成し，その内部流れを計測した．共焦点マイクロ PIVシステムの焦点位附を順に変えながら計測を繰

り返すことで，液滴内部の 3次元空間的な流速梢報を取得することができた．その結果から液滴内部の相対速度分布
を符出し，可視化することで，液滴内部の流動構造を明らかにすることに成功した．その結果，液滴内部には，チャ

ネル壁面の影孵や周囲の連続相の流れによって複雑な循環流が発生していることが祈たに分かった．また将来的に

は， ごの液滴内部の流れを積極的に活用することで，液滴の混合や化学反応といった流体操作をより効率的に行うこ
とのできる液滴デバイスを設計することができると期待される．

複断面粒子画像流速計を用いた界面活性剤の抵抗低減メカニズムの研究

日本学術振興会外国人特別研究員李鳳臣，教授大島まり［代表者］

高分fあるいは界面活性剤を付加することによって乱流の抵抗が軽減する現象は，かなり以前より知られていた．

この現象に関する研究は，実験的，理論的あるいは解析的に行われてきた．その結果，高分子や界面活性剤を加える

ことにより，流体が粘弾性の性質を持ち，乱流と相互作用することにより，乱流抵抗を軽減することが知られている．

しかし，まだ未知な部分が多く，例えば付加したものによって抵抗軽減が起こるメカニズム，ニュートン流体の晶

本的な現象に粘弾性が及ぼす影響や粘弾性流体の構成方程式，あるいはレオロジーの特性を計測する手法やマイクロ
スケールでの粘弾性流体の流れ等，わからない部分が多い，このような背景より，粒子圃像流速法 (ParticleImage 

Vclocimctry:PIV) による界面活性剤を含む粘弾性流れの可視化計測の実験を行った．

高分子アクチュエータの電気化学・カ学挙動の計算モデリングに関する研究

日本学術振眺会外国人特別研究員 KANG,S. -S. , 教授都井裕［代表者］

イオン導電性高分—f材料 (Nation, Flemionなど）によるアクチュエータ素子の電気化学・カ学連成挙動の有限要素

解析に関する研究を進めている．本年度は， Nationアクチュエータに対する逐次および統合モデリングについて検討
するとともに有限変形解析への拡張に着手した，また， Flcmionアクチュエータに対する晶本モデリングを確立した，

形状記憶合金デバイス設計のための計算力学システムの開発

日本学術振典会外国人特別研究員 LEE,J. -B. , 教授都井裕［代表者］

FSMAの磁気・超弾性変形，多孔質 SMAの超弾性挙動などを対象とした 3次元構成方程式を誘導し，これらを用

いた 2次元・ 3次元デバイスの磁場・超弾性およびマクロ・メソ連成挙動を対象とした有限要素解析法を確立すると
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ともに， SMA/FSMAデバイスの設計を支援するための汎用的な計算システムのプロトタイプを開発するごとを目的と

した研究を進めている．本年度は， SMAとFeを組み合わせた SMAコンホジットコイルばねおよびダイアフラムア
クチュエータの磁場・超弾性変形連成解析を実施した．

低温排熱をエネルギー源とした熱音響発電システムの開発

日本学術振典会特別研究員 l::.田祐樹，教授西尾茂文［代表者］

エネルギーの有効利用は我が国にとって極めて菫要な課題であるが，低温排熱についてはその有効利用を図る手だ

てが十分には開発されていない，当研究室では，低温排熱を動力化するシステムとして，ヒストンなどの固体摺動部

を廃した動力化装置即ちソフトエンジンを提案している，熱音響エンジンはソフトエンジンを具現する一つの候補で
ありその理論効率も提示はされているが，理論効率に近い具体的システムの提示が遅れている，本研究では，具体的

システムを提示し，ソフトエンジンの具現化を図ろうとしている，

二相自励振動型熱輸送管に関する数値解析

日本学術振興会外国人特別研究員 WANG,S. -F. , 教授西尾茂文［代表者］

二相自励振動型熱輸送管 (SEMOS ヒートハイフ）は，細径化，フレキシプル化などに適した新しい熱輸送デバイ

スである．当研究室では，本ヒートハイプに関する性能実験，作動原理に関する可視化実験などを行ってきたが，性

能に影響するハラメータが多く，設計指針を与えるためには数値解析による検討が必要となった，本研究では，本

ヒートハイフ内の流動をモデル化し，熱輸送特性を計筒する数値解析法の検討を行っている，

統計力学と数理工学との融合及びその応用に関する研究

大学院学生盟泉太郎，教授合原一詣［代表者］

本研究では1肖報伝達効率の最大化原理より理論的に，視党野の方位選択性および眼優位性を再現する目的で導入さ
れた 8ienenstoek-Cooper-M unro則（以下 BCM則）が導かれることを示したさらに従来の BCM則が神経細胞の発火

率に対して定式化されていたのに対し，今回，情報伝達効率の最大化原理から導かれた学習則はスハイク時刻依存性

をもち， BCM則の一般化となっている．従って，今回導かれた学習則はシナフス前細胞の発火率の相関ばかりでな

く，スハイク相関に関しても鋭敏である．特に生体内，発達期を想定した高ノイズ状況において，情報伝達州の最遥

化から導出された学習則に対するスハイク時刻依存性の可塑性の効果を調べたところ，生理実験から得られたものと
定性的に同様の効果が得られることが分かった．

樹状突起における非線形な入力加算を考慮した大脳皮質の神経回路モデルの研究

日本学術振典会特別研究員森田賢治，教授合原一jf-[代表者］

皮質の神経回路網の動的特性を調べるため，枯礎となる単一細胞レベルでの細胞間相互作用の性質について，およ

び，回路網全体としての振る舞いについての二つの階府において，数理モデルを用いた解析を行っている．具体的に

は，単一細胞レベルに関しては，特に近年注目を集めている神経伝達物質 GABAの受容体チャネルの平衡電位の値(})

違いによって GABAの作用特性がどのように変わるかを， 2次元の数理モデルを用いて解析し，錘体細胞が，興術性

と脱分極性 GABA性という 2種類の周期的入力を受けるような場合，適当な条件下においては， 2種類の周期入力の

位相差が，神経細胞の時間平均発火率，ないし同種の入力を受ける多数の独立な神経細胞の集団平均発火率のなめら
かな両方向性の変化（増加および減少）に変換されることなどを示した，一方，回路網レベルでは，樹状突起上での

非線形な相互作用を区分線形関数で近似した数理モデルを構築し，神経細胞あたりの樹状突起の数が多い極限におけ

る漸近的表式を得た上で，その分岐解析および数値的解析を行い，樹状突起上の非線形性が多重安定状態をもたらす

可能性を指摘した

特異点を持つ学習モデルの性能の解明および工学的応用による生体情報処理原理の解明

大学院学生冨岡亮太，教授合原一弗［代表者］

本研究は，複雑な階層性，対称性を有する実世界で使われる学習システムの挙動の数理的な理解を目的としている．

現在，脳波データのオンライン識別のための時空間フィルタ最遥化法を研究している．このようなデータの前処理は
実際にはあらゆる学習システムに必要であり，前処理も含めた統一的な学習システムの挙動の理解を目指している．

半導体量子ドット・フォトニック結晶と MEMSの融合による新素子開発

日本学術振興会外国人特別研究員 GUIMARD,D., 教授流川泰彦［代表者］
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単一分子デバイスの作製とテラヘルツ電磁波を用いたその伝導ダイナミクスの解明

大学院学生梅野顕憲，教授平川一彦［代表者］

本研究は，分子ひとつを機能単位とする単分子素子の実現とその電気伝導ダイナミクスの解明を目的として，その

基盤となる間隔 1ナノメートル程度の極微小電極対の精密作製技術確立を行うものである．本年度の主な成果は，試

料のほぼ全てを極微小電極対に加工する精密作製手法を実現したこと，作製過程の詳細なその場観察に成功したこ
と，その定量的な考察からナノ物性に基づいた一般的な精密作製思想を提唱したこと，の 3点である．

半導体超格子中の電子波束運動とサブバンド間遷移によるテラヘルツ利得の解明と制御

日本学術振興会特別研究員腑沼毅也，教授平川一彦［代表者］

本研究は，半導体超格子における電子波束のプロッホ振動による利得の物理的理解と制御を目的とし，超格子の設

計•作製とテラヘルツ時間分解分光法による放射波形の計測を行うものである．本年度の主な成果は， GaAs/AIAs 超
格子におけるプロッホ振動電子の位相緩和時間の強い井戸幅依存性を観測し，主要な散乱機構を界面ラフネス散乱と

特定したことである．これは，超格子構造のエ夫により，利得に重要な位相緩和時間を幅広く制御できる可能性を示
している．

ナノスケール MOSFET中の量子効果と高性能デバイスヘの応用に関する研究

大学院学生筒井元，教授平本俊郎［代表者］

本研究は， MOSFETの電気特性に現れる量子効果の影響を実験により実証し，これらの効果により MOSFETの性
能向上を目指すことを目的とする．本年度は， (110)基板上に極めて薄い SOIpMOSFETを試作し，室温における正

孔移動度が SOIII如厚 3. 5nm程度で大幅に上昇することを世界で初めて見いだした．これは屈子効果によりフォノン

散乱が抑制されたためである．一方，同じく (II0)面基板上に極めて薄い SOInMOSFETを試作し，ダプルゲート動

作においては電子移動度も膜厚が極めて薄い領域で上昇することを見いだした．また，これらを組み合わせて CMOS

回路を構成するには， (100)面晶板上に <110>方向に FinFET型の MOSFETを形成することが望ましいことを示した．
これらの成果は 2005年 6月の VLSITechnology Symposiumと2005年 12月の InternationalElectron Devices Meetingで

発表を行った．

磁気力顕微鏡を利用した局所電流計測

大学院学生オ田大輔，助教授高橋琢二［代表者］

空間知能化による移動ロボットの知的制御に関する研究

助教授橋本秀紀［代表者］，外国人特別研究員 PODRZAJPrimoz 

当研究室が有する視詑および超音波センサが多数配置され知能化された空間（インテリジェント・スベース）内を
移動するロボットの制御に関して研究を行う．本研究では，対象となる移動ロボットに三自由度の動きを有する視党

センサを搭載し，そのセンサを介して移動ロボット周囲の状況を把握し，かつ，移動対象物（人など）を認識する

ローカルセンシングを行うまた，空間全体の状況を把握する（グローバルセンシング）インテリジェント・スペー
スと協調し，目的地へ到達するための経路計画を行う．このローカルセンシングとグローバルセンシングを融合させ

て，人間などの移動対象物に衝突することなく，又障害物を回避しながら追尾する移動ロボットの制御系を実現する．

PLO法による高品質 lnGaN及び lnAINの低温エピタキシャル成長

日本学術振興会外国人特別研究員 LI, G., 教授藤岡洋［代表者］

これまで反応性が高すぎて利用できなかった酸化物枯板上に低温で高品質族窒化物薄膜を実現する．

族窒化物半導体及び酸化亜鉛単結晶を接合した高輝度発行素子の開発

大学院学生小林篤，教授藤岡洋［代表者］

酸化i[fi.鉛単結晶Kに低温で族窒化物を成長し急峻なヘテロ界面を実現することによって高輝度発行素子の開発する．

一般応力経路における未固結地盤材料の粘性の実験的研究とモデル化

日本学術振興会外国人特別研究員 DUTTINE,A. G., 教授古関潤一［代表者］

未固結地盤材料として粒度分布のそろった自然砂と人工粒状体（酸化アルミニウム）の定圧直接せん断試験を行い，

せん断速度をステッフ状に急速に変化させた場合の粘性挙動を測定した．その結果，地盤材料の粒子形状に応じて粘

性特性が異なり，さらにその特性がヒーク強度の発揮前後で変化することを明らかにした．
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20世紀モンゴル・ウランバートルの都市形成史

日本学術振興会外国人特別研究員 BAO,M., 教授藤森照信［代表者］

潜在的な経年劣化リスクを反映した鉄筋コンクリート構造の竣工後早期品質同定システム

日本学術振興会外国人特別研究員 PHAN,Q. H., 助教授岸利治［代表者］

コンクリート構造物の施工において，打設時に取得したコンクリートサンプルを用いて圧縮強度の確認は行われる

が，テストピースは施工の影響を反映しておらず，また，強度は長期性能を保証するものではない．そこで，施工後

に構造物表面のコンクリートの品質を確認する技術と，コンクリート表面の品質を踏まえて構造物の耐久性能を検証
するシステムの調査・研究・整備を行う．

高速多重極境界要素法に基づく波動的大規模音響数値予測手法の開発

日本学術振興会特別研究員安田洋介，助教授坂本帆-[代表者］

酵素反応を用いた多重情報取得バイオシステムの開発

日本学術振典会特別研究員野津英男，助教授立間徹［代表者］

複数の酵素を組み合わせたり，複数のトランスデューサを組み合わせることにより，多重情報（化学種の種類とそ

の誤度，あるいは複数の化学種の濃度）が得られるバイオセンシングシステムを開発する．

光触媒の非接触酸化反応における機構解明の検討

大学院学生久保若奈，助教授立nu徹［代表者］

光触媒から離れた有機・無機基質を酸化する，非接触酸化反応の機構について解明する．

酸化チタン一金属ナノ粒子系材料が示す多色フォトクロミック現象の解明及びその応用

大学院学生松原 助教授立間徹［代表者］

酸化チタンー銀ナノ粒子系などで見られる多色フォトクロミック現象の機構について，とくに金属ナノ粒子の形態

変化を中心に解明し，応用を図る．

大規模 IPストレージエリアネットワークの解析と性能向上に関する研究

日本学術振典会特別研究員山口実靖，教授喜連川優［代表者］

大規模 IPストレージエリアネットワークの解析システムの構築とそれによる性能向上を目標に研究を行っている．

提案システムを実際に IPストレージエリアネットワークに適用したところ 60倍の性能向上が実現されその有効性が
確認された

自律的負荷分散機能を有するデペンダプルな GRID・P2P構築の為の基盤技術

日本学術振興会外国人特別研究員 MONDAL,A., 教授喜連川優［代表者］

GRIDや P2Pといった地理的に情報が分散しているシステムにおいて，頻度の高いクエリに対するレスポンス性能

を向上させるため，スケーラプルな負荷分散手法および・検索アルゴリズムを研究する．

パンチルト型プロジェクタに関する理論的解析と応用

日本学術振興会外国人特別研究員 ASHDOWN,M. S., 助教授佐藤洋一［代表者］

プロジェクタによる映像投影の高画質化を目的とした光学的補正手法を開発する人間の視覚特性にもとづいて設

計された補正アルゴリズムを新たに開発することにより，強い環境光の下，不均ーな反射特性を持つ被投影へ投影す

るといった困難な条件下においても，高いコントラストを保った高品質な画像投影を可能とする．
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先端的細胞・組織構築のための 3次元マイクロ構造の製作に関する研究

日本学術振興会外国人特別研究員 PROVIN, C., 助教授藤井輝夫［代表者］，助教授酒井康行，

助教授白樫了，助手高野清

マイクロ流体デバイスを用いて細胞培義を行えば，従来のディッシュやボトルを用いる方法と異なって，細胞接着

面積を大きくとることができるだけでなく，能動的に培接液を潅流することによって，生体内の環境に近い条件で培

雅を行うことが可能である．このような利点を活かし，本研究では主としてステレオリソグラフィ法を用いた 3次

元マイクロ構造の製作について重点的な検討を行った．

バイオ細胞からの電気・光学的信号を検出するためのマイクロデバイス

日本学術振興会外国人特別研究員 LENNON,E., 助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本

助教授酒井康行，研究員 (CNRS)Vincent Senez 

本研究では，微小流路の近傍に同様のサイズの電極構造を集積化し，交流電界を加えることによって，細胞一つ

つについて，その電気的な特性（主としてインヒーダンス）を計測することを可能とするようなマイクロ流体デバイ

スの開発を行った．

バイオ観測用ナノ・マイクロデバイスの製作と評価

日本学術振興会外国人特別研究員 MORIN,F. 0., 教授藤田博之［代表者］

励振とトンネル検出用のナノ位置決めアクチュエータを組み込んだ RFナノ電気機械システム

日本学術振興会外国人特別研究員 AGACHE,V., 教授藤田博之［代表者］

AFMによる単原子質量計測と原子同定

日本学術振興会外国人特別研究員 ROSE,F., 教授川勝英樹［代表者］

ボトムアップ方式とトップダウン方式の両アプローチによるマイクロ・ナノ表面局部成形の研究

日本学術振興会外国人特別研究員 BLECH,V., 助教授金範竣［代表者］

MEMS技術を用いた一分子・生体単一細胞の評価デバイスの製作と医用応用

H本学術振興会外国人特別研究員趙永学，助教授金範竣［代表者］

マイクロ流体構造の上に製作した機能的マイクロ構成要素を用いて複雑な化学と生物学上の分析を行なうことが

できる総合システムの開発を行う．

1分子操作による Fl-ATPaseの回転メカニズムの解明

日本学術振典会特別研究員原陽子，助教授竹内昌治［代表者］

マイクロ・ナノメカニカルシステムの高周波デバイス応用

日本学術振興会外国人特別研究員 SUN,IV, 助教授年吉洋［代表者］

ミクロンサイズの微小な機械振動子をシリコンマイクロマシニングによって製作し，その機械的共振特性を高周波

用のバンドハスフィルタに応用することを検討している．特に，微小振動子の振動検出方法として，真空への電子の

，，且界放出現象を利用していることが特色である．
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都市化地域の地下施設の経常的安全性確保のための総合評価プログラムの開発

日本学術振典会外国人特別研究員 BOBYLEV,N. G., 教授目黒公郎［代表者］

本研究は，いくつかの都市化地域の地下のインフラの調査と検証によって，将来の都市開発に有益な方向性を見出

すことにある．具体的には SEA〔戦略的環境アセスメント〕を用いて，地下施設のハフォーマンス，開発傾向，多重

性危機に対する脆弱性，安全性の問題点を探ることにより，既存施設の問題を過是正し，持続可能で安全な都市計画
の立案に貢献する．研究結果は，都市化地域の地下施設改善のための戦略的マネジメント，再開発に利用でき，さら

に都市開発政策に携わる研究者，政府，非政府機関などに有益な情報を与えると考えられる．

イランの既存不適格建物の耐震補強法を推進するための技術的・制度的システムの開発

日本学術振典会外国人特別研究員 NASROLLAHZADEIINE SHEL I, K. , 教授目黒公郎［代表者］

本研究は，地震のたびに多数の死傷者を出し続けているイランの耐震性の低い既存の組積追建物を，現地で対応可

能な技術と入手可能な材料を用いて，しかも安く耐震補強できる手法を開発するとともにそのような技術を用いた

耐震補強を広く普及させる制度的システムを提案するものである．

森林管理計画策定のための年間蒸発散量推定モデルの構築

日本学術振興会特別研究員小松光，助教授沖大幹［代火者］

気象条件と森林の特性（広葉樹／針葉樹，業面積指数，樹高など）を入力して，森林からの年間蒸発散量を推定す
るモデルを作成する

他の交通機関との相互干渉を考慮した動的な歩行者交通流モデルの作成

大学院学生浅野美帆［代表者］，教授桑原雅）ミ

歩行者へのアクセシビリティ促進への関心が近年高まっているものの，そのための施策の評価は施設設ji'i:U){i無．

移動距離の改善などの静的な分析にとどまっており，混雑を考慮した動的な交通流評価が必吸である．既存の歩行者

流動モデルでは経路選択行動を内生しないためモデルの使用者によって結果が大きく異なりうる、歩行者iji独で完

結したモデルのためトリッフ全体との整合性がとれない等の問題がある．本研究では，交通弱者を含む歩行者属性に

応じた歩行者の目的地・経路選択行動と歩行挙動を測定・モデル化し，交通結節点における流動評価と，疵換時にお
ける歩行者の移動コスト評価ツールとしてのシミュレーションモデルを作成する

量子多体系におけるエネルギー準位交差現象の解析的・数値的研究

日本学術振興会特別研究員西野晃徳［代表者］，助教授羽田野直道

超可柏分カイラルホッツ (SCP)模型に見られるイジング的なスペクトルと，それと可換な xxz型スヒン鎖のエネ

ルギー縮退の対応について研究しました．この xxz型スヒン鎖がある部分空間でループ代数 L (s1_2)の対称性を持

つことを見出し， Drinfcld多項式の計算から，この L(s1_2)対称性による縮退空間が SCPのイジング的スペクトルを

与える部分空間と同じ次元を持つことを示しました

三次元形状データを用いた文化財の復元

大学院学生増田智仁，教授池内克史［代表者］

本研究では無数のセグメントとして存在する文化財の復元のシミュレーションを，コンヒュータグラフィックス

上でジグソーハズルのように行う手法を開発したいと考えている．このようなジグソーバズルを行う足掛かりとし
て，三次元データの位骰合わせに関する先行研究を調査し，目的に最適な位岡合わせアルゴリズムの設計を行う．次

に，セグメント間の類似度を定量的に評価し，対応関係をとる手法を考える．これらのアルゴリズムを統合して，復
元シミュレーションのためのシステムを構築する．実験にあたって文化財の三次元計測を行い，データを準備し，こ

れらを用いてシステムの有効性を示す．

車載センサによる広域三次元空間モデルの構築と文化遺産空間のディジタル化

大学院学生小野晋太郎，教授池内克史［代表者］

コンヒュータビジョンの分野では実空間のオブジェクトを現実感高くモデル化する研究が盛んに行われている．

本研究では都市空間のように広域にわたる実空間を対象とした現実感の高い三次元インタラクティブモデルを効率

的に生成する手法を提案し， ITSや文化遺産の保護に役立てることを目指す．これまでに提案してきた車両に積載し
た水平ラインレンジセンサを用いて外部の装置を利用せずに車両の挙動を推定する手法を利用して，どの精度まで対

象空間を正確に復元できるかを評価するとともに，その手法から得られる時空間距離画像の幾何的特性を解析する．

映像情報の統合を行い，テクスチャモデルの作成を試みる．文化遺産空間のデジタル保存や ITSアフリケーションの

開発を行うことで対外的にわかりやすく，インハクトの高い成果を創出する．
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偏光解析に基づく透明物体の 3次元形状・屈折率．吸収係数の計測技術の開発

日本学術振興会特別研究員宮崎大輔，教授池内克史［代表者］

本研究では，透明物体の 3次元形状と屈折率，吸収係数（色を表すハラメータ）をリアルタイムで計測する手法を

開発する．物体を観測したとき，手前に見える面を表面，奥を向いている面を裏面と呼ぶ．本研究では，まず，透明
物体の表面形状と裏面形状を同時に算出する手法を開発する．これは，計測した偏光データと計算した偏光データと
の差を減らすように形状を修正していくような反復計算により実現できる．このとき偏光データの計算には，偏光

を扱えるように改良したレイトレーシング法を用いる．光が半透明物体内部を通過するとき進んだ光路長にした

がって光は吸収されるが，光が吸収される度合いを吸収係数と呼ぶ.RとGとBそれぞれの吸収係数で半透明物体の

色を表現できる．対象物体を複数の方向から観測するための回転装置を開発し，それによって得られた複数の偏光

データから，半透明物体の 3次元形状と屈折率，吸収係数を同時に推定する手法を開発する．

3次動画像列からの 3次元幾何情報と光学情報の取得と物体認識への応用

大学院学生阪野貴彦，教授池内克史［代表者］

巨大文化追産のデジタル保存に関する研究をおこなっている．巨大文化遺産の計測では安全面から重機などの使用
ができないことが多いため，形状計測機器をバルーンに搭載したセンサが必要となる．このような浮遊型のセンサで

は形状計測に要する僅かな時間内でもバルーンが回転，移動するために結果として歪んだ形状データが得られてし

まう．この問題に対処するため，バルーンにビデオカメラを一緒に搭載し，動画像からの見えを利用して現在位置を

計算することにより歪んだ形状データに補正を加える．さらにこのとき画像フレーム間での対応点関係を抽出す

るのに，「見え」を利用した認識アルゴリズムを組み込むことで，他研究は一部手動入力をおこなっているのに対し，
本研究では計測から形状復元までを全て自動化する．

ロボットによる物体操作のための視触覚処理に関する研究

日本学術振興会特別研究員 Boukraa,M., 教授池内克史［代表者］

1枚の 2次元画像から 3次元物体を認識する手法の開発を行った．本手法の特徴は，物体の 3次元モデルを視点や

照明条件に依存しない不偏贔によって記述し，またこれを用いて物体認識を行う点である．不偏量には幾何不偏鼠で

ある射影不偏屈と光学不偏鼠であるアフィンハッチを組み合わせて使用し，頑健な物体認識を可能にした．本手法の
課題は，データベースが膨大になってしまうことに起因する計算効率が悪い点の改善と，画像ノイズや射影幾何に起
因する誤差の影響の低減である．

4. 若手研究 (A)

細胞とリポソームの電場制御融合による耐凍結•乾燥性糖類の細胞膜輸送促進

助教授白樫了

細胞の凍結あるいは凍結乾燥保存に必要な耐凍結• 乾燥性糖類を大鼠に細胞内に輸送する手法の開発に関する研

究．細胞• リホソームの電気特性の測定に基づき，同糖類を内包した巨大リホソームを高効率で作製し，電気融合な
どの方法を用いて対象細胞内に糖類を送り込むフロセスの設計法を開発する．

ひび割れ進展の能動的制御による RC部材の新しいせん断抵抗機構の実用化に関する研究

助教授岸利治

鉄筋コンクリート部材内に形状加工を施した板状装附（面材）を埋め込むことにより，貰通斜めせん断ひび割れの

発生を制御する．このせん断耐荷機構の解明を目指すと共に，最適諸元や適用性について検討する．また，設計に用
いるせん断耐｝］評価式および数値解析評価方法の確立を目指す．

チタンの新しい製造プロセスの開発

助教授岡部徹

本研究は，金属熱還元反応における電気化学的な反応を利用してチタンを還元する新しい製錬法の開発を目的とす

る．具体的には，原料と還元剤を直接接触させず，還元剤が放出する電子を利用して溶融塩中でチタンを還元し，高
純度のチタンを製造する新しい還元フロセスの開発を目指す．

流体・伝熱• 構造連成解析による都市建物火災拡大・有害物質輸送メカニズムの解明

助手黄弘［代表者］，教授加藤信介，助教授大岡龍三，技術専門職員高橋岳生

流体・伝熱• 構造連成解析を用いて，燃焼反応，熱放射，熱対流，火の粉，接炎，風の変化，建物崩壊を融合し，

室内外連成させた都市火災拡大と有害物質輸送予測手法を開発し，その物理的メカニズムを解明することを目的とす
る．風洞実験により，都市街区での火災フルームの影響範囲等について詳細に検討した．
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5. 若手研究 (B)

火山砕屑物の推積する斜面の地霙時高速土砂流動への合理的防災対策法の提案

助手 JorgenJohansson[代表者］

斜面崩壊はその移動速度や到達距離の推定が防災対策上きわめて重要である．一方で自然斜面は降雨や植生の影響
を受けているため，サンプル採取とそれらの試験だけで全体の崩壊の状況を推定することはきわめて困難である．研

究代表者および分担者は自然斜面の崩壊そのものを大きな地盤実験と見て，現場で得られる地形変状に隠された工学

的指標を読み解く方法を提案する．

流体粒子ダイナミクス法を用いた荷電コロイド分散系の研究

助手院木武昭［代表者］

我々は，これまで固体であるコロイド粒子を周りの液体よりも高い粘性率を持つ変形しない液体粒子として記述

し，粒子間の流体相互作用を効率よく取り入れることができる新しい計算手法（流体粒子ダイナミクス法）を開発し，

コロイド分散系の凝集過程などに関する研究を行ってきた．本研究の目的は，この手法の特徴の一つである拡張性を
利用し，電解質コロイド多粒子系の挙動を調べることにある．荷電コロイド分散系に電場を印加すると粒子はその方

向に移動することはよく知られている． しかしながら，多くの粒子を含む系では，粒子間の流体力学的相互作用が重

要になり巨視的に流れが生じるため，その振る舞いを正確に予測することは難しい．さらに，荷電コロイド系は，単

に粒子間に斥力相互作用が働くだけでなく，分散媒中のイオン分布も粒子間相互作用に影響を及ぼす．こうした現象

に対して数値シミュレーションを用い，より定量的レベルでの物理的振る舞いの解明および非平衡熱力学的観点から
系のダイナミクスを支配するモデルの構築に努めたい．また，単に 2つの粒子間に働く相互作用に関しても，イオン

分布の揺らぎや流体相互作用によって， Poisson-Boltzmann方程式などの平均場理論では記述することができないよう

な挙動を示すことが報告されている．この問題についても，イオン分布や流体の熱的揺らぎを取り入れた数値シミュ

レーションを行い，その物理的起源を明らかにしたい．

細胞が混在したマイクロ流れを模擬したリポゾーム固液混相流の可視化計測

技術職員大石正道［代表者］

リホゾームがマイクロ流体デバイス内を流れる「固液混相流」を，マイクロ PIV・共焦点マイクロ PIV(PIV: Particle 

Image V clocimetry) ())二つの手法を用いて，可視化し計測することで，生体細胞を含むバイオ混相流の流動解析への
足掛かりとすることを目的とする．具体的には，固相（リポゾーム）の挙動を PTV(Particle Tracking Velocimetry)で

追跡し，そのときの液相の流動も PIVで「同時計測」する．とくに，固相同士，固相と液相，固相と壁面の相互作用

をこれらの手法で明らかにする．これらの相互作用は，生体細胞を含む固液混相流での，細胞の変形（例えば赤血球

の変形能），細胞同士の凝集，壁面への付将（例えば細胞培義では非常に重要な現象である），といった特異なふるま

いを解明するカギとなるはずである．

物理的再構成可能な SiPを実現する電源と信号のミクロン距離無線伝送

助手川口博［代表者］

表面に微小なハッドを配置した 2枚のチッフを対向させ，ハッド間の容屈結合を用いて低電力高速チッフ間イン

ターフェイスを実現したこのインターフェイスは入出力を高密度に配骰可能なため，高速のデータ転送への応用が
期待される．信号の伝送に加え，誘導結合方式を用いたチップ間無線電源伝送にも挑戦している．

量子ナノ構造中のサブバンド間遷移を利用したテラヘルツ領域光デバイスに関する研究

助手圃根徳彦［代表者］

半導体恨子ナノ構造中のサブバンド間遷移は，周波数としてみるとテラヘルツ領域にあたり，発振器・増幅器応用

が期待される．そこで，サブバンド間遷移の物理の解明とデバイス応用を本研究の目的とし，超格子構造中ブロッホ
振動の超高速キャリアダイナミクス解明とテラヘルツ帯量子カスケードレーザの開発を行っている．本年度は， (1)

半導体超格子中ミニバンド間ジナートンネル効果のブロッホ振動とテラヘルツゲインヘの影響を考察し，ジナートン
ネル効果を用いると高電界ドメインを回避しつつ利得を実現できる可能性を示した．また， (2)phonon-depopulation 

型量子カスケード構造を用いることにより国内初のテラヘルツ帯レーザ発振（ヒーク周波数 -3.4 THz) を得るこ

とができた

部分放電モデルの数理的解析

助教授鈴木秀乎

本研究は，部分放電モデルの性質を数理的に解析することによって，これまで部分放電研究で手薄となっていた部

分放電モデルの数理的研究の基礎を確立しようとするものである．
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SiC基板上への高品質 lnGaN混晶の低温エピタキシャル成長

助手太田実雄，教授藤岡洋［代表者］

単結晶炭化珪素基板上に高品質 InGaN混晶を低温でエヒタキシャル成長させる．

限定空間において超高選択的な触媒反応を実現するナノスペースマテリアルの創製

助教授小倉賢

貴金属の溶解速度の電気化学測定

助手三宅正男［代表者］

生体モータ分子構造変化の可視化を目指すシリコンナノ構造と分子の特異的結合技術

助手 TixierAgnes[代表者］

地表面過程を組み込んだ水の安定同位体輸送循環モデルの開発

助手芳村圭［代表者］

全球大気同位体輸送循環モデルに地表面と悔面からの蒸発時の同位体物理過程を組み込み，地球上での水循環• 輸

送過程の詳細をより定械的に解明する．

ライスリファイナリーの構築を目指した籾殻の高温高圧水反応分離プロセス

客員助教授望月和博

ハイパー・フレキシブルメカニズムによる安全• 安心化技術の実現

助教授鈴木高宏

本研究では，ひも等のような非常に柔らかい要素から構成される，実用的なロボットシステムを考え，その制御法

について研究を行い，実験装骰の開発によりその有効性を検証する．具体的には，上述のような，ローフやワイヤー，

またはファイバーのような超柔軟要素によるマニヒュレータアームを持つシステムを考え，特に災害救助での作業

や，医療分野における低侵艇手術への適用において必要とされるタスクを実現する制御法の開発を行う．同時に，超

柔軟要素を持つ系に一般に適用できる制御手法についての研究を行い，上記以外にも考えられる応用システムの提案

を行っていく．

路上駐車の適切な管理方策に関する研究

助手田中伸治［代表者］

本研究では路上駐車の役割を認めた上で，路上駐車を取り締まるべき場合と許容できる場合を明らかにした，メリ

ハリのある駐巾管理方策を提示することを目的とする．

水熱炭化処理によるメタン発酵残流の高度利用技術の開発

寄付講座教員佐藤伸明［代表者］

マイクロメカトロニクス技術を利用した機能性フォトニック結晶素子の研究（継続）

講師岩本敏

MEMS・NEMSを利用してフォトニック結晶素子の機能制御を実現することを目的とする．
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6. 学術創成研究費

ソフトマター：多自由度・階層系の協同的機能発現の新しい基本原理

教授田中惰

高分子・液晶・コロイドに代表されるソフトマターの最大の特徴は，その幾重にもわたる階層的な構造にある．ま
た，一見単純に見える水などの液体もある種の階層構造を内包することが最近の研究から明らかになりつつある．こ

のような階層間の複雑な関わりが，生体物質に代表されるソフトマターの示す機能の協同的な発現の仕方と深く関

わっていることが予想される．しかし残念ながら，液体成分を介した階層間の動的結合，例えば，液体成分の流れが

階層間にどのような結合をもたらすか，液体自身の階層性がソフトマターの性質にどのように関わっているかといっ

た問題は，これまで殆ど研究されてこなかった．本研究ではこれらの問題に注目し，ソフトマター，ひいては生物の
多様な機能の発現の基本的な原理に迫ることを目指す．

深海知能ロボットの開発研究

教授浦環［代表者］，教授浅田昭，教授（東大）蒲生俊敬，教授（東北大）藤本拇巳，

助教授藤井輝夫，主任研究官（産業技術総合研究所）中村光一，助手（京大）岡村慶，
助手能勢義昭，学術研究支援員杉松治美

2001年度から 5年計画で，大型母船を必要とせず，特定の技術者ではなく観測する科学者自身が展開でき， 4,OOOm 

級大深度を航行可能な，高度に知能化された信頻性の高い自律型悔中ロポットを開発し，これをマリアナ悔域などの

熱帯地帯に展開し観測するフロジェクトを開始した．開発した深海知能ロボット r2D4をプラットフォームとして用
いて熱水地帯を連続潜航し，諸現象を観測する新たな観測システムを構築，その成果を工学にフィードバックするこ

とが目的である最終年度となる 2005年 8月には，熱水鉱床発見のために伊豆小笠原悔域の明神礁カルデラに潜航．

r2D4はカルデラ底の水深 I,100mからカルデラ縁水深 500mの間を測線に沿って往復し，搭載するマンガンイオン分

析装置の計測データによりカルデラ内に熱水活動がある確証を得，中央火口丘の北西斜面の形をインターフェロメト

リソナーにより詳細に観測した．今回の明神礁潜航は，先行する R-OneRobotにより 1999年と 2000年に潜航を試み

たが，海況が悪く，虚しく帰ってきた事へのリターンマッチでもあり， r2D4のような無人機が多様で複雑な悔域の観
測に有効なことを示したもので，今後の悔洋観測における無人機の活躍の可能性の拡大を示唆している．本学術創成

研究による研究期間は今年度で終了するが，持続的悔洋観測システムとしての AUVの本格的活動はこれからであり，

r2D4は来年度以降もマリアナ悔域やインド洋での観測潜航を予定しており，深悔ロボットの一層の活躍と研究の展開
が期待される．

7. 特定領域研究

超高真空対応超音波モータの高度化に関する研究

助教授新野俊樹

高機能で微細な表面構造の観察• 加工へのニーズが高まるとともに， 10-8Paオーダの超高真空環境の重要性が高

まっている．本研究では，このような環境下で大気中と同等の高機能なメカトロニクスを実現するために，超高貞空
環境下でも利用可能な放出ガスの少ない超音波モータの研究開発を行っている．これまでに， 5.5x 10-8Paの超高真空

を維持したまま利用できることが確認できているが，寿命が 130時間と短いことに問題があった本研究では寿命の

延長や使い勝手の向上を目指しており，寿命を従来の 2倍以上に延ばすことに成功している．

異種情報の時空間コーディングと統合的処理に関する非線形システム論的研究

教授合原一幸［代表者］，助教授鈴木秀幸

本研究は，機能的脳研究と生理学的脳研究の間の橋渡しとなる情報コーディング理論を提供することで，「脳の高
次機能システム」研究の理論的基盤の構築を目指すものである．「脳の高次機能学」の研究対象である脳内の様々な

情報統合プロセスを，非線形ダイナミクスの観点から数理モデルの形で一般化することで，脳の情報統合処理のシス

テム的理解を可能にすることを目的とする．本研究の特色は，多様な異種情報の統合のメカニズムに関する非線形シ

ステム論的理解という研究アフローチである．デュアルコーディング仮説をベースとして，様々な異種情報コーディ

ングと統合に関する理論的解明を試みる．本年度は特に，脱分極性 GABAA入力， STOP特性，発火率のエルゴード
理論などに注目して研究している．

情報セキュリティ基盤に起因するリスクを管理するための情報経済工学的研究

助教授松補幹太

証券取引所で発生した情報システムの問題では，損失分担が焦点となった．キャッシュカードに関わる犯罪対策で

は，補償額などが争点となった．情報セキュリティ問題に関して，経済学的アフローチなくして安心感は得られない．

本研究では，本特定領域の公募概要に掲げられている「安心して生活できる情報環境」に貢献すべく，情報セキュリ
ティと経済学の融合分野を研究した．とくに，情報セキュリティ晶盤を 3つの局面に分けて考え，理論やデータで検

証可能な研究課題に取り組んだ．具体的には，研究開発基盤の文献計量分析，情報セキュリティ投資の最適性分析(})

115 



VI. 研究および発表論文

それぞれにおいて，世界初の実証研究に成功したまた，鍵基盤の信用リスクを管理するホータルサイトの可用性を
高める要素技術を開発した．

カルコゲニド架橋遷移金属クラスター錯体の構築

教授溝部裕司

硫黄により架橋された同種または異種の遷移金屈を含むクラスター構造は，生体内の金属タンハク・金属酵素の，
そして工業的には水素化脱硫触媒の活性部位に存在し，各種反応を効率的に促進するための鍵となる役割を果たして
いる．本研究では，様々な遷移金属を使いながら，目的とする組成と構造を有する，硫黄または同族のセレン，テル
ルにより架橋された遷移金属多核骨格を自在に構築する，高収率反応経路を開発することを目的とする．

国家的大規模プロジェクトにおけるける技術融合メカニズム

教授野城智也［代表者］，教授藤森照信，助手西本賢—

日本の戦後の技術の相当多数はプロジェクトのなかから生まれてきた．プロジェクトという有期の臨時組織のなか
で，異なる企業・組織に属する，異なる技能・技術を持った技術者たちが協調的に働き，複雑かつ変動する要求条件
に対する技術的解答を生み出してきたその生み出された技術的解答は，その後，類似のプロジェクトでも応用され
て展開し，やがて，我が国の技術水準を高めていった．本研究は，このような経緯を踏まえ，国家的な大規模プロ
ジェクトに着目して，プロジェクトにおいて技術融合が生起していくメカニズムについて以下の点を明らかにするこ
とを目的にする. I大規模プロジェクトにおける技術融合フロセス 2技術融合を促進及び阻害する構造的要因 3大規
模フロジェクトで創造された技術の水平展開・移転プロセス 4水平展開を促進及び阻害する構造的要因

気相中における光触媒反応の機構解明と新規応用法の開発

助教授立間徹［代表者］，助手高田主岳

気相中における光触媒反応フロセスの未解明な部分を明らかにし，より新しい光エネルギー変換プロセスヘの応
用・展開をめざす．光触媒の非接触酸化反応の機構解明，光触媒と固体酸化還元物質との電子およびイオン授受の機

構解明など．

情報爆発時代に向けた新しい IT基盤技術の研究

教授喜連川優

本研究では，情報源の中でも最も増加率の高いウェプ俯報源に対して定屈的評価晶盤を構築することを目的とす
る．即ち， 1行報獲得に関して種々の研究が過去なされてきたものの，ウェプでは刻々とコンテンツが変化することか

ら，例えば，現行のサーチエンジンと比べより良い結果が得られていることを再現性のある形で定鼠的に示すことは
不可能であった．学間としての進歩を劇的に改善すべく本特定研究では，各種手法の有効性を定量的かつ再現性を持
たせた形で評価するフラットフォームを構築する．

ウェブマイニングの為のウェブウェアハウス構築に関する研究

教授喜連川優

本研究では更なる新しいサービスを模索すべく，その第一歩として WEBコンテンツを柔軟に操作可能とする強力
なフラットフォームを構築することを目的とする．サーチェンジン企業はクロールしたページ群をインデクスを抽出

した後に痰却しているが，本研究では，祈たなアフリケーションを実証すべくコンテンツマイニング，リンクマイニ
ングを行えるように，ページ， リンク構造，並びにアンカーテキスト等をウェアハウス化することを試みる．

人間の意図・行動理解に基づく柔軟なヒューマン・マシン・インタラクションの実現

助教授佐藤洋一

本研究では，人間の餘図・行動の理解に基づく柔軟なヒューマン・マシン・インタラクションの実現を目指し， I.
マルチメディア情報に基づく人間の発話・行動・しぐさの実時間認識， 2. 人間の意図理解のためのヒューマン・マシ

ン・インタラクションの設計，について研究を進めている．

光合成の高効率光エネルギー変換を支えるレドックス電位相関の解明

教授渡辺正

光合成の初期過程は，十数段階の分子間エネルギー・電子移動を経ながら量子収率がほぼ lと，光エネルギー変換
効率が極めて高い．高効率光エネルギー変換は光化学系 (photosystem) を構成する電子伝達鎖のレドックス電位の絶
妙な調節により支えられているものと推測されるが，詳細は明らかにされていない．本研究では，電位を精密に制御
できる分光電気化学計測を用いて電子伝達鎖のレドックス電位相関の解明を目指す．また，人工色素による光変換の
増感を図ることで，光変換機能メカニズムの分子レベル理解を深め，新たな人工光エネルギー変換システム構築への

指針を提案することを目的とする．
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形態変化する分子を用いた並行計算と分散計算

助教授藤井輝夫，助手山本貴富喜，大学院学生金田祥平，

教授（東大）萩谷昌己［代表者］，助教授（東大）陶山明，特任講師（東大） John Rose, 
助教授（東大）浅沼浩之，教授（東大）横山茂之

本研究では分子コンヒューティング技術をナノテクノロジーとバイオテクノロジー（特に遣伝子解析）へ応用する
ことを念頭において，分子と分子反応の設計論を確立することを目指している．そのうちの特に分子反応の制御に関

わる反応の多重化の一形態として，マイクロ生化学システムを用いた分子コンヒューティングの実装技術について研

究を進めている．

人間行動の観察とロボットのタスク・スキル獲得に基づく作業熟練過程の解明

教授池内克史［代表者］，教授（電気通信大）木村浩

従来，人の動作観察からロボットの動作・行動を生成する研究として「まねによる学習 (Learningfrom Observation)」

などがあるが，そこでは踊り・ジェスチャ・歩行のように実行時に関節情報と簡単な接触梢報以外のセンサ梢報を必

要としない動作のみが扱われてきた本研究では，実行時に視覚・カ党・触覚などのマルチモーダルな知党が必須で
ある腕・手・指を用いた組み立てなどの作業動作を対象とし，運動・行動のダイナミックな結合を迎しての作業熟練

過程の実現と解明を目指す．

8. 基盤研究 (A)

地盤との相互作用を考慮した社会基盤施設の断層対策の合理的なガイドラインの提案

教授小長Jj: --男

通常の構造物が地震断I習変位に抗し得ないごとを考えれば，アメリカ・カリフォル—ァゃ——ユーンーランドで施行
されている断屑周辺の危険域ゾーニング法は，被害を軽滅するための有効な手段である． しかし，断IMを避けての建

設が不可避なライフライン施設では＂ゾーニング法＂の適用はそぐわない． したがって大変形を受ける地盤内の構沿

物の＂安全な壊し方＂を研究し， これに備えておくことは重要であり，過去の被害事例をディジタルデーターアーカ
ィブスとして多くの研究者に公開し議論を深める必要がある．本年度は 1999年の台湾集集地震で断屑によって破壊

された高速道路 3号線数箇所の枯礎杭の状態を，比抵抗，ボーリング， PS検層，地中レーダーなどを用いて調森した．

材料破壊と構造崩壊の連成を考慮した有限要素解析法に関する研究

教授都井裕［代表者］，助手高垣昌和

連続体損偏力学に枯づく構成方程式を導入した有限要素解析法，いわゆる局所的破壊解析法に関するこれまでの研

究成果に晶づき，解のメッシュ依存性，計靡効率，構成式の理論的・実験的根拠，材料定数の決定などに関わる晶本
的間題点を解消し，材料損傷・破壊統合解析フログラムのフロトタイプを構築することを研究目的とする．本年度は，

はりの衝撃問題に対する要素サイズ依存性を除去した弾塑性損偏解析アルゴリズムの構築，炭素繊維シートで補強し
た RC構造要素，特に界面近傍の損傷寿命解析，横衝撃を受けるセラミック円盤の動的損偏解析を実施した．

現実的な装置を用いた場合の量子暗号プロトコルの安全性評価と量子情報理論の定式化

教授今井秀樹［代表者］，助教授松油幹太，助手古原和邦

現在利用されている暗号技術は，計算量的安全性に頼っており，例えば量子計算機が実用化されるとそれらの暗号

技術に頼った電子社会は崩壊する．その対策として，量子論に安全性を骰くフリミティブが研究されてきたが，現実

的な装骰を用いた場合のシステム化は研究困難であった．本研究では，そのようなシステムで用いるプロトコルの安

全性評価を，評価に必疲となる理論研究と並行させて実施した．とくにプロトコル実装に係る問題解決で大きな進展

をみた．

半導体量子リングと関連ナノ構造による電子と正孔の新制御法の開発と素子応用の探索

教授榊裕之［代表者］，教授平川一彦，助教授（東大）秋山英文，技術職員川津琢也，

産学官連携研究員近藤直樹，産学官連携研究員烏井康介，大学院学生大森雅登

GaAs基板上に GaSbを堆積すると，通常は 20- 30nm級の量子ドットが自己形成される．この時の成長条件にエ

夫を加えるとリング状の構造が形成されることを見出した．この系では，正孔のみが GaSbリング中に閉じ込められ，

電子はリングの外に押し出されて，ユニークな量子状態が形成される．本研究では，この構造の電子物性や光物性を
明らかにするとともに新素子応用を探索している．さらに電子をリング状に閉じ込める構造の実現も目指す．
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量子ナノ構造中の電子波束のデコヒーレンスと伝導・損失• 利得スペクトルに関する研究

教授平川一彦

サプヒコ秒の時間スケールで高速に運動する電子は，その速度の微分に比例する電磁波を放出・ 吸収し，その周波
数はテラヘルツ (THz)領域にある．従って，電子が放出・吸収する THz電磁波を検出・解析することにより，ナノ

構造中の電子のダイナミクスを明らかにすることができる．本研究においては， THz 電磁波の放射• 吸収をプロープ
として， (I) 量子効果デバイス中の電子波束のダイナミクスと伝蒋・損失• 利得の解明， (2) 極短チャネルトランジ

スタ中の非定常伝導と超高電界伝導， (3) 分子伝導における電子・分子・機械変形相互作用など分子伝導特有の新し
い物性を明らかにする．

完全室温動作シリコン単電子・量子・ CMOS融合集積回路ナノデバイスの関する研究

教授平本俊郎［代表者］，教授桜井貴康

本研究の目的は，ナノ構造中で新たに発現する単電子効果および量子効果を積極的に利用し室温で動作するシリコ

ン新機能デバイスと，既存の CMOSデバイスを融合させた新しい概念の集積回路を実現することである．本研究の主

な特徴は，ナノ構造中の物理やデバイス物理だけでなく回路技術まで考慮して集積化を目指す点，室温動作を目指す
点，および実際に回路を試作して新概念の優位性を実証しようとする点である． これまでに， 3個の室温動作単正孔

トランジスタを集積化し，その振動特性を利用した回路によりアナログハターンマッチングを室温で行うことに成功
している．本年度は，さらに単体の単正孔トランジスタの特性を高めるとともに，クーロンプロッケード振動と共嗚

トンネル現象の電流ー電圧特性のモデリングを行い，回路設計シミュレータに組み入れることに成功した．

放射光と浮遊熔解法による過冷却液体およびその凝固現象の研究

教授七尾進［代表者］，助手渡辺康裕

過冷状態の融体からの凝固過程は，非平衡相や準安定相生成に有効である．この応用は，金属ガラス相の生成 (Zr-

A卜遷移金屈系）や包晶相の直接晶出 (Ne-Fe-B系）等が注目を集めており，材料の磁気的，力学的性質の改善の方法
として用いられるともにその機構の解明に大きな関心が寄せられている．本研究は，静電浮遊熔解炉を高輝度放射光

施設 (SPring-8) のピームラインに設置し，過冷却液体の静的，動的な原子構造を解明することを目的としている．

本年度は，放射光 X線回折測定用の静電浮遊炉設計製作し， Zr試料の浮遊融解に成功した．

電磁鋼板上の単結晶シリコン電子デバイスの開発

教授藤岡洋

本件急では金J函括板上に単結晶シリコンデバイスを実現する．この手法を利用すれば従来のバルク単結晶シリコン
の大きさに制約されない新機能素子が実現される．また，素子の価格も大幅に低減できる．

人間活動の地球地図「人間地球地図」の構築と居住•生存環境評価への応用

教授柴崎亮介［代表者］，助教授（東大）小口高，助教授（東大）丸山祐造，

助手（東大）生駒栄司，讃師（東京理科大）伊藤香織，助教授（関西学院大）松村貰一郎，
教授（北悔道大）池田冗美，助教授（東悔大）立花義裕，助教授（立命館大）中谷友樹

地方自治体における社会資本マネジメントシステムモデルの構築

教授（東大）小澤一雅［代表者］，助教授岸利治，助教授（東大）堀田昌英，
助教授（東大）松本高志，助教授（高知工大）渡邊法美

これまでの社会資本の整備システムを見直し，更新時代に相応しい新たな社会資本マネジメントシステムの構築を

目的とする．ストックとしての社会資本を効率的に運営管理し，最大限のサーピスを提供するためのシステムの再構
築を目指す．

海中微生物探査のためのマイクロ現場分析システムの開発

助手山本貴富喜［代表者］，助教授藤井輝夫，特任助手福場辰洋

ゲノム解析等を含む生化学分析の新技術であるマイクロチップ技術を用いると，従来の方法に比べて，サンフル鼠

や試薬愴が低減でき，高速かつ高精度の分析が可能となる．また，マイクロ化に伴って，分析システム全体を小型化，
自動化できるため，屋外環境に直接持ち出して，現場で分析を行うシステムも構築可能である． しかしながら，これ

までの研究では実験室などの整備された環境下において，チップの性能が評価されているにすぎず，具体的な分析

ターゲットを想定して，実環境の悪条件下で使用可能なシステムは実現されていないのが現状である．本研究では，

研究代表者らのグルーフにおいて，これまで開発を進めてきたマイクロチッフによる反応分析技術をコアにして， i毎
中において使用可能な小型の現場追伝子分析システムを開発することを目的とし，チップのみならずトータルなシス
テムを実現するための技術開発を行った．
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マイクロ・ナノマシン技術を用いた分子モータの新しい単分子計測

助教授金範竣

マルチハザードマップを活用した巨大都市の防災都市空間の最適化設計方法の開発

教授魚本健人［代表者］，教授安岡善文，教授目黒公郎，助教授沖大幹，助教授大岡龍三，

講師加藤佳孝

本研究では，様々なハザード（マルチハザード）への適切な対応策を提示することを最終目標とし，特に，都市を

対象としたケーススタディを通して提案する手法の妥当性を検証する．具体的には，①様々な災害（地震，洪水，火

災，環境負荷，施設劣化）の物理・化学現象を適切に捉えたシミュレーションモデルの開発と被害結果が社会に及ぼ

す影孵の大きさの評価（災害シミュレーション），② 過去の大規模災害の事例およびシミュレーション結果のデータ

ベース化（災害アーカイブス），③①，②の結果を 3次元 GIS上に統合することにより，任紘の時空間Kでの災害の

状況をバーチャル体験できるシステムの開発 (3次元 GIS),④マルチハザードを考慮した場合の，適切な都rli空間の

創造方法の提案，から構成される（都市空間の最適設計）

海洋における突発的巨大波浪の発生機構の解明

教授木下健，助教授林昌奎，悔上技術安全研究所冨田宏［代表者］，教授（東大）山ロ一・,

助教授（東大）早稲田卓爾，助教授（東大）川村隆文

船舶・悔洋構造物の悔難事故の原因になっている突発的巨大波浪の発生機構を解明し，危険悔域の予測と回避，さ

らにこれに遭遇する場合を想定した設計基準の策定に資する．

生体細胞の凍結過程におけるミクロ熱• 物質移動の能動的促進と活性評価法の確立

助教授白樫了，教授（日大）棚澤一郎［代表者］，教授 (flk) Iビ）］梵定）ミ

生体組織の凍結保存を成功させる最良の方法は，組織細胞の急速凍結によって細胞内液をガラス化することであ

る，大寸法の組織では全体の急速冷却はふつう困難であるが，凍結に先だって十分な濃度の凍',!;-防御剤を細胞内に

入することでガラス化が実現できることが分かってきた本研究では，電場を用いた能動的手法による凍＇湘防御剤

の導入方法の効果を実験的に検証する

高精度 3次元生体内部構造・成分情報に基づく最適凍結プロセス予測モデルの開発

教授（東大）相良泰行［代表者］，助手（日大）都甲沫，教授（東大）樋口俊郎，助教授白樫了，

（独）食品総合研究所食品工学部室長杉山純一

凍結操作に伴う食品内部の氷結晶の大まかな構造（結晶サイズや数密度）を誘電スペクトル測定により非破壊的に

簡便に調べる方法の開発．また，これらの情報に基づく最適凍結プロセス設計モデルの構築．

環境音響数値解析技術の開発と活用のための標準性能評価基盤構築に関する研究

助教授坂本慎一，教授（大分大）大鶴徹［代表者］，助教授（東大）佐久間哲哉，

教授（関西大）河井康人，助教授（九州大）鮫島俊哉，助手（京都大）堀之内吉成

環境音響数値解析技術の迅速な開発と有効な利用促進を目的として，環境音響数値解析法の性能評価プラット

フォームを構築するための共同研究を行っている．プラットフォームに I. 音源， 2. 騒音伝搬， 3. 室内音響， 4. 遮

音， 5. その他の部門を設け，それぞれに標準ベンチマーク問題およびそれに対応する解析結果を岡いてデータベー

ス化を図るものである．今年は昨年度からの継続として各標準問題の整備を行うとともに解析結果の収集を行った．

光結合性 DNA とマイクロ・リアクタによる大規模• 高速アクエアス・コンピューティング

助教授藤井輝夫，大学院学生金田祥平，教授（東工大）山村雅幸［代表者］，

助教授（東工大）清尾康志，助教授（北陸先端大）藤本健造

光結合性 DNA等の新しい書込み技術とマイクロ・リアクタを利用して，数十ビット程度の大容量と数分／ビット

程度の高速なアクエアス・コンピューティングを実現する．

複合現実感交通実験スペースの構築によるサステイナブル ITSの研究

教授桑原雅夫［代表者］，教授池内克史，教授須田義大

本研究は，現実の交通空間とバーチャル空間を複合した「複合現実感実験スペース」を構築し，そこで観測・解析

されるヒューマンファクター特性（利用者の交通選択行動，運転挙動，情報レスポンスなど）に基づいて，サステイ

ナブルな ITSの設計・評価を行うものである．
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鶏の形態嗜好に関する日本とタイの多面的比較感性モデル

教授池内克史

本研究では，レーザスキャナと様々なコンヒュータピジョンの技術を組み合わせた精密な 3次元形状取得技術を頼
りに，大量の鶏形状データに対しコンヒュータを用いて形態的特徴・差異等の数値化を行い，感性モデルヘの入力を

可能にすることを目標とするまた，同様の手法を用いて従来の形態学的解析よりも精緻な解析を可能にすることも
目標とするそのため， I.現在まで行われてきた鶏頭骨の 3次元形状計測を今後も継続的に行い大量のデータを収集

する， 2.数値化された形態指標を用いて形態学的解析を行い本手法の有効性を検証する， 3.鶏頭骨のみでなく体全

体の形状を生きたまま計測を可能にする手法を開発する，ことを行っていく．

9. 基盤研究 (B)

核共鳴 X線散乱の時間スペクトル解析による表面拡散の原子ダイナミクス計測法の開発

教授岡野達雄［代表者］，助教授福谷克之，教授（山梨大）川村隆明，助手松本益明，

助手ビルデマーカス，助手（高エ研）張小威

核共嗚 X線散乱法と内部転換電子放射分光法を併用して，清浄固体表面上を拡散する原子のサイト滞在時間を測定

するための装骰開発と試料調整に関する研究を行った．表面拡散過程を測定する対象を選択するための予備実験とし

て単結晶試料表面での拡散異方性を，二次元島構造の非等方的な成長過程から明らかにすることを目的とした研究を

実施した．

青色領域に感度を持つ lnGaN量子井戸フォトリフラクティブ素子の研究

教授黒田和男

光情報技術において，近年の GaN半導体レーザーの成功により，波長 400nm前後の青色領域の重要性が増してい

る，本研究は，この青色領域において動作する InGaN屈子井戸構造を枯盤とする光デバイス，特に，フォトリフラク
ティブ素子を開発することを目的とする，本年度は， GaN層の上に InGaN量子井戸を成長し，紫外レーザー光の照射

により凰子井戸層をリフトオフし，これを透明電極で挟み，外部電界駆動型の素子を作成した，この素子を用い，電

界吸収効果，キャリアの寿命と拡散の外部電界依存性を測定し，外部電界がある時のキャリアのダイナミクスを明ら

かにした．

リラクサー系強誘電体のドメイン制御による非線形光学素子の研究

教授志村努［代表者］，教授黒田和男，助手芦原聡，助手藤村隆史

リラクサー系強誘電体をフォトリフラクティプ材料あるいは 2次非線形光学材料として使用する場合には，単一ド

メイン化することが必須であるが，技術的に困難が伴う，本研究では安定した単ードメイン化を目指したドメイン制

御の技術に加えて，周期的ドメインの形成とそれを用いた新しいデバイスの開発を目指して研究を進めている．

偏心を有する不整形建築物のねじれ地震応答性状の評価と予測に関する研究

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之

本研究の主目的は，平面上の構造非整形性を有する RC造構造物を対象に，応答スペクトル法の枠組みに整合しう

る地震応答評価手法を提案し，その有効性と適用範囲を実験的・解析的に検証すること，およびねじれ応答を制御す

るための設計クライテリアを提案すること，にある．本研究で検討する評価手法は，有偏心架構の非線形応答時にお

ける等価剛性に立脚した振動モードの変動を考慮した等価 l自由度系解析に基づくものである，したがって，従来の

弾性時における剛性偏心のみを指標とした場合には顕在化しない問迎，例えば耐裳改修時における耐震要素として鉄
骨枠付きブレースを用いた場合，その弾性剛性が RC造壁に比較して低いがゆえに軽視されがちな耐力偏心の問題も，
非線形応答時の等価剛性を考慮することにより架構のねじれ応答性状を統一的に評価・推定できる手法を検討する．

固体表面での水素のオルトーパラ転換における磁気効果の解明

助教授幅谷克之［代表者］，教授岡野達雄，助手ビルデマーカス，助手松本益明，
教授（阪大工）笠井秀明

本研究では，酸化物表面での水素分子のオルトーハラ転換における磁場効果と磁気相転移効果の機構解明を目的と

している．また広く磁気反応促進効果の理解と液化触媒の高効率化も目指している．本年度は，共嗚イオン化法を用

いて磁性体表面でのオルトーハラ転換時間の測定を行った．さらに磁場効果を調べるために，レーザー誘起蛍光法と
超伝導マグネット，超高真空槽を組み合わせた実験装置の設計• 製作を進めた．
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超高感度•分解能水素検出法の開発と半導体中不純物への応用

助手 WildeMarkus, 助教授福谷克之［代表者］

本研究では，共鳴核反応法を用いて高感度• 高分解能の水素検出法の開発を目的としている．昨年までに，第 2共

嗚を利用した高感度化，シールドによる背景信号の低減に成功した．本年度は，第 2共鳴近傍の非共嗚バックグラン
ドの精密測定を行ったさらにこの手法をシリコン半導体検出器の分析に応用した．

微小液滴の光マニピュレーションによる複雑流体のミクロ物性研究

助教授酒井啓司［代表者］，助手美谷周二朗

数 10/Lm程度の微小液滴を作製する技術は，印刷・ハターニングなどすでに産業界の様々な分野で活用されてい

る．この大きさはまた細胞の典型的なサイズであり，また液晶などの層構造長の程度であるなど，複雑流体において

コヒーレントな状態を実現しうる大きさでもある．この微小流体粒子を安定して作製し，かつこれを保持して観察す

ることができれば，たんぱく質の単分子分光などその応用範囲も大きい．本年度は圧電素子を用いて様々な種類の液

滴を任意の粒径で吐出するデバイスを作製し，その運動状態を 0.1/.lsの分解能で観察するシステムを構築した．この
観察により，ずり変形速度 106s-1という高速変形下におけるマイクロレオロジーの計測を実現した．

メゾスコピック系の伝導における相互作用と導線の効果

助教授羽田野直道［代表者］，技術職員町田学，教授榊裕之

本研究の目的は，メゾスコヒック系の電気伝導における相互作用の効果を数値的厳密な方法で明らかにすることで
す．特に， これら相互作用によって引き起こされる鼠子共嗚現象（ファノ共嗚・近藤共嗚など）を解析します．具体

的には磁性不純物による近藤効果や 2直交換模型などの重い電子系に尊線が接続された系を対象にします．また，そ

のための方法論として，多体問題の場合のコンダクタンスの数値計算法を確立するのも目的の一つです．

血流と血管壁の連成を考慮した脳動脈瘤動態シミュレータの開発とモデル実験による評価

教授大島まり

クモ膜下出血は世界的に日本人に多く，致死率の高い疾患である．また，患部が脳であるため手術の危険性が高い．

このことから，クモ膜下出血の主要因である脳動脈照の発生，成長そして破裂の要因を解明し，より安全な治療法・
予防法の確立をしていくことは重要である．本研究では特に脳動脈瘤の発生および成長のメカニズムの解明に主眼を
おき，血流の血行力学的刺激によって変形する血管壁の力学応答メカニズムを考慮したコンピュータシミュレータを

開発するとともに，得られた結果に対して invitroモデル実験により評価することを目的としている．脳動脈照などの

血管病変はIfll流による流体力，すなわち1/11行力学的な力が寄与していることは近年の病理学研究から明らかになって

きている．動脈壁はせん断応力，血圧刺激や伸展刺激の血行力学的な刺激を受けることにより血管壁の変形・変性を

引き起こし，さらには血流の動態変化を導く． したがって，脳動脈瘤動態シミュレータを開発する際には， これらの
力学的刺激により生じる血管壁とlfll流との相互作用を考慮する必要がある．

Flameletアプローチに基づく乱流燃焼場の LESモデリング

教授（北悔道大）大島伸行，教授大島まり［代表者］，助手佐賀徹雄

本研究では，特にエネルギ一環境問題において重要な位骰を占める燃焼流れを対象に数値解析モデリングを確立し

て合理的な設計法としての導入を図る．そこで，乱流変動が支配的と考えられる乱流燃焼場に対してスケール分離(})

概念を導入し，流れマクロスケールをラージ・エディ・シミュレーション (LES) により，化学反応との干渉スケー

ルを Flameletアプローチに基づく火炎モデルにより解析する方法を確立する．

非線形波力の摂動解に表れるセキュラー項の除去と模型試験による検証

教 授 木 下 健

非線形波力のうち 2次波力（長周期変動漂流力， 2次高周波波力）や波漂流減衰力については，従来の方法で得ら

れるが，より高次の波力，たとえば 3次波力や波漂流付加質量の計算では，セキュラー項が表れ求解できない．本研
究ではこの問題の新しい求解法を見出す．

1バス超強加工によるスーパーファイン機能素材の一発創成

教授柳本潤
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集積冷却チャネルを有する積層インテグレーションチップの設計• 実装

助教授土屋健介

本研究は，積層形のマイクロチップに共通する抜熱とシールの問題に注目して，冷却配管の集積化技術と層間接合

技術を開発し，冷却チャネルやセンサをインテグレーションした積附チップを設計• 実装することを目的とする．具
体的には，まず金属製の積層チップにターゲットを絞って，化学反応用の流路の他に温度や圧力等のセンサを集積化
したプロトタイプを試作する．実装ために不可欠な層間のシール技術として入熱範囲が 100JJ., m以下のマイクロスポッ
卜溶接と，層内の抜熱技術として， IOW/cm2の熱をとる媒体を用いた冷却技術を開発する．

位置情報を利用したアドホックネットワーク高性能化の研究

助教授瀬崎

アドホックネットワーク上で展開されるサービスは，位附を利用するものが大多数であるので，位置梢報が GPSや

RFID等の位骰同定デバイスによって既知であると考えて差し支えない．本研究では，位骰依存サーピスのために用

いられる位附情報を逆にネットワーク制御に用いることによりその高性能化を試みる．本年度はモビリティモデルの

構築と共に， これを予測に用いたルーチング性能の向上方法の研究を行った．

吸着オゾンを用いた新規高度浄排水処理プロセスの実用化に向けた研究

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫

本研究は，新規に開発されたシリカ系吸泊剤に溶存オゾンを吸着させることによって高濃度の反応場を創生し，こ
の反応場で有機汚染物質を分解する新しい水処理フロセスを実用化しようとするものである．これまでにその有効性

を示す基礎データの格積と物質移動・反応の解析を完了し，今まさに実用化に向け，「実原水」を用いた研究に取り

組む段階にある．本研究では特に実際の水道原水の長期的連続浄水処理を通じた同プロセスの能力劣化因子の解明を
行っている．

細粒分の多い自然砂質土の液状化特性に及ぽす諸要因の影響とその評価法に関する研究

教授古関潤一

細粒分の多い自然砂質土の液状化特性に及ぼす諸要因の影響を明らかにし，その定量的な評価法を提案することを目

的として、各種の室内土質試験を実施している．本年度は初年度であり現有の中型中空ねじり試験装骰を一部改造し，
50%程度の大きなせん断ひずみレベルまで液状化試験を実施できるようにした．また，凍結サンフリング試料とその再
構成試料の繰返し三軸試験を行い，液状化強度の違いと弾性的変形特性の違いの相関性などについて検討した．

水域都市ネットワークの史的研究一華南及びインドシナ半島を事例として一

助手大田省ー，教授藤森照信［代表者］

着脱型インフィルシステムによる簡易用途転換実験

助手西本賢二，教授野城智也［代表者］

本研究では，都市・建物を社会やユーザーのニーズに対応させるにあたり，スクラップ＆ビルドではなく，変更を

必要とする箇所節にそのハッケージを入れ替えることで対応する手法の開発を進めている特に，建物の躯体部分

（スケルトン）と内装部分（インフィル）の着脱性を高め，簡易に用途転換を可能にするインフィルシステムの開発

及び簡易用途転換設計を行うにあたっての，建築・設備計画上の留意事項のとりまとめを行っている

超高解像度”温暖化”実験とマルチスケール水文モデルによる世界の洪水渇水変動の評価

助教授鼎信次郎［代表者］，助手（山梨大）平林由希子

日本，世界の各地で数多くの洪水・渇水がそれぞれの社会を苦しめており，誰もが「これは＂地球温暖化＂の顕れ

であろうか」と口にするが，残念ながらはっきりしたことは分かっていない．そこで，最近毎年のように生じ，異常

とも感じられる洪水・渇水の増加や，その地域分布が， 21世紀の＂温暖化＂下での洪水・渇水の変化の予測とすでに

軌を一にしているかどうかを全球規模・大陸規模で判定する．さらに，全球規模での 21世紀の洪水・渇水変動の見

通しを示す．

膨張コンクリートと繊維補強材による複合構造の高機能化

教授（群大）辻寺和［代表者］，教授（埼大）睦好宏史，助教授（群大）杉山隆文，

助教授岸利治， （電気化学工業）保利彰宏

非発鈷で耐久性があり補強効果の大きい短繊維や連続繊維補強材を膨張コンクリートと組み合わせることにより，

高強度膨張コンクリートを用いた鋼合成構造の高機能化を図る．

122 



＼「I.研究および発表論文

金属ナノ粒子のプラズモン光電気化学過程の解明とデバイスヘの応用

助教授立間徹［代表者］，助手高田

金や銀などの金属ナノ粒子と酸化チタンなどの半導体との組み合わせによる，フラズモン共嗚に基づく電荷分離お

よび光電気化学過程の解明を行う．また，光エネルギーの電気エネルギーヘの変換や，光エネルギーによる化学反応

の駆動について研究し，機能材料やデバイスヘの応用を図る．

異種センサー群を統合したユビキタス情報融合による大域的交通事象認識技術の研究

助教授上條俊介

本研究は，画像• 超音波といった異種センサーからのデータを融合させたユビキタス情報細合技術により，大域的

な交通事象認識を行う技術を開発することを目的としている．この目的のため，意味階層構造に基づく画像認識手法

や大域的事象伝播を多次元位相空間における状態遷移モデルとして記述するための技術を開発する．モデルを構築す

る際には，ピジュアルデータマイニング技術を補助的に適用し，より人間の認識に近いモデルを構築することを目標

とする．当該技術を適用して得られる知見は，交通工学・ 交通管制の専門家による検証を経て，実効的な事故撲滅対

策のための政策・事業やリアルタイムな事故予測に枯づく運転支援等の技術開発へと発展して行くことが期待され，
その基礎検討を行う．

Al-Si系溶媒を用いた太陽電池用シリコン精製の物理化学

教授森田一樹

固体シリコン中での不純物の固溶度が低温で減少する性質を利用して， Si-Al溶媒を用いた太陽電池用シリコンの精

製フロセスについて研究を進めている．その精製能力を固体シリコンと Si-Al融液間の種々の不純物の平衡分配から

熱力学的に明らかにし，現在は Si-Al系の固液界面物性を測定することにより，同凝固精製法の最適条件の検討を行っ

ている．

生物から発生する音を利用した自律的水中観測システムの研究開発および揚子江調査

助手能勢義昭，教授補環［代表者］，教授浅田昭，教授（早稲田大）柳澤政生，

教授（インド工科大学） Bah I Raj endar, 助教授（九州工業大）石井和男，

フロジェクトリーダー (KDDI研究所）小島淳一

本研究では，水中生物が発する音を利用して生物を同定し，それを自動的に観測できる音響装骰を用いたシステム
を開発し，実際の調査観測により検証していく．具体的なターゲットは， 80~160kHz の高周波数の鳴音を持つ小型
歯鯨類，特に近年の環境汚染により絶滅が危惧されている揚子江カワイルカ，ガンジスカワイルカなどのカワイルカ

類である．研究 2年目となる本年度は，昨年度製作した音響測位装骰を用いてカワイルカ同様の高周波嗚音を有する

スナメリの音源位i性を求める試験を銚子沖でおこない，データを収集し，解析を進めている．また，ガンジスカワイ
ルカの探索活動に先がけ，インド工科大学や WWF インディアと合同で， !OkHz~120 kHz程度の周波数域を有する

小型歯鯨類であるカワゴンドウの観測をその主要な棲息域であるインドチリカ湖でおこない，音響データを取得，こ

れまでの解析により数頭のカワゴンドウの方位と距離を得ている．またインド実験に際しては，スナメリ用に開発し

た装骰を浅水域用に改良するとともにソフトウェアを改良した今後は，さらなる解析を進めるとともに来年度に予

定しているガンジスカワイルカの音響データ取得および音響測位実験に向けて装骰の改造および新たなソフトウェ

ア構築をおこなう．

単一直径リポソームによるタンパク質機能解析のためのマイクロ流体デバイス

助教授竹内昌治

マイクロ・ナノ加工技術による膜タンパク質アレイチップ

鈴木宏明，助教授竹内昌治［代表者］

MEMSとバイオ分子モータを融合したナノ搬送デバイス

特任教授コラールドミニク

多目的遺伝的アルゴリズムによる総合的屋外環境最適設計手法の開発

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤信介，教授野城智也，助教授曲渕英邦，助手黄弘

屋外温熱環境，景観，経済性，及び安全性等に関する各種要因や設計目標を考慮した快適な屋外環境を設計するた
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めの多目的最適化による屋外環境最適設計手法の開発を行うこのシステムは環境工学分野に限らず，建築設計，構

造経済等の分野に関連する様々な要因や設計目標を統合的に取り扱う最適設計システムとして利用可能となる．

十年にわたる全球陸面エネルギー水収支データセットの構築とその検証解析

助教授沖大幹

地球大気環境の変動に大きく影響を与える陸面過程についてより深く知るために，全球かつ 10年間の水とエネル
ギーの収支を複数の陸面植生水文数値モデル (LSM) と大気外力を用いて推定する．

10. 基盤研究 (C)

生体軟組織の invivoひずみ計測法の開発

教授吉川暢宏

X線 CT等の医療画像機器を用いて得られたデータから，生体内部で発生しているひずみ場を非侵艇で測定する方
法を開発する .Bスフライン基底による変位場近似と，非圧縮性の制約条件，さらには準ニュートン法の活用により，

同定時間の大幅な削減を行う．

高レイノルズ数壁面乱流の実用計算のための DESの基礎的研究

助教授半場藤弘［代表者］，助手横井喜充

高レイノルズ数の壁面乱流の LESを可能にするため， DES(detached eddy simulation) という方法が近年提案され

だしかしチャネル乱流の検証計算では，陸近くの RANS領域と壁から離れた LES領域をつなぐ界面で，速度分布に

不整合（段差）が生じるという欠点が指摘された．そこで本研究ではまず， DESの速度の不整合の原因を解明し改善

方法を提案する．不整合を単なる数値的な誤差としてではなく， RANSとLESという異種の乱流モデルを融合する際
に生じる根本的な間姐ととらえ，欠点の改良のための基礎的研究を行なう．さらに DESを一般化し任意の面で RANS

とLESを切替えられるハイブリッド乱流モデルの開発を試みる．

至近距離での雷放電の電磁界観測にもとづく帰還雷撃のモデリング

教授石井勝

耐雷設計の主な対象となる負極性第 l雷撃の電流値を，遠方での電磁界観測から推定するためのモデルがまだ確立

されていない．本研究では後続雷撃のモデルとは異なる第 l雷撃のモデルを構築し，夏季の高構造物への雷撃電流と，

至近距離の屯磁界の同時観測による実証を待つばかりとなっている．

TEMナノプロープマニピュレーション法による炭素ナノ材料の特性評価分類

技術専門職員葛巻徹

本研究は，カーボンナノチュープ (CNT) をはじめとする炭素ナノ材料単体をナノフロープマニヒュレーションに

より直接操作し，構造とその材料が持つ枯礎物性を系統的に評価• 分類してデータベース化することで使用目的に応
じた材料の最適化を図ることを目的とする．具体的には，透過電子顕微鏡 (TEM)内でのナノフロープマニヒュレー

ション技術を適用し，構造を観察しながら個々の炭素ナノ材料単体の引張試験，曲げ試験及び電気的特性の評価を行

う. TEM内で CNTやダイヤモンドナノ粒子の力学物性値や，電界屯子放出特性等の電気的特性を評価することによ

り，それぞれの特性に影欝を与える構造的要因を原子レベルで明らかにする．本年度は，市販の AFMカンチレバー

を装備したマニヒュレーションユニットの開発により，電気的特性に加えて微小変形応力の計測を実現した CNTの
Nぐ屈， r!l1げ変形時の力の計測から求めた CNTのヤング率は構造によって大きくばらつき，数十 GPaから数 TPaの値

を示すことが明らかとなった．現在は多種類の CNTについて計測を行うと共に， CNTの力学的・電気的特性に影

を及ぼす構造因fや欠陥構造の定屈的評価を目指し，多目的材料試験を可能にする TEM試料ホルダーの開発に取

り組んでいる．

両親媒性交互共重合ポリイミドベシクルの生成機構解明と利用

助教授工藤一秋

最近，我々は先例のない両親媒性交互共重合ホリイミドを初めて合成し，このホリマーが緩衝液中で濃度依存的に

ミセルならびにベシクルを形成すること，ならびに，わずかな濃度変化でミセルからベシクルヘの相転移が劇的に起
こることを見出している．本研究では， I) この両親媒性ホリマーの分子集合体の構造を確定し， 2) 系統的合成に

よってホリイミドの 1次構造と分子集合体の構造の相関を明らかにし， 3)特異な濃度依存性の発現するメカニズム

を解明し，そして 4) この分子集合体を＂ナノ容器＂として用いて，物質の輸送系ないしは新規な水系触媒を構築す

ることを目的とする．
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多機能大型三主応力試験装置の開発および各種土質試験装置設計図面データベースの構築

助手佐藤剛司［代表者］，教授古関潤一

大型三主応力試験装置の多機能化と各種土質試験装骰設計図面データベースの構築を目的として検討を行ってい

る．本年度は，締固めた千葉礫の大型平面ひずみ圧縮試験結果を対象とした画像解析を実施し，大振幅の繰返し載荷

履歴の影響について検討した．また，長期クリープ載荷装骰を製作するとともに，これまでに設計• 製作した各種の

土質試験装置を対象に設計図面のデータベースを作成した．

超耐久性コンクリート構造物の構築手法の開発

教授（群大）辻幸和［代表者］，教授（八戸工大）庄谷征美，助教授（東工大）坂井悦郎，
助教授（愛媛大）氏家勲，助教授岸利治，助教授（群大）杉山隆文

各種の超耐久性を保持する社会基盤施設について，コンクリート構造物の劣化の誘因となる溶脱，塩害，凍害につ

いて，これまでの研究成果をとりまとめ， 500年程度の長期間と数万年という極超期にわたるこれらの劣化現象の利

度を評価する手法を調査するとともに，今後解決すべき課題を抽出する．

栄養塩を考慮した分布型流出モデルと東京湾統合モデルヘの結合モデルの開発と適用

助教授デュシュマンタダッタ

B. 厚生労働科学研究費補助金

建築物衛生における健康危機管理のあり方に関する研究

教授加藤信介，国立保険医療科学院池田耕一［代表者］，国立保険阪療科学院柳

国立保険医療科学院鍵直樹， （金沢大）並木則和，国立保険医旅科学1浣伊藤雅喜

多数の人が集まる建築物において予測せぬハザードのような緊急事態が発生した場合の対策をまとめるごとを日的

とする．建築環境取り分け空調設備・給排水設備・室内に病原性微生物や有害化学物質が発生した場合を想定し．そ

の汚染物質の建築物全体への拡散特性や届住者の被煽などの予測に関する実験的研究および数値流体解析を行い．既

存の技術を活用した対策手法を検討する．成果をまとめ，健康危機が発生した際に活用できるマニュアルを作成する．

C. 産業技術研究助成事業

風況時系列データの非線形予測とその風力発電制御への応用

助教授鈴木秀幸［代表者］，教授合原一幸，講師（東大）大石泰章，助手（東大）大西立顕

本研究は，複雑な風況のもとでの風力発電の効率を上げるため，風況変化を非線形科学の観点から稜極的に短期予

測し，風車などを制御するための枯礎技術を開発することを目的とする．

能動的なひび割れ自己治癒機能を有するコンクリートの開発

助教授岸利治［代表者］，助教授（横国大）細田暁

コンクリートにひび割れが発生したとしても，セメント化学的な作用を能動的に利用して，ひび割れをコンクリー

ト自身が自己治癒する機能の開発を行う．

高精度画像認識技術に基づく交通事象検出システムの実用化研究

助教授上條俊介

時空間 MRF(第一階層）から出力される車両軌跡情報を認識分類することにより，停止・低速・車線変更・避走等

の車両挙動を抽出（第二階層），さらにこれら複数の車両挙動を組み合わせて事故• 渋滞• 異常停止といった事象を

検出する（第三階層）というように，意味階層構造によるアルゴリズムの構築を目指す．第二階層および第三階層に

ついては reasoningによる構築をはじめとして，統計処理を組み合わせて高度化することをも考える．当該年度は高速

道路直線部における事象検出を研究対象とする．
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D. 受託研究

重水素を固溶させたパラジウムでの元素変換の可能性に関する研究

教授岡野達雄［代表者］，助教授福谷克之，理化学研究所・主任研究員山崎泰規，

理化学研究所・研究員木寺正憲，理化学研究所・主任研究員石川哲也，

高輝度光科学研究センター・研究員寺田靖子，助教授（東大）松崎裕之，教授（東大）小牧研一郎，

助教授（東大）常行真司

パラジウム・酸化カルシウム積層膜に重水素を透過させることにより，表面近傍のアルカリ金属原子が，元素変換

を生じたように見える実験結果が近年、報告されている本研究は，独自に作成した積層膜による追試実験を実施する．

地下鉄トンネルの地震時挙動に関する研究

教授小長井一男

沖梢地盤および洪積地盤中のトンネルについて，周辺地盤の地震応答およびトンネル覆工に生じるひずみを計測し

ている．今年度は土丹層である広尾と，新木場の東京礫層での地震記録を比較し表層地盤の影響による基盤波形の変

化を確認した．

水素のナノスケール顕微鏡の開発と応用

助教授福谷克之［代表者］，教授岡野達雄，助手ピルデマーカス，助手松本益明，

技術職員小倉正平，産学連携研究員関場大一郎

本研究では，固体中の水素の挙動を明らかにするために，水素の 3次元分布測定と波動関数観測が可能なマイクロ

ビーム共嗚核反応法の開発を行っている．本年度は，タンデム加速器研究施設に，新たにマイクロビーム用ビームラ

インの設計と開発を行った．ビームラインの軸調整を行い，ビームプロファイルモニター，差動排気真空槽，ファラ

カッフ，キャヒラリー駆動機構，試料ステージの設計と組み立てを行った．

近畿経済産業局平成 17年度地域新生コンソーシアム研究開発事業「水素燃料電池自動車用 70MPa
級プラスチック高圧容器の開発」

教授吉川暢宏

超高圧水素容器の最適設計を行う．フラスチックライナーに炭素繊維束をワインディングの VH4タイプ容器を主と

して扱う．ライナー形状， ワインディングアングル，積層構成を設計変数として，最適解の探索方法を検討する．

量子ホール系における核磁気共鳴を利用した固体量子ビット素子の開発

助教授町田友樹

半導体素子中の原子核スヒンは量子状態の位相緩和時間が極めて長く，量子ビットを始めとしたスピントロニクス

素子の実現に対して大きな可能性を秘めている．本研究では，散子ホール端状態を利用して核スヒンをコヒーレント

に制御することにより，鼠子ホール系のスヒン物性を探求するとともに，固体中核スヒン鼠子ビット素子の開発を

行っている．

バイオ・マイクロ流体分野に関する学術動向の調査・研究

教授大島まり

生休系の多様なスケールのなかで，マイクロスケールにおいて菫要な役割を果たしているのは細胞といえる．細胞

は流体を介して物質の輸送や交換をおこなっていることから，細胞を取り巻くマイクロな流動現象を把握することは
屯要な課題である．マイクロ流体に関する研究は，特にナノスケールでは必ずしも連続体として取り扱えない領域に

なることから，連続体を中心としている機械工学分野だけでなく，他の分野の知識も必要となる．このようにマイク

口流体分野はまだ新しい分野であり，確立したアプローチが存在しない． したがって，本研究ではバイオに関連した

マイクロ流体の国内外の動向調査，そしてその結果を踏まえて研究にどのようにフィードバックをかけるべきかを検

討していく．

マイクロ生化学の計測実験

教授大島まり［代表者］，助教授藤井輝夫，助手山本貴富喜，博士研究員岡本拓士，

技術専門職員瀬川茂樹，大学院学生金田祥平，大学院学生木下睛之，助教授（早稲田大）高松敦子

本研究では，科学技術振典事業団の戦略的基礎研究推進事業（シミュレーション技術の革新と実用化基盤の構築）
のフロジェクト「粒子法によるマルチフィジクスシミュレータ」（代表：東京大学大学院工学系研究科教授越塚誠一）

の一環として，マイクロ流体デバイス内の流れに関する計測実験を実施する．人工細胞付着流れの実験や，マイクロ

PIVによる流れ場の可視化計測を行うことにより．シミュレータの検証に有効となる定量的データを収集し，粒子法

による多相流解析手法に対して検証例題を提供する．
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科学技術インタープリターを利用した授業モデルの開発

教授大島まり［代表者］，教授渡辺正，教授光田好孝，助教授藤井輝夫，助教授川口健一，

産学官連携研究員平松絢子

科学技術に関する情報の発信者と受信者双方のコミュニケーションを円滑にするために，研究者，教育委員会，科
学技術インターフリターの三者が連携し，効果的な出張授業のモデルおよび教材の開発を行う．授業に使用するワー

クシートやアンケートを作成し，出張授業を実施するだけではなく，授業内容をホームページ上で発信し，一連の取
り組みに対するモニタリング・フィードバックの系統的なシステムを構築することにより，研究者が情報発信する際

の新たなモデルを提案する．

軸流ファンの乱流騒音予測評価技術の開発

教授加藤千寺

非定常乱流解析を用いた軸流ファン乱流騒音予測ツールの開発と，モデル試験結果との比較検討

非係留外洋大型浮体の帆翼利用による位置制御システムについての検討調査

教授木下健

大型浮体であるメガフロートは，現在のところ，比較的静謡な悔域に係留設置することをベースに開発されている

が，波浪や風の影響下で非係留で自律的位骰決め機能が不可欠と考えられる系については，まだ未検討である．自動

位骰決めの方式それに適した浮体形式の初期的検討と，その有力候補である帆による自動航行の概念設計を行う．

琵琶湖流動場一生態系結合数値モデル開発

助教授北澤大輔［代表者］，講師 (T学院大）金野祥久

本研究では，琵琶湖の流動場を予測するための物理モデルと，水質や生態系の変化を予測するための牛態系モデル
を結合した 3次元数値モデルを開発する．まず，湖内の水質分布に大きな影響を及ぼす流動場モデル(})牛NJ隻柏II: をII
指し，乱流モデルや粒子法による懸濁物質輸送モデルを導入する．次に，この流動場モデルに，低次生態系を中心と

した簡易生態系モデルを結合し，湖内水質の季節変動を定散的に再現する．さらに開発された流動場一'l:態系結合

数値モデルを用い，近年，主に北湖で進行しつつある富栄義化現象や，湖底近傍における溶存酸素濃度の低ドなどの
汚染問題の原因を調査するとともに，汚濁物質負荷の低減や水質浄化装岡の効果を予測し，琵琶湖の水質や生態系の
改善も含めた水域管理のための提言を行うことを本研究の主目的とする．

油絵描画ロボットに関する研究

教授池内克史

油絵描画フロセスから絵を描く手順，手法の晶礎的データの抽出を行い，技法を言語化しインフリメントすること

により，一連の文書によって描画を行うロボットに関する研究を行う．

低消費電力回路の研究

教授桜井貴康

完全空乏型 SOIの論理回路を目的とした FD-SOIを用いた低電圧回路設計技術の基礎研究である．

中赤外検出器の開発と GaAs系結晶成長

教授平川一彦

単一電子トランジスタとサブバンド間遷移を用いて中赤外単一光子検出器の実現を目指すとともに，それに必要な

高純度 GaAs系ヘテロ構造の結晶成長を行う．

SOIデバイスの基礎研究

教授平本俊郎

本研究では， Silicon-on-Insulator (SOI)基板上に形成される MOS トランジスタを用いて極低消費電力かつ高性能

なデバイスを実現することを目的としている．本年度は，基板バイアス係数可変 MOSFETという全く新しいデバイス
概念を提案し，そのデバイスを実際に試作することで，提案デバイスの超低消費電力性および高速性を実証すること

ができた本デバイスは，基板電位により基板直下の空乏層が伸縮することを利用して，基板バイアス係数を変調す

るものである．動作時には基板バイアス係数が小さくなり高速化が実現される．一方，待機時には基板バイアス係数

がおおきくなり負の基板電位によりオフ電流を抑制することができる．
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低消費電力，高信頼 MOSデバイス設計手法の研究 (3)

教授平本俊郎

本研究の目的は，大規模集積回路 (VLSI) 用の低消費電カ・高信頼 MOSトランジスタの設計手法を開発すること

である特に，年々増大する VLSIの消費電力を抑制するため， MOSトランジスタのしきい値電圧を変化させる回路

形式に最適で信頼性の高いデバイスの設計について研究している．しきい値電圧の制御には基板バイアス効果を用い
ることを想定している．基板バイアス効果を有効に機能させるためには，従来の MOS トランジスタとは構造あるい

は物理ハラメータが異なるデバイス設計する必要があることが明らかとなっており，本研究の意義は大きい．

英国 ITセキュリティ分野での産官学連携調査

助教授松浦幹太

我が国の暗号技術研究の優位性は，国際的認知を得ている．しかし，ごく一部の例外を除き，我が国を起源とする

情報セキュリティ製品の開発・普及は活発であるとはいえない．その原因の一つとして，産学の交流が不十分である
ことが挙げられる．本研究では，情報セキュリティ分野における産学連携が進んでいると言われている英国の実態を

調査したその結果，学側からの提供メニューや産業界側の対応策が具体的に整理され，社会人教育制度などに関し
て特徴的な事実が明らかとなった．

セキュリティ脅威分析手法の基礎検討

助教授松浦幹太

ネットワークを介した情報搾取や乗っ取りなどの端末への攻撃という脅威が増している．それらの脅威 lつ lつに

対する対策技術の研究は進んでいるものの，新たな脅威出現に対応していくためには不十分である．そこで，本研究

では，それらの攻撃手法の情報収集そのものに関する方法論や，脅威のプロファイリングなどの分析手法を開発する

ための，枯礎検討を行った具体的には，攻撃者のアクションではなくユーザのアクションが引き金になるという

味でハッシブな攻撃に将目し，前記開発の設計段階で必要な基礎データを取得する実験環境を構築した．

知的基盤創成•利用促進研究開発事業／ガラス構造データベース構築のための研究開発／組成・物
性・構造間相関性の理論的研究

教授井上博之

プロセスシミュレーションモデル作成

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫，産学官連携研究員祭宗岳

本研究開発テーマでは，排水中に溶存する有害化学物質とオゾンをハイシリカゼオライトの細孔へ選択的に吸着さ
せ高度に濃縮された反応場を創製することにより，小型，高性能で維持管理が容易であり，経済性に優れた PRTR対

象有害化学物質分解処理装附を開発する．特に，任意の条件下での処理性能を予測できる反応モデルを作成する．ま

た，小型カラム試験の長期運転を行い，計算結果と比較することで本作成反応モデルの妥当性について検討する．

バイオマス多段階利用プラント群のシステム基本設計及びインパクト解析

教授迫田章義［代表者］，客員助教授望月和博，助手下ケ橋雅樹，寄附講瓶教員（助手）佐藤伸明

バイオマスの多段階利用システムについて，構想の作成，運営組織の立ち上げ，規制・諸手続のクリア，実証フラ

ントの設計・建設・運転，性能の確認，物質・エネルギー収支の解析，採算性の検討，環境への影響評価などを行い，
その有効性と課辺を明らかにする．

ASEANバイオマス研究開発総合戦略

教授迫田章義［代表者］，客員助教授望月和博

アジア地域では米作の伝統があり，米の工業用バイオマスとしての潜在価値は高い．ここでは，棚，もみ殻，わら

を含めたイネの総合利用に枯づくバイオマスリファイナリー（＝ライスリファイナリー）を提案し，小規模分散型で

地域ごとの特色を考慮して設計される「バイオマスタウン」における主要プロセスとしての運用のフィジビリティー

を明示する．
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N15濃縮プロセスの開発

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫

窒化物燃料の燃焼に伴う放射性炭素の生成を防ぐには，燃料中の窒素として Nl5を用いる必要があることから，低

コストの窒素同位体漑縮技術の開発が窒化物燃料サイクル成立の課題とされている．本研究では，分離効率が高く設

備が簡素で廃棄物が殆ど発生しないと期待できるアンモニアガスを用いた気相吸着法，特に圧カスイング吸着法によ
る窒素同位体濃縮技術を開発する．

ナノクラスター錯体の合成と新規触媒反応の開発

教授溝部裕司

各種有機および無機反応において触媒として，またそれ自身機能材料としても有用である遷移金属クラスターにつ

いて，様々な金l属の組成• 構造を有する遷移金属多核骨格の合理的な構築法の探索を広汎に行い，一般性の高い種々

の反応経路を確立する．そして得られた多核錯体を特異な l次元から 3次元構造をもつ集積体へと誘導し，その反応

性や機能の飛躍的向上をめざす．

化学物質有害性総合評価手法の歴史と最新動向に関する情報収集と整理

助教授酒井康行

有害性試験方法に関する国内技術の強みと弱みを明確化することを目的として，有害性評価手法の歴史を整理した

上で，動物実験の「代替法」として利用可能な技術について，近年の国内外の開発動向を把握する．

ユニット住宅の LCA評価研究（継続）

教授野城智也

ユニット式フレファブ住宅の生産に伴い使用されるエネルギー屈の評価枠組みを開発するとともに使用エネル

鼠を試膵する

「なんとかせい」リスク回避のための技術倫理ケーススタディ（平成 17年度産業技術競争力強化人
材育成事業委託費（経済産業省技術経営人材育成プログラム導入促進事業））

教授野城智也

技術システムの高度化・複雑化，技術的枯盤の変化に伴って技術的分業やシステムの運用のあり方を見直さなけれ

ばならないにもかかわらず放附されている．結果的に，特定の組織構成員や特定部門をジレンマ・トリレンマに追い

込んでいることによる倫理的リスクが増大し，種々の技術的事故・ 不祥事をひきおこしている． しかしながら， この

リスクに対して，短絡的にマニュアル・チェックリストの整備も含めたコンフラインス型の施策がとられても，実効
性に乏しいだけでなく，組織のイノベーション能力を著しく損ねてしまうおそれも高い．本事業は， このような問題

意識を踏まえ，技術的分業のあり方に杵目し，日本的風土のなかで，「なんとかせいリスク」を組織的にマネジメン

トする手法を確立するとともにそのマネジメント能力を涵挫するための教育のあり方を明らかにすることを目標に

調査を実施することを目的とする

衛星観測・モデル統合によるアジア環境，災害評価システムの構築

教授安岡善文

生産技術研究所が東京とタイ・バンコクで受信している人工衛星データ (NOAA/A VHRRとTERRA&AQUA/MODIS)

を高速で転送・処理し，陸域生態系モデルと結合することによりアジア地域の災害（森林火災，水害）および環境変

動を準実時間(-日以内）で予測，評価するための観測・モデル結合ネットワークシステムを構築する．

平成 17年度鉄道システムを対象とした災害・事故の早期警報／危機管理システムの研究（施設系

のハイブリッド安全性評価法の確立）

助教授岸利治［代表者］，教授古関潤一，助教授（東大）石田哲也，講師（東大）内村太郎

鉄道施設を主な対象として，鉄筋コンクリート構造の高精度寿命予測シミュレーション技術の開発や，降雨時の盛

土法面の崩壊リスク評価とその低減手法の開発，剛な一体型壁面を有する補強土擁墜の地震時被災メカニズムの解明

と地震時変位量の簡易予測手法の構築などを行う．
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人エバリア材としてのセメント材料に関する基礎研究（不飽和領域バリア機能の検証と水和生成物
の安定化に向けた研究）

助教授岸利治

セメント系材料に対する透水試験結果を枯に，透水現象の支配メカニズムを解明し，不飽和領域における気相の存

在を考慮した物質移行解析の枠組み（モデル，手法）を構築するまたモデル化と解析を通じて，セメント系材料の

長期安定化技術（ポルトランダイト等水和生成物の安定化技術）に関する概念検討を行う．

錦帯橋経年変化

助教授腰原幹雄

錦帯橋の形状測量，温湿度環境測定を行い，木橋である錦帯橋の経年変化を把握する．

木橋の構造安全性の検討

助教授腰原幹雄

製材を用いた伝統的木橋の構造安全性について，実験的・解析的検証を実施する

千年持続学の確立（都市の持続性に関する学融合的研究）

助教授村松伸

都市とは何か，都市はどのようになぜ持続（もしくは消滅）するのかを，(!)異分野の専門家を招聘してフォーラ

ムを開催する， (2)定点的，移動的都市のフィールドワークを実施することによって今後の都市のあり方に対して社

会的提言を行う．

自然換気併用オフィスにおける可搬型パーソナル空調機の研究開発（エネルギー使用合理化技術戦
略的開発エネルギー有効利用基盤技術先導研究開発）

教授加藤信介［代表者］，研究機関研究員梁禎訓

省エネど快適性を両立させたオフィス環境を創造することを目的とし，省エネかつ机上設骰可能な形態の可搬型
ハーソナル空調機の開発を目指す．アダプティプ制御・フィジオロジカル制御を組み込み，人の生理現象に適合する
快適感を生み出すタスク制御システムの間発のために，熱的適応性の研究，熱・空気環境因子と人体生理の要因分析・
定屈化の初期検討を行う．

家電製品などから放散される準揮発性有機化合物 (Semi-VolatileOrganic Compounds)の放散量測定
法及び測定装置開発に関する研究

教授加藤信介［代表者］，大学院学生徐長原，山ロ一，三irlf靖弘

チャンバー内加熱や洗浄が不要で，被測定物を非破壊で正確• 高精度に測定できる準揮発性有機化合物 (SVOC)の

放散慎測定法及び測定装間を提案開発することを目的とする．従来の測定方法を改良する CFO解析併行の測定方法を

開発し， svoc放散凰の低い製品を開発・普及させる手助けになることを目的とする．

室内空気中の化学物資を吸着• 分解し低減化する建材の評価法の検討（その 3)

教授加藤信介

室内空気中のホルムアルデヒドや voe を吸消• 分解し，空気質を改善する建材の評価方法（低減効果，効果の持

続性など）や試験方法を開発し，その理論的な解析ならびに製品試験により有効性を検証する．

国内の住宅の暖房エネルギーゼロ化による効果予測

教授加藤信介

住宅暖房エネルギーゼロシステムによって得られる効果を求めることを目的とし，国内のすべての住宅を暖房エネ
ルギーゼロ化したと仮定した場合の社会的効果を予測する．予測は，戸建住宅と集合住宅を区別して行う．可能であ

れば，住宅以外の建物も加えて予測を行う．

密集市街地を想定した風環境解析業務

教授加藤信介［代表者］，助手黄弘，産学官連携研究員石田義洋

都市型社会に対応した良好な市街地環境の確保のための調査研究の一環として，密集市街地における建物の形状・

配岡に起因する風の発生がもたらす環境障害ならびに自然風が阻害されることによる通風・換気性能の低下現象を，

風洞実験により解析する．
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次世代大規模高度情報蓄積融合技術に関する研究

教授喜連川優

本受託研究は，次世代大規模高度情報蓄積融合システム基盤技術に関する研究を行うものである．すなわち， WEB,

映像情報， BLOG, センサー，電子メイル，デジカメ，デスクトップ情報，計算出力など，サイバー世界，実世界共

に多様な情報が氾濫する今日，ユーザが規定する視点での各種情報の融合は，情報工学上，今後極めて重要なグラ
ンドチャレンジと考えられる．本業務では，次世代を見通した大規模な永続情報岳積環境の姿と，多様な情報を柔軟
に融合する基礎技術の開発を目的としている．

循環型社会における問題物質群の環境対応処理技術の調査と社会的解決法の探索

教授前田正史

環境調和型アクテイプメタルプロセスの開発

助教授岡部徹

アクティブメタルの 1つであるチタンの生産鼠の世界シェアは，日本が 30%, 米国が 20%であり， この 2国だけ

で世界の 5割強を占めており，日本は世界をリードする技術大国・生産大国である．当該研究分野についても申請者

らの研究グループやマサチューセッツ工科大学 (MIT) の研究グループが世界をリードしており，すでに国際連携の

拠点として活動準備を進めている．世界の科学技術梢報のコアとして機能している MITと連携することは実効性が高
く，最も効果的であることは自明であるが，長期的にはカナダのトロント大学，英国のケンブリッジ大学の材料学

科，中国の北京科学技術大学・中南大学の材料学科などとも連携も行い，国際的学術情報網の整備を推進する．

管内調査ロボットの開発に関する研究

教授浦環［代表者］，助教授（東大）川村隆文，助手（東大）前田正二，技術職員（東大）宮永大，

研究員（東大）石田和也，東京都水道局青木秀幸，東京都水道局山田真一郎，東京都水道局川崎進，

東京都水道局竹石努，東京都水道局古屋泰徳

多くの人々の飲料水を運ぶための水道管は，常時メンテナンスをおこない，その品質を維持していく必要がある．
管内ロボットにより，水道管内部を微細に内部観察することができれば，メンテナンス効率は格段に向上する．本研

究においては，水道管内を観察することを目的として，超小型管内ロボットの開発研究をおこなっている．管内ロ
ボットは超小型ではあるが，多機能である事が要求される．その基本機能は，細い入り口からの挿入，流れのある中

で管内を観察，テレビカメラによる管内を撮影そして必要に応じて管内の断面中を横断できることである．現在，そ

れぞれの機能苺に単機能化したロボットのテストベッドを開発中であり，最終的には総合化したフロトタイフロボッ

トを製作する予定である．

マイクロ加工によるナノバイオデバイスの作成

助教授藤井輝夫［代表者］，助教授竹内昌治，助手山本貴富喜，鈴木宏明，

大学院学生 SangIVook Lee, 教授（大阪大）野地博行

1分子レベルでの計測を行うことによってタンハク質が機能を発揮するしくみを解明するため，ナノバイオロジ一

とマイクロ流体・マイクロ／ナノマシンニング技術を紬合させた新しい研究手法を確立する．中でも膜タンハク質を

対象としたナノバイオデバイスの開発を中心に行う．

MEMSプロジェクトネ EMSデバイスの研究開発スマートスキンの実現を目指す MEMSアレイとその信
号接続方法の研究

教授藤田博之

ナノ物体計測のための操作観測技術の開発

教授藤田博之［代表者］，教授（香川大）橋口原

高度マイクロ化学プロセスプラットフォームの材料加工技術研究に基づくマイクロ材料加工論の体
系化研究

教授藤田博之
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マイクロ細胞ハンドリング技術の開発

教授藤田博之

超高速•超並列ナノメカニクス

教授川勝英樹

高精度高品位マイクロ放電加工技術の開発

教授増沢隆久

シャドウマスクを用いた多機能マイクロパターニング装置の開発

助教授金範竣

多重スケールが混在するパターンマスターの製作

助教授金範竣

ナノセンシングのための化学物質輸送ナノチャンネルの開発

助教授竹内昌治

MEMS用設計・解析支援システム開発プロジェクトデータベースの開発「ドライエッチングデータ
ベースのための知識データベースの構築」（平成 16-18年度）

助教授年吉洋

財団法人マイクロマシンセンターは，経済産業省/NEDO技術開発機構の「MEMS用設計・解析支援システム開発

フロジェクト」の代表契約者として，平成 16年,.,,_,18年の年間，産学連携研究コンソーシアム体制（企業 9, 大学 13,

研究機関 I, 団体 I) の研究を主催している．本研究室ではこのフロジェクトに参加し，半導体シリコンマイクロマ

シニング・フロセスの知識データベースの構築を行っている．

マルチスペクトル法によるコンクリート劣化センシング技術開発に係る基礎データの分析・評価

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝

コンクリート構造物の劣化調査は一般に，外観調査等の目視点検，コア等を採取し，コンクリート中の成分を測定

する方法，コンクリートのかぶりをはつり，内部の鋼材の腐食状況の確認，自然電位法による艇食の推定等が行われ

ているまた，一部破壊型調査ではなく，各手法による非破壊検査も行われている．本研究では，ハイハースペクト

ルリモートセンシングの技術を用い，非接触でコンクリート表面の劣化因子物質の検出を試みる．本手法の適用によ

り，短時間，大断面の診断が可能になり，調査1附用の低減が期待できると考えられる．

劣化したコンクリート構造物の補修工法に関する研究

教授魚本健人

劣化したコンクリート構造物をどのような方法でどのように補修すれば良いかは今まで経験的に行なわれてきた．

しかし，ライフサイクル，コストを考慮すると，異なる環境条件下では異なる原因で劣化が進行しているので最適な

補修Jこ法を選定する必要がある．本研究では代表的な断面修復工の組合せ工法を取り上げ，各種組合せでの悔洋及び

内陸環境下での鉄筋コンクリートの補修効果の確認と再劣化に関する開発研究を行うものであり，当研究室が 1990年

以降おこなってきた結果を有効に活用できるものである．

セメント硬化体の収縮挙動におよぽす混和剤の影響

教授魚本健人［代表者］，受託研究員松本利美

コンクリートの耐久性向上を目的として，単位水量の低減や W/Cの低減等，様々な要求性能を実現するために化学

混和剤の使用が不可欠となっている．化学混和剤についての粒子分散効果やそのメカニズムに関する研究は数多く報
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告されているものの，化学混和剤とコンクリートの耐久性との関係については明らかになっていない．当研究室では
セメント硬化体の空隙構造形成に与える化学混和剤の影響に関する基礎的な研究を行っている．本研究では化学混和
剤の種類あるいは化学構造の違いがコンクリートの耐久性にどのような影響を与えるか，セメント系反応性鉱物の水
和反応や，その空隙構造形成の面から解明することを目的としている．

平成 17 年度「大都市における基礎抗を利用した地中熱空調システムの普及• 実用化に関する研究」

助教授大岡龍三

地中熱空調システムの更なる普及のため，都市部で主として採用されている場所打ち杭を地中熱交換器として利用
した地中熱空調システムを提案する場所打ち杭を用いた地中熱交換器や高効率水冷ヒートホンプの開発，最適運転
手法・設計手法・施工方法の検討，コストスタディなどを含めた開発を行い，現在一般的に普及している空冷ヒート
ポンプを用いたセントラル方式に比べて，省エネルギー率（電力量削減率） 30%, 単純投資回収年数 10年以内を目標
としたシステムとして確立することを目的とする．

人間活動を考慮した世界水循環水資源モデル

助教授沖火幹

アジアの視点を踏まえた日本独自の世界水資源モデルを開発し，アセスメントを行う．大規校データベースと統合
された水資源モデルの開発，水田分布の推定等稲作への配慮，環境用水需要の導入などによって，世界の水危機の現
状とその軽滅・回避策，将来展望に対するアジアからの情報発信を可能にする．

平成 17年度極値現象を含む気候変化シナリオを用いた温暖化影響評価に関する研究委託業務

助教授沖大幹

地球シミュレータを用いた空間・時間高解像な気候モデル出力を利用し，極値現象（台風， F-ばつ，熱波，エルニー
ニョ等の異常気象）を勘案した温暖化影響の予測を高精度に行うとともに影響被害軽減のため<J))J策を検吋する．

科学技術振興調整費「我が国の国際的リーダーシップの確保水問題解決に資する水循環科学の先導」

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，教授（山梨大）竹内邦良，
独立行政法人土木研究所深見和彦，助教授（京大）立川康人

ヴァーチャルウォーター貿易を考曲した水資源アセスメントや，物理過程を詳細に組み込んだ水循環モデル開発，合

理的な灌漑農業・貯水池操作モデル開発などといった，先端的な水循環の科学を推進すると共にそれらがいかにし
て現実の水問題解決に資することができるのか，といった科学技術的分野自体のビジョン作成に取り組み．従来の様
に欧米からのみではなく日本が主導してその成果を国際社会へ発信，社会提言する

科学技術振興調整費 「先導的研究の推進地球水循環インフォマティクスの確立データマイニング

システムによる地球水循環変動メカニズムの解明」

助教授沖大幹

地球水環境統合化データセット及び最新の可視化技術を利用したデータマイニングの発展を目指し，各種枯本的な
データマイニング手法を地球水循環インフォマティクスにあてはめるに適切な前処理技術（長期トレンドや地形標高
など物理本質的に含まれている相関情報を除去する手法：年々変動やコネクションハタンとして取り出したい情報を

より正確に取り出す技術）を開発する．

文部科学省海洋開発及び地球科学技術調査研究促進費 「地球観測システム構築プラン地球観測に

よる効果的な水管理の先導的実現」

助教授沖大幹［代表者］，河川情報センター理事中尾忠彦，助教授（京大）里村雄彦，
助手（京大）田中賢治，東京農工大学白木克繁

全球地球観測システム (GEOSS) 10年実施計画の理念を反映した研究プロジェクトによる実際の成果を早期に上
げ，途上国をはじめとする各国にその有効性を示すため，既往の研究蓄積，準備状況が万全であり，かつ水資源管理
や水災害管理への社会的期待が大きい東南アジア・タイ国において水文気象観測のスーパーサイトデータ等を利用し

つつ， GEOSSのモデルケースとなる統合観測システムのプロトタイプを構築する．
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温暖化各レベルに対応する洪水リスクの増減評価

助教授沖大幹

環境省では，従来から，地球環境研究総合推進費（以下，「推進費」）などを通じ，地球環境研究の推進に早くから

取り組んできたところである．特に推進費では地球環境問題が人類の生存基盤に深刻かつ重大な影響を及ぼすこと

に鑑み，様々な分野における研究者の総力を結集して，学際的，国際的な観点から総合的に調査研究を推進し，もっ

と地球環境の保全に資することを目的としている．本業務では，推進費による研究のうち，「温暖化の危険な水準及

び温室効果ガス安定化レベル検討のための温暖化影孵の総合的評価に関する研究」の一部を実施するものである．

Application of Fly Ash as Concrete Ingredient in Thai land -the Current State 

講師加藤佳孝

Fly ash (FA) has been well known for a long time as a good additive to concrete. It has been proved by many researches that 

FA can improve the workability, control thermal crack, improve long-term strength, and enhance some durability matters of 

concrete. Because FA is a by-product of the coal power plant, the usage of FA in concrete industry is thus extremely favorable 

from the environmental point of view. Many countries around the world including Japan have been trying to promote the usage of 

Fly Ash in their concrete industries. The fact that the chemical composition and physical properties are different among FA 

produced from different location is a major obstacle to promote the usage of FA in concrete industry. As the results, the amount 

of FA used in concrete industry is still much less than that produced from power plant in many countries. On the other hand, in 

Thailand, almost all Fly Ash have been eonsumed in concrete production. Investigation on the usage of Fly Ash in Thailand should 

therefore be meaningful as an example of successful promotion. This report is an attempt to study the promotion method of Fly 

Ash application in Thailand in order to determine the most efficient promotion method for Fly Ash application in Japan. 

保護膜プロセス技術の基礎検討

客員助教授梶山博司

フラズマディスフレイ (PDP) の次世代保護膜フロセスのフィージビリティ調査

東南アジアにおける降雨観測システムの構築

助教授（東大）松本淳［代表者］，助教授鼎信次郎，講師（東大）蔵治光一郎，助手（東大）安形康，

梢報通信研究機構佐藤晋介，助教授（京都大）林泰一

文部科学省「地球観測システム構築推進フラン」の一課迎として，インドシナ半島を中心とする熱帯東南アジアモ

ンスーン地域を対象として，モンスーンに伴う水循環および気候変動の実態を正確に把握するための降雨観測システ

ムを構築することを目的とする．そのために地上自記雨量計観測網を展開し，衛星およびレーダー観測の併用によっ

て準リアルタイムで 1時間単位での広域的雨量分布の把握を可能にするシステム「東南アジア・レーダーアメダス
（仮称）」を現地気象機関と共同で構築する．また，その延長として，広域雨量の予測にも取り組む．さらにその成

果物を洪水予測と水資源マネジメントヘとi箇用する．主たる対象狭領域をベトナム・ダナン周辺と，バングラデシュ・

メグナ川とし，当該の三年間でプロトタイフの開発を成し遂げる．

海洋ライザーに働く非定常流体力推定手法の開発

助教授林昌奎，教授（東大）鈴木英之［代表者］

大水深化及び多様化する悔洋ライザーの様々な悔洋環境における VIV(渦励振挙動）起振力に代表される非定常流

体力を数値解析により推定する実用手法の開発を行う．

低電力を実現する回路技術に関する研究開発

教授桜井貰康

将来のスーハーコンヒュータの LSIに適した性能を実現しながら，製造後のしきい電圧制御が可能なトランジスタ

の址本構造を確立する．更に，単体トランジスタレベルを試作し，動作を確認するとともに特性を評価する．

高濃度の砂糖を用いた新しいガン治療法の開発

教授畑中研一

独立行政法人農畜産業振興機構が行っている「砂糖に関する学術調査フロジェクト」についての受託研究を行って
いる. ,(;j濃度の砂糖に抗蘭活性があることに注目して，ガン細胞に高濃度の砂糖を投与することによってガン細胞が

どのように変化するのかを観察している．
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道路環境予測のための都市内交通流予測手法に関する研究

教授桑原雅夫

騒音，排ガスなどの沿線環境の予測に適用できる交通流予測手法を検討する事を目的とし，交通工学分野で提案さ

れている幾つかの都市内交通流予測手法の中から，沿線環境の予測に適用できるモデルを選定し，実用的なモデルに
改良する研究を行う．

ITSに関する基礎的先端的研究

教授桑原雅夫

ITS 施策の効果・評価にあたって重要となる人間（ドライバ）の挙動・反応• 選択行動に着目し， ITSの共通的な

技術である交通計画技術，画像認識技術，車両制御技術を融合した基礎的先端的な研究を実施する．

E. 革新的原子カシステム技術開発公募事業

Type-IV損傷数値シミュレーション技術の開発

教授都井裕

マルチスケール解析に関する先行基礎研究成果を拡張発展させることにより， Type-損似の進行過程のシミュレー
ションに不可欠な，メソスケール（結晶粒スケール）における元素拡散挙動と高温下力学的挙動の連成場計算手法を
開発するとともに，これらをベースにした寿命予測・強度評価のためのマクロスケールモデルを構築することを目的

とした研究を進めている．本年度は， Typeクリープ損傷挙動において重要な析出物粗大化のメソカ学モデルについて
検討し，有限要素解析結果と実験結果の比較により，その有用性を検証した．また，縦あるいは周方向溶接部を含む

円筒試験体の Typeクリーフ損偽挙動に対する試計節を実施した．

酸化物燃料の電解還元処理に関する技術開発ー供給原料／還元手法の最適化一

助教授岡部徹

電解還元プロセスにおいて，高い処理速度と還元率を達成するためには，原料酸化物の粒径や原料装術方法などの
原料仕様を最適化することが重要である．また，電解の後半に酸化物表面が金属膜に覆われるような状況においても

還元速度をなるべく低下させないためには，プロセス上の工夫も必要となる．そこで，コールド工学フロセス試験装
骰を製作し，原料仕様がプロセスに与える影響を明らかにすると同時に，還元生成物と塩の分離性能，得られる金屈

の純度について評価を行っている．具体的には，雰囲気制御装岡付き電気炉および反応容器を作製し，アルゴンガス

雰囲気下約 600~1000 ℃の範囲の一定温度で，導電体を介した反応 (EMR) 制御により金属還元剤が放出する
を利用して酸化物を還元する実験を行っている．

F. 民間等との共同研究

超音波計測の実用化研究

教授高木堅志郎

トンネル膜向け酸窒化膜中水素の挙動及び不揮発メモリ信頼性との関係

助教授福谷克之［代表者］，助手ビルデマーカス，研究員劉紫園

本研究では，核反応法と振動分光法を利用して表面・界面水素量を定量しデバイス特性との関連を明らかにするこ

とで，デバイス特性の向上を目指している．本年度は，界面および酸化膜中の水素に起因する振動モードの計測が可
能な全反射赤外吸収分光法装置の開発を行った．

高圧水素容器の最適設計に関する研究

教授吉川暢宏

超高圧水素容器の信頼性解析方法を検討し，最適設計のプラットフォームを構築する．金属ライナーに炭素繊維束

をワインディングする VH3容器を対象とする．ライナー形状，ワインディングアングル，積層構成，オートフレッ

テージ圧を設計変数として，疲労強度と破裂強度を両立する最適解を探索する．
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溶接部強度評価方法に関する研究

教授吉川暢宏

ガスハイプライン溶接部信頼性の評価手法を開発する．最重要外荷重である地震動について，設計照査の方法論を

検討する．想定されるバワースペクトルから，最悪荷重を定める方法の適用可能性を検証する．

マイクロチップ設計のための MicroPIVシステムの開発

教授大島まり［代表者］，安木政史，大学院学生木下睛之

高速共焦点顕微鏡法を利用したマイクロ PIV技術を新たに開発し，さらにその改良を行った．従来のマイクロ PIV
システムに高速共焦点スキャナと高輝度レーザを組み込むことで，微小流路内の任意の深さ位骰において鮮明な断面

粒子画像を取得することができるシステムを実現した．これにより，従来の手法では困難であった，マイクロスケー

ル流れの 3次元空間的速度分布を計測することが可能となり，マイクロ環境下での流動現象をより詳細に把握するこ

とができるようになったまた，高速共焦点撮影に適したトレーサ粒子の粒径や蛍光特性，照明用レーザの波長や出

カ，粒子画像を撮影するための高速度カメラ等のハードウェアに関して調査・検討を行い，共焦点マイクロ PIVシス

テムの最遥な仕様を決定したブラウン運動の影響や被写界深度についても詳細に，かつ定最的に評価している．さ
らに，構築した共焦点マイクロ PIVシステムを用いて，実際に微小円管内ホアズイユ流れやマイクロチャネル内流れ
の速度分布を計測することにより，その性能を評価するとともに，マイクロ流れ計測ツールとしての有効性を示した．

エンジン内の強い乱れを考慮した噴霧メカニズムの実験的検証

教授大島まり［代表者］，教授（北悔道大）大島伸行，山田敏生

エンジン流動設計などで重要となる強い乱れの中の噴霧拡散メカニズムの解析とその有効な数値予測モデルを開

発する．今年度は，一様格子乱流中での噴霧挙動を高速ビデオ画像による可視化およびラージ・エディ・シミュレー

ションに晶づく数値計算によって解析検討した．

工学シミュレーションにおけるハイパフォーマンス・コンピューティング技術の開発と応用

教授（北海道大）大島伸行，教授大島まり［代表者］，宮地英生

流体解析など工学における大規模数値シミュレーションとそれに伴う大容鼠データのための高速，汎用的なコン

ヒュータ環境として並列計算，可視化インターフェース，ネットワークなど要素技術の開発と総合的なシステム構
築について検討する．今年度は，並列計算機における大規模ソフトウェア開発環境と可視化システムの評価などを

行った．

流れの制御による空力音低減法に関する研究（その 2)

教授加藤千幸

新幹線の車両連結部間隙からの空力音発生メカニズムを明らかにするとともに，車体周りの流れを制御することに

より空力音を低滅する方法について研究を行う．

ポンプの変動流体力発生メカニズムの解明

教授加藤千幸

LES解析により軸斜流ホンフの圧力脈動発生メカニズムを解明し，それを原因とする変動流体力を予測する．

LESを用いた流体騒音予測技術

教授加藤千幸

換気・空調事業における低騒音化技術による差別化の研究開発

多段ディフューザポンプの性能評価法の研究

教授加藤千幸

高精度非定常流れ解析によるホンフ性能評価

人間行動生態心理学に基づく自動車車内の快適性評価に関する研究

教授須田義大［代表者］，教授加藤信介，教授合原 助教授曲渕英邦，助手上野佳奈子，

研究員田淵義彦

従来主観的な評価を主体としてきた自動車車内の快適性について，人間行動モデルの構築と生態心理学の手法を適
用した新たな評価手法を検討している．快適性を与える因子の分析，評価実験を通じた検討を行った．
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模型車両による一軸台車の走行性能に関する研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員宮本岳史

走行性能を改良した一軸台車の模型車両による検討

連続体損傷力学に基づく構成方程式モデリングと材料損傷・破壊問題の統合的有限要素解析への適

用に関する研究

教授都井裕［代表者］，助手高垣昌和

連続体損傷力学に基づく構成方程式を導入した有限要素解析法，いわゆる局所的破壊解析法の基本的問題点を解消
し，材料損傷・破壊統合解析プログラムの三次元フロトタイプを構築するとともに，高速増殖炉用高温構造物に対す
る設計裕度の最適化のための損偏評価手法を構築することを研究目的とする＊本年度は，高温および低温の液体ナト
リウムによる熱サイクルを受ける原子炉容器モデルを対象として，熱伝導と弾粘塑性損傷を考慮した熱疲労損傷およ

び亀裂進展解析を行うとともに過去 3年間の研究成果を総括した・

転がり型免裳装置に関する研究

教授藤田隆史

本研究では，円弧と傾斜した直線からなる形状のレール上を転がる車輪によって鉛直荷重を支持する直線運動機構
を，直交するように上下に重ねた機構を枯本構造とする免震装附を対象として，その美術品展示ケースや戸建住宅へ
の応用について研究している．

スマート・タイヤ・システムの基礎的研究

教授藤田隆史

本研究では，自動車用タイヤのタイヤ発生力を計測し，計測データを無線通信によってリアルタイムに車体側へ伝
送するシステムを開発している．タイヤ発生力の計測には，タイヤ・路面間に作用する 6分力をホイールのひずみを
通して計測する方法を採用しており，ハードウエアーの主要構成要素は検出ユニットモジュール，計測アンフモ

ジュール，角度検出エンコーダである．

超微細粒内部組織形成過程のミクロスケールモデルの研究

教授柳本潤

材質予測モデルと制御の研究

教授柳本潤

高精度ミクロマクロ連成モデルの高機能化

教授柳本潤

ナイロン粉末造形物の透明化手法の確立

助教授新野俊樹

様々な自由形状造形法の中で， SelectiveLaser Sintering法（以降 SLS法）は材料選択の自由度の広さと，その結果
として得られる造形物の高い物理的強度によって，近年その利用が急速に拡大している手法のひとつである． しかし
ながら本手法では，造形物が多孔質となり，結果として不透明になることが避けられないという問迎点があった．新
野研究室ではこれまでに，透明樹脂の屈折率を調整した上で造形物に含浸することで，不透明な造形物を透明にする
方法を開発したが，材料に制限があり， SLS法の利点を最大限に生かせるものではなかった．本研究では，高耐熱高
強度が得られる樹脂を SLS造形し透明化する手法を，関係企業と共同で開発する．

粉末焼結積層造形の要素技術に関する研究

助教授新野俊樹

様々な自由形状造形法の中で， SelectiveLaser Sintering法（以降 SLS法）は材料選択の自由度の広さと，その結果
として得られる造形物の高い物理的強度によって，近年その利用が急速に拡大している手法のひとつである．本手法
は，積層造形法の宿命的な欠点として，薄物造形時に生じる造形物のそりを最小化するため，造形粉末および造形容
器内雰囲気温度の精密な制御が必要になり，また，造形物が多孔性になることも避けられない．本研究では， このよ
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うな状況を改善するため，焼結前の粉末の密度を向上させるごとを目的に，リコーティング機構の開発および現象の

解明を関連企業と共同で行っている．

MID技術の高度化

助教授新野俊樹

射出成形された樹脂表面に電気回路などの新たな構造を付与することにより，射出成形品を高度化する MID技術

は，自動車部品の組立の簡素化，携帯電話などの部品の微細化などに広く応用されているが，現在のところ立体回路

枯板としての機能にとどまっている．本研究では本技術をメカトロ部品の新しい製造方法の行きに高めるため，関

連企業から構成されるコンソーシアムと共同で，加工法と応用方法の研究を行っている．

複雑生命情報システムのモデル理論研究

教授合原一幸［代表者］，助教授鈴木秀幸

生命情報システムを始めとした複雑システムのモデル理論およびハードウエアニューラルネットワークモデルに

関する研究を行なうことを目的とし，複雑数理モデルプロジェクトの重要な応用分野である複雑生命情報システムを

始めとした複雑システムのモデル理論およびハードウエアニューラルネットワークモデルに関する研究を行なって

いる．特に，ニューラルネットワークモデルや追伝子・タンハク質ネットワークモデルなどの生命情報システムの数

理モデル構築のための枯礎研究および人工ニューラルネットワークのハードウエア実装に関する実験研究を行なっ

ている．

落雷位置標定技術の高精度化研究

教授石井勝

現在実用化されている長波帯の電磁波を用いた落雷位置標定システムの位骰標定精度は 0.4kmほどが限界である．

それを上回る標定精度をもつ， MF帯電磁波を利用したシステムの実現を目指して研究を進めている．

量子構造を応用した光電変換機構の研究

教授榊裕之［代表者］，土屋泰弘

10ナノメートル (nm) 級の半導体超薄膜（鼠子井戸）構造は，膜厚や組成によって電子や正孔の鼠子状態が制御

できるため，可視光から近赤外域の光によるバンド間の光吸収課程や中赤外域に対応するサブバンド間光学遷移過程

を制御できる．さらに 10nm級の隠子細線構造や凰子ドット構造を用いると，それぞれの領域で光吸収スペクトルを

制御できる．本研究では，これらの構造における光吸収特性や光励起キャリアの収集過程の制御性を活用して，光電

変換デバイスの性能や機能を高めるための一連の研究を推進している．

マイクロマシニング技術とナノテクノロジーの融合技術の研究

教授榊裕之［代表者］，藤川東馬

本研究では，半蒋体のナノ構造の持つ特異な光学特性や電気的特性を活かして各種のセンサー機能を実現させ，デ

バイスとして活用する研究を進めている．特に，これらのナノ構造をマイクロマシン構造やナノマシン構造に埋め込

むことにより，半導体の機械的な変形や移動を可能とし，これに伴って物性を顕著に変化させることにより，ユニー

クなセンサー素子の実現可能性を探っている．特に，単一の鼠子ドットの急峻な蛍光特性や単電子伝導特性を活用す

ることでセンサー感度を高める試みを進めている．

ナノ構造を有する光デバイスの作製・評価法およびシステム応用に関する研究（民間との共同研究
（相互分担型））

教授榊裕之［代表者］，川西悟基

ナノ構造半導体の特性評価のためのフォトニック結晶ファイパの構造などの設計を行い，本ファイバと量子ドット

光半導体を結合させた構造の試作を行うと同時に特性評価を行う．得られた結果をファイバの設計ならびに光半導体

の構造設計にフィードバックしてさらなる特性向上をはかる．

電動車両の制駆動力制御に関する研究

教授堀洋一

電気モータの高速で正確なトルク発生特性を生かせば，雪道などすべりやすい路面においても，タイヤから路面に

確実に駆動力を伝達したり，所望の制動力を発生したりできるようになる．その理論開発を行うと同時に，小型の電

気自動車を用いてその実証を行うものである．
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テレマニュファクチャリングに関する制御技術の研究開発

助教授橋本秀紀

遠隔地からネットワークを用いて，画像や力覚を伝達することによって操作者のインテリジェンスを最大限に引き

出し，微細作業を実現する．

リソースの限られたデバイスによる遠隔認証技術および運用方法の研究動向調査

助教授松浦幹太

情報家電や無線 ICタグなど，ユピキタス情報社会に関する概念が世間で普及している．その結果，計算能力やメ

モリなどのリソースの異なるデバイスが混在した環境における遠隔認証機能の提供，そしてその安全性評価が，喫緊

の課題となっている．本研究では，これらの課題に関する最新研究動向調査を行った．その結果，個別要素技術開発

は充実しているものの，管理運用方法やホリシーなど，システム的側面と統合したアプローチは不十分であることが

明らかになったまた，それに伴って，今後取り組むべき具体的研究課題をいくつか抽出できた．

日本における情報セキュリティ投資評価手法に関する研究

助教授松浦幹太

我が国の実態に即した情報セキュリティ投資評価手法が必要とされているが，その前段階の分析で必要なリスク評

価手法すら確立されていないのが現状である．そこで，本研究では，俯報セキュリティインシデントに関わる被害額

算出モデルを開発してリスク評価の枯礎を整え，投資評価手法に関する理論研究のサーベイを行った．また，国内企

業を対象として，理論をサホートするための実証研究で用いるデータ取得を実施した．

電子証拠物技術に関する研究

助教授松補幹太

電子商取引が個人レベルで普及すると，事後紛争に備えで鵡子的記録に関する証拠性を保証する技術の重要性が増す．

本研究ではまず，そのような電子証拠物技術に関する研究動向を調査した．その結果，電子的な操作が行われた状況

や文脈まで配慮した証拠性担保の重要性が明らかとなり，そのための基礎技術を開発した具体的にはいくつかの異

なる証拠の鎖を巧みに結びつけて証拠性を高めるクロス・ヒア・リンキングという手法の基本設計に成功した．

情報システムにおけるリスクアセスメントに関する研究

助教授松補幹太

情報システムの設計において．もっとも効率的かつ効果的にセキュリティ対策を選択することが重要だが，そのた
めの体系的な手法は確立されていない．そこで，本研究では，まず， i胄報資産・竹威・対策・保険の定式化や定量化

に関する研究動向調査を行った．その結果を受けて，前記着眼点にトラストの概念を導入して新たな数学的モデルを

構築したさらに，そのモデルの有効性を示す適用例のフロトタイフを作成し，基礎的な評価を行った．

1. 超微粒子分散等構造制御技術 (2)超微粒子分散技術， 2. 技術の体系化

教授井上博之

非晶質材料の構造解析に関する研究

教授井上博之

無機ガラス材料の新機能開発に関する研究

教授井上博之

ベトナム・メコンデルタにおけるバイオマス利活用に関する研究

教授迫田章義［代表者］，客員助教授望月和博

ベトナムでの稲作周辺のマテリアル・エネルギーフローに関するデータ収集および解析を行う．利用可能な技術に

基づいた具体的なモデル・シナリオを設定して，バイオマスタウンの成立要因を検証する．
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PSAシミュレーションに関する研究

教授迫田章義

PSA (Pressure Swing Adsorption)操作のシミュレーションに関しての検討を行う．

PLD法による ZnO基板上への発光素子構造作製および HVPE,MOCVD, MBE法による PLD-GaN/ZnO構造
上への GaN成長

教授藤岡洋

GaNに格子整合した ZnO基板上に極めて品質の高い GaN薄膜の成長を実現する

金属含有熱可塑性高分子の開発

教授溝部裕司

金屈原子をポリマー中に取り込み，これまでにない物性を有するポリマーの開発を行う．

ダイヤモンド表面に関する研究

教授光田好孝

ダイヤモンド膜を電子放出源のエミッターとして利用する研究が行われているダングリングボンドを H終端した

ダイヤモンド表面が負の電子親和力を持つため電子放出特性に優れていると言われているが，イオン衝撃などにより
表面構造が変化する等，表面構造の安定性には疑問もある．そこで，表面終端元素や表面構造と電子放出特性および

表面安定性について研究を進めている．

新規ポリマー型有機 EL用電子輸送材料の開発に関する研究

助教授工藤一秋

当研究室ではこれまでに，有機電界発光（有機 EL)素子に用いられる Alq3の可溶性高分子化についての研究を行

なってきている．その知見をもとに，高分子 EL材料に A屈誘導体を分子レベルで分散させることによる発光効率の

向上を図った．

肝組織の 3次元再構築における酸素供給法の研究

助教授酒井康行［代表者］，大学院学生成戸宏介，太田勝次，水野篤志

大型または高密度の生体組織を invitroで構築する場合，通常の培養液を用いる灌流培義では，細胞が剥離しない剪

断応力の下では，酸素供給速度が著しく不足する．この間題を抜本的に改善するために，特に肝組織の再構築におい

て生体と同様なヘモグロビンベースの人工的酸素運搬体の適用可能性を評価する．

礫混じり地盤の変形特性の把握とその FEM解析への適用に関する研究

教授古関潤一

系統的な大型三軸圧縮試験を実施することにより， 2箇所の低土被り NATMトンネルにおける礫混じり地山の強度

変形特性を高精度に把握した．さらに，得られたデータをもとに FEM解析のモデル構築へ適用する手法についての

検討を行った．

省エネ型ドレンレス空調システムの開発

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，小金井真，生田紀夫，浅野英世，西田耕作，川本光一

ダンフハウス間迎の克服に有効な非結露型省エネ空調システムの開発を目的とする．

換気効率評価手法の業務用厨房への適用に関する研究

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，大森敏明

業務用厨房の快適性・省エネルギー性を向上させるための研究であり，空気系統，換気系統が輻較する業務用厨房

内の気流と調理・燃焼排気の輸送現象を換気効率評価手法を用いて明らかにするものである．

空調シミュレーション技術の研究

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，佐藤 松本隆志

室内温熱空気環境を，対流・放射の連成シミュレーションにより解析する技術手法を開発する．

140 



VI. 研究および発表論文

温熱環境と疲労の関係に関する実証研究

教授加藤信介［代表者］，小畑光央

温熱環境の違いとそれによる温冷感・快適性の違いと精神作業における疲労度との間に相関関係があることを明ら

かにする．

広域分散ストレージシステムのリポジトリ管理技術の研究

教授喜連川優

本研究では，広く遠隔地に分散する大規模ストレージ相互のデータ管理技術について，データベースシステムの観

点からディザスタリカバリシステムのためのコストの低減方式，自律的ストレージ管理技術の確立を目的としている．

地理的情報を持つ評判情報のインターネットからの抽出技術の研究

助手相良毅，教授喜連川艇［代表者］

ィンターネット上の膨大な量の Webページから，住所や電話番号などの地理的情報を手がかりとして，実世昇の店

舗に関する評判情報を高精度• 高効率に抽出する技術を研究する．

時空間 MRFモデルの研究

助教授上條俊介

時空間 MRFモデルを応用したアフリケーションの開発

トンネル内異常走行車両の検出精度向上に関する研究

助教授上條俊介

既存の画像認識システムをより精度を高くし，異常事象を検出できるように改良する．

反射モデルに関する研究

助教授佐藤罪

照明変動下における顔認識性能の向上を目指し，顔の照明および反射モデルを構築し，これを用いた認識方式を開

発する．

「感性リアル」表現の制作支援を目的とした CG技術の開発

助教授佐藤洋一

日常生活空間における視線情報計測

助教授佐藤洋一

次世代の機器インタフェースにおいてユーザの視線を計測し遥切な制御を行うことを目的とし，日常生活空間にお

いて高精度にユーザの視線を計測する．照明環境が変化する日常生活空間で機器を操作する通常動作を行うユーザを

非装着型カメラで撮影し，頭部姿勢推定及び視線を推定することで，高精度に視線を計測する技術を開発し試作して，

有効性を検証する．

P型半導体シリコンの高速度精製技術開発

教授前田正史

有機物の物性に及ぽす交流高圧電位の影響

教授前田正史

ハイプリッド自動車用廃棄二次電池の負極合金の再資源化技術の開発

教授前田正史
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P型半導体シリコンの高速度精製技術開発

教授前田正史

高純度シリコン合成に関わる基礎検討

教授森田一樹

スカンジウム (Sc)の製錬に関する研究

助教授岡部徹

スカンジウム (Sc)はアルミニウム (Al) に0.2mass%程度添加するだけで飛躍的にアルミニウムの強度が上昇す

るため，アルミニウムの合金強化元素として注目を集めている． しかし，スカンジウムは稼業対象となるような鉱床
は存在せず，ウラン製錬などの副産物としてわずかに回収されるにとどまっているため，値段が高く工業的に利用す

るにはハードルが高い．ところが，近年，ニッケル製錬が変化しつつあり，その残消から安価でスカンジウムの原料

である酸化スカンジウムを多量に回収できる可能性が高まっている．これらの背景から，今後， Al合金添加剤として

のスカンジウムの需要の増大が予想され，低コストで効率よくスカンジウムを製造するプロセスの開発が求められて

いる．本研究では金属熱還元法や溶融塩電解法を用いて金属スカンジウムまたは Al-Sc合金の新たな製造プロセスの
開発を目指す．

大深度熱水鉱床地帯における自律型海中ロボットの行動の研究

教授浦環［代表者］，民間等共同研究員小原敬史

自律型悔中ロポット (AUV)は21世紀の悔洋観測フラットフォームとして実用展開が期待されている．ここでは，

大深度熱水地帯あるいは大深度悔底火山悔域を AUVにより観測することを目的として，そのために必要なロボット
展開技術を研究している．

マイクロチップデバイスに関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貰富喜

マイクロ流体を用いた光学素子，電気化学センサーを盛り込んだマイクロチップデバイスを開発する．

細胞組織の 3次元培養法に関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，民間等共同研究員 SergeOstrovidov 

従来の方法では困難であった骨の軟骨組織の 3次元培挫を可能とする新しい培投法を開発する．

マイクロ流体チップにおける液体制御方法に関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貨富喜

複数のチッフ搭載型電気浸透流ホンフを用いた液体制御方式について検討し， PDMS製マイクロチップ上で定量，
希釈，混合などの液体操作を正確に行う技術を開発する．

「マイクロ流体デバイスの応用の研究」ならびに「集積化分析システムの研究」

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貴富喜

エンドユーザーレベルで簡単に取り扱える小型システムの研究開発を通して，マイクロ流体デバイスの本格的産業
応）Tlへの展開をはかる．

微量液体制御のための実用技術の開発とマイクロ流体チップヘの応用

助教授藤井輝夫

チッフ搭載型電気浸透流ホンフを用いたマイクロ流体チッフにおける液体制御方式について研究を行い，高精度の

液送や定隠希釈，混合などの操作を正確に行うことを可能とする新しい技術の研究開発を行う．

集積化マイクロ流体システムに関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本

生体関連反応を評価するためのマイクロ流体チッフを設計する．
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VI. 研究および発表論文

集積化マイクロ流体システム実用化の研究

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貴富喜

マイクロ流体デバイスの産業応用への検討を行う．

集積化マイクロ流体システム実用化プロジェクト

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貴富喜

微量流量の送液制御が可能なマイクロ流体デバイスの要素技術開発を行う．

集積化マイクロ流体システムに関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本費富喜

DNA分析の前処理工程を自動で行えるシステムを構築する．

次世代ユキビタス光 MEMSモジュールとシステムを目指した光波面の動的制御に関する研究と応用

教授藤Ill博之

光ファイバアレイ超高密度ピッチ変換デバイスに関する研究

教授藤田博之

RF -MEMS の設計• 製作に関する研究

教 授 藤fH, •. り之

センサネットワークの鉄道制御への適用に関する基礎研究

教授藤田博之

ユビキタス環境実現へ向けたパワーサプライに関する調査研究

教授藤田博之

RF -MEMSの設計・評価に関する研究

教授川勝英樹

集積化マイクロメカニカルシステムに関する研究

助教授年吉洋

東大生産研とフランス国立科学研究センター (CNRS)の国際共同研究組織 LIMMS (Laboratory for Integrated Micro 

Mechatronic Systems)は，生研の MEMS関連研究室にフランス人研究者 (CNRS職員，ポスドク）を常時 10名程度受
け入れて， MEMS/NEMSのバイオ応用，ナノテク応用，集積化システム応用に関する研究を行っている．

MEMS技術の光コンポーネントヘの応用に関する研究

助教授年吉洋

マイクロメカトロニクス国際研究センター（第 3部）年吉研究室では， MEMS技術を用いた静電ミラー型の光ス
キャナを，光ファイバ通信用の可変光減衰器に応用する技術を行っている．半導体シリコンマイクロマシニングによ
り貼り合わせシリコン基板を加工し，垂直櫛歯型電極と呼ばれる静電駆動構造を用いて，低電圧で安定して駆動でき
るデバイスを開発した
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VI. 研究および発表論文

MEMS技術を使ったパッシブ／アクティプ接触子（接触機構）の研究

助教授年吉洋

マイクロメカトロニクス国際研究センター（第 3部）年吉研究室では，半蒋体自動評価器 (ATE)用のマルチプロー

ブをシリコンマイクロマシニングにより製作する技術の開発を検討した．

MEMS技術の高周波デバイス応用に関する研究

助教授年吉洋

マイクロメカトロニクス国際研究センター（第 3部）年吉研究室では，半導体シリコンマイクロマシニング技術を
用いて，シリコン基板上に高周波通信応用のコンタクト型マイクロスイッチの開発を行っている．マイクロ波導波路

をシリコン薄膜（金属被覆）で形成し，そこに金属接点を押し当ててスイッチを開閉する機構を，静電マイクロアク

チュエータにより実現した．

光マイクロマシニングに関する研究

助教授年吉洋

マイクロメカトロニクス国際研究センター（第 3部）年吉研究室では，半導体シリコンマイクロマシニングによる

静電駆動型のマイクロ光スキャナを，医療用の内視鏡に応用する研究を行っている．

光スキャナーの開発

助教授年吉洋

マイクロメカトロニクス国際研究センター（第 3部）年吉研究室では，低電圧駆動でありつつも振れ角の大きな静

電駆動型の共振マイクロ光スキャナを開発し，それを用いてレーザー光投影型の画像表示器を構成する研究を行って
いる．

光スキャナの開発

助教授年吉洋

マイクロメカトロニクス国際研究センター（第 3部）年吉研究室では， PZT圧電薄膜で駆動するマイクロ光スキャ
ナを小型のレーザー投影型画像表示器に応用する研究を行っている．

コンクリート橋の維持管理の高度化を目指したモニタリングシステムの開発に関する研究

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝，共同研究員恒國光義

コンクリート道路橋のモニタリングによる維持管理の高度化および効率化をはかるため，各種センサーによる実橋

のモニタリングを実施している．構造物のたわみ，変形，振動等をレーザ，光ファイバー，加速度計等で計測し，使

用性能，安全性能等に関する健全性の評価方法，およびモニタリング・システムの開発を行なっている．

コンクリート劣化診断システムの開発

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝

当研究室では劣化したコンクリート構造物の診断システムに関する研究を実施している．本研究は既存のコンク

リートトンネルを調査し，その結果に枯づき劣化診断を行なうためのシステムを開発することが主目的であり，今ま
で実施してきた研究の延長線上にある．晶本的には目視検査による変上調査を現場においてコンヒューターを使用し

て記録に残し，その結果を演算することでトンネルの劣化程度を判定しようとするものである．実構造物の劣化を判

定後，劣化の進んでいる箇所に対しては非破壊検査等による詳細調査が必要となる．これらのシステムを構築するこ

とは，都市晶盤の安全性確保のために書くことができないものであり，今後ますます重要視される．

劣化したコンクリート構造物の補修工法に関する研究

教授魚本健人［代表者］，助教授岸利治，助教授加藤佳孝，技術専門員星野富夫，

民間等共同研究員勝木太，伊藤正憲，斉藤仁，渡部正，元売正美，竹田宣典，宇野祐一，

里隆括，北澤英宏，榊原弘幸，戸田勝哉，平間昭信，河原崎広，伊藤学，深津章文，

松田敏，森本丈太郎，椎名貴快，弘中義昭，小川彰一，植島修

劣化したコンクリート構造物の補修は重要な課題であるが，現実には多種多様な工法が採用されている．しかし，

異なった材料および適用を行った場合にどのような効果があるかは明らかにされていない．本研究はそれぞれの方法

で補修した場合にどのようなメカニズムで更なる劣化を防止するかを暴露実験ならびに解析で明らかにし，最適工法

を拷案することを目的とする．
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コンクリート構造物の次世代型非接触•非破壊検査手法に関する調査研究

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝，大学院学生小根澤淳志，研究実習生石川幸宏

膨大な社会資本ストックを抱えるとともに，少子高齢化社会を迎える我が国においては，今後の社会基盤施設の維
持管理は，できうる限り効果的かつ効率的に実施する必要がある．特に，コンクリート構造物はストック量の大きな

割合を占めており，効果的な維持管理の実施が急務である．コンクリート構造物の維持管理の基本は，現状の構造物
の性能および将来における性能を予測することである．これまでにも，超音波， AE法，レーダ法など様々な非破壊

検査が，構造物の現状の性能を把握するツールとして用いられてきた．しかし，提案されている手法のほとんどがひ

び割れ，内部空洞などに代表される欠陥検知であり，コンクリート構造物の耐久性能の低下を予測する情報としては

不足しているのが現状である．これまでは，情報の補完のために局部破壊検査を実施している．局部破壊検査は，コ

ンクリートの現状を精度良く評価することはできるが，あくまでも局部的な情報であるため構造物全体の性能を評価

するには多大な労力を必要とするこのような現状に対して，本研究では鉄筋コンクリート構造物の代表的な劣化現

象である鋼材屈食の支配因子である塩害・中性化に着目し，検査の効率性を重要視した非接触かつ非破壊で検査する

新たな手法を確立することを目的としている．本研究の目的が達成されれば飛躍的に維持管理効率が高まると考え

ている．

コンクリート橋のモニタリングに関する研究

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝

本共同研究は，供用中の実橋における非破壊検査，車両送行時における連続的な挙動計測データの分析，あるいは

コンクリート試供体の載荷実験などを通して，コンクリート橋の健全度を評価するための指標や，異常値を検知する
ための方法を明らかにするものである．また，それらを反映したモニタリングシステムの開発を行なっている．

線路構造物の大変形動的挙動解析

教授目黒公郎，民間等共同研究員 上半文昭

鉄道施設などの線路構造物の大変形挙動を最新の大変形破壊解析手法である応用要素法 (AEM)を用いた解析する

緊急地震速報を利用したタンクヤードの総合的な地震被害予測・警報システムの構築

教授目黒公郎［代表者］，客員教授天野玲子，大学院学生南條孝文

大規模地猿発生時に液体燃料タンクヤードでの発生が予想される各種の被害を，緊急地震速報を用いることによっ
て，対象地域に激しい揺れが到達する前にリアルタイム予測・ 評価し，必要に応じてその被害を最小化する緊急情報

を配信するシステムを開発するもの．「強震動による構造／施設被害」「地盤の液状化による構造／施設被害」「スロッ

シング被害」「津波被害」と上記 4つの影響による「複合被害」を対象にしている．地震発生前（平常時）の利用法

として，過去の地震記録や想定されるシナリオ地震に対する各種の被害想定を行うことによって，対象施設（タンク
ヤード）の現状評価，評価結果に枯づく防災力向上のための遥切な対処法の検討が可能である．

居住域スケールの屋外温熱環境への影響因子に関する基礎的な研究（その 2)

助教授大岡龍三［代表者］，助手黄弘，黒木英智，中嶋まどか

屋外空間の温熱環境の数値予測ツールの開発を行うとともに，その影響因子について考察するものであり，屋外温

熱環境評価を行う．

ヒートアイランドに対する各影響因子の影響に関する研究

助教授大岡龍三［代表者］，小島弘，大森敏明

ヒートアイランドの原因となる各影響因子の影響とともに種々のヒートアイランド緩和策の効果を定量的に把握

する．ヒートアイランドの原因となる各影響因子の影響とともに種々のヒートアイランド緩和策の効果について，従

来の研究事例，データからの類推，シミュレーション解析により定量評価を行うとともに，ヒートアイランド解析シ

ミュレータの改良を行う．

二周波降水レーダによる地表面計測手法の予備的検討

助教授沖大幹

GPM (全球降水観測計画）の主衛星に搭載予定の二周波降水レーダ測定データを利用して，地表面の水分星を観測

推定するアルゴリズムの開発を行う．

未来型総合水利用システムの開発一流域の観点から一

助教授沖大幹

流域に関する水• 物質の全体フローを把握・評価する方法を構築する．
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PDP放電と蛍光体物性の相互作用に関する研究

客員教授篠田他

プラズマディスプレイ (PDP) 用蛍光体発光特性に及ぼす放電の影響の解析

プラズマディスプレイパネル (PDP)誘電体保護膜および PDP製造装置の開発

客員教授篠田催

次世代の省エネ対応，高効率 PDP生産工程と新規保護膜材料に関する基盤研究

超微量水分検出装置の開発

客員助教授梶山博司

樹脂基板を透過する水分の超高感度検出装置の開発

PDP材料物性に関する研究

客員助教授梶山博司

プラズマディスプレイ (PDP) 用保護膜からの二次電子放出機構に関する研究

人の心理状態推定に基きロボットの対話的行動計画を学習し，ロボットの人に対する行動選択を予
測的に決定するシステムについての研究

教授合原一幸，助教授（東大）渡辺正峰［代表者］

人とロボットとの自然な相互作用を実現するためには，人の内部状態推定が不可欠である．本研究では，内部状態
として視覚刺激に対する関心を扱っている．具体的には，視線データと皮附電位レベル (SPL) のデータを元に関心

の有無を推定する．本研究では，視線データに対して機械学習を用いて視線モデルを作り，視線に関する 2次元空間

にプロットする．本研究の目標は，この空間を二分して関心があるものとないものに分けることであり， SPLのデー

タからこの境界を定めることである．

センサ統合による知動化セキュア空間の創成

教授（東大）藤野陽三［代表者］，助教授佐藤洋一

センシング梢報を利用した安心•安全な都市空間構築を目的とし，画像や GPS 情報による人物センシング技術の開
発に加え，人物センシング情報を利用したセキュリティ・防災・サーピスなどのアプリケーションに関わる技術の開

発および実サイトでの検証を進める．

高速鉄道車両のイノヴェーティプ・デザインに関する研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員佐々木浩一

次世代の高速鉄道車両に対して，走行安定性，乗り心地向上，エネルギー消費などについて飛躍的な性能向上を図

る手法について検討を行っている．本年度は，省エネルギー性を考慮した新たなアクティプ制御手法について深度化

し，台上走行試験によりその効果を確認した．また，車両の乗り心地評価モデルについての検討を深めた．

鉄道車両用空気ばねによる輪重変動の研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員中居拓自

鉄道車両の空気ばね系では，緩和曲線を低速で通過すると，輪重変動を助長する問題を抱えている．本研究では，

輪重抜けを抑制するための制御手法を検討し，実験によりその効果を確認した．

1軸台車の応用による通勤車両のイノベーションに関する研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員平井正明

通勤車両の性能向上，コストダウン，軽量化などを図るためのイノベーティブな方法について検討している．一軸

台車を適切に採用することにより，曲線通過性能，走行安定性，乗り心地等がどのように改善されるか，模型車両と

マルチボディタイナミクスを用いたシミュレーションにより評価した．
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鉄道における車輪・ レール間の摩擦制御に関する研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員荻野智久，民間等共同研究員栗原純，

民間等共同研究員岸本康史

鉄道車両の急曲線通過性能を向上させるために，車輪・レール間の摩擦力制御の研究開発を行っている．摩擦調整
材の適切な使用方法を確立するために，模型実験，シミュレーション，実車両走行試験を実施した

電磁サスペンションのエネルギ回生に関する研究

教授須田義大

自動車用電磁サスペンションの性能向上について，基礎的応用的研究を行っている．従来からの防振特性およびタ
イヤ接地性向上の検討に加えて，振動エネルギの回生について，理論的および実験的な検討を行った．

鉄道車両内快適性の室内実験に関する研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員林哲也

鉄道車両の客室内の快適性を向上させることを目標に，シミュレータ実験手法の開発および評価の方法の検討を
行っている．振動・ 動揺に対する乗り心地評価を主体に検討を進め，被験者の状態，走行条件などが与える影響につ
いて検討した

大型車両用の電磁ダンパーの減衰力制御に関する研究

教授須田義大

大型車両用の電磁ダンバに関して，基礎的応用的研究を進めている．荷重や走行条件に応じた最適な滅衰力特性に
ついて検討を加えており，シミュレーションによる評価，実験による検討により，適切な特性を検討した

人間と深くインタラクションするパーソナルムーバーの研究

教授須田義大［代表者］，特任助手竹原昭一郎

都市における個人の移動を目的とした新たな小型車両，すなわちハーソナルムーバーについて，基礎的かつ実践的
な研究開発を行っている小型タイヤの特性，人間を含んだ車両の動特性などについて，検討を実施した

マルチボディダイナミクスを用いた車両運動解析に関する研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員矢延雪秀

鉄道車両のマルチボディダイナミクス解析に関する検討を行っている．分岐器におけるレール断面変化を考慮した
シミュレーションなど，従来困難であったシミュレーションを実施した．

タイヤの動特性に関する研究

教授須田義大［代表者］，特任助手竹原昭一郎，民間等共同研究員三宅隆文，

民間等共同研究員川合真弓，民間等共同研究員榊原文彦

自動車の走行性向上のためのスリップ角，キャンバー角及び微小スリップ制御に関するタイヤの動特性を明らかに
して走行性向上に対する有効性を検証する

走行車両による道路路面情報収集技術に関する研究

教授須田義大［代表者］，研究機関研究員杉山博之

実路の走行下において路面の状態（主に U) を精度良く同定し駆動制御に反映するための研究を行った

大型車両用の電磁サスペンションの制御に関する研究

教授須田義大

大型車両用の電磁サスペンションにおいて，電磁力を用いた制御技術を研究した

鉄道車両の分岐器通過時の乗り心地に関する研究

教授須田義大［代表者］，民間等共同研究員林哲也，民間等共同研究員河野浩乎，
民間等共同研究員矢延雪秀

鉄道車両の分岐器通過時の乗り心地を解明し鉄道の快適性と利便性の向上を図る
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“超”を極める射出成形

教授横井秀俊［代表者］，助手金藤芳典，技術専門職員増田範通，協力研究員阿部聡

CCR協力研究員長谷川茂，瀬川憲，遠藤優，山口城，阿部昌博

大学院学生韓雪，大森瑛，和知忠道，市東徹也

本研究では，超高速射出成形現象について多面的に実験解析を行い，不確定因子の多い成形技術，金型技術の確立
と新規の高機能化・高付加価値成形品の実現に資することを目的としている．本年度は， (I)超高速充填におけるフ

ローフロント挙動とスクリュ動作の相関解析， (2)超高速射出圧縮成形の基礎的検討および微細矩形溝，円柱パター

ン転写への適用， (3)微細矩形溝ハターンヘの樹脂充填過程の直接可視化解析， (4)異なった面において同時に高転

写を実現させる二方向同時転写成形技術の開発，についてそれぞれ重点的な検討を行った．

水バインダーパルプ射出成形における成形技術の高機能化

教授横井秀俊［代表者］，民間等共同研究員丸野満義，松坂圭祐，宮下治樹

ハルフ射出成形は，環境負荷低減の新しい加工技術として期待されている．本研究は，技術的な課題が多いパルプ

射出成形について，その現象解明および成形技術の高機能化を目的としている．本年度は，新たに試験型を製作して，
流動特性の評価を行うとともに，得られた成形品の内部構造について検討した．さらに，課題とされていたハイサイ

クル化について検討し，最適な成形条件にすることで大幅な時間短縮が可能であることを実証的に明らかにした．

樹脂可塑化機構の改良

教授横井秀俊［代表者］，民間等共同研究員徐世中

射出成形におけるスクリュ可塑化過程の研究を通して，当研究室ではこれまでに可視化観察や熱流束パターン，ス

クリュトルク分布，ノズル部樹脂温度分布等の各種計測・ 解析手法を開発してきた．本研究では，これらの実験装骰

を統合した同時計測システムを開発するとともに実用化を主眼として解析することを目的としている．本年度は，

加熱シリンダ内壁面への作用力および熱流束の計測により，計徹可塑化における樹脂種類や背圧の影響について検討

した．

熱硬化性高分子材料の二色射出成形技術の開発

教授横井秀俊［代表者］，民間等共同研究員太田隆

磁性粉の磁気異方性を利用した非接触充填材配向状態，流動状態の基礎計測技術の応用展開および高機能熱硬化性
高分子材料複合体の成形が可能な射出成形技術の開発を目的としている．本年度は，繊維系充填剤の配向制御をゴム

製品に応用展開し，製品機能との相関について検討した．その結果，製品機能との相関を定屈的に評価することが可

能となり，製品開発における適切な設計検討に有効であることが示された．

低粘性樹脂の流動挙動の可視化

教授横井秀俊

低粘性樹脂における射出成形では，キャビティ内の段差部でエアの巻き込みと考えられる不良現象が発生する．本

研究では，段差部でのエア巻き込み現象の発生メカニズムの解明を中心に検討を行った．具体的には，肉厚方向から
観察可能な可視化金型を新たに設計• 製作し，それにより型内充瑣過程を観察することでエア巻き込み現象と形状因

子との相関について具体的に明らかにした．

LSIの動的 IR-Drop評価・抑制技術開発

教授桜井貴康

半導体フロセスの微細化に伴って，信号の正当性（シンナルインテグリティ）や電源品質の確保（ハワーインテグ

リティ）を考慮した設計が必要となっている．従来の EDA(コンピュータによる設計支援ソフト）を用いて予測され

る結果の正当性が疑問視されている現状では，実シリコンを用いた検証が必要不可欠である．特に LSI動作時におけ

る動的な電源変動 (IR-Drop)は大きな問題である．そこで，その評価のための要素技術の開発，新たな LSI設計のフ

ローの構築および将来の課迎の発掘・解決策の提示を行うべく研究を推進している．

ダイナミックリークを低減するナノサーキットの研究

教授桜井貴康

トランジスタがオフの時に流れる電流を漏れ電流と呼ぶ． トランジスタの寸法がナノメートル領域に入るにした

がって，漏れ電流が動作時でさえも支配的になってくることがわかったこの漏れ電力を減らすために，統括的設計

手法などの設計指針を確立するとともに漏れ電力をカットオフ制御する zigzag方式を提案し，有効性を実証した．
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次世代 SoC低電力技術の研究

教授桜井貴康

近年，低消費電力化は LSIおよびそれを使用したシステムの最重要研究課題の一つとなっている．本研究では， SIP

など Siテクノロジ以外の技術も活用した従来の SiLSI研究ドメインの枠を超えた発想の低電力化技術を，大学との共
同研究を中心にして推進する．

ディーブサブミクロン世代の設計法の研究

教授桜井貴康

ディーフサプミクロン世代のLSIで問題となる消費電力増大や高速データ転送技術に対応するための技術を考案する．

イヌリンの化学修飾による新しい合成物質の開発

教授畑中研一

スクロースを原料として得られる多糖イヌリンの化学修飾と工業材料化の研究を行っている．

パーソナルムーバーの普及に向けた調査研究

教授桑原雅夫

都市型スペースにおける個人の移動を目的とした新たな小型ハーソナルムーバーの環境，移動効率を分析する．

VICS情報提供の効果と分析・評価

教授桑原雅Jミ

VICS 1青報提供による渋滞円滑化効果を推進する動的交通評価シミュレーションを開発括fl]し，＇ド載機やインフラ
整備に関する様々なシナリオでの投資効果を評価する．

円滑化走行支援システムの実用可能性に関する研究

教授桑原雅夫

高速道路サグ・合流部における円滑化走行支援システムの安全性・効果の事前検証

広域交通シミュレーションの利用技術に関する研究

教授桑原雅夫

これまで研究レベルでは使われている都市園規模のネットワークに適用される動的交通シミュレーションを，実用
レベルで利用可能にするための技術を研究する．

渋滞予測情報

教授桑原雅夫

突発事象発生時におけるリンク旅行時間の変化を予測する．

道路交通データを用いた応用システムの研究

教授桑原雅夫

車両感知器から得られる偕報や，道路交通システムから得られる道路交通データを用いた応用システムに関する研

究を行う．

サスティナブル ITSに関する研究

教授桑原雅夫［代表者］，教授須田義大，教授池内克史

複合現実感実験スペースを構築し，それを活用したヒューマンファクターに関する基礎研究およびそれに立脚した

各種 ITS応用研究を実施する．

文化財デジタル化の為の 3次元計測技術および高精度 CG再現技術の研究

教授池内克史

対象物に適した高精度 3次元計測技術の研究行う．対象物の光学特性や形状などから対象物を正確に再現する為の
手法，技術を確立する．
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作業者支援システム (PhaseX)の動作指令生成技術に関する研究

教授池内克史［代表者］，助手（東大）影澤政隆，山田治義

実験用カメラシステムを構築し，姿勢認識精度，認識速度，屋外環境への適用性に関する性能検証を実施し，実用

可能なシステムの構築を目指したまず， 3次元モデルを作成するアルゴリズムに関する検討を行い， 3次元モデル

作成における「カメラ配置」と「3次元モデルの目の粗さ」の最適条件を検討した．つぎに，人物輪郭抽出アルゴリ

ズムに関する検討を行い，「背景差分法」と「ステレオ法」の 2つについて，認識時間と環境への適用性についで性

能を比較したカメラシステムでは，人物輪郭抽出精度が認識精度に大きな影響を与える．人物輪郭抽出アルゴリズ

ムには現場使用において菫要な課題があること，また，カメラ自体に直射日光による画像不良が発生することを実証

試験で確認した．

G. 選定研究

温暖化の湖沼への影響と水質浄化装置の効果に関する水理模型実験

助教授北澤大輔［代表者］，講師（工学院大）金野祥久

琵琶湖では，温暖化に伴う鉛直混合の低下とそれによる湖底近傍の溶存酸素濃度の低下が懸念されている．本研究

室では，溶存酸素猿度の変化を予測するための生態系モデルを構築してきたが，琵琶湖の水質は物理現象の影響を強

く受けるため，物理モデルの構築も併せて行っている．本研究では，物理モデルによる数値シミュレーション結果の

検証データを取得するために，温暖化が琵琶湖の物理環境に及ぼす影響と水質浄化装置の効果に関する水理模型実験

を行う．

超小型キャパシタ電気自動車コムス CVの製作と実験

教授堀洋一

本研究の目的は 2つある．ひとつは，電気自動車ならではの運動制御の可能性を超小型電気自動車を用いて，よ

り原理原則的な側面を掘り下げることである．もうひとつは，キャハシタを搭載した電気自動車そのものの将来性に

対する，知見を得ることである．

室温結晶成長技術を用いたグレイン銅板上の単結晶半導体デバイス開発

教授藤岡洋

巨大なグレインを持つ銅板上に単結晶の半導体を成長し，銅の高い導電性を生かした素子を実現する．
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ナノ多孔質結晶の分子パーツ組立式レゴ合成法の開発

助教授小倉賢

木造住宅の耐震補強効果の検証法の開発

助教授腰原幹雄

シリコンナノワイヤーの製作と局部温度センサーとしての応用一生体分子との熱とのメカニズムを

単分子レベルにて観察するナノデバイスの製作

助教授金範竣

反カデバイスを用いたタンパク質モデリング VRシステムの開発

助教授佐藤文俊
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H. 展開研究

マイクロフルイディクスを用いたナノ領域におけるバイオ関連物質のテラヘルツ分光技術の開拓

教授平川一彦［代表者］，教授藤田博之，助教授藤井輝夫，教授荒木

テラヘルツ (THz)電磁波の吸収が極めて大きい水溶液や， THz電磁波の波長との整合性により信号を得ることが

極めて困難なナノ物質の物性を調べるための新しい分光法として，マイクロフルイディクス技術とテラヘルツ電磁波
を分子レベルまで集光するアンテナ技術を組み合わせた新規分光技術を確立することを目的としている．

有機固体発光のヒ＿トモード制御と記録／表示デバイスヘの展開

教授荒木孝二［代表者］，教授黒田和夫，教授志村努，助手務台俊樹

含窒素複素環化合物であるテルヒリジン (tpy)は，針状結晶および板状結晶という 2つの異なる結晶形をとり，溶

液中やアモルファス状態でも蛍光を示さない tpyが，板状結晶となったときのみ強い青色発光を示すこと，および 2

つの結晶系を再結晶で相互変換すると，それに伴い青色発光が on/offスイッチングされることを見いだし、 I古］相で(})
分子集積構造変化に基づく発光制御が可能であることを初めて示した．さらに加熱温度を制御することで鈷晶系変
換が容易に実現できヒートモードという簡便な方法で高感度，繰り返し再現性に優れた発光(})on/offスイッチンゲ
が実現できることを実証し，記録，表示， メモリーヘの応用が可能な新しい光機能性材料となることを示した．

多チャンネル膜タンパク質機能計測システム

助教授竹内昌治

本研究では，マイクロ・ナノ加工技術を利用して，膜タンハク質を組み込んだ脂質平面膜アレイを実現し， II知の内

外の電位を計測することで，各種の膜タンハク質の機能を効率よく解析するデバイスの実現を目指している．ごれま

で実現の難しかった多チャンネルの生体イオンセンサーや，創薬のスクリーニング等への展開が期待できる．

I • グループ研究

TSFD (乱流シミュレーションと流れの設計）研究グループ

助教授半場藤弘［代表者］，教授加藤千幸，教授大島まり，教授加藤信介，助教授大岡龍三

TSFD研究グルーフは，さまざまな理工学分野で必要とされている乱流の数値シミュレーションを実用的解析手法

として確立することを目指している．そのために流体物理学，機械工学，生体工学，建築• 都市環境工学などの観

点から，乱流の統計理論によるモデリング，数値シミュレーション解析法の開発，数値シミュレーションの実証と応

用などの多方面にわたる研究を進めている．その最新研究成果を生産研究 TSFD特集号や IISAnnual Reportに公表す

るとともに，乱流の数値シミュレーションに関する定期的な研究集会や国際シンポジウムの企画開催，数値解析ソフ
トウェアの公開提供などを行っている．

器官・組織・細胞マルチスケール・マルチフィジックス・シミュレーション

教授大島まり［代表者］，教授（東北大）山口隆美，教授（慶応義塾大）谷下
小池秀耀，産学官連携研究員福成洋，畝村毅

重要循環器である血管の病変に着目し，器官から組織・細胞の力学的や生理的な応答を組み入れたマルチスケール・

マルチフィジックス・シミュレーションシステムを開発する．これにより血管障害の発症・進行のメカニズムを解明

し，さらにこれらの情報に基づいて予知と予防法の確立を目指す．

快適性の工学的応用に関する研究グループ

教授須田義大［代表者］，教授加藤信介，助教授曲渕英邦，助手上野佳奈子

室内，車両内の物理的環境（温熱環境，視的快適につながる照明，騒音など音環境，振動，空間の開放感，公共の
場におけるテリトリの確保による利用されない無駄なスペースの発生など）の調整•制御をより合理的に行うために，
人間の環境に対する認知，行動要因を解明し，室内や車両内などの環境の快適性と人間行動の関係を説明するモデル

構築を目標に活動を行っている．定例の会合による討論，実地調査，関連する研究者との会合，自動車車内の快適性

研究プロジェクトを実施した．
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J. 個人研究推進事業

1個人研究推進事業（さきがけ研究 21)

量子ホール系における核磁気共鳴を利用した固体量子ビット素子の開発

助教授町田友樹

最子ホール系端状態における電子スヒン一核スヒン相互作用を利用して半導体核スヒンを制御して量子ビット素
子を開発する．

リポソームアレイによる膜タンパク質の機能解析法

助教授竹内昌治

本研究では，次世代の治療，創薬法，あるいは超高感度生体イオンセンサーの実現に重要な役割を持つ膜タンハク

質を含んだ，直径の等しいリホソームをアレイ状に基板に固定する技術を確立します．マイクロエレクトロフォー

メーション法と脂質膜のハターニング法をマイクロ流体デバイス中で行うことで，単一径リポソームを作成し，所望

の位骰に固定します．これにより各種の膜タンパク質の機能を，一つ一つ効率的に解析することができるようになり
ます．

2. プロジェクト申請

持続再生型都市継承の推進力創出に向けた台湾都市継承の歴史的考察

教授藤森照信［代表者］，大学院学生林

JBIC提案型調査・発掘型案件形成調査「ppバンドメッシュを用いた既存組積造構造の耐震補強へ向
けた検討及び提案」

教授目黒公郎

イランケルマン州において，泥やアドベの家屋に対する耐震補強技術の普及を推進し，もって地震に弱い不適格構

造に居住する貧困層をも含めた地裳弱者の震災による被害の軽滅に資するもの．

K. 科学技術振興費

1. 科学技術振興費・ 主要 5分野の研究開発委託事業 (RR2002)

戦略的基盤ソフトウェアの開発

教授加藤千幸［代表者］，教授（東大）加藤千幸，教授（東大）大島まり，

助教授（東大）佐藤文俊，主任研究官（国立医薬品食品衛生研究所）中野達也，

センター長，教授[(独）物質・材料研究機構］大野隆央，顧問研究員小池秀耀，
特任教授寺坂 11,lf夫，（財）高度梢報科学技術研究機構］中村訴，教授（北悔道大学）大島伸行

「戦略的枯盤ソフトウェアの開発」フロジェクトは，文部科学省 ITフログラムの一環として 2002年度からスタート

したものであり，わが国の科学技術菫点分野である，バイオ・ナノ分野やエネルギー・環境分野における，世界水準

の実用ソフトウェアの開発を目的としている．タンハク質の構造や化学物質との相互作用などを分子軌道法により計

算したり，空気の流れや流れから発生する騒音や構造物の振動などを基礎方程式から直接予測したりする，計算科学
シミュレーションは次世代の産業基盤技術としてその実用化に大きな期待が集まっている．本フロジェクトは，生産

技術研究所計算科学技術連携研究センターが開発拠点となり，東京大学大学院工学系研究科，国立医薬品食品衛生研

究所，独立行政法人物質・材料研究機構，財団法人高度俯報科学技術研究機構，アドバンスソフト株式会社などとの
産学官連携により， (I)次世代量子化学計算， (2)タンハク質ー化学物質相互作用解析， (3)ナノシミュレーション，

(4) 次世代流体解析， (5) 次世代構造解析の 5つの物理化学シュミレーションソフトウェアと，それらの大規模計算
を将来のコンヒュータ・ネットワーク環境で効率的に実行するための基盤偕報技術として， (6)統合フラットホーム，

(7) I-IPC (High Perfonnance Computing) ミドルウェアの実証開発を進めている．これまで 40本のソフトウェアを公

開し，ダウンロード件数は 10, 000件をこえ，ユーザーからきわめて高い関心を集めている．また，開発したソフト

ウェアを産業界に普及させるため，「産業応用推進協議会」が設立され，実証計算や普及活動を行っている．

152 



VI. 研究および発表論文

脳の動的情報表現のモデル化とその情報処理への応用

教授合原一幸［代表者］，助教授（東大）渡辺正峰，特任助手牧野貴樹

本研究は，脳の時空間情報表現のコーディング機構およびそれに基づく時空間動的情報処理機構に関して，ニュー

ラルネットワークモデルを用いて理論的に解明することを目指したものである．脳の神経回路の時空間ダイナミクス

は単ーニューロンやニューラルネットワークのさまざまな特性量に依存しており，それらが複雑に絡みあって脳特有
の柔軟な情報処理が実現されている．そこで脳の時空間動的表現の中からその情報処理の本質にかかわるものを抽出

し，脳の高次機能における文脈に応じた感覚情報入力から行動運動出力決定への文脈依存的変換過程および外界との

動的インタラクションの認知過程に関するニューラルメカニズムを，選択的注意課題における前頭前野のニューロン
活動解析を含めて研究した．

光・電子デバイス技術の開発

教授荒川泰彦［代表者］，教授榊裕之，教授（スタンフォード大）山本喜久，教授藤田博之，

教授（東大）樽茶清悟，教授平川一彦，教授（京大）野田進，教授平本俊郎，
教授（横浜国大）馬場俊彦，助教授高橋琢二，助教授（東大）染谷隆夫，助教授年吉洋，講師岩本敏，

特任教授石田党人，特任教授勝山俊夫，特任教授臼杵達哉，特任助教授塚本史郎，
助教授（電気通信大）山口浩一，横山直樹，大橋啓之，辻伸二，石川正行

2002年度より文部科学省世界最先端 IT国家実現重点研究開発フロジェクトの一つとして「光・電子デバイス技術

の開発」プロジェクトを推進している．本プロジェクトにおいては，半導体ナノテクノロジーを中心とした晶盤技術

開発により，次世代高性能光源および関連光・電子デバイスを実現し，将来の1胄報ネットワークに向けた素子技術の
革新化をばかる．幸いこれまで高性能屈子ドットレーザや超高 Q値フォトニック結晶ナノ共振器を実現し，通信波長

帯単一光子発生素子など量子情報技術の基盤固めに成功するなど，世界の注目を集める重要な成果を達成することが

できた．本フロジェクトは，経済産業省高度情報基盤プログラム・フォトニックネットワークデバイス技術開発フロ
ジェクトと緊密に連携をはかっている．主要研究分野は， (I)屈子ドットやフォトニック結晶を中心とした半導体ナ

ノテクノロジーの開発 (2) ナノ光・電子デバイス技術の開発 (3) 量子梢報通信素子技術基盤の開発 (4) 有機・分

子・バイオエレクトロニクス技術の探索研究である．

陸域生態系モデル作成のためのパラメタリゼーションに関する研究

教授安岡善文

陸域生態系モデルを高度化するために，モデルと衛星観測データを結合することによりモデル予測，評価の精度を

上げるための手法を開発する．特に，地上観測と衛星観測を結合して広域での生態系ハラメータ空間分布を計測する

スケールアップ手法，ならびにモデルハラメータを観測データに合うように調整する同化手法の開発を行う．

津波災害時の避難行動シミュレーションモデルの開発

教授目黒公郎，大学院学生岡本睦

悔南•南悔地震などの，南悔トラフで発生する巨大地裳津波災害を想定し，津波災害発生時の避難行動シミュレー
タを開発する．具体的には，津波シミュレーション結果と避難行動を統合したシミュレーションを開発し，情報の遅

れ，避難ビルの数や配置，道路閉塞などが避難安全性に与える影響を評価できるシステムを構築する．そして津波災
害による人的被害を最小化する対策について検討する．

大都市大震災軽減化特別プロジェクトー1. 「地震防災統合化研究ー事前対策」

教授目黒公郎［代表者］，助教授（山口大）村上ひとみ，助教授（日大）根上彰生

わが国の地震防災対策上の最重要課題は既存の耐震性の不十分な建物（これを既存不適格建物と言う）の耐震改修

である． しかしこれがうまく進展していない状況を踏まえ，改善策の研究として， a) 「簡便• 高精度な耐震補強／耐

震診断技術」， b) 「室内の安全性」， c) 「耐裳補強推進制度／システム」の 3つの研究課題を実施している. a) は耐震

診断や耐震改修を身近なものと感じ実施してもらえるように，簡便で高精度な手法を提案するものである. b) は地

震時の家具の挙動をはじめとして，室内空間の安全性を評価し対処してもらえる環境整備を図る研究である.c)は耐

震改修を促進するための制度やシステムの研究である．技術以上に制度的な不備が問題となっている現状を踏まえ，
耐震改修に強いインセンティブを与える制度を検討している．
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一般・産業廃棄物・バイオマスの複合処理・再資源化プロジェクト，固体・ガス状試料の安全性評
価システムの開発

助教授酒井康行，教授（岡山大）小野芳朗［代表者］，教授（岡山大）白石友紀，室長（理研）榊原均，

室長（産総研）川幡穂高，助教授（岡山大）綾野克紀，助教授（岡山大）比江島慎二，

助教授（岡山大）毛利紫乃，助教授（神戸大）岡村秀雄，助教授（東京高専）庄司良，

研究員（産総研）竹内美緒

都市や地域から排出される一般・産業廃棄物・バイオマスについて無害化処理と再資源化を図る技術開発において，

その安全性を評価することは必須である．そこで，化学分析や各種バイオアッセイの総合的な利用が考えられ，その

中で酒井はヒト肺細胞を用いたガスまたは灰• 浮遊粒子状物質の安全性評価を担当する．

2. 科学技術振興費・リーディングプロジェクト

地球水循環インフォマティクスの確立

教授柴崎亮介

2002年 12月 14日，宇宙開発事業団 (NASDA)種子島宇宙センターより H2aロケットで打ち上げられた『みどり 2号』

を含め現在 5機の大型衛星が稼動中でこれらの衛星データを統合的に用いることによって，大気ー陸域間や大気一悔洋間

の全水循環過程をほぼカバーできる地球観測衛星委員会の協力を得て衛星観測データを収集し、それを統合的に利用する

ために，データカタログ機能の高度化，ネットワークによるデータ転送フォーマット変換幾何補正，多種データの重ね

合わせ，複合アルゴリズムの適用，データベース化など，膨大なデータに対する高度なデータ処理システムを開発する．

地球観測データ統合・情報融合基盤技術の開発

教授柴崎亮介

農業，災害，生態系，生物多様性など多くの分野では，用語や分類体系の共通化，標準化などが十分進んでおら

ず，これらに晶づいて作成されたデータを付き合わせたり，統合したりすることが困難になっている．まして，他の

分野の研究者や実務家がその分野のデータを利用する場合にはデータの定義などを発見したり，理解・解釈すること

にも大きな困難がある．相互利用や分散的利用の障害となっている．そこで本研究では，データ辞書，分類体系，シ

ソーラスなど，データの定義や作成の枯礎概念となる梢報（オントロジー関連情報）を収録し，互いに比較・対照で

きるオントロジーレジストリを開発する．これを使うことで，他の機関などが作成したデータの意味や内容・ 品質な

どを評価することが容易になり，データの解説データであるメタデータをより適切に作成できる．また，テキストマ

イニング支援などの各種梢報共有• 利用支援サービスを構築できるようになる．特に，本課題では農業，水管理分野

を中心として，実際のオントロジー関連梢報を収集・菩栢し，オントロジー関連梢報の収集や編集，品質管理方法，

視党化方法，共同利用方法などを実証的に開発する．

廃棄物・バイオマスシステムの物流システムの開発（文部科学省リーディングプロジェクト）

教授野城智也

現実の経済社会のなかで，廃棄物・バイオマス資源と，それらの再資源化施設との間を高効率で結合する静脈物流

システムを構築することをめざし，現実の経済社会のなかで廃棄物・バイオマス資源にかかわるサプライチェーン・

デマンドチェーンのネットワーク構築に資する物流システム及びビジネスモデルを開発する．具体的には，地域にお

ける廃棄物・バイオマス資源の発生・濡要特性や産業晶盤など地域の条件によって静脈物流のあり方は異なってくる

という認識にたって， (I)地域における物流計画策定支援ツール， (2)地域における物流モニタリングツール， (3)

地域のサフライチェーン・デマンドチェーンの構築に資する装附・ツールのフロトタイフを開発する

先進的なストレージ技術およびWeb解析技術

教授喜連川優

本フロジェクトは，大きく先進的なストレージ技術の研究開発と WEB解析技術に分けられるまず，先進的なス

トレージ技術研究開発においては，人類が取り扱うデータは， 2000年で 3エクサバイトと推計され， 2003年には 40

エクサバイトに達すると見込まれる．このようなデータの洪水に対し，本プロジェクトでは従来にはない戦略的ソ

リューションを見出すことを研究目的とする．具体的には， I) 高度ディザスタリカバリ機構， 2) ストレージ超高速

アクセス機構， 3) ストレージ管理コスト低減機構に関する研究開発を行う．続いて， Web解析技術においては，従

来，社会の出来事はテレビニュースや新聞などのメディアを通して国民に報道されて来たが，最近では，社会現象自

体の多くがサイバー空間（ウェプ空間）でなされつつある．現時点では，ウェブ上の貰重な社会情勢に関する知識は

殆ど活用されておらず，本フロジェクトでは効率良くサイバー空間の活動を抽出するツールを開発する．一方，現在

のサーチェンジンは現時点の状態のみのサーチに終始している．データベースがデータウエアハウス技術を生み出し

てきたのと同様「歴史を紐解くサーチェンジン」は大きな潜在的需要が見込める．即ち，本プロジェクトは，定期

的に日本全国のウェブページを収集および蓄積することで大規模なウェブアーカイプを構築し，コンテンツ，リンク，

および時系列解析を用いた多様な分析に基づくサイバー空間調査事業を立ち上げることを目的とする．
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アジア水圏観測ロボットシステムの開発戦略

教授浦環［代表者］，教授（東大）宮崎信之，助教授（東京海洋大）近藤逸人，

上席総括研究員（滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター）熊谷道夫，

主任研究員（（独）水産総合研究センター水産工学研究所）赤松友成，

主任研究員（小笠原ホエールウォッチング協会）森恭一｀

グループリーダー（（独）海洋研究開発機構）浅川

2005年度からの 3年計画で、自律型水中ロボットを水中プラットフォームに用いるアジア水圏観測ロボットシステムを構築し

アジア域で展開するために東京大学生産技術研究所を中心として戦略的国際ネットワークを形成し人的交流を図りシステム

の実現を目指すプロジェクトを開始したシステムは水圏に関する諸現象の理解や環境保全に益する悔洋や湖沼・河川域の科

学的観測と環境指標となる水棲哺乳類の生態観測から成る．このため， I) 自律型水中ロボット研究開発， 2)悔底ケーブルを利

用した観測システム構築 3)水中ロボットや音響装骰による水棲生物観測システム開発， 4)湖沼環境の広域観測システム構築

に関する研究を推進し，各国の事惜に応じたロボット開発を加速して国際的リーダーシップを発揮することを目指す．

水中セキュリティソーナーシステムの開発

教授浅田昭［代表者］，大八木敏夫，川島祥信，教授（梅保大）倉本和興

日本の沿岸に多数存在する港湾施設や船舶および発電所等の重要施設に対するテロ行為および地上から可視困難

な悔中空間で発生する各種犯罪を防止するため，隠密潜入する小型潜水艇，ダイバー等の危険な目標を音響レーダに

より遠距離から監視追尾し，近距離では高分解能な音響ビデオカメラにより目標を識別することにより統合的な監視

を実現する水中セキュリティソーナーシステムを開発する．

「日本社会に適した危機管理システム基礎構築」の中のサブテーマ「情報処理面から見た危機管理シ

ステムの構築」

教授目黒公郎

災害対策基本法にもとづいて主として自然災害を対象として整備されている防災体制はわが国ではもっとも一元

的な危機管理体制に近いものである．本研究ではこれを下敷きにして，どのような危機に対しても一元的に対応でき

るわが国の社会風土に適した危機管理体制の構築を目的とする．

大型有形・無形文化財の高精度デジタル化ソフトウェアの開発

教授（京都大）松山隆司，教授池内克史［代表者］

東京大学が中心となって開発する大型有形文化財のデジタル化ソフトウェアでは， 100mを超える大型有形文化財

を全ての点で cm以下の精度でモデル化できることを目標に， 500枚を超える距離画像を全ての点で cm以下の精度で

位置あわせできる高精度同時位憐合わせアルゴリズム 500枚を超える距離画像を現状のものに比して 100倍程度高速

に位附あわせできる高速位樅合わせアルゴリズムテラバイトに達する大規模距離データを処理できる統合アルゴリ

ズムを開発する．また，屋外の大型文化財のシームレスな色彩表現を得るため色彩画像・距離画像間高精度位附合わ

せアルゴリズム太陽などの照明環境推定による画像間色彩調整アルゴリズム処理を開発する．さらに，テラバイトに

達する大規模データを高速に転送・表示するための，高効率化表示・ 転送アルゴリズムを開発する．

危機管理対応情報共有技術による減災対策災害情報の共有化に関する研究

教授目黒公郎

総合的な観点から効果的な災害対応を展開する上で行政組織間において共有が必要とされる災害情報を分析し，そ

の内容項目，用語の整理と情報共有基盤の運営の規範について調査する．また，国の機関により収集される災害情

報の共有化と利活用に関する規範について調査する．

しその他

活摺曲地帯のトンネルシステムの防災性向上

教授小長井一男［代表者］，講師ヨハンソンヨルゲン

平成 17年度から土木学会が中核機関になり開始した振興調整費重点課題研究「活摺曲地帯における地震被害デー

タアーカイブスの構築と社会基盤施設の防災対策への活用法の提案」（代表者小長井一男）の中の I課題である.2004 

年の中越地震で特筆すべき点は地盤災害である．活摺曲地帯で地震が起こると地盤の変形がその後も緩慢に進む可能
性があり，社会基盤施設の防災上，地盤の動きの特徴を調査することは重要である． トンネルなどの地下構造物は地

盤に追随して変形することから，地盤の動きを確認する歪ゲージとみなすことができる．被災地のトンネルの変形を

精密に，かつ異なる時期に計測し社会基盤施設保全の方策を探る．
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量子ホール伝導度の時間振動の予測理論と検証実験

助教授町田友樹［代表者］，助教授羽田野直道

散子ホール効果は，低温強磁場の半導体中 2次元電子系でホール伝導度が階段状に量子化される現象です．物理定

数の精密測定に利用されるだけでなく，最近では量子コンピューターの素子としても有望視されています．数ヶ月ほ

ど前に我々のグループが，量子化されているはずのホール伝導度が時間とともに振動するのではないかと理論的に予
測しましたこれは理論的な常識を覆す衝撃的な予測であり，検証実験が待たれます．そこで我々のグループで実験

家と理論家が連携しつつ検証する計画です．将来的には工学的な応用も含めた考察を進めます．

医療工学技術者創生のための再教育システム

教授（東北大）山口隆美，教授大島まり［代表者］，教授（東北大）大内憲明，教授（東北大）大隈典子，

教授（東北大）佐藤正明，教授（東北大）和田仁

科学技術振興調整費• 新興分野人材投成として採択された．医工連携を視野に入れ新しい人材教育を行うため，医

学分野および工学分野の双方を取り入れたカリキュラムの開発を行い，授業を行っていく．

サイエンスとアートの融合による新しい出張授業形態の開発ー風と立体造形で学ぶ流体力学—

教授大島まり

一般に理工系へ進学する女子生徒の数は大変少ない．そこで，出張授業を通して，女子学生の理科や数学に対する

意識を調査する．また男子学生と比較して理科に対してどのようなアプローチをするのかを物理の実験を通して調査
する．

革新的シミュレーションソフトウェアの研究開発プロジェクト

教授加藤千幸［代表者］，教授大島まり，助教授佐藤文俊，教授加藤信介，
主任研究官（国立底薬品食品衛生研究所） 中野達也，

センター長，教授[(独）物質・材料研究機構］ 大野隆央，教授（東大）吉村忍，
教授（東大）奥田洋司教授（北悔道大学）大島伸行，教授（東北大学）山口隆美，

教授（慶応義塾大学）谷下一夫，顧間研究員小池秀耀，中村壽

地球シミュレーター等の超高速コンヒュータで稼働する，世界最高水準の以下の分野のマルチスケール，マルチ
フィジックス・シミュレーションソフトウェアを研究開発し，産学官連携体制により，開発したソフトウェアの普及・

ボ業化を推進する．生命現象シミュレーション，マルチスケール連星シミュレーション，都市の安全・環境シミュ

レーション，共通枯盤ソフトウェア（超高速ライブラリ及び最適化フラットフォーム）

長期間使用製品の仕様・保守情報の表示及び利用方法に関する研究 （環境省廃棄物処理等科学研

究費補助金）

教授野城智也

長期間使用する製品については，技術的仕様及び保守方法に関する情報が散逸してしまうことが，長寿化のための

維持保全や，製品使用終了時のリュース， リサイクル及び最適処理を妨げている．本研究は，このような現状を踏ま

えて，技術的仕様及び保守方法に関する情報の保存・表示• 利用方法を開発するとともに表示内容及び方法に係わ
る標準規格原案を作成するものである．本研究の構想自体は， ICタグなど個体自動認識技術が近年めざましい発展を

遂げているなかで提案者のほかにも多くの識者が提唱している．しかしながら， (I)個体認識媒体の耐用性への不
安 (2) 長期にわたって情報を保持するための関与主体間のコスト負担の不明確さ (3) 情報表示方法に関する標準規

格の欠如などで実現が阻まれてきた．本研究は，社会技術的手法も併せて適用することにより，これらのI溢路を突破

することを目指すものである．

住宅及び構成材に係わる品質•履歴情報の自主管理支援システムの開発（国土交通省先導技術開発
助成事業）

教授野城智也

「住宅及び構成材に係わる品質• 履歴情報は，本来そこに居住する住まい手や，その所有者のものである」という
理解のもとに住まい手・所有者自身が，各所のデータ源に散在するこれらの情報を収集・集約して閲覧し管理する

ための支援システムを開発するごとを目的とする．本技術が開発されることによって，住宅及び構成材に係わる品質・

履歴梢報の散逸を防ぎこれらを利活用していくための社会基盤が形成されることが期待される．このことは，住宅

のライフサイクル価値を高めていくための動機付けを生み，住宅の長寿化・資源利用効率の向上に貢献すると考えら

れる．
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膨張コンクリートのひび割れ抵抗機構の解明とひび割れ幅定量評価手法の構築

助教授岸利治

膨張コンクリートのひび割れ抵抗性に関する微視的機構の解明と，機構に基づいたひび割れ幅算定式の構築に取り

組む．極めて複雑なケミカルプレストレスト部材の挙動に対し詳細な検討を加えるところに本研究の特徴がある．

都市の環境安全シミュレータ EVESAYFAの研究開発

教授加藤信介［代表者］，助手黄弘，産学官連携研究員朱晟偉，大学院学生寺畑享子

文部科学省は，わが国の知的基盤整備の一環として平成 17- 19年度実施の「戦略的革新的シミュレーションソフ

トウェアの研究開発」フロジェクトを実施している．本研究はその一環として，都市の環境安全シミュレータ EVE

SA YFA (Enhaced Virtual Environment Simulator for Aimed and Yielded Fatal Accident) の研究開発である．大規模な地下

街，超高屑ピルなどは，その非線形な複雑性故に防災設備の作動条件のわずかな違いが拡大し，大規模な災‘湘に発展

する危険性を秘めている．「都市の環境安全シミュレータ」は，地下街，建物内を対象とし，この非線形な現象を相

応の精度で詳細に解析し，災害を防止あるいは低減するための環境，安全性を正確に予知し，評価するものを日指し

ている．

光電気化学技術の基礎と応用に関する研究

助教授立間徹

エネルギー貯蔵型光触媒コーティングによる防錆技術を開発する．

科学技術振興調整費先導的研究等の推進「地球水循環インフォマティクスの確立」

教授喜連川俊

世界 35箇所のリファレンスサイトにおいて観測された水循環に関する観測データならびに関連する水術閑関連

データのアーカイプシステムのフロトタイフを構築する．また， リファレンスサイトにいる観測者自身がインター

ネットを通じてシステムにアクセスし，容易にデータ品質チェックを行うことができるトランザクショナルな WEB

インタフェースを作成する．

科学技術振興調整費重要課題解決型研究等の推進「地球観測データ統合・情報融合基盤技術の開発」

教授喜連川艇

観測データ，シミュレーションデータを統合管理する最新技術を駆使した超大容量アーカイプストレージシステム

を構築する．ストレージ空間の効率的な管理手法を開発すると同時に，多様なデータヘの柔軟なアクセスを可能とす

る間合わせインタフェースを有し，ストレージシステムと有機的に連動した地球環境データベース管理システムを開

発する．

文部科学省「ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発」ナノバイオ・インテグ
レーション研究拠点（セルエンジニアリングデバイスの研究開発）

助教授藤井輝夫

本研究では，マイクロスケールの流路構造とナノリットルスケールの流体制御技術を組み合わせたシステムを製作

し，組織の生育条件に対応するデバイス内部の環境条件を精密に計測制御できる機能を実現することによって，先端

的な組織構築を可能とするセルエンジニアリングデバイスを開発する．

東大病院と東大生研 ICUSによる「防災対策マニュアル及び地震時の東大病院の防災拠点としてのあ
り方」

教授魚本健人［代表者］，教授目黒公郎，客員教授天野玲子，助手吉村美保，特任助手金田尚志

東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)が行ってきた災害対応計画・次世代型防災マ
ニュアル開発に関する研究成果を東大病院に活用する．

部局長裁量経費による研究教育活動支援費「世界で最も地震に弱い建物（組積造）を経済的に耐震

補強する簡便な工法の開発」

教授目黒公郎
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（独）科学技術振興機構 REST 「水の循環系モデリングと利用システム人間活動を考慮した世界水
循環水資源モデル」

助教授沖大幹［代表者］，教授安岡善文，教授柴崎亮介，教授喜連川俊，助教授鼎信次郎，

助教授（東大）川島博之，助教授（お茶の水大学）大瀧雅寛，講師（東大）荒巻俊哉，

助教授（関西学院大学）松村寛一朗，講師（筑波大学）白川直樹

本研究では，気候モデルと親和性の良い陸面水文植生モデルの水循環過程の高度化によるグローバル水循環モデル
の構築，水需要•水利用と土地利用とのカップリング，気候変化や適地選択と直結した農業生産モデルの開発，水田
分布の推定等稲作への配慮，生態系や環境用の水需要の導入，最先端の IT技術を利用した大規模データベースとモデ

ルシミュレーションとの結合等を行う．その結果として，農耕地の不用意な拡大や過剰泄漑に伴う塩類集積，砂漠化

の拡大，あるいは，大河川における流量の長期滅少傾向や断流等がアジア，グローバルにおいてどのように推移する

のか，それらが環境生態系にどのような影響を及ぼすか，などを明らかにする．逆にそうした事態を招かないように
するために，統合的国際水資源管理を行うための支援ツールを構築する必要がある．本研究の成果である世界水資源

アセスメントは， WCRP(世界気候研究計画）， IGBP(地球園一生物圏国際共同研究計画）， !HOP(地球環境変化の人

間社会的側面国際研究計画）， !HP(UNESCO国際水文学計画）などの国際プロジェクトを通じて，技術的にはイン

ターネット等 IT技術を最大限に利用して， 世界に発信される．

情報セキュリティ投資の経済的動機付けに関する企業レベルの実証研究

助教授（東大）田中秀幸［代表者］，助教授松浦幹太

惜報セキュリティに関する技術進歩にもかかわらず，多くの企業において，リスクに対する明確な指標がないため

に，情報セキュリティ投資が進まないという問題が生じている．こうした問迎に対して，近年，情報セキュリティ投
資の経済的動機付けの研究が理論的側面から進められ，いくつかの枠組みが提示されるようになってきている． しか

しながら，具体的なデータに晶づく実証的な研究は数少なく，世界的に見てもその充実が求められているところであ

る．本研究調査では， 日本企業の情報セキュリティ投資に関するデータの定鼠的分析に晶づき，同投資に関する経済

学的な理論枠組みを実証的に検証した．その結果，検証に成功しただけでなく，合理的な情報セキュリティ対策のあ

り方を定撒的に提示するためには，複数の対策に関する相関関係を分析することが必要であることなど，いくつかの

新しい知見も獲得できた．

科学技術インタープリター養成プログラム

教授（東人）松井孝典［代表者］，教授（東大）黒田玲子，教授（東大）石rrir章一，教授（東大）小宮山進，

助教授（東大）藤垣裕子，助教授（東大）廣野喜幸，教授（東大）中須賀真一，助教授（東大）佐倉統，
助教授（東大）水越伸，助教授（東大）山内祐平，教授大島まり，教授（東大）佐藤勝彦，

教授（東大）鈴木洋一郎，客員助教授（東大）洪恒夫，特任教授（東大）立花隆

近年，研究は細目に専門化しているため，その分野の研究に従事している者以外，理解をするのが困難になってき

てる．このような背屎から，科学技術分野に携わっていない一般の人々が科学技術に対する典味および関心を持つこ

とが難しくなっている．そこで，本プログラムでは東京大学に在籍している大学院生を中心に科学技術リテラシーの
向上を目指して，研究者と非専門家を結ぶことのできるインタープリターの投成を行なう．

「車両挙動の微視的・時空間連続観測による陰路・錯綜現象の分析」

千葉工業大学教授赤羽弘和［代表者］，東京都立大学助教授大口敬，助教授上條俊介

都市間高速道路のサグ部および都市内高速道路のジャンクション合流部等の，交通容屈上および交通安全上の陰路

地点・区間における車両挙動を，時• 空間的に連続して微視的に観測する．観測データの分析に基づき，サグ部およ

び合流i祁等における陰路現象および錯綜事象の特性を明らかにし，情報提供や走行制御等による交通容量，安全性，

サービス水準の向上ための基礎的知見の獲得を目指すとともにその効果を評価する．

多体協力現象の解明と制御

教授（東大）宮下精二［代表者］，教授（東大）和達三樹，教授（東工大）西森秀稔，助教授羽田野直道

少数多体系におけるコヒーレントな量子現象の特徴を具体的に研究し， (I) どのように複数の自由度による量子効

果の本質を取り出すか， (2) またその屈子効果をどのように外界から制御していくか，などについて新しい切口を模

索します．具体的には，希ガス原子のボーズ凝縮体やフェルミ縮退気体，ヘリウム物性，磁性などにおける，多体協

カ現象における具体的な凪子ダイナミックスの特徴を明らかにし，量子ダイナミックスの外部からの制御機構や実際
的な方法について研究します．
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M. 研究部・センターの各研究室における研究

"● "●9●9●● "●●●● """'"'""—"'••• 

基礎系部門

1 . 超伝導体からの電界電子放射に関する研究

教授岡野達雄［代表者］，大学院学生吉野学，助手松本益明，技術職員河内 二

超伝導電界放射陰極からの電子放射に関する研究を継続している．放射電子の時間相関分析を目標にして．超高真
空装骰内で使用しうるヘリウム冷却システムやコインシデンス検出システムの開発を進めた. Nb電界放射陰極を作

成し，電界放射像を確認した．

2. マイクロ空間の真空計測に関する研究

教授岡野達雄［代表者］，助教授福谷克之，助下松本益明

ナノテクノロジーに付随する微小空間の気体分子密度と速度分布の計測に関する研究を開始した．本年度は．数白

ミクロンの間隙内の圧力測定をレーザー分光法によって行うための準備として，共嗚スヘクトルのドッフラー輻と欺

面の温度分布の関係を明らかにした．

3. メスバウアー内部転換電子分光法による鉄ーシリコンニ元系薄膜の研究

技術職員河内泰三［代表者］，助手松本益明，大学院学生杉江薫，助教授小田克郎，

助教授福谷克之．教授岡野達雄

鉄ーシリコンニ元系は半導休，セミメタル，強磁性体など多彩な相を有することが知られている．鉄シリサイド油
膜について，鉄原子を選択的に核共嗚励起させるメスパウアー内部転換電子分光法を用いることにより，磁性，酸化

状態や結晶状態を調べている．これまでの研究で， Si晶板上に /3-FeSi2半導体成膜前段階の成長初期常磁性相におい

て，鉄原子に異なる 2サイトが存在していることを確認したまた．半導体比FeSi2薄II槌及び強磁性休 Fc3Si油II仇測
定の準備を開始した

4. 内部転換電子検出用アバランシェフォトダイオードの劣化機構に関する研究

技術職員（岡野研）河内泰三［代表者］，教授岡野達雄，助教授福谷克之，助手松本益明，

高輝度光科学研究センター依田芳卓，高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所岸本俊二，
高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所張小威

ハルス放射光により励起される内部転換電子の検出器として広く利用されているシリコンアバランシェフォトダ

イオードは，積節電子入射により劣化することが知られている．本研究では．空乏層界面の水素不純物濃度を共鳴核

反応法によって測定し，増幅率劣化との対応を調べた．

5. 2次元擬似位相整合素子を用いたフェムト秒第 2• 第 3高調波発生

教授黒田和男［代表者］，教授志村努，助手芦原聡，技術専門職員小野英信，大学院学生藤岡伸秀，
大学院学生林賢吾

高速分光をはじめとする様々なフェムト秒レーザー応用には，波長変換技術のさらなる進化が不可欠である．我々

は．擬似位相整合を用いた新しいフェムト秒第 2高調波発生法を提案し，非線形光学結晶内における群速度不整合の
問題を解決したこの手法を 2次元擬似位相整合に組み込むことにより，単一素子で 2つの波長変換を同時に行うこ

とができ，コンハクトな波長変換システムの構築の実現を目的としている．我々はこれまで第 3高調波発生効率を

最大にする素子を設計し，波長変換の数値シミュレーションを用いて性能を見積もった．

6. 中赤外超短パルスの発生と波形制御

教授黒田和男［代表者］，教授志村努，助手芦原聡，大学院学生藤岡伸秀，大学院学生加久大地，
大学院学生望月崇宏

分子の振動伸縮モードの高速分光への応用へ向け，中赤外フェムト秒ハルスの発生を行っている. Ti:sapphire再生

増幅ハルスを MgO添加 LiNb03周期分極反転素子を用いた擬似位相整合光ハラメトリック増幅により中赤外に波長変

換する. MgO添加 LiNb03では 3. 5/lm付近で広帯域な擬似位相整合条件が成り立つのでショートハルスの波長変
換が可能である.MgOを添加することによりフォトリフラクティブ効果による光損傷を抑えている．シード光や発生

した中赤外光に対してチャーフ補俯を行うことで， 800nm, 120 fsの光源から 3. 5μm, 57 fsの中赤外ハルスを得た．
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7. 強誘電体分極反転素子の開発（継続）

教授黒田和男［代表者］，教授志村努，助手芦原聡，技術専門職員小野英信，大学院学生藤岡伸秀

高調波発生やハラメトリック増幅など波長変換とハルス圧縮を組み合わせた新しい超短ハルス波長変換法を研究

している．そのために，大きな非線形定数と広い設計自由度を併せ持つ強誘電体分極反転素子の作成技術の開発を

行っている特に， 2次元構造を持つ素子の分極反転は， 1次元構造素子に比べ，電極反転が格段に難しくなる．わ
れわれは，電界印加法による 2次元構造素子の分極反転の最適条件を確立すべく，実験を進めている．

8. 半絶縁性窒化物半導体のフォトリフラクティブ効果（継続）

教授黒田和男［代表者］，教授志村努，助手藤村隆史，大学院学生北崎総一郎

化合物半導体は最も高速なフォトリフラクティブ材料である．特に窒化ガリウムはバンドギャッフが紫外域にあ

り，可視域全域で利用可能なフォトリフラクティブ材料として注目されている．これまで，ヘリウムイオンを注入し

半絶緑化した薄膜結晶でフォトリフラクティブ 2光波混合をはじめて観測した．本年は，鉄イオンの添加により半絶

緑化したバルク結晶を用い，バンド端波長から離れた波長域において，ホッケルス効果によるフォトリフラクテイプ

効果を観測し， 2光波混合ゲインを測定に成功した．

9. 非周期擬似位相整合素子を用いたフェムト秒レーザ光の断熱的パルス圧縮

教授黒田和男［代表者］，教授志村努，助手芦原聡，日本学術振興会閲士研究員曾祥龍，

技術専門職員小野英信，大学院学生藤岡伸秀

カスケード非線形光学効果を用い，フェムト秒レーザー光のハルス圧縮を行う研究を進めている．これまでソリト

ン圧縮法で高い圧縮率を得たが，圧縮されたハルスの前後にペデスタルが残り波形が乱れるという欠点があった．こ

れを克服するため，位相不整合量を連続的に変化させた擬似位相整合素子を用い，断熱的に圧縮する方法を試みてい

る．本年度はシミュレーションにより，素子の最適化設計を行い，素子を試作した．

10. 社会基盤施設の地震断層に対する防災性向上の研究（継続）

教授小長井一男［代表者］，教授古関潤一，教授目黒公郎，教授 （東大）堀宗朗，

講師ヨハンソンヨルゲン

1999年トルココジャエリ地震や台湾集集地震は地裳断層の変位が社会晶盤施設に甚大な被害を与えたものとして
特布すべき地震であった．一方わが国は，大幅な都市域が断層に対する明確な規制を伴わないまま発展している地

震断府に対処するための工学的，行政的な対応について，土木学会，地盤工学会に関連委員会を組織し研究を進めて

いる．

11 . フィルダムの耐展性に関する研究（継続）

教授小長井一男［代表者］，研究員（筑波大学助教授）松島

粒径の大きな岩石を栢み上げたフィルダム斜面の動的安定性を LATによる可視化校型実験や DEMによる数値シ

ミュレーションで検討している．斜面がその安定の限界に達するまでに必要とされるエネルギーについての研究を中

心に進めている．

12. 軟弱地盤中のトンネルの地震時挙動に関する研究（継続）

教授小長井一男［代表者］，技術職員片桐俊彦，大学院学生福永勇介

軟弱地盤中に建設されているトンネルについて，地震観測によって地農時の加速度応答，トンネル覆工のひずみを

調べている．本年度も引き続き土丹府（広尾）と東京礫層（新木場）の記録を比較し，表屑地盤の影響を除去した場

合，両者がほぼ同じJ店盤面とみなせることなどを確認した．

13. アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

教授小長井一男［代表者］，技術職員片桐俊彦，大学院学生福永勇介

実在のアースダム（山王梅ダム）で地腐観測を継続している．これまでにごのダムで様々な記録が得られたが，現

在このダムの上にさらに積み上げる形で新しいロックフィルダムが建設されたため，上流側斜面の旧堤体と新堤体の

檄界部に祈たに珊設型の地震計を設骰し， ISDNによる遠隔管理システムで観測を継続している．

14. 地震地すべりの調査と地盤大変形の解析（継続）

教授小長井一男［代表者］，講師ヨハンソンヨルゲン，大学院学生沼田宗純

中越地震では航空写真判読だけで 3700を超える斜面崩壊が発生した．これらの斜面崩壊の地形的特徴からこれら
を自然の圧縮試験とみなし，崩壊土砂の移動距離や変形に関するハラメータ抽出を行う新たな手法を提案している．
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15. 歴史地震痕跡の工学的評価手法の開発（継続）

教授小長井一男

追跡で発見される地裳の痕跡を用いて，地農の発生時期（時には時刻）や当時の人々への影響などを考えるという

寒川によって始められた研究手法は「地震考古学」と呼ばれている地震痕跡として頻繁に見つかるものには (a)液

状化痕跡， (b)地すべり痕跡， (c) 地震断層痕跡がある． これらの工学的ハラメータの計測，解析手法を開発し，年

間数千ヶ所に及ぶ遺跡の発掘が行われているわが国で， (I)地震の発生時期，に加えて (2)地震動の強さの広域分

布を客観的な指標を持って示すこと，を目的に調査・研究を進めている．今年度は今城塚古墳やカズマヤマ古墳の地

すべりや地中の比抵抗分布を調査し，これらを引き起こした地震の規模を工学的手法で推定した．

16. 2004年 10月23日中越地震被害のデータアーカイブス構築

教授小長井一男［代表者］，研究員池田隆明，協力研究員高津茂樹

中越地震は (I)相次ぐ強い余震があったこと， (2)地震前に複数の台風の殷来があったこと. (3)地震後の長雨．積

雪融雪期にわたり伏在する損偏や課題が顕在化し，その影響が長期にわたること，というこれまで顧みられるこ

とのなかった活摺曲地域の地震の課迎をつきつけているこれらの地震被害の精密なデータアーカイプスを横断的に

整備し、同じような活摺曲地帯での防災対策への活用を図り、併せて可能な対策についての提案を行う．今年度は 4つ

の異なる時期の詳細地形情報を集約しそれらの差分図を作成，地形変動の進んでいる箇所の抽出と解析を実施した．

17. 活摺曲地帯の山岳トンネルの地展被害

教授小長井一男［代表者］，研究員池田隆明，協力研究員高津茂樹，

講師ヨハンソンヨルゲン

2004年 10月 23日の中越地裳では活摺曲地帯の斜面崩壊地を紐うように建設されていた道路トンネルに亀裂が生じ

たこれらのトンネルは地盤とともに変形するため，見方を変えればこれらは地盤の動きを記録する歪ゲージと見る

ことができる．今年度は木沢トンネル，十二平トンネルなどの変形をディジタルデータとして作成し，振典調整費重

点課題研究「「活摺曲地帯における地康被害データアーカイブスの構築と社会枯盤施設の防災対策への活用法の提案」

（代表者土木学会小長井一男）で実施しているボーリング調査も併せて，このような施設の防災性向上策について検

討を進めた．

18. ホログラフィックメモリにおける像の記録・再生過程の解明

教授志村努［代表者］，教授黒田和男，助手藤村隆史，大学院学生市村正太郎，大学院学生芦塚泰

コリニアホログラフィックメモリは， Blu-rayあるいは HD-DVDの次世代の光メモリの方式の候補の一つとして注

目を集めており，実験的にその俊れた特性が実証されている． しかしながら，記録・再生のメカニズムに関して，理

論面は未だ不十分であり，その特性は明らかになっていない．われわれは物理的考察により，単純化した数値モデル

を考案することにより，非常に小さい計算コストによる数値シミュレーションを行い，その物理的記録再生過程を明

らかにしつつある．簡略化された計算法にもかかわらず，実験結果を物理的によく説明できることが明らかになった．

19. リラクサー系強誘電結晶のフォトリフラクティブ効果

教授志村努［代表者］，教授黒田和男，助手藤村隆史，技術専門員千原正男，

技術専門職員小野英信，技術専門職員片倉智，大学院学生藤田勇人

リラクサー系強誘電結晶 Pb(Zn113Nb213) 03-PbTi03の持つ巨大な圧電性を利用することにより，これまでに無い大

きな屈折率変化を示すフォトリフラクティブ (PR)材料を実現すべく研究を行っている．これまでの結果では，測定

された電気光学効果から期待されるほどは，大きなフォトリフラクティブ効果が得られていなかった． この原因に関

して実験的に考察し，圧電効果による結晶の歪の効果が電気光学効果の係数に含まれていたことと，結晶中で電子と

正孔の両者がキャリアとして働き，互いに競合しているためであることが明らかになった．

20. 材料設計によるフォトリフラクテイプポリマーの高機能化

教授志村努［代表者］，教授黒田和男，教授荒木孝二，助手務台俊樹，助手芦原聡，

助手藤村隆史，技術専門員千原正男，技術専門職員小野英伯，大学院学生山崎円

大学院学生赤澤高之

我々は，大きな屈折率変化，速い応答速度，材料の安定性（寿命）のすべてを同時に満足することを目標に高性能

フォトリフラクティブホリマーの開発を行っている．フォトリフラクティブ応答速度は，キャリア移動による空間電

場の形成速度と，非線形分子の配向速度の二つの速度に依存する．そこで後者の速度に将目し，非線形分子 DMNPAA

にアルキル枯を導入することで応答速度と安定性の向上を図った．改良した非線形分子を含むフォトリフラクティブ

ホリマーでフォトリフラクティブ特性および材料の安定性を評価したところ，フォトリフラクティプ応答速度 33ms,

回折効率 49%(@E=IOOV/μm, 1=942mW/cm2) という非常に高い性能を示し，また室温において半年以上の寿命を

持つというデータを得た．次の段階として空間電場の形成速度に着目した高速化を検討中である．
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21 . フォトリフラクティプ効果を用いた不揮発性ホログラフィックメモリーの研究（継続）

教授志村努［代表者］，教授黒田和男，助手藤村隆史，技術専門員千原正男，技術専門職員小野英信

フォトリフラクティプ効果を用いたホログラフィックメモリーには読み出し時に記録した情報が消えていく「記録

情報の揮発性」という問題がある．この間題に対し，本研究では，ダプルドープ 2波長記録方法を用いた不揮発記録

材料の開発を行っている．これまでに我々は， Ru, Fe:LiNb03結晶において定着時の消去率が小さい不揮発記録が可

能であることを見出し，今年度，この材料の不純物添加量を変えることで，低い消去率と高い回折効率の両立に成功
した．また記録感度も大幅に改善し，記録波長 633nmで最も高い記録感度を得ることができた．

22. 二重井戸型光トラップによる微粒子のソーティング

教授志村努［代表者］，教授黒田和男，助手芦原聡，助手藤村隆史，大学院学生林靖之

光を用いて光学特性の異なる微粒子を選択的に抽出するソーティング技術の開発を行っている．本手法は光トラッ

フ技術を利用しており，非破壊・非接触に微粒子を操作することが可能である． トラッフ光ハターンは非対称な二重

井戸型であり，空間光変調器として液晶ハネルをもちいて形成した．これまでに，微粒子を複数個トラップした状態

下において，サイズによるソーティングに成功している．今後，光ハターンの時間的な変調を加えてソーティングの
高効率化を目指していく．

23. フォノンスペクトロスコピーと物性研究

教授祁木堅志郎［代表者］，助教授酒井啓司，大学院学生別儀剛史，大学院学生南康夫

光散乱手法を用いて物質中のフォノンの位相速度と滅衰を測定し，液晶・ 溶液・ゲル• 生体系など複雑流体のダイ

ナミックな物性の研究を行っている．今年度は特に，我々が開発した光ビート分光ブリュアン散乱法の高感度化なら
びに高精度化を図った讐高感度化に際しては高出カレーザーの導入，検出光学系の改良などによりこれまで測定が不

可能であった固体材料あるいは気体中の熱フォノン検出を枇界ではじめて可能にした．これにより結晶相転移やフラ

ズマ中の音響モード振動の観察が期待できる．またフォノン共嗚観察により，超音波測定に匹敵する音速・吸収測定
精度を熱フォノン測定において実現した．さらに，外場に非常に敏感な気体—液体相転移近傍における揺らぎ測定に
も成功した

24. リプロンスペクトロスコピーと液体表界面の物性研究

教授科木兜志郎［代表者］，助教授酒井啓司，助手美谷周二朗，大学院学生清原拓郎

液体表面を伝搬する高周波表面波の挙動を広い周波数帯域にわたって測定することにより，表・界面の動的な物性

を調べることができる．この技術をリフロンスベクトロスコヒーと呼んでいる光ヘテロダイン信号の処理に大容屈

メモリと相関計節を導入することにより，高い時間分解能でのリフロンスベクトルを得ることができる．本年度は，

界面活性剤分子の表面拡散や 2次元フラクタル構造の成長などといった msのオーダーで刻々変化する液体表面分子

の状態を非接触かつ実時間で観察した．また，光吸収性液体のレーザー光照射による温度上昇を本方法で測定し，理

論計靡と一致することを示した．

25. 超音波精密計測に関する研究

教授高木堅志郎［代表者］，助教授酒井啓司，協力研究員細田真妃子

液体および固体中の超音波に関する新しい計測法と映像法の研究を行っている．物質中を往復伝搬する超音波ハル

ス列の計測において，それぞれのハルス波形間の相関を計算することにより極めて高い精度で超音波音速を決定する

「相関ハルス法計測システム」を開発したこの手法により I. 000. 000分の 1という精度で，かつ l秒毎の音速変

化を測定することができる．本年度はこのシステムにより，生体組織・臓器中の精密音速測定を行った．

26. 音響位相共役波の研究

教授高木堅志郎［代表者］，助教授酒井啓司，技術補佐員小久保旭

弾性波と電場の非線形相互作用を利用した音響位相共役波の発生，およびそのデバイスヘの応用の研究を行ってい
る．位相共役波とは，任意の人射波に対して周波数と位相を保存し，伝搬方向を逆転させた波である．光学における

位相共役波の研究は非常に盛んであるが，超音波の位相共役波についての研究はまだ例が限られている．我々はセラ

ミック圧電材料を用いることにより音響位相共役波を高効率で発生させることに成功している．本年度は，新しい位

相共役鏡の材料としてレラクサー強誘電体結晶に着目し，音響位相共役波への変換効率の評価を行った．これにより

従来のセラミクス素子より l桁高い効率が期待できる．

27. 液体のガラス転移現象と水の熱力学異常の理論的研究

教授田中咽

液体はこれまで密度という秩序変数のみにより記述されると信じられてきたが，我々は，液体が局所的にエネル
ギーの低い構造（局所安定構造）を形成することを記述するために新しい秩序変数（ボンド秩序変数）の導入が必
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要であることを主張している． この液体の 2秩序変数モデルは，水の様々な熱力学異常を説明できるばかりでなく，

液体のガラス化とランダム磁性体のスヒン・グラス化の間にアナロジーが成り立つことを示唆しており，現在，理論・

数値シミュレーションの各面から研究を行っている．

28. ネマティック液晶中のコロイド粒子の運動に関する研究

教授田中咽［代表者］，助手荒木武昭

近年，ネマティック液晶中にコロイド粒子が分散した系において，粒子が数珠状に配列するなど興味深い現象が発

見され，多くの研究者達によって活発な研究がなされてきた． しかしながら，粒子に働く力は，粒子表面のアンカリ
ング効果によって変形を受けた液晶弾性場に起因するものであるため，本質的に多体効果であり，多粒子系において
正しく求めることは難しい．我々は，コロイド分散系を扱うべく開発した流体粒子ダイナミクス法の分散媒に液晶配

向場に関する秩序変数を与えたモデルを考案し，数値シミュレーションを行っている．その結果，粒子の運動が周囲

の液晶場の向きや粒子界面とのアンカリング効果に大きく影響することを示した．さらに，この現象に枯づき粒子界

面の物性を反映した粒子分別の新しいメカニズムを考案した．

29. 流体力学的相互作用を考慮した高分子鎖のダイナミクスの研究

教授田中哨［代表者］，助手流木武昭，技術職員鎌田久美子

高分子溶液などのソフトマターは，内部に流体を含んでいるため，流体を介した長距離の相互作用がそのダイナミ

クスに大きく影響していると考えられている．我々は流体効果を取り人れた FPO法というシミュレーション手法を用
いて，流体効果がダイナミクスにどのように影響するのかについて研究している．特に高分子鎖の凝縮ダイナミクス

に注目しているが，タンハク質の折りたたみを理解するための枯礎研究でありたいへん重要な研究課題である．我々
は，流体効果が凝縮を加速するという先行研究の結果に加え，凝縮後期には流体の吐き出しによる実効的な斥力が働

くと考えている．その斥力のためにダイナミクスが遅くなることが，タンハク質が正しい立体構造を見つけるために

必要であると推測している．

30. 高分子溶液系における粘弾性相分離現象の研究

教授田中咽［代表者］，学術研究支援員小山岳人

高分子溶液系では粘弾性相分離現象という，これまで知られてきた相分離現象の界面張力の支配による構造の空間
的特徴とその時間的発展とはまったく異なる様式を発現する相分離現象が発生する．特にその構造的特異性は，高分

子が非常に希薄な場合であっても，高分子i農厚相が細く連結しネットワーク状の構造を形成するという，界面張力で
は説明できない特徴である．この構造の特異性は，拡散による相分離構造の発展に高分子が追随できず，高分子に対

し分子の形態変化を誘起する力学的応力が自発的に加わるために，高分子の粘弾性的性質が引き出されるために発現

すると，理論的に予想されている．この相分離過程における高分子への力学的応力の発現を直接的に観測するために，

時分割偏光解消光散乱の手法による研究を行い，粘弾性相分離現象の本質的現象の実験的検証を行っている．

31 . ガラス形成物質における長距離密度揺らぎの起源

教授田中惰［代表者］，日本学術振典会特別研究員小林美加

ガラス形成物質では，構造緩和と呼ばれる緩和現象が最も遅い時間スケールをもつと一般的には考えられており，
その特徴的長さはナノメーター程度であるとされている．ところが一方で，理論的予測よりもはるかに大きいレイ

リー散乱の散乱強度が観測されることが知られており，この波数依存性から数百ナノメーター程度の極めて長い相関

長の存在が示唆されている．こうした長距離の空間相関の存在は，純物質中に密度以外の揺らぎが存在することを紘

味するものであるが，このような揺らぎの正体はもとより，その存在可否についても未解決のままである．我々は，

こうした揺らぎの起源と液体—液体相転移との関係に着目して，静的・動的光散乱実験による研究を行っている．

32. 高速レーザ走査型共焦点顕微鏡を用いたコロイド系相分離の三次元実空間解析

教授田中哨［代表者］，日本学術振典会特別研究員 ChristopherPatrick Royall 

大きなコロイドと小さなコロイドの混合系における枯渇相互作用は，純粋にエントロヒー起源の相互作用であり，
その生体系での重要性も指摘されているこれらの系のダイナミクスを議論する際には，「小さなコロイドの局所秩

序化」，「液体の流れという自由度」などの因子を考慮することが不可欠であるが，この問題は，系を構成する複数の

要素と流体の運動との複雑な動的結合のため，相互作用そのものが流れにより変調を受けるという極めて困難な動的

多体問題と言える．本研究では可視化用コロイド粒子の合成技術，粒子の 3次元可視化と実時間粒子運動捕捉技術，

超高速 3次元観察技術を融合することで，これまで不可能であった，「コロイド混合系の臨界ダイナミクス・相分離
ダイナミクスの個々の粒子の運動レベルの1肖報に基づく解明」を目指し，研究を行っている．
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33. 相分離における自己組織化パターン形成機構の解明

教授田中咽［代表者］，研究機関研究員岩下靖孝

フォームやネットワークに代表される連結構造は，軽量高強度，大きな表面積．輸送特性など優れた特長を持ち，軟

骨のネットワーク構造，発泡スチロールのフォーム構造，触媒の担体，フィルターなど様々な機能材料に現れる．相

分離は，このような構造を自己組織的に形成し得るものとして最も有用な物理現象の一つである．そこでソフトマター
の内部秩序を利用し，新規相分離ハターンの実現およびその制御を目指し研究を行っているこれまでに膜系液晶の

等方ースメクチック相分離ハターンに関して，スメクチック秩序により安定化されたフォーム構造の形成，フォームサ

イズの 1桁以上の連続制御．液滴，ネットワーク，フォーム構造の選択的形成と形成機構の解明，などに成功している．

34. 分子性液体における液体・液体相転移

教授田中哨［代表者］，大学院学生栗田玲

単一原子または分子種からなる物質に 2つの液体状態が存在し，その間で一次相転移が起きるという液体・液体相

転移は，「液体＝乱雑かつ一様な状態」という直感に反するため，注目を集めていた．近年，我々は TriphenylPhosphite 

という有機液体において初めて常温• 常圧下で液体・液体相転移を発見したこのことにより，多種多様な実験が
可能となり，その性質や起源を調べてきたその結果，密度以外の秩序変数があり，それは液体中に存在する局所安

定構造の数密度であることが示唆された．さらには，液体・液体相転移を用いた新しい実験手法により，その秩序変

数が屈折率や粘性といった液体の枯本的な物性に大きく影響を与えているという実験結果を得ることができた．

35. 過冷却液体中に存在する結晶的中距離秩序に関する研究

教授田中哨［代表者］，大学院学生祈谷寛

液体中には，結晶構造とは異なる対称性を持つがエネルギー的に安定な局所安定構造が存在する．この局所安定構

造による結晶化に対するフラストレーションがガラス転移において菫要であると我々は考え，フラストレーションを

自由に制御できる分子動力学法を開発して，過冷却液体のダイナミクスを調査した．その結果過冷却液体中には，フ
ラストレーションのために臨界核のサイズまでは成長できない，過渡的な結晶的中距離秩庁が存在することを確認し

た．更に，結晶的中距離秩序は過冷却液体のスローダイナミクスと強い相関を持ち，そのサイズが低温になるにつれ

増大することが明らかになったこのことは結晶的中距離秩序が動的不均一性の起源の一つであることを示してお

り，ガラス転移現象と結晶化は不可分の関係にあるという，我々の主張を支持するものである．

36. リゾチーム溶液における粘弾性相分離

教授田中咽［代表者］，大学院学生吉澤亮平

我々の研究室では，大きな分子と小さな分子を混ぜた動的に非対称な混合系において，新しいタイプの相分離現象
（粘弾性相分離）を見出した．粘弾性相分離の本質的な起源が成分間の動的な非対称性にあるという我々の主張が正

しければ，高分子特有の粘弾性を持たないコロイド分散系やタンハク質溶液においても，同様に粘弾性相分離が観察

されるはずであると考え，このような系における相分離について研究を行っている．タンハク質が溶媒に対して少数

相となる領域で，これらの相が系全体に連結したネットワーク構造を形成し，その後ネットワークが切れることによ

り粗大化が起こることが観察された．このように少数相により過渡的ゲルが形成されることは粘弾性相分離特有の特

徴であり，タンハク質溶液においても粘弾性相分離が起こることを強く示唆する結果となっている．

37. 荷電コロイド分散系の凝集過程

教授田中惰［代表者］，助手荒木武昭，大学院学生菅沼卓也

これまでの術屯コロイド凝集構造のシミュレーションにおいて，流体力学的な相互作用と静電的な相互作用を取り
人れた例はあまりない．特にコロイド粒子の静電相互作用については DLVO理論を用いて記述される場合が多いが，

この理論が適用できる範囲は限られている．そこで我々は，これまでに開発してきた粒子間の流体相互作用を取り入

れた数値シミュレーション手法（流体粒子ダイナミクス法）に，イオンi農度の自由度を導入することにより多粒子系

に適用できる荷電コロイド分散系の数値シミュレーション法を開発した．これを用いて凝集構造の塩濃度依存性，正

負二種類の術電コロイドの凝集過程，電場下における電気泳動の安定性などについて研究を行っている．

38. 位相コヒーレント光散乱法による複雑流体の測定

教授田中帝［代表者］，武蔵工業大学高木晋作，大学院学生大塚武裕

位相コヒーレント光散乱法を用いて，熱拡散現象と，表面張力波の散乱実験を行った．熱拡散については，コロイ
ド分散系に色素を加えることで，温度勾配によるコロイドの移動の測定を試みたが，系の複雑さに起因すると思われ

る別のスペクトルのために，測定には失敗した．測定可能な系の探索と，測定したスペクトルの起源について，今後
検討していく予定である．表面張力波については，過去の論文にあるように，スペクトルアナライザーを用いて熱揺

らぎによる表面張力波を確認し，その後，位相コヒーレント光散乱法を用いて測定を行った．サンフルは主にアセト

ンを用いて分散関係の測定を行った．現状では得られるスペクトルが弱く，散乱角 2度以下でしか測定できていな

い．今後はより広い散乱角での測定や，表面張力の大きい水での測定を目指していく予定である．
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39. コロイド分散系のガラス転移現象に関する数値シミュレーション

教授田中哨［代表者］，助手荒木武昭，大学院学生川崎猛史

分散状態にあるコロイド粒子の体積分率を上げていくと，次第にブラウン運動が抑制され，最終的にランダムな分

散状態を保ったまま運動が凍結されることが知られているこれは，分子性液体とのアナロジーからガラス転移現象

と呼ばれている．一方，コロイド分散系において，流体力学的な相互作用の菫要性が広く認識されている．我々は，
この流体効果が，ガラス転移現象においても重要であると考えている．本研究では流体の効果を考慮したコロイド分

散系における数値計算 (FPO法）を行った．この結果，流体効果により，粒子間に共同拡散が生じ，流体を考慮しな

い系に比べ緩和時間が遅くなることを見出した．

40. 津波を経験した建物の耐力に基づく設計用津波荷重に関する研究（新規）

教授中埜良昭［代表者］，大学院学生朴珍和

2004年 12月 26日に発生したスマトラ島沖地震津波の被害調査から，津波危険地域が今後とるべき対策の検討や構
造物に作用した波圧算定のためのデータを収集することにより，被災地のみならず，東悔地店や東南悔• 南悔地店に

おいて津波被害が懸念されている我が国においても防災対策に役立つ基礎データの収集を行')た．また、建硬物の構
造耐力と津波による実被害程度の定鼠的評価に主眼をおいて，建築構造物の設計用津波荷直レベルを検討する際の{[

効な基礎資料の提供および実被害情報の分析を公開する作業に取り組んでいる．

41. コンクリート系壁式集合住宅の耐震性能評価に関する研究（継続）

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之，技術職員山内成人，大学院学生太田行孝

一般に RC造壁式構造あるいはフレキャスト構造による中低層集合住宅はこれまで大きな地虜被害を受けなかった

が，東悔地震や東南悔• 南悔地震など，巨大地震が予想されている地域においては従来よりもより大きな地震動が予
想されることから，これらの構造物の安全性を耐震診断のみならず，震源距離や地盤条件を捌紐したより詳細な検，；、I
により評価することが求められている．本研究では，東梅地恨が予想されている地域に建つ実在建物群を対依に、そ
の耐震性能を把握することを目的としたもので，本年度は常時微動による基本的な振動性状の把1/礼耐店診断および

S-Rモデルによる地裳応答解析により，その地震応答性状の検討を行った．

42. 韓国の鉄筋コンクリート造建物の耐展性能に関する研究（継続）

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之，技術職員山内成人，大学院学生在琥

韓国における地震活動は日本と比べてさほど活発ではないため，これまで地裳防災に対する意識はあまり高くはな

かったが，近年韓国においても中・小規模の地震が発生していること，また隣国の日本では 1995年阪神・淡路大裳

災を，台湾では 1999年台湾集集地痕を経験したことなどから，同国における既存建築物の耐震改修の里要性が強く

認識されてきている．韓国では無補強プロック造壁を有する鉄筋コンクリート造架構が多く用いられているが，その
悲本的な耐震性能や，本架構が地震により被災した際の残存耐震性能の評価に関する基礎的なデータはほとんど無い

のが実梢である．そこで本研究では，これらのデータを実験的に得るために，ブロック造壁を有する鉄筋コンクリー
ト造骨組の実大載荷実験結果を 2003年に実施した．本年度はその実験結果を分析し，架構に生じたひび割れ幅と架

構の応答との関係を用いて，残存耐震性能の評価手法開発に向けての基礎データの裕柏を行った．

43. 組積造建築物の耐震性能向上に関する研究（継続）

教授中埜良昭［代表者］，助手（東大）真田靖士，講師（新潟大）中村友紀子，技術職員山内成人，

大学院学生（新潟大中村研）浦山悟，大学院学生在琥

過去の地震災害を見ると，地裳力に対し脆弱な無補強組積造建物の被害が建築物の被害の主原因となる事例が数多
く見られる．本研究は無補強組禎造建物の耐震性能を適切に評価するとともに，その耐震化を合理的に進めるための

晶礎的研究として，本構造の水平抵抗機構を実験的に解明し，その耐震性向上を実現するための基礎データを裕積し

ようとするものである．本年度は，インターロッキング機構を利用した無補強組積造壁の静的破壊実験および要素実

験を行い，面内せん断力の上昇を確認した．

44. サプストラクチャ・オンライン地震応答実験の精度向上に関する研究（継続）

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之，技術職員山内成人，大学院学生朴珍和

サブストラクチャ・オンライン地震応答実験 (SOT) 法は構造物全体の応答性状を直接実験的に評価することが困

難な構造物に対して極めて有効な実験手法の一つである．本手法では解析部分の部材に対し既存の数式モデルを設定
するのが通例であるが，この場合 SOT法の最大のメリット，即ち履歴特性をモデル化することなく，動的挙動を直接

的にシミュレートできるという利点を最大限には生かせない．しかしながら，もし解析部分で用いる履歴特性を実験

から得られる特性に基づき推定することが可能となれば， SOT法のメリットを最大限に生かすことができる．本年度

は実際にニューラルネットワークを応用した SOT法による構造実験を行い，本手法の妥当性を検証した．現在，本手

法を鉄筋コンクリート造構造物へ適用すべく，非対称履歴特性を含む強い非線形性を有する履歴特性の推定手法の開

発に関する検討を行っている．
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45. 高靭性繊維補強セメント系複合材料を用いた簡易震動実験手法の開発研究（継続）

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之，技術職員山内成人，大学院学生徳井紀子

本研究は，鉄筋コンクリート造建築構造物の模型震動実験に伴う試験体製作の労力と経費を大幅に節滅できる簡易

震動実験手法の開発を目的とする実験研究である．本年度は， 2003年に実施した高靱性繊維補強セメント系複合材料

と主筋のみで模擬した超小型試験体 (30,30,1so) を用いた振動実験結果を分析し，破壊メカニズムを考慮した解析

手法による応答推定の妥当性について検討した．

46. 鉄骨系架構により補強された鉄筋コンクリート造骨組のねじれ応答性状に関する研究（継続）

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之，技術職員山内成人，大学院学生上田芳郎

本研究では，昨年度に引き続き RC造壁および鉄骨系架構により耐震補強された鉄筋コンクリート造骨組を対象に，

その捩れ応答性状の把握に着目して実施した振動実験結果を分析し，破壊形式の違いにより加振途中に振動モードが

変動することを確認し，これを解析的に追跡するためのツールの開発，およびねじれが生じる建物の応答推定手法に

関する検討を行っている．

47. 外装材取付け装置の変形追従性能に関する研究（新規）

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之，技術職員山内成人

祈しく開発された建物外装材取り付け金具の変形追従性能の検証に際して，地震で建物に生じる変形により建物外

装材が受ける損偏を実験的に確認し，取付金具が変形追従性能を発揮するために必要な条件を精査することで，施工

に際して実効的な地裳防災対策をとるための研究を進めている．

48. 鉄筋コンクリート建物の長期的耐震修復性能評価手法に関する研究

助手高橋典之，教授中埜良昭［代表者］

本研究は，供用期間中に発生が予想される中小地猿のレベルと頻度を考慮した複数回の地裳動を統合的に対象とす

ることによって鉄筋コンクリート建物の長期的耐恨修復性能を評価するにあたり，供用期間を通じた損偏の累積や

の意思による補修の要否判断を評価できるようにし，また，これを非構造部材に対しても適用できるように

拡張し，最終的な評価結果を性能設計に活用できるように表示する一連の方法について検討を行うことを目的とした

研究である．

49. 弱小モデルによる地腰応答解析（継続）

教授中埜良昭［代表者］，助手高橋典之，技術職員山内成人

小さな地震でも損偽が生じるように通常の建物より意図的に弱く設計された縮尺率 1/4程度の鉄筋コンクリート

造 5階建て建物 2体（柱崩壊型モデル，梁崩壊型モデル）を千業実験所に設樅し，地痕応答観測を行っている.1983 

年 8月の観測開始以来，千葉県東方沖地震をはじめ， 200以上の地震動に対する建物の応答を観測することができた．

本年度は観測システムの内，計測装附の更新を行った．また，これらの苗積された観測結果の分析・解析を行うとと

もに，ニューラルネットワークを利用した股歴推定手法の教師データとしてこれを利用している．

50. 福岡県西方沖地震により被災した建築物の被害調査

教授中埜良昭

2005年 3月20日に発生した福岡県西方沖地震で被災した建築物のうち，主として学校建築物の被害調査を，福岡

市内と玄界島を中心に行い，その被害原因と復旧方法に関する検討を行った．

51 . 宮城県沖の地震により被災した建築物の被害調査

教授中埜良昭

2005年 8月 16日に発生した宮城県沖の地震で被災した建築物のうち，主として文教施設の天井材にまつわる非構

造部材の被害調査を行い，その被害原因と復旧方法に関する検討を行った．

52. パキスタン北部地震により被災した建築物の被害調査および復旧支援方法の検討

教授中埜良昭

2005年 10月 8日に発生したハキスタン北部地震では，インドおよびハキスタンで 8万人を超す死者が発生した．

震源から 95km離れたハキスタンの首都イスラマバードにおいてもピルが倒壊し多くの死偽者が出た．倒壊したビル

の周囲には，倒壊を免れつつも損傷を受けた同様のビルが残っており，これらを含む被災建築物の被害調査と復旧支

援）j法に関する検討を行った．
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53. 表面吸着水素の拡散と非局在化に関する研究

助教授福谷克之［代表者］，教授岡野達雄，助手ビルデマーカス，助手松本益明，

技術職員小倉正平，大学院学生岩田晋弥，教授（阪大工）笠井秀明，助手（阪大工）中西党，

助手（阪大理）岡田美智雄

表面に吸着した水素の拡散と非局在性について，窒素イオンと水素との共嗚核反応を利用した研究を進めている．
Ir(lll)-Hの系について，これまでの研究では理論計算と実験との不一致が見られた．本年度はその要因を探り，水

素の非局在性に関する理解を深めるために，極低温での実験が可能な試料ホルダーの準備を行い，吸着量 l原子層で

の共鳴核反応実験を行った．詳細については解析中である．また同様の試料ホルダーを利用して，物理吸着水素の回
転運動に起因する波動関数観測に関する準備を開始した．

54. 共鳴イオン化法による水素のオルソ・パラ転換過程の研究

助教授福谷克之［代表者］，教授岡野達雄，助手松本益明，助手ピルデマーカス，

大学院学生二木かおり，大学院学牛藤原坪栢

固体の表面では水素分子の核スヒン状態が転換することが知られており，本研究ではその微視的な機構解明と祈た

なスヒン計測法の開発，さらに量子コンヒュータ応用を目指して研究を進めている．今年度は，磁性（本｝乏rfli及び磁性
不純物を含む金属表面でのオルソーハラ転換の研究を行った．磁性体として反強磁性体である Cr203表面，磁性イ＜純

物として Feを吸着させた Ag表面におけるオルトーハラ転換速度の測定に成功した．また，オルソーハラ転換への磁
場効果研究のための装置開発を開始した．

55. 金属酸化超薄膜の形成過程と物性

助教授福谷克之［代表者］，教授岡野達雄，助手ビルデマーカス

本研究では，触媒やトンネルデバイスの絶緑膜として利用される，酸化物薄膜の形成過程とその性質を調べている．

昨年までに得られた知見をもとに，本年度は，水素雰囲気および水雰囲気において赤外吸収スヘクトル())測定が可能
な実験装骰の開発を行った．またアルミ単結晶酸化膜形成過程について，水素添加効果を X線光屯 f分光をIllいて調

べた．

56. 金属超薄膜の電子状態と反応性

助教授福谷克之［代表者］，技術職員小倉正平，助手（阪大理）岡田美智雄，教授（山梨大）川村隆明

金属超薄膜の電子状態は，膜垂直方向への鼠子化と配位数減少に伴う局在化という特徴を持つことが期待される．

これまでの研究で， Ptおよび Ir上で Au薄膜が樹枝状成長し，フラクタル構造を呈することを明らかにした．本年度

は，成長時の核形成密度について，モンテカルロ法を用いたシミュレーションと走査トンネル顕微鏡による観察結果

を用いて検討を行い，吸着原子のテラス拡散頻度を見積もった．また核形成密度とテラス拡散頻度との関係が，平均
場理論による理論式とよく一致することを見いだした．さらに樹枝状成長の温度依存性を調べるための実験装附の準

備を開始した．

57. 金属薄膜の水素化と物性変化に関する研究

助教授福谷克之［代表者］，助手ピルデマーカス，助手松本益明，技術職員小倉正平，

大学院学生鈴木涼，大学院学生田中誠二，大学院学生田口祥

希土類金属は水素化によりその物性が金属から絶縁体に変化し，同時に光学的性質も変化し金属ミラーから透明な

ガラスヘ変化する場合がある．本研究では希土類薄膜の水素化と物性変化に関する研究を進めている．本年度は，昨

年に引き続き Yの B相成長キネティクスに関する実験を進め，成長速度が膜の成長温度に依存することを見いだし
だまた超高真空で薄膜を形成した後 l気圧まで水素曝露が可能で，かつその場で赤外吸収分光と抵抗測定が可能

な実験装骰の設計と開発を行ったこの装附を用いて CaF2上の Y超薄膜の成長機構と金属絶縁体転移に関する研究

を開始した

58. 繊維強化複合材料の信頼性評価モデル構築

教授吉川暢宏［代表者］，助手桑水流理，特任教授ドミトリエフセルゲイ

高機能繊維束により成形されたテキスタイル材料や，繊維束をワインディングした高圧水素容器の強度評価方法を

検討している．連続体有限要素法の枠組みで解析を実行できるように，繊維の不均一性とミクロ構造を材料構成則に

反映するモデルの開発と，有限要素定式化を行った．また材料ハラメータを精度よく同定するための，コンヒュータ
シミュレーションと実験を融合した SimulationIntegrated Experimentの方法論を検討した

59. 生体軟組織材料の力学モデル構築

教授吉川暢宏［代表者］，助手桑水流理，大学院学生サウトンジャリヤポーン，大学院学生路上昌司

生体軟組織の材料モデルを構築するため，生体内力学場を非侵艇で測定する方法を開発した.x線 CT画像等によ
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り変形前後の三次元形状データを取得し，変位場を Bスフライン基底で展開し，未定定数を誤差最小化問題により同

定する．非圧縮性の制約条件および準ニュートン法の活用により，同定に要する計算時間の大幅な削減が可能となっ

だまた，シワの発生機構を座屈モデルにより説明できることを示した

60. 有限要素離散化による実空間第一原理計算

教授吉川暢宏［代表者］，助手桑水流理，大学院学生椎原良典

1000原子以上の大規模系に関する量子力学計算を高速化し，コモディティの高い計算機資源と，現実的な計算時間

で実行するため，有限要素離散化による実空間法の適用可能性を検討した．高速量子力学計算に必須であるノルム保

存型擬ホテンシャル法および非線形問題における前処理法を実空間上において実現した．構築したアルゴリズムによ
りシリコン 2鼠体およびアルミニウム fee結晶の全エネルギー計算を行い meV/atomオーダーの精度を達成した．

61 . 界面のマルチスケール原子モデル構築

教授吉川暢宏［代表者］，助手（群馬大）半谷禎彦

耐然セラミクスコーティングの信頼性解析を実行するため，原子モデルを機軸として，ナノスケールを扱う第一原

理計算と，ミクロスケールを扱う分子動力学法，およびマクロスケールを扱う準連続体有限要素法を連携させるマル

チスケール解析方法を提示した．銅／セラミクスのモデル界面について，実験により観測されたマクロスケール破壊

挙動を理論的に補強し，界面の破壊靱性を評価するための，マルチスケール破壊シミュレーションを行った．

62. CED (き裂エネルギ密度）概念による破壊力学の構築（継続）

教授渡邊勝彦

現実のき裂端近傍における現象はほぽ例外なく非弾性現象である．現在広く行われている破壊力学はこの非弾性現

象を弾性き裂の力学により評価しようとして来たものであるといえ，そのため種々の限界，矛盾が生じている．本研
究においては， CED概念を中心とした非弾性き裂の力学とも呼ぶべきものを構成し，その各種破壊問辿への遥用を通

じて従来の破壊力学における限界，矛盾を克服し，あらゆるき裂問迎に適用可能な破壊力学体系の構築を目指して研

究を進めている．

63. 圧電材料の破壊力学に関する研究（継続）

教授渡邊勝彦［代表者］，助手南采群，技術専門職員土田茂宏，大学院学生 LiuRonfeng, 
大学院学生 KimSang-won, 大学院学生 Nallgoung-su, 大学院学生鈴村彰秀

圧電材料はセンサーやアクチュエーターとして用いられ，将来の知的材料の構成要素として期待されているが，そ

の破壊力学的強度評価法は未だ確立されるに至っていない．本研究はその確立を目指すものであり，切欠き・き裂に
おける特異性，力学的効果，電気的効果のカフリングの現れ方等，基本的性質の把握から始め， 9王電材料への CED概

念の導入，それによる破壊クライテリオンの提案，破壊実験法の開発と実験実施による提案クライテリオンの有効性

の実証等を進めている．

64. 圧電材料の非線形挙動シミュレーション手法に関する研究

教授渡邊勝彦［代表者］，大学院学生浦本大明

圧電材料においては力学的負荷や電気的負荷を受けると分極方向が変化するいわゆるドメインスイッチングと呼

ばれる現象があり，これが材料の力学的ー電気的非線形挙動を引き起こし，電気的ーカ学的特性や強度特性の評価を

困難なものにしている．本研究ではドメインスイッチングが起こるクライテリオンを新たに提案し，それを適用して
圧屯材料のミクロ挙動からのマクロ挙動シミュレーションを行う手法についての研究を進めている．

65. 圧電材料中の疲労き裂の挙動評価法に関する研究

教授渡邊勝彦［代表者］，助手南乗群，技術専門職員土田茂宏，大学院学生本田雅完

圧屯材料には通常，力学的負荷と電気的負荷が重悦して加わり，疲労き裂についてもそのような下での挙動が問

題となるが，実験の困難さもあって，データは非常に少なく，多くは今後の課題である．本研究においては，定星的

解析に不可欠な破壊力学試験片の作成法に関する研究から始め，電気的緑返し負荷によるだけでき裂が進展するか

圧電材料疲労き裂に関する拮本的データの裕積を進めている．
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66. 熱応力下応力拡大係数の特性とその構造物健全性評価への応用（継続）

教授渡邊勝彦［代表者］，研究員飯井俊行

熱サイクルを受ける構造物においては，熱応力によりいったんき裂が発生，進展を開始しても，その後停留してし

まう場合も多い．これにつき従来，熱応力下においてはき裂の進展に伴い始め応力拡大係数は増加するがその後減少

していくためであろうと概念的に考えられているが，定量的には殆ど議論されていない．本研究においては，各種の

熱応力下応力拡大係数を系統的にかつ簡便に評価する手法の開発を行ってき裂停留の本質を明らかにすると共に，停

留現象を構造物のより合理的な，健全性評価・設計に活かす方法について研究している．

67. 異材界面の破壊と強度評価法に関する研究（継続）

教授渡邊勝彦［代表者］，大学院学生 KimSang-won 

異材界面においては，弾性解における界面き裂端での応力の振動特異性，界面端部での応力特異性を見ても分かる

ように，均質材では見られない特殊な挙動を示し，その強度評価法の確立に向けて解決さるべき問題が多い．本研究

では上の界面き裂と界面端部の強度評価法の開発・ 確立に向けての理論的，実験的研究を進めており，前者において

は，脆性破壊を対象にした応力拡大係数をハラメータとしての研究，また一般にはき裂端近傍での非弾性挙動を考慮

に入れる必要があることから，弾性から非弾性まで統一的に扱うことを可能にする CEDを中心とした界面き裂ハラ

メータに関する検討を行っている．後者については軸対称問題，三次元間題における界面端部，界面コーナー点の特

異性について研究している．

68. Multiscale analyses of Cu/sapphire interface 

客員教授セルゲイドミトリエフ［代表者］，教授吉川暢宏

In this collaborative research we propose a multiscale approach to the analyses of a metal/ceramic interface. The approach 

includes (i) ab initio simulations with the aim to understand physical nature of atomic bonding across the interface, adhesion 

energy, and the atomic structure of the interface; (ii) fitting the interatomic potentials to the ab initio data; (iii) molecular dynamics 

(MD) simulations to study the details of the misfit dislocation pattern at the interface and to compare the results with the existing 

high-resolution electron-microscopy images; (iv) MD simulations of the plasticity and debonding at the interface with nanovoids; 

(v) crystallographic analysis of the interface coherency. When solving the later problem, we offer a new method called the 

strained lattice (SL) method for the coherency analyses of the interface between dissimilar crystals. 

69. Discrete systems free of the Peierls-Nabarro potential 

客員教授セルゲイドミトリエフ［代表者］，教授吉川暢宏

We offer a systematic approach for constructing discrete nonlinear equations free of the Pcicrls-Nabarro potential and apply it to 

the Klein-Gordon and Nonlinear Schrodinger equations. Solitons in the constructed discrete models are not trapped by the lattice, 
they can move with any small velocity and can be accelerated by even weak external fields; static solitons can be placed anywhere 

with respect to the lattice. Our method uses the discretized first integral of corresponding static equation. The three-point static 

problem is reduced to a two-point one, which gives the possibility to obtain the exact soliton solutions iteratively from simple 

algebraic equations. 

70. Theoretical strength and lattice instability 

客員教授セルゲイドミトリエフ［代表者］，教授吉川暢宏

Traditional studies of theoretical strength of crystals deal with a periodic cell of infinite crystal under homogeneous strain 

condition. Our study involves the surface into consideration. For a two-dimensional crystal, with atoms interacting via pair 

potentials, wc formulate and solve the stability problem for atoms in the vicinity of perfect interface having different 

crystallographic orientations. Crystal is either under tension or under compression along the surface. 

71. Auxetic materials 

客員教授セルゲイドミトリエフ［代表者］、教授吉川暢宏

Auxctic materials, i. c .. materials having negative Poisson's ratio. have recently become a hot topic in material science. An 

auxetic elastic body, being stretched in certain direction. not contracts but expands in a perpendicular direction. This counterintuitive 

behavior is interesting both intcllectt1ally and from the point of view of potential applications. We discuss the microscopic model 

proposed by Ishibashi and Iwata to explain negative Poisson's ratio exhibited by some crystals. e. g., KDP. quartz. cristobalite. 

among others. The model takes into account rotational dcgrees of freedom of relatively rigid atomic clusters. Later, the original 
model was generalized to take into account the deformability of elusters that enabled us to rigorously derive the two-dimensional 

elasticity theory involving microscopic rotational degrees of freedom. Relation of this theory with the classical elasticity theory is 

discussed and, particularly, we demonstrate that the auxetic behavior disappears if the microscopic rotations are suppressed. 

Analyzing stress distribution in a long orthotropic tube in generalized plane stain condition under internal pressure and axial load. we 

found that auxeticity of the material can lead to extremely dangerous situation when stresses very rapidly in thickness direction. 
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72. 多自由度が競合する複雑流体における分子緩和現象の研究

助教授酒井啓司［代表者］，技術職員平野太一，大学院学生堀井和由，協力研究員細田真妃子

流れ場に加えてi農度場や分子配向，温度勾配などの自由度が相互にカップルする複雑流体においては，各自由度の

緩和過程が他の自由度からの影響を受けて特異なスペクトルを示す．この緩和スペクトルを精密に測定することによ

り，各自由度間の結合の起源を分子レベルで明らかにする試みを行っている．本年度は，ヒエゾ素子を用いて純ずり
歪みを励起する四重極流動複屈折測定法を開発した．これにより，液体中のずり流動場と結合した分子回転などの局

所的な配向自由度の緩和ダイナミクスを !Hz~!OOkHz の広い周波数域で観察することが可能となった．現在，液晶・
ミセル・高分子など幅広い複雑流体系での自由度競合緩和現象の測定を行っている．

73. 複雑流体表面の超高分解能マイクロスコピー

助教授酒井啓司［代表者］，助手美谷周二朗，大学院学生（高木研）山本裕也，

大学院学生飯田汗人

液体表面の力学的物性，特に分子吸着に伴う表面エネルギーと表面粘弾性の動的変化を調べる新しい手法の開発を

行っている．本年度は局所的な電場印加によって液体表面の変形を励起し，その応答から表面の力学物性を調べる手
法を開発したこの技術により液体表面の表面エネルギーや粘弾性のみならず樹脂材料の硬化やゲル化などの動的プ

ロセスを，非接触かつ迅速に追跡することができる．本年度はプローブの形状を微細化することにより，光学顕微鏡

に匹敵する空間分解能での測定を可能にした．さらにレーザー照射によるスペックル解析により， 2次元的な粘弾性
のマッヒングを試みている．

74. フォトン・フォノンによる分子操作と分子配向素過程の研究

助教授酒井啓司［代表者］，助手美谷周二朗，技術職員平野太一，大学院学生堀井和由

異方形状分子からなる液体について，レーザー光を用いた分子配向制御を試みている．熱平衡状態ではランダムに

配向する分子の集団に偏光制御されたレーザーを導入して分子配向秩序をもたらし，その秩序の程度を複屈折計測に
より定量評価する．本年度は，フォノンビームの照射により媒質中に誘起される高周波のずり変形振動により分子配

向を誘起する新しいシステムを開発したその結果，液晶性分子等方相において並進一回転結合係数の臨界異常性が

普遍性を持つこと，またその輸送係数が形状異方性に大きく依存することを見出した．これはこれまでの光散乱によ
る観測結果を強く支持するものである．

75. ナノ・マイクロ流体ダイナミクスの研究

助教授酒井啓司［代表者］，大学院学生笹川直人，大学院学生朽名英明

近年，直径数 /l111程度の微小流体粒を用いた新たなデバイス作製技術の研究が盛んに行われている．この程度の粒

径では，マクロスケールに比べて無視できなくなる表面エネルギーや表面粘弾性，あるいは流体内イオンによる静電
相互作用により，そのダイナミクスはマクロな液滴とは極めて異なったものとなることが予想される．本研究では，
これまで精密な測定が困難であった微小複雑流体粒の静的構造や粒子運動を観測する新たな手法の開発を行ってい

る．本年度は微小流体粒子を空気中にトラッフし，画像処理によってその粒径変化を迅速に測定するシステムを構築
し，微小界面からの液体蒸発現象の高精度測定を行った．また液滴の吐出・衝突に伴う変形や回転を解析することに

より，微小流体の力学物性を高い時間分解能で評価する技術を開発した．

76. 2次元凝集体の相転移と臨界現象の研究

助教授酒井啓司［代表者］，助手美谷周二朗，大学院学生（高木研）消原拓郎

界面活性剤分子や液晶性分子が液体表面に形成する薄膜は，環境に応じて相転移を起す．この相転移について，レー
ザー光による非接触• 非破壊観察を行うとともに，池膜を 2次元流体とみなすモデルによる説明を試みている．本年

度は液休表面に形成される可溶性単分子膜において，吸着分子の粗密波が伝搬する様子をリアルタイムリフロンスペ

クトロスコヒー法により観察したその伝搬係数から分子の表面拡散や表面近傍におけるエネルギー状態を知ること
ができる．

77. 液体表・界面構造と動的分子物性

助教授酒井啓司［代表者］，助手美谷周二朗，大学院学生（高木研）平野裕美子

液体表面や液液界面など異なる相が接する境界領域での，特異的な分子集合体の構造や現象に関する研究を行って

いる．本年度は液面光マニヒュレーション法を用いて様々な複雑流体表面の分子ダイナミクスの研究を行った．粘弾
性流体表面の物性測定手法を開発した．屈折率の異なる媒質間にレーザーを伝搬させると屈折率の小さいほうに向

かって放射圧が働き界面が局所的な変形を受ける．このとき液面の変形散が表面張力や粘弾性と相関を持つために非

接触かつ高精度で界面の物性と構造を測定することができる．この手法を用いてゾル-ゲル転移に伴う表面物性の変

化を高速で解析することにより，ゲルの表面エネルギーと弾性を決定したこの技術は，安定な LB膜作成のデバイ

スとして有効なゲル上吸着分子膜の凝集状態モニター手法として有効である．
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78. 共鳴状態の数学的性質

助教授羽田野直道

共嗚状態が定常的なシュレーディンガー方程式の固有状態として定義されることはあまり知られていません．その

複素固有値の物理的意味を改めて明らかにしました．特に，粒子数が問題なく保存されていることを示しました．ま

た，共嗚状態の発散する固有関数を数学的に定義する手法についても研究しました．

79. 非エルミート行列の固有値分布の数値計算アルゴリズム

助教授羽田野直道

非エルミート行列は非平衡物理学において重要なだけでなく，最近は量子力学においてもその重要性が明らかにな

りつつあります．しかし，非エルミート行列を数値的に扱うアルゴリズムは未開発の点が多く残っています．我々は，

巨大非エルミート行列の固有値分布を効率的に求めるアルゴリズムを開発し，ライブラリ化しました．

80. 強相関系の非エルミート解析

大学院学生中村祐一［代表者］，助教授羽田野直道

量子力学では通常，ハミルトニアンはエルミート演算子とされます．それを，ある特殊な形（虚数ベクトルホテン

シャルを導入する形）で非エルミート演算子に拡張したモデルを研究しています．この手法が強相関系において相関

長を求めるのに有用であることを明らかにしました

81 . メゾスコピック系の電気伝導と共鳴状態

大学院学生笹田啓太［代表者］，助教授羽田野直道

導線に接続されたメゾスコヒック系は「開いた鼠子系」であるため，共嗚状態が存在します．この共鳴状態は，メ

ゾスコヒック系の電気伝導に大きな影響を及ぼします．メゾスコヒック系のコンダクタンスのヒークが，共鳴状態の

位骰から理解できることを示しましたナノデバイスの動作特性を物理的に理解するのに役立ちます．

82. 経済現象の物理的モデリング

大学院学生狸場行洋［代表者］，助教授羽田野直道

外国為替相場の揺らぎは，相転移点直上の揺らぎと共通しているという点から，物理的興味を持たれています．我々

はその揺らぎの特徴を捉えるため，複数の為替相場の相互作用を考慮した祈しいモデルを提唱しましたそのモデ

ルによるシミュレーション結果ば夷データをよく再現します．

83. 複雑な運動をする小さな量子系のダイナミクス

技術職員町田学［代表者］，助教授羽田野肌道

複雑に運動をする鼠子系を考えます．単純な鼠子系ならば Schroedinger方程式を直接解くことができるでしょう．

また，粒子数が無限とみなせるほど大きな場合には自由度の多さを逆手にとって熱力学による記述ができます．我々

は中途半端な自由度の量子系の外場に対する応答に興味を持っています．このような鼠子系は，量子ドットやナノ磁

石として近年実験的にも作成されるようになりました例えばナノスケールの小さな領域に電子をいくつか閉じ込め

てその境界を外から振動させてみましょう．内部の電子のエネルギーは古典的にはどんどん上昇しますが，今の場合

はエネルギーはある値まで上昇すると飽和してしまうことがわかります．我々はランダム行列を用いてこのような系

のダイナミクスを調べ，飽和エネルギーと境界の振動数の関係を求めました．つまり，境界の振動のさせ方によって

電子が吸収できるエネルギーが変化するのです．

84. 非線形シュレーディンガ一方程式の固有状態

研究機関研究員土屋俊二［代表者］，技術職員町田学，助教授羽田野直道

非線形シュレーディンガー方程式は，ハラメータによって本来の次元数以上の固有状態を持ちます．余分な固有状

態がハラメータと共にどのように出現するのかを解析しました．また，その固有状態へ非断熱遷移によって到達する

方法を研究しました

85. エネルギーの「偶然縮退」における隠れた対称性

博士研究員西野晃徳［代表者］，助教授羽田野直道

超可積分カイラルホッツ (SCP)模型に見られるイジング的なスペクトルと，それと可換な xxz型スヒン鎖のエネ

ルギー縮退の対応について研究しました．この xxz型スヒン鎖がある部分空間でルーフ代数 L(s12) の対称性を持

つことを見出し， Drinfeld多項式の計算から，この L (s12) 対称性による縮退空間が SCPのイジング的スペクトルを

与える部分空間と同じ次元を持つことを示しました．

171 



VI. 研究および発表論文

86. ハイブリッド乱流モデルの研究

助教授半場藤弘

高レイノルズ数の壁乱流のラージ・エディー・シミュレーション (LES) を行うには，格子点数の制約から滑りな

し条件が困難なため壁面モデルが必要となる．レイノルズ平均モデルと組み合わせるハイプリッド型の計算が精度の

よい壁面モデルとして期待される．しかし単純に二つのモデルを組み合わせてチャネル流の計狩を行うと平均速度分
布に人工的な段差が生じることがわかったそこで本研究では，段差の原因を調べそれを取り除く数値計算法を提案

し，チャネル流に適用して検証した．その計算法をハイプリッドフィルターの差分近似として定式化し一般化を試み
た．さらに乱流モデル方程式の融合法に着目し改良を進めている．

87. 乱流の非局所的非等方的な渦粘性

助 教 授 半 場 藤 弘

乱流モデルで良く用いられる渦粘性モデルでは局所近似を仮定している．本研究では乱流の非局所性の観点からモ

デルを検証し改良を試みた．グリーン関数を用いて厳密な非局所的渦粘性表現を導出し，チャネル乱流の直接数値計

算で検証したさらに回転チャネル乱流に適用し，渦粘性の空間的な非局所性だけでなく時間的な非局所性や非等方
性について解析を行った．

88. 電磁流体乱流のダイナモ機構

助教授半場藤弘［代表者］，助手横井 大学院学生佐藤久則

地球や太賜などの磁場は天体内部の電導性流体の運動によって駆動され維持されていると期待される．本研究では
2スケール統計理論を用いてクロスヘリシティーと残留エネルギーの解析を行い太陽風乱流について考察した．また

より正確なグリーン関数を用いて理論解析を進め，乱流起電力のモデルの改良を試みた．

89. 回転・旋回乱流の解析とモデリング

助教授半場藤弘［代表者］，助手横井喜充，技術職員小山省司

円管内の流れに旋回を加えると中心軸付近で主流分布が凹んだり逆流が生じる，また回転チャネル乱流では絶対渦

度がゼロとなる平均速度分布が見られるなど，回転・旋回乱流は興味深い性質を示すがそれらの機構は十分に解明さ
れていない．本研究では回転チャネル乱流の直接数値計算を行い，非線形渦粘性モデルの観点から平均速度分布の性
質を拷察したまた円管内乱流の LESを行い，乱流エネルギーに対する回転効果について解析した．

90. 量子ホール系を利用した半導体核スピンのコヒーレント制御

助教授町田友樹［代表者］，特任助手浜屋宏平，大学院学生増渕党

i1tr状態のコヒーレント制御は，量子ビットを始めとした将来の情子m報技術を開拓する上で急速にその重要性が

高まっている．我々は屈子ホール端状態における電子スヒン一核スヒン相互作用を利用することにより，半導体素子

中核スヒンの局所的かつコヒーレントな制御を実現した．核スヒンは位相緩和時間が極めて長いため応用上理想的な

系であると同時に，拡張性のある半導体素fを使用して屈子状態を制御しているため素子設計の自由度が高く，今後

の幅広い応用可能性を拓く．

2
 

7
 

．． 



＼「I.研究および発表論文

機械•生体系部門

1. 血流ー血管壁の相互作用を考慮した数値解析

教授大島まり［代表者］，産学官連携研究員福成洋

心疾患あるいは脳血管障害などの循環器系疾患においては，血流が血管壁に与える機械的なストレスが重要な要因

と言われている．本研究においては血流が血管壁に与える機械的なストレスに対して血管墜の変形が与える影響を解

析するため，血流-Jill管壁の連成間題に対する数値解析手法の開発を行ってきた．開発した数値解析手法を用いて実
形状の脳動脈瘤をはじめ，幾通りかの血管形状について数値解析を行い，血管墜の変形が血管内の血流および血管墜
面上のストレスの分布に影響を与えるメカニズムを解析している．

2. Image-Based S imu I at ionにおける脳血管形状の血行力学に与える影響の考察

教授大島まり［代表者］，畝村毅，助手（自治医大）／＂［島正明，高木沿

重大な脳疾患であるくも膜下出血に対して，その主要因の脳動脈瘤の破裂に関連する手術ガイドライン作成が求め

られている．そこで本研究では脳血管のIfll流を数値シミュレーションし，動脈瘤の発生．破裂のメカニズムの解明

を目指している．シミュレーションに用いる 3次元血管モデルについて，医用画像から 1f11管抽出および， 3次応構第
の手法の問題点と解決法を述べる．さらに，モデルの中心線を抽出することにより形状をハラメータ化し．モデルを
ハラメトリックに変形して血管形状の血行力学に与える影響を考察する．

3. 医用画像に基づく Wi11 is動脈輪の 3次元モデリングと大規模シミュレーション

教授大島まり［代表者］，畝村毅，大学院学生杉山聡

脳動脈の発症について起きやすい家系があり，また，発症部位も同じところにできる傾向があるごとが報告されて

いる．そこで同じ家系から幾つかの症例を取り出し，好発部位を含む Willis動脈輪を MRAから抽出し.3次尤モデ

リングする手法の開発を行った．この際に，血管の形状を表すハラメータを自動抽出するような尊出方法を開発した．

さらに，大規模シミュレーションを行うことより，血管形状が血行力学に与える影響を検証した．

4. ダイナミック PIVを用いた血管モデル内の可視化計測

教授大島まり［代表者］，技術職員大石正道

脳動脈瘤が比較的できやすいと言われる内頚動脈の湾曲部においては，強い二次流れと非定常性により，局所的な

壁面せん断応力が加わる．その湾曲を模した血管モデル内の流れを可視化計測することにより，曲がりと流速の影響
を考察することを目的としている．非侵殷計測法である PIV(Particle Image Veloeimetry : 粒子画像流速測定法）は瞬

時流れ場の速度分布を調べる方法として最も進化したレーザ計測法ではあるが，振動や脈動等の非定常現象を対象と

するには時間分解能が不足していた．そこで近年開発された高速度カメラ及び高繰り返しレーザを用いて，時間分解

能を改善したダイナミック PIVシステムを構築し，時系列速度分布の取得を行っている．

5. Micro PIVによるマイクロチップ内流れの可視化計測

教授大島まり［代表者］，助教授藤井輝夫，大学院学生木下 II青之，大学院学生金田祥平，

技術専門職員瀬川茂樹，助手山本

微小液滴内部流動を可視化計測することのできる計測ツールとして，共焦点マイクロ PIVシステムを新たに開発・
構築した．このシステムを用いることで，液滴の任意の深さ位骰における鮮明な断面粒子画像を取得し，速度解析す

ることが可能である．このシステムでは，従来のマイクロ PIVシステムに比べて，およそ半分の大きさの被写界深度
を実現しているため，液滴内部の流動など， 3次元的で複雑な流れ場を詳細に調べるツールとして非常に有効である

ことが確認されている．さらに実際にこのシステムを用いて，矩形のマイクロチャネル内を移動する微小液滴の内部

流動の計測を行った.T字型のマイクロチャネルを利用して，シリコーンオイルの連続相中にグリセリン水溶液の液
滴を連続的に生成し，その内部流れを計測した．共焦点マイクロ PIVシステムの焦点位骰を順に変えながら計測を繰

り返すことで，液滴内部の 3次元空間的な流速情報を取得することができた．その結果から液滴内部の相対速度分布

を算出し，可視化することで，液滴内部の流動構造を明らかにすることに成功した．その結果，液滴内部には，チャ

ネル壁面の影響や周囲の連続相の流れによって複雑な循環流が発生していることが新たに分かった．また将来的に

は，この液滴内部の流れを積極的に活用することで，液滴の混合や化学反応といった流体操作をより効率的に行うこ
とのできる液滴デバイスを設計することができると期待される．

6. in vitro脳動脈瘤モデル内のステレオ PIV計測

教授大島まり［代表者］，大学院学生坂東佳憲，技術職員大石正道

脳動脈内の流れは 3次元の複雑な流れを示しており， invitroにおける速度 3成分を求める計測手法は流動現象を把

握するうえで重要である．そこで，本研究では CT画像を元に構築した脳動脈瘤の 3次元モデルを光造形により作成

し，瘤内の流れのステレオ PIV計測を行った．その際に必要となるキャリプレーション手法として，キャリブレー
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ションプレートを用いずに行うことのできる新しい手法の開発を行った．さらに，シリコンで作成した脳動脈廂モデ
ル内の流れ場をステレオ PIVにより可視化計測している．

7. 格子ボルツマン法による細動脈内の血流解析

教授大島まり［代表者］，大学院学生張東植

細動脈では流れのせん断の大きさにより赤血球が変形あるいは凝集して非ニュートン的な挙動を示す．そこで，こ

のようなマイクロ混相流となっている細動脈内の血液の流れを格子ボルツマン法を用いて解析を行う．また，このよ

うな手法でJill球と血漿成分の相互作用を把握することにより，血液の分析チッフの設計にフィードバックしていく．

8 . in vi t ro血管壁損傷評価システムの開発と動脈瘤発症メカニズムの生体力学的検討

教授大島まり［代表者］，助手（名古屋大）山本創太，大学院学生飯田隆一

本研究は， Jfll流に因る機械的刺激が血管整に与える損偽を定量的に評価するシステムを開発し， 1f11流による壁面剪

断応力と動脈廂発症との因果関係を実験的に解明することを目的とする. 1/11管損偏評価システムは，生体内を模擬し
た培投環境下で，動物から摘出した血管組織を実験対象として扱えるものとする．加えて，生体内よりも流れ場を精

度良く制御することができ，且つ検討の対象としない生理学的要因の影響を排除し，力学的要因が動脈照発症に及ぼ
す影孵を詳細に検討可能であることを目指す．開発されたシステムにより，培投環境下のJfll管組織について壁面剪断

応）ー］と内皮細胞の剥離などの血管壁変性との相関を定鼠的に明らかにする．さらに，高壁面剪断応力が平滑筋組織の

変性に及ぼす影孵を解明する．

9. 細胞が混在したマイクロ流れを模擬したリポゾーム固液混相流の可視化計測

教授大島まり［代表者］，技術職員大石正道

リホゾームがマイクロ流体デバイス内を流れる「固液混相流」を，マイクロ PIV・共焦点マイクロ PIV (PIV: Particle 

Image Velocimetry) の二つの手法を用いて，可視化し計測することで，生体細胞を含むバイオ混相流の流動解析への

足掛かりとすることを目的とする．具体的には，固相（リホゾーム）の挙動を PTV(Particle Tracking Velocimetry)で

追跡し、そのときの液相の流動も PIVで「同時計測」する．とくに，固相同士，固相と液相，固相と墜面の相互作用

をこれらの手法で明らかにする．これらの相互作用は，生体細胞を含む固液混相流での，細胞の変形（例えば赤血球

の変形能），細胞同七の凝集，壁面への付着（例えば細胞培義では非常に重要な現象である），といった特異なふるま
いを解明するカギとなるはずである．

10. 医学的応用を目指した PIV画像処理の高速化

教授大島まり［代表者］，技術職員大石正道

様々な流動現象を詳細に計測する手法として，粒子を混ぜた流れを撮影し，画像相関を用いて速度梢報を抽出する
PIV (Particle Image Velocimetry : 粒子画像流速測定法）と呼ばれる手法がある．近年， PIV機器および解析アルゴリ

ズムのり'i祈により，時間および空間解像度が飛躍的に高まり，その重要性はさらに増してきている．一方，高精度化

に伴い圃像容凧は大きくなり，かつ画像処理の計勾負荷も高くなるという，新たな課題に直面している．本テーマで

は医学：的応用を念頭にillき， PJVによるJfll流モデル計測について取り上げる．膨大な画像処理を効率化し，阪学的に

必要な情報を得るための高度な解析アルゴリズムを最適に制御するためにPC-Gridシステムの導入を検討する.PIV処
J11lU) Grid化は新規性，革新性および市場価値が高く，今後必要不可欠な技術と考えられる．

11 . 脳動脈瘤におけるマルチスケール・マルチフィジックスを考慮した三次元詳細解析

教授大島まり［代表者］，大学院学生徳田茂史

医用画像を用いた insilicoシミュレーションにおいて，境界条件，特に流出境界条件を実際の現象を模擬するよう

にモデル化することは重要な課辿である．本研究では，阪用画像では解像することのできない末梢の血管の影響を，

一次元とゼロ次元モデルと組み合わせるマルチ・スケールモデルとして開発し，医用画像より抽出した三次元形状の

詳細解析に圧力の境界条件としてフィードバックする手法を開発する．そして，本手法の境界条件のモデルを実際の

患者の例に適用し，本手法を検証する．

12. 血管内膜における物質透過性を考慮した動脈硬化メカニズムの解明

教授大島まり［代表者］，大学院学生関井雄一朗

脳動脈廂あるいは動脈硬化症などの血管病変は，血流より運ばれた，例えば LDL(Low Density Lipoprotein)やアル

プミンなどが血管壁を透過して諮秘し，血管が変性することにより，引き起こされる．そこで，本研究は，大規模解

析により全体の濃度分布を把握し，次にその状態を境界条件として，さらに壁面透過のマイクロなスケールな計算を

行なって行く．その際に，血管壁面の透過についてモデル化する必要があるため，モデルの構築・検証を行なう．
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13. エンジン内の強い乱れを考慮した噴霧メカニズムの実験的検証

教授大島まり［代表者］，教授（北海道大）大島伸行，山田敏生，

大学院学生武藤昌也，大学院学生新井淳

エンジン流動設計などで重要となる強い乱れの中の噴霧拡散メカニズムの解析とその有効な数値予測モデルを開

発する．今年度は，一様格子乱流中での噴霧挙動を高速ビデオ画像による可視化およびラージ・エディ・シミュレー

ションに晶づく数値計算によって解析検討した．

14. ネットワークを介した流体情報の可視化システムに関する研究

教授大島まり［代表者］，教授（北悔道大）大島伸行，大学院学生宮地英生

大規模な数値シミュレーションや高解像なデジタル画像センシングが研究のみならず設計開発の場にも晋及しつ

つあり，流れ現象の多次元，非定常な解析データを取得することが比較的容易となった・ 本研究では，それらの流体

梢報の可視化解析のためのネットワークを介した遠隔協調システムの開発，評価を行っている．

15 . 複断面粒子画像流速計を用いた界面活性剤の抵抗低減メカニズムの研究

教授大島まり，日本学術振興会外国人特別研究員李鳳臣［代表者］

高分子あるいは界面活性剤を付加することによって乱流の抵抗が軽減する現象は，かなり以前より知られていた．

この現象に関する研究は，実験的，理論的あるいは解析的に行われてきた．その結果，高分fや界伯i活性剤を加える

ことにより，流体が粘弾性の性質を持ち，乱流と相互作用することにより，乱流抵抗を軽減することが知られている．

しかし，まだ未知な部分が多く，例えば，付加したものによって抵抗軽滅が起こるメカニズム，ニュートン流体の枯

本的な現象に粘弾性が及ぼす影響や粘弾性流体の構成方程式，あるいはレオロジーの特性を計測する手法やマイクロ

スケールでの粘弾性流体の流れ等，わからない部分が多い．このような背景より，以下に示す項目について粒r-1雌像

流速法 (ParticleImage Velocimetry: PIV) による界面活性剤を含む粘弾性流れの可視化計測の実験を行った．

16. 流体騒音の発生機構の解明とその制御に関する研究（継続）

教授加藤千幸［代表者］，協力研究員鈴木康方，技術専門職員鈴木常夫，研究実宵生塚本裕

流体機械の小型高速化や鉄道車両の高速化に伴い，流れから発生する騒音，即ち，流体騒音の間辿がUfi在化しつつ

あり，その予測や低減が大きな課題となりつつある．本研究では，痰周りの流れを対象として，流れと騒音の同時詳

細計測により，流体騒音の発生機構を解明し，得られた知見に基づいて，騒音制御・低減方法を開発することを最終

的な目標として進めている．本年度は，流体騒音の発生機構を明らかにし，その騒音低滅方法を提案• 実証した．

17. 単独翼周りの乱流境界層と発生する空力騒音の LES解析（継続）

教授加藤 ［代表者］，大学院学生宮澤貞史

LES (Large Eddy Simulation)は，乱流の非定常な変動を計算可能な次世代の乱流解析手法としてその実用化が期待

されているものであり，比較的レイノルズ数が低い，大規模にはく離する流れに対しては，既に実用計算に使用され

つつあるが，靱周りの流れへの適用に関しては未解決の問題が多く， LES実用化の大きな課題となっている前記課

閻を解決し， LES解析の新たな展開の可能性を探索すべく，研究を進めている．本年度は，レイノルズ数が 10の 5乗

のオーダーの流れにおいて，空力騒音の定量的な予測が可能であることを検証した．

18. 圧縮性遷移翼列流れの LES解析（継続）

教授加藤千幸［代表者］，大学院学生松浦一雄

低圧タービンや小型タービンにおいては流れのレイノルズ数が 10の 3乗から 5乗のオーダーとなり，翼周りの境

界層は遷移領域となる．このような翼列流れに対しては予測・設計手法が確立されておらず，これらの機械の性能向

上を図る上で大きな課題となっている．そこで本研究では，圧縮性遷移翼列流れの高精度な予測を目指して， LES

(Large Eddy Simulation)による解析を行っている．本年度は，翼車外径 46mmのラジアルタービンと 8mmのラジアル

タービンを対象に LES解析を行い，損失発生要因や低レイノルズ数効果などを明らかにした．

19 . 小型ラジアルガスタービンに関する研究（継続）

教授加藤 ［代表者］，助手西村勝彦，技術専門職員鈴木常夫，大学院学生松浦一雄，

大学院学生大黒顕佑，研究実習生田村理，研究実習生毛利英司

マイクロガスターピンや自動車用エンジンとして小型ラジアルガスターピンの利用が活性化してきた．このラジア

ルガスターピンの高性能化のため，ラジアルターピン動袈内の 3次元流体解析法の開発を行っている．また，モバイ

ル型電源等として期待されている超小型ガスターピンを開発するための基礎研究を行っている．本年度は，翼車外径

40mmの 2次元形状ラジアルターピンを新たに設計・試作し，断熱効率 76%を達成した．さらに， 2軸 2段のストレー

ト・コンハウンド型ガスターピンを採用し，超小型ガスタービンの実用化に向けて，その有効性を実証した．
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20. プロペラファンから発生する空力騒音の数値シミュレーション（継続）

教授加藤千幸［代表者］，大学院学生高山糧

本研究は，フロペラファンから発生する空力騒音の数値的予測手法を開発し，さらに，低騒音ファンの設計指針を

確立することを最終的な目標として，民間企業と共同で行っているものである．本年度は，ファンの仕切り板の位岡

や形状の変化が空力特性や騒音特性に与える影響を，流れの渦構造の変化と関連付けて検討した．

21 . 流れの制御による空力騒音低減法に関する研究（継続）

教授加藤千幸［代表者］，水島文夫，研究実習生福山恵理

祈幹線の車両連結部間隙からの空力騒音発生メカニズムを明らかにするとともに，車両周りの流れを制御すること

により空力騒音を低滅する方法について，実験計測と LES解析を用いて研究を進めている．本年度は，車両の 5分の

lモデルを用いて車両連結部の流れと騒音の同時計測を行い，空力騒音の発生メカニズムを検討した．また，基礎研

究として 2次元キャビティー流れを対象に，空力騒音の低滅手法について検討した．

22. 段差部から発生する空力騒音に関する研究（新規）

教授加藤千幸［代表者］，技術専門職員鈴木常夫，大学院学生長島広樹，

大学院学生横山博史，研究実習生本田拓

高速移動する車両において，小さな段差部から発生する空力騒音の低減が益々重要となっている．本研究は，段差

部から発生する空力騒音の発生機構を解明し，低減方法を開発することを目標としている．本年度は，単純な段差部
を有する流れを対象に，実験計測と LES解析から，境界層の状態や段差部の形状などが空力騒音に与える影響を明ら

かにした．

23. 熱音響現象のエネルギー変換に関する研究（継続）

教授加藤千乎［代表者］，博士研究員上田祐樹，技術専門職員鈴木常夫，大学院学生加藤敏仁，

研究実習生村松雄太

スターリングエンジンのヒストンを音波にi骰き換えた可動部のまったくない熱音響機関の開発を行っている．ー 30

~10 ℃程度の温度域で稼動する高効率熱音響冷凍機を開発することと，比較的低温 (JOO~500 ℃)で効率よく稼動
する熱音孵機関を開発し，それを用いた発電システムを開発することを最終的な目標としている．本年度は，熱音響
機関のじ要変数である音波の角振動数 (I) と熱緩和時間てと比カルノー効率の関係を明らかにした．

24. 次世代流体解析システムの開発

計符科学技術連携センター，教授（北大）大島伸行［代表者］，教授加藤千幸，
教授大島まり，特任教授寺坂睛夫，小林敏雄，張会来，山出吉伸，

産学官連携研究員山田英助，産学官連携研究員王宏，産学官連携研究員郭腸，

産学官連携研究員姜玉雁，産学官連携研究員横井研介

実用的な流れ数値解析のためには，流れ場の複雑さに応じて数理モデルや解析手法を合理的に選択あるいは併用す

ることが必要である．本研究では，複雑形状の非圧縮性流れ場の解析を主な対象として，異なる数理モデルや解析手

法にJ店づく複数の計筒コードを開発し，それらの相互比較による相互検証，および，それらの高度な解析法の開発を

行う．平成 14年度からは，文部科学省 ITプログラム「戦略的枯盤ソフトウェアの開発」と連携して，汎用乱流解析

フログラム開発における計算法，解析モデルの改良，検証を行う．今年度は，特に，工学応用における実用化を目指

し， LESに』しづく実証，iI位を進めるとともに，次世代流体解析ソフトウェア FrontFlowを開発，公開した．

25. 競漕用シェル艇の性能向上（継続）

教授木下健［代表者］，悔上技術安全研究所小林党，大学院学生宮下雅樹，
技術専門職員板倉博

ボート競技に用いられる用具の改良，開発と，漕法の研究を行っている．プレードに働く流体力の非定常性を考慮
した推定法と，実際の模範的な漕手の体菫移動をモデル化した艇速予測フログラムを利川し，プレード形状の最適化

を回流水槽を用いるとともに， CFDによる最適化法を試みている．

26. 係留浮体の長周期運動に関する研究（継続）

教授木下健［代表者］，助手・特別研究員佐野偉光，教授（九大）吉田基樹，

大学院学生二瓶泰範，助教授（東悔大）砂原俊之

波浪中の長周期運動は係留浮体の設計上で，最も基本的かつ重大な課題の一つであるが，非線形性が強く重要な研

究課迎が数多く残されている．その中で波漂流力と波漂流減衰力の推定はこれまでの当研究室の研究でほぼ可能と

なった．波漂流滅衰力と位相が異なる波漂流付加質量について，任意形状に適用可能な解析法の開発を開始している．
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27. 帆による非係留型メガフロート（巨大海洋構造物）の位置保持に関する研究

教授木下健［代表者］，助教授（阪大）高木健，教授（東悔大）寺尾豊

大型浮体であるメガフロートは現在のところ，比較的静謡な海域に係留設骰することをベースに開発されている

が，波浪や風の影響下で非係留で自律的位置決め機能が不可欠と考えられる系については，まだ未検討である．自動

位i悦決めの方式，それに適した浮体形式の初期的検討と，その有力候補である帆による自動航行の概念設計を行って
いる．

28. 北太平洋における FREAKYIAVEの解明と克服のための研究

教授木下健［代表者］，助教授林昌奎，助教授（東大）早稲田卓爾，大学院学生亀岡福太郎，
技術専門職員板倉槻学術研究支援員（東大）中住昭吾

船舶や梅洋構造物を破壊する異常波の発生機構の解明と，予測，遭遇回避システムの構築を目指している．新しい

リモセンのアルゴリズム開発の晶礎実験を水槽で行うとともに，異常波の水槽内発生法として分散線形波集中法とと

もに不安定非線形波法を開発し，船体に働く加菫の非線形特性を調べている．

29. 複合粒子研磨法の開発（継続）

教授谷泰弘［代表者］，協力研究員河田研治，準博士研究員戚毅申，博士研究員周文軍

鏡面研磨においては研磨布が一般に利用されている．しかし，研麿布は目づまりや切れ味の劣化を起こしやすく，

研磨加工を安定させる際の足枷となっている．そこで，研磨布の代わりにホリマー微粒子を添加することで研麿布を
利用しない研磨加工複合粒子研朋法の実現を試みている．本年度はペースト，キャリア粒子の最適化，実用を考慮し

たスラリーのリサイクル等について検討している．

30. 紫外線硬化樹脂を利用した精密切断プレードの開発（継続）

教授谷泰弘［代表者］，助教授（大阪大）榎本俊之，助手柳原聖，研究生李承福

半導体ウェーハの精密切断には厚さ数十 /1111の薄刃の砥石が利用されているが．熱硬化性樹脂を利用しているため

に焼成工程に時間がかかってしまう．そこで．紫外線硬化樹脂を利用して精密切断プレードを大量に短時間に製造す

る技術を開発した．本年度は構造型ダイシングブレードの開発を行った．

31 . 極薄研磨保持具の高速製造法に関する研究（継続）

教授谷泰弘［代表者］，助手柳原聖

水晶振動子の高周波数化においてはウェーハを袖肉化する必要がある． したがって，水晶を研磨する研磨加工rn保
持具も薄肉化する必要がある．本研究では電鋳技術やスヒンコーティング技術を利用しながら，従来製法では不可能

であった超柿型の保持具の製造法を検討した．

32. 機械加工工具の機上再生技術に関する研究 （継続）

教授谷泰弘［代表者］，助手柳原刑

機械加工工具資源の有効活用とエ具交換に伴うアライメントエラー回避をH的に，工作機械上でエ具を様々な仕様

に形成・ 再生する技術を検討している．具体的には機上で速やかにエ具表層部を形成・交換できる種々のコーティン

グ技術の開発を行っている．この技術を利用して，摩耗した切削工具・研削工具・研磨工具を再生し加工を継続でき

るようにしたり，異なる種類のエ具へと転換させられるようにして nmオーダの高精度機械加工技術の実現を目指し

ている．

33. 空間骨組構造の順応型有限要素解析手法に関する研究（継続）

教授都井裕［代表者］，大学院学生朴哉爛

悔洋構造物，機械構造物，土木・建築構造物などに見られる大規模・空間骨組構造の様々な崩壊間題に対し，順応

型 ShiftedIntegration法 (ASI法と略称）に基づく合理的かつ効率的な有限要素解析手法を開発し，静的・動的崩壊を

含む各種の非線形間題に応用している．本年度は，はりの衝撃間迎を対象として，要素サイズ依存性を除去した弾塑

性損似解析アルゴリズムを構築し，数値計算により有用性を実証した．

34. 機械•構造物の連成力学挙動の有限要素解析に関する研究（継続）

教授都井裕［代表者］，助手高垣昌和

機械部品，構造物のマルチフィールド下における連成力学挙動の有限要素解析アルゴリズムの構成と応用に関する

研究を進めている．本年度は，高温および低温の液体ナトリウムによる熱サイクルを受ける原子炉容器モデルを対象
として，熱伝導と弾粘塑性損偽を考慮した熱疲労損偽および亀裂進展解析を行い，実験結果を良好に再現した．
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35. イオン導電性高分子材料によるアクチュエータ素子の有限要素解析に関する研究（継続）

教授都井裕［代表者］，研究機関研究員姜成沫，大学院学生鄭祐尚

イオン導電性高分子材料 (Nafion, Flcmionなど）および導電性高分子材料 (Polypyrrolなど）によるアクチュエー

夕素子の電気化学・カ学連成挙動の有限要素解析に関する研究を進めている．本年度は， Nafionに対する逐次および

統合モデリングについて検討するとともに， Polypyrrolの電気化学・多孔質弾性挙動に対するハイロットフログラム
を開発した．

36. 形状記憶合金アクチュエータ素子の有限要素解析に関する研究（継続）

教授都井裕［代表者］，大学院学生李宗賓，大学院学生在大坤

形状記槌合金 (SMA)アクチュエータ素子の超弾性変形挙動，形状記憶挙動に対する解析ソフトの開発を進めてい

る．本年度は， SMAとFeを組み合わせた SMAコンホジットコイルばねおよびダイアフラムアクチュエータの磁場・

超弾性変形連成解析を進めるとともに多孔質形状記憶合金の構成式モデリングに関する研究を開始した．

37. 材料破壊の計算メソカ学に関する研究（継続）

教授都井裕［代表者］，大学院学生広瀬智史

計算メソカ学モデルによる材料破壊のメソスケール・シミュレーション手法の開発と各種固体材料の構成式学動お

よび損傷・破壊現象への応用に関する研究を進めている．本年度は，高温構造物溶接部の Typeクリーフ損偽挙動に

おいて重要な析出物粗大化のメソカ学モデルについて検討し，有限要素解析結果と実験結果の比較により，その有用

性を検証した．

38. 数値材料試験と構造物の疲労寿命評価への応用に関する研究（継続）

教授都井裕［代表者］，研究員岩渕研吾，技術専門職員岡田和三

材料の損似・破断を含む構成式挙動をシミュレートするための連続体損偽力学モデルによる数値材料試験，および

有限疲素法を併用した部分連成解析法の構造要素・疲労寿命評価への応用に関する研究を行っている・ 本年度は，既

存フログラムによる変動応力下の疲労寿命評価結果と対応する実験結果を比較検討した・

39. 工学構造体の計算損傷力学に関する研究（継続）

教授都井裕［代表者］，大学院学生田中英紀，大学院学生朴哉爛

連続体捐偏力学に枯づく構成式モデルと有限要素法による局所的破壊解析法を各種の工学構造体の損偏破壊挙動

に応川するための枯礎研究を行っている．本年度は，炭素繊維シートで補強した RC構造要素，特に界面近傍の損似

寿命解析，横衝撃を受けるセラミック円盤の動的損偏解析を行い，それぞれ対応する実験結果と比較検討した．

40. 自己修復材料のモデリングと有限要素シミュレーションに関する研究

教授都井裕［代表者］，大学院学生広瀬智史

材料あるいは構造の安全性，信頼性，経済性を一屑向上させることを目的として，生物と同様の自己修復機能を付

与した自己修復材料・の開発が活発化している．本研究は，自己修復材料のモデリングおよび構造挙動の有限要素解析

法の確立を目的としており，本年度は，鋼材のクリープ損傷過程および自己修復過程の統合化モデリング解析を実施

した．

41 . 題目液相の相変化現象における素過程と熱伝達（継続）

教授西尾茂文

蒸発・沸ll俗や凝固・凍結などの液相の相変化現象は，相変化分子運動論・界線動力学・ 界面安定性を媒介として異

相核生成・異相成長・界面形態形成により異相構造が形成されるため，物理的に典味深く，またエネルギー・熱制御・

素材製造・食品保存などのI学'JJ象とも関連が深いため熱伝達の解明・制御の観点からも重要である．本研究では，こ

うした素過程および熱伝逹に関する研究を現象の物理的理解を深め，その知見から技術展開を図る研究を継続的に

行っている．

42. 電子機器の統合冷却システム（継続）

教授西尾茂文

高集積化・高密度実装により発熱密度が急増している LSIチッフについては， notebookPCに代表されるように空冷

が晶本となるが，発熱密度は在来の空冷技術で処理できる範囲を超えつつある．そこで，本研究では， (a)チッフから

の発熱を再屯力化し放熱負荷を低減する要素， (b) 放熱面積の拡大要素， (c) 高性能なヒートシンク要素， (d) 導

入空気の低温化要素を総合・統合した冷却技術，すなわち統合熱制御システムを提案し，要素開発を開始している．
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43. 題目低温排熱の動力化に関する研究（継続）

教授西尾茂文［代表者］，大学院学生萩谷功

エネルギー間題は，石袖資源の枯渇を中心とした責源制約と，地球温暖化を中心とした環境制約との両面を有す

る．近未来においていずれが主たる制約となるかについては様々な見解があるが，いずれにしても同一の生産過程な

どにおけるエネルギー消費を押さえる省エネルギー技術と，未利用のエネルギーを利用する未利用エネルギー利用技

術とは，エネルギー有効利用技術の核である．本研究では，後者の中で動力化が難しく熱利用として注目されている

低温排熱を再動力化するソフトエンジンシステムの開発を目指している．本年度は，熱電素子に注目し，その温度差

利用率を飛躍的に高めるための高効率フィン構造を細径ヒートハイフにより構築する研究を行った．

44 . 免震された精密生産施設のためのピエゾアクチュエータを用いた総合的アクティブ微振動制御
システム

教授藤田隆史［代表者］，技術専門職員嶋綺守

半導体工場などの精密生産施設には，建物内部の設備機器をも効果的に地震から守るために，免痕構造の採用が望

ましい．本研究では， 4枯の多段積厨ゴムで支持された 2厨建物モデル (3m・5m・4mH,総質鼠 6t, 免裳屑と上部構造

物の柱と槃にヒエゾアクチュエータを装許）を用いて，免震された精密生産施設の，設備機器や人間の歩行によって

発生する内生微振動と，地盤振動や風による外来微振動を総合的にアクティブ制御するシステムを研究し，せん断型

粘性ダンハを用いたハッシプ免震と柱• 梁にヒエゾアクチュエータを装将したスマート構造との組合わせが最適シス

テムであるとの結果を得ている．

45 . 超磁歪アクチュエータ駆動の油圧システムを用いた可変摩擦ダンパによる建築構造物のセミア
クティプ免展

教授藤田隆史［代表者］，協力研究員佐藤英児

超磁歪アクチュエータ駆動の袖圧システムを用いた可変摩擦ダンハによって，免震効果を損なうことなく免震構造

特有の大きな相対変位を出来るだけ小さくし得るセミアクティブ免震システムの研究を行った．まず，可変摩擦ダン

バ（最大減衰力約 3kN) の枯本特性実験を行い，その解析モデルを構築した．さらに，縮尺免震建物モデル (2屑鉄

骨フレーム構造の上部構造物（総質屈 6450kg)を4台の転がり支承で支持し，コイルばねで復元力を与える方式の免

痕構造）に上記の可変摩擦体ダンハを取り付けた実験モデルによって振動制御実験を行い，ほぼ満足し得るセミアク

ティブ免震性能を確認した．

46. 単結晶引上げ装置用アクティプ・パッシブ切換え型免震装置に関する研究

教授藤田隆史［代表者］，研究員鎌田崇義，民間等共同研究員古川裕紀，研究実習生前田晃博

単結晶引上げ装附は，弱地震動によって，機器自体ではなく製造中の単結晶が破損する．本研究は，このような単

結晶引上げ装骰の地震対策のために，弱地震動に対しては良好なアクティプ免震性能を発揮して単結晶の破損を防 1I: 
し，強地裳動に対してはハッシブ免裳によって引上げ装骰自体の破損を防止することが可能なアクティブ・ハッシブ

切換え型免震装l筏を開発している．アクチュエータにはリニアモータと ACサーボモータを，また，制御則にはモ

デルマッチング法をはじめ種々の手法を実験モデルを用いた振動制御実験を通して，比較検討している．

47. 美術品用転がり型免震装置の研究

教授藤田隆史［代表者］，民間等共同研究員上田智士

本研究では，円弧と傾斜した直線からなる形状のレール上を転がる車輪によって鉛直荷重を支持する直線連動機構

を，直交するように上下に重ねた機構を枯本構造とする免裳装骰について，美術品展示ケースヘのi爵用に関する研究

を行っている．実大の美術品展示ケースを用いた振動実験を実施し，良好な免震性能を確認するとともに，作成した

解析モデルの妥当性を検証した．

48. スマート・タイヤ・システムを用いた自動車の運動制御に関する基礎的研究

教授藤田隆史［代表者］，研究員鎌田崇義，助手大堀真敬，大学院学生浅田千織，研究実習生増田洋司

本研究では，スマート・タイヤ・システムを用いてタイヤ・路面間の力をリアルタイムで直接測定することを前提

にその計測値を用いた自動車の連動制御について研究している．本年度は，スマート・タイヤ・システムによって

算出が可能となるタイヤ稼働率を制御鼠とした直接ヨーモーメント制御手法を提案し，シミュレーション解析によっ

て，従来の制御手法よりも良好な制御性能が得られることを示した．

49. 弾性ホイールの動的挙動の解析

教授藤田隆史［代表者］，技術専門職員嶋崎守，大学院学生稲垣守威

最近，自動車の騒音や振動を軽減するために開発された弾性ホイール（リムとディスクの間に特殊なゴム・リング

を取り付けたホイール）が注目を集めている． しかしながら，その走行時の動的挙動には未解明の部分が多く残され
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ている本研究は，弾性ホイールの動的挙動を解明するための理論解析を目的としており，その第 1段階として，ユ
ニホーミティ試験における動的挙動を解析対象としている．

50. スプリングバックフリ一成形を実現するための熱間・温間プレス加工

教授柳本潤［代表者］，大学院学生小山田

薄板プレス成形後のスフリングバックは，この技術分野における永遠の課題でありその低減技術の学術的・経済的

効果は非常に大きい．近年，地球環境維持のための車両軽量化のために比強度の高い金属素材の利用が増加している

が，これらの素材のスプリングバックは大きく，製造加工において大きな問題となっている．本研究の過程で，高張

カ鋼板でも 500℃といった温間温度域でスプリングバックをゼロにできることを， 世界で始めて見出した．

51 . 高温変形加工時の材料組織変化に関する研究

教授柳本潤［代表者］，技術職員柳田明

熱間加工においては塑性変形により誘起される再結晶を利用した，結晶構造制御が行われる．この分野は，加工技
術（機械工学）と材料技術（材料工学）の境界に位骰しているため，重要度は古くから認知されてはいたものの理論

を核とした系統的な研究が極めて少ない状況にあった．本研究室では，再結晶過程についての実験的研究と， FEMを
核とした理論の両面からごの間題に取り組んでおり，既に数多くの成果を得ている．

52. 超強加工によるスーパーファイン機能素材の一発創成

教授柳本潤［代表者］，大学院学生長藤圭介

熱間押出し法による，超微細粒金属素材の一ハスでの創成について研究を行い，単純成分系鉄鋼材料でも粒系 2ミ

クロンを下回るの素材の製造が可能であることを示した．

53. 高機能圧延変形解析に関する研究

教授柳本潤

1990年より供用が開始された圧延加工汎用 3次元解析システムは，多くの事業所・大学に移植され広範囲な圧延加

工の変形・負荷解析に利用されている．種々の圧延プロセスの解析を精度良く行うための改良は現在も継続して行わ
れているが，同時に本年度より，財団法人生産技術研究奨励会に設岡された特別研究会「高機能圧延変形解析研究会」
において，産学共同による利用技術開発を平行して実施している．

54. 冷間集合組織創成に関する研究

教授柳本潤

冷間フレス加工による成形性を支配する要因は，マクロな視点では金属材料の面内異方性である．面内異方性はミ

クロな視点では結晶方位分布により支配されるため，塑性変形・再結晶・変態による結品方位分布の変化の定量化は

重要な課組である．本研究では，冷間集合組織創成メカニズムの検討と，集合組織創成のための新たな加工機械の開
発を目指している．

55. 通電加熱の特性と変形加工への応用

教授柳本潤

通電加熱圧延では均一温度分布を得ることが雰囲気加熱に比べ容易であり，今後変形加工における温度制御手段と
して有効に機能していくことが予想される．本年度はステンレス鋼の組織制御のための温度制御手段の確率を目的と

して，通電加熱の特性を実験的に検討し，圧延と組み合わせた組織制御を実施した．

56. 異種材料の常温でのマイクロ固相接合およびこれを利用した 3次元立体構造の迅速造形

教授柳本潤［代表者］，大学院学生角田夏樹

広範囲な異種材料の接合に利用できる，材料分流を利用した接合方法を提案し，マイクロ部材の接合への適用につ

いて基礎研究を行っている．本年度は，サブミリ寸法について検討を行い，健全な接合が可能であることを実験的に

明らかにしたまたこの手法を 3次元構造体の造形に利用し， RPへの適用可能性について検討を行った

57. ムラサキイガイの空間と餌をめぐる競争モデルの開発

助教授北澤大輔［代表者］，大学院学生藤本周平

ムラサキイガイは，沿岸に設骰された人工構造物に付着する生物のうちで最優占種であり，世界各国では主要な投
殖種でもある．ムラサキイガイは，餌の摂取や酸素の消費などの活動により周辺水質に影響を及ぼすが，その影響を

定鼠的に予測するための既存のモデルは，群集の餌摂取や酸素消費速度を過剰に評価する傾向にあった．これは，ム

ラサキイガイがお互いに積み重なり，種内で激しく競争する様子をモデルに組み込んでいないためであった．そこで，
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まずムラサキイガイの競争の様子を調査するため，隅田川河口域においてムラサキイガイを人工猜盤に付着させ，各

個体の成長速度と群集内の位附との関係についてモニタリングを行った．さらに，ムラサキイガイの空間と餌をめぐ

る競争を考慮に入れ，群集の餌摂取，酸素消費速度をより精度良く予測する競争モデルを開発した．

58. 琵琶湖物理場一生態系結合数値モデルの開発

助教授北澤大輔［代表者］，講師（工学院大学）金野祥久，

上席統括研究員（滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター）熊谷道夫，研究実習生石塚瞳

近年の地球温暖化や陸域からの汚濁物質の負荷は，琵琶湖の北湖湖底付近において観測されている溶存酸素i農度の

低下に影響を及ぼしていると考えられている．特に，温暖化とそれに伴う河川水温の上昇は，湖内の鉛直混合を弱め，
酸素を多く含んだ沿岸水，河川水の湖底への流入を妨げているとの報告がある．従って，温暖化が北湖湖底付近の溶

存酸素濃度に及ぼす影縛を評価するために，湖流や水温を予測する物理モデルと，湾内の低次生態系や栄投塩談度，

溶存酸素濃度を予測する化学・生物モデルとを結合させた琵琶湖全循環モデルを開発している．特に，循環期におけ

る物理現象の予測精度の向上を目指して，乱流モデルや風成循環の導入を行ったところ，循環期の混合府の深化を再

現するためには風摩擦による対流混合を考慮に入れる必要があることが分かった．

59. オーガニックエビ養殖法に関する数値モデルの開発

助教授北澤大輔［代表者］，研究実習生山古｛，［行，大内 之^

世界に流通しているエピの多くは，主に東南アジアを中心として設附されている義殖池で生産されている．多くの
投殖池では，抗生物質を含む大鼠の餌の投与により高密度投殖が行われているが，義殖を開始してから数年後にはウ

イルスによるエビの大屈死や投殖池の水質悪化が起こり，新たな投殖場建設のために水田の改変やマングローブ林の

伐採が行われる．このような問題を解決し，義殖池の持続的利用を可能とするために，密度流拡散装i性の1舌用が有効

であると考えられている．密度流拡散装樅は，投殖池底部に発生する貧酸素水塊をなくし，底部にたまったヘドロを

再びエビの餌となるフランクトンの肥料として利用させるものであると期待されている．本研究では，密度流拡散焚

骰の効果を予測するとともに，より最適な装骰の仕様を提案するための物理数値モデルを開発した．

60. 大規模集積流路ネットワークの形態設計・評価に関する研究（継続）

助教授白樫了［代表者］，助手高野沿，大学院学牛川村学

本研究では，流路系を熱物質交換という機能の下に組織化されたマルチスケールの大規模集積流路ネットワークと

してとらえることで流路ネットワークの設計• 製造の概念を構築することを目的としている．具体例として，携幣
サイズの燃料電池のリフォーマーや消化器系の人工臓器の流路ネットワーク設計と製作をおこなっている．

61 . メタンハイドレートの誘電損失特性に関する基礎研究（継続）

助教授白樫了［代表者］，大学院学生笠原邦彦

高圧• 氷点以上の低温環境下で安定なメタンハイドレートの誘電スペクトル特性を明らかにすることで，悔中のハ

イドレートの探査，分解促進， メタン充瑣率の簡易定量計測へ利用の可能性を調べる．

62. 耐凍結・乾燥性糖類（トレハロース）が生体由来物質（タンパク質）の凍結乾燥に及ぽす影響に
関する研究 （継続）

助教授白樫了［代表者］，助教授金範竣，助教授竹内昌治，助教授野地博行

二糖類のトレハロースは，細胞やタンハク質の保護効果があることが知られている．本研究では， トレハロースの

タンハク質に対する活性維持効果を実験的に調べる．また保存中に変化するトレハロースが内包する結合水の状態変
化を種々の方法で測定することで，結合水の状態とタンハク質の活性の関連性を調べる．

63. 電子顕微鏡下のマイクロアセンプリ

助教授土屋健介

生体を構成する細胞，染色体， DNAなどの微細な生体試料に対して，リアルタイムで観察しながら目的とするとこ

ろだけを切り取って抽出したり，解体して構造を調べたりするなどの要求を満たすために，電子顕微鏡で観察しなが

らマニヒュレータで操作を加えるシステムを開発する

64. 生体材料の力学特性の局所的計測

助教授土屋健介

冠動脈内や脳血管内の血栓は，心筋梗塞や脳硬塞を引き起こす．血管の断面積や内壁の抗血栓性などの他に，たと

えば血管のコンプライアンスのような力学特性が，血栓の成長に関係すると言われているが，それを評価する指標が

ない．本研究では，特に手術中に invivoの血管の力学特性を計測するシステムを開発し，力学特性が血流や血栓の成
長に与える影響を調べる．
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65. 肝再生用担体を目指した，生分解性ポリマーからなる多孔体の SLS造形に関する研究

助教授酒井康行，助教授新野俊樹［代表者］，大学院学生黄紅雲，大学院学生成毛宏道

様々な自由形状造形法の中で， SelectiveLaser Sintering法（以降 SLS法）は材料選択の自由度の広さと，その結果

として得られる造形物の高い物理的強度によって，近年その利用が急速に拡大している手法のひとつである．本手法

は，積層造形法の宿命的な欠点として，薄物造形時に生じる造形物のそりを最小化するため，造形粉末および造形容
器内雰囲気温度の精密な制御が必要になり，また，造形物が多孔性になることも避けられない．一方，肝など大型の
高代謝臓器の再生に関わる再生工学では，培義の際に形状を付与する担体が，生体吸収性の材料から構成され，多孔

質で，かつ培産組織にまんべんなく培義液を供給するための微細流路を有している必要がある．本研究では， SLS法

の多孔質になるという欠点を，逆に利点として生かし，さらに複雑構造の造形が容易だという利点をのばして， SLS

法によって肝再生用の担体を造形することを目指している．

66. 超柔軟マニピュレータに関する研究

助教授鈴木高宏［代表者］，助手新谷賢

弾性の存在を必ずしも前提としない，より柔軟な系の動力学と制御を考え，それにより祈たなロボットシステムを
創造することを目的に研究を行っている.2005年度においては，索状超柔軟アームによるマニヒュレーションの一つ

として投射・巻付きによる物体の捕獲についての研究を行い，前年度における解析により得られた知見を用いて制

御法を構築した．

67. メカトロニック人工食道の開発

助教授鈴木高宏［代表者］，助手新谷賢

柔軟ロボティック・メカトロニックシステムの応用の一つとして，食道の蟷動による咀哨物搬送機能を機械的機構

に代替する，メカトロニック人工食道の開発を行っている.2005年度においては，前年度に引き続き粘性対象の搬送

効率に関する実験をさらに行ったほか，それにより得られた知見を用いて第 2号試作機の設計を検討した．

68. 人間・自動車・交通流系の動的挙動と制御

助教授鈴木高宏［代表者］，教授桑原雅夫，教授須田義大

国際・産学共同研究センターサステナブル ITSフロジェクト (sITS) に参加し，その研究テーマの一つとして開始
した研究である.ITS環境の普及段階においては，自動運転車と人間の運転する手動迎転車との混在が予想されるが，
そのような環境は非常に動的で複雑な挙動を伴い， しばしば安全性や効率を損ね， ITS技術の本来の価値を発揮でき

ないおそれがある．この動的挙動の解析と制御に関しては，以前にも簡単なシミュレーションによる検討を行ったも
のだが， s!TSにおける DS(運転シミュレータ）および TS(交通シミュレータ）などを統合し，出来うる限り現実に

近い交通環境を模擬可能なシミュレータ環瑳を用いることで，より現実的な解析や制御の研究が行える.2005年度に
おいては，統合シミュレータ環境に不可欠な，人間運転行動モデルの構築のため， DS被験者実験や交通計測による

運転走行データを用いてモデルのハラメータ同定を行う研究や，戦術的車線変更モデルに関する研究などを行った．
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情報・エレクトロニクス系部門

1. 脳における情報表現および情報処理の数理モデルの研究

教授合原一幸［代表者］，助教授鈴木秀幸

神経細胞の発火率による符号化と同期性による符号化を使い分けるデュアルコーディング仮説の提唱や神経細胞

の学習則についての理論研究など，脳における情報表現や情報処理に関する諸問題についての理論的研究を行なって

きている．また，実験研究者との共同研究を通じてより実データに基づいた数理モデルの構築を行い，理論的立場か
ら神経細胞における現象の理解を目指している．さらに，これまでの理論解析をもとに神経モデルの実装によるアナ

ログ計算デバイスの開発にも取り組んでいる．

2. 細胞内反応ネットワークの数理理論

教授合原 -. 店

近年の急速な分子生物学的知見の特積により，細胞内化学反応によって構成されるネットワークの｝怜動を数刑的視

点から統合する菫要性が高まっている．特に，高い非線形性を伴う動的現象や細胞内化学反応にともなう大きな{l{i[年

的ゆらぎの役割を理解するためには，数理的手法は不可欠である．本研究室では，数理的解析下法の椛槃とシミュ

レーションを用いた発見的手法を並行して行うことにより，細胞内反応ネットワークの動的現象や細胞内ゆらぎの背
後に存在すると期待される，生命の一般原理を明らかにすることを目指している．

3. カオスカ学系理論とその応用

教授合原一幸［代表者］，助教授鈴木秀寺

カオスを典型例とする非線形動力学理論によって，複雑でありながらその背後に規則性を有する現象とそれを記述
する非線形理論によって，様々な複雑システムを理解することにある．この非線形数理モデルを中心に，その解の定

性的振る舞いの変化を解明する分岐解析どの枯礎的な研究から，脳の情報処理や風況の時系列解析など，実 111:界のカ

オスに関する応用研究までを行っている．

4. 量子ドット及びフォトニック結晶を有する次世代情報通信素子の研究～文部科学省 ITプログラム
「光電子デバイス技術開発」

教授流川泰彦［代表者］，教授榊裕之，教授（スタンフォード大）山本喜久，教授藤田博之，

教授（東大）樽茶消悟，教授平川一彦，教授（京大）野田進，教授平本俊郎，

教授（横浜国大）馬場俊彦，助教授高橋琢二，助教授（東大）染谷隆夫，助教授年吉洋，講師岩本敏，
特任教授石田寛人，特任教授勝山俊夫，特任教授臼杵達哉，特任助教授塚本史郎，

助教授（電気通信大）山口浩一，横山直樹，大橋啓之，辻伸二，石川正行

2002年度より文部科学省枇界最先端 IT国家実現重点研究開発プロジェクトの一つとして「光・電子デバイス技術

の開発」フロジェクトを推進している．本プロジェクトにおいては，半蒋体ナノテクノロジーを中心とした枯盤技術

開発により，次世代高性能光源および関連光・電子デバイスを実現し，将来の情報ネットワークに向けた素子技術の
革新化をばかる．幸いこれまで高性能量子ドットレーザや超高 Q値フォトニック結晶ナノ共振器を実現し，通信波長

帯単一光子発生素子など贔子情報技術の基盤固めに成功するなど，世界の注目を集める重要な成果を達成することが
できた本フロミや クIは／エ 、 ，経済産業省高度情報枯盤フログラム・フォトニックネットワークデバイス技術開発フロ

ジェクトと緊密に連携をはかっている主要研究分野は， (!)量子ドットやフォトニック結晶を中心とした半導体ナ
ノテクノロジーの開発 (2) ナノ光・電子デバイス技術の開発 (3) 鼠子情報通信素子技術基盤の開発 (4) 有機• 分

子・バイオエレクトロニクス技術の探索研究である．

5. ナノ構造の形成技術の開拓～光通信波長帯における高均一高密度 lnAs量子ドット形成技術～

教授荒川泰彦［代表者］，特任助教授塚本史郎，講師岩本敏

次世代高機能量子ドット光デバイスの実現に向け，重要な基盤技術である光通信用波長帯における高均一• 高密度

量子ドット結晶成長技術の開発を進めている．これまでに，成長パラメータの最遥化により，室温で I. 32はm にて

発光する高均ーな量子ドット（半値幅 16.5meV)を作製可能にし， InGaAs歪緩和層で鼠子ドットを埋め込むことで，

I. 52 f.1 m付近においても， 15. 9meVという極めて狭い半値幅を持つ量子ドットの作製に成功したまた，量子ドッ

トの下地に GaSb を導入することで ~2xl01 lcm-2の超高密度化や， InAs量子ドットに対する Sb照射や lnAs/InNAs

近接 2層積層量子ドット構造による長波長化に取り組み，後者では室温で I.48 /.1111を達成した．一方， p型変調ドー

フによる発光強度増加を確認し，発光の高効率化も図っている． （電通大等との共同研究）
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6. ナノ構造の形成技術の開拓"'GaN系量子ドットとフォトニック結晶の形成～

教授流川泰彦［代表者］，講師岩本敏

窒化ガリウム (GaN) 系半導体は，青紫色や深紫外域レーザ実現に向けて研究が活発に進められている．また，高

温動作が可能な単一光子発生源としても期待されている本研究では，青紫や紫外域贔子ドットレーザや高温動作可

能かつ高効率な単一光子発生器の実現を目指し， MOCVD法による高品質で密度の制御が可能な GaN量子ドットの形

成技術を確立した．また，枇界で初めて GaN鼠子ドットを有する 2次元フォトニック結晶の作製に成功した．短周期

構造（周期： 150 nm) において非常に高いアスペクト比 (3以上）と優れた垂直性を持つ窒化物フォトニック結晶構造

は世界でも例がない．現在，窒化物系高効率単一光子発生器の実現に向けて，高 Qフォトニック結晶ナノ共振器の作

製などを進めている．

7. ナノ構造の光電子物性の探究"'InAs系量子ドットの光物性～

教授流川泰彦［代表者］，講師岩本敏

InAs系絨子ドットの物性研究は光通信帯光デバイス，散子情報素子への応用を図る上で非常に菫要である．本研究

では，まず，高速変調，温度無依存性等，量子ドットレーザの高ハフォーマンス化へ向け， p型変調ドーフ層を持つ

lnAs lJFfドットの発光特性を調べた．アンドーフの lnAs散子ドットと比べ，発光強度の増大 (7倍程度），その温度

依存性の減少，発光寿命の減少を観測した．また，単一砧子ドット光物性制御技術として，電圧方向について対称な，

面内方向電場特有のシュタルクシフトを観測した．さらに，スヒンを川いた鼠子演算の晶盤技術として，熱アニール，

歪緩和層 (SRL)導入により InAstil子ドットの g因子を変化させ得ること，及びその物理的起源を示した．（楢茶研，

北大等との共同研究）

8. ナノ構造の光電子物性の探究～フォトニック結晶ナノ共振器中の量子ドットの光物性～

教授荒川泰彦［代表者］，講師岩本敏

高 Qフォトニック結晶ナノ共振器に凰子ドットを導入することで現れる様々な典味深い物理現象の探索を進め，高

効率単一光子発生素fなどの鼠子梢報素子へ応用することを目的としている．波長 I. 55tlmのフォトニック結晶ナ

ノ共振淵モードに結合した InAsfil子ドット発光をはじめて観測し， 100倍程度の発光強度の増強を実現した.Q値は

約 3000でこの波長域での量子ドットを有する微小共振器では世界最大である．また 2次元フォトニック結晶スラプ

咽ナノ共振器中の他f ドットについて，単一•屈子ドット分光を行いハーセル効果に起因する発光強度の明瞭な変化を
確認した. !H; 子ドットを有するフォトニック結品ナノ共振器において 1~2 万程度の Q 値も観測されており，今後は
強結合状態の実現とその物性解明を目指す．また， 3次元フォトニック結晶へのifJ;子ドットの導入や，単一光子発生

器の高効率化に向けた新しいナノ共振器構造の設計なども進めている．

9. ナノ構造の光電子物性の探究～窒化物半導体量子ドットの物性とその応用～

教授流川泰彦［代表者］，講師岩本敏

窄化物半導体は，青紫色発光デバイス，又はハイハワー電子デバイス(})材料として注目を集めており，既に青色

LED・LOが市販されている．当研究室では， この典味深い材料で構成された量子ドット構造の光物性・光デバイス

応Illの研究を行っている．これまで GaN量子ドットについて，ドットサイズに依存する発光再結合時間や原子状離散

発光スヘクトル，負の励起子分子結合エネルギーといったことを明らかにしてきた．また InGaN凰子ドット構造につ

いては発光起源にはまだ議論すべき課如が残っているも(})の，少なくとも三次元的に局在した状態からの原子状離

散発光スヘクトルを確認している．また近年注目を集めている量子梢報において重要と考えられている単一光子発生

淵への応I廿も検討しており，高温動作や電流駆動といった課題に取り組んでいる. (Stanford大等との共同研究）

10. ナノ光電子デバイスの実現～高性能光通信用量子ドットレーザ及び量子ドット光増幅器の開発～

教授流川泰彦［代表者］，特任教授臼杵達哉，講師岩本敏

hl-f ドットに特行な 3 次元陪子閉じ込め構造に起因する高速変調• 高温度特性・ 低チャーフ・高飽和出力などの俊

れた特徴を生かした，光通信用械子ドットレーザ・光増幅器の研究開発を行っている．これまでに我々は，鼠産性に

おいて有利である MOCVD法を用いて試作した最子ドットレーザにおいて，枇界最長波長である I. 28 fl mでの室温

連続発振動作を実現している．また，温度特性向上のために p型ドーヒングを量子ドット活性屑に施し， 20℃から 70

℃まで屯流を調整することなく IOGb/s直接変調動作する温度無依存レーザを実現した．一方，凰子ドット光増幅器で

は偏波無依存化の検討を行い， I. 6 fl mまでカバーできる長波長帯において，広帯域で偏波無依存の鼠子ドットから

の発光を確認した．

11. ナノ光電子デバイスの実現～青色面発光レーザの基盤技術開発～

教授荒川泰彦［代表者］，講師岩本敏

青色而発光レーザなどの GaN系畢虹微小共振器デバイスは，高速高密度光記録用光源，衛星経由屈子暗号通信用単

光 f発牛器などへの応用が期待される．我々は要となる高品質 GaN系ミラーの作製技術を確立し，すでに青色面発

光レーザの室温光励起発振に成功している．また，垂直微小共振器型青色 LEDを試作し，指向性や単色性の向上を確
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認した．さらに， GaN系 n型高反射率ミラー作製技伸iや GaN系半導体高密度面発光素子フロセス技術も独自に開発

するなど，電流駆動青色面発光レーザの実現へ向けて将実にノウハウを裕積してきた最近では青色単一光子発生デ

バイス実現を図り， GaN系鼠子ドット形成技術との統合も推進している．

12 . ナノ光電子デバイスの実現,..__,.MEMS集積化フォトニック結晶素子の開発～

教授流川泰彦［代表者］，特任教授勝山俊夫，講師岩本敏

機能性フォトニック結晶素子の実現を目指し， MEMS (微小電気機械システム）によるフォトニック結晶の光学特

性を制御する素子を提案しデバイス開発を進めている．この素子では，フォトニック結晶中の光と外部構造体のエバ

ネッセント相互作用を変化させることにより，素子特性を制御する．ごく最近， MEMS集禎化フォトニック結晶導波
路素fを作製することに成功し，波長 I. 55 fl m幣において印加電圧 60Vで消光比約 !OdBのスイッチング動作を観

測した．これは MEMSによる 2次元フォトニック結品光学特性の制御を初めて実験的に示したものである．今後，一

層の小型化・低電圧および高速化を図ると同時に，フォトニック結晶ナノ共振器を制御する素子の開発に取り組む．
（生研・年吉研との共同研究）

13 . 量子情報デバイスの基礎技術研究～量子ドットを用いた通信波長帯単一光子発生器の開発～

教授流川泰彦［代表者］，特任教授臼杵達哉，講師岩本敏

鼠子ドットは単一光子源の有力な候補として盛んに研究されている特に光ファイバーの伝送捐失が少ない通椙波
長幣では，光ファイバーに効率よく光を取り人れる発生器の光学構造設計が-!J];fドットの作製とともに重要な開発項

目である．我々はシミュレーションにより構造を最適化し， InAs/lnP鼠子ドットが埋め込まれた発生器で世界初の単

ー光子実証に成功したまた単一光fハルスの光ファイバー伝送実験を実施し，損失が最も少ない I. 5511 m では

30km の伝送にも成功した．一方，将来的な電流駆動型単——光子デバイスに向けた研究開発も実施している．電流注
入を局所化することにより電流屯圧特性を改善し， 1320nmを超える波長での単一贔子ドット EL発光を観測してい
る. (NIMS, Stanford大等との共同研究）

14. 量子情報デバイスの基礎技術研究～半導体ナノ構造のスピン物性制御～

教授流川泰彦［代表者］，講師岩本敏

電子スヒンを自在に制御することは，従来にない祈しい機能を有するデバイス応用につながる．特に，械—f ドット
中のスヒンは凪子コンヒューティング実現の候補の I-Jであり，光による制御が容易であることから，散子情報通信

との整合性が良いと考えられている．一方，窒化物半導体は小さなスヒン軌道相互作用とワイドギャッフを有するこ

とから，スヒンの長寿命が期待されている．本研究では， InGaN凧子井戸におけるスヒン緩和を室温で初めて観測し

た.In組成の贈加と共に lnGaN鼠子井戸内に In-rich凪子ドットが形成し，スヒン寿命が顕著に長くなることを見出し

ださらに， GaN鼠子ドットのスヒン物性評価も進めており，スヒン偏極度の温度存性が小さいことを確認した．

15. 次世代有機半導体デバイスの研究開発～有機フォトニック素子の開発～

教授流川泰彦［代表者］，講師岩本敏

発光を示す有機材料は色素レーザをはじめ，最近では次批代のフラットハネルディスフレイ用光源として期待され

る有機 EL素子やバイオセンサー等に用いられている．我々は，フォトニック結晶を利mした翡効率有機 EL素子やナ

ノスケールセンサー，また，大面積発光素子に向けた翡分子 EL素f等に関する研究に取り組んできた．これまでに，

フォトニック結晶による有機 EL素子からの発光スペクトルの変化とそれに起因する 100%程度のスヘクトル強度の

増大を観測したまた，可溶性の新規高分子材料を開発しその EL発光にも成功している最近では，点欠陥有機フォ

トニック結晶の作製に始めて成功し，欠陥モードに起因するスペクトルを観測した．（染谷研，工藤研等との共同研究）

16. 量子情報デバイスの基礎技術研究～プラスティックエレクトロニクス技術基盤開発

教授流川泰彦［代表者］，助教授工藤一秋，助教授（東大）染谷隆夫

有機半導体トランジスタは，作製が容易で高温フロセスを必要としないため，フラスチック枯板上のフレキシブル

デバイスや大面積デバイスヘの応用が可能であり注目を集めている．我々は，高移動度材料として期待されるベンタ
センを中心に研究を進めており， (I) キャリア輸送現象の探求， (2) 高移動度化， (3) デバイス応用を研究の目的と

している最近では，ペンタセン薄膜トランジスタにより Icm2/Vsを超える移動度を得ている．デバイス応Illとして

は，有機 ELディスフレイの駆動回路として，有機トランジスタの応用を試み，有機 EL素子の駆動に成功している．

また，新規材料の探求や単分子デバイスヘの展開も検討している．

17. 自然雷の研究

教授石井勝［代表者］，技術職員齋藤幹久，技術職員藤居文行，協力研究員奥村博，

協力研究員 Ilidayat, Syarif 

自然雷の放電機構，雷放電のハラメータに関する研究を，おもに電磁界による観測を通じて行っている．また，雷放
電位岡標定システムの精度向上， VHF帯および MF帯電磁波の多地点での高精度時刻同期観測による雷雲内放屯路の
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3次元位附標定，静的電界変化の多地点観測による雷雲内電荷分布の研究を行っている．冬季に電力設備に被害をも

たらす落雷の大部分が，地上からの上向きリーダで開始するタイフであることを明らかにし，その放電路モデルを提
案した．

18. 電磁界パルス (EMP)の研究

教授石井勝［代表者］，大学院学生宮甜悟，大学院学生川沼岳明，協力研究員馬場吉弘

雷放電や，高電圧回路のスイッチングに伴って発生する電磁界ハルス (EMP) のモデリング，伝搬に伴う変歪，導

体系との結合などについて研究を進めている．電磁界変化波形の多地点測定データにもとづく帰還雷撃放電路のモデ

リング，観測された電磁界波形にもとづく帰遠雷撃の雷放電路内電流分布推定，建造物が雷撃を受けたときの室内の
誘導磁界の強さの解析などを試みている．

19. 雷サージに関する研究

教授石井勝［代表者］，大学院学生宮将悟，協力研究員馬場吉弘

3次元過渡電磁界解析コードと回路解析コードにより，送配電線や建築物に落雷が生じた時に発生する雷サージを

立体回路で計算し，電気設備や建築物の幾何学的構造，大地導電率，雷放電路の特性などが雷サージ波形に及ぼす影

響を調べている．また発生する雷サージ波形は波尾の短い非標準波形になるため，数十 cm級気中ギャッフの非標準
波形電圧による絶縁破壊特性を実験的に検討している．

20. インパルス高電圧計測の精度向上に関する研究

教授石井勝［代表者］，協力研究員馬場吉弘

抵抗分圧器を使用したインハルス高電圧計測を，モーメント法または FDTD法による 3次元過渡電磁界解析手法で

数値的に模擬し，種々のハラメータが測定系の特性に及ぼす影欝を調べている．また国家標準級測定系同士の比較試
験を通じて， このクラスの測定系の不確かさのレベルを確認した．

21 . 公開鍵暗号方式を用いた放送サービスの拡張

教授今井秀樹［代表者］，共同研究員小川一人

放送，インターネットプロードキャストサービスにおいては，契約時に配布される秘密鍵を受信機に保存し，コン
テンツ配信(})サービスを享受する形態となっている．この形態では，家庭外でサービスを享受することは困難である．

家庭外でサービスを享受するようなユーザ利便性を高めるために，秘密鍵を持ち歩くサーピス形態が考えられるが，

秘密鍵漏洩に対する対策が必要となる．そこで， Tokenを使用して，秘密鍵を使用する回数を制限する手法を提案し

た．本手法により，鍵漏洩に対する被害を最小限に抑えるとともに，ユーザは家庭外でのサーピス享受が可能となる．

22. BB84量子鍵配送プロトコルの為の双対符号を含む LDPC符号構成法

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生（松浦研）大畑真生

梢報理論的安全性に晶づく One-TimePad暗号は，安全な鍵共有が問題となる．この問題の 1つの解決策が B884量
子鍵配送フロトコルである．このフロトコルは，凰子力学のの許す範囲での如何なる攻撃に対しても無条件安全性が

保仰されており，雑音のある鼠子通倍路において， 2つの線形符号を用いた誤り訂正が有用である．しかし，実際に

構成するのは困難である．本論文では実際に，双対符号を含む LDPC符号を用いて構成した．さらに構成した符号に

ついて最小距離や内径を厳密に与え，実際に実験も行った．

23. BB84量子鍵配送プロトコルの為の非正則 LDPC符号と双対符号の符号語解析

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生（松補研）大畑真生

8B84 l}l;-f鍵配送フロトコルの無条件安全性に有用な css符号構成は困難である．本論文では，良い復号特性を持

つ LDPC符号を用いて css符号構成を行う状況に対し.css符号構成の困難性の起因となっている，符号の復号性能
評価において，実験により考察を与えたそれにより，重みの小さい符号語が存在する確率が低いことを実験により

ポした．

24. 秘密鍵漏洩およびネットワーク変化に対応できる匿名通信路の研究

教授今井秀樹［代表者］，共同研究者山中晋爾

従来オニオンルーティングをベースとした匿名通信路に関する研究では，ネットワーク構造の変化を考慮したもの

はなかったまた，そこで用いられる公開鍵暗号に関しても，秘密鍵の漏洩対策は，特に利用者である「人」に依存

したものではなかったこれに対し我々は，ヒューマンクリプトの概念を元に，ネットワーク構造の変化適応可能な

置名通信路の構成方法を提案し，さらに，バイオメトリクスを利用した暗号文復号用秘密鍵の漏洩対策を行い，人に

安心感を与える技術を構築した．
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25. Advanced Techniques for Security Evaluation and Design of Cryptographic Primitives 

教授今井秀樹［代表者］，外国人客員教授 MiodragL Mihali evic 

The following two important classes of cryptographicprimitivcs have been considered: (i) stream ciphers, and (ii) broadcast 

encryption. The both classes have a varietyof applications, and jointly they appear as important componentsregarding the digital 

rights management (DRM) . Novel techniques have been developed for security evaluation ofcreation stream ciphers: The 
decimated sample based algebraic andfast correlation attacks have been proposed and analyzed as thegeneral techniques for security 

evaluation as well as the designguidelines, Dedicated time-data-memory trade-off approaches have been proposedfor security 

evaluation of broadcast encryption (BE) schemes anda generic vulnerability of certain BE schemes has been identified. A novel 
BE approach based on employment of time-bound cryptographickeys has been proposed and its advantages in comparison with 

thetraditional BE paradigm have been pointed out. The achieved results have been published as 6 international journalclass papers 

and three international conferencc papers (during theyear 2005) 

26. A construction of efficient group signature schemes and application of group signature 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生古川潤

We propose a new group signature scheme which is secure ifwe assume the Decision Diffie-Hcllman assumption, the q-Strong 

Diffie-Hellman assumption, and the existence of random oracles. The proposed scheme is the most efficient among the all 

previous group signature schemes insignature length and in computational complexity. We also proposed restrictive partially blind 

signature schemes by leveraging a group signature. A restrictive partially blind signature schemes are a variant of restrictive blind 

signature schemes, whose model, security requirements, and a specific scheme are introduced by Maitland et al. However, their 
scheme is provably secure only when the number of restrictive partially blind signatures that are issued is logarithmic to its security 

parameter. We propose a scheme that isprovably secure even when this number is polynomial of its security parameter. In addition 

to the above result, we found the security requirements introduced by Maitland et al. are not satisfactory and proposed refined 

security requirements. 

27. A construction of efficient mix-net schemes 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生古川潤

We propose a novel scheme to prove the eon-ectness of mix-net that is composed of multiple shufflings, in such a way that the 

computational complexity of its verifier does not depend on the number of its composite shufflings. We call this scheme an 

aggregate shuffleargument scheme. Although a similar scheme proposed by Abe exists, our scheme is much more efficient. In 

fact, the computational cost required for the verifier in our scheme is less than l /60 of that in Abe's seheme. 

28. A general technique for enhancing the security of cryptographic protocols 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生古川潤

Pass showed a 2-move deniable zero-knowledge argument scheme for any NP language in the random oracle model at Crypto 

2003. However, this scheme is very inefficient because it relies on the cut and choose paradigm (via straight-line witness 

extraetable teehnique) . In thispaper, we propose a very effieient eompiler that transfonns any Sigma-protoeol to a 2-move 

deniable zero-knowledge argument seheme in the random oracle model, z whieh is also a resettable zero-knowledge and resettably-

sound argument of knowledge. Sinee there is no essential loss of efficieney in our transform, we can obtain a veryeffieient 

undeniable signature seheme and a very effieient deniable authentieation scheme. 

29. On the oblivious transfer capacity of the erasure channel 

教授今井秀樹［代表者］，外国人博士研究員 Kiri11 Morozov 

One of the most important primitives in two-party distrustfulcryptography is oblivious transfer, a complete primitive fortwo-

party computation. The oblivious transfercapacity of a noisy channel measures the efficiency of infom1ationthcoretical reductions 

from l-out-of-$k$, $1$-string oblivious transferto noisy channels. It is defined as the maximal achievable ratio $1/11$, where$]$ 

is the length of the strings whichare to be transferred and $11$ is the number of times the noisychannel is invoked. This quantity is 

unknown in a general case. Fordiscrete memoryless channels, it is only known to be non-negligible forhonest-but-curious players. 

We compute the OTcapacity of the erasure channel for the case ofhonest-but-curiousplayers and, for the fully malicious players, 

we give its lowerbound. 

30. Efficient Protocols Achieving the Commitment Capacity of Noisy Correlations 

教授今井秀樹［代表者］，外国人博士研究員 KirillMorozov 

Bit commitment is an important tool for constructing zero-knowledge proofs and multi-party computation. Unconditionally 

secure bit commitment can be based, in particular, on noisy channel or correlation where noise considered a valuable resource. 

Recently, Winter, Nascimento and Imai introduced the concept ofcommitmentcapacity, the maximal ratio between the length of 

a string which the sender commits to and the number of times the noisy channel/correlation is used. They also proved that for any 
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discrete memoryless channel there exists a secure protocol achieving its commitment capacity however, no particular construction 

was given. Solving their openquestion, we provide an efficient protocol for achieving the commitment capacity of discrete 

memoryless systems (noisy channels and correlations). 

31 . 定点観測システム収集データを利用したインターネット空間補間手法の提案と早期異常検知へ

の適用

教授今井秀樹［代表者］，共同研究員田村研輔

昨今，インターネット全体を攻撃対象としたワーム等の活動が活発である．これらの話動の特徴の一つとして， IP

アドレスを順列にスキャンする局所的な IPアドレス選択法を用いる場合が多いことが挙げられる書そこで，本研究で

は，インターネット空間における IPアドレス軸を考え，拠点間の距離を定義した．このような定義により，近距離間
の拠点同士は類似した局所的な攻撃を受けることになるため，これまで困難とされてきた局所的な攻撃の早期検知が

可能となる．本研究では，警察庁で運用する定点観測システムで収集したデータに枯づき，インターネット上に被害

を及ぼしたワーム等の攻撃の早期検知に活用した結果を示し，未知の攻撃への活用可能性について議論する．

32. Various viewpoints analysis of the actual and large-scale data by using the data mining 
technique 

教授今井秀樹［代表者］，共同研究員田村研輔

インターネット上では，様々な種類の攻撃が行われており，それらの攻撃に対する予測や事前防御を行うことは容

易ではない． しかし，生存ホストや開放ホートの調査を行い，その結果に晶づいて侵入を試みる攻撃を行ってくる攻

撃者が多く存在する．そこで，本研究では，警察庁で運用するインターネット定点観測システムにおいて収集した膨
大な凪の攻撃データにデータマイニング手法を適用することにより，調査行為と侵入行為との関連性を抽出した．そ

の結果，論理的には把握しづらい攻撃間の関連性を発見することができた．本研究では，そのような攻撃間の関連性

を管理者が認識することにより，調往行為を受けた後に行われる恐れのある侵入行為を予測することができるように

なることを目的としている．

33. 単一のパケットを大容量記憶装置なしに事後追跡できる IPトレースバック技術

教授今井秀樹［代表者］，技術職員細井琢朗

インターネット環境においては，通常，発儒元アドレスの真偽に関係なく宛先ヘハケットが送られる．そのため，

他人への成り済ましが容易にできる. IP トレースバック技術は，ハケットの受信先から実際の発信元を特定できる，
逆探知干法である．残念ながら，既存の方法の内で事後追跡が可能な方式では，追跡のために，高速動作する大容散

叫邸装i性の設附か，多くのハケットの収集が必要となる．我々は， Bloomフィルタとハケットマーキング法を組み合

わせることで単一のハケットを大容量記槌装樅なしに事後追跡できる方式を提案し、その性能を評価した．

34. プライバシ保護技術の評価フレームワークに関する検討

教授今井秀樹［代表者］，博士研究員鈴木雅賞

A lot of privacy enhancing systems have been proposed. However, it is difficult to compare with each other, because of their 

varietyof goals and assumptions. Therefore the framework evaluates them is necessary. We assume that the framework 

multilaterally evaluatethe systems with the axis of the capability, the cost and the conveniencc. In capability evaluation of the 

framework, we proposc that the method consists of three stcps;analysis of privacy information to protect, analysis ofinfonnation 

that adversaries can obtain, and analysis of privacy information that derived from infonnation adversaries get. Moreover, we 

discuss how to analyze inthe steps. 

35. サーバ側における IDの全数探索を必要とせず同期ずれに強いRFIDシステムの実現に関する一考察

教授今井秀樹［代表者］，博士研究員鈴木雅貴

RFIDタグシステムに対する一つの攻撃方法として，攻撃者がタグの発信する惜報間のリンクを取りタグ所有者を

推定したり、その位i晋を把握したりする方法がある．この攻撃への対策方法として，ハッシュ関数や共通鍵暗号を用い

てタグが発信する IDを侮回変更する方法が提案されている．しかし，これらの方式は受倍したデータから IDを探索
する際に，サーバ側でハッシュ関数や共通鍵暗号をサーバの管理するタグ数に比例した回数実行する必要があるまた，

タゲの内部状態を更新する方式ではサーバ側でタグの内部状態を正しく把握する必要がある・ これらの問組の解決策

として公開鍵暗号の利用があるが， RSAなどの公開鍵暗号はタグにおける計算コストが膨大となり現実的でない．そこ

で，我々はlー：述の問題点を解決しつつ，タゲ側の負担を軽減する方法を考察する

188 



＼「I.研究および発表論文

36. 現実的な時限付鍵管理方式の考察

教授今井秀樹［代表者］，博士研究員野島良

時限付鍵管理方式は，時間制限のないサービスにおいて有用な鍵管理方式である．この方式には，効率に関してニ

つの重要なハラメータ（端末における秘密梢報のサイズ，時間計算鼠）がある．本稿では， DAGを使いこの二つのハ

ラメータを同時に小さくすることが不可能であることを示す．また，時限付鍵管理方式に対する安全性要件を若干弱

めると，秘密情報サイズと時間計算量を同時に小さくする方式が存在することも合わせて示す．

37. チャレンジ・レスポンス型 RFID認証方式の考察

教授今井秀樹［代表者］，博士研究員野島良

本稿では， RFJDタグのような計算資源の乏しい計算端末に適した認証方式を考察する．特に，タグとリーダの間

のコミット・チャレンジ・レスホンス (CCR) 型の認証方式に注目する. CCR型の認証方式で利用する関数が持つべ

き性質について議論し，どのような性質を有する関数を使えば能動的攻撃者のなりすまし攻撃に対して安全な認証方

式を構築できるかを明らかにする．また昨今，フライバシヘの社会的な関心が急速に高まっているため、認証方式に

おいても匿名性は重要な安全性要件の一つとなっている．そこで本稿では，方式の匿名性に関して検討を行い， 11-1(名

性を維持しつつリーダのタグ探索時間のコストを削減する方式も合わせて議論する．

38. On the Provable Security of Efficient Public Key Cryptosystem 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生在祥

We study various aspects of the provable security of public key cryptosystcm. i). We build the first generic conversion for common 

public key cryptosystcm, to obtain the chosen chiphcrtcxt attack security without redundancy. ii). We build the most ct1icicnt Tag-

KEM/DEM construction, with the best known provable security reduction cost. iii). We proves generic solutions to deal with chosen 

ciphc1text attack, in the presence of the decryption errors. iv). We investigate the relations between a specific kind of Public Key 

Cryptosystems and signature. The research will enhance the perfonnance and contribute to the foundation of Public Key Cryptosystcm. 

39. 著作権保護のためのブラックボックス不正者追跡方式に関する研究

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生松下達之

コンテンツ配信者が暗号化したディジタルコンテンツをサービス加入者に同報通伝路を利用して配信するシステ
ムにおいて，不正に作成された復号器の入出力を観測することのみにより，その復号器の作成に加担した不正者を特

定することをブラックボックス追跡と呼ぶ．従来方式では，より強力な攻撃者（不正復号器）を想定した場合，ブ

ラックボックス追跡が不可能となる問題，またはプラックボックス追跡の処理ステップ数が莫大とある間題があっ

た．本研究では，これらを解決する，公開鍵方式に枯づいたプラックボックス追跡方式を提案する．

40. Formal Analysis of Password-based Authentication Protocols 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生 Abdeli lah Tabet 

Fonnal methods for verification of security protocolshave proved a high talent in finding potential attacks that are detected 

automatically. Many fonnal methods have been proposed in the literature. In our research we investigate the abilities of two well-
known and powerful publicly available automated verification tools: CSP/FDR model checking and A VISPA in finding potential 

attacks on Password-based authentication protocols, and propose new inference rules to enable thcse methods to detected new 

algcbraic attack called partition attack. 

41. Privacy Preserving Signature Scheme with Enhanced Security 

教授今井秀樹［代表者］，博士研究員張鋭

We propose the first universal designated verifier signature (UDVS) scheme whose security can be proven without random 

oracles, whereas the security of all previously known UDVS schemes are proven only when random oracles are assumed. To 

achieve our goal, we present a new short signature scheme without random oracles, which is a variant of8804 scheme. We also 

give new security definitions to UDVS. We note that our weakest security definitions are even stronger than any of previously 
known security definitions: We allow adversaries to behave more adaptively in oracle accessing and we also consider adaptive 

chosen public key attacks. The security of our UDVS scheme is then proven according to the new security requirements. 

42. Intrusion detection systems: Architecture, Detection, Privacy 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生 AbdulrahmanM. S. Alharby 

Intrusion detection systems (IDSs) used to maintain networks security against any possible attacks. In our research, we work 

on detection algorithms to build more efficient detection models, and studying how to protect users privacy against any possible 

violations caused by IDSs. Also, Besides studying alanns reductions techniques, we try to develop more efficient and secure 

architecture for distributed IDS. As an application we apply Anomaly IDS to protect the Security Protocols. 
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43. 開示条件を制御可能な電子文書墨塗り技術

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生宮崎邦彦

署名つき電子文古は，必ずしも署名したときのまま利用されるとは限らない．たとえば行政文書が情報公開制度

に枯づき開示されるときには，そこに記述された個人i胄報や国家安全情報は，通常「墨塗り」された上で開示される．

この一連の手続きを従来の電子署名技術を使って実現しようとした場合，保管時に付与した署名が，文書の一部が墨
裕りされたことにより，検証できなくなる可能性がある．この間迎への対策技術として，電子文因墨塗り技術が提案

されている．われわれは，開示部分に対する追加的な墨塗りの可否を制御可能かつ1m示箇所の個数を秘樅可能な電子

文閲墨塗り技術を提案した．またビット単位で効率的に墨塗り可能な方式を提案した．

44. 動的ネットワークにおける双方向匿名通信路構築手法

教授今井秀樹［代表者］，科学技術振肌特任研究員田村仁

動的ネットワークにおける双方向通信では，送信時に利用していた経路が返信時には利用できないケースは当然考

慮されるべきである． しかしながらとりわけ，返信先を知ることができない匿名通信(})ようなケースでは問題はそう

単純ではない．例えば置名掲示板によるカウンセリング活動など，返信までのタイムラグがあるアプリケーションほ
どその様な間泊に陥る可能性は高い．しかしこうした点について従来の匿名通信方式では十分に考慮されているとは

はい難い．そごで本研究では，主な既存方式の特徴や間姐点を整理した上で，新たに高いデータ可用性を備えた方式

を提案する．また，我々の提案方式を含め種々の組み合わせについて匿名性，データの可用性，及び操作のコストと

いう観点からの比較検証を行なった．その結果，従来の代表的な双方向樅名通倍方式であるオニオンルーティングの

みを用いる場合に比べても総合的に性能の良い組み合わせを示すことに成功した．

45. Efficient and Leakage-Resilient Authenticated Key Transport Protocol Based on RSA 

教授今井秀樹［代表者], t料士研究員辛星漢

Let us consider the following situation: (I) a client, who communicates with a variety of servers, remembers only one password 

and has insecure devices with ve1-y-restricted computing power and built-in memo1-y capacity; (2) the counterpart servers have 

enormous computing power, but they are not perfectly secure; (3) neither PK! (Public Key Infrastructures) nor TRM (Tamper-

Resistant Modules) is available. Our main goal of this paper is to provide its security against the leakage of stored secrets as well 

as to attain high efficiency on client's side. For those, we propose an efficient and leakage-resilient RSA-based Authenticated Key 

Establishment (RSA-AKE) protocol suitable for the above situation whose authenticity is based on password and an additional 

stored secret. The RSA-AKE protocol is provably secure in the random oracle model where an adversary is given the stored secret 

of client and the RSA private key of server. In tenns of computation costs, the client is required to computc only one modular 

exponentiation with an exponent e in the protocol execution. We also show that the RSA-AKE protocol has several security 

properties and efficiency over the previous ones of their kinds. 

46. プライバシを保護した電子チケットシステム

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生（津田塾大）三神京子

近年，様々な権利証を電子化した屯子チケットサービスが普及してきている．チケットが電子化されたことにより，

チケット発行者は，ユーザの入場・使用記録を得ることができるようになったそれに伴い，新しいサービスも始め

られているが，そのような情報は，ユーザの行動を追跡することができるため｀ユーザのフライバシーが竹かされる

nJ能性がある．そこで，我々は，チケット発行・使用や譲渡の際のユーザの匿名性を保証した電子チケットシステム

を提案する．また，本システムではグルーフ内譲渡も可能なため，サービスに幅をもたせるごとができる．

47. Security and informatics based on physics 

教授今井秀樹［代表者］，協力研究員今福健太郎

His research is being conducted on hardware andphysical security technology; heis also interested in to analyze and 

experimentally verify the modelbased on physics and quantum information theory. 

48. 量子情報セキュリティと不確定性関係

教授今井秀樹［代表者］，協力研究員宮寺隆之

情 f論を用いた二つのフロトコルについての安全性を，屈子論の基本原理である不確定性関係を直接に用いて論じ

たまず，愴f鍵分配フロトコルの安全性証明において重要な役割を果たす Information-Disturbance定理の改良及び一
般化を，エントロヒー型不確定性関係を用いて行った．次に， I. Damgaard, S. Fehr, L. Salvail, C. Schaffnerにより

Quantum Bounded Storageの仮定の下での ObliviousTransferの安全性証明において用いられた新しい不確定性関係を，

＾＾般の観測械の組に関するものへと一般化を行い，その一般化された不確定性関係を用いて，フロトコルに用いる枯
底が理想的でない場合にも ObliviousTransferが可能となる量子メモリのサイズを求めた．
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49. Directed Acyclic Graph Encryption (DAGE) and Efficient Broadcast Encryption 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生 NuttapongAttrapadung 

DAGE generalizes hierarchical identity-based encryption (HIBE) schemes, which dealt only with tree hierarchies of identities, 

to more complex ones namely directed acyclic graph (DAG) hierarchies. We provide a unified security notion for arbitrary DA Gs. 

It turns out that we can castany key-evolving encryption primitives as DAGE (varied by the underlying DAGs), thus the security 

notion unifies the notions of these primitives. This helps us relating and understanding more about them. A secure 

concreteconstruction of DAGE for arbitrary DAG is then realized. (2) A new efficient broadcast encryption seheme is proposed. 

It is the first seheme that obtains eiphcrtcxt and key size independent of n while keeping computational cost sub-linear in n. 

50. タイト安全な IDベース暗号方式の提案

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生五味剛

IDベース暗号は公開鍵として ID情報を利用することが可能な公開鍵暗号方式で，近年の研究により安令性が，i1E明
可能な方式が提案されている． しかし，これらの方式はタイト安全ではないため，十分な安全性を満たすためにはい

大な鍵サイズを必要となるという問題があるこれに対し我々は，署名方式でタイト安全を実現するする Katz-Wang

テクニックを IDベース暗号へ応用し，さらに平文の暗号化に IND-CCA安全な共通鍵暗号をIllいるごとで，タイト安

全かつ効率的な暗号文サイズの IDベース暗号を提案した．

51 . 無線LANの脆弱性への対策の調査，及びより安全な代替策の提案

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生古田雅徳

無線 LANの標準規格である IEEE802.11では最初に公開された段階から暗号化方式として， WEP(Wired Equivalent Privacy) 

を採用している．しかし，この暗号化方式には脆弱性が発見されており，攻撃者はある程度の通信を傍受することで｀使川さ

れている秘密鍵を取得することができる．無線 LAN機器メーカーはこの脆弱性に対して対策を行っているが，攻限ツール(})

発展に比べ，不十分なものである．本研究ではまず，メーカーによる脆弱性に対する対策の現状を調11'し．それらが I・分であ

ることを明らかにしたまた理論的な研究に基づいてより安全な代替策を提案し，ソフトウェアで'k装を行った．

52. IDベース暗号の安全性解析と応用

教授今井秀樹［代表者］，協力研究員花岡悟一郎

IDベース暗号は，その応用範囲の広さから，近年国際的に活発な研究がなされている暗号技術となっている．本研

究においては， IDベース暗号の安全性について多角的で詳細な解析を行うとともに，より安全な構成方法について提

案を行うまた， IDベース暗号を用いた応用について議論を行い，特に，鍵漏洩に対して安全な公開鍵暗号の構成方

法を検討している．具体的には， IDベース暗号に求められる最強の安全性の概念を明らかにし，また，そのような安

全性をもつ方式の具体的な構成方法を提案し，また，鍵漏洩に対しても安全な IDベース暗号の提案などを行っている．

53. Relations Among Notions of Security for Identity Based Encryption Schemes 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生（松浦研）楊鵬

従来の公開鍵暗号の安全性定義の間の関係は，既に 1998年 BDPR四人が CRYPT098で明確し証明したが， IDベー

ス暗号 (!BE)において独自的攻撃モデルがあるので， IBEの安全性定義の間の関係を不明だった．我々はこれら不明

の関係を明らかにし，厳密的に証明した．その結果，全ての攻撃モデルに対しても INDと ssは等価であり，特に

CCA2攻撃モデルに対して IBEの場合にも INDとNMは等価である．

54. Towards security enhancement with efficient reduction for identity based encryption 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生（松浦研）楊鵬

弱い安全性 (OW-CPA) を持った公開鍵暗号方式を強い安全性を持った暗号方式 (IND-CCA) に変換する手法とし

て，藤崎•岡本変換 (F099CRYPTO) をよく知られている．しかし， ID ベース暗号 (!BE) では公開鍵は任意の文字
列が利用できるため， F099CRYPTOは !BEにおいても応用できるかどうかまだ分からなかった．我々は FOの一般性

を確実た．ただし，そのまま !BEに応用したら変換手法は十分よくないと分かったそこに !BEの環境で FOを少し

改良したところ，より良い変換手法を提案した．

55. Applying Fuj isaki-Okamoto and REACT to ID-Based Encryption 

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生（松浦研）楊鵬

弱い安全性 (IND-CPAか OW-PCA) を持った公開鍵暗号方式を強い安全性を持った暗号方式 (IND-CCA) に変換

する手法として，藤崎• 岡本変換 (F099PKCか REACT) をよく知られている． しかし， IDベース暗号 0BE) では

公開鍵は任意の文字列が利用できるため， F099PKCと REACTは !BEにおいても応用できるかどうかまだ分からな

かった．我々は一般性を確実た．ただし，そのまま !BEに応用したら F099PKCの変換手法は十分よくないと分かっ

たそこに !BEの環境でF099PKCを少し改良したところ，より良い変換手法を提案した．一方 REACTの改良は不要だ．
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56. 電子情報化社会におけるプライバシ保護を目的とした匿名プロトコルに関する研究

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生繁富利恵

電子情報会社会において，プライバシ保護の研究は必要不可欠と言われているが，従来の非電子情報におけるセッ

ティングにおける解決策だけでは十分とはいえない．そこでこの研究では，電子情報化社会における新たな間題とし

てあげられる服歴情報に関するフライバシ保護の研究を行い，その解決策として匿名フロトコルが有用であると考

え，様々な間迎設定と解決策をしめす．

57. 可搬媒体を用いたクローン機器発見技術

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生五味剛

コンテンツの著作権を保護する技術としては，管理団体がライセンスを発行し，ライセンスを持たない不正機器に

よるコンテンツの再生・コヒーを防ぐ技術がある．しかしこれらのシステムではライセンスの漏洩や水増し利用に

よって同一のライセンスを持つクローン機器の存在を許してしまう恐れがある．これに対し我々は，可搬媒体の固有

性，あるいは機器の更新股歴を利用してクローン機器を効率的に発見するシステムを提案した．

58. 情報セキュリティ技術を実現する符号化法の研究

教授今井秀樹［代表者］，協力研究員萩原学

暗号は広い意味で符号化技術の一つである．符号化法の主要な研究は幾つかの流れが在るがその中でも具体的な符号

化法の構築研究は重要なものである．特に，セキュリティ技術の実用の観点からは欠かすことのできない．本研究では量

f暗号の頑健性を増す技術そして，電子透かし技術の効率性を高める技術を与える符号化法の提案に成功している．

59. 攻撃モデルに基づいた暗号モジュールの評価に関する研究

教授今井秀樹［代表者］，大学院学生山岸篤弘

梢報セキュリティシステムを構築する上で，暗号アルゴリズムの安全性が重要であることは言を待たないが，現実

の梢報セキュリティシステムでは，安全性の確認された暗号アルゴリズムをソフトウェア（ファームウェア）やハー

ドウェアで実現（実装）した暗号モジュールが利川される．そのため情報セキュリティシステムの安全性を確保する

ためには暗号モジュールの安全性を確認することが重要となる．本研究では，暗号モジュールに要求されるセキュリ

ティ疲件を，暗号モジュールが咽されるであろう脅威（攻撃）に晶づいて構成し，さらにそのセキュリティ要件に枯

づいて暗号モジュールの適合性評価を行う仕組みや，情報セキュリティシステムの設計過程で得られる暗号モジュー

ルに対する要件から最適な暗号モジュールを選択する手法を提案している．

60. 半導体ナノ構造の研究 (1lー電子状態の量子的制御と物性・機能の解明一

教授榊裕之［代表者］，教授荒川泰彦，教授平川一彦，助教授高橋琢二，助教授（東大）秋山英文，

技術職員川津琢也，技術職員柴田慮治，産学官連携研究員烏井康介， C. Jiang, 

M. Lachab, , 近藤直樹，大学院学生秋山芳広，大森雅登，大学院学生小林茂樹，

大学院学生奈良田新一，山附太香史，協力研究員井下猛，田中一郎，小柴俊，

教授（カリフォルニア大） S. J. All en, 主任研究員 (CNRS-ENS)G. Bastard 

10nm (ナノメートル）級の半導体超薄膜を積屑化したヘテロ構造や SiMOS構造内の極薄チャネルでは，電子の屈

f的波動性が顕在化し，祈しい物性や機能が現われるため，種々のデバイスの高性能化や高機能化に利用されつつあ

る．本グルーフは，これら超薄膜に加え， Lil子細線や絨子箱（ドット）構造を対象に，電子状態の量子的な制御法の高

度化と祈索f応用の探索の研究を進めている．特に，結品の微傾斜面上の原子ステッフを活用した多重屈子細線や表

面超格-f構造に加えて，自己形成法で得られる InAs系や GaSb系の量子箱や屈子リング構造を中心に，電子の最子状

態を理論解析するとともに， cwおよび時間分解レーザ分光・と磁場中の伝導計測・容凧電圧分光やトンネル分光な

どによる解明を進めている．低次元の電子や励起子の械子状態，電子の散乱・拡散・トンネル透過・緩和などの過程

や，電fiE孔対の束縛・解離・再結合過程の特色や制御法に関し，新しい知見を得た．特に，正孔のみを束縛する GaSb
系ドットやリング状構造の屯子状態の特異性を明らかにした．これらの成果をまとめた総合報告書を作成配布すると

ともに，公開国際シンホジウムを開催し，内外に成果を発信した．

61 . 半導体ナノ構造の研究 (2)一高性能・超微細 FETと新電界効果素子一

教授榊裕之［代表者］，技術職員川津琢也，技術職員柴田憲治，産学官連携研究員 C. Jiang, 
大学院学生秋山芳広，協力研究員野田武司，教授 (Finland国立技研 VTT)J. Ah ope I to, 

大学院学生 (Finlandヘルシンキエ科大VTT)M. Pruni I la 

AIGaAs/GaAsなどのヘテロ構造を用いた超高速 FETとSi02/Si構造を用いた MOSFETは，電子工学の最重要素子の

ひとつである．これらの 10nm(ナノメートル）級の超薄伝導層を用いた FETや鼠子細線を伝導路（チャネル）とす

るFET素fの沿i機能化と高性能化の研究を進めている．特に，ヘテロ系 FETに関しては，チャネル近傍に InAsやGaSb
の::;tY・ 箱を埋め込んだ素子のメモリー機能と電子散乱の解明，自己形成によるステッフ型械子細線チャネル内の 2次

元および l次元屯f伝導，さらに InGaAsやGaAs系ヘテロ系 FETの容屈・電圧特性や雑音特性に関する研究を進めた．
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62. 半導体ナノ構造の研究 (3)ートンネル伝導素子および単電子素子一

教授榊裕之［代表者］，技術職員川津琢也，技術職員柴田憲治，大学院学生秋山芳広，

大森雅登，大学院学生（平川研）小林茂樹，協力研究員田中一郎，産学官連携研究員 C. Jiang 

トンネル障壁を 2重に設けた素子構造では， (I)特定波長の電子波が共嗚的にトンネル透過したり， (2)2枚の樟

墜間に裕積される電子の静電的な作用で伝導が抑制される．この現象の素子応用可能性を探っている．特に，自己形
成 lnAs鼠子箱を埋め込んだ GaAs/AIGaAs二重障墜ダイオードを対象として零次元電子の関与した共嗚トンネル効果

を調べるとともに，ヘテロ FETのチャネルの近傍に InAsやGaSb系の凧子箱や屈子リングを埋め込んだ素子において，

単一の電子の捕捉の関与したメモリー現象と光検出器応用の検討を進め，その高性能化の研究を進めている．また， 20

nm程の周期の界面凹凸を持つヘテロ構造伝導路に凧子ホイント接点構造を作り込み，準弾道伝導特性における局在

効果や多体効果を明らかにした．

63. 半導体ナノ構造の研究 (4)―光学的性質の探求とフォトニクス素子応用―

教授榊裕之［代表者］，産学官連携研究員烏井康介， M. Lachab, 近藤直樹，

大学院学生秋山芳広，大森雅登，大学院学生（平川研）小林茂樹，
大学院学生奈良田新一，山附太香史，助教授（東大） 秋山英文，

協力研究員井下猛，小柴俊，教授（カリフォルニア大） S. J. Allen, 
主任研究員（仏 CNRS-ENS)G. Bas lard, 教授 (Finland国立技研 VTT) J. Ahope I lo 

先端光エレクトロニクス素子への活用が注目されている鼠子井戸，愴子細線，鼠子箱（ドット）に加え，鼠子リン

グなどのナノ構造について，その光学特性を調べ，その素子応用を探索している.10nm級の寸法の InAsや GaSb系の
凰子箱（ドット）に赤外光を照射した時の電子の占有状態や分離状態など電子と正孔との制御可能性を調べ，光悶き

込みメモリーや光検出器としての特性を高めるための検討をさらに進め，単一光子検出素子への展開を進めている．

また，各種の量子箱（ドット）構造について光吸収や蛍光スペクトルとその電界依存性を解析し，シュタルク効果や

準位充満効果を用いた光変調器の可能性や特色を探っている．さらに，量子箱（ドット）集団の蛍光スペクトルや寿

命の温度依存性から． ドット間のキャリアの往来やドット内の準位間の緩和過程を知見した響さらにステップ型鼠子

細線の理論計算と光学特性計測により，一次元励起子の束縛エネルギーや不均一性による局在効果の影響を明らかに
するとともに，量子リングを用いた多極放射の可能性を検討した．

64. 半導体ナノ構造の研究 (5)ー形成技術と構造評価法の開発

教授榊裕之［代表者］，助教授高橋琢二，技術職員川津琢也，技術職員柴田憲治、
技術専門職員島田祐二，産学官連携研究員 C. Jiang, 近藤直樹，

大学院学生秋山芳広，大森雅登，大学院学生（平川研）小林茂樹，

大学院学生奈良田新一，山附太香史，協力研究員野田武司，小柴俊，田中一郎

各種の nm級半導体超薄膜に加えて，械子細線や鼠子箱（ドット）や量子リング構造を分子線工ヒタキシーや先端

リソグラフィ法で形成し，その形状や組成を原子スケールで評価し，祈しい電子材料や光学材料としての可能性を探
索する研究を進めている．特に，細線については (III) 主軸から傾斜させた GaAs晶板上に多段原子ステッフを自己

形成させ，その上に InGaAs/GaAsおよび GaAs/AIGaAs系の超薄膜ヘテロ構造を成長させることにより多煎凪子細線

構造や凪子ドット列などを形成し，その構造評価や電子状態の解明と制御の研究を進めた．また， GaAs/Al Ga Asヘテ
口構造内に lnAsや InAIAsや GaSb系の 10nm級の鼠子箱（ドット）やリングを形成し， FETメモリーや光素子への応

用可能性を調べている．これらの構造の評価手段として，原子間力顕微鏡に加えて，蛍光線の線輻と異方性などの光
学計測，電子移動度および磁気抵抗振動などの伝導特性計測と解析の有効性も示した．

65. LSIの動的 IR-Drop評価・抑制技術開発

教授桜井貨康

（東京大学国際・産学共同研究センターの項参照）

66. 低電カプロセッサの設計

教授桜井貴康

（東京大学国際・産学共同研究センターの項参照）

67. アクティブリークを削減するナノサーキットの研究

教授桜井貴康

（東京大学国際・産学共同研究センターの項参照）
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68. ユビキタスコンピューティングに対応した無線／アナログチップ技術

教授桜井貴康

（東京大学国際・産学共同研究センターの項参照）

69. 有機トランジスタのシート型点字ディスプレイヘの応用

教授桜井貴康

（東京大学国際・産学共同研究センターの項参照）

70. 時間分解テラヘルツ分光法を用いた半導体中のキャリアダイナミクスの解明

教授平川一彦［代表者］，助手闊根徳彦，助手大塚由紀子，学術研究支援員近藤孝志，

博士研究員剃沼毅也，大学院学生朱亦鳴，山下隼人，永渕誠之

フェムト秒レーザハルスを用いた時間分解テラヘルツ (THz)分光法を用いて，半導体中のキャリアの超高速運動

が放出する THz電磁波を実時間領域で検出することにより，キャリアのダイナミックな伝導現象を解明することを目

的に研究を行っている．本年度は， (I)超高速トランジスタのチャネル中の電子が放出する THz電磁波を検出し， ト

ランジスタの遮断周波数を決定する新しい手法の枯礎を確立した. (2) バルクガリウム砒素中の谷間遷移による微分

負性抵抗の周波数限界を明らかにした (3)広帯域 THz電磁波発生システムの構築を行い，約 80THzまでの超広帯

域 TI-lz電磁波の発生に成功した．

71 . 半導体超格子中の電子のミニバンド伝導とその応用

教授平川一彦［代表者］，助手幽根徳彦，博士研究員鵜沼毅也，大学院学生酒瀬川洋平

時間分解テラヘルツ (THz)分光法を用いて，半導体超格子中のミニバンドを伝導する電子が放出する THz電磁波

を実時間領域で検/f¥することにより，超格子中のキャリアダイナミクス，およびブロッホ振動を用いた THz電磁波の

発生・増輻・検出の可能性について探索を行っている．本年度は， (I) プロッホ振動の位相緩和が主に界面ラフネス

散乱で支配されていることを明らかにした. (2) ジーナートンネル効果を利用することにより，超格子中の高電界ド

メインを抑制できる可能性があることを明らかにした. (3)凰子カスケード構造を作製し，テラヘルツ帯， 10ミクロ

ン帯においてレーザ発振を確認するとともに，高性能化に向けて金属導波路構造の作製フロセスを進めている．

72. 自己組織化量子ドットを用いた超高感度赤外光検出器の開発

教授平川一彦［代表者］，教授榊裕之，技術職員柴田憲治，

大学院学生 JungMinkyung, 中村大輔

自己組織化 lnAs鼠fドット構造の特異な電f状態を利用して，超高感度の赤外光検出器を実現することを目的とし

て研究を行っている．特に，自己組織化械子ドットと高移動度変調ドーフ最子井戸を組み合わせた横方向伝導型量子

ドット赤外光検出器を提案• 試作し，その評価を行った．本年度は， (I) 凪子ドット中への正孔の注入数と活性化工

ネルギーの関係について検討を行った. (2) 量子ドット中の電子，正孔の光イオン化過程に関する考察を行った．

73. 量子ナノ構造の超微細加工プロセス

教授平川一彦［代表者］，技術職員柴田慈治，産官学連携研究員赤坂哲郎，

大学院学生 JungMinkyung, 梅野顕憲

憎子力学的によく制御された系は，単一鼠子の発生・検出や，コヒーレンスを用いた計算・通信などの技術分野で，

ますますその重要性を増しつつある．我々は，半導体表面・ヘテロ接合界面におけるミクロな電子構造の解明と制御，

また原子レベルでの超微細加工フロセスの研究を行っている．本年度は， (I)単ー自己組織化 lnAs量子ドットに電極

を形成し、単一71§:fトンネル作製するとともにそのコンダクタンスに現れる鼠子ドットの殻構造から，波動関数の

広がりなどについての知見を得た. (2) i且—一分子エレクトロニクスを視野に入れた超微細電極作製を行い，エレクト

ロマイグレーション効果を用いたプレークジャンクション法により，原子レベルで金属電極間のギャッフを制御する

技術を確立した. (3) 金属錯体分子と金ナノ微粒子の自己形成ネットワークからなる伝導厨の作製に成功した．

74. 先端 MOSトランジスタ中のキャリア伝導に関する研究

教授平川一彦［代表者］，大学院学生 ParkKyung Hwa, 教授（東大）高木信一

近年 SiMOSトランジスタの微細化，高性能化が急速に進められている．特に，極薄酸化膜構造やひずみ Si/SiGe系

MOSFETにおいては新しい物性がその動作に影評を与えることが予想されている．本研究においては先端 MOSFET

中のキャリア輸送に関する物理を明らかにすることを目指し，本年度は，(!)Si MOS構造中の 2次元電子が，イオ

ン化不純物散乱が支配的となる低温領域で，移動度が非常に大きな温度依存性を示すことを見出し，それが Si中のス

クリーニング効果の強い温度依存性を反映したものであることを明らかにした. (2) Si MOS2次元電子系のエネル

緩和機構について考察を行っている．
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75. 分子線エピタキシーを用いた高純度半導体ヘテロ構造の成長

教授平川一彦［代表者］，助手闊根徳彦，技術職員柴田憲治，

派逍研究員（科学技術振興機構）上田剛慈，博士研究員鵜沼毅也，大学院学生 JungMinkyung, 
梅野顕憲，中村大輔，酒瀬川洋平

分子線工ヒタキシーを用いて，原子レベルで精密に制御された半導体ヘテロ構造の作製を行っている．特に，今年

度は，赤外単一光子検出のための高移動度ヘテロ構造二次元電子系や自己組織化量子ドットの成長，さらに量子カス

ケードレーザを目指した構造の成長を行った．

76. サブ 10nm極限 CMOSデバイスに関する研究（継続）

教授平本俊郎［代表者］，助手更屋拓哉，大学院学生南雲俊治

最近の VLSIデバイス(})微細化は凄まじく，すでに MOSFETのゲート長は量産レベルで 40nm程度まで微細化して

いる．本研究では， 10nmスケール以下の超低消費電力極限 MOSFETを実現するためのデバイスピジョンを確立する

ことを目的とする．ナノスケール領域で超低消費電力とばらつき抑制を達成するためには，晶板バイアス効果の利用

が必須である．そこで有限の枯板バイアス効果を有し，しかも短チャネル効果に強いデバイスとして，セミフレー

ナー SOIMOSFETを提案している．例としては，三角形細線 MOSFETやアスヘクト比の低い FinFETが挙げられる．

本年度は，基板バイアス効果を有するマルチゲート MOSFETのデバイス設計を系統的に行い，短チャネル効果を抑制

しつつ，十分な晶板バイアス係数を有するデバイス設計ウィンドウが存在することを明らかにした．

77. ナノスケール CMOSデバイスの特性ばらつきに関する研究（継続）

教授平本俊郎［代表者］，助手更屋拓哉，大学院学生大藤徹，大学院学生高山聖宗

MOSトランジスタが微細化されるとともに，ランダムな特性ばらつきの影響が無視できないほど大きくなってきて

いる．その原因は主にチャネル中の不純物数の揺らぎとゲート電極のラインエッジラフネスである．本研究では，ラ

ンダムな特性ばらつきがデバイス・回路特性に与える影響と，その抑制策を検討しているこれまでに，ランダムな

特性ばらつきが SRAMの安定性に与える影孵についてシミュレーションによる検討し， ITRSのハラメータをそのま

ま用いると 45nmノードで SRAMU)歩留が大幅に低下することが明らかにした・ 本年度は，不純物のランダムなばら

つきの影孵を受けないデバイス構造に関して検討を行った．

78. 完全空乏型 SOIMOSFETの基板バイアス効果を利用した高性能化と低消費電力化（継続）

教授平本俊郎［代表者］，助手更屋拓哉，大学院学生大藤徹，大学院学生 ArifinTamsir Putra, 
研究実習生横山弘毅

完全空乏型 SOIMOSFETは将来の低消費電カデバイスとして有望である．本研究では，本デバイスの特徴を引き出

すため，枯板バイアス効果を積極的に利用した高性能化と低消費電力化とについて検討している．昨年度までに，枯

板バイアス係数可変 MOSFETという全く祈しいデバイス概念を提案しているこれは基板直下の空乏屑の伸縮を利用

し， J店板バイアス係数を変調するもので，超低消費電力化と超高速性を両立できる本年度は，このデバイス構造(})

新しいバイアス印加方法を提案した．また，本デバイスの試作も行い，枯板バイアス係数が晶板電位により大きく変

化すること，および基板バイアス係数が小さい領域でドレイン電流が大きく向上することを実証した．

79. 極微細シリコン MOSFETにおける量子力学的効果の研究（継続）

教授平本俊郎［代表者］，助手更屋拓哉，閲士研究員筒井元，

大学院学生 FransiscusAsisi Doni Januar Nowo Nugroho, 大学院学生消水健

シリコン MOSFETば性能向上のため微細化が続いているが，そのサイズがナノメートルオーダーになると鼠子効果

が顕著に特性に影響を及ぼす．本研究では， MOSFETの電気特性に現れる最子効果の影響を実験により実証し，これ

らの効果により MOSFETの性能向上を目指すことを目的とする本年度は， (II0)晶板上に極めて薄い SOIpMOSFET 

を試作し，室温における正孔移動度が SOIll葵厚 3. 5nm程度で大幅に上昇することを世界で初めて見いだした． これ

は鼠子効果によりフォノン散乱が抑制されたためである．一方，同じく (110) 面基板上に極めて薄い SOInMOSFET 

を試作し，ダプルゲート動作においては電子移動度も膜厚が極めて薄い領域で上昇することを見いだした．また，こ

れらを組み合わせて CMOS回路を構成するには， (JOO) 面基板上に <110>方向に FinFET型の MOSFETを形成する

ことが望ましいことを示した

80. シリコン単電子トランジスタにおける物理現象の探究（継続）

教授平本俊郎［代表者］，大学院学生宮地幸祐，大学院学生小林正治

シリコンにおける単電子帯電効果を明らかにすることは， VLSIデバイスの性能限界を決める上で必須であるとと

もに新しい概念をもつデバイス・回路を提案する上でも極めて重要である．本研究では， Siにおいて極微細構造を

実際に作製し，単一電子現象の物理の探究と回路応用を行っている．これまでに，室温で電流山谷比が約 400に逹す

るクーロンブロッケード振動の観測に成功しているまた， 3個の単正孔トランジスタを 1チッフに集積することよ

りアナログハターンマッチング回路を構成し，室温においてその動作を実証することに成功している．本年度は，室
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温で極めて大きなクーロンブロッケード振動を示す単電子トランジスタの電気伝導を詳しく調べるとともに，共嗚卜
ンネル現象によって現れる負性微分抵抗のモデル化を行い，回路シミュレーターに組み込むことに成功した．

81 . 電気自動車の制御

教授堀洋一

ータの高速トルク発生を生かし，電気自動車で初めて可能になる新しい制御の実現をめざしている．タイヤ
の増粘着制御によって，低抵抗タイヤの使用が可能になる. 4輪独立駆動車は高性能な車体姿勢制御が実現できる．

モータトルクは容易に知れるから路面状態の推定も容易である．インホイルモータ 4個を用いた高性能車「東大三月

号 -II」および「カドウェル EV」を製作し実験を進めている．車体すべり角 /3の推定， DYCとAFSの非干渉制御な
どに力を入れている最近キャハシタだけで走る「コムス CV」を製作した．

82. モーション・コントロール

教授堀洋一

電気・機械複合系のモーション・コントロールとして，(!)外乱構造に着目した新しいロバストサーボ制御， (2)多重
サンフリング制御を用いたピジュアルサーボ系 (3)加速度センサを用いた外乱抑圧制御， (4)加速度変化率の微分を考

慮した目標値生成法， (5)GAを用いたハラメータチューニング法 (6)オクトツリーを用いた障害物回避軌道計画を

行っている．応用としては多軸ロポット，バックラッシをもつ軸ねじれ系実験装置ハードディスクドライブ装骰である．

83. 福祉制御工学

教授堀洋一

福祉分野を想定した独特の制御手法の開発を目論むもので，人間親和型モーションコントロールにもとづく，福祉

制御工学という学術領域を作りたいと考えている．現在行っている研究は，(!)介護ロボットのためのハワーアシス
ト技術， (2) 新しい制御原理にもとづく動力義足の製作， (3) ハワーアシスト車椅子の後方転倒防止制御， (4) 2関

節機構を用いたロボットアーム，である．

84. 位置情報の高度利用

助教授瀬崎薫［代表者］，大学院学生黄楽平，大学院学生関根理敏，
大学院学生魏祈法，大学院学生山根弘，大学院学生岡野諭

地理的な位附情報に晶づき，位i筐依存サービス (LBS) を展開するためのフレームワークの提案を行った．合わせ

て，位附梢報そのものをオブジェクト同定のためのアドレスとしてmいる手法を創出した．また，逆に位附梢報を隠

蔽するための LocationPrivacy問題について， GPSのように連続的な位附偕報が得られる場合と， RFID等のように離
散的な位附情報得られる場合の両方について定紐的定式化を行った．更にこれを利用して，通信品質を出来るだけ保

ちつつ LocationPrivacyを確保する手法を開発した．

85. アドホックネットワーク

助教授瀬崎薫［代表者］，大学院学生ベルネルクレイセル，大学院学生寺田真介，
研究実習生（早稲田大学）竹内彰次郎

アドホックネットワークに関する諸課題について継続的に研究を行っている．本年度は，効率的なマルチキャスト

手法，省電力 MACフロトコルの検討を行った．

86. 高能率画像符号化に関する研究

助教授瀬崎薫［代表者］，助手小松邦紀

本年度は，ロスレス／ロッシー統一符号化においてロッシー圧縮効率が低くなる問題の解決を目的として研究を行っ

た．ロッシー再生時に逆ロッシー変換を用いることにより，ニアロスレスビットレートを除いたビットレートで圧縮
効率が高くなることを理論的に明らかにし，逆ロッシー変換と逆ロスレス変換を切り替える方式と非分離ロスレス

ウェープレット変換を組み合わせ，大幅なロッシー圧縮効率の向上に成功した．

87. 触覚メディアの研究

助教授瀬l降薫［代表者］，大学院学生有本勇，研究実習生（早稲田大学）引地 謙治，
大学院学生福田暁史

党・カ党を新しいメディア・インタフェースとして捉え，このネットワーク上を伝送を利用するための諸問題を多

様な観点から検討している．具体的には，ネットワーク上での情報量削滅とハケットロス対策としての deadrcckoning 

の手法，メディア同期の枠組み，帯域圧縮，力党ストリームとオブジェクト情報ストリームの制御，異種インタフェー
ス間の連携等について主観評価実験と理論的考察の両面から検討を行っている．本年度は遠隔地間での習字学習シス

テムを開発し，その有効性を検証した．
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88. センサネットワーク

助教授瀬崎薫［代表者］，大学院学生 テーフウィロージャナポンニワット，

大学院学生関根理敏，大学院学生田中隆浩，研究生中村新治

環境情報，コンテクスト惜報を取得する基盤となるセンサネットワークについての研究を行っている．本年度は，

MACフロトコルの改善， Concast,Anycastに適したルーティング手法，ロボットセンサネットワークにおけるモビリ
ティ制御について検討を行った．

89. コンテンツ空間分散配置手法

助教授瀬崎薫［代表者］，大学院学生角田忠信，大学院学生魏新法

コンテンツを空間的に分散配懺すると共に，効率よく検索保持するためのフレームワークの構築を行っている．

90. 表面近傍量子ナノ構造の走査トンネル分光

助教授高橋琢二［代表者］，技術専門職員 ,1;,'iHINi―・. 

表面近傍に二重障壁や凰子ドット構造などの量子ナノ構造を埋め込んだ半導体試料において，走代トンネル如微鏡

／分光 (STM/ STS)計測を行い，二重障墜による共鳴電流や埋め込み量子ドットを介して流れる屯流などをナノ

メートルスケールの分解能で測定して，それらナノ構造に起因する電子状態変調効果を調べている．さらに， SK程

度の極低温， !OT程度の強磁場中での STS計測を通じて，ナノ構造中の電子状態を明らかにすることを目指している．

91 . 二重バイアス変調を利用した新しい走査トンネル分光法の開発

助教授高橋琢二［代表者］，技術専門職員 l幻田祐→

走査トンネル顕微鏡によるトンネル分光計測において問題となるいくつかの不安定要素を効果的に取り除き，安定

した計測を可能とする手法として，二重バイアス変調を用いた微分コンダクタンス分光法を祈しく提案するととも

に自己形成 lnAs鼠子ドットに対する分光測定を行って，その有効性を確認している．

92. 原子間力顕微鏡 (AFM) におけるサンプリング法を利用した高速画像獲得手法に関する研究

助教授晶橋琢ニ

カンチレバーを周期的に振動させながら画像を獲得する AFMにおいて，レバーの変位量を探針が試料表面に接触

するタイミングと同期してサンプリングした信号から形状像を得る方法を提案するとともにその動作確認実験を

行ったこの手法では，フィードバック制御に依らずに形状像が得られることから，通常モードと比べて IO倍以上

の高速での画像獲得が可能であることが示された．

93. ケルビンプロープフォース顕微鏡による lnAs微細構造の表面電位計測

助 教 授 高 梱 琢 二

導電性探針を有する原子間力顕微鏡 (AFM) において，探針一試料間に電圧を印加した際に働く静電引力の印加電

圧極性依存性がなくなるように直流バイアスを菫畳して試料表面ポテンシャルを計測する，いわゆるケルピンプロー

プフォース顕微鏡 (KFM) モードを利用して， lnAs 薄膜• 細線の表面ポテンシャルの計測を行った．これまでに，

lnAs薄膜の表面電位（フェルミレベル）が膜原に依存して変化すること， lnAs微細構造の形状，例えば細線構造に

よって表面電位が変調されること，などを明らかにしている．

94. ケルビンプローブフォース顕微鏡による表面電位計測の確度に関する検討

助 教 授 高 橋 琢 二

ケルビンフロープフォース顕微鏡 (KFM)で計測される表面電位の値が，動作モードや探針形状から受ける影響に

ついて，理論•実験の両面から検討を加えた．また，サンフリング法を利用して静電引力成分を抽出することにより，
より高感度・高空間分解能での電位計測が可能となることを見出した．

95. ケルビンプローブフォース顕微鏡における新しい表面電位決定手法に関する検討

助教授高橋琢二

ケルピンプローブフォース顕微鏡 (KFM) における表面電位決定アルゴリズムとして，従来のフィードバックを用

いたものではなく，静電引力とオフセット電圧の間の線形性を利用して表面電位値を近似推定する新しい手法を提案

し，その実証実験を行った．本手法は電位変化に対する応答性がよいことから， KFM測定の高速化に繋がる可能性が

あることが示された
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96. 磁気力顕微鏡 (MFM) を用いた非接触• 微小電流計測

助教授高橋琢二［代表者］，大学院学生オ田大輔

ナノ構造中を流れる電流を被測定系への擾乱を避けながら測定するために，電流の作る磁場を検出できる磁気力顕

微鏡 (MFM)を用いた非接触電流測定系の構築を目指している．特に磁気力信号の正確な測定のためには静電引力の

影響を排除することが重要であることを指摘した上で，得られる磁気力信号の妥当性，電流に対する線形性，磁気力
像の空間分解能などについて検証し， MFMによる電流定量計測の可能性を探っている．

97. 自己変位検知カンチレバー AFMを用いた局所的光吸収計測

助教授高橋琢二

変位検出用レーザが不要である自己変位検出カンチレバー AFM を用いて，単一量子ナノ構造の光吸収特性の評価

を行っている． これまでに， GaAs微傾斜基板上 InAs単一凪子細線において凹凸像と同時に光応答電流像が得られる

こと，またその光応答電流が照射レーザ光の波長に依存して変化することを見出している．それらの結果から， InAs

中で発生した光キャリアの散逸過程などについても検討を加えている．

98. 自己変位検知カンチレバー AFMによる多結晶 Si太陽電池の局所的特性の評価

助教授高橋琢二［代表者］，大学院学生瀧原昌輝，助教授（名大）宇治原徹

変位検廿i用レーザが不要である自己変位検出カンチレバーAFMを用いて，多結晶 Si太陽屯池の評価を行っている．

短絡光屯流や開放光起電力といった太陽電池の主要な特性を局所的に測定し，多結晶特有の異なる面方位をもった結

晶粒の存在やそれらの粒界が太I楊電池特性に与える影孵を明らかにすることを目指している．

99. 知的制御システムに関する研究

助教授橋本秀紀

知的制御システムは「環境を理解し，それに応じた制御構造を自己組織化する能力を有するもの」と考えることが

でき，祈しいハラダイムヘつながるものである．このハラダイムを確立するために，柔軟な梢報処理能力を有する

Artificial Neural Networks, Fuzzy等の ComputationalIntelligenceの利用および数理的手法に枯づいた適応能力の実現に

よる制御系のインテリジェント化を進めている．

100. 空間知能化に関する研究

助教授橋本秀紀

空間（環境）側にセンサーを配岡し空間内の事象を観測し，適切なサーピスや支援を人間に対して生成する空間に

関する研究である．ネットワークセンシング，状況の理解，人工物の制御，などシステムインテグレーションに関す

る祈しい研究を進めている．

101. Networked Roboticsに関する研究

助教授橋本秀紀

人間中心の機械システム実現のため，「人間自身の理解」と「人間と機械の双方が理解する，共通概念の構築」を

日指し，高速広域ネットワークを利用した人間機械協調系： Networked Roboticsの構第を目標に研究を行っている．

ネットワークを介して分散しているロボットが，システムとして高度な機能を実現するには，ロボット間の知的ネッ

トワーク通信が必須の条件であり，そのためのネットワークフロトコルの開発が菫要となる．本研究では，ロボット

のためのフロトコルの研究を通して， NetworkedRoboticsの問題ヘアフローチする．

102. 分散されたデバイスと相互作用し賢くなる知的空間

助教授橋本秀紀［代表者］，大学院学生新妻実保子，大学院学生ブルシュチッチドラジェン，

大学院学生佐々木毅，大学院学生都島良久，研究生ペトレシュゾルタン

人間を観測し，その紘図を把握して適切な支援を提供する人工的な空間の創造を目指す．空間内に多数の知的デバ

ィスを分散配附し，ネットワーク化することで知能化空間を構築し，空間内の人間から得られる多様なデータの取得

や，空間の情報化および知能化手法を検討し，データの持つ意味から人間やロボットに対して適切な支援を発現する

仕組みを提案する．

103. 分散配置された知的センサによる空間認識に関する研究

助教授橋本秀紀［代表者］，大学院学生佐々木毅，研究生ペトレシュゾルタン，大学院学生新妻実保子，

大学院学生ブルシュチッチドラジェン

多数のネットワーク化された知的センサを環境に分散配附し空間を知能化するには，空間認識のためのセンシング

技術が必要である．現在，知的センサとして CCDカメラに空間認識のためのアルゴリズムを埋め込んだ分散間隔知
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能デバイスのフロトタイフを構築し，空間知能化の基礎研究を行なっている．本研究では，各デバイスが獲得した画
像情報から，人間やロボットなどの位置情報，動作俯報などを知るための画像情報処理方法を検討する．主に，空間
内オプジェクトの追跡方法，知的デバイスの協調手法などについて検討している．

104. 知能化空間における人間観察に基づく移動ロボットの行動計画に関する研究

助教授橋本秀紀［代表者］，大学院学生佐々木毅，大学院学生プルシュチッチドラジェン

知能化空間における人間共存型ロボットには，人間の歩行動作など通常の行動を妨げることなく行動可能な制御方
法が求められている．本研究では，知能化空間における知的デバイス群により人間の歩行行動を観察し処理すること
により，移動ロボットの行動マッフを生成することで，移動ロボットを制御する手法を提案している．空間の知的デ
バイスが画像情報から人間の歩行特性を取得し，その大域的，局所的な歩行状態を学習することで，ヒューマンフレ
ンドリーな移動ロボットの動作計画が可能であることが示された

105. 知能化空間における空間ヒューマンインタフェースに関する研究

助教授橋本秀紀［代表者］，大学院学牛祈ど実保(-

空間内に配岡された複数のコンヒュータや機器，知能化空間内で生成される新たな俯報や既{{データなどを効年的
に利用することは，空間内での人間の創作活動など様々な情報活動を円滑に進めるうえで重疲なごとである．そのた
め，本研究では空間の三次元附標をメモリアドレスとして扱う空間メモリを提案し，空間内の機淵や情報を直憾的か
つ効率的に扱うためのヒューマンインタフェースの研究を行っている．人間は手先や視線といった身体動作により 3

次元座標を指し示すことにより空間メモリヘのアクセスを実現する．主に，人間のインディケーション動作の解析と

夕紫積方法・表現方法などについて検討している．

106. 人間ー機械協調型シングルマスタマルチスレーブ遠隔微細作業支援システムに関する研究

助教授橋本秀紀［代表者］，大学院学生黄吉卿，大学院学生プリダー チャンタナカジョンフン

マイクロロボットの試作や微細部品の組立てなどの複雑な作業を目的としたシングルマスタマルチスレーブ辿脳
微細作業支援システムを用いた人間・ロボット協調に関する研究を行っている．人間の操作に対するストレスを軽減
するため，シングルマスタにより複数の 6自由度ハラレルリンクスレープマニヒュレータを制御可能なシステムを提
案した.6自由度のマスタ操作による 12自由度のスレーブの制御を行うため，仮想マッヒング方法にJ;fづいた複数個
のマニヒュレータの協調インヒーダンス制御を導入してシステムを構築した．今後は複数個のマニヒュレータの協調
作業の自動化を目指し，教示やエラー発生時のみに人間が介在するようなスーハーバイザリ型の微細作業システムや
微細構造の組立てシステムヘの拡張を行なう．

107. RTミドルウェアによる空間知能化への適用

助教授橋本秀紀［代表者］，大学院学生都島良久，大学院学生佐々木毅，大学院学生新妻実保子

実生活空間に様々な機能を実現する空間知能化は多くのセンサ，アクチュエータ，コンヒュータ，ロボット，メカ
トロニクス機器などが分散配岡され，空間とネットワーク化されており，これらの RT(Robot Technology) 要素及び
これまで培われてきた多種多様な技術のインテグレーションが必要である．そこでネットワーク指向かつコンポーネ
ント指向である RTミドルウェアをシステムプラットフォームとし，空間知能化へのインテグレーションに用いるこ
とで柔軟かつ拡張性の高いシステムの管理・統合を行うことを目的とする．

108. 空間知能化の医療応用に関する研究

助教授橋本秀紀［代表者］，特別研究生大橋久美子

座療における様々な空間（病院の病室，手術室など）内における人間の活動をモニタし，その1肖報を利用して効率
的な医療の提供を行う．また，様々な生体センシングデバイスを利用してその空間内にいる人間の生体データを網羅
的に収集し，治療に活かすだけでなく，そのデータを利用して医療過誤防止など安全対策を行う．

109. GPSによる高精度位置推定システムを用いたオフロード移動体に関する研究

助教授橋本秀紀

手軽で信頼性の高い測位システムとして， GPS (Global Positioning System)がカーナビゲーションの主要技術とし
て急速に普及してきている．受信システムの新たな構成を提案し非線形フィルタを導入することでシステムの信頼性
と精度の向上を実現することが可能である. GPSベース位附推定への現代非線形フィルタ技術の応用に関して，本年
度は非線形フィルタに基づく GPS信号処理のためのモデルと推定アルゴリズムの構築と実装，および新しいアルゴリ
ズムに基づいた GPSレシーバー信号処理の部分の検討を行なった．今後はオフロード移動体の車両状態推定のための
応用に関して研究を進めていく．
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110 . 情報セキュリティの投資効果分析とその応用

助教授松浦幹太［代表者］，助教授（東大）田中秀寺，大学院学生劉薇

情報セキュリティの惨事の多くは，不十分な経済的動機付けに起因する管理の甘さや対策不徹底によって発生す

る．この問姐を解決するためには，費用対効果の観点から合理的なセキュリティマネジメントを行うことが重要であ

る．我々は，攻撃が発生した際にそれが成功してしまう条件付き確率を脆弱性と定義して展開する最新の理論に着目
している．そして，経済産業省による情報処理実態調査のデータを計鼠経済学の手法によって分析し，いくつかの重

要な仮説を検証した．例えば，企業の脆弱性を論じる際に代理変数として電子メールアカウント数の果たす役割を明

らかにし，様々な実証研究への道を拓いた．さらに，技術的対策が従業員教育等と三位一体とならなければ効果を発

揮しないことを明らかにし，実務への指針を与えた．

111 . IDベース暗号の安全性に関する理論研究

助教授松浦幹太［代表者］，大学院学生楊鵬，教授今井秀樹

公開鍵暗号では，公開1肖報である公開鍵の正しさ等を検証するための公開鍵証明書の管理コストが大きく，管理ま

で含めたシステム全体の安全性分析もアルゴリズムの安全性分析と比べて大変困難である．これらの問題を軽減する
枠組みとして，任意の文字列したがって受信者の ID(電子メールアドレス等）を公開情報として使用して暗号通信を

実現できる IDベース暗号が注目されている．しかし， IDベース暗号では，従来の公開鍵暗号と比較して，様々な「安

全性定義」と「異なる安全性の間の含意関係」の枠組み整備が不十分であった．我々は，未整備であった理論を完成

させ，今後のシステム分析等への道を拓いた．さらに，安全性増強のための変換法に関して新たな理論的知見得る等

し，完成度の高いフリミティプを目指している．

112 . サービス妨害攻撃対策技術の研究

助教授松捕幹太［代表者］，大学院学生松綺孝大，技術職員細井琢朗

証券取引所のシステムダウンの影響からも類推できるように，可用性に対する竹威は，経済的被害や混乱に直結す
る．我々は，ネットワークにおける代表的な脅威であるサービス妨害攻撃対策としてのネットワークセキュリティ技

術を研究している．例えば，正規の通信幅較と紛らわしく検知困難なフローの1青報理論的複雑度（コルモゴロフコン

フレキシティ）の変動を双方向に監視することで，任意のサービス妨害攻撃を検知可能なシステムを開発し，フロー

をキャフチャするハケットサンフリング手法の最適化にも成功した．また，攻撃者の事後的検知も抑止力として菫要

だが，我々は，最小の通信でも大規模な記槌装岡無しに追跡可能な技術を開発するとともにその包括的な評価を行い，
実際のネットワーク機器への普及率向上指針を与えている．

113. 制御情報と内容情報の統合分析による迷惑メールフィルタ

助教授松rrtr幹太［代表者］，大学院学生大幅泰樹，大学院学生李鎮

代表的な迷惑メールフィルタ技術として，内容をベイジアンフィルタで統計的に分析する技術があるが，「判定不

能」を出力することは少ないものの，誤判定率が高いという問題があった．一方，研究レベルでは，制御梢報におけ

るアドレスに祈目して社会ネットワーク分析を行いその分析結果をもとに学習やフィルタリングを行うアフローチ

があり，判定結果を出した場合の誤判定率は十分低いもの(}), 「判定不能」と出力する割合が高いという問題があっ

た．我々は，両者を巧みに統合し，英語メールのフィルタリングハフォーマンスとしてトッフレベルの判定成功率を
達成した．学習フェーズとフィルタリングフェーズの両方において互いに補正し合う，という有機的な統合法である．

また， 日本語メールヘの対応策について枯礎的な検討を行い，応用範囲の拡大をH指している．

114. 量子鍵配送プロトコルのための線形符号に関する研究

助教授松浦幹太［代表者］，大学院学生大畑真生

現状の公開鍵賠号の多くは，隠子コンヒュータによって脅威にさらされるとされている．そこで，盗聴が試みられ

ると必ずそれが検知されシステムが停止するようにする撻子暗号（鍵配送）技術が究極の技術として取りざたされる

ことが多いが，実際に利用するためには，いくつかの暗号技術以外の問題も解決しなければ高い性能は発揮できない．

それらの実装技術の中でも，我々は，雑音のある量子通信路における 2つの線形符号設計問迎に着目し，アレイ型

LDPC符号を用いた手法を検討している．具体的には，復号性能がほぼ片方の符号に依存するアプローチをとって考
察対象をある程度絞り，構成した符号に関して最小距離や内径を厳密に与えた．さらに，小さい符号語をもう一方の

符号に集めることによる補強など，いくつかの改善手法に関しても検討している．
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物質・環境系部門

1. 分子系超構造の設計と作製（継続）

教授流木孝二［代表者］，講師北條博彦，技術職員吉川功，大学院学生李ジュン，

大学院学生相良剛光，大学院学生渡邊裕子，大学院学生古賀達哉，大学院学生澤山淳

分子間相互作）llの階l習化という方法論に晶づく高次組織構造構築を目指した研究を進めている．その一環として，

低分子核酸系化合物の分子設計で，二次元水素結合により形成されたシート状構造体の積層構造を持つ柔軟な超分子

フィルムが作製できることを明らかにしている．本年度は，シート形成と積府過程を効率よく分離するための分子設

計指針を解明し，末端に異なる長さのオキシエチレン鎖を有する安定な超分子フィルムの作製に成功した．また蛍光

性フェニルヒレン誘導体の水素結合ネットワーク形成により，超分子ゲルを作製し，水素結合形成に伴う蛍光変化な

どの光機能と超分子ゲル構造との関連について検討した．さらに，イミン結合形成を利用した自己集積過程の制御で，

組織性の高い高分子錯体を合成し，その構造解析と特性評価を行った．

2. 光電子機能性有機材料に関する研究（継続）

教授流木 ［代表者］，助手務台俊樹，博士研究員赤坂哲郎，大学院学生張書宏，

大学院学生赤澤高之

光機能性分子素子の開発に向けて，ホリペフチド鎖をエネルギー移動経路とする光エネルギー移動システムの構築

を行っており，効率の良いエネルギー移動，二次構造相転移によるエネルギー移動のスイッチングなど，ホリペフチ

ド鎖の俊れた機能性が判明している．本年度は，ホリペフチドユニットを結合した光機能デバイスの構築に向けて，

光捕集機能ユニットや新しいエネルギー供与および受容部位の分子設計・合成をおこなった．

3. 機能性有機蛍光材料の開発（継続）

教授荒木孝二［代表者］，助手務台俊樹，大学院学生田鎖棟，大学院学生相良剛光

祈規な機能性の高い有機蛍光材料を開発する研究を進めており，多点分子間相互作用部位を持つホリヒリジル化合

物に蛍光性を付与した新規な機能性蛍光物質群の設計・合成に成功している．本年度は，テルヒリジンが結晶形に依

存して固体発光を発現するという特異な現象について，ヒートモードでの結晶変換に伴う簡便な固体発光の on/offス

イッチングが実現できることを明らかにしたこれにより，化合物の分子構造の修飾ではなく，固相での分子集積構

造変化に晶づく発光制御という新しい方法論の有効性を示した．また，新規な蛍光性ホリヒリジル化合物であるアミ

ノ骰換ホリヒリジルについても，新規な各種骰換体をハラジウム触媒を用いた簡便な方法で合成し，その化学構造と

蛍光特性との関連を解明した

4. 機能性金属錯体に関する研究（継続）

教授荒木 ［代表者］，講師北條博彦，助手務台俊樹

テルヒリジル部位を金屈配位部位とする金属錯体に関する研究の一環として，テルヒリジル部位がアミノ枯を介し

て二つ結合した N-アルキルi殴換ピステルヒリジルアミンを合成し，その蛍光特性をはじめとする各種の物性，およ

び各種金属イオンとの錯体生成挙動を解明した

5. ガラス中のイオン伝導機構の解明

教授井上博之

ガラスは結晶質とは異なり，明確な原子配列あるいは原子位置が特定できない．このようなガラスにおいても，比

較的イオンの動きやすい組成があることが知られているが，原子位置や配列が特定できないために，その伝導イオン

種や機構が明確にわかっていない．本研究では，このようなガラスの中のイオン伝導機構や伝導ハスの解明を行い，

さらに伝導度の高いガラスの開発を試みる．

6. ガラス中の微細組織の形成

教授井上博之

ガラス中のナノレベルの微細な組織の形成は，ガラスに新たな特性を付与することが期待される．本研究では，酸

化物ガラス中に微細なハロゲン化物の相を析出させる．この相の析出過程を調べ，また，制御することにより，機能

を持たせることを目指している．

7. ガラス中の希土類イオンの発光設計

教授井上博之

希土類イオンはその発光特性が利用されている．本研究では，ガラス中の希土類イオンの周囲の原子配列とその発

光特性の関係を明らかにすることを目的としているこれにより希土類イオンの発光スベクトルから、種々のガラス

中における原子配列を解析することや希土類イオンの光学的特性を把握してその特性を設計することを目指している．
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8. イオン・電子マルチ収束ビームによる表面・局所分析法の開発（継続）

教授尾張真則［代表者］，研究員坂本哲夫，大学院学生森田能弘，

大学院学生岡崎素也，大学院学生木下恵介

固体材料の微小領域や粒径数ミクロン以下の単一微粒子に対する三次元分析法の確立を目的として，複数の Ga収

束イオンビーム (Ga-FIB) と高輝度電子ビーム (EB)を用いた，新しい表面局所分析法を開発した．具体的には， (I)

Ga-FIB加工断面の EB励起オージェ分析や， (2)加工断面の飛行時間型二次イオン質量分析 (TOF-SIMS) 法による

微小領域三次元分析などが挙げられる．また，本法を半導体素子やボンディングワイヤ接合部あるいは電池材料微粒
子などに適用し，固体内部の精密な三次元構造を明らかにした．

9. 超臨界流体抽出法を用いた環境汚染物質分析法の研究（継続）

教授尾張真則［代表者］，研究員坂本哲夫，大学院学生佐藤堅一朗

超臨界流体は温度とI王力を変えることにより流体密度，すなわち溶解力を制御できるという特長をもつ．本研究で

は，多様な混合物である環境汚染有機物質を迅速に固体から抽出し，かつ，超臨界流体の密度（温度，圧力）をコン

トロールすることにより，従来の有機溶媒による一括抽出ではなく，分析目的物質のみを選択的に抽出・回収する新
しい分析前処理技術を開発している．これまでに，フライアッシュ試料から， n-アルカン，クロロベンゼン類， PAI-I

類をそれぞれ選択的に抽出することに成功している．

10 . 局所分析法を用いた大気浮遊粒子状物質の起源解析（継続）

教授尾張真則［代表者］，研究員坂本哲夫，研究員冨安文武乃進，協力研究員野島雅

都市大気中の浮遊粒子状物質 (SPM) に関する環境・健康影響評価のためには，発生起源や輸送経路の解明が重要

となる．また SPM粒子個々の大きさや形，化学組成，粒内元素分布などの情報が必要となる．本研究では沿道や都

市人工空間などで捕集された SPMに対して，マイクロビームアナリシス法を用いて粒別分析し，得られた粒別平均

化学組成に括づくクラスター分析を行ない，起源解析・環境評価などを行なっている．さらに， SPM表面に吸杓した
有害有機物の評価法に関する検討や，大気環境中で異なる起源の粒子が複合した複合微粒子に対する分析法の検討，

あるいはガソリン車の白金触媒を起源とする極めて稀な環境微粒子に対する精密な分析法の開発などを行なった．

11 . ナノスケールニ次イオン質量分析 (SIMS)装置の試作（継続）

教授尾張奥則［代表者］，協力研究員野島雅

::::-. 次イオン質憎分析 (SIMS) 法は，深さ方向分析が可能な高感度固体表面分析法である．本研究では Ga収束イオ

ンビーム (Ga-FIB) をSIMS装附の一次ビームに採用し， 0. Iミクロン以下の高い面方向分解能を実現した．またマ

ルチチャンネル並列検出システムの開発により，迅速で正確な SIMS分析を可能とした．さらに shave-off分析なる独

自の微粒—f定械分析法や， Ga-FIB の加］：機能を利用した新しい三次元分析法ならびに高精度 shave-off 深さ方向分析
法を確立した．現在は，一次イオンピームのナノビーム化に関する検討・装骰化を行っている．

12 . 反応性ガス支援高速・微細加工システムの開発（継続）

教授尾張真則［代表者］，研究員坂本哲夫，協力研究員野島雅，大学院学生岩並賢，

大学院学生劉玉静

一般に，固体表面局所の微細加工には収束イオンピーム (FIB)が用いられる．しかしながら，従来の微細加工は，

tとして物理衝突によるスハッターを利用しているため，深さ数 JOnmまでの表層に損傷層が形成される．したがっ

て，加工断面でのアモルファス化や格子欠陥の形成，化学状態変化などが間題となる．本研究では，この様な間迎を

解決するため，断面加工中に反応性ガスの化学的エッチング効果を利用した「高速化」，ならびに反応性ガスと電子
ビーム照射による捐偏厨の選択除去による「低損傷化」を目的とした高速・微細加工システムの開発を行なっている．

13. 光電子スペクトロホログラフィーによる原子レベルでの3次元表面・界面構造解析装置の開発（継続）

教授尾張真則［代表者］，協力研究員石井秀司、協力研究員野島雅、大学院学生天野健太郎

X線光電f回折 (XPED) 法は、光電子の放出角度依存性や入射エネルギー依存性などから、表面・界面を含めた固体

表厨原子構造を化学状態別に知ることのできる手法である．我々はこの手法をさらに進めた光電子スペクトロホログラ

フィー法を提案し、その測定装附• 手法の開発を同時に行ってきた．この手法では数種の励起 X線の特長を活かすこと

により表面・界面などの構造・状態を 3次元的に原子レベルで明らかにできる光電子スペクトロホログラフィー装骰

の開発およびそれを用いた超薄膜系の構造解析を行っている．
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14. 凍結含水生物試料の局所三次元分析法の研究（継続）

教授尾張真則［代表者］，協力研究員野島雅，大学院学生劉 E静，

大学院学生岩並賢，大学院学生岡崎素也

組織細胞が含有する化学的成分の局在を形態学的に検索する技術は，組織化学の分野で発達し，現在ではその方法

をヒトその他各種の動物，主にラットとマウス等の実験動物の各器官系に応用するにまでいたっている．その中で，

組織細胞の断面形態観察は組織• 細胞内において特定の元素(})局在を明らかにするのに有用である．そこで，軟組織

試料の超細密三次元分析法の開発を行っている．

15. 内容不明実験廃液処理システムの構築（継続）

教授尾張真則［代表者］，助教授（東大）鈴木良宵，研究員冨安文武乃進，大学院学生中尾英明

大学などの教育・研究機関には過去に発生しながら適切な処理がなされないまま長期にわたり研究室に保管され，

内容が不明となってしまった実験廃液が存在している．このような内容不明廃液は種々の潜在的危険性を有している

ため，速やかかつ適正な処理をする必要がある．そのためには内容物を特定する必要があるが，各種法令で規制され

ている化学物質は数 100種に上り，系統的分析手順の確立が不可欠である．本研究は，内容不明な実験廃液を適正に

処理するために必要となる1肯報を合理的かつ効率的に収集する手法の構築を目指している．

16. 汎用三次元アトムプローブの開発（新規）

教授尾張真則［代表者］，協力研究員野島雅，大学院学生千葉 大学院学生山下親典

針状金）属試料の先端部について，元素を区別した上で原子配列を三次元で可視化することのできる三次元アトムフ

ローブは，究極の原子レベル分析手法として汎用化への期待がされている． しかしながら，現状では金屈以外の試料

について安定した測定法が確立されていない，検出効率が 100%に満たないため検出できない原子が存在する，複数

原子がクラスターとして検出された場合に適切な三次元可視化の技術がないなどの間迎のため，応fl!範囲が限られて

いる．本研究では各種シミュレーションを用いてこれらの間迎の解決を目指している．

17. 水中溶存オゾンの吸着を利用する新しい水処理技術の開発

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫，産学官連携研究員祭宗岳

シリカ系吸沿剤には水中溶{jオゾンに高い吸杓性を有するも(})がある．しかも，吸将されたオゾン分子は自己分解

が抑制されることから，バルク水中よりもはるかに高密度で長時間の貯蔵が可能である．また，有機物とオゾンが高

漿度に濃縮されて共吸着する場合には，バルク水中に比べて非常に大きな有機物の酸化速度となる．これら現象の枯

礎と水処理への応用の検討を行っている．

18. 圧カスウィング吸着分離法を利用した同位体分離に関する研究

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫，大学院学生大木崇

安定同位体は［医薬・梃旅産業等で重要な役割を担っており，更にその利用を拡大するためには有効な濃縮• 分離手

法の開発が必要となる．現在，精密蒸留法や化学交換法が安定同位体の主流な分離・濃縮手法となるが，コスト的間

題を抱えるなど改善の余地は大きい. PSA法（圧カスウィング吸着法）は既に空気分離等で実証されているように艇

れた気体分離性能，処理容量を示すことから，新しい同位体分離手法としての期待は大きい．本研究では最適吸着剤，

最適操作方法等について検討を行うと共に，その適用可能性と限界について明確化する．

19. コメを原料とした材料製造とそのカスケード利用

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫，大学院学生原間咽tしり

コメを原料とした日常用途のフラスチック系材料の製造方法と，それを晶質としたエタノール発酵フロセスの検討

を行っている．

20. 廃棄物系資源を原料としたバイオディーゼル生成プロセスの確立

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫，大学院学生張妍，

大学院学生藤本徹

石袖基盤型社会からバイオマス基盤型社会への変換において，燃料製造フロセスの開発は重要である．本研究では

廃棄物系資源（廃袖）を原料としたバイオディーゼル製造フロセスの開発を行っている．

21 . バイオマス利活用システムの設計・評価手法の関する研究

教授迫田章義［代表者］．客員助教授望月和博助手下ケ橋雅樹，大学院学生佐藤将

バイオマス利活用システムにおけるバイオマス収集方法及び資源化フラントの最適設計，環境負荷を軽滅し持続可能性を翡め

たバイオマス資源の作付け方法の設計などを行うためのデータベース構築ならびに設計支援アフリケーションの作成を行う．

203 



VI. 研究および発表論文

22. リグニン系廃棄物の資源化に関する研究

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫，大学院学生二村康彦

ハルプ廃液（黒液）などのリグニン分を大量に含有した廃棄物からのフェノール類緑化合物の生成・ 分離方法に関
する研究を行っている．

23. 吸着オゾン浄水処理に関する研究

教授迫田章義［代表者］，助手下ケ橋雅樹，技術専門職員藤井隆夫，

外部研修生（明治大，迫田研付）近藤真司

吸着オゾン浄水処理フロセスの実用化に向け，カビ臭物質 2-MIB分解特性， トリハロメタン生成能の低滅効果，臭

素酸生成抑制効果，及び処理に対する水道原水中の有機物 (NOM) の影響などに関する研究を行っている．

24. アジア地域の稲作の経済性に関する研究

教授迫田章義［代表者］、客員助教授望月和博，研修生（東大教挫学部）小田原暁史

日本及びアジア地域（ベトナム・メコンデルタ）における稲作の経済性をエネルギー収支などの面から明らかにする．

25. 電解コンデンサ用ニオブおよび合金電極材料の研究（継続）

教授七尾進［代表者］，技術専門職員簗場豊，学術研究支援員遠藤道雄

高性能電解コンデンサとして使用されているが高価かつ資源的な不安定要素を抱えるタンタルコンデンサに対し

て，ニオブ系電解コンデンサが注目を集めている．しかし，その本格的実用化については，酸化ニオブ誘電体皮膜の

温度的，耐厖圧的不安定要素の改善が不可欠である．この不安定性を克服すべく， Nbに第 2元素として Alを添加し

た合金電極の研究をおこなっている．今年度は， 100000程度の高 CV積 Nb粉末と Al粉末の混合粉を用いて，多孔質
な Nb-Al系電極材料を作製する条件を調べた．さらに同材料に定電流化成で誘電体皮膜を生成させた後，静電容量，

CV積またインヒーダンスなどのバイアス電圧特性や周波数特性を調べた．

26. 準結晶の磁気コンプトン散乱測定（継続）

教授七尾進［代表者］，助手渡辺康裕

磁気コンフトン散乱は，磁性体の磁化に寄与する電子のスヒン磁気モーメントの大きさとその運動屈分布との相関

を測定する手段である．正十角形相の Al-Mn-Fe-Ge合金は大きな磁化（鉄の 1/10程度）をもつ 2次元準結晶で， ab面

内では準周期的，それと垂直な方向では周期的な構造をもっている．昨年度は磁気コンフトン散乱法よって磁性を担

う3d電子のみのスヒン依存運動鼠分布を測定し，その異方性をはじめて検知しえた．今年度はさらに高分解能コンフ

トン法によって，令屯子の運動屈分布の異方性の測定を行い，現在解析中である．

27. 準結晶の軟線磁気円二色性測定（新規）

教授七尾進［代表者］，助手渡辺康裕

軟線磁気円二色性 (MCD) とは磁化した試料に対する軟線の吸収量が，線の円偏光の方向によって異なる性質のこ

とをさす．本研究では， Al-Mn-Fe-Ge正十角形相合金の軟線 MCDをMnとFeの L2, L3吸収端で測定した．測定は

この合金系がスヒングラス挙動を示す 20Kで行なった．その結果， MnとFeは両者とも磁化に関与するが，主要な寄

与は Mnであり，その MCDの磁場依存性は磁気ヒステリシスを示すのに対し， Feは常磁性的であり全体の磁化に対

する寄与は小さいことが判明したこのように元素ごとの磁気挙動を調べることができるのがこの手法の大きな利点

である．

28. 鉛フリーハンダ合金に関する研究 （継続）

教授七尾進［代表者］，学術研究支援員遠藤道雄，助手渡辺康裕

Sn-Pb共晶組成のハンダ合金は，融点が低く接合信頼性に俊れかつ低コストであるため，電子部品の接合材料とし

て広く普及している． しかし，酸性雨によって本合金を含む廃棄製品から Pbが溶出することから土壌汚染や健康障

害が深刻な間題となり. lit界的規模でハンダの Pbフリー化が進められている．ところが， Sn-Pb合金の融点 183℃に

対して現在主流の Sn-Ag合金の融点は 220℃，また低曲点タイフの Sn-Zn合金でも 200℃と高く，ハンダ付け部品に

熱損傷を発生しやすいという問題点がある.Sn-Pbより低融点のハンダ材料として Sn-In合金があるが，価格的に凡用

材料には不適当である．本研究では昨年度開発した低融点合金 Sn-Zn-Mgをベースに合金の開発をさらに進め，材料

強度・耐食性などを評価し実用化に向けたデータを得た．
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29. 静電浮遊炉による高温融体の基礎研究（新規）

教授七尾進［代表者］，助手渡辺康裕

試料に高真空中で静電気を付与することにより静電場中に浮遊させてレーザー加熱で溶解するための装置を製作

したこの方法の利点は溶融体が容器に触れない状態で得られるために，その原子構造や物性を精度よく測定するこ

とが可能であることである．このため，通常では困難な高融点金属，セラミクス，反応性化合物などの融体の研究が
可能となる．今年度は新しいチャンバーを作製し高真空中で浮遊させることに成功した．また， このチャンバーを

SPring-8の放射光施設に持ち込み線回折による測定を試みた．現在，さらに長時間溶融に耐えるように改造を行って
いる．

30. PLD法による高品質族窒化物の成長

教授藤岡洋［代表者］，助手太田実雄

従来の族窒化物成長技術では基板を加熱し熱エネルギーを与えることによって単結晶成長を実現していたが，本研

究では族原子にハルスレーザーのエネルギーを与えることで室温で族窒化物の成長を実現する． この技術によって従

来使用することのできなかった化学的に脆弱な格子整合基板を利用することが可能となり，結晶の品質が大いに向 I:
する．

31 . フレキシブルデバイスの開発

教授藤岡洋［代表者］，助手太田実雄

大面禎金属基板上へ半導体単結晶を成長し受発光素子や電子素子などのエレクトロニクス素子を作製する．その
後，作製した素子をポリマーヘ転写することによって透明かつ柔軟，大面積のフレキシブルデバイスを作製する．

32. PED法による族窒化物の成長

教授藤岡洋［代表者］，助丁：太川実雄

ハルス電子線源を励起源として用いて結晶成長を行うことによって高品質族窒素化物薄膜を低温かつ閻いスルー

フットで成長する．この手法により，従来手法では実現できなかった金属上半導体単結晶の沿i速成膜を実現する．

33. 新規遷移金属反応場の高効率分子変換への利用

教授溝部裕司［代表者］，助手清野秀岳，技術専門職員大西武士，大学院学生岩佐健太郎，

大学院学生新倉史也，大学院学生三角禎之，大学院学生渡部大輔，研究実習生鈴木麻紀，

研究実習生丹沢由樹子

有機金属錯体はその金屈の種類や酸化状態，金属中心を取りまく配位子の立体的および電子的効果などによりその

金属サイト上で多彩な化学反応を促進できる．本研究では，単核から多核にわたる様々な金属錯体について新規に設

計•合成を行い，これら錯体上で進行する高効率• 高選択的反応を検討することにより次世代の触媒の開発を試みる．

34. 遷移金属カルコゲニドクラスターの合成と利用

教授溝部裕司［代表者］，助手清野秀岳，技術専門職員大西武士，大学院学生梶谷英伸，

大学院学生大家一将，大学院学生中川貴文，研究実習生森浩之

カルコゲン元素（第 16族元素）配位子により架橋された強固な骨格をもつ遷移金属クラスターは，生体内酵素活性

部位モデル，高活性触媒，高機能性材料などとして幅広い学術的および工業的用途が期待される．本研究では，多様な
遷移金属-カルコゲニドクラスターの一般性ある合成法を確立するとともに，得られた新規化合物の詳細な構造と反

応性の検討を行い，その高い機能の利用法を開発する．

35. 有機金属機能性材料の合成

教授溝部裕司［代表者］，技術専門職員大西武士，助手消野秀岳，博士研究員渡辺正敬

当研究室で開発した特異な構造・物性・反応性を有する有機金属化合物を構成単位として含む高分子化合物，有

機一無機複合化合物などを合成し，その機能開発を行う．

36. ダイヤモンド表面における水素• 酸素の相互作用

教授光田好孝［代表者］，技術専門職員葛巻徹，大学院学生新沢慶介

気相成長するダイヤモンド表面のダングリングボンドは，通常水素や酸素などで終端されている．終端水素は比較

的安定であるが，熱的に脱離し，水素の吸着脱離は可逆的におきる．これに対して，終端酸素は coの形で脱離し，

ダイヤモンド表面をエッチングする．このような水素や酸素のダイヤモンド表面からの熱脱離課程，水素及び酸素の
交換反応について研究を進めている．特に，ダイヤモンド表面をエッチングすることなく酸素を脱離するための反応

条件を探索している．
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37. 高圧走査型プローブ顕微鏡を用いたダイヤモンドの表面改質

教授光田好孝［代表者］，技術専門職員総巻徹，大学院学生池尻憲次朗

ダイヤモンド表面は水素または酸素で終端され，終端元素によって表面の電気伝導特性は大きく変わる．これを利

用した表面伝導 FETが考案されているが，表面構造をナノレベルで改質する技術は未成熟である．走査型フローブ顕

微鏡を用いて，探針近傍の集中電場もしくはトンネル電流を用いた表面改質の可能性を検討している．このために，
水素および酸素が 10気圧まで充填可能な走査型フロープ顕微鏡を，現在開発している．

38. ダイヤモンド表面から電子放出特性のその場解析

教授光田好孝［代表者］，技術専門職員路巻徹，大学院学生瀬尾一文

ダイヤモンド表面からの電子放出特性は水素終端の負の電子親和力を持つ表面と酸素終端の正の電子親和力を持

つ表面では大きく異なる． しかし，これらの特性は，マクロ的な測定のみで行われており，表面構造との相関は必ず

しも明らかではない．そこで，透過電子顕微鏡内でのナノフロープマニヒュレーション技術を適用し，ダイヤモンド

表面からの電子放出特性と原子構造との関連を調べている現在， TEM試料として用いるダイヤモンド単結晶表面に

水素や酸素を終端させる予備装i置を開発中である．

39. カーボンナノチュープのナノメカニクスと電気伝導性のその場測定

教授光田好孝［代表者］，技術専門職員葛巻徹

芥過・t且子顕微鏡内でのナノ ノローフマニヒュレーション技術を適用し，カーボンナノチュープ (CNT) の電気的・
機械的特性と原子構造との関連を調べているこれまでの成果として， CNTの電気伝導は弾性限内での変形では可逆

的に変化するが，弾性限を超える変形によって構造欠陥を生じさせると電気伝導性が低下し，応力を除いても初期電

流値には回復しないことが判明しているまた，マニヒュレーションユニットを改造し，市販U)AFMカンチレバー

をフロープとする装備したユニットにより電気的特性に加えて微小変形応力の計測を実現した.CNTの瓶屈，曲げ変

形時の力の計測から求めた CNTのヤング率は構造によって大きくばらつき，数十 GPaから数 TPaの値を示すことが
明らかとなった．現在は，多府 CNTの内l習引き抜き変形時の電気伝導変化及び層間滑り応力の計測等，ナノ材料と

しての応用に向けた枯礎研究に取り組む一方， CNTの力学的・電気的特性に影孵を及ぼす構造因子や欠陥構造の定屈

評価を日指し，多目的材料試験を可能にする TEM試料ホルダーの開発を行っている．

40. 科学研究費補助金採択研究課題数による大学の研究活性度の評価

研究員（東京電機大学教授）野村浩康，教授光田好孝［代表者］，教授前田正史，技術職員前橋至

科学技術』日本計画にもとづき科学技術研究に対する資金，特に，競争的資金の増額が計られてきた．中でも，大学

等における枯礎科学の振興を目的とする文部科学省による科学研究費補助金は，過去 5年間で急激な伸びを示し，平

成 16 年度には 1800 億円を超え我が国最大の競争的研究資金となっている．科学研究費補助金は，国・公• 私立大学

の区別なく研究者個人が申詰し研究費を獲得する制度であり，そのうち，個別の教員が研究テーマを申請しヒアレ

ピューによって採択が決定される個別研究費（枯盤研究等）は教員の研究活動を表す一つのバロメーターであると考

えられる．採択件数の多い大学は，活発に研究活動をしている教員が多く所属していることになり，分野ごとの採択

件数の多少は，各大学の研究活性分野の漿淡を表すことになる．今年度は， 2004年度の採択分に関する研究活性度評

価を行った．「細目表」が大幅な改訂されて 2年次に当たるため，「細目表」の改訂による各研究者の申詰動向がほぼ
確定していると杓えられる．この観点からみると，祈しく設けられた分科の増分は少なく，改訂の効果があまり現れ

てきていない分野も目立つことがわかる．

41. 高等教育の魅力ある発展に向けた政策的課題の探求

教授光田好孝

社会の発展への影孵力を大きく持つ高等教育は，欧米諸国に限らずアジアにおいても，重要な政策課迎である．米

国の大学を頂点として，教員や学生の流動性が増す中で，自国の高等教育機関を強化しようとする政策が次々と立案

され，実行に移されている．これに対して，我が国では第 3期科学技術基本計画が制定されようとしており，この

中心課題として米国型の人材義成や大学教員制度の改革があげられている． しかし，欧米と比較して，博士課程修了

者の就職動向や文化的背景が異なる我が国に，このような米国型の人材投成や大学教員制度が適するのかどうかには

議論の余地がある．また，近年，我が国の中では，地域格差が広がっていることが進学動向から明らかとなってきて
いる．以上から，今後の高等教育の政策的課題として，日本型の人材義成や教員制度，地域格差問題などがあげられ

ると考えられる．

42. TEMナノプローブマニピュレーションによる CNT複合材料のナノダイナミックス評価

教授光田好孝［代表者］，技術専門職員紹巻徹，研究員（東工大助教授）大竹尚登，

助手（東工大）安原鋭幸

カーボンナノチューブ (CNT) をはじめとするナノ炭素系繊維の大量合成法の開発を背景に，これらを樹脂基複合

材判・の強化繊維とする応用研究に取り組んでいるこれまでのところナノ炭素系繊維の複合では十分な強化効果が得
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られていない．我々はこの原因を繊維の特性と複合組織に求め，ナノスケールでの解析を進めている．本研究では，

各種繊維材料の構造と変形挙動の解析に加え， AFMカンチレバーをフローブとするマニヒュレーターにより繊維単体

の機械的性質の定量的評価を実施し，ヤング率の計測を行った．構造欠陥を内包した CNTは元来の形状が直線性に

欠け，全体的に湾曲したう，ねった形状をしている．これらは欠陥部分を基点として変形しやすく，見かけのヤング

率が低い．市販品を含む各種ナノ炭素繊維の評価により，使用目的に応じた最適な繊維の探索，及び，複合材料形成

後のナノ引張り試験等から樹脂基複合材料実現へ向けた評価研究に取り組んでいる．

43. ゼオライトとメソ多孔体のコンポジットの合成研究

助教授小倉賢

ゼオライトとメソ多孔体のそれぞれの特徴を活かし，欠点を相互補間する材料の合成法の研究．

44. ナノ空間材料によるファインケミカルズ合成

助教授小介賢

サイズ認識反応に適用するナノ空間材料を設計する研究．

45. ディーゼル排ガス中に含まれるパーティキュレートの除去触媒の開発

助教授小倉賢

ディーゼルエンジンからの排出すす（ハーティキュレート）を燃焼除去する触媒と触媒システムの開発．

46. ナノ空間を利用した選択的触媒反応システムの開発

助教授小倉賢

ナノ空間の分子保持能力とナノ空間を形成する骨格への金属種導入によって，新しい概念で反応を進行させる触謀

システムの開発を行う．

47. 機能性交互共重合ポリイミドの合成と物性評価（継続）

助教授工藤一秋［代表者］，大学院学生濱田崇

これまでに当研究室では，親水性部位と疎水性部位が交互に配置した主鎖型両親媒性ホリイミドを開発し，それが

水中で自発的にミセルやベシクルを形成することを報告してきたこのホリイミドについて，分子集合体の形成機構

を調べるとともに，モノマーの構造が分子集合体の構造にどのように反映されるかを詳細に調べたその結果，これ

までの球状の集合体のほか，棒状の集合体を与えるようなものも見出された．

48. ペプチドを利用した触媒反応の開発（継続）

助教授工藤一秋［代表者］，助手坂本清志，大学院学生古谷昌大，赤川賢吾，福島秀和

樹脂ビーズ上に固定化されたペフチドによる水中不斉触媒反応の探索を行った．また，ヘム複合化両親媒性 2a-"'-
リックスペプチドを用いる触媒的酸化反応において，ペフチド上の疎水性アミノ酸の種類による影響を詳細に調べ

たさらに，単純なペフチドから誘導される化合物を配位子とする金属錯体触媒の合成も行った．

49. 有機 EL用可溶性電子輸送材料の合成と評価（継続）

助教授工藤一秋［代表者］，教授荒川泰彦，技術職員高山俊雄，助手（東大）北村雅季

これまでに，有機電界発光（有機 EL) 素子に用いられる電子輸送材料である Alq3の可溶性化の研究を行なってき

ている．今回，骰換基を導入した Alq3誘導体を高分子電界発光材料である PPVにドープしたところ， PPV単独のと

きよりも発光効率が向上することを見出したこれは， Alq3誘導体から PPVへの電子の輸送とエネルギー移動の二

つの要因によるものと考えられる．

50. ペプチド間相互作用を利用した分子集合体の構築と評価（継続）

助教授工藤一秋［代表者］，助手坂本清志，大学院学生室田和敏，加質田尚義

中空のチューブを与えることが知られている D, L交互環状ペプチドを利用して，機能性分子集合体を作り出すこ

とを目指している．光導電性の置換基や長鎖アルキル基をもつものなどを設計・合成し，その評価を行った．

51 . 新規多座配位子を用いた触媒的有機合成反応（継続）

助教授工藤一秋［代表者］，助手坂本清志

これまでに，酸素，窒素，リンの 3種の異なる元素を配位座として持つ新規不斉配位子の設計・ 合成を行ってきて

いる．本年度は触媒的マイケル付加反応に的を絞って，配位子の構造ならびに中心金属の種類について検討を行った．
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その結果，銅 (II)錯体を用いるとある程度エナンチオ選択性が発現すること，基質の電子的要請で選択性が大きく

変わることなどを見出した．

52. コンビナトリアル化学的手法に立脚した機能性ペプチドの探索

助教授工藤一秋［代表者］，助手坂本清志，大学院学生室田和敏，望月誠

ライプラリ合成，ファージディスフレイ法などの手法を用いて，触媒活性，酵素阻害活性，ターゲットヘの結合性

など，個々の目的にかなった機能をもつペプチドを選び出し，評価を行った．

53. ヒト環境応答評価のための invi fro臓器モデル開発と利用

助教授酒井康行［代表者］，助手小島伸彦，助手小森喜久夫，大学院学生西川昌輝，

大学院学生高村里佳，大学院学生阪井仁美，大学院学生三浦健，
大学院学生村井賢司，助教授藤井輝夫

既存の単一培投細胞からなる毒性評価系では，吸収・代謝• 分配といった人体内での毒性発現に至までの物質動態
フロセスが考慮されない．そこで，重要な化学物質標的臓器に加えて，これら動態を制御する組織由来の細胞の生体

を模倣した培義法，マイクロ化技術，迅速検出技術などを組み合わせることで，新たな invitro毒性評価系の開発を

行っている．

54. 三次元造型技術と臓器前駆細胞の増幅技術を用いた大型臓器 invi fro再構築

助教授酒井康行［代表者］，助教授新野俊樹，助教授白樫了，助手小島伸彦，

大学院学生花田三四郎，大学院学生黄紅雲，大学院学生成戸宏介，

大学院学生高宮寿美，大学院学生松尾朋樹，教授（東大）牛田多可志，

講師（東大）古川克子，研究実習生武田典子

将来，移植にも耐え得るような肝．肺• 腎などのヒト大型組織を invitroで再構築するために，多面的な技術開発を

行っている．具体的には，複雑な内部構造を持つ生体吸収性樹脂担体の光重合・機械加工積層造型法に関する検討や，

増殖能と臓器再構築能に艇れたマウス・ラット・ブタの胎児由来細胞の invitro増幅技術の開発，などについて研究を

進めている．

55. 研究開発イノベーションシステムについての研究

助教授佐々木亨

知的財産管理，産学連携を活用した効果的な研究開発システムの構築など，技術革新の機会を最大限確保するため

に必要な方策を抽出し検証する．特に，第三期科学技術枯本計画が開始され，引き続き選択と集中に対する要諮があ
るなか，制度設計と投資の均衡についても考察する．

56. 易リサイクル性高分子の開発

助教授吉江尚子［代表者］，大学院学生渡退真里子

従来型のフラスチック材料は原料を石油資源に頼っているが，持続型社会構築の観点ではこれを可能な限り循環資

源に代替することが望まれる．そこで我々は化学的な手法により人工空間内で容易にリサイクルできるプラスチック

の開発を目指して研究を行っている．ターゲットとする分子構造は，化学的に安定なマクロモノマーに比較的穏やか

な条件で結合ー解裂する可逆反応性部位を導入し，連結させたものである．このような可逆反応性の結合部位を持た

せることにより，高分子化—低分子化，精製一高分子化のサイクルが高分子材料の性能を劣化させることなく実現可
能であると考えている．分子設計の具体例として，可逆反応に Diels-Alder反応を選択し，両末端にフラン基を導入し

たテレケリックホリマーをトリスマレイミドと共重合した 3次元ホリマーを得た．このホリマーの解直合を検討し，

繰り返しのリサイクルが可能であることを確認した

57. ポリ乳酸のステレオコンプレックス化に関する研究

助教授吉江尚子［代表者］，特任助手古橋幸子

自然界の炭素循環サイクルに組み込まれるバイオマスを原料とするホリ乳酸は，光学異性体が存在し，その共存下

で高融点、を有するステレオコンフレックス結晶を有することが知られている．しかしながらステレオコンプレックス

結晶の形成条件は限定され，単独結晶化が優先的に怒ることから，ステレオコンフレックス型ホリ乳酸材料の工業化
ば友現されていない．そこで本研究では，ステレオコンフレックス化の制御及びそれにより引き起こされる物性及び

高次構造の解析を行った．
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58. シクロデキストリンを用いた新規構造高分子材料の開発

助教授吉江尚子［代表者］，教授畑中研一，大学院学生田村潔

環状オリゴ糖であるシクロデキストリン (CD) をある種の高分子鎖と共存させると，高分子鎖が CDを取り込み，

数珠上の複合体を形成することが知られている．本研究では複合体を形成した状態で CDと高分子鎖を化学的に結合

することにより.CDを可動な架橋点とする新規構造ホリマーを作製し，その構造ど性質を詳しく調べた. I本の高分
子鎮を貰通した CD架橋点の数により，（少数）プランチ構造，ハイハーブランチ構造， 3次元ネットワーク構造など
多様な新規材料を保持させることが可能である．

59. 高分子薄膜における結晶化を利用した秩序構造形成に関する研究

助教授吉江尚子［代表者］，特任助手古橋幸子

多相系高分子の自己組織化や相分離はナノからマイクロメートルオーダーの秩序構造形成の基盤技術として期待

を集めている中でもプロック共重合体の活用は広く研究されているが，本研究室では形成される秩序構造の多様化

や簡便性の向上を目指して，ホリマープレンドによる秩序構造形成についての枯礎的実験を開始した．相溶性かつ結

晶性の高分子ブレンドから，その結晶化に伴う相分離を利用して規則構造を発生させることを検討している．

60. 分子設計に基づく機能性含金属ポリマーの開発

講師北條博彦

有機材料の特性は個々の分子のもつ機能だけではなく，その集積状態に依存する分子間の相互作用に影響を受け
る．我々は機能性分子として知られるサレン型錯体をモチーフとした含金屈ホリマー（メタロホリマー）を合成し，

さらにある反応条件下では分子鎖が秩序的に配列したマイクロオブジェクトを得ることに成功した．得られたメタロ

ホリマーは配位子中心と金屈中心でそれぞれレドックス活性があり，電気伝導性材料としての応用も期待される

61 . 動的共有結合と錯形成を利用した材料開発

講師北條博彦

当研究室では，有機分子が金属イオンを介して規則的に配向することを利用して分子の配列を制御し，配位高分子

と呼ばれる新しい材料系を開発することを目指している．特に，反応性の低分子が金屈イオンを鋳型として自発的に
集合し，共有結合を形成しながら成長してマクロな構造体を形成するフロセスに注目し，分子構造との相関を調べる
とともに，材料としての機能評価を進めているここに示すのは配位高分子の沈殿重合で，直径 500nm程の微粒子が

極めて高い単分散度で得られる．

62. 超分子相互作用をもちいたスマートマテリアルの開発

講師北條博彦

水素結合に代表される超分子的な相互作用（非共有結合）からなる分子集積体は，その構造の柔軟さゆえに様々な

外的刺激に応答するスマートマテリアルヘの応用が期待される．我々が開発したあるアミド分子は積層してカラム状

構造をつくることが示唆されている．今後さらに構造解析を進め，分子センシングユニットおよび信号伝達ユニット

を導入することによって分子センサーの開発を目指す．

63. 理論化学的手法による超分子材料の機能設計

講師北條拇彦

水素結合などの非共有結合的相互作用にもとづく架橋構造をもつ高分子について，その動的挙動を理論化学的に調

ベ，種々の周期的外場（応力，電磁波など）に対する応答を予測することによって機能性材料を設計することを目的

とする．
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人間・＿社会系部門

1. シェルと立体構造物に関する研究

助教授川口健一［代表者］，助手吉中進，技術専門職員大矢俊治

シェル構造及び立体空間構造を対象として継続的に研究を行っている．今年度は実大テンセグリティフレームの温
度応力観測を行った．また，サッカーW 杯2006に使用される，ドイツの 12スタジアムの屋根構造の視察調査を行った．

2. 立体構造システムを利用した振動制御方法に関する研究

助教授川口健一［代表者］，助手吉中進，技術専門職員大矢俊治，大学院学生上村一費

大スハン構造物は屋根構造だけでなく，近年は広大なオフィスフロアなどでも頻繁に用いられるようになり，屋根
構造の地裳時や大風時の振動制御や，オフィスフロアの環境振動など，面外方向の振動の制御が必要となってきてい

る．また，地震を対象とした振動制御方法は，免裳，耐震，制震の 3つに大別できる．本研究では，構造システムの

3次元的な動きや立体構造システムの利点を生かし，従来の方式以上効果的な振動制御方法を開発することを目的と

している．本年は新しい球体＋レール型免腐装骰の提案と振動台実験を行った．また，多重型及び MTMD制振装

附の大スハン構造への効果，応用の可能性と配樅間題，ランダム応答に関する数値解析的な研究，アーチによる振動

台実験準備調査を行った．

3. 大スパン構造物の災害時性能に関する研究

助教授川口健一［代表者］，助手吉中進，技術専門職員大矢俊治，大学院学生服部真子

多数の人命を収容する大スハン建築構造物の災害時における挙動の検討に対して，必ずしも共通した設計思想は無

い．本研究では，建築枯準法の予想を越えた外乱による構造挙動，及びその結果生じる災害や内部空間の状況につい
て調査研究している．本年度は，福岡県西方沖の地震被害調査，宮城県沖の地裳による仙台泉区の水泳プールの天井

落下事故の調杏，飯能におけるフール天井の落下事故，大スハン構造の制振手法の開発を目的として有限要素法汎用

コードによる数値解析， MTMDを用いた制振装骰の可能性調査，非構造材と設附高さの調査，設計におけるゾーニン

グ手法の検討，老朽化した構内 RC建築構造物の耐震診断と耐震補強の基本計画などを行った．

4. 空間構造の形態形成の数理解析

助教授川口健一［代表者］，文部科学省研究員 NgKean Wei, 大学院学生桐宛伶，

大学院学生小澤雄樹， UROP学生澄野慎二

空間構造において形態が形成される，あるいは，決定される過程（形態形成過程）を数理解析の立場から調査し

ている．本年度は，群論によるテンセグリティ構造の分類調査，各種テンセグリティ構造の模型による挙動調査，ユ

ニットの洛動に将目した張力安定トラス構造の張力導入に関する研究，空気膜構造（インフレータブル構造）の解析
手法として分f数を制御した空気膜構造のインフレート解析手法の開発を継続，さらに一般逆行列を用いた制約条件

付の膜構造の形状決定解析手法の開発を行った．

5. 構造物の畳み込み・展開に関する研究

助教授川口健一［代表者］，技術専門職員大矢俊治，大学院学生渡退尚彦，

大学院学生森哲也

構造物を平面や点に悦み込む，あるいは，畳み込まれた構造物を展開して広がりのある構造物を築くという手法は

建物の合理的な建設解体工法，展開.i:iJ変型構造物への適用等様々な応用が考えられる．本研究では， (I) 骨組み構
造の性み込み経路における分岐経路の考察， (2)骨組み構造物の最適牲み込み経路のモデル実験と解析との比較， (3)

膜構造の性み込み解析法の）訊礎的研究， (4) 展開型接合部の開発等を実施している．本年度はリューサプルなシザー

ズ型展開骨組みの実大モデル作成と展開実験，性めるテトラの紙モデルの設計，折り紙的アフローチによる膜構造の

性み込みの数値解析を行った．

6. 社会的ストックとしての大規模構造物に関する研究

助教授川口健一

高度成長時代からバプル期を経て今日に至るまで，日本には数多くの大規模構造物が建設されている．日本は元来，

木材などの軽最な材料によりスクラッフアンドビルドの文化によって自然災害と共存しながら発展してきた．今日，
日本が抱える大規模構造物は耐用年数の様々な材料によって構成されており，今後， 日本はかつて無い量の社会的ス

トックの維持管理の間迎を抱えることになると考えられる．本研究では，日本の例と悔外の例とを比較しながら，日

本の社会的ストックとしての大規模構造物のあるべき姿について研究調査している．本年は大スハン建築のリニュー

アルについて日本とヨーロッハにおける実俯比較などを行い，コンクリート工学誌などに発表した．
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7. スマート材料の空間構造物への応用に関する研究

助教授川口健一［代表者］，大学院学生小澤雄樹

スマート材料とは種々の機能を持った材料の総称である．近年，種々のスマート材料が提案されており．これらを

建築構造物へ応用する試みが各地でなされている．本研究では，スマート材料の大空間構造システムヘの応用に関す

る調査を行い，実隙にその新しい可能性を研究する．本年は，張力構造の応カ・変位制御に関する研究，張力導人順
序による応力状態変化の調査を行った．

8. 擁壁•土構造物の地震時安定性に関する研究（継続）

教授古関潤・ー［代表者］，助手佐藤剛司，大学院学生中島進

もたれ式擁壁と補強上擁壁の耐震対策として鋼矢板を支持地盤に根入れさせるエ法を対象として前年度までに

施した模型振動台実験結果を分析することにより，矢板補強効果の定鼠的な評価手法について検討した．その成果に

枯づいて，矢板補強を有する擁壁の地震時変位鼠計靡手法を構築した．

9. 自然堆積軟岩及びセメント改良土の変形・強度特性の研究（継続）

教授古関潤一［代表者］，助手佐藤剛司，技術職員堤千花・大学院学生並河努・大学院学生鯉沼琢麻

曲げモーメントを受けるセメント改良砂地盤の挙動とその評価手法に関して，実験・解析的な検討を実施した．そ

の結果，現在の実設計では圧裂試験で得られる引張強度（一軸圧縮強度の 0. 15倍程度）が用いられる場合が多いが，

今後，条件によっては曲げ試験より得られる引張強度（一軸圧縮強度の 0. 35倍程度）で設計できるようになる可能
性があることを明らかにした．さらに，圧裂試験も曲げ試験も境界値問題であるため，弾塑性解析などにおいて要素

としての引張強度・変形特性が必要な場合には，適切な一軸引張試験などによって本来の特性を評価する必要がある

ことを明らかにした

10. 中空ねじり三軸試験による砂質土のせん断挙動の研究（継続）

教授古関潤一［代表者］，助手佐藤剛司，技術職員堤千花・大学院学生消田隆・

大学院学生 NalinDcSilva

これまでに実施した豊補砂と姫礫を用いた試験に加えて，粒径 0. 4mmのグラスビーズを用いた中空ねじり三軸試
験を実施し，局所変形計測による微小ひずみ変形特性の応）j状態依存性と，これに及ぼす供試体密度の影曹について
とりまとめたさらに中空円筒供試体の鉛直方向に伝播するせん断波速度の計測を行い，これから算定した動的な

せん断弾性係数を静的な測定値と比較した．

11. 砂礫の変形・強度特性の研究（継続）

教授古関潤一［代表者］，助手佐藤剛司，技術職員堤千花・大学院学生 Sa.i.iadMaqbool 

砂と礫の大型供試体の圧縮波速度から算定した動的なヤング率と，微小振輻の繰り返し載荷により計測した静的な

ヤング率の関係をとりまとめ，材料の密度と粒度分布，および前者の測定における波長と土粒子の粒径の比が， これ

らの関係に大きく影響することを明らかにした．

12 . 物語論を利用した位置情報サービスの高度化に関する研究

教授柴崎亮介［代表者］，大学院学生三上紀子

従来の位置梢報サービスはナビゲーションなど，道に迷っている人を目的地に正しく案内する，あるいは周辺の施
設を検索するといった単純なサービスに留まっていたしかし，観光地などにおける散策，街歩きをより効果的に支

援するためには，楽しませる，さまざまな発見を支援するといったより高次のサービスが必要となる．そこで，人間

にとって感動を与える，印象に残るストーリが共通に持つ構造を物語論を援用して整理し，それにのっとったサービ

スを提供し，その効果を実証的に明らかにする．

13. 建築•都市空間の特性分析（継続）

教授藤井明［代表者］，助教授曲渕英邦，助手林信昭，大学院学生松田達，任貞姫，引・ 詰載，

畑野了，久保田愛

本研究は建築• 都市空間を構成する形態要素とその配列ハターンを分析指標として空間特性を記述することを目的
としている．本年度は，世田谷区下北沢を対象として，主に街路に面した建物立面の形態的特徴に杓目し，都市での

現象の仕方についてくズレ＞という視点から分析を行った．
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14. 空間の構成原理に関する実証的研究（継続）

教授藤井明［代表者］，助教授曲渕英邦，助手橋本憲一郎，技術専門職員小駒幸江，

研究員及川清昭，協力研究員槻橋修，大学院学生朴正眠，王斯，佐々木一晋，田中陽輔，

松村永宣，沖野優，本間健太郎

伝統的な集落や住居に見出される空間の構成原理は，今日の居住計画を再考する上で重要な示唆に富んでいる．本
研究室では過去 30年以上にわたって世界の伝統的集落の調査を継続しているが，本年度はベトナム中・南部の伝統

的住居を対象とした調査を行ったまた，韓国の伝統的集落を対象として，「閾」による空間の分節について分析した．

15 . 地域分析の手法に関する研究（継続）

教授藤井明［代表者］，助教授曲渕英邦，協力研究員大河内学，大学院学生 GolaniSolomon Erez, 
Gomez Tangle Mart in, 松田聡平， KachaamyGeorges, Guimond Andre Moore 

地域空間の構造を的確に把握することは地域性を積極的に組み入れてゆくという計画学的な視点からも非常に重

要である．本年度は，移動に伴う個人の空間体験に着目し，移動の際に被験者が撮影した写真，アンケートデータな

どから，都市の経路記述について分析を行った．

16 . 計算幾何学に関する研究（継続）

教授藤井明［代表者］，助教授曲渕英邦，助手今井公太郎，橋本憲一郎，研究員郷田桃代，

大学院学生 YimKevin, 狩野朋子， BonfiglioAlvaro Mauro, 田村順子，森祐輔

本研究は都市・地域解析への適用を目的とした計算幾何学的な手法の開発を行うものである．本年度は，都市の諸

事象を＜ユニット・タイプ＞として取り出し，それら諸要素の関係を，＜シナリオ＞に枯づいて決定することにより

都市の配附計画をシミュレートするソフトウェアの開発を行った．

17. 歴史および自然環境に配慮した建築設計の研究（継続）

教授藤森照信

歴史と自然の環境に適合した建造物とその住まい方については，特に近年社会的関心が高い．こうした社会的要請

にも応えるべく，従来からの同テーマにつき更に調査研究を進めるとともに，タンホホハウス，ニラハウス，天竜市
秋野不矩美術館，一本松ハウス，熊本農業大学学牛寮，伊豆大島椿城，茶宰（炉庵→京都市，一夜城-湯河原町，高過
庵三依野市），投老昆虫館などの建策設計を行い，実際の成果成立条件の確認作業も行っている．

18. 戦後建築家に関する基礎的研究（継続）

教授藤森照信

日本の建築活動は，第二次世界大戦後半枇紀の間に大いに発展し，現代では世界の建築界のリーダーシップをとる

までになった戦後をリードした建築家たちは，事禎の資料を残すこともなく重要な建築的出来事に立ち会いながら

何の記録も回想も残すことなく，没した場合も多い．戦後 60年を経た今日でもなお資料収集と分析を継続的に行う必

要があり，それによって戦後建築総体の枯本資料を得ることを目的として研究を進めている．

19. 日本近代産業施設の発達と遺構の生産技術史的研究（継続）

教授藤森照信

わが国の産業施設の発達過程は，変化があまりにも急速である．その歴史が記述される前に，肝心な生産施設そのも
のが取り壊される傾向にある．この現状を踏まえ全国の生産施設，土木，工場施設についても順次研究を進めている．

20. 多民族化及び西洋化による都市と建築の近代化に関する研究ー内蒙古フフホト市を中心に（継続）

教授藤森照信［代表者］，助教授村松伸，日本学術振興会外国人特別研究員包巌罪

本研究は少数民族地域の近代都市、建築西祥化，漠風化，多民族化などによって，どのように影響を受け，近代化が形

成されたのか、これまでの学習モデルの欧米近代建築史研究の視点とは異なるアジア独自の特徴などを内モンゴル・フ

フホト市を中心に調査分析，明らかにすべく研究を進めている．

21 . 東アジアと日本の建築近代化の比較研究（継続）

教授藤森照信［代表者］，助教授村松伸，研究員西澤泰彦，技術職員谷川竜一

I 9 ti! 紀における西欧列強の東アジアの進出の軌跡は，東アジアに登場する近代建築の歴史的展開と符合する．近代

日本における近代化遣産も，この歴史的展開の中で行われたといえる．本研究は，こうしたグローバルな視点から，東

アジアと日本の近代建築の発生とその展開を比較研究し，建築近代化過程の本質的問題を考察している． また同時
に現存する追構調査，この地に活躍した欧米人，及び日本人建築家の活動に関する研究も進めており，すでに一部

を研究成果として報告している．
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22. 能舞台の歴史的変遷及び，能的建築空間設計手法の研究（継続）

教授藤森照信［代表者］，協力研究員奥冨利寺

我が国独自の「能舞台」は，最近とみに伝統文化の象徴として，新たな能舞台が各地に建築されている．能舞台の

歴史的変遷過程と，現存する能舞台の把握，実測調査により，設計方法の踏艇部分や建築空間の調査研究，併せて現代

建築の能空間的設計手法及び，日本人に潜在的に好まれてきている能的思考の文化意識を考察研究する．

23. 集合住宅の研究一日本・韓国・台湾・中国の住宅営団に関する研究（継続）

教授藤森照信［代表者］，協力研究員冨井正憲

本研究は，国策住宅供給機関として 1940年代に設立された，東アジア 4ケ国（日本，韓国，台湾，中国）の住宅営

団の組織の成立過程，及び各国公共集合住宅，近代住宅計画成立過程を調査，比較検討し，併せて東アジア 4ケ国の屈
住空間の文化的特質を分析も研究する．

24. ベトナム都市における近代建築の保存と再生（継続）

教授藤森照信［代表者］，助教授村松伸．助了・大田省•

ベトナム都市のハノイ・ホーチミン等には，フランス植民地時代の建築物が多く残り，行lldiJ,t盤施設，建槃物は''i
時のものそのまま利用している．ただしすでに半世紀以上経ち，老巧化が進み，また開放政策から急激な都市環境の

変化がみられたため，近代建築の現存リストを作成，かなりの成果を上げた．これに基づきその利用と，保存・再生と

する都市計画を提示し，その実現のためのベトナム側との共同研究を進めている．

25. お雇い外国人建築技師に関する研究

教授藤森照信［代表者］，学術研究支援員丸山雅f

明治政府のお雇い外国人建築技師たちは，日本人建築家が十分に育つ前の日本で，国家的なフロジェクトを次々と

任され，日本の近代化に大きく貢献した しかし彼らの多くについては，その素性も，来 Hの経緯も，離II後の翡息

も不明なままである．彼らのバックグラウンドと国内外における活動を明らかにすることによって、明治初期の日本

建築界の世界的な位附を探る．

26. 日本近代の建築設計技術者の研究

教授藤森照信［代表者］，大学院学生速水清孝

日本の建築設計技術者の実像や制度の成り立ちを，特に日本では見逃すことのできない木造の庶民住宅とのかかわ

りに注目して明らかにする．世界的にユニークといわれる建築士制度ばかりでなく，大工や建築代理士といった，こ
れまで設計者とは認知されなかった者も再評価する．それにより，現代の庶民住宅の設計を取り巻く状況がどのよう

にして形成されたかを把握する．

27. 建設産業のサービスプロバイダー化に関する研究

教授野城智也

建物へのニーズが刻々変化する現今の経済社会において，環境負荷やコスト負担を考えると，建替新築によって

ニーズに対応するのは効率的ではなく，むしろ既存建物をニーズの変化に対して遅滞なく部分更新する方が得策であ
る．本フロジェクトは，こういった認識にたち，多様に特化し，かつ刻々変化する個々のニーズに対応し，建物のイ

ンフィルを生体組織的に変容させる技術を開発することを目的とする．

28. ICタグを活用した情報具有建築によるライフサイクル価値向上に関する研究

教授野城智也

建物要素に電子タグを敷設 (embed) し，そこに搭載された自動認識情報を手がかりに，建物の品質や維持保全履
歴関連情報が生成・継承され，かつ利害関係者がそれらの情報にアクセスできるようにするための枠組と，その枠組

が包含する各種の情報利用のプロセスを構想する．これをもとに建物のトレーサビリティを高めることによって，ラ

イフサイクルにわたる「情報による建物の価値の創造」を生むために必要な技術を開発する

29. プロジェクト型ものづくりシステムにおける分業デザイン

教授野城智也

プロジェクトでは，種々の主体が分業をしつつ，技術的詳細を決定に様々な寄与をしている．その寄与のあり方は，

プロジェクトの開始時点では必ずしも明確でなく，契約上で定義された役割とも異なるものである．主体相互間の情
報フロー及び意志決定のあり方も非定型的である．にもかかわらず，この技術的紬合のあり方が，最終産品（建物）
の性能・機能・品質を左右する．本研究はこういった認識に立ち，事例分析を積み上げることにより，フロジェクト

における分業による技術融合のベストプラクティスモデルを明らかにすることを目的とする
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30. 官民パートナーシップによる既存団地再生手法の開発 (Y3P研究会）

教授野城智也

今後の社会経済情勢を俯II敗すれば，既存住宅団地を再活性化していくためには，公的セクター及び民間企業のもっ

ノウハウと経営資源が，住宅団地の技術的・社会的・経済的特性・コンテクストに併せて最適に組み合わされること

によって，住まい手に対して安く良質なサービスを提供し，貴重な社会資産としての既存住宅団地を機能させてい
くことが必要である．しかしながら，我が国では， PPPの素地になる，官民の率直で水平的な関係での率直なディ

ベートが未成熟である．本研究会は，大学が中立的な立場にたって，公的住宅セクターの職員，及び，民間企業（旧

都市公団において KS!開発に参加した企業など）の職員をお招きし， PPPのあり方を構想していくことを目的とする
ものである．

31 . インフィル・リースによる持続可能な賃貸住宅システムの開発

教授野城智也

インフィル・リース方式を導人することにより，「カスタマイズド賃貸住宅」を実現することを産学共同で進める．

32. 家歴書システムの開発

教授野城智也

「家歴；it-」とは，住宅の設計図書・施工写真・維持補修改修股歴をひとまとまりにした情報ハッケージである．住

宅の保有性能・品質を推認でき，検証可能で，それを必要とする利害関係者に配布ができるように「家歴書」を整備
するための情報システムを開発する

33. 技術倫理マネジメントシステムに関する研究

教授野城智也

技伸iに関する組織としての行動規範を担保するためのマネジメントシステムについて考究する．特に，組織にとっ

ての技術倫理リスクをマネジメントするための手法を整理する．

34. トレーサビリティ付与による国内林再生可能性デモンストレーション実験

教授野城智也

トレーサビリティの向上による国産木材の高価値化の可能性を実証することにより，国内林業を再生し， CO2の森

林固定を促進する産業的契機を生み出すこと目的に産学共同で社会実験を進める．具体的には， トレーサピリティを

点iめるごとによって，以下の点を社会•消般及び林業関係者に向けてデモンストレーションすることを目論む．（ア）
fタグを用いて国産材の産地及び品質及びその流通経路にかかわるトレーサビリティ梢報を，エンドユーザーが検

証・追跡が可能な形で提供することによって，国産材に関する潜在盆要を顕在化させること（イ）電子タグを用いて，
エンドユーザーからの注文に応じて，伐採• 製材・供給をするデマンド・フル型の流通システムを生み出すことに

よって，最終濡要者への価格ダウンと，森林所有者への収入上昇に結びつくこと

35. リモートセンシングによる環境・災害評価手法の研究

教授安岡善文［代表者］，助手遠藤貴宏，特任助手竹内渉，博士研究員 BaruahPranab Jyoti, 
博七研究員酒井徹，大学院学生大吉疫，大学院学生赤塚偵，大学院学生山地毅彦，

大学院学生 PreessanRakwatin 

人[衛星からのリモートセンシングデータを利用して，地表面の被覆状況，植生分布などを計測し，都市・地域ス

ケールから大陸・地球スケールまでを対象として，環境・ 災害に関する各種のハラメータを評価する手法を開発する．
2005年においては，既設の NOAA/AVHRR, TERRA/MODISの受信システムに加えて，祈たに地球観測衛星 AQUA/

MODISデータの受信・ 処理設備を設附し，東アジアの術星観測ネットワークを構築した．さらに，これらのデータを

利用して，アジアにおける水田分布図の作成，森林火災分布図の作成等を行った．また，都市スケールでは高解像度

衛星データ等を利/flした都市の 3次元構造の計測，アジア諸都市のヒートアイランドの評価等を行った．

36. ハイパースペクトル計測による生態系パラメータの計測手法の開発

教授安岡善文［代表者］，助手遠藤貰宏

陸域牛態系による光合成能やて酸化炭素の吸収・放出屈を評価することを目的として，高い分解能で計測対象物の
スヘクトル特性（分光特性）を計測するハイハースペクトル計測により，植物の光合成速度，クロロフィル，リグニ

ン，セルロース，水分含有鼠などの生物• 生理ハラメータを計測する手法を開発する. 2004年は，実験室レベル，

フィールドレベルで、植生の光合成速度，クロロフィル鼠等を画像観測するハイハースヘクトルイメジャーを開発し，

柏物の機能ハラメータを評価した．
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37. 衛星観測データとモデルの統合による陸域生態系の予測，評価手法の開発

教授安岡善文［代表者］，助手遠藤貴宏，特任助手竹内渉，博士研究員 BaruahPranab Jyoti, 
博士研究員酒井徹，大学院学生山地毅彦

人工衛星から得られる陸域生態系の広域ハラメータ分布データと，陸域生態系の機能を記述するモデルを統合化す

ることにより，モデルによる予測や推定を高精度で行うための同化手法（アシミレーション手法，ナッジング手法）

を開発した．

38. RC構造の能動的破壊制御のための埋め込み型人エデバイスの開発

助教授岸利治［代表者］，教授（東大）前川宏一，長岡技術科学大学田中泰司

コンクリート部材にとって致命的なせん断破壊を，あらかじめ部材内に埋め込んだ装置により人工的に誘発される

亀裂によって制御できる見込みが既往の研究から得られている．この結果を受けて，ねじりを含む任意方向からの荷
重入力に対する装附の信頼性や施工におけるシステムの実現可能性を考慮した最遥な人l戸うデバイスの開発に取り糾

んでいる．主として実験的な検討を行い，破壊制御による安全性能の向上と同時に，装i既による破壊の誘発とい｀）た

危険性も合わせて検討している．

39. 膨張コンクリートのひび割れ抵抗機構の解明とその評価

助教授岸利治［代表者］，大学院学生 Raklipong Sahami lmongkol, 石松信哉

膨張コンクリートの艇れた特徴である高いひび割れ抵抗性や変形性をもたらす機構の本質をとらえ，その定凩的な
評価を行うことを目指している．膨張コンクリートの汎用化へ理論的裏付けを与えることで，コンクリート構造物の

高機能• 長寿命化と信頼性向上に貢献することがねらいである．

40. コンクリート中の微速透水現象および止水現象の支配メカニズムの解明

助教授岸利治［代表者］，大学院学牛岡綺似＾郎

コンクリート中の微速透水現象における動水勾配依存性（非ダルシー性），及び始動動水勾配の存在に,fdlし，そ

の支配メカニズムを明らかにすることが目的である．このことにより，大きな欠陥を有しないコンクリートの消斐部

や打継目程度の軽微な不連続透水状況を評価することは，現実の水分移動を過大に見積もることを明らかにした．

41 . 中高層木造建築に関する研究

助教授腰原幹雄

木質構造による中高層建築の実現における問題点抽出と，その特性（構造，環境）調査．木質複合構造（集成材＋

鋼材）による 5階建建築の実現．木質構造による 5階建て建築の実現．

42. 伝統的木造建築に関する研究

助教授腰原幹雄

社寺建築に代表される伝統的木造建築の構造評価．五重塔模型振動台実験，重要文化財の耐震補強．市街地での大

規模木造社寺建築の実現可能性．

43. 木造住宅の耐震性

助教授腰原幹雄

既存木造住宅の耐震性能評価（耐震診断）技術の確立．耐梶補強方法の評価手法．耐震補強効果の検証法．

44. 東アジアの木造建築に関する研究

助教授腰原幹雄

韓国，台湾，ベトナムにおける木造建築の構造特性調査．

45. 交通騒音の予測・評価に関する研究

助教授坂本慎一［代表者］，研究員佐藤史明，博士研究員（日本学術振興会特別研究員）安田洋介，

大学院学生朝倉巧，大学院学生郷原繁利，大学院学生中島章博

道路交通騒音に重点を置いて，騒音の伝搬予測法並びに対策法に関する研究を継続的に進めている．等価騒音レベ

ルに基づくエネルギーベースの道路騒音予測計算法の改良を目的として，掘割・半地下構造道路周辺の騒音予測のた
めの簡易計算法を提案している昨年度に得られた半地下道路における詳細な騒音放射特性測定データをリファレン

スに，エネルギーベース簡易計算法および 2次元波動数値解析法の妥当性の検証を行った．
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46. 室内音響に関する研究

助教授坂本慎一［代表者］，助手上野佳奈子，研究員佐藤史明，

博士研究員（日本学術振興会特別研究員）安田洋介，大学院学生牛山歩，

大学院学生中島章博，大学院学生長友宏

ホール・劇場等の室内音響に関する研究を継続的に行っている．今年度は，ホールの音場予測を目的とした 3次元
波動数値解析の研究として，実際のホールに対する数値解析と実測値の比較研究を行い，解析手法の適用性について
検討した．また，実際のホール設計段階におけるシミュレーションを行った．

47. 建物壁体の遮音構造の開発に関する研究

助教授坂本慎一［代表者］，顧問研究員橘秀樹，研究員佐藤史明，

博士研究員（日本学術振興会特別研究員）安田洋介，大学院学生朝倉巧，研究実習生崎本佑

建物壁体の遮音性能向上のための騒音制御技術の開発に関する研究を行っている．今年度は，自然換気設備の高遮

音化を目的とした換気ダクトユニットの開発研究について，ダクト内消音装附の具体的な形状設計を行い，平面波お

よび 2次元数値解析，実験室における遮音測定により検証を行った．

48. 音場の数値解析に関する研究

助教授坂本偵ー［代表者］，助手上野佳奈子，研究員佐藤史明，

博士研究員（日本学術振興会特別研究員）安田洋介，大学院学生牛山歩，
大学院学生郷原繁利，大学院学生朝倉巧，大学院学生中島章博

各種空間における音響・振動現象を対象とした数値解析手法の開発を目的として，有限要素法，境界要素法，差分法

~fi- に関する研究を進めている．本年度は，室内外音場予測に対する差分法の精度向上および適用性拡大を目的として，
計靡スキームに関する理論的検討を昨年度に引き続き行った．スキームによる ~t節精度の違いに関する理論的な考察
を行い，実物ホールのインハルス応答計靡，屋外騒音伝搬に対する応用を行った．また，昨年度からの継続として高
速多重極境界要素法の計算アルゴリズムに関する検討を行った．計算時間短縮のための反復解法の収束改善を行った

ほか，応用としてバルコニー空間の処理による外部騒音低減効果に関する研究を行った．

49. 音場シミュレーション手法の開発と応用に関する研究

助教授坂本慎一［代表者］，助手上野佳奈子，顧間研究員橘秀樹，協力研究員横山栄，
博士研究員（日本学術振典会特別研究員）安田洋介，大学院学生牛山歩，

大学院学生中島章博，大学院学生朝倉巧

ホール音場における聴感印象の評価，各種閑瑳騒音の評価等を目的とした 3次元音場シミュレーションシステムの

開発および応用に関して研究を行っている．本年度は， 3次元波動数値解析に基づく 6チャンネル音場シミュレーショ
ンシステムの妥当性検証のために実ホールに対する数値解析結果および実測に枯づくシミュレーションを比較し，シ

ステムの妥当性に対する枯礎的な研究を行った．またこれまで実験室内に構築した 3次元音場シミュレーションシス

テムを応用し，音楽錬習室の音場支援システムとして提供するための予備的検討を行った．

50. 教育施設の音環境に関する研究

助教授坂本慎一［代表者］，助手上野佳奈子，大学院学生中島章博

教育施設に求められる音響性能及びそれを実現するための音響設計手法の提案を目的として研究を進めている．本

年度は，近年音の間迎が顕在化しているオーフンフラン型教室間の音孵伝搬性能について，数値解析手法を用いて各

柿建築要素（形状や仕上げ条件）の影孵を定鼠的に検討した．また，音響性能が著しく異なるオーフンプラン型教室
で如測調杏を行い，数値解析による検討と合わせて複合的な建築条件と音響性能との関係を検証した．

51 . 空間の生成プロセスに関する研究（継続）

助教授曲渕英邦［代表者］，教授藤井明，助手今井公太郎，助手橋本憲一郎，

外国人協力研究員李城彰，大学院学生宮崎慎也，成瀬友梨，大場晃平，木村正博， WashGlen Ronald 

建築• 都市空間を構築するための設計フロセスの研究には，その基礎論として空間の生成フロセスを把握すること

が肝要である．本年度は，地下鉄大江戸線開通や六本木ヒルズ完成などのエホックにより，大きく変容した麻布十番

のフィールドスタディを試みた．これにより，エホックの前後で都市がどのような変容をしたか記述し，変容のプロ

セスを明らかにした．
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52. 文化としての空間モデルの計画学的研究（継続）

助教授曲渕英邦［代表者］，教授藤井明，研究員郷田桃代，助手今井公太郎，大学院学生鍋島憲司，

謝宗哲，松岡聡，六角美瑠，田中渉

建築都市空間は時代精神や場所性に根ざす文化の表現であり， 21 世紀に向けて新たな空間モデルを提案すること

は，今日の重要な計画学的課迎である．数年にわたり，「高温多湿気候に適応する環境負荷低減型高密度居住区モデ

ルの開発」という課辿を設定し，建築内部に十分なボイドを確保した「ホーラス型居住区モデル」の提案を行ってき

たこれまでに対象地域として，東京，ベトナム・ハノイ，台湾において，住届モデルを提案し，設計を行ってきた．

ハノイモデルは 2003年 6月完成した．本年度は、台湾の市街地を対象に，現実的なフロジェクトとして計画し，現

在建設中である．

53. 都市空間構成の形態学的研究（継続）

助教授曲渕英邦［代表者］，教授藤井明，助手今井公太郎，助手橋本憲一郎，

外国人協力研究員李城彰，大学院学生 AdrianaShima Iwamizu, 李東敷，福島慶介，高濱史子，王f 芙蓉，

Moi itaba Pourbakht 

本研究においては都市空間を構成する形態的要素に将目することで，その空間的特性を記述する手法の開発を行

うものである前年度は，上悔のオーフンスペースの変遷を歴史的に調査し，その変容過程が上梅の都市空間の発展

過程そのものと重なることを解明した．本年度では調杏により得られた写真圃像の解析を通して．都市空間の伝統的

な要素と祈しい要素との関係を明らかにした．

54. 都市空間の計画学的研究（継続）

助教授曲渕英邦［代表者］，教授藤井明，助手今井公太郎，助手橋本憲一郎，

外国人協力研究員李城彰，大学院学生 DietrichBollman, 矢野寿祥，奥山尚史，

Bei ta Solano Esteban Javier 

本研究は都市空間の形成に関与すると考えられる「物理的な環境」と「活動の主体としての人間」について，計画

学的な立場から，個別の分析を行うと同時に両者の統合を目指すものである．本年度はインターネット検索エンジン

により，東京すべての住所のヒット数を調査したこれによって，インターネット空間上の東京と現実の東京との場

所の連関を記述したこれにより，インターネット空間内に形成された都市における場所のネットワークの傾向を明

らかにした

55. 都市に関する文明史的研究

助教授村松伸［代表者］，技術職員谷川竜一，研究員深見奈緒子，

日本学術振典会外国人特別研究員包慕陣，大学院学生福元貰実也，大学院学生鳳英里子，

大学院学生林苺吾，大学院学生岡村健太郎，大学院学生白佐立，大学院学生補田智.::f,
大学院学生久保田修司

世界の都市の 5000年にわたる歴史を生態的，文明史的に類型化し，その変容を考究する．

56. 都市文化遺産・資産の開発に関する研究

助教授村松伸［代表者］，技術職員谷川竜一，研究員張復合，研究員深見奈緒子，研究員李江，

大学院学生銭毅，大学院学生鳳英里子，大学院学生伊藤潤一，大学院学生林憲吾，大学院学生白佐

大学院学生徳田哲司

現存する都市の追産，資産をいかに評価しそれを再利用するかを考究し，実際の都市の再生に資する．日本におい

ては京浜工業地楷，駒場キャンハス地区，外国においてはジャカルタ，マラッカ，サマルカンド，テヘランなどの調

査を実施する．

57. 都市文化遺産の社会還元に関する研究

助教授村松伸［代表者］，技術職員谷川竜一，大学院学生鳳英里子，大学院学生松田浩子，

大学院学生林憲吾，大学院学生岡村健太郎，大学院学生白佐立，大学院学生伊藤潤一，

大学院学生補田智子，大学院学生久保田修司

小学生，高校生等に都市を理解するための教育を行う手法を開発し，それを実施する．

58. 戦後アジア都市，建築に関する研究

助教授村松伸［代表者］，技術職員谷川竜一，大学院学生禅野靖司

日本を含むアジアの第二次世界大戦後の都市，建築について，歴史的なフレームを構築する．
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59. アジア近代の都市と建築の歴史的研究

助教授村松伸［代表者］，技術職員谷川竜一，研究員李江，大学院学生福元貴実也，

大学院学生林窓吾，大学院学生白佐立，大学院学生岡村健太郎，大学院学生補田智子，
大学院学生久保田修司，大学院学生中村 剛士，大学院学生徳田哲司，大学院学生山本義典

19, 20世紀のアジアにおける都市と建築の変遷をフィールドワーク，文献をもとに明らかにする．

60. ものづくり理論研究

特任助教授吉田敏

モノをつくる生産行為は，その理論化の軍要性が認識されてから多くの時間が経過したが，対象の持続的な変化に

より，未だに明確な手法論がほとんど存在しない．そのために，モノが生産される過程を記述し，分析を可能にする

ことが出来るような手法論を確立することを目的としている．また，確立された手法によりモノづくりに関する理論

展開を進めていくことになるが，対象をいかに継時的に，立体的に分析していくことを目標としている．

61 . 技術経営戦略（イノベーションマネジメント）理論研究

特任助教授吉田敏

近年，多くの研究者が様々な角度から技術革新に関する分析を進めてきた． しかし，それらの分析は対象の複雑化

から体系化されること無く，ますます視点の分散化を呈している．現在必要とされていることは，一つの視点から全

ての理論を体系化していくことであると考えられる．そのために，教科書に当たる一冊の内籍にまとめることを目標
に研究• 分析を進めている．

62. 人工物理論研究

特任助教授吉田敏

自然物に対し，人工物の特性を理論的に解析していく．自然科学の持つ手法は確立されているものが多く存在する

が，人工物を対象とした分析方法は皆無に等しい．ここでは，人工物の分析を進め，実社会で使用される人工物を具

体的に取り上げながら理論的分析を進めていく．
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計測技術開発センター

1 . 室内の換気・空調効率に関する研究（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，研究員吉野博，協力研究員金泰延，協力研究員伊藤

室内の空気温熱環境の形成に預かっている各種要因とその寄与（感度）を放射および室内気流シミュレーションに

より解析する．これにより一つの空調吹出口や排気口，また温熱源などが，どのように室内の気流・温度分布の形成

に関わっているか，またこれらの要素が多少変化した際，室内の気流・温度分布がどのように変化するかを解析する．
これらの解析結果は，室内の温熱空気環境の設計や制御に用いられる．本年度は暖房室内で開放型灯袖ストーブを燃
焼させた際の室内空気質の濃度分布性状について検討した

2. 数値サーマルマネキンの開発（継続）

教授加藤伯介［代表者］，助教授大岡龍三，研究員田辺新一，研究機関研究員梁禎訓

本研究は，サーマルマネキン等を用いた実験に枯づいて行われている人体とその周辺の環境場との熱翰送解析を，

対流放射連成シミュレーション，さらには湿気輸送シミュレーションとの連成により，数値的に精度良くシミュレー

トすることを目的とする．本年度は四肢と顎部，胸部などの局部形状を詳細にモデル化した人体モデルを作成し，こ

の人休モデルを用いた CFO解析により，人体局所形状の影響を考慮して，人体吸気領域の検討を行った．

3. 室内温熱環境と空調システムに関する研究（継続）

教授加藤信介［代表者］、助教授大岡 研究員近本智行、協力研究員金泰延，

大学院学生松田美由紀

良好な室内環境を得るための最遥な空調システムに関して，模型実験• 数値シミュレーションにより研究している．
OA化による室内熱負荷の増加・偏在化やオフィスのハーソナル化などにより従来の全般空調方式から個別制御可能

なハーソナル空調としてワイドカバー型空調およびスホットクーリング型空調を提案し．その有効性につて検討した．

4. 室内気流の乱流シミュレーションとレーザー可視化，画像処理計測手法の開発研究（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，協力研究員伊藤一秀

室内気流を対象とした乱流シミュレーション・可視化計測による流れ場，拡散場の予測，解析，制御のための手法

の開発を行う．特に，レーザー光を用いた流れの可視化による定性的な把握とともに定屈的な計測を行うシステム

の開発研究に咀点を1ifiく．模型実験での可視化により得られた流れ性状を数値化してシミュレーション結果と比較
し，その精度向上に務めた．

5. 室内化学物質空気汚染の解明と健康居住空間の開発（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，研究員伊香賀俊治，研究員田辺新一，研究員近藤靖史，
協力研究員伊藤—秀，中国建築科学研究院朱消宇，大学院学生徐長原，受託研究員長尾聡f

建築物・住宅内における化学物質空気汚染に関する問題を解明し，健康で衛生的な居住環境を整備する．研究対象

物質としてホルムアルデヒド， voe,有機リン系農薬及び可塑材に将目するこれら化学物賀の室内空間への放散及

びその活性化反応を含めた汚染のメカニズム，予測方法，最適設計・対策方法を解明すること，その情報データベー

スの構築を目的とする．本年度も昨年度に引き続き，実大スケールの家具などの製品からの揮発性有機化合物の放散
性状について検討したまた，室内居住域の化学物質濃度を健康で衛生的な範囲内に留めるための多岐にわたる建材

使用の条件，室内換気方法，除去分解方法を具体的に提案する．

6. 高密度居住区モデルの開発研究（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，研究員伊香賀俊治

人口爆発を止めることは困難であり、人類は好むと好まざるに拘らず，都市において高密度届住の道を選ばざるを

得ない．高密度居住を積極的に利用して、効率的で，高いサステナビリティ性を備えた、そして環境負荷の少ない届

住区モデルを開発する．本研究では都市負荷の最小化を目指して高密度居住区を計圃し｀その環境負荷削滅効果を

明らかにするとともに食料生産ヒーリング等のための耕地地区緑地地区と高密度居住地内のバランスのとれた配
附計画方法を提案する．本年度はベトナム・ハノイに建設されたボイドを内在させ大規模開口からの自然換気を積極

利用したハノイ実験住宅についてエネルギー収支型通風計算モデルにより換気量評価を行いその有効性を検討した．
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7. 風洞実験・ 室内気流実験で用いる風速並びに風圧変動測定方法の開発に関する研究（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，研究員小林信行，研究員近藤靖史，

技術専門職員高橋岳生，大学院学生河野良坪

建物周辺気流に関する風洞実験や室内気流実験で用いる平均風速，風速変動の 3次元計測が可能な風速測定器の開

発・実用化および変動風圧の測定法等の開発に関し，研究を進めている．本年度も前年度に引き続き， PIV流速計に
より等温室内気流，および非等温室内気流の乱流統計屈を測定し，その特性を解析した．また，高府集合住宅におけ

る給気口と排気口位置の 2点間の風圧変動の特性について多点圧力計による模型実験を行った．

8. CFD解析に基づく室内温熱環境の自動最適設計手法の開発（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，協力研究員金泰延

本研究は，室内環境 CFO(Computational Fluid Dynamics) 解析シミュレーションに基づく室内温熱・空気環境の自

動最適設計手法を開発することを目的とする．これは室内の環境性状を設計目標値に最大限近づけさせるための室内

の物理的な境界条件を求める手法，すなわち逆問題解析による環境の自動最適化設計手法の枯礎的な検討を行うもの

である．本年度は GA(遺伝的アルゴリズム GeneticAlgorithm)を導入し，より少ない計算鼠で広範な条件から複数の
最適条件候補を探索する手法を検討した．特に，気象条件などの外部環境条件を確率変数として扱い，対応して空調

などのアクティブ制御によって決まる室内環境の要素を考慮して室内の形状などの設計要素を GAにより最適化する

方法を検討した．

9. 市街地大気汚染拡散メカニズムの解明と最適制御手法の開発（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，技術専門職員高橋岳生，助手黄弘

近年の大都市部における窒素酸化物 (NOX)や粒子状物質 (SPM) による市街地沿道の大気汚染は，自動車排ガス

規制など種々の施策にもかかわらず，昭和 60年以降はむしろ悪化の傾向を示している．これは市街地の高府化や道

路の複府化など，高密度な空間利用による風通しの悪さにより，自動車排ガスがストリートキャニオン内で滞留する

ためと考えられる．本研究では，風洞実験と CFOを用い，市街地大気汚染拡散メカニズムを解明し，光触媒の最適配

岡など低コストで効率的な大気汚染制御手法を開発している．

10. 省エネルギーと IAQ向上を実現する非結露型空調方式の開発（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，大学院学生祭訛賢

デシカント空調システムは，カビ・細菌等による建物屋内の IAQOndoor Air Quality空気質）の低下を改善するこ

とが期待され，関連する研究も多い． しかし，一般的なデシカント空調システムは，効率 (COP)が 1以下であり，

省エネルギーの観点から見ると，除湿ローターの再生用のエネルギーとして低温排熱を利用することがないかぎり，

通常のヒートホンフを川いた冷却滅湿システムの効率に遠く及ばない．また，室内で非結露を確実に担保するための
条件整理も充分になされていない．本研究では， CO2ヒートホンフをデシカント空調システムに組み込み，省エネル

ギー性と建物内及び空調システム内の非結飯の実現による IAQの向上を同時に実現し，低温排熱がない場合にも適用

できる点i効率のデシカント空調方式を開発することを目的とする．

11 . 自然換気併用オフィスにおける可搬型パーソナル空調機の研究開発（継続）

教授加藤信介［代表者］，助教授大岡龍三，研究機関研究員梁禎訓，産学官連携研究員朱晟偉，
大学院学生松田美由紀

空調エネルギー削減の方策として，政府により冷房設定温度 28℃の奨励が行われているが，我慢を強いる省エネ

対策は民間への普及を阻害し，快適性• 生産効率の低下，窓際• 高負荷エリアなどでの暑さといった弊害が生じてい
る．本研究では，省エネルギーど快適性を両立させ，かつ既存の建物制御システムにも容易に採用可能な安価で可搬

咽(})ハーソナル空調機を開発している特に居室内の限られたタスク領域をなるべく均一温熱環境となるよう制御

し，タスク域の人体が大きな熱的不均一環境場にl靱されないようにするタスク域ワイドカバー型ハーソナル空調を提

案している．

12 . 都市の環境安全シミュレータ EVESAYFAの研究開発

教授加藤信介［代表者］，助手黄弘，産学官連携研究員朱晟偉，大学院学生寺畑享子

文部科学省は，わが国の知的晶盤整備の一環として平成 17- 19年度実施の「戦略的革新的シミュレーションソフ

トウェアの研究開発」フロジェクトを実施している．本研究はその一環として，都市の環境安全シミュレータ EVE

SA YFA (Enhaccd Virtual Environment Simulator for Aimed and Yielded Fatal Accident) の研究開発である．大規模な地下

街，超高層ビルなどは，その非線形な複雑性故に防災設備の作動条件のわずかな違いが拡大し，大規模な災害に発展

する危険性を秘めている．「都市の環境安全シミュレータ」は，地下街，建物内を対象とし，この非線形な現象を相

応の精度で詳細に解析し，災害を防止あるいは低滅するための環境，安全性を正確に予知し，評価するものを目指し

ている．
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13. 建築基準法の集団規定のための風環境評価に関する研究

教授加藤信介［代表者］，助手黄弘，産学官連携研究員石田義洋

建築物が満たすべき性能項目について法律で規定し，その具体的な性能基準を政令で明らかにし，各性能について
その晶準を充足するものであれば自由な設計を認める「性能規定」という考え方が建築基準法に採用されつつある．

本研究では，集団規定の性能規定化へ向けて，市街地環境の一つである風環境に関して，性能項目，性能基準，一般
的検証法と例示仕様について検討を行う．市街地に要求される最低限の環境性状を整理し，この最低限の環境を確保

するための市街地の形態の条件，更にはよりよい環境を確保するには市街地の形態がどのような条件を持つべきかを

明らかにすることを目的とする．

14. 高機能バイオセンサーの開発

助教授立間徹［代表者］．助手高田主岳，博士研究員野津英男、

学術研究支援員小森喜久夫、大学院学生四反田功．大学院学生古田盟

藻類細胞や酵素，酵素のモデル系を利用したバイオセンサーを開発している．環境中の毒性物質の検出や、物質の心

性スクリーニングなどへの応用をめざしている感度やダイナミックレンジの制御が可能なシステムも開発している．

15 . 金属ナノ粒子を用いたプラズモン光電気化学

助教授立間徹［代表者］，助手高田主岳，博士研究員田腸，大学院学生松原 ・喜，

大学院学生干克鋒，大学院学生鈴木健太郎，大学院学生南高

金属ナノ粒子と半導体を組み合わせて，プラズモン共鳴に基づく電荷分離と光電気化学反応過程の解明を行ってい

る．また，増感型太陽電池や光触媒，多色フォトクロミック材料などのエネルギー変換および情報変換材料・ デバイ

スヘの応用を試みている．

16. 新しい光触媒材料と応用法の開発

助教授立間徹［代表者］，助手高田主岳， w士研究員野律英男．

受託研究員齋藤修一，大学院学生久保若奈，大学院学生邸橋 1幻侭

酸化チタン光触媒による非接触酸化反応の機構について研究するとともに，この現象を固体表面の二次元ハターニ
ングに応用する光触媒リソグラフィー法の開発と評価を行う．また，酸化チタン光触媒から得られる遠元エネルギー
や酸化エネルギーを貯蔵し，夜間にも利用しようというエネルギー貯蔵型光触媒の開発も行う．

17 . メカノエレクトロケミカル材料・デバイスの開発

助教授立間徹［代表者］，助手高田主岳，大学院学生宮崎太地，大学院学生細田康介

種々の電気化学活性ゲルやホリマーなどを合成し，これらを用いて，機械エネルギーと電気，光，化学エネルギー

などとの相互変換について研究している．ソフトアクチュエーターや圧力電池などへの応用をめざしている．
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1. NOAA衛星画像データベースシステムの構築（継続）

教授喜連川優［代表者］，根本利弘

リモートセンシング画像等の巨大画像の蓄積には巨大なアーカイブスペースが不可欠である．本研究では， 2テラバ

イトの超大容鼠 8111111テーフロボテックスならびに 100テラバイトのテーフロボテックスを用いた 3次記憶系の構成

と，それに括づく衛星画像データベースシステムの構築法に関する研究を行なっている．本年度は， 03から 9840なる

新たなメディアに変更すると伴に試験的に階層記憶システムの運用を開始しその問題点を明らかにした．又，従来

データのローディングを継続的に行った．

2. ファイバチャネル結合型分散ディスクシステムの研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，協力研究員小口正人，産学官連携研究員合田和生

100台の Pcntiu111Proマイクロフロセッサを用いたデスクトッフハーソナルコンヒュータを ATMネットワークによ

り結合した大規模 PCクラスタを構築した．ハソコン用マイクロフロセッサの性能向上はワークステーション用 RISC

に匹敵するに到っており，且つ大幅な低価格化が進んでいる．本研究ではコモディティのみを利用した超廉価型 PCク

ラスタを川い大規模データマイニング処理を実装し，大きな価格性能比の向上を達成した．本年は他の PCから未利用

メモリを動的に確保する手法に関し，手々の手法を実装しその特性を詳細に評価をすすめた．

3. ファイバチャネル結合型分散ディスクシステムの研究（継続）

教授喜連川艇［代表者］，産学官連携研究員合田和生，大学院学生星野喬

00台の Pcntiu111Proマイクロフロセッサを用いたデスクトッフハーソナルコンヒュータを ATMネットワークにより

結合した大規模 PCクラスタを構築した．ハソコン用マイクロフロセッサの性能向上はワークステーション用 RISCに

匹敵するに到っており，且つ大幅な低価格化が進んでいる．本研究ではコモディティのみを利用した超廉価型 PCクラ

スタを用い大規模データマイニング処理を実装し，大きな価格性能比の向上を達成した．本年は他の PCから未利用メ

モリを動的に確保する手法に関し，手々の手法を実装しその特性を詳細に評価をすすめた．

4. スケーラブルアーカイバの研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，根本利弘

現在，大容械アーカイプシステムは，導入時にその構成がほぼ静的に決定され，柔軟性が必ずしも高くない．本研究

では， 8mmテーフを利川し，比較的小規模なコモディティロボテックスをエレメントアーカイバとし，それらを多数

台並附することで任紘の規模に拡張可能なスケーラプルアーカイバの構成法について研究を進めている．本年度は

9840に代表される最近の新しいテーフ装i性のハラメータを想定しリフリケーション手法に関しシミュレーションを

行いその有効性を確認したさらにツ VDアーカイバヘの適用についても検討した．

5. デジタルアースビジュアリゼーション（継続）

教授喜連川優［代表者］，科学技術振脚特任研究員安川雅紀

柿々の地球環境データを統合的に管理すると共に多元的な解析の利便を図るべく VRMLを用いた可視化システム

を構築した時間的変化を視Jt的に与えることにより，大輻に理解が容易となると共に柔軟な操作が可能となり，

ユーザに公開しつつある．本年度はバーチャルリアリティシアターを用いた大規模視党化実験を進めた．

6. バッチ問合せ処理の最適化に関する研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，助手中野美由紀

複数の間合せの処理性能を大幅に向上させる主記槌および 1/0共用に晶づく新しい手法を提案すると共に，シミュ

レーションならびに実機上での実装により有効性を明かにした．

7. サーチエンジン結果のクラスタリングとマイニング（継続）

教授喜連川優［代表者］，博士研究員 Yilong Wang, 大学院学生楊征路

サーチエンジンは極めて多くの URLをそのサーチ結果として戻すごとから，その利便性は著しく低いことが指摘さ

れている．ここではインリンク，アウトリンクを用いた結果のクラスタリングによりその質の向上を試みる．いくつ

かの実験により質の高いクラスタリングが可能であることを確認した．
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＼「I.研究および発表論文

8. Webマイニングの研究（継続）

教授喜連川艇［代表者］，大学院学生高橋克己

WWWのアクセスログ情報を多く菊積されていることから， W WWログ情報を詳細に解析することにより，ユーザ

のアクセス傾向，時間シーケンスによるアクセス頻度などにおける特有のアクセスハターンの抽出を目的としたマイ

ニング手法の開発を試みた．

9. W輝におけるコミュニティ発見手法に関する研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，特任助教授豊田正史，産学官連携研究員鍛冶伸裕

全日本ウェブグラフのクローリングにより，我国全体の WEBグラフの抽出を行うと同時に，当該グラフから密な

部分グラフを抽出するいわゆるサイバーコミュニティ抽出実験を行い，そのアルゴリズムの有効性を確認した．タギ

ングの質の向上を目指すと同時に，可視化ツールの構築を試みた．

10. W鼎におけるスパムリンク発見手法に関する研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，特任助教授豊田正史，大学院学牛小野柘史

ウェブの検索エンジンの上位に位骰するためのスハムリンクの Webリンク構造解析を行い、今までに収集した令11
本ウェプグラフから，スハムリンクと思われる部分グラフの抽出と統計情報を調べた

11. W鼎における時間経過におけるコミュニティ変化に関する研究（継続）

教授喜連川艇［代表者］，特任助教授豊田正史，産学官連携研究員田村孝之，

大学院学生 KulwadeeSomboonviwat 

全日本ウェブグラフのクローリングを数ヶ月おきにアーカイブすることにより，それぞれの時点での我[El令体の

WEB グラフからサイバーコミュニティを抽出し，時間変化によるコミュニティの変化を調べ. WWW 卜における社

会的影響の確認をした．

12. 最大フローアルゴリズムを用いた Web空間クラスタリング手法の研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，産学官連携研究員今藤紀f

ウェプコミュニティを抽出する手法として， HITSなどの手法と比較してトヒックドリフトのおこりにくい最大フ

ローアルゴリズムを用いたコミュニティ抽出手法の提案を行い， 2002年度の日本国内のウェプスナッフショットを用

いて，提案した手法の特性について調べた．

13. ウェプコミュニティを用いた大域ウェブアクセスログ解析の研究

教授喜連川俊［代表者］，学術支援研究員大塚真吾，大学院学生 BowoPrasetyo 

本研究では類似したウェブページを抽出するウェプコミュニティ手法を用いたハネルログ解析システムの提案を

行い， URLを枯にした解析では捉え難い大域的なユーザの行動ハターンを抽出した．

14. パブリッシュ・サプスクライプシステムにおける UB-Treeインデクスに関する研究

教授喜連川優［代表者］，産学官連携研究員 BotaoWang, 大 学 院 学 生 張 旺

多鼠のデータを扱う高性能なハブリッシュ・サブスクライブのシステムの構築を目指し，イベントマッチングの高

速処理を可能とする UB-TREEインデクス処理方式を提案し，シミュレーションを用いてその有効性を調べた．

15. i-SCS Iの研究

教授喜連川艇［代表者］，博士研究員山口実靖

i-SCSIを用いた二次記憶システムにおける高速アクセス方式について検討を行った

16. Peer to Peer環境における R-Treeインデクスの研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，学術支援研究員 AnirbanMonda! 

Peer to Peerで構成される大規模分散システムにおける効率のよい負荷分散方式について検討を行い，シミュレー

ションを用いて提案した方式の有効性にツいて調べた．

223 



＼「I.研究および発表論文

17. W鼎におけるコミュニティ発見手法に関する研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，特任助教授豊田正史，産学官連携研究員鍛冶伸裕

全日本ウェブグラフのクローリングにより，我国全体の WEBグラフの抽出を行うと同時に当該グラフから密な

部分グラフを抽出するいわゆるサイバーコミュニティ抽出実験を行い，そのアルゴリズムの有効性を確認した．タギ

ングの質の向上を目指すと同時に，可視化ツールの構築を試みた．

18. W輝におけるスパムリンク発見手法に関する研究（継続）

教授喜連川優［代表者］，特任助教授豊田正史，大学院学生小野拓史

ウェブの検索エンジンの上位に位附するためのスハムリンクの Webリンク構造解析を行い，今までに収集した全日

本ウェプグラフから，スハムリンクと思われる部分グラフの抽出と統計情報を調べた．

19. W鼎における時間経過におけるコミュニティ変化に関する研究（継続）

教授喜連川艇［代表者］，特任助教授豊田正史，産学官連携研究員田村孝之，

大学院学生 KulwadeeSomboonviwat 

全日本ウェブグラフのクローリングを数ヶ月おきにアーカイプすることにより，それぞれの時点での我国全体の

WEB グラフからサイバーコミュニティを抽出し，時間変化によるコミュニティの変化を調べ， WWW上における社

会的影響の確認をした．

20. マルチメディア地図の構築と応用に関する研究

教授坂内正夫［代表者］，協力研究員大沢裕，助手（埼玉大）川崎洋

災害への対応や高度な交通管理施設管理などにおいて我々の社会活動の枯盤である都市の現況情報をリアルタイムに

表現、把握することが不可欠である．本研究では，従来の図形ディジタル地図に加えて，リアルタイム映像航空写具，

異形態地図等を統合した拡張された地図（マルチメディア地図）データベースの構築とその応用方式の研究を行っている

21. 次世代対応型ディジタル放送システムの研究

教授坂内正夫［代表者］，助教授上條俊介，大学院学生武小萌

ディジタル化された放送は，高度なサーピス提供の可能性を持っている・ 本研究では，放送映像の構造化フレーム

ワークとそれに晶づく放送用ハイハーメディアアーキテクチャ，更には映像認識手段との複合による高度な対話性等

を具備したマルチメディア時代のディジタル放送サービス提供技術の開発を行なっている・ 本年度は，従来システム

の認識性能を一肘向上させる幾つかの方式を創案，開発し，有効性の実証を行った．

22. ITSのターゲット重点化とその実現のための基盤技術の研究

教授坂内正夫［代表者］，大学院学生川原尊徳，大学院学生藤平健二，

大学院学生劉小路，大学院学生劉明哲

安全性，環境，利便性という ITSの目標を更に重点化するフレームワークの研究と，それを実現するために基盤と

なる交迎現象の高度な認識システムの開発を行い，首都高速等の実用局面での検討を合わせて行った．

23. 影に基づく光源推定の周波数解析と Haarウェープレットを用いた適応的手法の提案

技術職員岡部孝弘，民間等共同研究員佐藤いまり，助教授佐藤洋一［代表者］

両像を手掛かりに光源分布を推定する逆間迎は inverselightingと呼ばれ，鏡面反射成分，拡散反射成分，および，

影（キャストシャドウ）に枯づく 3つのアフローチが提案されている．本研究では，影に晶づく光源推定がなぜうま

く働くのかを明らかにするとともに，どのような基底関数が推定に適しているのかについて議論した．まず，球面調

訓町l数をmいた推定法を提案して周波数空間における解析を行い，影に基づく光源推定の利点と間迎点を明らかにし

だ次に，周i皮数空間における考察に枯づいて，コンハクトなサホートと疎な展開係数を持つ Haarウェープレットを

mいた効率的な推定法を提案した最後に，球面調和関数を用いた手法と Haarウェーブレットを用いた手法を比較し

た実験結果を報告した．

24. 複雑照明下における運動物体の反射特性の推定

大学院学生杜非．技術職員岡部孝弘，助教授佐藤洋一［代表者］，研究協力員杉本晃宏

本論文では，未知lの複雑照明下で運動する Lambert物体の画像列から，シーンの光学的特性を獲得するための手法

を提案した．提案手法は，拡散反射の見えの球面調和関数を用いた表現に基づいており， ShapeFrom Motion (SFM) 
で得られる物体の形状と組み合わせることにより，運動物体の圃像列のみから物体表面のアルピドと光源輝度分布を

推定する．本手法を用いて SFMの枠組みで光学的モデルを獲得することにより，任意姿勢かつ任意照明下の物体の

両像を合成することができる．合成画像および実画像を用いた実験を行い，提案手法の有効性を確認した．

224 



＼「I.研究および発表論文

25. 近接光源下における物体の見えの近似のための画像分割とその効果

技術職員岡部孝弘，助教授佐藤洋一［代表者］

近接光源下における物体の見えは，光源の方向と光源までの距離が物体表面上で変化するために，解析が容易では

ない．ところが，物体表雁上の微小領域に注目すると，領域内では光源の方向と距離の変化が小さいため，遠方光源

を仮定した技術を遥用することができる．本稿では，近接光源下における物体の見えを近似するための画像分割につ
いて，次の 3つの考察を行った第一に，近接光源下の物体の画像を矩形に分割した場合の近似精度を実験的に評価

し，画像分割そのものの効果を確認した第二に，近接光源下における物体の見えを近似するための画像分割法を提

した．提案手法では，物体の幾何学的および光学的特性と光源分布の確率密度を考慮して，近似の意味で適切な分

割を設計する最後に近接光源下における顔認識への応用の可能性についても検討した．

26. 視野を共有しないカメラ群を用いた人物行動軌跡の推定

大学院学生小林費訓，助教授佐藤洋一［代表者］，研究協力員杉本晃宏

安全• 安心な社会環境の実現のため，監視カメラ映像の解析技術への期待は大きい． しかし，監視カメラの普及が

進む一方で，広大な人々の活動空間や，フライバシの間辿などにより，人物の行動すべてをカメラで観察することは
困難であることが多い．そのため，環境に疎に分散配岡された視野を共有しないカメラ群からの梢報を統合し，人物

の行動を計測する技術が重要となる．環境に疎に分散配阻された視野を共有しないカメラ群による人物の行動計測で

は，複数のカメラで観察される人物の同一性推定や，カメラで観察されない箇所における人物の行動推定などの課題

があるが，このうち後者の課姐に焦点をあて，環境の知識をシステムに与えることで屋内における人物の行動軌跡を

カメラで観察されない箇所においても良好に推定する手法を提案した．

27. 目領域の切出しの不定性を考慮した低解像度画像からの視線方向推定

大学院学生小野泰弘，技術職員 岡部孝弘，助教授佐藤洋一［代表者］

本稿では， appearance-basedmethodsの枠組みで低解像度の目の画像から視線方向を推定する手法を提案した．低解
像度画像の入力を前提とすることで，被計測者をカメラの近傍に拘束しないという利点がある一方，目の領域を安定

に切り出すのが困難になるという欠点をあわせ持つ．そこで提案手法では様々な切り出しの目画像の学習ハタンに

対して，通常の SYD(Singular Value Decomposition) を複数のモードを取り扱えるように拡張した N-modeSYDを適

用することにより，目領域の切出しの不定性に対処したこの N-modeSYDを用いることにより，視線方向の変動の
モードと切り出しの変動のモードを注意深く分離し，視線方向の変動を反映する特徴量を抽出した．実圃像を用いた
評価実験を行うことにより，提案下法がモードの分離を行わない従来の PCA(Principal Component Analysis)よりも優

れていることを確認した

28. 顔表面の位置相関を考慮した MAP推定に基づく任意照明下における顔認識

研究協力員島野美保子，技術職員 岡部孝弘，助教授佐藤洋一［代表者］

本研究では，各人物について一枚の登録画像のみが与えられている場合の任肱照明下のテスト画像に対する顔認識

手法を提案する．近年， SimとKanadeによって，複数人物を様々な照明条件下で撮影した大量の画像集合から得れる

統計砒とランバートモデルとを組み合わせた統計的 shapefrom shading手法により，祈たな人物に対する 1枚の登録圃

像から，異なる照明条件下の拡散反射成分のみではなく，ハイライトや相互反射などの成分まで合成することが可能
になることが示された彼らはこの手法を用いることにより，登録画像と大きく異なる照明条件下の顔画像に対して

も正しく人物を認識することができることを報告している．しかしながら，この手法は各々の圃素を独立に扱ってい

るため，登録画像に影を生じている場合には影領域内の点については形状や反射特性といった個人性を復元できない

という間題があったこれに対し，本研究では複数画素間における法線方向やアルベドの相関を考慮することにより，

部分的に影になった領域においても，新しい照明条件下の頻画像を正しく合成できる手法を新たに提案する．本稿で

は，提案手法のアルゴリズムを説明し，実頒画像を用いた実験結果により提案手法の有効性を示す．

29. Steerable Projector Calibration 

博士研究員 AshdownMark, 助教授佐藤洋一［代表者］

A steerable projector is a digital projector whose beam can be moved under computer control to illuminate different objects in 

its environment. Various projects have explored the possibilities of steerable projectors but they have not addressed the calibration 

of a generalized optical and mechanical system. We have devised a method for calibrating a device comprised of a projector and a 

pan-tilt mirror. It starts by obtaining the internal parameters of a camera and the projector. Then, the pan-tilt mirror is placed in a 

series of positions and for each one the apparent projector position is calculated from a pattern projected onto a flat surface. From 

those readings a coarsc version of the steerablc projector parameters is obtained, which is then iteratively refined. We have tested 

our algorithm using a real pan-tilt projector, and a range of simulated data. 
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30. Combining Head Tracking and Mouse Input 

博士研究員 AshdownMark , 大学院学生岡兼司，助教授佐藤洋一［代表者］

The use of multiple LCD monitors is becoming popular as prices are reduced, but this creates problems for window management 

and switching between applications. For a single monitor, eye tracking can be combined with the mouse to reduce the amount of 

mouse movement, but with several monitors the head is moved through a large range of positions and angles which makes eye 

tracking difficult. In our system, head tracking is used to switch the pointer between monitors, and the mouse is used to move it 

within each monitor. We have performed experiments that showed that users required significantly less mouse movement with the 

tracking system, and preferred using it. 

31. Radiometric compensation in a projector-camera system based on the properties of human 

vision system 

大学院学生王東，民間等共同研究員佐藤いまり，技術職員岡部孝弘，

助教授佐藤洋一［代表者］

We introduce a novel technique for performing radiometric compensation for a projector心 camerasystem that projects images 

onto a textured planar surface, whieh is designcd to minimize perceptual artifacts visible to observers according to a model of the 

human vision system. A projector-camera system has previously been proposed for projecting images onto an arbitrary surface 

using radiometric compensation, however the dynamic range of a projector is physically limited there are some textures that cannot 

be compensated correctly. Also, human eyes are sensitive to artifacts introduced in this way. Our technique is designed to provide 

compensated images with perceptually less noticeable artifacts while preserving enough brightness and contrast in the output. We 
develop an optimization framework based on a perceptually-based physical error metric to minimize perceptible artifacts in the final 

compensated images by compressing the contrast of the input images. 

32. 拡散光源を用いた物体の見えの標本化

民間等共同研究員佐藤いまり技術職員岡部孝弘．助教授佐藤洋一［代表者］，教授池内克史

任意光源環境下における物体の見えは周波数領域で定義される部分空間を用いて精度良く表現できることが従来研

究により示されている．この部分空間は，任意照明下での顔認識や画像合成の研究分野において有効に利用されてき

だしかしながら、複雑な形状や反射特性を持つ実物休を対象とした場合部分空間を張る晶底画像を準備することは

容易ではない．本研究では，点光源ではなく面積を持った拡散光源を用いて物体表面の見えを観察することにより物
体表面の反射特性の周波数帯域に制限をかけて不十分なサンフリングに起因するエイリアシングの間閣を回避して基
底画像を獲得する手法を提案する．拡散光源の利用により、複雑な反射特性を持つ物体表面に対しても，物体表面の持
つ周波数幣域に左右されず，球面調和関数のサンフリング定理に枯づき枯底画像を獲得することが可能となる．

33. Deleted Interpolation Using a Hierarchical Bayesian Grammar Network for Recognizing 

Human Activity 

大学院学生 KrisM. Ki tani, 助教授佐藤洋一［代表者］

From the viewpoint of an intelligent video surveillance system, the high-level recognition of human activity requires a priori 

hierarchieal domain knowledge as well as a means of reasoning based on that knowledge. We approach the problem of human 

activity recognition based on the understanding that aetivities are hierarchical, temporallyconstrained and temporally overlapped. 

While stochastic grammars and graphical models have been widely used for the reeognition of human activity, methods combining 

hierarchy and complex queries have been limited. We propose a new method of merging and implementing the advantages of both 

approaches to recognize activities in real-time. Toaddress the hierarchical nature of human activity recognition, we implement a 

hierarchical Bayesian network (HBN) based on a stochastie context-free grammar (SCFG) . The HBN is applied to digressive 

substrings of the current string of evidence via deleted interpolation (DI) to calculate the probability distribution of overlapped 

activities in the current string. Preliminary results from the analysis of activity sequences from a video surveillanee camera show 

the validity of ourapproach. 

34. 頭部変形モデルの自動構築を伴う実時間頭部姿勢推定

大学院学生岡兼司，助教授佐藤洋一［代表者］，協力研究員中西泰人，協力研究員小池英樹

本研究では，時系列フィルタを用いて実時間でユーザの頭部の 3次元姿勢を安定して推定するためのシステムを提
案する．本システムは初期化時に自動的に獲得された 3次元モデルをもとに，入力画像列に対して実時間で頭部姿

勢を推定する特に，フィルタの動作モデルにおける仮説の拡散を適応的に制御することにより，ユーザの頭部が静

止している場合の推定精度を高く維持すると同時に，ユーザが突発的に動作する場合の追従性を向上させることに成

功しているまた，頭部姿勢推定に関する従来手法では，頭部変形モデルを事前に準備する必要があるため，その準

備作業が完了するまでは頭部姿勢を推定することが不可能であった．ごれに対し，本手法では頭部姿勢推定と並行し
て頭部変形モデルを構築し，さらにそのモデルの精度を随時向上させるための機構を実現している．そして，モデル

の精度が向上するにつれて，頭部姿勢推定の性能も逐次的に向上する．
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サステイナブル材料国際研究センター

1. 貴金属の回収• 分離・精製における新規プロセスの開発

教授前田正史［代表者］，大学院学生伊藤順一，助手三宅正男

貰金屈はその特異な物理的化学的特徴から，宝飾品としての利用のほか高機能な電子，触媒，接合材料等として幅

広く使われている．このような製品中に複合化，微細化され存在する賀金属を，廃棄スクラッフから効率よく回収す

るフロセスが望まれている．本研究では廃棄物からの貴金屈の回収フロセスの最適化を目指し，その一環として化
合物生成反応を利用した分離フロセスの検討を行っている．

2. 貴金属の新規回収プロセスの開発

教授前田正史［代表者］，大学院学生佐々木秀顕，助手三宅 iE男

貴金屈は用途が多岐に渡り消費が拡大傾向にあるが，産出量が少なく非常に高価である．そのためスクラッフから

の高効率な回収フロセスが必要とされているが，貫金屈が製品中では微細な形状で利用されておりまた化学的に高

い安定性を有しているために高効率での回収は困難である．そこで，スクラッフに金属蒸気を接触させることで貴金
屈を溶解性の高い化合物にするフロセスを開発している．本研究では，貴金属に亜鉛蒸気を接触させて生成する化合

物相の酸への溶解速度をチャネルフローニ重電極法により評価している．

3. ニッケル水素電池負極合金のリサイクル

教授前田正史［代表者］，大学院学生細川侑｀技術専門職員木村久雄｀助手三宅正男

ニッケル水素電池はハイブリッド自動車の電源として使用されている．ハイプリッド自動車は急速に普及しており，

今後，使用済み電池が大屈に回収されることが予想される．ニッケル水素電池にはニッケルコバルト，希土類元

素が主成分として含まれるものの，現状のリサイクル技術を活用してもこれらを経済的に回収することは困難である．

本研究では，負極材の水素吸蔵合金を酸化させることなく、合金状態のまま効率良く，分離・回収する技術の開発を

行う．電極材料に含まれる水酸化ニッケルを水素還元して酸素源を除去し，高温で溶解する方法を研究している．

4. 質量分析法を用いたりん・カルシウム酸化物の熱力学

教授前田正史［代表者］，大学院学生永井崇，助手三宅正男

我が国ではふっ化物の地表面の排出規制がある．そのため，溶銑処理で多用されてきた CaF2含有フラックス）Tlい

ずに脱リンを行いたい．そこで，溶銑処理での炭素飽和鉄と CaO-P2伍系フラックスの平衡反応を想定し，炭素飽和
鉄およびフラックス中のリンの熱力学的な研究を行っている．

5. 質量分析法を用いた合金の熱力学測定

教授前田正史［代表者］，大学院学生小笠原泰志，助手三宅正男

新しい熱力学データの測定方法として，ダブルクヌーセン-質鼠分析法の開発を行っている．この方法は，試料の

蒸気圧を質鼠分析器により直接測定しており，これまでの化学平衡を用いた間接測定より正確な熱力学データが得ら

れる．本研究ではこのダブルクヌーセン_質量分析法を用い，溶銑処理の最適化を目的とし， Fe-P-Csat系， Fe-Csat系
等の熱力学データ測定を行っている．

6. 冷陰極グロー放電型電子ビーム溶解装置を用いた，低真空下での Si精製

教授前田正史［代表者］，助手三宅正男

現在太陽電池に用いられている Siには専用の製造フロセスが無く，大半は半導体用多結晶 Siの余剰生産能力と半
導体用 Siの高純度スクラッフによって賄われている． しかし現在の急激な太陽電池用 Siの術要の伸びに対し，新た

な製造のプロセス開発が必要となってきている．太陽電池には用いられない低純度スクラッフ Si中の揮発性不純物除

去には高真空下での電子ビーム溶解精製が有効とされているが，高真空を達成するには大型の設備および維持費が

必要である．これらの低減を目指し本研究では， I~10Pa 程度の内圧で EB 照射可能な冷陰極グロー放屯型電子ビー
ム溶解装戦を利用した，より安価な太陽電池原料 Si製造のフロセス開発を試みている．

7. 溶融 Si中Bの除去法に関する研究

教授前田正史［代表者］，大学院学生脇本佳季，助手三宅正男

近年，太陽電池濡要が拡大する中，原料の供給が逼迫している．これまで利用されていなかったドーハントi農度が

高いスクラップから不純物を除去できれば安価な原料・の確保ができる. Si中の不純物除去には具空溶解による不純物

の｛翡先蒸発除去が有効である.n型ドーハントの Pや Sbはその除去法が確立されつつあるが， p型ドーハントの Bは

依然として除去速度が遅く Siの歩留が低いなどの問迎がある．本研究では，高真空下における電fビーム溶解による

Si中Bの除去の可能性を探査している．
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8. 電子ビーム溶解装置を用いたシリコン精製に関する研究

教授前田正史［代表者］，民間等共同研究員山内則近

スクラッフシリコンを出発原料とした，シリコン精製に関する研究を行っている．半導体や太陽電池に使用される

シリコンは，半導体でイレプン 9, 太陽電池でセプン 9の純度が必要だといわれている．また，シリコンは活性が高

く，精製が難しいため，一部条件の良い場合を除いて，リサイクルされていない．千葉実験所に設骰した，最大出力

400kWの特殊電子ビーム溶解装岡を用いて，スクラップシリコンの精製に関する研究を準商業規模で行っている．ス

クラップシリコンを出発原料とした精製により， 30kg太陽電池級シリコンインゴットの作製に成功した．また，同技

術を発展させ，半導体級純度への精製法および周辺技術について研究している．

9. 問題物質の適正処理に関する研究

教授前田正史［代表者］，技術専門職員木村久雄，助手三宅正男

クロム，ひ素，ふっ泰ほう素，りんなどは，その有害性ゆえに社会的に問迎物質とされる．それらの物質は，製

品の製造過程から製品寿命終了後の過程において発生し，その多くは経済的価値がなく環境負荷の大きい不要物であ

る．持続可能な循環型社会を実現し，サステイナプル社会を形成するためには，環境と経済の両面の発展と協調が必

要であり，社会的に容認される方法での問題物質の適正処理が重要となる．問題物質は，その化合物形態や，周囲の

環境によって物質として安定化し無害な物となる可能性がある．本研究は，土壌汚染対策法での溶出試験法をi爵用し，
問題物質の適正な処理の可能性を探求し，その技術的評価可能なシステムを検討する．

10 . 問題物質処理における社会技術に関する研究

教授前田正史［代表者］，研究員（東北大学教授）中村崇，民間等共同研究員森実

サステイナプルな循環社会を構築するためには材料が行われるサステイナプル材料を中心とする社会技術が確立

される必要がある．本研究では処理が困難であったり，材料の供給に伴う副産物にしてその発生量が多大であったり，

社会的に広く拡散するためにその循環に著しい困難を伴うような問題物質を取り上げる．これら問題物質の処理にお

ける，社会的コストを含めた最良のソリューションを得るための社会技術について研究している．本年度は年数回の

研究会を開催し，広くその意義の認識を高め，多くの人材をこの問題に向かわせるよう勤めた．

11 . Si-A I融液を用いた Siの凝固精製に関する物理化学

教授森田一樹

固体シリコン中での不純物の固溶度が低温で減少する性質を利用して， Si-Al溶媒を用いた太陽電池用シリコンの精

製フロセスについて研究を進めている．その精製能力を固体シリコンと Si-Al曲液間の種々の不純物の平衡分配から

熱力学的に明らかにし，現在は Si-Al系の固液界面物性を測定することにより，同凝固精製法の最適条件の検討を行っ

ている．

12 . 製鉄スラグのリサイクルと高付加価値化に関する物理化学

教授森田一樹

製鉄スラグの大部分は土木建築資材としてリサイクルされているが，近年，他のリサイクル製品の台頭によりシェ

アが低下し，廃棄スラグの新たな用途開発が望まれている．本研究では，スラグの新たな用途開発と高付加価値化を

念頭に，結晶化度や化学的安定性などのスラグの物性におよぼす水熱処理やマイクロ波照射 (2.45GHzおよび 28GHz)

の影響を調査している．

13. Ti脱酸による鋼の組織制御に関する熱力学

教授森田一樹

応 03や Ti305などのチタン酸化物を含む非金屈介在物が鋼中に均ーに分散された場合，銅の組織の微細化に有効

であることが知られている．その機構を明らかにするために，チタン酸化物と銅中添加元素との間の酸化還元平衡を

調査している．また，種々の銅のチタン脱酸時における酸化物組成制御に重要である溶鋼中チタンと他の添加元素の

間の相互作用ハラメータの測定を化学平衡法により 1873Kで行っている．

14. 金属多層膜の輸送的性質に関する研究

教授山本良一［代表者］，助手神子公男，大学院学生千早宏昭

Co/Cu等の金屈多層膜は巨大磁気抵抗 (GMR)効果を示すことが発見され，すでにハードディスク用の磁気ヘッド

への応用が始まっている．我々は，スハッタ法や分子線工ヒタキシャル (MBE) 法を用い，金属多層膜および合金薄

膜を作製し，磁気抵抗比の増大，シグナル・ノイズ (S/N) 比の減少を目指して研究を行っている．
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15. 金属ナノ薄膜の結晶成長の初期過程に関する研究

教授山本良一［代表者］，助手神子公男，大学院学生千早宏昭

金屈多府膜は巨大磁気抵抗効果や垂直磁気異方性などの興味深い物性を示すが，これらの物性は異種金屈界面の構

造に非常に敏感であるそこで，多層膜の界面構造を制御することを目的として，結晶成長の初期過程に関する研究

を行っている近年では，金屈薄膜のナノ構造を，人工的に自己組織化させるサーファクタントエヒタキシー法に関

する研究等を行っている．

16. ライフサイクルアセスメント (LCA)法の応用と開発

教授山本良一［代表者］，大学院学生 NguyenHong Xuan, 大学院学生森本康平

環境負荷を総合的かつ定鼠的に評価することが低環境負荷材料を開発する上で重要な用件である.LCAはその中で

も最も注目を集めている評価法である．しかし， LCAのデータベースおよびインハクト分析について、各製品を構成

する材料の組成および特性まで着目した評価を行うことは困難であり，このような方法は未だに確立されていない．

本研究では環境負荷の評価を，より詳細かつ正確に行うため，製品の前段階である材料および素材の LCAを間兌し．

実際に既存材料，新材料等に適用することを目的とする．また，材料特性の一つとして環瑳調和性を組み込，いごとを

大きな特徴としている．

17. エコサービスの定量的環境影響評価と社会的受容性評価に関する研究

教授山本良一［代表者］，助手神子公男，大学院学生 NguyenHong Xuan, 大学院学生森本康平

大量生産，大鼠消費社会から脱却するための手法として，エコサービスが注目されている．エコサーピスとは製品

を使用した結果（機能・サービス）のみを販売し，製品本体は販売しないビジネスモデルである・ これによって，販

売側から見た場合には製品の所有権は販売者に帰屈し，ライフサイクル全体の製品の管理が容易になり，環瑳仇価を

低減させることが可能となる．消費者側から見た場合には，従来製品から得られていた利便性を「製品ーを購人する

のではなく製品のもつ「機能」を購入することで従来と同じ利便性を保つことができる．本研究では従来と fri]様湘i
品」自体を販売した場合と「製品機能」のみを販売した場合についてライフサイクル全体を迎じて定贔的環J党影籾評

価を行い，「製品機能」の販売を行うことで環境負荷を従来に比べてどの程度低減できるのかを評価することと． ご

のようなエコサービスの社会的受容性につて調査及び研究する．また，環境影響評価手法として．日本独 ['JO)屎瑳影

響統合化手法である，被害節定型環境影響評価手法を用いて，環境影響を総合的に評価する．

18. P700酸化還元電位の生物種依存性

教授渡辺正［代表者］，助手加藤祐樹，大学院学生山下麻美

光合成光化学系 l反応中心一次電子供与体 P700のレドックス電位は，過去 40年間，主に化学的酸化還元法で測定

されてきたが，報告値には +360mV~+520 mV vs. SHEと 160mVもの不確定性がある．原因として，測定法の問辿

や試料分画法の違いなどが考えられるが，本研究は薄層電界セルを用いる分光化学電気化学法の遥用を図り，分画法

も統一することで，種々の酸素発生型光合成生物の P700レドックス電位を精密に計測し，差異について解析してい

る．確立した高い測定精度により有意な生物種依存性を見出し，ほぼ進化の系統樹に応じた形で P700のレドックス

電位が分類されることを初めて明らかにし，さらにその要因について， P700自身の立体構造あるいは周辺アミノ酸残

基の荷電性に注目し，探求を行っている．

19. 分光電気化学法による P680レドックス電位の計測と解析

教授渡辺正［代表者］，助手加藤祐樹， COE特任研究員張延栄，大学院学生芝本匡雄

光化学系 IIでは，反応中心一次電子供与体 P680が光励起することで生じる高い酸化力によって水 (H20) を酸化

し，酸素 (02) を発生しているが，この高い酸化力がどれだけのエネルギーなのか，すなわちレドックス電位がどれ

だけ高いのか実態は明らかになっていない.P680レドックス電位は，溶媒である水が酸化されてしまうほどの高いが

ゆえに実測することが困難であるが，そこで本研究は，酸素過電圧の高い電極系を用いることで実測することを試み，

酸素発生メカニズムの実態に迫ることを目的としている．

20. 人工色素修飾による光化学系 I光誘起電化分離反応の増感

教授渡辺正［代表者］，助手加藤祐樹，大学院学生宮島佳孝

光合成明反応において，光化学系 I,IIは多昴のクロロフィル (Chi) などからなる光捕集アンテナによって低フォ

トン密度の太陽光を効率よく捕集し，反応中心での光誘起電荷分離に利用している． しかし，アンテナ色素の多くは

太陽光強度が最大となる 500~600 nm近辺の光をあまり吸収しない．そこで本研究は，光エネルギー利用効率の向

上を目的に，光化学系 I表面を人工色素で修飾して，天然とは異なる光吸収能をもつ光捕集系の構築を図っている．

ローダミン BとX ローダミンを人工色素として選択し，共有結合で PSI表面に修飾したところ，光誘起電荷分離が

2倍以上増感されることを初めて示した．
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21 . 人工色素を修飾した両親媒性ポリマーによる新規光捕集系の構築

教授渡辺正［代表者］，助手加藤祐樹，技術職員黒岩善徳，大学院学生宮島佳孝

光化学系 I光電荷分離を人工色素修飾により増感できることを踏まえ，より効率的な光エネルギー移動による光捕

集系の構築を目指している．人工色素を光化学系 lに修飾すると，天然のアンテナ色素が存在する疎水性領域ではな

く親水性領域のアミノ酸に修飾されてしまうため，エネルギー移動の観点からすれば人工色素の分光特性を十分に生

かしきれているとは言い難い．そこで，疎水性領域と相互作用する両親媒性ホリマーを人工色素と組み合わせるごと

で更なる高効率なエネルギー移動による光捕集系の構築を目指している．

22. クロロフィル類のレドックス特性解明

教授渡辺 iE[代表者］，助手加藤祐樹，技術職員黒岩善徳，大学院学生辻井政洋

光合成明反応においてクロロフィル (Ch!)類は光エネルギーの捕集と光電化分離に重要な役割を担う．従来，酸素

発生型光合成生物の反応中心では例外なく Chiaが機能しているとされてきたが， 1996年に発見された悔産原核藻類

Acm:voch/oris marinaでは， Chidが機能していることが見出された．本研究では， A.marina中の Chidの機能につい

て知見を深めることを目的に， Chidの電気化学的挙動を調べ，他の Chi類と比較・検討を行っている．第一酸化電位

E1oxを調べた結果， invitroでは Chldの方が Chiaより貸であるとわかり，既報の invivoでの傾向と異なることを見

出した

23. 界面光電気化学プロセスの解析と応用

教授渡辺正［代表者］，助手加藤祐樹

色索増感現象の理解を深めるべく，半導体電極表面に吸着した色素の状態が半導体電極への電子注入に及ぼす影響

を調べている．光エネルギー変換効率を高めるために増感色素の濃度（電極表面の数密度）を高くすると，色素が会

合する傾向にある．会合体と単鼠体の分光特性は異なるため，色素の会合洋動は増感作川に影孵を及ぼすと想定され

るが，系統的な研究はなされていない．そこで酸化スズ電極にメチレンプルーを修飾したモデル屯極を用い，吸着

色素の増感光電流スヘクトルと電極表面上における吸収スヘクトル，および溶液内吸収スペクトルを比較検討するこ

とで，増感作用について調べている．

24. 固体化色素増感太陽電池内におけるヨウ素レドックスの挙動解析

教授渡辺正［代表者］，助手加藤祐樹

研究が盛んに行われている色素増感太陽電池の多くは揮発性の高い有機溶媒にヨウ素など酸化還元（レドックス）

体を溶解した溶液（有機屯解液）を電解質に用いるが，安全性・耐久性の観点から屯解質の固休化が望まれる．その

方策の一つに，ホリエチレンオキサイド (PEO) などの高分子を有機溶媒に代わって用いることが洋げられ，そうし

た場合，有機心解液では間辿視されていなかっだ屯極界面におけるレドックスに伴う電府移動過程が屯池の光エネル

ギー変換効率に及ぼす影孵を検討する必要がある．本研究では， PEOのオリゴマー（低菫合体）をモデル電解質に用

い，ヨウ素レドックスの洋動を解析するとともに，高分子電解質の特性が電荷移動過程に及ぼす影孵を調べている．

25. 半導体中転位の電気的・光学的性質

助 教 授 枝 川 士 一

半導体 Iド転位によるデバイス特性劣化の詳細な機構を明らかにするため，また半導体中転位の 1次元電子系として

の物岬的性賀を調べるため，咆性変形により半導体中に転位を導入し，その電気的・光学的性質を調べている．本年

は， GaN. GaAP について，光透過スヘクトルの測定を行った．また，屯気抵抗を測定し，転位に起因した異方性の

発現を確認した．

26. 金属ガラスの塑性

助教授枝川主

釦萬ガラスは．合金系によらず，ピッカース硬さとヤング率の比がほぼ 0.06となることが実験的に示されている．

このことは系によらない金属ガラス共通の朔性変形機構の存在を示唆するものである．また，金屈ガラスの変形がす

べりによることが多くの系で見出されており，このことは変形がある種の転位の運動によって起こることを示唆する

ものである．本研究では、計靡機上に金属ガラスの構造モデルを作製し，これに転位を導入し，その転位の動力学的

，性質を調べるごとにより、金屈ガラス共通の朔性変形機構を明らかにすることを目的としている．本年は， (I) 金屈

ガラス中に転位は，静的には安定に存在しないことを明らかにし， (2) 外応力下で転位の連動によりすべり帯が形成

される過程を再現した．
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27. 準結晶のフェイゾン弾性

助教授枝川屯一

準結品にはその特殊な構造秩序を反映してフェイゾンとよばれる特殊な弾性自由度が存在する．準結晶のフェイゾ

ン弾性は，そもそも準結晶構造秩序がなぜ安定に存在しうるかといった枯本的な問姐と深く関係しておりまた準結

晶の電子物性，熱物性，｝］学物性の特殊性の源とも考えられている．従ってその性質を明らかにすることは重要であ
る．本年度は，フェイゾンーフォノンのカップリングの強さを表す弾性定数を批界で初めて実験的に評価した．

28. 3次元フォトニック準結晶に関する研究

助教授枝川 l月

3次元フォトニック結晶で完全フォトニックバンドギャッフを実現するごとは原理的に難しく，現在までに完全

ギャッフを形成しうる構造としては，ダイヤモンド構造しか知られていない．本研究では，完全ギャッフを行する 3

次元系を通常の結晶構造秩序（周期秩庁）ではなく準結晶構造秩序を利用して実現することを日的とする．準結品の

高い回転対称性のため，従来より容易に（小さい誘電率コントラストでも）完全ギャッフが形成するごとが期待され

る．本年は種々の 3次元フォトニック準結晶構造を計算機上で作製し，電磁界シミュレーションによって‘必令ギャッ
フの有無を調べた

29. サブハライド（低級塩化物）を用いたチタンの高速還元法の開発

助教授岡部徹［代表者］，大学院学生竹田修

現在のチタンの屈産フロセスであるクロール法は，確実に高純度のチタンが得られる点で艇れているが，原料とし

て TiC14を利用するため還元フロセスにおける反応熱が非常に大きく、最祈鋭の大型設備を用いても生廂速度が Iti 

day・reactorと非常に遅い．さらに，フロセスの連続化が困難で，反応容器からの鉄などの汚染の防御も困難である，

このような背屎から，現行のチタンの製造フロセスが抱える本質的な問題からの脱却を目指し．マグネシウム熱迎 Jじ
法を枯盤にチタンの低級塩化物（サブハライド）を原料として用いる新しいタイフの高速還Jじ法の間発を行っている．
高温でも凝縮相であるサブハライドを原料として用いてチタンを製造する反応は，反応密度を大輻にJ竹大できるだけ

でなく，クロール法に比べて反応生成熱が半分以下と小さいため，還元フロセスの高速化に適している．さらに， l又
応容器としてチタンを利用できるため，鉄などによる汚染を効果的に防御することも可能である．

30. 溶融塩電解を利用するニオブ・タンタル粉末の製造

大学院学生哀勃艶，大学院学生久保淳一，助教授岡部徹［代表者］

タンタルは，コンデンサなどの電荷デバイス材料用素材としてその需要が急速に増大している．一例を挙げると，

梢報通信機器の小型化・高性能化が飛躍的に進み高性能コンデンサであるタンタルコンデンサの濡要が急増した結

果，タンタル素材は逼迫し価格が急騰したこともあった．タンタルの代替品としてニオプ粉末の製造プロセスの確立
が重要となっているため，当研究室では，アルミニウム熱還元法により製造された安価なニオブ (ATR-Nb) を利用

し，電気化学的な手法を用いて溶融塩中でニオブ粉末を製造する新しいフロセスの開発を行っている． この方法を利

川すれば，純度が低いバルク（塊）状のニオプから，直接，高純度の粉末状のニオプを製造できるため，新しいタイ

フの低コスト製造フロセスとして期待される．

31 . 塩化物廃棄物の有効利用法の開発

大学院学生鄭悔燕，大学院学生大川ちひろ，大学院学生竹田修，助教授岡部徹［代表者］

チタン製錬などの塩化製錬フロセスから発生する塩化物廃棄物を有効利用する環境調和型のフロセス開発を行っ

ている．塩化製錬から発生する塩化物廃棄物は，フロセスの塩素ロスの主たる原因となっているが，現状ではこのロ
スを補俯するため，外部から塩素ガスを新たに購入している．また，我が国の環境規制は厳しいため，発生する塩化

物廃棄物は多大なコストと手間をかけて処理されている．このような背景から，塩化物廃棄物中の FcClxなどの塩化

物を塩化剤として有効利用する新規フロセスの開発を行っている．一例として，塩化物廃棄物を塩化剤として利用し

てチタンスクラッフを塩化し，有価な塩化物原料 (TiCl4) を製造すると同時に，廃棄物中の塩素量を低減する新しい

フロセスの開発を行っている．また，賀金属などのレアメタル化合物の塩化反応への利用も検討している．

32. チタン鉱石からの脱鉄と反応解析

大学院学生鄭悔燕，大学院学生尾花勲，助教授岡部徹［代表者］

チタン鉱石中の主な不純物は鉄であり，今後，チタン鉱石の品位は低下する傾向にあるため効率の良い脱鉄フロセ
スの開発は重要である．このため，鉱石から効率良く脱鉄し，高純度の酸化物チタン原料を製造する各種フロセスの

開発を行っている．現在，研究を行っている脱鉄手法は，高温でチタン鉱石と塩化物を反応させる選択塩化法であり，

脱鉄後得られた酸化チタン原料は，電気化学的な手法やフリフォーム還元法により直接，金属チタンに還元すること

を計画している．脱鉄反応により生成する塩化鉄の有効利用，さらには電気化学的な手法を用いた選択脱鉄反応につ

いても検討を行っている．

231 



＼「I.研究および発表論文

33. 貴金属の新規• 高効率回収法の開発

大学院学生大川ちひろ，助教授岡部徹［代表者］

自動車排ガスの世界的な規制強化により貴金属を含む排ガス触媒の需要が急増している．また，燃料電池などの新

エネルギーデバイスの開発の進展に伴い，白金などの貰金屈の術要は今後もさらに増大することが予想される．

屈は，原料となる鉱石の品位が非常に低いため採取• 製錬が困難であるため，抽出には時間と多大なコストがかかる
だけでなく，地球環境に多大な負荷を与える．このため，触媒などのスクラッフから高い収率で貴金属を回収するこ

とは重要な課迎であるが，現時点では効率の良いフロセスは開発されていない．本研究室では，活性金屈蒸気を利用

してスクラッフから効率良く目的の貰金屈を溶解• 抽出する新しい溶解• 分離フロセスの開発を行っている．また，

塩化物などを利用することにより，強力な酸化剤を含まない溶液を用いて貨金属を溶解・ 回収する環境調和型の新規
フロセスの開発を目指した研究も行っている．

34. 溶融塩中で酸化物を還元してチタンを製造する方法

助教授岡部徹［代表者］，大学院学生尾花敷

屯気化学的な手法を用い，溶融塩中で酸化チタンを直接還元して金屈チタンを製造する枯礎実験を行っている．具
体的には原料の Ti02を焼結し電極として成形後，カソード（陰極）として溶融 CaCl2中に投泊し，金属還元剤 (Ca)

が放出する電fにより酸化物原料を還元し金屈チタンを直接製造する方法 (EMR) について検討している疇チタンの

鉱石は酸化物として産出するため，本フロセスが確立されれば原料の製造工程が簡略化され，フロセスが連続化でき

る利点があり，チタンの新製錬法として発展する可能性があるが，実際には得られるチタンの純度や溶融塩の分離方

法の確立，還元剤 Caの効率の良い電解製造法の開発等，解決しなくてはならない点が多い．最近は，溶融塩電解に
よる金属カルシウムの製造に関する研究に注力している．

35. 原料成形体の金属熱還元によるレアメタル粉末の製造

助教授岡部徹［代表者］，教授光田好孝，今輩倍正名，大学院学生哀勃艶

原料を含む成形体（フリフォーム）をあらかじめ作製し，これを還元剤の蒸気で還元することにより，均ーな粉末
を効率良く製造する祈しいフロセスについて検討している．このフロセスは原料成形体と反応容器との接触部位を限

定し，遠元剤の蒸気を用いる還元手法であるため，反応容器や還元剤からの汚染を効果的に防止できる．また，この

方法は，還元フロセスの（半）連続化・大型化が容易に達成できるので，次枇代のレアメタルの粉末製造法として発

展する可能性がある．このフリフォーム避元法 (PRP)を用いてチタン，ニオブ，タンタル粉末の製造を試みた結果，
還元時の熱処理条件や原料成形体に加えるフラックスを変化させることにより，均ーで高純度の金屈粉末を製造でき

ることが明らかとなったさらに，フラックスの種類や祉を変化させることにより得られる金属粒子の粒径を制御で

きることがわかった．最近は，還元剤として液休合金を用いて反応系内の還元剤の蒸気圧を制御することにより，得
られる金屈粉末の純度や粒度を制御する新しい手法の開発を行っている．

36. 電子材料スクラップからのレアメタルの回収

助教授岡部徹［代表者］，大学院学生大川ちひろ

希t類金属タンタル，ニオプ．チタン，賞金属などのレアメタルは，磁石や電子材料用素材としてその需要が急

速に増大している．一例を挙げると， IT革命により高性能コンデンサであるタンタルコンデンサは術要が急増し，タ
ンタル素材の価格は急騰する事態にも直面した．このような背屎からタンタルコンデンサのスクラップからタンタル

を効率良く分離・回収する新しいプロセスの開発を行っている．また，タンタルに限らず貴金屈などの各種有価レア

メタルの環境調和型リサイクルフロセスの設計と反応解析を行っている．

37. スカンジウム (Sc)および Sc合金の新製造プロセスに関する研究

助教授岡部徹［代表者］，大学院学生原田正則

化学的に極めて活性なレアメタルのスカンジウム (Sc)をアルミニウム (Al) に0.2mass%程度添加すると，飛躍

的にアルミニウム合金の強度がI:昇するため，合金強化元素として注目を集めている．現在，スカンジウムは非常に

翡価な元素であるが，近年，ニッケル製錬が変化しつつあり，その残消から酸化スカンジウムを多量に回収できる可

能性が点jまっており，低コストで効率良くスカンジウムを製造できる新フロセスの開発が重要な課題となっている．
そこで‘田研究室では金属熱還元法や溶融塩電解法を用いて金屈スカンジウムまたは Al-Sc合金を製造する新たな製造

フロセスの開発を推進している．
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海中工学研究センター

1. 高度な知的行動をおこなう海中ロボットの研究開発と海域展開

教授浦環［代表者］，教授浅田昭，客員教授高川真一，助教授藤井輝夫，助手能勢義昭，

技術専門職員坂巻隆，学術研究支援員杉松治美，民間等共同研究員小原敬史

これまで開発してきた悔中ロボットの成果を踏まえて，深度 4,OOOmの高い水圧環境下にある深梅を潜航し，熱水

地幣を観測することのできる高度に知能化された信頼性の高い小型悔中ロボットの研究開発を進めている．大深度熱
水地帯の火山悔域を活動する必要があるためそのための展開技術も研究している.2004年5月のマリアナ熱水地楷潜

航に続き， 2005年 8月には，熱水鉱床発見のために伊豆小笠原悔域の明神礁カルデラに潜航. r2D4はカルデラ底の

水深 I, 100mからカルデラ緑水深 500mの間の急斜面を測線に沿って往復し，搭載するマンガンイオン分析装岡の計

測データによりカルデラ内に熱水活動がある確証を得，中央火口丘の北西斜面の形をインターフェロメトリソナーに

より詳細に観測することに成功， r2D4のような無人機が多様で複雑な悔域の観測に有効なことを示した．しかし，予

定航路を 200mずれ崖に接近しすぎて，ロボットが潜航を諦めて沖上したケース， 3ノットの流れを正面から受けな

がら 30分間これをなんとか乗り越えようと努力したが，結局潜航を諦めて浮上したケースなどがあり，今後は， I)

周囲の状況を詳しく計測して航法に反映させる， 2) 恨性航法装間の精度を上げる航法を開発するなどの課題に取り

組んでいく．

2. 海中ロボットの自律航行に関する基礎研究

教授補環［代表者］，助教授藤井輝夫，助手能勢義昭，技術専門職員坂巻隆，研究員川口勝義，

研究員黒田洋司，研究員石井和男，研究員近藤逸人，外国人協力研究員 BlairThornton, 
大学院学生巻俊宏，大学院学生中谷武志，大学院外国人研究生 IsabellaElisabeth Degen, 

研究実習生真岩傑，短期来訪外国人研究員 PainumgalUnnikrishnan 

悔中ロボットのより高い自律性を確保するためには，取り扱いやすいテストベッドが必要である．テストベッドは

浅い悔域やフールでの航行試験を通じて，ソフトウェアが開発される．外環境に対する多くのセンサを持ち，運動自

由度の大きな推進器群を装備する梅中ロボットを製作し，その上に分散型運動制御システムを構築して梅中ロボット

の自律性の研究を行っている．自律性の一環として， 2自由度のマニヒュレータを「TwinBurger 2」に取付け，水中

に浮遊したターゲットを捕獲するシステムを構築している．

3. 画像を用いた海中での行動決定機構に関する研究

教授浦環［代表者］，研究員近藤逸人，大学院外国人研究生 IsabellaElisabeth Degen, 
研究実習生真岩傑

ヴィジョンシステムを用いた椙頼できるロボットの行動決定機構とフィードバック機構を研究開発している．画像

情報は多くの1青報を含むが，水中では，マリンスノーの散乱や，照明むらなど処理しなければならない外乱が多い．

しかし，ケーブルのトラッキング，狭い空間の通り抜けあるいは魚類の追跡など，画像を用いなければできないミッ

ションも多い．ここでは自律型悔中ロボットのデストベッド「TwinBurger 2」と「TamEgg!」を使ってこうした

ミッションを確実に遂行できるシステムを構築している．

4. ニューラルネットによるシステム同定の研究

教授浦環［代表者］，研究員石井和男

複数入力複数出力で，非線形性が強く，相互干渉の大きいロボットシステムをニューラルネットによって実現する

手法を開発している．本システムを用いて航行型悔中ロボットの定高度維持航行あるいは有索潜水機の運動の制御を

行っている．

5. 海中ロボットによる港湾施設の観察

教授補環［代表者］，助手能勢義昭，技術専門職員坂巻隆，研究員石井和男，

研究員近藤逸人，大学院学生巻俊宏

港湾における悔中施設を自動的に観察点検するシステムを「Tri-Dog!」をフラットフォームとして研究開発してい

る．そこから得られたデータを用いて 3次元 GISを形成し，津波や地震などの災害時における復旧に役立てようとし

ている．港湾空港研究所などと共同で， 2004年 10月ロボットを釜石湾口大深度防波堤に潜航させ，ケーソンの壁面

と捨石マウンド上面を観察することに成功している．
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6. 自然物をランドマークとする水中航法の研究

教授浦環［代表者］，助手能勢義昭，技術専門職員坂巻隆，研究員（浦研）近藤逸人，

大学院学生（補研）巻俊宏，短期来訪外国人研究員 PainumgalUnnikrishnan 

水中ロボットによる熱水鉱床の発見などを目的として，梅底面などから湧出するメタンガスなどの自然物を，自律

型水中ロボットの自己位置確認のためのランドマークとして利用する水中航法を「Tri-Dog!」をフラットフォームと
して研究開発しているこのための第一歩として， 2005年 IO月に琵琶湖の安暑川沖に潜航さて， i勇出するメタンガ
スの観測をおこない，ソフトウェアの検証をおこなった. 2006年 2月には鹿児島湾「たぎり」の熱水咽気帯の観測を

おこなった．

7. 深海調査ロボットの研究開発

教授補環［代表者］，助教授藤井輝夫，助平能勢義昭，技術専門職員坂巻隆，研究員近藤逸人，

研究員浅川賢一，大学院学生中谷武志，研究実習生真岩傑

大深度梅底に沈没した船舶や航空機を簡便に探査できるロボットシステムを，悔上技術安全研究所および民間の研

究機関と共同で開発している．当面のターゲットとしては 2500m級の大深度に沈没した船舶の主船体部分の探在を想
定ケープルに拘束される ROYは複雑な形状を持つ観測対象物には適さないが，俯報の少ない未知の環境下におい

てロボットが全自動で行動するのは極めて困難である．そこで機能性を菫視した小型軽鼠システムを選択，音響通信
を利用した遠隔操縦によりテレビカメラで観測をおこなう半自動フロトタイフロボット「 Tam-Egg!」号を 2003年に

建造， 2004年には全面的な改造をおこない自律機能を向上させたのに引き続き， 2005年度は展開時の使いやすさを

f:I的にハードウェアの改良をおこなったさらに 2004年度からは，新たな本格的大深度調杏用ロボット「WREF」の
建造に取り組んでいる．今年度はロボットの枯本設計を完成させるとともに，マルチナロービームにより取得した

Vision Imageを利用する TerrainNavigation航法の研究開発をおこない， TerrainNavigationについては，岸壁での実験

およびシュミレーションによりその精度を検証した．

8. 自律型海中ロボットを用いた鯨類観測システムに関する研究

教授補環［代表者］，助手能勢義昭，技術専門職員坂巻隆，学術研究支援員杉松治美，

研究員浅川賢一，研究員白崎勇一，研究実習生中野剛志，研究実習生閥津良，研究実習生井上知己

鯨類の多くは嗚音と呼ばれる声を出す．ザトウクジラの雄の鳴音は複雑なフレーズを形成しており，マッコウクジ
ラ0)嗚音はクリック音と呼ばれる．それぞれの鯨類に特有な鳴音をそれに適合する手法により解析し，その音孵特性

を利用してまった＜ハッシプな方法で音源を特定する小型音孵装附を開発し，これを AUVなどに装竹して展開，鯨
類の位骰情報（方位，深度）を得ることで，個体識別および個体数などのデータを取得するシステムを開発している．

2004年に引き続き 2005年 5月にも小笠原悔域で AUVによるマッコウクジラの追跡試験をおこない，マッコウクジラ

のいる悔域で AUVを展開し，複数頭のクリック音を取得，なおセミリアルタイム解析によりf泊船上からマッコウク

ジラの位附推定もおこなった現在は，取得した大hしのデータの解析中である．

9. 高周波鳴音を利用した小型歯鯨類の自律的水中観測システムの研究開発

教授補環［代表者］，助手能勢義昭，技術専門職員坂巻隆，学術研究支援員杉松治美，

研究実習生井上知己

小咽歯鯨類は， 80,.__, 160kHzの高周波数の嗚音特性を持つ．本研究ではこれに将目し，小型歯鯨類が発する音を利

mし，それを自動的に観測できる音響装[iりを用いたハッシプなシステムを開発し，実際の調査観測により検証してい

＜．具体的なターゲットは，近年の環境汚染により絶滅が危惧されているガンジスカワイルカや揚子江カワイルカな

どのカワイルカ類である．カワイルカ同様の高周波嗚音を持ちガンジス川，揚f江そして日本沿岸域にも棲息してい

るスナメリを対象にそのff源位附を求めることができる音響測位装附を開発し，銚子沖で嗚音データを取得しデータ

解析を進めるとともに，ガンジスカワイルカの調在の手始めとして同装附を改良し，インドチリカ湖のカワゴンドウ
を調荏約 500111範間内での頭数確認，および方位を求めるなどデータ解析を進めている．

10. Zero-G型水中ロボットの開発ー内部ジャイロアクチュエータによる自由姿勢制御一

教授補環［代表者］，助手能勢義昭．外国人協力研究員 BlairThorn ton 

3次元的に移動可能な AUVは悔中環境の観測に適しているが、現在のスラスタやフィンでは姿勢制御が難しく AUVの

行動は2次元的なものに限られている.AUVの自由姿勢制御が実現すれば3次元的に行動が最適化されより効率的なミッ

ション展開が可能となる．このため本研究では内部ジャイロアクチュエータ CMG(Control Moment Gyro) を用いるこ

とで自由姿勢制御を可能とする、まった＜祈しいタイフの AUVの開発研究をおこない，フロトタイフロボット「!KURA」

を製作した. CMGなどの内部アクチュエータは通常の水中アクチュエータと較べて外部の流体と無関係に直接モーメン
トを得ることができるため機敏な運動制御が可能であり外部環境と独立して一定のトルクを得ることが出来るため制御
の性能が向ヒするまた、浮心と屯心が同位戦にすることで自由方向制御が可能になる．このため製作したロボットは

「ZERO-G型」 AUVとして提案したまた製作したフロトタイフ AUVの水槽試験により CMGシステムの実用性が示さ

れ，本システムを「ZERO-G應 AUVへ適用することで自由姿勢制御が実現されることが証明された．今後は、よりロ

バストな実月l機の製作およびZERO-G咽」 AUVによるウミガメ観測などのアフリケーション展開を目指す．
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11 . 湖沼調査ロボットを用いた湖沼環境調査システムに関する研究

教授捕環［代表者］，技術専門職員坂巻隆，研究員黒田洋司

生活に密将した湖沼の環境調査にあたっては，移動ロボットをフラットフォームとして用いて自動的かつ定期的に

調査をおこなえば，空間的時間的な分解能が向上する．本研究では湖沼調査を専用とする自律型潜水ロボットの研究

開発を琵琶湖研究所他と共同でおこない， 2000年 3月には琵琶湖専用ロボット「淡探」が完成．これを用いて継続的

に琵琶湖で観測をおこないデータを収集，得られたデータを晶に祈たな工学的湖沼環境調査システムの構築を研究開

発している．

12 . 粉粒体の輸送の研究

教授補環［代表者］，研究員太田進

微粉精鉱・微粉炭・粉炭などの輸送は殻類などのばら積み貨物輸送とは同等に扱えない．こうした粉粒体の動力学

ならびに安全でかつ経済性を屯視した輸送:[学の研究をおこなっている．

13 . 海事の安全に関する研究

教授捕環

悔難事故は，当事者のみならず，第ミ者にも大きな影孵を及ぼす．タンカーの衝突による原袖の流出はその代表で

ある．流出するのは貨物のみならず，燃料袖も間題である．ハードウェアとしての船舶，船具，運行者，あるいはそ

れを取り巻く国際規則は，こうした悔洋環境の維持に関係する．これらの大きなシステムを健全に維持するには，旧

態然とした考え方ではできることが限られる．そこで人的な要因の究明と除去や旗国の管理を含めた新たな悔事の

安全に関する枠組みを研究している．

14. 船舶のライフサイクル・アセスメント

教授補環［代表者］，科学技術振興特任研究員加藤阻——

船舶は， NOxを大気中に放出する大きな要因である．燃料消費も多大であり，解徹は多くの産業廃痕物を生む．地

球環境のなかで，船舶あるいは船舶輸送がどのように影響を与えているか，他の輸送手段と比較すると俊劣はどうか，

あるいは，どう改良すべきかなどは，船舶の一生を通じた評価が必要である．これを環境に関する思想の面から研究
している．

15. 海底測地技術の開発

教授浅田昭［代表者］，助手望月将志，主任研究官 (i紺上保安庁）藤田雅之，

主任研究官 (ifり上保安庁）矢吹哲一朗，研究官（悔上保安庁）佐藤まりこ，技術職員吉田善仔

地裳•津波防災対策研究の一環として，悔底での長期地殻変動観測を目的とする悔上保安庁との共同観測研究フロ
ジェクトを実施東悔相模，三宅西方，房総から釜石沖の水深 400~2000111 の悔底に，祈開発の梅底音響枯準局シ
ステム 14局を設附し，キネマティック GPSとリンクした高精度の悔底音響測地手法の開発研究を行なっている．

16. 海底ステーションを基地とする海中観測ロボットによる自動海底地殻変動観測手法の開発

教授浅田昭［代表者］，客員教授浅川賢一，助手望月将志，助手能勢義昭

悔溝型巨大地震発生メカニズムを解明する上で，地裳発生域となる梅底の変動を把握することは不可欠である．悔

上保安庁悔洋情報部と共同で開発を行ってきた//Ij底地殻変動観測システムは，そうした悔底の地殻変動を直接検知す

る手法である．現在ではこのシステムに枯づく観測網が日本周辺の梅溝域に沿って展開され，定常的な観測が行われ

ている現行システムによる観測は，測凰船を観測悔域に派逍して行われる，予め決められた測屈船の年間迎航計画

に枯づき観測が実施されるため，悔況の変化，突発的な地痕等，予期せぬ自然現象の変化，発生に，順応することが

難しい．こうした間題を打破する祈たな悔底地殻変動観測システムを作り上げるのが本研究である．これまでの測量

船に代えて， /(1}底ステーションを基地とする悔中ロボットによる観測システムの開発を目指している．悔中ロボット

の利用は，悔況， GPS衛星配附等，観測好条件時を選んだ，より頻度の高い観測，更に高い即時性を持った観測を可

能なものにしてくれる．現行システムによりおぼろげに見えてきた悔溝型巨大地震発生メカニズムに関して，更に

歩踏み込んだ鮮明なイメージを提供してくれる観測システムとなるものと考えている．

17. 水中セキュリティソーナーシステムの開発

教授浅田昭［代表者］，大八木敏夫，川島祥信，教授（悔保大）倉本和興

日本の沿岸に多数存在する港湾施設や船舶および発電所等の重要施設に対するテロ行為および地上から 11J視困難

な悔中空間で発生する各種犯罪を防止するため，隠密潜入する小型潜水艇，ダイバー等の危険な目標を音響レーダに

より遠距離から監視追尾し，近距離では高分解能な音孵ビデオカメラにより目標を識別することにより統合的な監視

を実現する水中セキュリティソーナーシステムを開発する．
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18 . 新しい 3次元航海支援ソフトウエアシステム

教授浅田昭

通行する他船の情報を利用する AIS(Automatic Identification System) 表示機能と DGPSの中波ビーコンによる気象

情報の表示機能により，船舶間，船舶と梅底および航路標識との空間位骰関係を正しく視党的に把握できまた気象

悔況も把握できる，より安全な航梅を可能とするこれまでに無い新しい総合情報航海支援ソフトウェアシステムを開

発し，実用化研究を進めている．

19. 深海底の超微細地形計測システム：インターフェロメトリソーナーと合成開口

教授浅田昭

サイドスキャンソーナーを利用し，インターフェロメトリという位相差計測を行う装附を付加して，梅底の起伏を

正確に計測する研究開発を行っている．

20. 捉え難い浮泥層を計測する探査装置

教授浅田昭

多周波の音響ハルスを使い，浮泥層の音孵的特性を明らかにしながら，効果的に定屈計測• 分布密度計測を行う研

究開発を行っている．

21 . 3次元魚群探査ソフトウエア

教授浅田昭

魚探の GPS位附，悔底の水深を自動的に読み取り，オリジナルの 3次元悔底地形モデルを構築する支援ツールと，

オリジナルの悔底地形（マイチャート）を 3次元表示し，重ねて魚影を音響ピームの走査スクリーン上に写し，加え

て時間軸， 1W報を 3次元空間上に書き込み管理，表示するソフトウエアを開発を行っている．

22. 複合ソーナーによる藻場の 3次元音響計測

教授浅田昭

米国ワシントン大学で開発された超高性能の最祈の音孵ビデオカメラ DIDSONを使用し，音怒累計測として難しい面

を持っていたアマモ・カジメ類の固体識別，個体の生育状況を計測し，小型船を使川し効率的に広範囲の区域を調査

する F•法の開発を行っている．

23. 最先端マルチビーム音響測深機を使ったダムの堆砂経年変化の高精度計測

教授浅田昭

述ダムに流人した上砂の愴を， 2年度にわたって 2回マルチビーム音響測深機を使い測鼠した. 2次元の KGPS測

位法を開発し， 3つの衛星でも数 10cmの測位精度を達成し，全域での高精度測位を実現した．その他，マルチビーム

測深の誤差要因である， GPS情報の正確な時間遅れ補正，磁気コンハスと光ファイバージャイロの精度評価，水底ヘ

の音孵ピームの入射角と測深誤差，動揺計測のバイアス変動などの計測評価の研究を行い，従来に無い高精度のマル

チピーム測深技術を開発を行っている．

24. 現場複合センサによる深海熱水プルームの空間マッピング観測

客員教授許正慮［代表者］，助教授藤井輝夫，特任助手福場辰洋，研究員下島公紀

従来の熱水フルーム観測手法では梅水をサンフリングし，これらを船上または陸上に回収して分析を行うスホット

的な観測が通常である．本研究では現場型センサの新規開発，無人機運動性能の向上を背屎として，熱水フルーム

源の効率的探索，熱水フルーム学動の空間的把握を目的に．複数の現場型センサを無人機に搭載した空間マッヒング

観測の開発を行っている. 2005年は ROY「HyperDolphin」に ISFET型pHセンサ， CTD,濁度センサ等を搭載し，沖

縄トラフ鳩間悔丘熱水噴出域にて観測を実施し，各センサによる良好なマッヒングデータを得ることができた．

25. トルクバランスケーブルの捻れに関する理論的研究（続）

客員教授高川真一

地球深部探査船「ちきゅう」ではドリルハイフに沿ってテレビカメラやソーナーを装備した台を降下させるが，吊

り索が捻れてドリルハイフに巻き付くことは絶対に避けなければならない．このために捻れないケーブルが是非必要

であり，今までの本研究の成果を下にこのケープルを製作した．そして実海域試験で捻れ状況を計測した結果，吊り

降ろし長さ 100m当たり 0. 2~0. 3回と言う非常に小さな捻れに留まることを確認した．また，前年から 3層以上

の多層ケーブルの捻れ特性について検討を進めているが，本年には 3屑構造のケープルに関するt青報が入手できた．

この情報を下に多屑構造ケーブルの捻れ特性について詳細な検討を進めていくこととしている．
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26. セラミクス製耐圧球体による浮力材の開発

客員教授高川襄一

前年に製作したセラミクス製球体について，加圧＆圧壊試験を実施した．結果は予測計算値より低い圧力で破壊し

たが，その原因は半球接合面のゆがみに伴う接触面積不足と見られる．この問題への対応としては赤道接触部分の厚

みを一般壁厚よりも大きく取って接触面積不足を補う方法が考えられる．また米国のメーカーでこの事を考慮して組
み合わせたセラミクス球が製造できるようになったとのことであり，実用性を確認した上で適用が可能かどうか検討

することとしている．セラミクスには欠陥が内在するという大きな問題があるため，外圧がかかるこのような目的に

うま <i爵合できるかどうか疑間視する向きもあるが，高弾性樹脂との組み合わせで欠陥影響の出現を押さえ込み，か

つ大小3種類の球体の組み合わせによって比重が0.50前後の浮力剤が製造できるよう，検討を進めることとしている．

27. 超長距離航走 AUV用エネルギー源の検討

客員教授高川真一

前年に引き続き，超長距離航走 AUV用エネルギー源の検討を進めている．本年は燃料と酸化剤が共に常温で液体

であるそれぞれメチルアルコールならびに過酸化水素水を用いることを念頭に，メタノール燃料屯池 (DMFC) U)括

用について検討を進めたそして出力ならびに燃料 I酸化剤保有可能散とも問題ないことを確総した．燃料 I酸化剤

は均圧状態にあって環境の圧力と同じであるため，艇内に引き込み，かつ反応生成物を艇外に排出するには特殊なホ

ンプが必要となる．このポンプについても検討を進め，実現が可能であることを見いだしたまた長期間楷航してい

ると慣性航法で得られる位骰情報が大きくずれてくる．これに代わり得る位骰計測手法を検討する中から，太陽と月

による潮汐引力を検出する方法が実現可能であることを見いだした．摩擦などの誤差要因をどこまで小さくできるか
によるが， 500111程度の計測誤差で現在位岡を確認できると言う見込みを得た．

28. マイクロ流体デバイスを用いた細胞培養に関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，助教授酒井康行，助教授白樫（，助下翡野村i、
博士研究員 Christop he Prov in, 民間等共同研究員 SergeOs l rov i dov 

マイクロ流体デバイスを用いると，従来のディッシュやボトルで行ってきた培捉系に比べて，栄投供給や酸索供給

のための流れを強制的に与えることができるので，細胞の外部刺激に対する応答の観察や培義による組織構築などに

利用できる可能性がある．本研究では，シリコーン樹脂や生体吸収性ホリマーを材料としたマイクロ流体デバイス l:
に微細 3次冗構造や膜構造を形成し，その内部で各種の細胞組織を培投する方法について検討を行っている．

29. 微小スケール反応•分析システムに関する基礎研究

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貴富喜，特任助手福場辰洋，技術専門職員瀬川茂樹

マイクロファブリケーションによって製作した微小や容器や流路内を化学反応や分析に利用すると，試薬量や廃棄
物の量が低減できるだけでなく，従来の方法に比べて高速かつ高分解能の処理が可能となる．本研究では，そうした

処理を実現する反応分析用マイクロ流体デバイスの製作方法の基礎研究を行うと同時に，微小空間に特有の物理化学

現象について基礎的な検討を行っている．

30. マイクロ流体デバイスを用いた現場遺伝子解析システムの開発

助教授藤井輝夫［代表者］，特任助手福場辰洋

悔中あるいは悔底面下に存在する微生物の性質を調べるためには，サンプリングした海水や悔底泥を地上で分析す

るだけでなく，例えば現場での遺伝子の発現状態を把握することが菫要である．本研究では，マイクロ流体デバイス

による分析技術を応用して，悔底大深度掘削孔内や自律悔中ロボットなどの移動プラットフォームに搭載可能な小型
の現場微生物分析システムの実現を目指している．本年度は，実機システム「IISA-Gene」を完成させ，悔洋研究開発

機構の無人探査機「ハイハードルフィン」に搭載して，沖縄トラフ鳩間悔丘において実際に 1500111の深度まで潜航

し，実悔域での動作確認試験を行った．

31 . 分子計算用マイクロ流体デバイスの研究

助教授藤井輝夫［代表者］，大学院学生金田祥平，大学院学生（東工大）染井康太郎，

教授（東工大）山村雅幸，助教授（東工大）村田智，教授（東大）萩谷昌己

分子計算は主として DNAを情報担体とし，分子そのものの超並列性を利用して，従来の計算手法では計算が困難

であった問題を解こうとする新しい計算パラダイムである．本研究では，これまでに試験管等を用いて行われてきた
計算のための反応や分離， DNAナノ構造の構築操作等をマイクロ流体デバイス上で実現することによって，分子計算

の新しい実装技術の実現を試みている．
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32. マイクロ流体デバイスを用いた現場化学分析システムに関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，特任助手福場辰洋，博士研究員 Chrislop he Prov in, 助手（京大）岡村慶

悔水の pHや微量金属イオン猿度を現場で計測することは，深悔の熱水活動を把握する上できわめて重要である．

本研究では，マイクロ流体デバイス技術を用いて，そのような計測を実現し，従来のシステムに比べて小型かつ多項

目の計測が可能なシステムの実現を目指している．具体的には，マンガンイオンをマイクロ流体デバイス上で化学発

光によって分析する方法や pHを蛍光色素を用いて計測する方法などについて検討を進めている．

33. 電界効果トランジスタを用いた現場型 pHセンサの特性に関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，客員教授許正憲，特任助手福場辰洋，主任研究員（電中研）下島公紀，

Senior Scientist (Univ. of Neuchatel) Peter van de! Wal, 教授 (Univ.of Neuchatel) Nico de Rooii 

悔水の pHを現場で計測可能なセンサを用いれば，深梅から噴出する熱水フルームの構造や梅洋隔離された CO2の

拡散状況などを把握する上できわめて有用なデータが得られる．本研究では電界効果トランジスタ (ISFET) を用い

た現場型 pHセンサについて，深梅における性能を評価する目的で，その温度と圧力に対する特性変化を詳細に調べ

ている．

34. マイクロ流体デバイスにおける分子及び培養組織のインピーダンス計測

助教授藤井輝夫［代表者］，助手山本貴富喜， Researcher (CNRS) Vincent Senez, 
博士研究員 ErwanLennon, 大学院学生木村啓志，大学院学生 SangIVook Lee 

半導体微細加工技術を利HIすると数十ミクロン～百ミクロン程度のサイズの流路を製作することができる．本研究

では，そのような流路の内部に集積化した電極構造を形成し， DNAや培投組織などのインヒーダンス計測を行うこと

により，それら分子や組織の性質や状態を見分ける方法について検討を進めている．

35. マイクロ流体デバイスにおける生体粒子の付着パターンに関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，博士研究員岡本拓士，助教授（早大）高松敦子

マイクロ流体デバイス内部において細胞培義を行う場合，導入する細胞等の生体粒子の付着を制御する必要があ

る．本研究では，現実のマイクロ流体デバイスにおける粒子付将のハターンを調べ，そのlt礎的な知見を流路設計に

反映することを目的としている．具体的には，マイクロ流路内に円柱等の簡単な構造物を作り，粒子を導入した際に
どのような洋動や付泊ハターンを示すかについて観察，解析を進めている．

36. 培養細胞及び組織の動的計測のための集積化マイクロ流体システムの研究開発

助教授藤井輝夫［代表者］，助教授酒井康行，博士研究員 NazarePereira Rodrigues, 
大学院学生木村啓志，大学院学生阪井仁美，民間等共同研究員 SergeOstrividov 

当研究室における研究によって，マイクロ流体デバイスにおいて細胞や組織の培投が良好に行えることは明らかに

なりつつあるが，実際にデバイス内部の環境や細胞の状態について，動的な変化を追って計測を行うためには，各種

センサ類ならびに送液系を集積化した「マイクロ流体システム」を実現する必要がある．本研究では，電気化学セン

サやインヒーダンス計測等，培投細胞の電気的な計測を行うための電極構造と送液機構とをチッフ上に集積化したシ

ステムの開発を進めている．

37. 生殖補助医療のための受精卵培養デバイスの研究開発

助教授藤井輝夫［代表者］，助教授酒井康行，民間等共同研究員 SergeOs trovidov, 
院長乾裕昭，主任研究員水野仁二，研究員中村寛子

不妊治旅目的を目的とした人工授精による妊娠出産は，世界発の例から 30年余り経つにもかかわらず，以前とし

て成功率が 25%余りと低く、特に授精後の受精卵の培投法に関しては，ほとんど工学的な工夫が行われていないのが

現状である．本研究では，半透膜を内部に有するマイクロ流体デバイスを用いて，膜上にあらかじめ子宮内膜細胞を

培投し．その上で受精卵を共培投する新しい方法の開発を進めている．実際マウス受精卵を用いだ実験により，そ

の発生速度を早め，生体内のレベルに近づけられることが明らかになっている．

38. マイクロ流体デバイスを用いた生物現存量計測法に関する研究

助教授藤井輝夫［代表者］，特任助手福場辰洋，大学院学生福沢範行

悔水中の生物現存州を計測することは，その梅域における微生物等の活動を知る上で，きわめて重要な作業である．

本研究では，マイクロ流体デバイス中で，ホタルルシフェラーゼによる発光反応を行うことによって， i毎水中の ATP

濃度を測定し，その結果に基づいて生物現存凧を調べる方法について検討を行っている．
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VI. 研究および発表論文

39. 能動型マイクロ波リモートセンシングによる海洋波浪観測手法の開発

助教授林昌奎［代表者］，大学院学生阿野公洋

マイクロ波の悔面での散乱特性を用いて梅洋波浪情報を導出するアルゴリズムの開発を行っている．悔面から散乱

するマイクロ波は，波浪によって生ずる海面付近水粒子の運動特性によって，周波数が変化する．その特性を解析す
ることで，波浪による水面付近水粒子の運動速度，即ち波浪の軌道速度と変動周期を得ることが出来，悔洋波浪の波

長及び波高の情報を導出することが可能である．現在は，実悔域でのアルゴリズムの有効性の検証を行っている．

40. 大水深ライザーの動的応答特性に関する研究

助教授林昌奎［代表者］，教授（東大）鈴木英之

ライザーは比較的単純な構造物であるにもかかわらず，作用する流体外力，構造自体の応答特性も一般に非線形で

ある．また，外部流体および内部流体は，密度や流速さらには構造の変形に応じて複雑な力を構造に及ぼす． これら

の問迎は，対象となる水深が深くなりライザーが長大になるに従い，強度が相対的に低下したり，ライザー自体が相

対的に柔軟になり動的挙動が顕著になることにより，強度設計，安全性確保の観点からより屯伎iになる．そのため｀

これらの応答特性を正確に把握し，諸課題を解決することが大水深掘削システムを実現する I・.で1T(吸となる．現在は，

悔洋ライザーに働く非定常流体力を推定する実用手法の開発を行っている．

41 . 氷海域における流出油拡散・移動シミュレーションモデルの開発

助教授林昌奎［代表者］，教授（東大）山ロ一

梅氷が水面を覆う氷悔域での流出袖は，抽が悔氷の下に隠れるなどにより，その流出範囲の特定及び回収は非常に

困難である．氷海域での流出袖は流氷と共に移動し，その範囲を広げる．回収のは長い時間を疲し，その間，周辺梅

域の環境に及ぼす影響は計り知れない．悔洋モデルとの連成を考慮した氷悔域における流出抽の中長期拡散・移動シ

ミュレーションモデルの開発を行っている．
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マイクロメカトロニクス国際研究センター

1. 超微小チャンバーを利用した生体分子 1分子実験

教授藤田博之［代表者］，教授（大阪大） 野地博行，助教授竹内昌治

生体反応を超微小空間に閉じ込め，超高感度検出を行い，その反応機構を明らかにする．

2. 半導体微細加工による並列協調型マイクロ運動システム（継続）

教授藤田博之［代表者］，助手安宅学，外国人客員研究員イプアンドレシャヒュイ

半導体マイクロマシーニング技術の利点の一つである， 「微細な運動機構を多数同時に作れる」という特徴を生かして，多

数のマイクロアクチュエータが協調してある役割を果たす，並列協調型マイクロ運動システムを提案した．アレイ状に並べた
多数のアクチュエータでシリコン基板の小片を運ぶことができる．制御回路とアクチュエータを含むモジュールを平面的に並

べ物体の形状による分別を行う機構の設計と制御法と制御アルゴリズムを開発した．流体マイクロアクチュエータのアレイ

を歩留まりよく作るフロセスを考案し，搬送動作を確認した．今後は別途作った VLSIチップと一体化することを試みる

3. マイクロアクチュエータの応用（継続）

教授藤田博之［代表者］，助教授年吉洋，技術専門職員飯塚哲彦，協力研究員三田，ぃ，

受託研究員アレクシスドゥプレー，博士研究員エディンサラジュリック，博士研究員ヴァンサンアガシュ

VLSI製造川の種々の微細加工技術によって可能となった，微細な電極ハターンや高品質の絶縁薄膜を利用して，静

電力や電磁力などで駆動する超小型アクチュエータを開発し，種々の応用デバイスを試作している．半導体レーザや
発光ダイオードと光ファイバの光軸合わせ用微動機構，マイクロ光スキャナ，データ記録装附の微細位附決め用マイ

クロアクチュエータ，超小型振動子，マイクロ機構による乱数発生デバイスなどを対象に研究を進めている．

4. 真空トンネルギャップ中の極限物理現象の可視化観測（継続）

教授藤田博之［代表者］，助教授年吉洋，教授（香川大）橋口原，協力研究員三田信，
大学院学生石田忠，大学院学生仲島祐樹

マイクロマシニング技術を用いて，走査トンネル顕微鏡の (STM)の探針とそれを動かすマイクロアクチュエータ
を一体で製作している．断面の寸法が数十ナノメートルのナノ探針を安定して作製できるようになったこのマイク
ロSTMを，電子位相検出方式の超高分解能透過電子顕微鏡 (TEM)の試料室に入れ，トンネル電流の流れるギャッフ

を直視観察する計画である．電界電子放出デバイスについて，電流電圧測定と針先形状観察を同時に行い，ある電圧
で針先が丸くなるとともに電流が急に減少する現象を見いだしたまた，対向針を接触させ融将した後，伸張してナ

ノブリッジを形成し，その破断までを TEMで可視化観察した．

5. マイクロマシニング技術のバイオ工学への応用（継続）

教授藤田博之［代表者］，助教授年吉洋，外国人客員研究員ティクシェアニエス，

教授（香川大）橋日原，外国人客員研究員フィリッフコケ，講師（立命館大）横川隆司，

大学院学生新田英之，研究機関研究員久米村百子，産学官連携研究員榊直由，

特任教授ドミニクコラール，博士研究員クリストフヤマハタ

バイオ[学のツールをマイクロマシニングで作る研究を行っている．特定のタンハクを認識する分子を固定した
ハッチのアレイを作り，そこに細胞を選択的に吸着することができた．また，マイクロ構造内でニューロンを培義し，

人］：的結合をさせることも試みている．チッフ上に生体分子モータを固定し，その回転が温度により変化する様を

分子レベルで観察した．また，リニア分子モータによりマイクロ構造をマイクロ・ナノ流路内で望みの方向に搬送で

きた．更に DNA分子を可動マイクロ構造で把持した

6. 生体分子用特異結合ナノ標識

教授藤田博之［代表者］，外国人客員研究員ティクシェアニエス，

助手（医学部閥川研）岡田康志，外国人協力研究員アンドレアレイン

シリコンのナノ加工を利用し，細長い標識の一端のみに金を付加して生体分子への特異的結合を可能とした構造を
作った． この標識により生体分子モータの回転を可視化した．

7. ブラウン運動で駆動するマイクロアクチュエータ

教授藤田博之［代表者］，助教授（ワシントン大）カールプーリンガー，

大学院学生エリスィンアルチンタシ

水中の微小な物体に生ずるブラウン運動を，マイクロ流路内への機械的閉じ込めとその近傍に配岡した電極で発生

する微弱な屯界によって一方向に整流し、回転運動や並進運動を得るデバイスを研究している．理論解析と基礎実験

により，考案したデバイスが動作可能と考えられることを示した，
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8. 分析用 MEMSデバイス

教授藤田博之［代表者］，教授（東大工学部）相田卓三，大学院学生伊藤晃太

人工的に合成した鎖状高分子を， MEMSデバイスによって把持し，評価する研究を行っている．本年度は，電界に

よって対象分子を微小電極間へ集合させることができた．

9. 大面積 MEMS技術と整合する黒板型ディスプレイ

教授藤田博之［代表者］，助教授年吉洋，大学院学生直松路威

本表示デバイスは，駆動電極付きスラブ光導波路，スペーサ，柔軟な導電性磁気フィルムを積層した構造であり，

新たな駆動方式（手動フルイン）で人手による書込みを実現し，永久磁石でフィルムを引き付けて部分的に消去可能，

駆動電圧の除去で全面消去可能である．簡単な構造のため，将来は印刷技術などを援用した大面積 MEMS技術で安価

に製作できると期待される．

10. シリコンマイクロマシニングによる微小振動子の製作に関する研究

教授川勝英樹

IOOMJ-lzレンジの高い周波数で振動するメカニカル共振器をシリコンマイクロマシニングで製作する方法を検討した．

11. ナノ振動子とマルチカンチレバーアレーの作製

教授川勝英樹

シリコンの異方性エッチングを用いて探針を有する微小なカンチレバーを作製した．小型化により固有振動数を高

めるとともに使用目的に応じたバネ定数を実現することに成功した．質屈や力の検出分解能を高める上で重要な，

振動子の Q値を向上させるための処理方法や，振動子の設計を行った．

12. ナノメートルオーダの 3次元構造物の動的機械特性の計測

教授川勝英樹

10nmオーダの 3次元構造物の固有振動数や振動の Q値を光学的方法により計測する方法の研究を行っている．現
在 IOOMI-Iz, I Opmの計測が可能で現在， !GHzまでの計測を計画している．

13. ナノメートルオーダの 3次元構造物の特性評価と応用

教授川勝英樹

ナノメートルオーダの機械振動子などの. 3 次元構造物の機械• 電気特性の測定と．その応用の研究を行っている．

そのために．走査型電子顕微鏡内にマウントする走査型フローブ顕微鏡を実現している．

14. ナノメートルオーダの機械振動子による と場の計測

教授川勝英樹

サブミクロンの機械振動子を作製し，それを AFMの探針に用いて力や質量の検出を行う．現在，大きさ 2ミクロ

ン，バネ定数 ION/m程度，固有振動数 40MHz, Q値 8000のものを作製している．計測には，高真空用ヘテロダイ

ンレーザドップラー振動計を組み込んだ AFMヘッドを用いた．

15 . 100万本の原子間力顕微鏡カンチレバーのパラレル検出の研究

教授川勝英樹

各カンチレバーと枯板の構成するフィーゾー干渉計マイクロキャピティの輝度を CCDカメラ等の受像器に導くこ

とにより，各カンチレバーの変位や振幅を計測する研究を行っている．液中応用を目的に，倒立顕微鏡にカンチレ

バーアレーと光学顕微鑢干渉計を組み込んだ

16. 結晶格子を基準としたリニアエンコーダ

教授川勝英樹，助手星泰雄

走査型トンネル顕微鏡や．走査型力顕微鏡を用いて結晶の周期性を読み出してリニアエンコーダのスケールとして

用いる研究を行っている．大気中において黒鉛の結品周期を反映した鋸波形を接触モードの走査型力顕微鏡により読

み出しながら，同時に結晶を固定した試料台の変位をレーザー干渉計で測定したところ，レーザー半波長分の変位に

対応する鋸波の数は，黒鉛の格子間隔から計筒される数よりも 3割多かった．この違いの主な要因は格子列の読み外

しと考えている．幅を持った範囲を観察することにより，格子列の読み外しを検出・ 補正した上で，精度検証を行う

予定である．

24 I 



＼「I.研究および発表論文

17 . 走査型力顕微鏡の探針の軌跡の計測

教授川勝英樹

本研究は走査型力顕微鏡探針の xyz空間内での動きを原子レベルの分解能で求めることを目的としている．装附構
成としては光てこ 2個を用いてカンチレバーの異なる 2点での傾きを求めた．その結果．探針の試料面内方向の変位

と法線方向の変位を分離することが可能となりより正確な探針の軌跡を求めることが可能となった．この測定法は
原子レベルの摩擦現象を可視化するのに有効であると伴に．走査型力顕微鏡を用いた形状計測の精度向上に役立つも

のである．

18. 走査型力顕微鏡のカンチレバーのねじれ固有振動の自励を用いた探針の面内位置変調と，それに

よる散逸のマッピング

教授川勝英樹，助手星泰雄

走査型力顕微鋭のカンチレバーのねじれ振動を自励により励起し，それにより探針の面内位附変調を実現した．

定の加振力でねじれ振動を励起し，ねじれ量を検出することにより，試料の場所によるダンヒングを検出した．ねじ

れの自励を実現したことにより，固定周波数励起による，コントラストの反転等の問題点が解消された．

19 . 結晶格子を基準とした位置決め

教授川勝英樹，助手星泰雄

結晶格子の規則正しい原子のならびを走査型トンネル顕微鏡の探針でサーボトラッキングすることによって．結晶

構造を 2次元的な動きとして取り出し.xyステージの位置決め制御に用いることが可能となる．現在．ミクロンオー
ダの範囲での変位制御を目指している．

20. マイクロ放電加工に関する研究（継続）

教授増沢隆久［代表者］，助手藤野正俊，大学院学生内村明高

数 /.Lillから数百 /.Lmの寸法領域の三次元的形状加工において，放電加工は最も高精度で加工できる方法の一つで

ある．本研究では，微細軸加工のために当研究室で開発したワイヤ放電研削法 (WEDG) をもとに，超微細穴加工，マ

イクロ加工・組立システム，さらに 3次元的微細形状加工やマイクロ金型への応用に関する研究を行っている．本年

は逆テーハを含む任意のテーハ穴加工が可能な旋盤型マイクロ放電加工装骰の開発を行った．

21 . 機械的マイクロ加工に関する研究（継続）

教授増沢隆久［代表者］，助手藤野正俊

打ち抜き，切削，研削等の機械的加工法は生産性，加工精度ともに優れた方法であるが，微細寸法の場合はエ具の製

作，調整が容易でない．本研究では，工具製作を組込んだシステムにより，数十 J.Lmの寸法の打ち抜き，ドリル加工，
エンドミル加工，超音波加工，研削などの実用化を進めている．本年は微細ヒンの表面仕上げ法として，ギャッフ制御

を取り入れたラッヒングシステムを開発し，実用性を確認した．

22. 三次元的微細形状測定法の開発（継続）

教授増沢隆久［代表者］，助手藤野正俊

微細な三次元的形状測定の新しい手法として，電気的接触検知を用いたバイプロスキャニング法 (VS法）及びヒ

エゾ抵抗素子を用いた手法 (SDAPPLIN法）を開発し，細穴内部形状測定等への応用研究を行っている．

23. 電解加工を応用したマイクロ加工の研究（継続）

教授増沢隆久［代表者］，助手藤野正俊

ハルス電流による電解加工の応用技術として極短ハルスを用いたマイクロ 3次元形状加工および微細表面の平滑化

の研究を行っている．

24. Hole Area Modulation法による 3Dマイクロ加工

教授増沢隆久［代表者］，助手藤野正俊

マスクハターンに加工深さ情報を入れ込んで，単純な操作により三次元形状のマイクロ加工が行える新しい手法，

Hole Area Modulation (HAM)法を考案し，エキシマレーザによる方法と，化学工ッチングによる方法の開発を進めて

いる．

25. 「マイクロメカトロニクス国際研究センターの項目を参照」

教授増沢隆久
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26. 機能性自己組織化単分子膜を用いたマイクロ・ナノコンタクトプリンティング

助教授金範竣［代表者］，技術専門職員高間信行，大学院学生金

最近，サブマイクロメータースケールでのハターニングは，マイクロ電子回路，デジタル記憶媒体，集積化マイク

ロ・ナノシステム，バイオ・有機材料デバイス等の数多くの応用にとって重要である．本研究は，機能性自己組織化

単分f膜 (Self-assembledMonolayer: SAM)をサブマイクロメータースケールでハターニングするための，新しいマイ

クロ・ナノコンタクトフリンティング法を開発する．

27. ナノシャドウマスクを用いた広面積のナノパターニング技術の開発

助教授金範竣

従来のリソグラフィ法においてフロセスの複雑さ，材料の選択性等の観点から見るとシャドーウマスクを用いた直

接ハターンする方法は優れている．マイクロマシン加工を応川した多機能ハターンの装骰の製作に関するもので，

MEMS技術を用いた微細シャドウマスクと多機能噴射システムの設計と製作に関する技術開発を行う．

28. 単一細胞の電気及び物理的特性を測る MEMSデバイスの開発に関する研究

助教授金範竣［代表者］，助教授藤井輝夫，教授藤田博之，助教授酒井康行，

技術専門職員高間信行，博士研究員趙永学

単一細胞（赤1/11球）の変形と電気的特性の関係について調べる．そのために細胞の油過用のマイクロチャンネルと

単一細胞の電気的特性の測定用のツインマイクロカンチレバーアレイを持つ祈しいパイオ MEMSデバイスを開発し

た．今後単一細胞の Elcctoporation用デバイスヘの応用のため，新にデバイスを開発する．

29. 機能性自己組織化単分子膜を用いた新しいナノパターン，ナノ構造の製作に関する研究

助教授金範竣［代表者］，技術専門職員高間信行，大学院学生金 ，協力研究員 PeterLOW 

本研究の目的は高い装l置などを使えずにより簡単な方法で機能性自己組織化単分子膜 (Self-assembledMonolayer:SAM) 

をサブマイクロメータースケールでハターニングする新しい方法を提案し，その方法を用いてナノ構造を製作さらにナ

ノ機構自体（例え，ナノカンチレバー）をツールとして各種の生体蛋白分子らの結合や反応を直接観察できるバイオセン

サーを製作することである．

30. 層流を用いた電気鍍金法によるマイクロ構造物の製作

助教授金範竣［代表者］，技術専門職員高間信行，大学院学生齊藤毅

マイクロ水流と電気めっき法を融合させ，マイクロチューブ，またはナノハターンを持つ金屈薄膜といったマイク

ロ・ナノ構造物を製作・複製した．電気めっき条件の最適化，数値解析などを晶づいて安価での金屈マイクロ構造物

アレーを製作する．

31 . 膜タンパク質チップ

助教授竹内昌治

膜タンハクが組み込まれた，脂質 2重膜アレイの研究

32. 均一直径リポソーム

助 教 授 竹 内 昌 治

リホソームの直径を MEMSを利用して均一化させる研究

33. マイクロ流体デバイスによる細胞アレイ

助教授竹内昌治

マイクロ流路を利用して細胞をアレイ状に配憐する研究

34. 生体分子モータによる高速ナノ物質搬送

助教授竹内昌治

アクチン・ミオシンを利用した物質搬送の研究

35. MEMSとフォトニック結晶の融合（継続）

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，教授流川泰彦，講師岩本敏，大学院学生肥後昭男

フォトニック結晶導波路上に MEMSデバイスを集積化して，超微細な光変調器を製作する．
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36. 静電アクチュエータの設計に関する研究（継続）

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，技術職員高橋巧也，大学院学生肥後昭男，

大学院学生山下清隆，大学院学生高橋一浩，大学院学生 YuheonYi, 
大学院学生泰井祐輔，大学院学生中田宗樹

シリコンマイクロマシニング技術を用いて静電アクチュエータを設計する際に重要となるフロセスウィンドウに

ついて理論的に考察する静電アクチュエータの設計に関する研究．

37. プラスチック MEMSによる電子ペーパーライクな画像表示器

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，大学院学生泰井祐輔，大学院学生肥後昭男

PENフィルムに金属薄膜を蒸着したものをファプリ・ペロ干渉型のカラーフィルタ上にマイクロ加工し，静電駆動

によって干渉長を変化させることにより透過光の色を制御するカラーヒクセルを開発した．

38. マイクロ静電ミラーの超小型内視鏡応用

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，大学院学生中田宗樹

シリコン半導体マイクロマシニングにより直径 2~3mm の静電駆動型光スキャナを製作し，それを光ファイバ型
阪療用内視鏡に応用する研究を行った．

39. 高電圧回路と MEMSの集積化に関する研究（継続）

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，大学院学生高橋一浩，大学院学生 YuheonYi 

MEMSアクチュエータと，それを駆動する高耐圧ドライバ回路および変位検出用のセンサ回路などをシリコン基

板にモノリシック集積する技術を研究する．

40. 静電駆動型マイクロレンズスキャナに関する研究（継続）

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，大学院学生高橋一浩，

外国人協力研究員 HoNam KWON 

シリコン製の微小なレンズをマイクロアクチュエータで駆動して赤外光の偏向角度を制御し，光ファイバスイッチ

に応用する．

41 . 光照射による静電アクチュエータの駆動原理に関する研究．（継続）

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，大学院学生肥後昭男，大学院学生中田宗樹

静電アクチュエータとフォトダイオードをシリコン枯板上に集積化して，光照射によってアクチュエータの動作を

制御する機構を検討する．また，同機構をデータストレージ，光スイッチ，光ファイバ内視鏡などへ応用する研究を

行う．

42. 赤外線天文台望遠鏡用のマイクロシャッタアレイ（継続）

助教授年吉洋［代表者］，技術職員高橋巧也，東京大学理学部天文センター

赤外分光を行う天文台望遠鏡の時間利用効率を高めるため，一度に数十個の星のスペクトルを観測できるように，

マイクロマシニング技術を用いて可動シャッタアレイを製作している．

43. 真空マイクロエレクトロニクスと MEMSの融合（継続）

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，大学院学生山下清隆，

学振外国人特別研究員 WinstonSun, 外国人客員研究員 BenoitCharlot 

微小な真空管を MEMS技術によって製作し，高周波通信機器用の周波数フィルタなどに応用する．

44. マイクロメカニカル振動ジャイロの製作（継続）

助教授年吉洋［代表者］，教授藤田博之，

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部宇宙探査工学研究系三田

航空宇宙慣性航法用の高精度ジャイロスコーフをマイクロメカニカル振動子として製作する方法について検討した．
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都市基盤安全工学国際研究センター (IGUS) 

1. コンクリート道路橋のモニタリング・システムの開発に関する研究

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝，民間等共同研究員恒國光義

コンクリート道路橋のモニタリングによる維持管理の高度化および効率化をはかるため，各種センサーによる実橋

のモニタリングを実施している．構造物のたわみ，変形，振動等をレーザ，光ファイバー，加速度計で計測し，使用

性能，安全性能等に関する健全度の評価方法，およびモニタリング・システムの開発を行なっている．

2. 劣化予測モデルに基づく不確実性を考慮した補修のライフサイクルコストに関する研究

教授魚本健人［代表者］，大学院学生サンチャランハカワット

繰り返し荷重や環境条件による劣化によって構造物の品質は損なわれる．そこで構造物の耐用年数の間に構造物の

安全を保障するため，維持管理．点検および補修，補強する必要がある． しかしコスト算出，劣化予測などはイく確実

性を含むため，最適な維持管理手法を決定することは困難であると言える．本研究は，ライフサイクルコストの最小

化手法を，劣化予測の不確実性を考慮した構造性能の信頼性評価を用いて提案している．

3. 補修を行ったコンクリート構造物の耐久性評価に関する研究

教授魚本健人［代表者］，助教授岸利治，講師加藤佳孝，民間等共同研究員伊藤 ff云扱斉藤仁，

渡部正，元売正美，竹田窪典，平間昭信，河原崎広，伊藤学，深津章文，松田敏，森本丈太郎、

椎名貨快，弘中義昭，小川彰一，槙島修，宇野祐一，里隆幸，北澤英宏，榊原弘幸，戸田勝哉，

技術専門員星野富夫

劣化した鉄筋コンクリート構造物を断面修復材によって補修する場合，補修材料の耐久性に関わる吸求品質が明ら

かでなく，使用される材料や施工方法によって耐久性がまちまちである．そのため，特定の材料や施 L)j法によって

補修を行った場合に，補修した構造物の耐久性を予測することができないのが現状である．そごで．補修した鉄筋コ

ンクリート構造物の耐久性を評価することを目的として，断面修復工法を対象に，補修材料の耐久性を明確にし，施

工方法が耐久性に与える影響についても明らかにする．

4. コンクリート構造物の次世代型非接触• 非破壊検査手法に関する調査研究

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝，大学院学生小根澤淳志，研究生石川

これまでにも，超音波， AE法，レーダ法など様々な非破壊検査が，構造物の現状の性能を把握するツールとして

用いられてきたしかし，提案されている手法のほとんどがひび割れ，内部空洞などに代表される欠陥検知であり，

コンクリート構造物の耐久性能の低下を予測する情報としては不足しているのが現状である．これまでは，情報の補

完のために局部破壊検査を実施している．局部破壊検査は，コンクリートの現状を精度良く評価することはできるが，

あくまでも局部的な情報であるため構造物全体の性能を評価するには多大な労力を必要とする．このような現状に対

して，本研究では鉄筋コンクリート構造物の代表的な劣化現象である鋼材屈食の支配因子である塩害• 中性化に着目
し，検査の効率性を重要視した非接触かつ非破壊で検査する新たな手法を確立することを目的としている．

5. マルチスペクトル法のコンクリート構造物劣化調査への応用

教授魚本健人［代表者］，研究生石川幸宏

コンクリート構造物の劣化調査は一般に，外観調査等の目視点検，コア等を採取し，コンクリート中の成分を測定

する方法，コンクリートのかぶりをはつり，内部の鋼材の屈食状況の確認，自然電位法によるI腐食の推定等が行われ

ている．また，一部破壊型調査ではなく，各手法による非破壊検査も行われている．本研究では，ハイハースペクト

ルリモートセンシングの技術を用い，非接触でコンクリート表面の劣化因子物質の検出を試みる．本手法の適用によ

り，短時間，大断面の診断が可能になり，調査費用の低減が期待できると考えられる．

6. コンクリートの品質に対する化学混和剤の作用効果に関する研究

教授魚本健人［代表者］，共同研究員松本利

コンクリートの品質特に硬化コンクリートの耐久性を論じうる上で，使用材料や配合条件がコンクリートの空隙
構造に与える影響を検討することは非常に璽要である．また，近年コンクリート製造に欠かせない材料の一つになっ

ている化学混和剤に関しては，空隙構造に対する作用効果が明確になっていない．そこで，化学混和剤の持つ種々の

特性が，硬化コンクリートに及ぼす影響を明らかにすることを目的とし，様々な化学混和剤，中でも最も頻繁に用い

られている滅水剤系の混和剤を中心に，減水性，凝結遅延性，空気連行性等の特性が，硬化体の空隙構造形成過程に

与える影響を明確にする
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7. アルカリ骨材反応を生じたコンクリート構造物の鉄筋破断に関する研究

教授魚本健人［代表者］，技術専門職員西村次男

アルカリ骨材反応を生じたコンクリート橋脚等において鉄筋破断が報告されている．この原因として鉄筋の品質と

曲げ加工時の塑性加工が間辿と考えられる．脆性破壊現象がなぜ生じるかを明らかにし，その対策を考案することを
目的とした研究である．

8. 損傷を受けたエポキシ樹脂塗装鉄筋の耐久性に関する研究

教授魚本健人［代表者］，技術専門員星野富夫

エホキシ樹脂塗装鉄筋は塩害に対し高い耐久性を有しているが，塗膜が損偽を受けると耐久性が損なわれる．どの

程度の損偏が問題になるかを明らかにするため，悔洋暴露試験を実施し継続的な調査を行っている．

9老朽化構造物の寿命予測，簡易で精度の高い管理手法の構築

教授魚本健人［代表者］，講師加藤佳孝，
都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS),特任助手金田尚志，

特定フロジェクト研究員ラクティホンサハミットモンコン，永井正和，施川正則，菅野安男，岡本卓慈，

松井義昌，藤田久和，菊池禎二，石田辰英，山根立行，北村隆理，寺田晃，佐藤登，柴疫治，

栗田守朗，安藤慎一郎，和田直也，肥田研一，山本郁夫，玉岡

老朽化構造物の寿命予測を可能とする簡易で精度の高い管理手法の構築に向けた検討および提言を行う構造物の
寿命の定義や予測手法に関して，研究者の論文，事業者・学協会等のマニュアル等の文献調査，ならびに有識者への

ヒヤリング調査を行い，課迎の抽出，整理を行った

10. 環境・災害の予測と対策を実行するために必要となるデータの抽出とその整理

教授魚本健人［代表者］，客員教授天野玲子，教授目黒公郎，助手吉村美保，
都市晶盤安全工学国際研究センター (ICUS),二木重博，今村遼平，三富創，加藤康広，野田浩二，

深沢哲也，山崎淳，高橋郁夫，平間敏彦，志波由紀夫，田中芳行，高田励，松本由美子，貰井泰，

福島誠一郎，山田哲也

自然災害が発生した場合には，どのような事象が時系列に発生し，それに対して我々はどのように対応していった
らよいのかをシミュレーション等によって明らかにする場合，必要となるデータベースの構築に向けた検討を行う．

11 . アジアにおけるメガシティ化がもたらす環境への影響変化

教授魚本健人［代表者］，教授安岡善文，助教授大岡龍三，助教授沖大幹，講師須崎純一，
遠藤貴宏，都市枯盤安全工学国際研究センター (ICUS),瀬戸島政博，船橋学，河合雅巳，岡田敬一，

川村哲也，中井秀信，高田励，中嶋まどか

アジアにおける大都市間迎を評価するためには，環境，安全，健康など様々な側面からデータを収集し，その持続

性，健全性を指標化し，更に対策を講ずることが必要となる． しかしながら，多くのアジアの国々では，どのような

視点から都市を評価するかの基準が定まっておらず，また，信頼性の高いデータを収集することも容易でない．そこ
で，環境への影欝評価を行い，それに枯づく対策を講じる．

12. 大規模災害に対する防災対策の研究

教授魚本健人［代表者］，教授目黒公郎，客員教授天野玲子，助手吉村美保，二木重博，
今村遼平，三富創，加藤康広，深沢哲也，山崎淳，高橋郁夫，平間敏彦，田中芳行，

松本由美子，高田励，貰井泰，福島誠一郎，山田哲也

地震や台風などの自然災害は都市枯盤の安全性を脅かす燈異の一つである．このような大災害に対する減災の観点
から，災害のシミュレーション等に活用可能なデータベースの構築に向けた検討，都市における住宅の耐震補強促進

のためのピジネスモデルの作成と検証を行っている．

13. 災害の現地調査

教授目黒公郎［代表者］，助手吉村美保．博士研究員高島正典 ・MayorcaArellano Jul isa Paola・ 
大学院学生近藤伸也

地骰や洪水などの自然災害，大規模な事故などが発生した場合，国内，国外を問わず，現地調査を行っている．最

近では以下のような調査を行い．災害の様子を記録するとともにその影響を分析している. (I) 2004年 12月イン

ドネシアスマトラ島地震津波災害， (2)2005年 10月ハキスタン地震災害．
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14. 地下の地震断層変位が地表地盤に与える影響度評価

教授目黒公郎［代表者］，大学院学生 WORAKANCIIANKawin 

1999年に発生したトルコ・コジャエリ地震や台湾・集集地震では地裳断層運動による表層地盤の変状が，多くの

土木構造物や建築構造物に甚大な被害を与えた．本研究は，破壊現象を高精度に追跡できる AEM(Applied Element 
Method) を用いたシミュレーションから，地下の断層運動が表屑地盤に与える影響を分析するものである．

15. 地震災害環境のユニバーサルシミュレータの開発

教授目黒公郎

本研究の目的は「自分の日常生活を軸として」，地裳発生時から，時間の経過に伴って，自分の周辺に起こる出来

事を具体的にイメージできる能力を身につけるためのツールの開発と環境の整備である最終的には地裳までの時

間が与えられた場合に，何をどうすれば被害の最小化が図られるかが個人ベースで認識される．地裳災害に関係する

物理現象から社会現象にいたるまでの一連の現象をコンヒュータシミュレーションすることをめざしている前者(})

物理現象編は， AEMや DEMなどの構造数値解析手法と避難シミュレーションを中心的なツールとして，後‘ドの社会

現象編は，災害イマジネーションツール（目黒メソッド）や次世代型防災マニュアルを主なツールとしている．

16. 衝突や火災による構造物の崩壊過程のシミュレーション解析

教授目黒公郎［代表者］，博士研究員 ELKHOLYSaid Abd Elfallah Said 

米国同時多発テロ事件では，ニューヨーク市のマンハッタンにある 110階建ての WTCビル 2棟が旅客機の衝突と
それを原因とする炎上で，完全に崩壊したこの崩壊で消火活動及び避難誘導をしていた消防士を含め， 2800余の祢

い人命が奪われた．この事件は，高層ピルの崩壊過程の解明の重要性を強く認識させた．本研究は術突や火災による

高層建築物の破壊挙動を，時間的・空間的な広がりを考慮した上で再現するシミュレーション平法を開発している．
この手法とは，目黒研究室で開発した応用要素法 (AEM)を大規模で複雑な部材断面を有する梢辿物に適川しても大

幅な自由度の増大なしに解析を行えるように改良を加えたものである．そしてこの改良型 AEMをJlJいて衝突や火災
から高屑ビルの完全崩壊を防ぐ対策を探っている．

17. 構造物の地震時崩壊過程のシミュレーション解析

教授目黒公郎［代表者］，博士研究員 MAYORCAARELLANO Jul isa Paola, ELKIIOLY Said Abd El fat tah Sa id, 
大学院学生伊東大輔

平成 7年 1月 17日の兵庫県南部地震は，地震工学の先進国と言えども構造物の崩壊によって多数の犠牲者が発生

しうることを明らかにした本研究は地裳による人的被害を軽滅するために，地震時の構造物の破壊挙動を忠実に（時

間的・空間的な広がりを考慮して）再現するシミュレーション手法の研究を進めている．すなわち，破壊前の状態か

ら徐々に破壊が進行し，やがて完全に崩壊してしまうまでの過程を統一的に解析できる手法を開発し，様々な媒質や
構造物の破壊解析を行っている．そして解析結果と実際の地震被害の比較による被害発生の原因究明と，コンヒュー

タアニメーションによる地震被害の再現を試みている．

18. 非連続体の挙動シミュレーションに関する研究

教授目黒公郎［代表者］，大学院学生岡本睦

少し離れた位置からは「連続体の挙動」のように見えるが，実はばらばらなある大きさの運動単位が，適当な約束

（必ずしも物理的な法則のみではない）に従って，全体として挙動している現象が多く見られる．砂時計の砂の運動や

朝夕の通勤客，自動車の流れなどはその典型である．これらの「挙動」は，連続体の運動として近似できる場合もある

が，遥当な大きさの非連続な物体の集合体の挙動として扱わないと，その現象を遥切に理解することはできないこと
も多い．本研究室では物理的な約束に支配される現象の代表として， 「土石流」や「砂地盤の液状化現象」， 「地痕時

の家具の動的挙動」を非連続体解析手法を用いてシミュレーションしメカニズムを研究している．避難行動など人間

に絡んだ挙動については， 「災害時の避難行動特性のシミュレーションと空間の安全性評価」を参照されたい．

19. 地域特性と時間的要因を考慮した停電の都市生活への影響波及に関する研究

教授目黒公郎［代表者］，大学院学生飯田亮

近年，都市生活の電力への依存が高まる一方で，自然災害や事故などの様々な原因による停電被害が発生し，都市

機能に大きな影響を及ぼしている．停電の影響は，電力供給システムの構造から，配電所の供給エリアを単位として

相互に影響し合い，しかもエリアごとの「電力需要状況•住民特性・産業構成などの地域特性」「停電の原因となる災
害の規模」「停電発生時刻や継続時間などの停電特性」等によって，大きく変化する．そこで本研究では，配電所の供

給エリアを単位とした地域特性と，停電の発生時刻・継続時間を考慮した都市生活への停電の影響評価法の研究を進

めている．今年度は，地理情報システムを用いて，東京 23区の 314箇所の配電用変電所の電力需要と地域特性のデー

タベースの構築とその分析を行い，供給エリア内の大口需要家の影響を含めた考慮した地域特性と，停電の発生時刻・

継続時間を考慮した停電の影響評価モデルの構築を進めている．
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20. 電力供給量の変化を用いた地震被害状況と復旧状況の把握に関する研究

教授目黒公郎［代表者］，大学院学生飯田亮一

地震直後の被災地域の特定と被害量の把握は，防災関連機関の初動を決定する上で極めて重要である．本研究は地

震前後の電力供給データを用いて，地域ごとの被害推定を試みるものである．すなわち，配電用変電所の供給エリア

を地域単位として，地震前の電力需要から地域特性を把握するとともに，地殷後の電力供給州の落ち込み具合から供
給エリア内の建物被害を推定する手法を提案するとともに，両者の関係について分析している．分析結果からは，地

震後の電力供給量の低下は地域の建物被害と高い相関を持つことが確認されるとともに提案手法が，リアルタイム

評価が可能，新たな設備投資がほとんど不要，天候や時刻に左右されない観測が可能，など有利な点を多く有し，実用
に向けて大きな可能性があることが示されている．

21 . 効果的な地震対策支援システムの開発に関する研究

教授目黒公郎［代表者］，助手吉村美保，大学院学生近藤伸也，客員教授林省吾

兵庫県南部地震以降， 「雨後の竹の子」的に全国の自治体を中心として様々な「地震防災システム」が生まれた．

しかしこれらの多くは，既存のシステムを（プラックポックス的に？）違う場所に適用しただけの早期地震被害予測
システムであり，地域の地震防災力を高めることに具体的に貢献するとは思えないものもである．このような状況を

踏まえ，本研究では効果的で投資効果の高い地腐対策を講じるための地震対策支援システムの開発を進めている．地

震防災システムが持つべき機能の整理に基づいて，地域の弱点の抽出や異なる事前対策に対する投資効果の評価が可
能であるなどの機能を有する「最適事前対策立案支援ツール」の開発を行っている．

22. 実効力のある次世代型防災マニュアルの開発に関する研究

教授目黒公郎［代表者］，大学院学生近藤伸也，客員教授林省吾

本研究は地域や組織の防災ホテンシャルを具体的に向上させる機能を持つマニュアルを開発するものである．具体

的には現状のマニュアルの性能分析機能，目的別ユーザ別編集機能，当事者マニュアル作成支援機能などを有した
マニュアルである．このマニュアルによって，災害発生以前に地域や組織が有する潜在的危険性の洗い出し，その回

避法， tji前対策の効果の評価などが可能となる．このコンセフトを用いた防災マニュアルの作成を，内閣府，首都閲

の自治体，東京大学生産技術研究所を対象として進めている．

23. 組積造構造物の経済性を考慮した効果的補強手法の開発

教授目黒公郎［代表者], tiJf士研究員 MayorcaArellano Jul isa Paola, 
大学院学生 NAVARATNARAJAIISathiparan, GURAGAIN Ramesh, 博士研究員 NASROLLAHZASEDEIIKooroush 

世界の地震被宮による犠牲者の多くは，耐恨性の低い組積造構造物の崩壊によって生じている．本研究の目的は，

耐震性の低い既存の組積造構造物を，それぞれの地域が持つ技術と材料を用いて， しかも安く耐裳化できる手法を開
発することである．防災の間題では，「先進国の材料と技術を使って補強すれば大丈夫」と言ったところで何ら問迎

解決にはならないためだ一つの目的は，上記のような工法や補強法を講じた構造物とそうでない構造物の地震時の
被‘湘の差を分かりやすく示すシミュレータの開発であり，建物の耐農化の重要性を一般の人々に分かりやすく理解し

てもらうための環境を整備するためのものである．

24. 既存不適格構造物の耐震改修を推進させる制度／システムの研究

教授目黒公郎［代表者］，助手吉村美保，客員教授林省吾，客員教授天野玲子

我が国の地震防災上の最重要課題は，膨大な数の既存不適格構造物の耐虜補強（改修）対策が一向に進展していな

いことである．既存不適格建物とは最新の耐震晶準で設計／建設されていない耐震性に劣る建物であり，これらが
地霞発生時に甚大な被害を受け，多くの人的・物的被害を生じさせるとともにその後の様々な 2次的，間接的な被

害の本質的な原因になる．このような重要課題が解決されない大きな理由は，震補強法としての技術的な問題と言う

よりは，市民の耐震改修の菫要性の認識度の低さと，耐震補強を進めるインセンティブを持ってもらう仕組みがない

ことによる．本研究は，行政と市民の両者の視点から見て耐殷補強をすることが有利な制度，実効性の高い制度を提
案するものである．

25. 途上国の地震危険度評価手法の開発

教授目黒公郎［代表者］，助手吉村美保，博士研究員 MayorcaArellano Jul isa Paola 

世界の地震被害による犠牲者の多くは，途上国に集中している．この大きな原因の 1つに政府や中央省庁の高官
逹をはじめとして，多くの人々が地域の地震危険度を十分に把握していないことが挙げられる．この研究は，そのよ

うな間題を解決するために，簡便な方法で対象地域の地震危険度，予想される被害状況，経済的なインハクトなどを

評価する手法を構築するものである．イランやトルコ，ミャンマーやバングラデシュなどを対象として，研究を進め

ている．
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26. 水幕式火災防災システムの開発

客員教授天野玲子

都市再生を目指した大深度地下利用法の施行に伴い，地下空間の利用の可能性が高まっている．地下空間を利用す

るに際しては，火災防災システムを確立することが求められている．このため，水硲による火災防災システム及び熱・

煙流予測システムを開発する．

27. 地域防災計画及び防災拠点のあり方に関する検討

客員教授天野玲子

28, 屋外温熱環境の最適設計手法に関する研究（継続）

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤信介，研究機関研究員陳宏

屋外放射解析を CFD解析に桔づき，屋外の温熱環境の最適設計を行う手法について検討を行う．本年度は景観，温

熱環境，経済などの要因を含めて，樹木配附に関する多目的最適化間題について検討した．

29. 人体生理に基づく屋外の温熱環境評価手法に関する研究

助教授大岡龍三

夏季における屋外空間の熱中症等の防止を目的として，人体生理に屈づく屋外の温熱環境評価手法の開発を行な

う．本年度は，暑熱環境下，労働環境化に対する被験者実験を行ない，従来の人体の温熱生理反応モデルに無視し得

ぬ予測誤差が生じることを発見した．またその改善策についても検討を行なった．

30. 基礎杭利用による地中熱空調システムの実用化に関する研究（継続）

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤信介，協力研究員関根賢太郎，大学院学生黄錫鏑

）店礎杭を利用した地中熱利用空調システムの実用化に向けて，実大実験装附などを用いて研究し，システムの有効

性・省エネルギー性・環境負荷低減効果等の研究を行い，設計手法などを構築する．本年度は，事務所ビルでの空調
運転を想定したヒートホンフの連転を行い，場所打ち杭を用いた地中熱利用空調システムの地中熱採熱凰等の検討を

行った．

31 . 都市のヒートアイランド緩和手法に関する研究（継続）

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤信介，助手黄弘，大学院学生川本腸ー，客員教授瀬戸島政閲

メソスケールモデルと精緻な GJS データを利用した都市気候解析モデルを開発• 利用し，各種ヒートアイランド緩

和手法の効果について検討を行う．本年度は 2020年度までの東京都区部の将来人口予測を枯に[n]地区の建物延床面

積の増加率を推定し，その結果から人工排熱鼠の増加を府出することにより，それが都市気候変化に及ぼす影響につ

いて検討した．

32, 建物周辺の乱流構造に関する風洞模型実験と数値シミュレーションによる解析（継続）

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤伯介，技術専門職員高橋岳生，協力研究員飯塚栢

建物周辺で発生する強風や乱れの構造に関して，風洞実験や数値シミュレーションにより検討している・ 建物のよ

うな bluffbody周りの複雑な流れ場を予測する場合，標準 k-E モデルは種々の間姐を有する．特に， レイノルズ応力

等の渦粘性近似は流れ場によりしばしば大きな予測誤差の原因となる・ 本年度は，境界層流中にi骰かれた高l習建物モ

デル周辺気流の解析に LK型をはじめ，各種の k-E モデルや応力方程式モデルによる解析を行い，その予測精度を比

車交， 4寅t寸した．

33. 都市城の大気汚染発生構造の解明

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤信介，技術専門職員高橋岳生，助手黄弘，大学院学生渡辺壮亮

道路や建築物から発生する大気汚染物質の拡散現象についての検討を行なった．特に本年は様々な大気安定度のも

とでの拡散現象の風洞実験を行ない，その構造について考察した．更に数値シミュレーションとの比較を行い，その

予測精度を検討した・

34. 火災煙流動数値解析手法の開発（継続）

助教授大岡龍三［代表者］，教授加藤信介，助手黄弘，研究員林吉彦

建築物，地下街，船舶等における火災時の煙流動の数値解析手法を開発している．本年度も昨年に引き続き，都市

火災の伝搬要因の一つである火の粉飛散による飛び火現象の物理モデルを作成し，建物周辺の風の流れを再現する
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CFD解析と火の粉飛散を連成させて都市火災伝搬を解析した．特に，火の粉が完全な球状であると仮定した時の火の

粉の粒子の流体力学直径を，実スケール火災風洞実験において生成された火の粉を対象として測定実験を行った．

35. 都市・建築エネルギーシステムの最適化手法の提案

助教授大岡龍三

都市・建築の省エネルギー並びに，環境負荷の低減をはかるために，非線形な設備機器特性を考慮して，遺伝的ア

ルゴリズムを利用して，都市・建築のエネルギーシステムの選定から運用までをトータルに最適化する統合最適化手
法を開発した．

36. アジアモンスーン地域の水文環境の変動と水資源への影響

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，助手芳村圭，技術専門員小池雅洋，特任助手宮崎

研究員小森大輔，大学院学生 TangQiuhong, 大学院学生石崎安洋，大学院学生趙在一，

大学院学生犬塚俊之

亜熱帯地域のインドシナ半島，及び半乾燥地域の中国北東部を対象として，当該地域のアジアモンスーンにおける

役割を解明すること，および当該地域の降水と水資源の季節予報を向上させることを目的とし，タイ潅木地帯及び中

国淵漑股地の熱・エネルギー・ニ酸化炭素フラックス観測タワー（それぞれ 100mと25m) を用いた観測，及び地表
面過程のモデリングを中心に研究を進めている．

37. グローバルな水の間接消費 (VirtualWater)の解明

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，大学院学生林梅云，大学院学生犬塚俊之，

大学院学生久保賢一

穀物生産や畜産，工業製品の生産には水資源が大最に消費される．それを輸入して日本国内で消費するということ
は，仮想的な水を輸入し間接的に他国の水資源を消費していることと同じである．この実態を解明するため，泄漑フ‘

ロセスに枯づく農業生産における水消費原単位推定，その結果を利用しつつ配合飼料等の割合を考慮して作製した畜

産における水消費原単位，そして，工業統計に枯づく工業用水の出荷額あたりの水消費原単位を定め，穀物，食肉，

工業製品の主要品目について，もし日本において生産したとするならばどの程度の水資源が必要であったか，という

間接消費の流れを抑えた．さらに今年度は，昨年度までと比較して，プロセスに立ち戻ることによって算定手法の精

度の向上を行い，一つの確定した水の間接消費原単位データセットを構築した．続いて，枇界各国における輸出入量，
単収，生廂鼠などのデータセットを桔に，農業生産物のみが対象ではあるが，世界の Yi1tualWaterの国際フラックス
と，その数十年間の経年変動を罪定した．

38. 全球土壌水分プロジェクト ICC/DDCの構築

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，助手芳村圭，大学院学生花崎直太，大学院学生咲村隆人

本研究グルーフが中心となって進めている，同一の地表面気象状態において世界各研究機関の地表面過程モデルが

どのように応答するのかといった特徴を抽出・比較するための全球土壌水分フロジェクト (GSWP) について， Web

上において入カ・出カデータの品質管理及び比較検討用 GUIを提供する相互比較センター Cinter-ComparisonCenter) 

及びデータダウンロードセンター (DDC) の構築を行った．現在， http://gswp2. tkl. iis. u-tokyo. ac. jp/GSWP2/に
おいて連用されており，フロジェクトメンバーを始め多数の研究者に利用されている．

39. グローバルな水資源アセスメント

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，研究員 MagnusBengtsson, 研究員沈彦俊，
大学院学生花崎直太，大学院学生咲村隆人，学部学生内悔信幸

世界の水危機が叫ばれているが，現在巷間に溢れている1青報はほとんど欧米発信である．これに対し，日本独自の

グローバルな水資源アセスメントをきちんと行なって世界に発信するべく研究を進めている．これまでは自然系のグ

ローバルな河川流量シミュレーションのみが主流であったが，そこに人間活動の影響，特に貯水池操作の影響を入れ

た地球陸域水循環シミュレーションを行った．世界規模での泄漑用水需要のモデル化も進めているが，少々手法を変
えても必ずインド付近の過剰推定が間題となることが分かりつつある．さらに，グローバル推定の検証として，タイ

やハキスタン，イランといった地域レベルでの詳細な水資源アセスメント検証を進めている．また，全球土壌水分推

定フロジェクトの推進とともに利用可能となった複数の全球地表面過程モデルデータを用い，モデル平均的な地球水

循環システムの全体像を描出した．

40. リアルタイム河川流量予測システムの構築に向けて

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，助手芳村圭，大学院学生花綺直太，

大学院学生小岩祐樹，大学院学生碇大輔，学部学生新井裕子

2004年は，洪水が多発した年であった．その被害を軽減することを目標に，信頼できる予報システムの構築を目指
した．具体的には現在活用されている日本域気象予報システムの出カデータを用いて，尤もな地表面過程を考慮し
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た上で降水流出を罪出し，さらに高解像度日本域河川流路モデルを用いて河川流鼠を求めるシステムである． ここで

のホイントは，日本域の全河川の流鼠が同時に予測されるということであり，そのようなシステムはかつて存在して

いなかった本研究も，まだ過去の予測データを用いた検証段階ではあるが，まずまずの精度があることが確認され

ている今後は，リアルタイム予報シミュレーションシステムの構築と，その情報提供システム・ホリシの構築を進

めていく．

41 . 軽元素安定同位体比を用いた水循環過程及び物質循環過程の解明

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，技術専門員小池雅洋，助手芳村

研究員小森大輔，大学院学生石崎安洋，学部学生児玉健

水の安定同位体と呼ばれる重水素と菫酸素を含む水分子 (HOO,1-12-180)は，地球を循環するその水の経路と相変

化の股歴の積分情報を持つ．また，溶存有機成分の窒素安定同位体 (15N)や炭素安定同位体 (13C)は，混入物質の

起源を同定するトレーサーになりうる本グループは，タイを中心とした東南アジア地域における降水同位体の観測

ネットワークの構築及び全球同位体輸送循環モデルの開発などにより，同位体比の時間・空間変動が指し示すアジア

モンスーンのメカニズムについて研究している．

42. 地球温暖化等気候変動下における水循環の変動

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，助手芳村 研究員沈彦俊，大学院学生山田朋人，

学部学生内悔信寺

複数の大循環モデルを用い，陸面状態を固定した数値実験を行うことによって，陸面が大気に及ぼす影響の大きい

地域を抽出することに成功した．サヘル地域やアメリカ南西部といった，半乾燥地域がそれにあたり，そのような地

域では，陸面状態の観測を強化することによって降水の予測可能性が上がることが考えられている．この結果は，

Science誌に掲載された．また，現在の温暖化シミュレーションモデルに内在する時間・空間バイアスを除去した，よ

り『現実的な』温暖化予測結果の抽出手法を構築した．具体的には観測データとシミュレーションデータの固有振動

(EOF)ハタンを様々な形で組み合わせることによって，例えば，観測に含まれる振幅の大きな年々変動が，シミュ
レーションによる将来の降水増加トレンドに加味される，というような結果が得られた．さらに現在から将来に向

けて大雨の頻度はどのように変化するのか，についても研究した．その結果，例えば東京については，平均降水量の

若干の増加に加え，変動振幅の増大により，現在 30年に一度の降水はそれよりも高頻度で訪れる，ということが分

かった

43. 降水量時間・空間ダウンスケーリング手法の開発と極値統計への適用

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，大学院学生 NasiriSaleh Farzin 

近年，全球及び長期間での降水愴データが入手可能であるが，例えば，洪水を引き起こす直接の原因となる年最大

時間雨凰などを求める際など，目的に応じてそれらの高解像度化を図る必要がある．本研究では，マルチフラクタル
理論を用いた降水鼠データの時空間ダウンスケーリング手法の開発を行った．タイにおいて 2.5度グリッド・ 5日単
位スケールの降水凪データのダウンスケールを試みたところ，現地での雨贔観測データによる降水生起頻度と多くの

地点において一致した結果が得られたそのようして生成された現実的なヒークを持つ時空間降水データを用いるこ

とにより，多くの災害の要因となる降水極値に関する知見が得られるようになった

44. 水資源の持続可能性に関する検討

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，助手芳村士，大学院学生久保賢一

地球温暖化や人口増加をはじめ，技術革新• 生活習恨の変化・環境に対する概念の変化などの影響を考慮した上で，

降水• 河川水・地下水・化石水といった水資源は，どのくらいのスケールでどのように持続可能なのかを検討する．
ケーススタディとして，アメリカの穀倉地帯として知られるオガララ帯水層地域での湘漑農業にスホットを当てたと

ころ，温暖化排出 Alシナリオでは世間で喧伝されているほど危機的な状況にはないということがわかった．

45. 水質を考慮した水資源アセスメントのための物質循環モデリング

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，技術専門員小池雅洋，助手芳村

大学院学生須費可人，大学院学生林梅云，学部学生児玉健

必要な水質を満たさない水は，水資源とはみなされない．しかし，水質までを考慇したアセスメントはまだ行われ

ていない．農業施肥や生活排水に由来する大量の窒素化合物の溶解の見積もりや，排出された化学物質の大気中拡散・

移流を推定するモデル群を開発する．また，水の同位体比に加えて窒素同位体比や炭素同位体比を分析し，物質の流

入起源の逆推定を行っている．
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46. 地表面過程モデルの相互比較・検証・改良

助教授沖大幹［代表者］，助教授鼎信次郎，助手芳村圭，特任助手宮崎真，研究員小森大輔，

研究員 NgoDue Thanh, 大学院学生花崎直太，大学院学生 TangQiuhong 

大気気象現象に対する地表面の応答及び地表面からの大気への影響を定量的に解明するため，地表面の物理過程を

詳細にモデル化し，複数のモデルの性能を比較する．また，中国・タイで行っている水・エネルギー循環観測及び全
球の衛星データ等を利用し，モデルの検証・改良を行う．

47. 赤外線法を用いた既設コンクリート構造物の品質評価手法の提案

講師加藤佳孝［代表者］，大学院学生小根澤淳志

コンクリートの物質移動特性は耐久性能を支配する重要な要因であり，これまで多くの研究がなされている． しか

し，既設構造物のコンクリートの品質（例えば水セメント比など）を定量的に把握することが難しいため，既設構造

物の物質移動特性を予測する手法が無いのが現状である．そこで，本研究では非破壊試験を活用して既設構造物の物
質移動特性を定鼠的に評価する手法を開発することを目的としている．

48. リスク評価による効率的な維持管理計画論

講師加藤佳孝

膨大な社会資本ストックを効率的に維持管理していくことが，今後の重要なミッションであることは疑うことの無

い事実である．維持管理の晶本は個々の構造物の現在および将来の性能予測結果をもとに，管理施設全体としての
費用対効果を最大化するような維持管理計画を策定することにある． しかし，コンクリート構造物の予測は，劣化外

カの不確実性，コンクリート品質の不確実性（施工，材料非非均質）などに代表される，様々な不確実な要因が影響

し，実構造物を適切に予測することは難しい．本研究では，このような不確実性を確率量として定鼠的に表現し，そ
の結果をもとに，将来予測，検査および対策（主に補修）の費用対効果をリスク械として表現することで，管理施設

全体のリスクを最小化するような維持管理計画を作成する手法の確立を目指している．

49. 複合非破壊検査手法を用いたコンクリートの品質評価

講師加藤佳孝［代表者］，大学院学生小根澤淳志

これまでコンクリート構造物の検杏は和こ，内部欠陥，ひび割れ，鉄筋位置鉄筋屈食を対象として，技術開発
がなされてきた．一方，コンクリート構造物の劣化は，そのほとんどが，劣化因子の侵入によって引き起こされる．

つまり，コンクリートの物質抵抗性を把握することが，構造物の耐久性を適切に把握するためには必要不可欠となる．

本研究では，コンクリートの熱移動特性と拡散現象を実験的に関連づけ，赤外線法を活用することで，既存コンク

リート構造物の拡散係数を予測する手法の開発を行ってきた．限定された範囲内であれば，ある程度拡散係数を推測

することができるが，その精度は必ずしも高くない．そこで，第二段階として，従来から比較的広く用いられている，
レーダ法，超音波法，自然電位測定法をフラスし，複合的にコンクリートの品質を推測する検討を進めている．

50. 局所的環境外カシミュレーションによるコンクリート構造物の境界条件設定法

講師加藤佳孝［代表者］，大学院学生竹下直樹

コンクリート構造物の劣化は，様々な環境外力によって支配されている．温度，湿度，降雨などの晶本的な気象条

件や，二酸化炭素，塩素，砿酸などの化学物質等々，その要因は非常に多い．このような劣化メカニズムを実験的に

解明し，種々のモデルが提案されている．これらのモデルは対象とした実験結果に対する推定精度は比較的優れてい

るが，実構造物への適用となると，その精度は必ずしも高くないこれは，実験で想定している環境条件は，人為的

にコントロールされたものであり，劣化予測をするときの境界要件としての取り扱いも容易にできる．一方，実環境
は？と考えれば，どのように環境外力を境界条件として設定するのが妥当であるのか？という疑問が残る．本研究で

は，局所的な環境外力をシミュレーションによって再現し，対象とする構造物が受ける環境外力を定量化し，適切な

境界条件設定に資する情報を提供することを目的としている

51 . 施工がコンクリート品質のばらつきに及ぼす影響の確率量化

講師加藤佳孝［代表者］、大学院学生藤野学

実構造物のコンクリートの品質は、施工の影響によって設計時に想定したものとは異なることは知られているこのよう

な影響を設計作業においては安全係数を導入することで実構造物の性能が要求する性能を下回る可能性を低くすること

で対応している．しかし，実際にできあがった構造物の品質およびそのばらつきがどの程度あるかを把握しない限り，そ
の後の維持管理を適切に実施していくことは困難となる．検査によって品質を評価することも一つの手段ではあるが，膨大

な既存構造物を一つ一つ検査していくことは現実的ではない．結果的に全ての構造物を検査するとしても，どの構造物から

優先的に検査をすべきか？を決定することが重要な事項となる．本研究では，施工がコンクリート品質のばらつきに及ぼす

影響を実験的に明らかとし．配合および構造物条件（配筋やかぶり等）から品質のばらつきを推測できる手法を確立するこ

とを目的としているまた．これらの影響を定量的に把握することは施工がコンクリートの品質に及ぼす影響度の感度を

把握することになり研究成果は施工品質の管理および管理後の検査計画の策定において重要な役割を果たすものである．
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52. 景観性能を重視した新しい補修材料の開発

講師加藤佳孝［代表者］，大学院学生竹下直樹

コンクリート構造物にも，文化的，技術的に価値が高い構造物があり，これらの構造物は後生に受け継いでいく重

要な資産である，当然のことながら，これらの構造物は劣化し，一部コンクリートが刺落するようなことも生じる．

長い年月をかけて培われてきた構造物の風格，周辺環境との調和は，コンクリート表面の色合いや汚れも，欠くこと
のできない要素となっている．このような構造物を通常の補修材料で補修した場合，周りとの調和が保てず，結果と

して歴史的価値の高い構造物の価値を損ないかねない，本研究では，既存構造物の汚れを定量化し，その結果を補修

材料の色合いに反映させることにより，補修後，できるだけ早い段階で周辺のコンクリートとの調和を保つような補

修材料の開発を目的としている．

53. 完全分散系ペーストを活用した凝集構造の解明

講師加藤佳孝

フレッシュコンクリートの流動性や材料分離抵抗性は，水セメント比などの配合条件の影孵を受けて変動する特't'l:
であり，特に，セメントペーストの凝集構造は，これらの性能にとり支配的な要因である．これまでにもセメント
ペーストの凝集構造に関する検討が行われてきているが，凝集構造を適切に評価する方法が確立されていない．本研

究では，通常のペーストと完全分散系のペーストを用いて遠心脱水を行い，両者の脱水鼠からヘーストの凝集利度を
求め，材料・配合条件が凝集構造に及ぼす影響を明らかにすることを目的としている

54. 材料および環境の非均質性がマクロセル腐食に及ぽす影響の実験的検討

講師加藤佳孝［代表者］，大学院学生ナナヤカラオミンダ

コンクリート中の鋼材は，材料や環境の非均質性によりマクロセル腐食が生じることが知られている．本研究では，

これらの現象を実験的に定量化し，環境外カシミュレーションおよび材料非均質性を考慮したコンクリートの拡散モ

デルとの結果と連携し，鋼材のマクロセル腐食を定鼠的に評価することを目的としている．

55. 材料非均質性を考慮したコンクリートの拡散モデル

講師加藤 {I碕括

コンクリート中の物質移動現象はコンクリート構造物の耐久性能を支配する主要な現象であり，これまでに，数多
くの研究成果が報告されている， しかし，何れのモデル化もコンクリートの移動特性を示す指標（拡散係数など）は

実験結果を用いている場合がほとんどであり，空隙量や代表空隙径との関係から一般化を試みている研究も存在する

が，コンクリートの構成材料を適切に評価したモデル化は少ない．本研究では，コンクリートの構成材料の空間的な
ばらつきに着目し，物質移動のモデル化として単純な拡散現象を対象として，コンクリートの拡散係数を予測する手

法を構築することを目的としている，

56 . リモートセンシングデータと気象データを活用した東南アジアの農業旱魃 (agricultural
drought)のモニタリング

講師須崎純一

タイやカンボジアなど東南アジアの国々が旱魃に直面するたびに，ため池や湘漑施設の設立などの対処がなされて
いるが，部分的な対処にとどまっている．東南アジア全体で，特に農業旱魃の影響を評価し，有効な対策を講じるた

めに，リモートセンシングデータを中心としたモニタリングシステムを構築する．

57. 中分解能衛星画像に基づく地表面プロダクト処理のための定常的・高精度手法の開発

講師須崎純一

東京大学生産技術研究所では MODJSセンサを受信し，特に陸域を中心に地表面温度，アルベドといった物理量か

ら，森林火災地域の抽出など高次フロダクトまで生成している． しかし，生成されたフロダクトの中には，定常的か

つ高精度という観点で不十分なものもある．本研究では，タイを中心とした地上計測を元に，定常処理に必要な安定

的な処理を実現し，同時に精度を高めるアルゴリズムを開発する．

253 



VI. 研究および発表論文

計算科学技術連携センター

1 . 創薬・バイオ新基盤技術開発へ向けたタンパク質反応全電子シミュレーション・システムの研究
開発

助教授佐藤文俊

密度汎関数法による大規模タンハク質の量子化学計算ソフトウエアを開発し，公開する．すでに開発したフログラ

ム ProteinDFに，自動計算法，量子分子動力学法，超大規模タンハク質計算，タンハク質波動関数データベースに関

する諸研究開発成果を統括したシステムである．

2 . 「戦略的基盤ソフトウェアの開発」および「戦略的革新シミュレーションソフトウェアの研究開
発」プロジェクトで開発したソフトウェアの普及

特任教授寺坂晴夫

文部科学省 ITプログラム「戦略的基盤ソフトウェアの開発」ならびに「戦略的革新シミュレーションソフトウェア

の研究開発」フロジェクトは，最先端の実用的シミュレーションソフトウェアの開発に止まらず，これらを産業界に

広く普及させることが重要なミッションとなっている．このために，産業応用推進協議会を通じ強力な産官学連携体

制の下で，試計算• 実証計算による実用性の評価，ユーザニーズのフィードバック，ソフト普及セミナー等を実施し

ている．
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VI. 研究および発表論文

ナノエレクトロニクス連携研究センター

1 . 分子線エピタキシィと走査型プローブ顕微鏡の完全合併装置の開発および本装置による化合物半
導体量子ドット成長素過程とその表面構造の解析•制御に関する研究

特任助教授塚本史郎

通常は STMが別容器のため，ドットが発生する瞬間を原子レベルでしかも 3D的にその場で観察することは不可能

だが，われわれが開発した MBEとSTMを一容器内に完全合併した装置を用いることにより，それが可能となる．ま

たドットを積層することにより不均一性が増大することが知られている．本装置により，そのメカニズムを明らかに

することが出来れば， この不均一性を如何に抑えて積層出来るかがポイントとなっている QDレーザ等のデバイス特

性の向上に繋がる．
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VI. 研究および発表論文

荏原バイオマスリファイナリー寄附研究ユニット

1 . バイオマス物質変換技術の開発とバイオマスリファイナリープロセスの設計

客員助教授望月和博［代表者］，寄付講座教員佐藤伸明，教授迫田章義

バイオマスリファイナリーの創成を目指し，物質変換から分離精製に至る一連の技術開発に取り組んでいる．種々

のバイオマス（もみ殻， トウモロコシ茎など）から，バイオマス化学原料（フルフラールなど）を生産するための蒸
煮爆砕と膜分離の統合による反応・ 分離同時プロセスの開発を行なっている．また，そのバイオマス由来副産物に対
して物理化学的処理を用いた材料や燃料の製造方法に関する研究も行なっている．これらの技術を統合した生産フロ
セスの設計をし，バイオマスリファイナリープロセスのフィジビリティに関する評価を行なっている．

2. プロセスシミュレータを用いたバイオマス多段階利用プロセスの解析・評価

客員助教授望月和博［代表者］，教授迫田章義，研修生（東京理科大）中西陽介

バイオマスリファイナリーの実現には，物質・エネルギーの多段階，カスケード利用が不可欠である．ここでは，
バイオガスフラントを中心に，バイオガスの生成設備，発酵残消の炭化設備，排水の再資源化設備などを組み合わせ
た統合システムをシミュレータ上に構築し，解析することで，多段階プロセスの効果の定量的な評価を試みている．

3. バイオマスタウン設計における収集・輸送モデルの構築

客員助教授望月和博［代表者］，教授迫田章義，研修生（東京理科大）山口教光

地域内で必要な製品やエネルギーをバイオマス資源でまかなう「バイオマスタウン」のシステムを設計・評価する
ため， GISを利用したバイオマス資源の発生分布の整理および収集・輸送モデルの構築を行い，地域システムの最適
化を検討している．

4. 膜分離を用いたメタン発酵消化液の再資源化プロセスの開発

客員助教授望月和博，寄付講座教員佐藤伸明［代表者］，教授迫田章義

メタン発酵（バイオガスフラント）の問題点の一つに，消化液の処分が挙げられる．消化液は各種栄挫成分を含ん
でいるため，液肥として利用可能であるが，国内，特に都市近郊においては需要先が限られることから，バイオガス
フラントの普及には消化液の有効な利用法が求められている．ここでは，膜分離等を利用した窒素の分離回収と回収
された窒素の再利用技術の開発を行っている．
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VI. 研究および発表論文

次世代ディスプレイ寄付研究部門

1. 次世代ディスプレイ基盤技術の研究

客員教授篠田他［代表者］，客員助教授梶山博司

次世代ディスフレイ寄付研究部門では， PDPの発光効率向上と信頼性向上を目指して， (I)次世代 PDP生産フロセ

ス， (2)次世代保護膜材料， (3) 放電基礎過程， (4) 材料基礎過程，などの研究に取り組んでいる．以上の目的のた

めに，次世代 PDP生産フロセス研究装置材料フラズマ劣化解析装置二次電子計測装置，ラインプラズマ発生装置

などを新規に設計• 製作し，研究を進めている．

2. 次世代ディスプレイ基盤技術の研究

客員助教授梶山博司［代表者］，客員教授篠田他

次世代ディスフレイ寄付研究部門では， PDPの発光効率向上と信頼性向上を目指して， (I)次世代 PDP生産フロセ

ス， (2)次世代保護膜材料， (3) 放電基礎過程， (4) 材料基礎過程，などの研究に取り組んでいる．以上の目的のた

めに，次世代 PDP生産フロセス研究装置，材料プラズマ劣化解析装置，二次電子計測装置，ラインフラズマ発生装置

などを新規に設計• 製作し，研究を進めている．
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先進モビリティ(__I_TS)連携研究センター (ITSセンター）

1. Traffic performance and safety indicators 

客員教授チュンエドワード［代表者］，教授桑原雅夫， EPFLAshish Bhaskar, EPFL Emmanuel Bert, 

EPFL Minh-Hai Pham, 助手田中伸治

The key objective of this research is to develop algorithms to estimate traffic performance and safety indicators, which provide 

a snapshot of the transport system performance for both efficiency and safety. Data from different traffic, probe and weather 

sensors are combined using data fusion and used for estimating traffic perfonnance and safety. 
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国際・産学共同研究センター

1 . 車両・軌道システムにおける運動力学と制御に関する研究（継続）

教授須田義大［代表者］，技術専門職員小峰久直，協力研究員道辻洋平，大学院学生松本耕輔，

大学院学生王文軍，大学院学生林世彬

高速性，安全性，大凰輸送性，省エネルギー性などの点で優れている，軌道系交通システムについて，主として車

両と軌道のダイナミクスの観点から，より一層の性能向上や環境への適用性を改善することを目標に検討している．
本年度は，新方式アクティブ操舵台車，模型走行実験による曲線通過特性，摩擦制御，空気ばねの制御などを行った．

2. マルチボディ・ダイナミクスによるヴィークル・ダイナミクス（継続）

教授須田義大［代表者］，研究員暉道佳明，研究員中代重幸，協力研究員椎菓太一，
協力研究員道辻洋平，特任助手竹原昭一郎，研究機関研究員杉山博之，大学院学生王文軍，

大学院学生林世彬

マルチボディ・ダイナミクスによる運動方程式の自動生成，さらにダイナミック・シミュレーションなどの自動化

は，宇宙構造物，バイオダイナミクスなどの複雑な力学系において有用なツールである．本年度は，タイヤのモデリン
グ， レール・車輪接触系のモデリング， リアルタイムシミュレーションなどを検討した．

3. セルフパワード・アクティプ振動制御システムに関する基礎研究（継続）

教授須田義大［代表者］，研究員中代重幸，研究員中野公彦，

大学院学生林隆三

振動エネルギーを回生し，そのエネルギーのみを利用した外部からエネルギー供給の必要のない，新しいアクティ

ブ制御を実現するセルフハワード・アクティブ制御について，研究を進めている．船舶の動揺装附への遥用について

検討を継続し，模型船での実証実験にひきつづき，実船におけるシミュレーション評価とエネルギーの一時貯蔵シス

テムについての検討を行ったさらに新たに新交通システムヘの適用についても検討した．

4. 磁気浮上系における浮上と振動の制御（継続）

教授須田義大［代表者］，研究員中代重幸，協力研究員道辻汗平

永久磁石を併用した吸引式磁気浮上システムにおいて．浮上のための電流ゼロ制御と防振制御を両立させる手法に

ついて検討を行っている．

5. 車両空間の最適利用に関する研究（継続）

教授須田義大［代表者］，技術専門職員小峰久直，大学院学生金保忠正，民間等共同研究員林哲也

快適で効率のよい公共交通機関の実現には，走行性能の向上，振動乗り心地特性の改善とともに，交通空間の効率

のよい利用が大切である．動揺模擬装戦を用いだ快適性評価手法の検討，鉄道および自動車車内の乗客・乗員の行動

調査などについて検討を進めた．

6. 自動車における電磁サスペンションに関する研究（継続）

教授須田義大［代表者］，大学院学生林隆三，大学院学生川元康裕，大学院学生日比野暢彦

ITSの進展に伴う自動車における電子化，梢報化の背景を踏まえ，サスペンションの機能向lこ，性能向上，乗心地向

上，省エネルギー化などを目標に，電磁サスペンションの検討を進めた．アクティブ制御系への展開，大型車両への応

用，エネルギー回生特性に関する検討などを行った．

7. 都市交通向け自転車に関する研究（継続）

教授須田義大［代表者］，研究員暉道佳明，特任助手竹原昭一郎，大学院学生中川智皓

自転車をエコロジカルな交通システムととらえ，都市交通における公共交通機関との連携を図った新たな自転車の
可能性を検討している．本年度は，小径自転車の低速走行時の安定性に着目し，マルチボディダイナミクスによる解

析と実験による検討を進めた．

8. 自動車用タイヤの動特性に関する研究（継続）

教授須田義大［代表者］，協力研究員椎葉太一，特任助手竹原昭一郎，大学院学生多加谷敦

走行安全性を向上させるための車両運動制御， ITSに対応した新たな自動車制御のためには，タイヤの動的な特性

を詳細に把握することが重要である．本年度は小径タイヤについての検討，キャンバ角の影響を評価可能な試験機の

設計製作などを行った．
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9. ITS車両による路面情報収集と車両制御に関する研究（継続）

教授須田義大［代表者］，技術専門職員小峰久直，産学官連携研究員高橋良至，研究機関研究員杉山博之

車両の運動性能向上，安全性の向上のためには，路面情報収集が有効である. ITS (高度道路交通システム）への

適用として，車両に取り付けたセンサーによる路面情報収集手法を提案し，実車両における走行試験を行い，その手

法の評価を行った．

10. サスペンション系のコントロール・フュージョンに関する研究

教授須田義大［代表者］，大学院学生林隆三，研究員中代重幸，

研究員中野公彦

単一の電磁デバイスを用いて，運動・動揺・振動制御の融合の実現と，センサー・アクチュエータ・スプリング・

ハッシフダンハ・エネルギー回生などの複数の機能を融合した制御を構築する新たなサスペンション系を実現するた

め，コントロール・フュージョン，すなわち機能融合制御を提案し，その基礎的，展開的研究を行った．

11 . バーチャル・プルービンググラウンドの研究（継続）

教授須田義大［代表者］，外国人客員教授 SteavenSHLADOVER, 協力研究員椎葉太一，

民間等共同研究員大貫正明，特任助手高橋良至，技術専門職員小峰久直，大学院学生松下晃介

マルチボディ・ダイナミクスの車両運動モデルを用いたドライビングシミュレータによるバーチャル・プルービン

ググラウンドを提案している．リアルタイムシミュレーション手法の改善，タイヤ試験機との連携，ステアリング特
性， ドライバ特性，道路交通環境の高度化などを検討した．

12. 車載フライホイールに関する研究

教授須田義大［代表者］，技術専門職員小峰久直，大学院学生林世彬，大学院学生小谷学

省エネルギー交通システムにおいて，エネルギ貯蔵方式の一つであるフライホイールについて，その適用性，車両

動特性との関係について検討を行った

13. 射出成形における型内流動計測システムの開発

教授横井秀俊［代表者］，助手金藤芳典，外国人客員研究員陳静波，大学院研究生姜開宇

晶礎計測技術の研究として型内樹脂流動挙動を計測する各手法の開発と成形現象の実験解析を目的としている．本

年度は，型内ランナー切替装附により流動中の一部の溶融樹脂を将色する可視化手法を用いて，厚さ方向に段差を有

するキャピティにおける段差部近傍の転写不良が，段差角部を起点とした非対称湧き出し流れにより表面に露出した
樹脂に起因することを明らかにした．また，ガラス繊維充瑣樹脂，エラストマーとホリカーボネートを用いた多数個

取り金型におけるランナー内の樹脂温度変化と充填バランスとの相関解析を実施し，汎用樹脂とは異なる相関関係が

確認された．樹脂温度変化だけでなく，分岐部の内部樹脂の流動挙動も充填バランスを支配する重要な要因であるこ

とが具体的に示された

14. 超高速複合射出成形の研究

教授横井秀俊［代表者］，助手金藤芳典，大学院学生宿果英，和知忠道

本研究では，超高速射出成形を複合射出成形へと適用することにより，超薄肉複合成形品など，これまでのエ法で

は達成できない新しい機能成形品実現の可能性を探索することを目的としている．本年度， 2基のホットランナーを
用いた超薄肉サンドイッチ成形では，板厚 0. 15mmの矩形キャピティおよび板厚 0. 5mmの 3次元カップ形状キャ

ビティにおける超薄肉サンドイッチ構造体が実現可能であることを実証的に明らかにした各種樹脂における，キャ
ピティ板厚と限界流動との関係も具体的に明らかにしたまた，スライドコア方式による薄肉被覆成形では， ppを用

いた超高速射出条件下で，二次材I厚さ 0. 15mmの強固な接合強度を有する被覆層が実現可能であることを実証的に

明らかにした．超薄肉被覆成形品の機能性用途の一つとして電磁シールド性に着目し，二次材に導電性フィラーを混

入した成形品の電磁シールド特性の評価も実施した．

15. 射出成形金型内におけるキャビティ面圧力分布計測

教授横井秀俊［代表者］，研究員村田泰彦

射出成形金型内における樹脂圧力分布を計測することは，成形フロセスおよび成形不良現象の解明に対して菫要と
考えられている本研究では，樹脂圧力をキャピティ全域における面分布として詳細に同時計測できる，圧力伝達ヒ

ンアレイと触覚センサから構成されるキャピティ面圧分布計測手法を用いて，型内成形現象の解明を行うことを目的

としている．本年度は， (I)キャピティおよびゲート形状を変化させた場合のキャビティ面圧力分布計測， (2) 汎用

樹脂および液晶ホリマー，ガラス繊維充填材等の各種成形材料における面圧力分布計測， (3) ウェルドライン生成現

象と面圧力分布との相関解析を行った．
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16. 微細発泡射出成形現象の実験解析

教授横井秀俊［代表者］，研究員村田泰彦

近年，射出成形機加熱シリンダ内において， CO2あるいは N2ガスを超臨界状態にして樹脂に含浸させ，成形品内
部に 50µ.m 以下の微細な気泡を生成させる微細発泡射出成形が実用化され，成形品の軽量化およびひけ•そりの低滅
が試みられている． しかし，型内発泡プロセスには未解明の部分が多く残されている．本研究では，ガラスインサー
ト可視化金型およびキャピティ面圧力分布計測を用いて，型内発泡現象の解明を行うことを目的としている．本年度
は，発泡成形品厚み方向に気泡直径の異なる 7層の発泡層構造が形成されることを確認し，そして，ガラスインサー
ト可視化金型を用いた型内発泡挙動の直接観察を通じて、その形成機構の実証的な解明を行った．

17. 射出成形スクリュー用耐食耐摩耗素材の開発

教授横井秀俊

近年，射出成形用プラスチックの性能向上のため，ガラス繊維などの補強材（硬質フィラー）や難燃剤（塩素系，
臭素系，窒素化合系など）が増量添加されている．また，成形法においては超高速• 高圧成形となっており，スク

リューなどの射出成形機部品の使用環境は益々過酷となる一方で，従来のスクリュー素材では寿命を確保できない状
況となってきている．このような使用環境に耐え得る耐食・耐摩耗性に優れた素材開発を課題として，実際のスク
リュー可塑化過程を模擬した新しい摩耗促進試験方法を提案し，樹脂中で腐食摩耗を促進させる試験機の開発を行っ

た本試験機の適用によって，新しい Fe-Cr-V合金の開発に成功した

18. 射出成形におけるタイガーストライプ・フローマーク生成現象の実験解析

教授横井秀俊［代表者］，産学官連携研究員大和田茂

射出成形における外観不良現象に関して，各種計測・可視化実験手法を開発し解析を行ってきた．本研究では自動
車バンバー等の大型成形品表面に現れる典型的な不良現象であるターガーストライプ・フローマークの生成過程およ
び生成機構の解明に焦点を絞り，系統的な可視化実験解析を通して統一的なモデルと有効な改善策の確立を行うこと
を目的としている．本年度は，同フローマークの生成ハターンと成形品表面性状の関連を検討するために成形品表
面反射光強度， SEM観察，表面粗さ測定，断面 TEM観察を行った．

19. LS Iの動的 IR-Drop評価・抑制技術開発

教授桜井貴康

半蒋体フロセスの微細化に伴って，信号の正当性（シンナルインテグリティ）や電源品質の確保（ハワーインテグ
リティ）を考慮した設計が必要となっている．従来の EDA(コンヒュータによる設計支援ソフト）を用いて予測され
る結果の正当性が疑問視されている現状では，実シリコンを用いた検証が必要不可欠である．特に LSI動作時におけ

る動的な電源変動 OR-Drop)は大きな問迎である．そこでその評価のための要素技術の開発，新たな LSI設計のフ
ローの構築および将来の課題の発掘・解決策の提示を行うべく研究を推進している．

20. 低電カプロセッサの設計

教授桜井貴康

技術の進歩にともなってひとつのチップに詰め込まれるトランジスタの数が増え，消費電力を下げる回路技術が重
要になってくる．桜井研究室では電源電圧を下げることが低消費電力化に効果の高いことに着目し，電源電圧 0. 5V 

という低電圧下において 400MHzで動作するプロセッサを設計した. 0. 25tLm, デュアル Vrn, 完全空乏型 SOI技
術を使って検証し，電源電圧 0. 5V世代における VLSI設計の一つの方向性を示した．また，ソフトウェアと協調し
て低電力化を達成する，電圧ホッヒング技術の開発も行っている．負荷に応じて電源電圧を動的にコントロールする
ことにより，携帯電話への応用を視野に入れている．

21 . アクティブリークを削減するナノサーキットの研究

教授桜井貴康

トランジスタがオフの時に流れる電流を漏れ電流と呼ぶ． トランジスタの寸法がナノメートル領域に入るにした
がって，漏れ電流が動作時でさえも支配的になってくることがわかったこの漏れ電力を滅らすために，統括的設計
手法などの設計指針を確立するとともに漏れ電力をカットオフ制御する zigzag方式を提案し，有効性を実証した．

22. ユビキタスコンピューティングに対応した無線／アナログチップ技術

教授桜井貴康

電子システムの複雑化するにつれて LSI間の接続が高速・大容量化している．本研究では，「スーハーコネクト
（チップの高性能接続）」を提唱し， 15um角のハッドで 5Gbps/lmWを実現し，将来の新しいシステム実装方法を提
案したユピキタスコンピューティングを実現するために必要な，低コストのアナログ回路や極短距離ワイヤレス回
路についても研究をしている．
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23. 有機トランジスタのシート型点字ディスプレイヘの応用

教授桜井貴康

現在のシリコンで作られた集積回路は堅く，高価であるため大面積応用には向かない．本研究では，機械的にフレ

キシプルで安価な有機トランジスタを，プラスチックアクチュエータと集積し，大面積のシート型点字ディスプレイ

を実現した回路技術の工夫により，有機トランジスタとアクチュエータの動作の遅さの問題を克服し，実用的な点
字の書き換え時間 (2秒）を達成した

24. 体外循環による血中病原性微粒子除去装置の開発

教授畑中研ー［代表者］，助手粕谷マリアカルメリタ，大学院学生宮川淳

血液透析膜を用いて血中の病原性細菌やウイルスを選択的に吸着・除去する装置を開発することを目的としてい

る．具体的には，化学合成した糖質高分子や細胞を用いて合成したオリゴ糖鎖（病原性微生物や病原性たんぱく質に

特異的に結合するもの）を元に調製される糖質高分子を中空糸に固定化し，血液の体外循環によって，血中の病原性

微粒子濃度を著しく低下させる装置を開発している．血中の病原体数を減少させることにより，その後の治療効果を

上げると考えられ，抗生物質の過大投与を避けることも可能となる．

25. 細胞を用いる糖鎖生産

教授畑中研ー［代表者］，助手粕谷マリアカルメリタ，大学院学生室塚淑美

長鎖アルキルアルコールのグリコシド（糖鎖プライマー）を培地中に添加して細胞を培挫すると，糖鎖プライマー
は細胞の中に取り込まれ，糖鎖伸長を受けた後に培地中に出てくる．本研究では，長鎖アルキルの末端にアジド基や

二重結合などの官能基を蒋入した糖鎖プライマーを用いて，細胞内における糖鎖伸長を観察し，糖質高分子の構築を

試みている．

26. 糖鎖合成における含フッ素化合物の利用

教授畑中研ー［代表者］，助手粕谷マリアカルメリタ，大学院学生伊藤文香

糖鎖合成には，化学合成，酵素合成，細胞内合成などがあるが，フッ素を含む化合物を用いて，化学反応の制御や

含フッ素溶媒による抽出などを行い，糖鎖合成の簡略化を目指す．

27. 生体内で機能する糖鎖高分子の合成

教授畑中研ー［代表者］，助手粕谷マリアカルメリタ，大学院学生片山麻美

糖鎖高分子を合成する際に，別の機能分子を共重合することによって糖鎖が作用する部位を特定したり，生体内ラ

フト構造を再現したりすることを目的として研究している．

28. バイオマスを原料としたポリエステルの合成

教授畑中研ー［代表者］，助手粕谷マリアカルメリタ，大学院学生佐藤直子

バイオマスを原料として得られるヒドロキシメチルフルフラールを還元し，天然のジカルボン酸と反応することに

より，新規なバイオベースプラスチック（ホリエステル）を合成している．

29. Development of a dynamic multimodal transport simulation model 

教授桑原雅夫［代表者］，助手田中伸治，大学院学生 Shamasul Islam Baiwa 

This research focuses on the development of a dynamic multi-modal.transport simulation model. Conventionally, multi-modal 

transportation system analysis is only carried out in a static framework and dynamic framework is limited to the single mode i. e. 

road traffic. The decision making process of an individual regarding use of transport system involves mainly three types of 

decisions namely, departure time choice, mode choice and route choice. This research models these three choice processes in a 

dynamic framework. Departure time choice along with mode choice provides the time dependent demand for each of the mode. 
This fact should also be appreciated that the transport supply also changes with time for example the supply of the public transport 

changes with change in frequency during different times of day and the road traffie which is a non-stationary phenomenon 

especially during the congested time periods due to evolution and dissipation of queue is also a dynamic process which changes 

over time. Static analysis ignores these time-dependent variations which prohibits the application of such models to analyze the 

policies which are time-dependent such as time-varying road pricing. This research extends the dynamic modeling from a uni-

modal (i. e. road traffic) case to a multimodal case in addition to the departure time choice modeling. 
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30. 路上駐車車両の交通流に与える影響の分析（継続）

教授桑原雅夫［代表者］，助手田中伸治

都市内の道路交通渋滞は依然として大きな問題であり，その主要な原因の一つとして，路上駐車車両による交通容

量の低下があげられる．本研究では，包括的な駐車管理施策を実現するための根拠として必要な，路上駐車車両によ

る交通流への影響を定量的に評価することを目的としている．そのため，路上駐車により渋滞が発生している幹線道
路における現地観測調査や現行の駐車規制• 取締り方法の問題点の把握など，実証面• 制度面等様々な角度から検討

を行っている．

31 . 交通流シミュレータに用いるパラメータの自動調整方法（継続）

教授桑原雅夫［代表者］，教授（千菓工業大学）赤羽弘和，助教授（京都大学）吉井稔雄

交通環境改善施策による効果を事前に評価するツールのひとつとして交通流シミュレータが挙げられる．シミュ

レータには交通容量に代表されるネットワークハラメータが必要だが，渋滞状況などの交通状況を忠実に再現するた

めにはハラメータの微妙なチューニング作業が必要となる．チューニング作業では多くのパラメータを人手によって

同時に調整しなければならないため，シミュレータ利用者にとって大きな負担となっている．本研究は，ボトルネッ
ク容量と旅行時間の関係に着目することにより，ハラメータのチューニング作業がシステマティックかつ自動的に進

む効率的なアルゴリズムの構築を目的とするものである．

32. 都市街路網の交通流シミュレータの開発（継続）

教授桑原雅夫［代表者］，助教授（京都大学）吉井稔雄，民間等共同研究員堀口良太，助手田中伸治

本研究では， SOUND (a Simulation model On Urban Networks with Dynamic route choice) とAVENUE (an Advanced 

& Vis叫 Evaluatorfor road Networks in Urban arEas) という 2種類の交通シミュレーションモデルを開発していると

もに，経路の選択行動を内生化しているモデルで，新たに交通規制• 制御などの政策が実施された場合の，利用者の

経路の変化を表現できる構造を持つ．また，利用者層を交通情報（旅行時間情報，渋滞梢報など）に反応して経路を

選択するかどうかによって，いくつかのグルーフに分けてシミュレーションを実行することができる.SOUNDは，リ
ンク数・ ノード数が数百から数千の規模のネットワークに， AVENUEは，リンク数・ノード数が数十から数百の規模

のネットワークに適用するモデルである．ともに数多くの適用事例を通して，その実用性が検証されている．

33. 交通流変化を考慮した自動車排出ガス量評価手法の研究（継続）

教授桑原雅夫［代表者］，准教授（首都大学）大口敬

本研究では，道路交通による大気環境への影響評価を行うために，道路交通流の渋滞状況や交通量，交通制御（交

通信号）などの影響を適切に考慮した NOx,CO2などの自動車排出ガス量の定量的な評価手法を確立する．車両の走

行挙動特性と排出ガス量の関係及び道路交通流の状態量と個々の車両の走行挙動特性との関係を分析し，排出ガス量
を推定するモデルを構築するとともに，交通シミュレーションモデルヘの適用により，交通流改善政策による排出ガ

ス削減効果を評価する．

34. 個人属性を考慮した歩行者交通流シミュレーションモデルの開発

教授桑原雅夫［代表者］，客員教授チュンエドワード，助手田中伸治，大学院学生浅野美帆

近年，バリアフリー等の歩行者への交通施策が進められ，また商業施設の蒋入など駅空間の用途が多様化する中，

施設の導入に伴う歩行者空間の評価方法の不在が問題となっている．本研究では，駅やイベント空間などの大規模歩

行者空間において，通勤客のみならず買い物客や高齢者の行動も考慮した流動評価シミュレーションモデルを作成す

る．実測データから，歩行者同士の錯綜についてモデリングを行うほか，任意の空間における歩行者の経路認識方法
や経路選択のアルゴリズム構築も行っている．

35. ETCデータを用いた首都高速道路のトリップ分析

教授桑原雅夫［代表者］，助手田中伸治，大学院学生西内裕晶

首都高速道路における ETC(Electronic Toll Collection system)は，平成 18年 1月現在で利用率が 60%を超えるほど

普及が進んでいる．また，その利用者の通行記録を用いることにより，これまで取得が困難であった利用者単位の長

期的な高速道路利用データの取得とその分析が可能となっている．具体的には， OD交通屈の日変動・時間変動の分

析や料金施策に対する実際の利用者交通行動分析などが挙げられる．そこで本研究では，平成 15年 10月から平成 16

年 12月までの首都高速道路 ETC入りロデータを用いて， ETC利用者の旅行時間データ， OD交通量の変動，価格に
対する弾力性に着目し分析を行った．
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36. 歩行者信号表示方式の変更に伴う横断挙動分析

教授桑原雅夫［代表者］，助手田中伸治，大学院学生浅野美帆，大学院学生村田啓介

歩行者信号の青点滅現示は，現在の日本の設定方式では歩行者が青点滅現示終了までに渡りきることを保障してい

ないが，諸外国の設定方式では保障している．本研究では，この諸外国の方式を参考にした上での新しい方式を提案
するために，歩行者が青点滅に渡りきるために必要な付加情報となりうる現示の残り時間情報を表示した歩行者信号
を実フィールドに設置し，設置前後での歩行者の横断挙動の変化について分析した．
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情報学環・学際情報学府

1 . 文化財のサイバー化（形や見えのモデル化）

教授池内克史

日本には数多くの文化財が存在しています．それらは，いつ何時火災，地震などの災害のため失われてしまうかも

知れません．これらの貴重な文化財をコンヒュータビジョンの最新の技術を使用して，サイバー化する研究をおこ

なっています．主な研究テーマは，形のモデル化，見えのモデル化，環境のモデル化などです．最近，鎌倉や奈良の
大仏をモデル化しました．

2. 無形文化財のデジタル化（動きのモデル化）

教授池内克史

日本には，仏像や建築物などの「静的」文化遺産と同様に，民族舞踊などの「動き」による形の無い文化遺産も各

地に存在しています．しかし後継者不足などの理由から，これらの貴重な文化遺産が失われている事も事実です．我々

の研究は，これら失われつつある無定形文化財を計算機内にデジタル保存し，いつでも再現・人に後継できる手法を

構築することを目指しています．具体的な研究テーマとしては，・人の動きの入力方法とその解析• 動きのシンボル
化・シンボル化された動きの編集と生成 ・CGやロボットによる動きの再現などが挙げられます．

3. ロボットによる匠の技の学習（動きの実現）

教授池内克史

幼児の学習の大部分は，親の行動を見て真似ることから始まります．我々の研究室では人間の行動を見て，これを

理解し，同じ行動を行うロボットプログラムを生成する研究を行っています．この研究を行うことで人間の行動学習

過程のヒントが得られればと考えています．さらに，人間国宝の業をロボットに再現させることで，貴重な匠の業を

永久保存したいと考えています．

4. 高度交通システム (ITS: 状況の認識とモデル化）

教授池内克史

21世紀に向けて高度交辿システムの開発が盛んです．そこでは，車は，運転者やその周辺の車の行動を見て，その

状態を理解し，周辺の道路環境を比較しながら，さらに上位のコントロール系からの情報にもとづいて，最適な行動

が取れる必要があります．こういったシステムのために，人間の行動を連続的に観測した画像列から行動を理解する
手法，地図情報と周辺の状況から現在の位置を決定する手法，位置情報，地図情報を現在の実画像上に付加する手法
などを研究しています．

5. 物理ベースビジョン（色の解析と見えのモデル化）

教授池内克史

現実世界をコンヒュータ上の仮想空間に再現する際，現実世界のモデル化や仮想空間とのそれらの融合法など，さ

まざまな研究課題があります．我々は，現実物体の観察に基づいて，現実感を高める要素となる物体の見えを解析す
る研究を行っています．具体的な研究テーマとしては，．偏光解析による透明物体の形状モデリング・鏡面反射成分

と拡散反射成分の分離• 光源色と物体色の分離.3次元モデルヘの高精度テクスチャ貼付などが挙げられます．
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＼「I.研究および発表論文

2. 著書および学術雑誌等に発表したもの

ー表迎は原文表記

各項目末尾の数字、文字は、順に巻、号、ベージ、発行所名、分類記号を示す。

巻のないものは文字でその略称を示す。

一分類記号内訳

A: 生研報告、生産研究等 B: 著書・訳書 C: 学・協会誌、論文誌等 D: 国際学会講演論文集等

E: 国内学会購演論文集等 F: 調査報告等 G: 一般雑誌、その他

基礎系部門

岡野研究室 OkanoLab. 

P/JotodesorpUon of /Jydrogen molecules p/Jysiso「bedon Ag: Isotope dependence of I屈 11s/{l/iom1/ー('fl('「ばJ'
disけibution:K. Fukutani, K. Niki, T. Ito, H. Tashiro, M. Matsumoto, M. Wilde, T. Okano,¥¥. J¥. 
Dino, H. Kasai・Surface Science, vol. 593, pp. 229-234, Elsevier, 2005. 07 C 

Structure of t加 IronSilicide Film Crown by Solid P/Jase Epitaxy and依eactive加positi 011 Ep i I {l.¥'J. : M . 
Matsumoto, K. Sugie, T. Kawauchi, K. Fukutani, T. Okano・Abstracts for the l:Hl1 International 
Conference on Scanning Tunneling Microscopy/Spectroscopy and Related Techniques (STM'05), p. 354, The 
Japan Society of Applied Physics, 2005 り

°「!/Jo-pa「" Conversion of P/Jysisorbed加 onP肛 eAg and Fe-desorbed Su「fc1ces:K. Niki, T. Okano, K. 
Fukutani, M. Matsumoto, M. Fui iwara・Abstracts for the Third Vacuum and Surface Sciences Conference 
of Asia and Australia (VASSCAA-3), p. I, 2005. 07 D 

Frnctal Au isl"nds grown on Jr (JJJ) and Pt (Ill) : S. Ogura, K. Fukutani, M. Matsumoto, T. Okano. T 
Kawamura, M. Okada, T. Kasai・Abstracts for the 23rd European Conference on Surface Science (ECOS、

23) , P . 5 9, 2005 . 09 D 

Pumping c/Ja「acteristicsof activated alumina lorort/Jo-and para-/Jydrogen molecules : T. Okano, K. Niki, 
K. Yoshida, T. I to , K. Fukulani・Abs tract of AVS 52th international symposium, p. 130, 2005. 11 D 

°「t/Jo-h「aConve「sionof /!yd「oge11and its Application to ()11a11t11m Compute「:K. Fukutani, M. Fujiwara, K. 
Niki, M. Matsumoto, M. Wilde, T. Okano, S. Takeuchi・International Symposium on Quantumりotsand 
Nanoclectronics, 2005. 11 D 

FeSix nano-st「UCt II「eformat ion and Afossbaue「 spectroscopy: M. Matsumoto, T. Kawauchi, K. Sugie, K. 
Fukutani, T. Okano, K. Oda・International Symposium on Quantum Dots and Nanoelectronics,2005. II D 

Y単結晶薄膜の水素吸収における結晶欠陥の影響：鈴木涼， MarkusWilde, 松本益明，福谷克之・日本物理学会講演

概要集， vol.60, no. I, 日本物理学会， 2005 E 

Si (001)表面上における鉄シリサイド薄膜の初期成長過程：松本益明，杉江蕉，河内泰三，福谷克之，岡野達雄・日

本物理学会講演概要集， vol. 60, no. 2, pp. 762, 日本物理学会， 2005 E 

表面 X線回折法による Si(111) -Auの埋もれた界面構造の研究：吉田隆司，松本益明，隅谷和嗣，中谷信一郎，高橋
敏男，岡野達雄，秋本晃一，杉山弘，張小威，河田洋・日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, pp. 763, 
日本物理学会， 2005 E 

Si (111)上における鉄シリサイド超薄膜成長の STM観察とメスバウアー分光：杉江蕉，松本益明，河内泰三，福谷克
之，岡野達雄，小田克郎・日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, pp. 736, 日本物理学会， 2005 E 

希土類金属水素化物薄膜の水素放出：鈴木涼， MarkusWilde, 松本益明，福谷克之・日本物理学会講演概要集，
vol. 60, no. 2, pp. 724, 日本物理学会， 2005 E 

一般化 DLAモデルによる Au2次元島のフラクタル次元の解明：小倉正平，松本益明，岡野達雄，福谷克之，川村隆

明，岡田美智雄，笠井俊夫・日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, pp. 785, 日本物理学会， 2005 E 

カーボンナノチュープヘの水素吸着：中井康太，小倉正平，松本益明，岡野達雄，福谷克之，佐藤義倫，田路和幸・

日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, pp. 774, 日本物理学会， 2005 E 

磁性不純物を含む Ag表面でのオルソ・パラ転換機構の解明：二木かおり，藤原理悟，松本益明，福谷克之，岡野達
雄・日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, pp. 775, 日本物理学会， 2005 E 

オルソ・パラ転換における磁場効果解明に向けた水素分子のレーザー誘起蛍光法の開発：藤原理悟，二木かおり，河
内泰三，福谷克之，岡野達雄・日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, pp. 769, 日本物理学会， 2005 E 

異なる温度の壁で囲まれた空間の気体分子の速度分布 11 : 岡野達雄，二木かおり，藤原理悟，松本益明， Markus
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Wi Ide, 福谷克之• 第46回真空に関する連合講演会講演予稿集， vol.46, pp. 3, 日本真空協会， 2005 E 

低速電子回折法の動力学的解析による Ir (11 ll清浄表面および水素吸着表面構造の研究：松本益明，小倉正平，福

谷克之，岡野達雄・第 46回貞空に関する連合講演会講演予稿集， vol. 46, pp. 58, 日本真空協会， 2005 E 

純オルソ水素源の生成：二木かおり，藤原理悟，松本益明，福谷克之，岡野達雄• 第46回真空に関する連合講演会
講演予稿集， vol.46, pp. 72, 日本真空協会， 2005 E 

水素分子のレーザー共鳴誘起蛍光法の開発：藤原理悟，二木かおり，河内泰三，福谷克之，岡野達雄• 第46回真空
に関する連合講演会講演予稿集， vol.46, pp. 79, 日本真空協会， 2005 E 

低速電子回折法の動力学的解析による Ir(111)清浄表面および水素吸着表面構造の研究：松本益明，小倉正平，福

谷克之，岡野達雄，岡田美智雄・「固体における水素の科学」講演予稿集， pp.48, 東京大学物性研究所， 2005 E 

磁性不純物を含む Ag表面でのオルソ・パラ転換機構の解明と純オルソ水素発生装置の作成：二木かおり，藤原理悟，
松本益明，福谷克之，岡野達雄・「固体における水素の科学」講演予稿集， pp.47, 東京大学物性研究所， 2005 E 

Y単結晶薄膜の水素化における結晶成長温度依存性：鈴木涼， MarkusWi Ide, 松本益明，福谷克之・「固体における

水素の科学」講演予稿集， pp.44, 東京大学物性研究所， 2005 E 

Cr203のオルソ・パラ転換と磁場効果解明に向けたレーザー共鳴誘起蛍光法の開発：藤原理悟，二木かおり，河内泰

三，福谷克之，岡野達雄・「固体における水素の科学」講演予稿集， pp.46, 東京大学物性研究所， 2005 E 

Si (001)表面上における鉄シリサイド薄膜の初期成長過程：松本益明，杉江薫，河内泰三，幅谷克之，岡野達雄・日
本物理学会講演概要集， vol. 60, no. 2, p. 762, 日本物理学会， 2005.09 E 

表面 X線回折法による Si(111) -Auの埋もれた界面構造の研究：吉田隆司，松本益明，隅谷和嗣，中谷信一郎，高橋

敏男，岡野達雄，秋本晃一，杉山弘，張小威，河田祥• 日本物理学会講演概要集， vol. 60, no. 2, p . 7 63, 日
本物理学会， 2005.09 E 

Si (111)上における鉄シリサイド超薄膜成長の STM観察とメスバウアー分光：杉江薫，松本益明，河内泰三，福谷克

之，岡野逹雄，小田克郎・日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, p. 736, 日本物理学会， 2005.09 E 

一般化 DLAモデルによる Au2次元島のフラクタル次元の解明：小倉正平，松本益明，岡野達雄，幅谷克之，川村隆
明，岡田芙智雄，笠井俊夫・日本物理学会講派概要集， vol.60, no. 2, p. 785, 日本物理学会， 2005.09 E 

カーボンナノチュープヘの水素吸着：中井康太，小倉正平，松本益明，岡野達雄，福谷克之，佐藤義倫，田路和＃・
日本物理学会講演概要集， voI . 60, no . 2, p . 77 4, 日本物理学会， 2005.09 E 

磁性不純物を含む Ag表面でのオルソ・パラ転換機構の解明：二木かおり，藤原理悟，松本益明，福谷克之，岡野達

雄・日本物理学会講演概疲集， vol. 60, no . 2, p . 77 5, 日本物理学会， 2005.09 E 

オルソ・パラ転換における磁場効果解明に向けた水素分子のレーザー誘起蛍光法の開発：藤原理悟，二木かおり，河

内泰三，福谷克之，岡野達雄・日本物理学会講演概要集， vol.60, no. 2, p. 769, 日本物理学会， 2005.09 E 

異なる温度の壁で囲まれた空間の気体分子の速度分布 II : 岡野達雄，二木かおり，藤原理悟，松本益明， Markus
Wi Ide, 福谷克之• 第46回真空に関する連合講演会講演予稿集， VOI . 4 6, p . 3, 日本真空協会， 2005.l l E 

低速電子回折法の動力学的解析による Ir (111)清浄表面および水素吸着表面構造の研究：松本益明，小倉正平，福

谷克之，岡野達雄•第 46 回真空に関する連合講演会講演予稿集， VOI . 46, p . 5 8, 日本真空協会， 2005.11 E 

純オルソ水素源の生成：二木かおり，藤原理悟，松本益明，福谷克之，岡野達雄• 第 46回貞空に関する連合講演会

講演予稿集， VOI . 4 6, p . 7 2, 日本真空協会， 2005.11 E 

水素分子のレーザー共鳴誘起蛍光法の開発：藤原理悟，二木かおり，河内泰三，福谷克之，岡野達雄• 第46回真空
に関する連合講演会講演予稿集， vol. 46, p. 79, 日本真空協会， 2005. 11 E 

低速電子回折法の動力学的解析による Ir (111)清浄表面および水素吸着表面構造の研究：松本益明、小倉正平，幅
谷克之，岡野達雄，岡田美智雄・東京大学物性研究所短期研究会「固体における水素の科学」講演予稿集，

p. 48, 東京大学物性研究所， 2005. 11 E 

磁性不純物を含む Ag表面でのオルソ・パラ転換機構の解明と純オルソ水素発生装置の作成：二木かおり，藤原理悟，
松本益明，福谷克之，岡野達雄・東京大学物性研究所短期研究会「固体における水素の科学」講演予稿集，

p. 47、東京大学物性研究所， 2005.11 E 

Cr203のオルソ・パラ転換と磁場効果解明に向けたレーザー共鳴誘起蛍光法の開発：藤原理悟，二木かおり，河内泰
三，福谷克之，岡野達雄・東京大学物性研究所短期研究会「固体における水素の科学」講演予稿集， p.46, 
東京大学物性研究所， 2005.l l E 

真空工学の基礎 気体分子運動論入門：岡野達雄• 第45回貞空夏季大学テキスト， pp. 1-47, 2005. 08 G 
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黒田研究室 KurodaLab. 

レーザーハンドプック（第 2版）， 9.2フォトリフラクティプ効果：黒田和男（分担執筆）・pp. 132 -141, オーム
ネ1,2005. 04 B 

不思議な量子：ケネス. w. フォード（著），渡辺正，黒田和男（訳）・日本評論社， 2005.09 B 

Croup-ve!od ty-matc/Jed 11011col J inet1「second-ha「monicgene「ationin ouasi-p/Jase mate/Jing: Nobuhide Fui ioka, 
Satoshi Ashihara, llidenobu Ono, Tsutornu Shimura, Kazuo Kuroda・Journal of the Optical Society of 
America B, vol. 22-no. 6, pp. 1283-1289, 2005. 06 C 

Optical control of transmit!c11Jce by photo-induced abso「ptioneffect in In伽 V/CaNsけuc/11「es: M. Nomura, 
Y. Arakawa, T. Shimura, K. Kuroda・Jpn. J. Appl. Plws. Vol. 44, No. 10, pp. 7238 -7243,2005. 10 C 

Two beam coup/ i11g in semi-insulatingじaNfi Im using elec!roabso「ption effect : T. Innarni, R. Fui irnura, M. 
Nomura, T. Shimura, K. Kuroda・Optical Review, Vol. 12, No. 6, pp. 448 -450, 2005. 12 C 

Simultaneous second-and t /Ji rd-/Ja「mo11icgene邸 tions of femtosecrJlld pulses using a two-di1l炉/JSi {)/}if I 
non! inearぇ'(JJp/]()/onic c「ystal:Nobnhide Fui ioka, Satoshi Ashihara, llidcnobu Ono. Tsutomu Shimura. 
Kazno Kuroda・European Conference on Lasers and Electro-Optics, CD6-2-TIIU, 2005. 06 D 

Observation of two bec1m coap/ ing in semi-insa!at ing CaN wi t/J elect「oc1bsorptio11effect : T. Innami, R. 
Fui imnra, M. Nomura,S. Ashihara, T. Shimura, K. Kuroda・Enropean Conference on Lasers and Electro-
Optics, CC2-4-MON, 2005. 06 D 

肋nvolatile p/Jotorefractive holograms ill R11 c?lld Fe doped liNb03 c「ystal: R. Fui imura, T. Shimura, K. 
Kuroda・Proceedings of the 6th International Conference on Intelligent Materials and Systems, 
pp. 209 -210, 2005. 07 D 

En/Jcwcement of p/Joto「ef「activeproperties in relaxo「 ferroelectricc「ystalPb (ZIJ//沿1¥「llJ,岱，)〇'.1-F/JliO,,: T. 
Fujisawa, II. Fujita, R. Fujimura, T. Shimura, K. Kuroda・Trends in Optics and Pholonics Series, 
vol. 99, pp. 80-84, 2005.07 D 

Two beam coup/ ing in semたinsulating伽 Vusing eleclrrMbsorption effect : T. Innami, S. Ki tazaki, R. 
Fujimura, M. Nomiura, T. Shimura, K. Kuroda・Trends in Optics and Photonics Series, vol. 99, pp. 
244 -248, 2005 . 07 D 
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Jfeasure肌entof 1/ig/J viscosjfy wit/J lase「inducedsu「facedeformation technique : Y. Yoshi take, S. Mitani, 
K. Sakai, K. Takagi・J. Appl. Phys., 97, 024901, 2005. 01 C 

Observation of inte「facialtension妍ini妍ai11 oi 1-water-su「facesyste肌 wit/J Jase「妍c1flipu/a!iontechnique: 
S. Mitani, K. Sakai・Faraday Discussion, 129, 141, 2005. 01 C 

Rapid and precise肌easure肌en!syste肌 forultrasonic velocity by pulse correlation 111r•//Jod designed for 
c/Je妍icalan,1/ysis: Hosoda M, Takagi K, Ogawa H, Nomura H, Sakai K・Jpn. J. Appl. Phys., 44, :1268, 
2005. 05 C 

Rapid「ipp/onspectroscopy wit/J肌'iti妍e「eso/ution:K. Sakai, H. Honda, Y. Hiraoka・Rcv. Sci. Instrum .. 
76, 063908, 2005. 06 C 

1ig/Jt-sc,1ttering study on t/Je s/Jea「-orientationcoupling of liquids near isotropic-to-ne肌a!icp/Jase 
transition: Hirano T, Takagi K, Sakai K・Phys. Rev. E, 72, 4, 041707, Part I, 2005. 10 C 

JJevelop妍entof Quadrupole Flow Birefringence Spec! 「oscopyin t/Je 1/ig/J F「equencyRegion : K. Horii, M. 
Hosoda, K. Sakai・International Meeting on Frontiers of Pl1Ysics 2005, 2005. 07 D 

New Jfet/Jod for Observation of liquid Jnte「faceJJyn暉 ics:S. Milani, K. Sakai・International Meeting on 
Frontiers of Physics 2005, 2005. 07 D 

Iii g/J「esolutionoptical beatingbrillouin spectroscopy of solid and gas妍aterials:K. Sakai, T. Yogi, Y. 
Minami, K. Takagi・2005 IEEE Intcrnat ional Ultrasonic Symposium, 2005. 09 D 

Flow bi「efringencespec! 「oscopyof肌olecula「0「ientation wi t/J quadrapole piezo-acutuator syste, り： M. 
Hosoda, K. Horii, II. Ogawa, K. Takagi, H. Nomura, K. Sakai・2005 IEEE Internal ional Ultrasonic 
Symposium, 2005. 09 D 

Capilla「y!fa ve Jfe,1s a「e妍entof Sarface Tensio11 on Ce! : Y. Yoshi take, S. Mitani, K. Sakai, K. Takagi・ 
Ge!Sympo2005, 2005. IO D 

固体中の熱フォノン共嗚の観察：南康夫，与儀剛史，酒井啓司•第 52 回応用物理学関連連合講演会， 2005. 03 E 

電場ピックアップ法による液体表面物性測定：山本裕也，美谷周二朗，断木堅志郎，酒井啓司• 第 52回応用物

理学関連連合講演会， 2005.03 E 

光ビート分光による単ーガスの低周波フォノン観察：与儀剛史，酒井啓司，高木堅志郎・第 52回応用物理学関

連連合講演会， 2005.03 E 

四重極ピエゾ素子を用いた広帯域流動複屈折測定装置の開発：堀井和由，細田真妃子，酒井啓司• 第 52回応用

物理学関連連合講演会， 2005.03 E 

液晶相転移に伴うずり流れと配向秩序の結合ダイナミクスの光学分析：平野太一，酒井啓司• 第 52回応用物理学
関連連合講演会， 2005.03 E 

集束光液面ピックアップによる局所表面張カ・粘性測定：美谷周二朗，酒井啓司• 第 52回応用物理学関連連合講

演会， 2005.03 E 

光ビート分光法による固体中フォノンの測定：南康夫，奥儀剛史，酒井啓司・日本物理学会 2005年秋季大会，
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2005. 09 E 

気体中フォノンによる光散乱：輿儀剛史，酒井啓司・日本物理学会 2005年秋季大会， 2005.09 E 

レーザーピックアップ法によるゾルーゲル転移の観察：吉武裕美子，美谷周二朗，酒井啓司，麻木堅志郎・日
本物理学会 2005年秋季大会， 2005.09 E 

液晶等方相におけるずり・配向結合定数の分子形状依存性：平野太一，酒井啓司・日本物理学会 2005年秋季大会，

2005. 09 E 

微小液滴の粒径の精密測定と蒸発のメカニズムの解明：笹川直人，酒井啓司• 第 66回応用物理学会学術講演会，
2005. 09 E 

電場ピックアップ法によるゲル表面硬化過程の観察：山本裕也，美谷周二朗，祁木堅志郎，酒井啓司・第 66回

応用物理学会学術講演会， 2005.09 E 

定在超音波を用いた分子配向ダイナミクスの測定：堀井和由，酒井啓司•第66回応用物理学会学術講演会， 2005. 09 E 

リプロン光散乱法によるフラクタル液体表面の構造観察：美谷周二朗，酒井啓司• 第 66回応用物理学会学術講演

会， 2005. 09 E 

迅速リプロン光散乱法による光吸収液体の表面観察：消原拓郎，美谷周二朗，麻木堅志郎，酒井啓司•第 50 回
音波と物性討論会， 2005.10 E 

微小液滴ダイナミクス顕微観察法の開発：笹川直人，酒井啓司• 第 50回音波と物性討論会， 2005.10 E 

気体及び固体のフォノン共鳴スペクトロスコピー：南康夫，奥儀剛史，酒井啓司• 第 50回音波と物性討論会，

2005. 10 E 

電場ピックアップ法による表面形状測定：山本裕也，美谷周二朗，断木堅志郎，酒井啓司• 第 50回音波と物性

討論会， 2005.IO E 

高周波流動複屈折法によるひも状ミセルの特異配向緩和の観測：細田真妃子，堀井和由，小川英生，祁木堅志

郎，野村浩康，酒井啓司• 第 50回音波と物性討論会， 2005.10 E 

広帯域振動複屈折法によるひもミセル系の配向緩和測定：細田真妃子，堀井和由，祁木堅志郎，小川英生，野

村浩康•第 26 回超音波エレクトロニクスの枯礎と応用に関するシンポジウム， 2005 . 11 E 

熱フォノン共鳴を用いた高精度音波物性測定：南康夫，別儀剛史，酒井啓司• 第 26回超音波エレクトロニクス
の枯礎と応用に関するシンポジウム， 2005.11 E 

四重極流動複屈折法によるミセル形成機構の観察：細田真妃子，堀井和由，麻木堅志郎，小川英生，野村浩康，

酒井啓司• 第 28回溶液化学シンポジウム， 2005.11 E 

電界ピックアップ法による非接触での塗料の測定：上田隆宣，井賀充香，酒井啓司• 第 53回レオロジ一討論会，
2005. 11 E 

四重極流動複屈折法によるソフト材料の広帯域配向緩和測定：堀井和由，細田真妃子，野村浩康，酒井啓司•第
5:-l回レオロジ一討論会， 2005. 11 E 

羽田野研究室 Ha tano Lab. 

()uantu妍 NernstEffect : 中村浩章，羽田野直道，白崎良演・Solid State Comm., vol. 135-no. 8, pp. 510-514, 2005. 06 C 

£jgenra/11es of 11anosca/e即 !eClI!a「肌agnels: 町田学・物性研究 vol.84-no. 3, PP. 390-391, 2005. 06 C 

珈 'Cf「alstat js/ frs ;wd !/Je加yaI os/J j nsky-J; 紛 jyajn/e「actj on o I 1wno肌agnetV/5 : 町田学，宮下精二・Physica
E, vol. 29-no. 3-4, pp. 538-540, 2005. 06 C 

()11;w ! 暉 jnte「le「N1ceeffect of「esonanttransport jn nano-scale syste,ns : 笹田啓太，羽田野直道・ Physica
E, vol. 29-no. 3-4. pp. 609-613, 2005. 06 C 

Strong加sonanceof Ug/J! jn a Cantor Set : 羽田野直道・J.Phys. Soc. Jpn. , vol. 7 4-no. I I, pp. 3093-3111, 2005. 11 C 

/)js/rjb11Uon of t/Je spach1g betwee11 two adjacent avoMed crossjngs: 町田学，斎藤圭司・PIJYs.Rev. E, vol. 72-
no. 05, pp. 056206, 2005. II C 

量子ネルンスト効果：中村浩章，羽田野直道，白崎良演・日本物理学会講演概要集， voI. 60-no. 1-4, pp. 64 I. 200 5. 03 E 

ファノ効果のある共鳴伝導の固有値解析：笹田啓太，羽田野直道・日本物理学会講演概要集， vol.60-no. 1-2, pp. 309, 
2005. 03 E 

強相関量子系の非エルミート化による解析：中村祐一，羽田野直道・日本物理学会講演概要集， vol.60-no. 1-2, 
PP. 309, 2005. 03 E 
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カントール集合中の電磁波の共鳴：羽田野直道・日本物理学会講演概要集， vol.60-no. 2-4, pp. 612, 2005. 09 E 

非交差間隔分布：町田学，斎藤圭司・日本物理学会講演概要集， vol.60-no. 2-2, pp. 194, 2005. 09 E 

分子磁性体 V15における ESR吸収強度の温度依存性と DM相互作用：町田学，飯高敏晃，宮下精ニ・日本物理学会講

演概要集， vol. 60-no. 2-3, 2005. 09 E 

日本の株式市場の二相的振舞：饗場行洋，羽田野直道・日本物理学会講演概要集， vol.60-no. 2-2, pp. 171, 2005. 09 E 

為替レート間相互作用のミクロモデルとマクロモデル：饗場行洋，羽田野直道・日本物理学会講演概要集， vol.60-
no. 2-2, pp. 166, 2005. 09 E 

カーボンナノチュープにおける共鳴伝導の固有値解析：笹田啓太，羽田野直道・日本物理学会講演概要集， vol.60-
no. 2-2, pp. 214, 2005. 09 E 

フラストレートスピン系の非エルミート解析：中村祐一，羽田野直道・日本物理学会講演概要集， vol.60-no. 2-2, 
pp. 188, 2005. 09 E 

半場研究室 Hamba Lab. 

太陽差動回転の周期的変動：横井喜充，伊藤早苗，伊藤公孝，吉澤徴・生産研究，Vol.57, No. I, pp. 5:1-57, 2005. 01 A 

ダイナミック SGSモデルによる円管内乱流の LES: 小山省司• 生産研究， Vol.57, No. I, PP. 58-62, 2005. 01 A 

RANS/LES ハイプリッドモデルによる高レイノルズ数チャネル乱流の計算：半場藤弘• 生産研究， VoI . 57, No . I, 
pp. 63-66, 2005. 0 I A 

Nonloc,1! ,w,1/ysj,, of t/Je .Reynolds st「essin tu虚 !lents/Jear flow: F. Hamba・Physics of Fluids, Vol. 17, 
No. II, 115102, 2005. II C 

1-/r)JJ/oca/ analysis of即即flt暉 l「ansportin tu「buJent c/J,wne J I I ow : F . Hamb a・P roceccl i ngs of I;、OU「th
International Symposium on Turbulence and Shear Flow Phenomena, Vol. I, pp. 147-152, 2005. 06 D 

Alodejjng of the turbulent ilfl!JJ resMual-energy equation using a statistical t/Jeo「y:N. Yokoi・Proccedings 
of Fou「thInternational Symposium on Turbulence and Shear Flow Phenomena, Vol. I, PP. 247-252, 
2005. 06 D 

クロス・ヘリシティ効果による太陽対流層のダイナモ：横井喜充• 日本物理学会第 60回年次大会講演概要集，第 2
分冊， p.277, 2005. 03 E 

回転チャネル乱流における非局所的な渦粘性表現：半場藤弘・日本物理学会第 60回年次大会講演概要集，第 2分冊，
p. 277, 2005 . 03 E 

統計理論による非線形渦粘性モデルの研究：大河原斉揚• 日本物理学会第 60回年次大会講演概要集，第 2分冊，

p. 277, 2005. 03 E 

チャネル乱流におけるレイノルズ応力の非局所解析：半場藤弘・日本流体力学会年会 2005講演論文集， p. 259, 
2005 . 09 E 

電磁流体残留エネルギ一方程式モデルの太陽風乱流への応用：横井喜充•日本物理学会 2005 年秋季大会講演概要集，
第 2分冊， p.I 60, 2005. 09 E 

回転チャネル乱流におけるレイノルズ応力の解析：半場藤弘・日本物理学会 2005年秋季大会講演概要集，第 2分冊，
p . I 60, 200 5 . 09 E 

RANS/LES ハイブリッドフィルターの差分近似：半場藤弘• 第 19回数値流体力学シンポジウム講演要旨集， p.262, 
2005. I 2 E 

町田研究室 MachidaLab. 

量子ホール端状態を利用した動的核スピン偏極：増渕覚，浜屋宏平，町田友樹・日本物理学会 2005年秋季大会講演

概要集， 2005. 09 E 
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機械•生体系部門

ウィリス動脈輪の三次元形状のパラメトリックスタディ：
pp. 48-52, 2005. 0 I A 

大島研究室 OshimaLab. 

大島まり，烏井亮• 生産研究， vol.57, -no. 01, 

高速共焦点スキャナを用いたマイクロ PIVシステムの構築：木下睛之，大島まり，藤井輝夫，山本貴富喜，金田祥
平•生産研究， vol. 57-no. 02, PP. 75-79, 2005. 04 A 

学部学生教育への生産技術研究所の新しい試み ー UROP ー：大島まり• 生産研究， vol.57-no. 04, pp. 224-228, 
2005. 04 A 

Jlfr1de jj ng o I In fl ow Boundc1ry CoJJd i ti ons lo「 I肌age-BasedSi肌u/ation of Ce「ebrovascularFlow : M. Oshima, 
II. Sakai,R. Torii・Internalional Journal for Numerical Methods in Fluids, Vol. 47, Issue6-7, pp. 603-
617, 2005.02 C 

機械学会における女性研究者・技術者の活動支援ーLadies'Associationof JSME-: 大島まり・日本機械学会誌，
Vol. 108-no. 1036, PP. 34-35, 2005. 03 C 

脳動脈病に関する流体力学的検討：大島まり• 月刊化学工業， vol.56-no. 5, pp. 46-50, 2005. 05 C 

研究を通しての科学技術教育：大島まり・日本航空宇宙学会誌， vol.53-no. 617, pp. 22-24, 2005. 06 C 

計算力学 3・7生体流体力学：大島まり・日本機械学会誌「機械工学年鑑」特集号， vol.108-no. 1041, p. 608, 2005. 08 C 

肋 leof I加 Bloods/re暉 /1np;zcting Force and t/Je local Pre.s双 l「eElev;zt ion in t加肋ptu「eof Cerebral 
An四lf'YS肌'i: M. Shojima,M. Oshima,K. Takagi,R. Torii,K. Nagata, I. Shirouzu,A. Morita,T. Kirino・ 
Stroke, Vol. 36-no. II, pp. 1933-1938, American Heart Association, 2005. II C 

/n1c1ge-Bilsed Si妍u/;ztionof Blood Flow ;znd Ar!eri;z/ If. りJJ lnter;zctfo11 for Cereb「alA加 II「YS肌s: M. Oshima, 
R. Torii,K. Takagi・IUTAM Symposium on Mechanics of Biological Tissue; Graz, Austria, p. 57,2005 D 

C;zrdiovasculc1「FS/Si肌uJ ;z I ions w1der Vc1r i ous fie妍odync1肌icConditioJJs: R. Torii, M. Oshima, T. Kobayashi, 
K. Takagi, T. E. Tezduyar・FEF05 !ACM Special Interest Conference supported by ECCOMAS, Swansea, 
Wales, UK, 2005. 04 D 

Vis11c1J iz,i! ion of Flow Stbrnl Alleurys妍 JI/ode/:Y. Akedo,M. Oshima,M. Oishi,T. Saga・The 8th Asian Symposium 
on Visualization, p. 46, Chiangmai, Thailand, 2005. 05 D 

Co肌IJJU/ational Study of Blood Flow i11 t/Je Ce「ebralA「厄ialCircle of Willis: M. Oshima,R. Torii,M. lloshina・
ASME/2005 Summer Bioengineering Conference, Vai I Cascade Resort & Spa, Vai I, Colorado, U.S. A .. 2005. 06 D 

Co肌putat io11c1l Study on I加 Effectsof f/yperte11sive Blood Pres立l「eon Ce「eb「c1lA加 ury,燿： R. Tori i, M. Oshima, 
T. Kobayashi, K. Takagi・ASME/2005 Summer Bioengineering Conference, Vail Cascade Resort & 

Spa, Vail, Colorado, U.S. A., 2005. 06 D 

Fluid-St「uclure/11/e「action;lfodeli11g of Cereb「alA加 II「YS肌 underVu i ous Hemodyn暉 icConditions: R. Torii, 
M. Oshima, T. Kobayashi, K. Takagi, T. E. Tezduyar・8th US National Congress on Computal ional Mechanics, 
Aus l in, U. S. A. , 2005. 07 D 

Visac1l iz;Jt ion and ilfec1su「喧en!of Blood Flow in t/Je 11/;;cro c1nd Jlficro Scales : M. Oshima, II. Kinoshita, Y. Bando・
The 8th International symposium on Fluid Control, Measurement and Visualization, Chengdu, China, 
2005. 08 D 

i/fr;del ing ;wd Si11111lc1t ion of C肛 diovc1sculc1rFlow: M. Oshima, R. Tori i, T. E. Tezduyar・lnternalional Minisymposium 
on Challenges and Advances in Flow Simulation and Modoling, Mechanical Engineering Congress, 2005 
Japan, 2005. 09 D 

Ti即—I霰olved SI汀 eoPIV 1'/easu「暉en!of Pulsat i le Flow in t/Je Jfodeled Artびy:M. Oishi,M. Oshima,¥'. Bando, 
T. Kobayashi・The 5th Pacific Symposium on Flow Visualization and Image Processing. Daydream 
Island, Whitsundays, Great Barrier Reef, Australia, 2005. 09 D 

ln/J11eflc{'of Viscoelasl icity on Sy1n肌eけyBrec1king i11 F「ee-su「fc1ceCylinder Flows /11vestigated wi !/J Particle 
!1nagf Ve loci妍etry:F. C. Li, Y. Kawaguchi, N. Oshima, M. Oshima・The 5th Pacific Symposium on Flow 
Visualization and Image Processing, Daydream Island, Whitsundays, Great Barrier Reef, Australia, 
2005. 09 D 

Confoc[ll Jfic「o-P/VJlfeasu「e肌entof lnte「nalFlow in a Jlfoving JJroplet : H. Kinoshita, M. Oshima, S. Kaneda, 
T. Fujii・9th International Conference on Miniaturized Systems for Chemistry and Life 
Sciences, Boston, Massachusetts, U.S. A., pp. 629-631, 2005. 10 D 
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!!. 喧 ody11暉 jcEffects of Blood Flow-Aバ四jal IfりII /11 t e「c1cUonon Cereb「alAneu「YS加： M. Oshima・Division of 
Fluid Dynamics American Physical Society, Chicago, Illinois, U.S. A., 2005. II D 

, ?-JJ Alfrro-P/V A!ec?sll詑 1nent of illfrroc/1c1nne! Flow lJsj11g f!jg/J-Speed Confocc1! Scc1n11jng Jllfrroscopy 
H. Kinoshita,M. Oshima,S. Kaneda,T. Fuiii・Division of Fluid Dynamics American Physical Society, 
Chicago, Illinois. U.S. A., 2005. II D 

lvll肌C「h'a!Ami/ysh・of Blood Flow jn Arte「io!eby Lc1tUce Boltz肌c11willet/Jod: D. Jang,M. Oshima・Division of 
Fluid Dynamics American Physical Society, Chicago, Illinois, U.S. A., 2005. 11 D 

Al1c1/ysjs of A厭 Uc T匂IveBlood Flow: Fi11j le Ele即 11!Ales/1 Topology EvollltJ'on llsh1g SPc?ce-JjJJJe FEIi! : 
H. Fukunari,R. Thompson,M. Oshima,T. Hisada・2nd Asian Pacific Conference on Biomechanics, Taipei, 
2005. II D 

Recent Advanc隕 en!jn #ll妍四fr,J/1l!odejjng c111d Sj即 laUonof C肛 djrmzscllla「 Flow : M . Oshima・The 2nd 
International Sympusium on Biomedical Systems Innovaion, Takeda Conference Hall, The University of 
Tokyo, 2005. 12 D 

Vj,wal jzc?! jo11 PSE fo「Jill!!i-P/Jysfrs Analysjs by lJsjng Open CL AP/ Fusjon Tec/JnjqlJe : II. Miyachi, M. Oshima, 
Y. Ohyoshi, T. Matsuo, T. Tanimae,N. Oshima・PSE Workshop at Melbourne, Australia, pp. 530-535, 2005. 12 D 

広範囲にわたる血管網を対象とした血管モデリング手法の開発：烏井亮，大島まり，小林敏雄• 第 17回バイオエン

ジニアリング講演会，名古屋大学， pp.141-142, 2005. 01 E 

曲がり管における拍動流のダイナミック PIV 計測：大石正道，明渡佳憲，大島まり，佐質徹雄，小林敏雄• 第 2回

ダイナミック PIVワークショッフ， TakedaHal I, The University of Tokyo, pp. 25-46, 2005. 01 E 

学生教育への生産技術研究所の新しい試みー UROPー：大島まり・学術講演会・産学連携フォーラム合同講演会，東

京大学駒場キャンハス， PP.73-80, 2005. 0 l E 

人体シミュレーション：大島まり• 第 20回生研 TSFDシンポジウム，東京大学生産技術研究所， 2005.03 E 

脳動脈瘤における血流—血管壁の連成解析：大島まり・理研シンポジウム生体力学シミュレーション研究，理化学
研究所， 2005.03 E 

―ユレーション技術の開発：大島まり• 第 4回メティカルインフォマティク動脈瘤の発生・破裂予測を目指したシ：：：

スシンホジウム ヒューマン・ンミュレーンョンー，東京大学生産技術研究所， 2005.03 E 

高血圧下における脳動脈瘤一血流の流体構造連成数値シミュレーション：烏井亮，大島まり，小林敏雄，高木清・計

覧工学会講演会第 10回講演会，国立オリンヒック記念青少年総合センター， 2005.05 E 

PIV Web Laboratoryの改良 —一般公開に向けて- : 高瀬裕治，庄司朱澄，吉田大輔，門岡良昌，大石正道，大島

まり，田子精男・計筒工学講演会論文集， Vol. 10, 2005. 05 E 

噴霧粒子群の乱流中での挙動：武藤昌也，大島伸行，大島まり・日本混相流学会年会講演会 2005, 工学院大学新宿

校舎， pp.59-60, 2005. 08 E 

血液循環系の計算バイオメカニクス：大島まり，鳥井亮• 日本学術会議水力学・水理学専門委員会シンホジウム

「流体力学の新しい展開ーミクロからマクロまでの流れの解明とその制御—」, pp. 17-20, 2005. 08 E 

血管内皮細胞の流体構造連成解析：徳田茂史，大島まり，烏井亮 ・2005年度日本機械学会年次大会，電機通信大学，

PP. 127-128, 2005. 09 E 

LESによる実用乱流燃焼場解析に関する研究：大島伸行，徳田茂史，冨永卓司，大島まり・ 2005年度日本機械学会

年次大会，電機通信大学（調布）， PP.35-36, 2005. 09 E 

スリットインジェクタを用いた噴霧粒子の乱流中での挙動：武藤昌也，大島伸行，大島まり，久保田正人 ・日本自

動車技術会 2005秋季大会，福岡国際会議場， 2005.09 E 

非混和多成分格子ボルツマン法による微小循環内の血流の数値シミュレーション：張東植， 大島まり・日本機械学

会流体工学部門講演会，金沢大学， 189,2005. 10 E 

高速共焦点スキャナを用いたマイクロ PIVシステムの開発とその応用：木下u青之，大島まり，金田祥平，藤井輝

夫・ 可視化情報学会全国講演会，新潟， pp.313-316, 2005. 10 E 

運動視差を用いた CGの 3次元認識テスト：宮地英生，大島まり，大島伸行・可視化情報学会全国講演会，新潟，

PP. 359-362, 2005. 10 E 

脳血管内の血流シミュレーションにおける境界条件の検討：杉山聡，大島まり，畝村毅• 日本機械学会第 16回バ

イオフロンティア講演会，立命館大学びわこ• くさつキャンハス， 2005. 11 E 

複数の 3 次元 CG ソフトウエアからの出力結果の合成表示：宮地英生，大島まり，大島伸行•第 1 回横幹連合コン
ファレンス，長野， p.BZ-42, 2005. 11 E 
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加藤（千）研究室 C. Kato Lab. 

NACA0012 翼周り流れの空力騒音源の数値予測：宮澤真史，加藤千幸，鈴木康方，高石武久•生産研究， 57 巻， 1 号，
pp. 23-26, 2005. 0 l A 

ターボ機械ー入門編一 新改訂版（「第二章ターボ機械の構成要素と内部流れ」を一部執筆 ）：加藤千幸・ターボ

機械協会編， 日本工業出版， 2005.09 B 

機械工学便覧 （「基礎編 a:1欄 機械工学総論」を一部執筆）：西尾茂文主査，加藤千幸幹事・社団法人日本機械
学会編， 2005.IO B 

旋回逆流と軸方向主流の間に発生する渦構造に関する数値解析：石丸昭博，深尾伸次，加藤千幸，辻本良信・日本

機械学会論文集 (B編）， 71巻， 701号， pp.65-71, 2005. 01 C 

超小型ガスタービンの開発：松尾栄人，吉識睛夫，長島利夫，加藤千幸・日本エネルギー学会誌， Vol. 84, No. 3, 
pp. 192-199, 2005. 03 C 

超小型ラジアルタービンの研究：加藤千幸，松浦一雄，西村勝彦，松尾栄人，吉識睛夫・日本エネルギー学会誌，第

84巻第 3号， pp.200-206, 2005. 03 C 

J/Je !Jeve/opment of t/Je Ultra 11/frro Cas JurMnes: Matsuo, E., Yoshiki IL, Nagashirna T., Kato C. ・Jouranal 
of theJapanlnstituteofEnergy, Vol.84, No.3, pp. 192-199, 2005.03 C 

「戦略的基盤ソフトウェアの解発」プロジェクト：加藤千ゴぽ化学工業， Vol.56, No. 5, pp. 329-334, 2005. 05 C 

数値解析による空力音の予測～その現状と今後の課題～：加藤千幸・計算工学，日本計算工学会， Vol.10, No. 2, 
pp. 1127-1130, 2005. 05 C 

世界最高水準の計算科学用ソフトウェアの開発：加藤千幸•日本機械学会誌， Vol. 108, No. 1039 pp. 484-485, 2005. 06 C 

平板上に設置されたドアミラー模型から放射される空力騒音と壁面圧力変動の測定：村田収，小久保あゆみ，一之
瀬健一，費島敬，堀之内成明，飯田明由，加藤千幸• 日本機械学会論文集 B編， 71巻， 710号， pp.2471-
2479, 2005. IO C 

低マッハ数の流れから発生する流体音の数値解析：加藤千幸•日本機械学会論文集 B 編，第 71 巻， 711 号， pp. 2613-
2621, 2005. 11 C 

特集：空力騒音 数値解析による流体騒音予測の現状と課題：加藤千幸・日本ガスターピン学会誌 Vol. 33, No. 6, 
pp. 526-531, 2005. ll C 

肱Sf'c?rc/J on Ac「od;rnamicPerlo「ma11ceof Smal !-sized Two-dimensional仰dialTurbines : Nishimura K., Sapko ta 
R., Matsuura K., Yamamoto Y., Daikoku K. ,Tamura 0., Matsuo E., Yoshiki H., Kato C. ・International 
Conference on the Cooling and Heating Technology 2005, PP. 59-64, 2005. 01 D 

Compa「aliveStudy of Finite El園 11tand Finite Volume LES wit/J Spectral fJ. 郎 inllomoge11eous Isotropic 
Jurbule11C(': Uddin M.A., Kato C., Yamade Y., Taniguchi N., Huilai z., Tanahashi M., Miyauchi 
T. ・The Sixth KSME-JSME Thermal Fluid Engineering Conference, Jeju, Korea, 2005. 03 D 

勾 g('EddySimulation lo「£11gineeriJJgProblems: Taniguchi N., Kato C., Zhang H. ・The Sixth KSME-JSME 
Thermal Fluid Engineering Conference, , 2005. 03 D 

Investigations into肋iseGeneral ion 1/lec/Janism I「oma Alulti Stage Centrifugal Pump -part /: Le? 「geEddy 
Simula! ion of Internal Flow: Yamadc Y., Kato C., Wang H .. Katsura H .. Yoshida T. ・The Sixth KSME-
JSME Thermal Fluid Engineering Conference, Jeiu, Korea, KI03, 2005. 03 D 

Investigations into Noise General ion 11/ec/Jwism from a illul Ii Stage Cenけifugal Pump -pa「t2:Simulation 
of Vib「ation Prop;1gc1t ion in St「1/CI I/「e: Jiang Y., Yoshimura S., Imai R., Katsura H., Yoshida T., 
Takano Y., Kato C. ・The Sixth KSME-JSME Thermal Fluid Engineering Conference, Jeiu, Korea, Kl03, 
2005. 03 D 

fnvestigat ion of I加 FlowField in a illu!I is/age Pump by Using LES: Nagahara T., Inoue Y., Sato T., Sakata 
S., Nishimura K., Kato C. ・2005 ASME Fluid Engineering Division Summer Meeting Exhibition, 
FEDSM2005-77319, 2005. 06 D 

肝ediction of J/Je肋 iseFrom a ii/al ti-Stage Cenけifugal Pamp : Ka to C., Yamade Y., Wang H., Katsura H., Takano 
Y., Yoshimura S., Jiang Y. Y., Imai R., Yoshida T., ASAIE Fluid Engineering Division Summer Meeting 
Exhibition, FEDSM2005-77312, 2005. 06 D 

仰dic1 I ed肋iseSimalated from a Full-Scale it伯lti-StageCentrifugal Pump: Takano Y., Jiang Y. Y., Yoshimura 
S., Imai R., Nemoto K., Katsura H., Yoshida T., Kato C. ・ICSV12 (The 12th International Congress 
on Sound and Vibration), Lisbon Portugal, Paper 731, 2005. 07 D 
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la「geEddy SjmulaU011 of [Jnsteady Flow Around a /Joo「Alhrorii/ode/ ;111d加 dfrjfjonof恥 u/UngFu-neld 
Sound: Wang H., Yarnade Y., Kato C., Guo Y, ASME International Machanical Engineering Congress and 
Expos i ton, IMECE2005-80698, 2005. 11 D 

nnUe Ele1nent-based La「geEddy Sjmu/aUon wj t/J App/ fraUon to Turbom;1c/Jj加「yand Aero,1cousUcs P「edjct j on 
: Kato C., Yarnade Y., Guo Y., Miyazawa M., Reese ILE., Carolus T., Wang II., Takaishi T., Yoshimura 
S., Takano Y. ・Proceeding of the 3rd Internal ional Conference on Vortex Flows and Vortex Modes 
(ICVFM2005) Yokohama, 2005. 11 D 

Invest jgat jon of Flow fje/d Around a Subme「gedVe汀 texjn a Pump SucUon Sump by [/sjng Pf「c?lldCF/J : Nagahara 
T., Sato T., Kato C. ・Proceeding of the 3rd International Conference on Vortex Flows and Vortex 
Modes (ICVFM2005) Yokohama, JAPAN, 2005. II D 

la「geEddy Sjmu/aUon of SmaJI-Sjzed じ~1s Turbin/ Casc,1de Flows: Matsuura K., Kato C. ・Asian Congress on 
Gas Turbines 2005 (ACGT2005.) , 2005. 11 D 

空力騒音予測の最前線：加藤千幸・日本機械学会流体工学部門空力騒音～予測と低滅～講習会， 2005.01 E 

超小型ラジアルタービンの研究：加藤千幸，松浦一雄，西村勝彦，松尾栄人，吉識睛夫・日本機械学会 {No.05-30} 
第 10回動カ・エネルギー技術シンホジウム講演論文集， OSI-09,PP. 31-24, 2005. 06 E 

多段遠心ポンプのフルスケールモデルによる放射騒音の数値解析：高野靖，姜王雁，吉村忍，今井隆太，根元加

奈子，桂裕之，吉田哲也，加藤千幸• 日本機械学会，第 I5回環境工学総合シンポジウム， 2005.07 E 

非定常乱流解析の応用：加藤千幸・（社）日本機械学会関西支部第 277回講習会， PP.9-14, 2005. 07 E 

Compu tat jona I Ae「o,1cousj/csh1 Alecbanfr,1/ E11gj11ee「j11g:Ka to C. , Yarnadc Y., Wang II. , Guo Y., Miyazawa M. , 
Takaishi T. ・JSME Mechanical Engineering Congress, 2005 Japan (MECJ-05), 2005. 09 E 

柔毛による翼から放射される空力騒音の低減効果：塚本裕一，鈴木康方，飯田明由，加藤千幸• 日本流体力学会年

会 2005,AM05-23-006, 2005. 09 E 

失速した 1 次元翼から発生する空力音と非定常流れの計測：鈴木康方，加藤千幸，鈴木常夫，飯田明由• 日本流体

力学会年会 2005,AM05-23-007, 2005. 09 E 

新幹線車両の車間部からの騒音発生メカニズムに関する実験的研究：水島文夫，高倉宏幸，栗田健，加藤千幸，飯

田明由・日本流体力学会年会 2005,AM05-23-009, 2005. 09 E 

ドアミラーから放出される空力的な異音の発生条件の検討：費島敬，小久保あゆみ，飯田明由，加藤千幸• 日本流

体力学会年会 2005.AM05-23-011, 2005. 09 E 

タイム・トウ・ソリューション（問題解決時間）の革新とシミュレーション：加藤千幸・「次世代スーハーコンヒュー

タと革新的シミュレーション」計算科学技術シンホジウム， 2005.09 E 

ターボポンプインデューサにおけるキャビテーション流れの LES解析：西村香純，加藤千幸，山出吉伸，山西伸宏，

谷直樹・日本機械学会流体工学部門講演会講演論文集， 1515,2005. 10 E 

遷移を伴うタービン翼列内流れの圧縮性LES: 松補一雄，加藤千幸・日本機械学会第 18回計靡力学講演会、 2005.11 E 

Vortex sound 理論に基づく非コンパクト音の数値的評価手法：高石武久，宮澤真史，加藤千幸• 第 25回流力騒音

シンホジウム講演， 2005.12 E 

＼，栗田健，加藤千幸•第 19回数値流体力学シンホジウム， CS-1, 2005. 12 E 新幹線車両車間部空力騒音解析：水島文士

軸流ファン動翼まわりの LES 解析：山出吉伸，加藤千幸，消水勇人，西岡貞宏•第 19 回数値流体力学シンホジウム，
E5-4, 2005. 12 E 

流体解析ソフトウェア「FrontFlow/Blue」の基礎的な検証：郭陽，加藤千詣•第 19 回数値流体力学シンポジウム，
E3-5, 2005. 12 E 

科学計算用最新ソフト公開（東大生研）：加藤千幸• 日刊工業， 2005.05. 12, 26面に掲載， 2005. 05 G 

スーパーコン「産官学で次世代機」：加藤千幸・日本経済新聞， 2005年 5月 30日，朝刊 l面， 2005.05 G 

先端技術 「未来プロジェクト動く」｛東大生研・模擬実験ソフト｝：加藤千幸• 日経産業新聞， 2005年 6月 28日， 7
面に掲載， 2005.06 G 

科学新聞「座談会 我が国における汎用スーパーコンピュータの開発利用戦略」：加藤千幸，伊東千秋，古川一夫，

渡辺貞，尾身幸次，川添良幸，姫野龍太郎，藤田明博・科学新聞 2005年 II月 18日（金）掲載， 2005. 11 G 
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木下研究室 Kinoshita Lab. 

On t/Je rec1Jlzc1Uon of non!lnec?r wc1ve profiles using t/Je Bc1nc1c/J fixed-point theorem: Stokes Wc?Ve 111 c1 finite 
dept/; : Taek S. Jang, S. H. Kwon, Takeshi Kinoshita・Journal of Marine Science and Technology, 
vol. 10, PP. 181-187, 2005 C 

Non!lnec1r佑如odn1c1mlcFo「ceson c111 Acce!euted Body In lfc1ves : Motoki Yoshida, Takeshi Kinoshita and 
WeiguangBao・JournalofOffshoreMechanicsandArcticEngineering, Vol. 127, 1, pp.17-30, ASME, 
2005. 02 C 

環境負荷の小さい基幹エネルギーとしての帆走型洋上発電：木下健，高木健，寺尾裕，井上憲一，田中進，小

林顕太郎，山田通政，高橋雅博，植弘崇嗣，内山政弘，江甜宏至，佐藤増穂，岡村秀夫・日本船舶海洋工

学論文集，第 1号， pp.43-54, 日本船舶梅洋工学会， 2005. 06 C 

Extreme h肋veCenerc1t Ion In lc1borc1tory IfりveTc1nk : T. Waseda, C-K. Rheem, J. Sawamura, T. Yu hara, T. 
Kinoshita, K. Tanizawa & H. Tomi ta・The Fifteenth International Offshore and Polar Engineering 
Conference (ISOPE-2005), 2005. 06 D 

lかdro-e!c1stlcAfotlons c1nd IJrlft Forces of Ve「ylc1rge Afoblle Offs/Jore Stmcture In lfc1ves : Ken Takagi, 
Takeshi Kinoshita and Jun Noguch・The Fifteenth International Offshore and Polar Engineering 
Conference (ISOPE-2005), 2005. 06 D 

Non!lnec1「 rvc1veJoc1ds c1ctlng on cy! lnde「肛rc1yslowly oscl lc1t Ing In di ff「c?Ct I on c1nd「c1dlc1tlon/Vc?Vf! fjeJds 
: Weiguang Bao (Ikon Sano), Takeshi Kinoshita & Motoki Yoshida・Proc. 24th International Conference 
on Offshore Mechanics and Arctic Engineering, ASME, 2005. 06 D 

Nonl lnec1「 w;1veforces c1ct/J1g on c1 body of arbltruy s/Jc1pe slowly osclllc1t!ng In 1闊 ves: Yasunori Nihei, 
Takeshi Kinoshita & Weiguang Bao (Ikou Sano)・Proc. 24th International Conference on Offshore 
Mechanics and Arctic Engineering, ASME, 2005. 06 D 

非係留超大型浮体による外洋利用大規模風力発電システムの検討：井上憲一，田中進，木下健，高木健，寺尾
裕，岡村秀夫，高橋雅博，江柑宏至，植弘崇嗣・第 18回梅洋工学シンポジウム，日本造船学会， 2005.01 E 

帆走型メガフロート風力発電：木下健，田中進，井上磁~-. 第 27回セーリングヨット研究会，金沢工業大学，

2005. 03 E 

無係留移動式浮体を用いた風力発電システムの開発：高木健，木下健，寺尾裕，井上憲一，田中進，小林顕太

郎，山田通政，高橋雅博，植弘崇嗣，内山政弘，江醤宏至，佐藤増穂，岡村秀夫• 第 2回洋上風力

発電フォーラム，梅上技術安全研究所， 2005.04 E 

競漕艇とオールについての最近の成果：木下健，宮下雅樹・第 28回セーリングヨット研究会， 2005. 10 E 

大波高規則波向波時のコンテナ船縦曲げ荷重について：中住昭吾，石江水，亀岡福太郎，早稲田卓爾，鈴木克

薩谷澤克治，木下健• 日本船舶悔洋工学講演会論文集第 2号，日本船舶悔洋工学会， 2005. 11 E 

鈴木（高）研究室 T. Suzuki Lab. 

レオロジ一流体を対象としたメカトロニック人工食道の搬送実験：鈴木高宏，新谷賢，藤田真理子• 生産研究，

Vol. 57, No. 2, 2005. 03 A 

IJynam!c Anc1lysls of Cc1s!lng c111d /finding wlt/J I, かpe「-Flexible1lfc1nlpulc1to「: T. Suzuki, Y. EbiharaandK. 
Shintani・2005 IEEE Int. Conf. on Advanced Robotics (I CAR'05) , 2005. 07 D 

超柔軟マニピュレータによる投射巻き付きのダイナミクスの解析：鈴木，蛯原・第 10回ロボティクスシンポジア，

pp. 69-74, 2005. 03 E 

超柔軟要素の投射・巻き付きによるマニピュレーション—投射の動力学· 巻き付きの静力学ー：鈴木，蛯原・日本

機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 '05(ROBOMEC'05), 2005. 06 E 

超柔軟マニピュレータの投射駆動法の解析：蛯原，鈴木崇，鈴木高•第 23 回日本ロボット学会学術講演会， 2005. 09 E 

ビジョンを用いた超柔軟マニピュレータの力学パラメータ同定：鈴木崇，蛯原，鈴木高，水川，安藤• 第 23回日本

ロボット学会学術講演会， 2005. 09 E 

超柔軟マニピュレータ投射のフィードフォワード運動計画：蛯原，鈴木崇，鈴木高・計測自動制御学会システムイ

ンテグレーション部門講演会 (S12005),pp. 691-692, 2005. 12 E 
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邦夫，水野潤，本間敬之• 日本機械学会熱工学コンファレンス 2005講演論文集， 2005.12 E 

熱輸送デバイスの基礎知識：西尾茂文・日本機械学会 RC214基礎教育セミナー「熱流体の基礎知識」， 2005.08 G 

肋muicc1lAnalysis of Jficro Scale SEil/0S /feat Pipe : S. F. Wang, S. Nishio・Proc. of the 24th JSMF Annual 
Meeting, Tokyo, A222, 2005 . 08 G 

Study on Closed loop Osei llc1ting Heat Pipe : S. F. Wang, S. Nishio・Internal ional Conference On Micro Energy 
Sys terns, Sanya, China, 2005. 11 G 

藤田（隆）研究室 T. Fuji ta. Lab. 

MR流体ダンパを用いたセミアクティプ免震構造（第 2報，建物モデルを用いた振動制御実験）：佐藤英児，藤田隆
史• 生産研究， 57, 1, pp67~70, 2005. 01 A 

免震精密生産施設のための圧電アクチュエータを用いた総合的アクティブ微振動制御システム（第 2報，スマート構

造による外来・内生微振動の制御）：嶋崎守，藤田隆史，橋本語之，吉岡宏和，北原隆，小川智浩 ・57,
6, pp518-521, 2005. II A 

美術品用転がり形免震装置の応用例：上田智士，榎本孝雄，藤田隆史 ・57,6, pp522-525, 2005. l l A 

ACサーボモータを用いた単結晶引上げ装置用アクティプ・パッシプ切換え型免震装置（第 1報，振動制御実験）
古川裕紀，藤田隆史，鎌田崇義，晦日英明 ・57,6, pp526-529, 2005. 11 A 

免裳構造と積層ゴムの基礎理論：ジェームス.M ・ケリー著／日本振動技術協会訳／藤田隆史監訳• 東京電機大

学出版局， 2005. 11 B 

ピエゾアクチュエータを用いた可変摩擦ダンパによる建築構造物のセミアクティプ免震：佐藤英児，藤田隆史・日
本機械学会論文集 (C編）， 71, 702, pp405-412, 2005. 02 C 

美術品用転がり形免震装置の研究：上田智士，秋元将男，榎本孝雄，藤田隆史・日本機械学会論文集 (C編）， 71,
703, pp807-812, 2005. 03 C 

スマート材料を用いた微振動制御：藤田隆史・日本音響学会誌， 61,6, pp:334-339, 2005. 06 C 

減衰特性および各種依存性を考慮した建築用オイルダンパーの開発と解析モデルに関する研究：高橋治，露木保男，

五十幡直文，松崎育弘，藤田隆史・日本建築学会構造系論文集，第 596号， pp49-56,2005. 08 C 

プレース型オイルダンパーの減衰特性および解析モデルに関する研究：高橋治，露木保男，五十幡直文，松崎育弘，

藤田隆史・日本建築学会構造系論文集，第 596号， pp57-64,2005. 08 C 

Slc1te oft加 A「t011 ;Jpp/frc1Uo11 of Seis加 lsolc1tio11to Civil c?IJd IIJdustric1/ S/1疇uctu詑 si11 /c7pc1IJ : T. Fui i ta・
9th World Seminar on Seismic Isolation, Energy Dissipation and Active Vibration Control of 
Structures, Kobe. Japan, 2005. 06 D 

1/J「{'{'J)i即 IJsiomlfSei頌 ic!so/Lil ioIJ lfcill7ofogy lo「Nuc!ec1「PowerP/c11Jt App/ icc1tioIJ : M. Morishita, K. Inoue 
and T. Fujita・9th World Seminar on Seismic Isolation. Energy Dissipation and Active Vibration 
Control of Structures. Kobe. Japan, 2005. 06 D 

J)ne/op妍eIJIof 1/Jree-J)i肌eIJsio1Jc1 I Se i頌 iclsolc1tioIJ lo「 Powe「 P/c11Jt:K. Takahashi, K. Inoue, A. Kato, 
M. Morishita and T. Fuiita・9th World Seminar on Seismic Isolation. Energy Dissipation and Active 
Vi brat ion Control of Structures. Kobe. Japan. 2005. 06 D 

S!udy of位{JI/四・lYPflso!c1tioIJ J)evice lo「加usps: S. Ueda, T. Fui i ta, M. I iba and T. Enomoto・9th World Seminar 
on Seismic Isolation. Energy Dissipation and Active Vibration Control of Structures, Kobe. Japan, 
2005. 06 D 

Erpe「i1,加11talc?IJd AmJ/yt icc1/ S!udiPs of Act ive-Pc1ssive Seisn1ic lso/c1! ioIJ Sys/喧 OsiIJgliIJea「11/olorslo「
il/rJJ]()CfYS!c?! Pu/ le「s:H. Furukawa, T. Fujita. T. Kamada and II. Misoka・9th World Seminar on Seismic 
Isolation. Energy Dissipation and Active Vibration Control of Structures. Kobe, Japan,2005. 06 D 
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Study of Semi-Active Seismic Isolation Sys/隕 wit/J 1'I.R JJ,1mpe「: E. Sato and T. Fuiila・9th World Seminar on 
Seismic Isolation. Energy Dissipation and Active Vibration Control of Structures, Kobe, Japan, 
2005. 06 D 

Smart Sけucture of B,1se-/so!a!ed Semiconductor Factories Using Piezoelectric Actua!o「s for Active 
11/ic「ovibrn!ion Cont「of: M. Shimazaki, T. Fui i ta, Y. Hashimoto, II. Yoshioka, T. Ki tahara and T. Ogawa・ 
9th World Seminar on Seismic Isolation. Energy Dissipation and Active Vibration Control of 
Structures, Kobe. Japan, 2005. 06 D 

St「uctu「e-Bo「neNoise Control of St四 I伯idgelit i Jizi11g S/Junt Piezoelectric JJamping: I. Iwasaki, J. Ogawa, 
Y. Takei and T. Fujita・9th World Seminar on Seismic Isolation, Energy Dissipation and Active 
Vi brat ion Control of Structures, Kobe, Japan, 2005. 06 D 

加ve/opmen!of T/1屈 e-JJime11sionalSeismic /so/;1! ion「'ecllllofogylo「 NextGeneral ion Nuc!ea「 POI陀rPlant 
;Jpp/ic,1/ions: K. Takahashi, K. Inoue, M. Morishita and T. Fui i ta・2005 ASME Pressure Vessel and Piping 
Division Conference, Denver, USA, 2005. 07 D 

A JJeve/opme11! of 1/J「ee-JJimensiona!Seismic Isolation for Advanced .Reacto「Systemsin Japan -No. 2 : 
K. Takahashi, K. Inoue, A. Kato, M. Morishita and T. Fui i ta・18thInternational Conference on Structural 
Mechanics in Reactor Technology (SMiRT 18), Beii ing, China, 2005. 08 D 

戸建住宅免震の応答解析：上田智士，藤田隆史，飯場正紀，榎本孝雄• 第 54回理論応用力学講演会講演論文集，
pp569-570, 2005. 01 E 

ピエゾアクチュエータを用いたスマート構造による免裳精密生産施設のアクティプ微振動制御：嶋綺守，藤田隆史，
橋本嘉之，吉岡宏和，北原隆，小川智浩•第 54 回理論応用力学講演会講演論文集， pp585-586, 2005. 01 E 

MR 流体ダンパを用いたセミアクティプ免裳構造：佐藤英児，藤田隆史•第 54 回理論応用力学講演会講演論文集，
pp587-588, 2005. 01 E 

アクティブ制御を用いた免農構造の長周期化に関する研究：佐々木友，藤田聡，皆川佳裕，藤田隆史，高橋治・
第 54回理論応用力学講演会講演論文集， pp589-590,2005. 01 E 

発電用新型炉へ適用する 3次元免震システムの研究（その 1 システム仕様の策定）：高橋健司，井上和彦，加藤朝
朗森下正樹，藤田隆史• 原子力学会 2005(第 43回）春の年会要旨集，第分冊， p246,2005. 03 E 

路面とタイヤ間に作用する力の計測による ABS制御：増田洋司，鎌田崇義，藤田隆史・自動車技術会学術講演会前

刷集， No.76-05,pp!5-18, 2005.05 E 

発電用新型炉へ適用する 3次元免震システムの研究（開発計画の検討：その 5) : 高橋健司，井上和彦，伏見実，加

藤朝郎，森下正樹，藤田隆史・日本機械学会 Dynamicsand Design Conference 2005 CD-ROM論文集， No.433, 
2005. 08 E 

戸建住宅用転がり型免裳装置の実験と解析：上田智士，藤田隆史，飯場正紀，榎本孝雄・ 日本機械学会 Dynamicsand 
Design Conference 2005 CD-ROM論文集， No.436, 2005. 08 E 

免腰半導体工場の総合的アクティプ微振動制御（内生微振動と外来微振動の制御ーその 2) : 嶋崎守，藤田隆史，橋

本嘉之，吉岡宏和，北原隆，小川智弘・日本機械学会 Dynamicsand Design Conference 2005 CD-ROM論文

集， No.442, 2005. 08 E 

スマート・タイヤ・システムの基礎的研究：石塚達也，大堀真敬，藤田隆史，水津洋二，正木信男，加藤明・日本
機械学会第 9回「運動と振動の制御」シンポジウム講演論文集， 05-15, pp!20-124, 2005. 08 E 

リニアモータを用いたアクティプ・パッシプ切換え型免震装置の実験と解析：古川裕紀，藤田隆史，鎌田崇義，晦

日英明・日本機械学会第 9回「運動と振動の制御」シンポジウム講演論文集， 05-15, pp351-356, 2005. 08 E 

発電用新型炉へ適用する 3次元免震システムの研究（開発計画の検討ーその 5:研究の全容）：井上和彦，加藤朝郎，
藤田隆史，森下正樹，伏見実・日本建築学会大会学術講演梗概集， B-2,pp!J23-1124, 2005. 08 E 

MRダンパを用いたセミアクティブ免震構造の研究：佐藤英児，藤田隆史・日本建築学会大会学術講演梗概集， B-

2, pp743-744, 2005. 09 E 

タイヤと路面間に働く力の計測による DYC制御：鎌田崇義，赤澤和哉，藤田隆史，水津洋二，木野下晃ー・自動車

技術会学術講演会前刷集， No.121-05, 2005. 09 E 

Excitation『'es!sof Semi-Active Seismic Isolation System Usillg 1'I.R JJan1pe「s:E. Sato and T. Fuiita・Bulletin 
of Earthquake Resistance Structure Research Center, No. 38, pp39-47. Institute of Industrial 
Science, The University of Tokyo, 2005. 03 G 

位esponseAnalysis for Active-Passive Seismic Isolation System [Ising Li11ear 11/otors for Jllonocrystal Pullers : 
H. Furukawa, T. Fujita, T. Kamada and H. Misoka・Bulletin of Earthquake Resistance Structure Research 
Center, No. 38, pp49-59, Institute of Industrial Science, The University of Tokyo, 2005. 03 G 
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瓜pcrfmentsand AnfllYsls of佑oilerType JsolfJUon !Jevlcc lo「 Houses: S. Ueda, T. Fuji ta, M. Ii ba and 
T. Enomoto・Bulletin of Earthquake Resistance Structure Research Center, No. 38, pp6!-70, Ins ti lute 
of Industrial Science, The University of TokYo, 2005. 03 G 

Co妍P「e/JensIve Active Alie「ovlbra ti on Control Sys !em llslng Plezoe Jee! rlc Act 11a!o「sfor Base-Jsolc?ted 
Precision Alan11!c?Cfll「IngF!Jcl II Ues : M. Shimazaki, T. Fui i ta, Y. Hashimoto, II. Yoshioka, T. Ki tahara 
and T. Ogawa・Bulletin of Earthquake Resistance Structure Research Center, No. 38, pp71-80, Institute 
of Industrial Science, The University of TokYo, 2005. 03 G 

柳本研究室 YanagimotoLab. 

Spr I ngback o I /JI g/J-s t「eng//Jsteel alte「botc?lld warm sheet lo「m/ngs:J. Yanagimoto,K. Oyamada・CIRP ANNALS-
~IANUFACTURING TECHNOLOGY, vol. 54-no. I, pp. 213-216, 2005 C 

Reg「esslon met/Jod of dete「mininggeneral/zed description of flow curve of steel unde「 dynamic
「ecrystc1II izat ion: A. Yanagida, J. Yanagimoto・ISIJ INTERNATIONAL, vol. 45-no. 6, pp. 858-866, 2005 C 

Structural morp/Jologies and deformation c/Ja「actet isl ics of semi-sol id type 304 stainless steel du「ing
sol /di fication and「emelting:J. Yanagimoto, JY. Li・STEEL RESERCH INTERNATIONAL, vol. 76-no. 3, pp. 85-
91, 2005. 03 C 

/Jevelopment of indusl「ialproduction of ult「c?finegrained steel in tandem bot st「ipmill: R. Kurahashi, 
K. Hakomori, I. Chikushi, T. Morimoto, J. Yanagimoto, S. Takaoka・Revue de Metal lurgie Cahiers 
d'lnformations Techniques, 102e ANNEE, No. 4, pp. 271-283, 2005. 04 C 

Aficrost「11c/uralevolutlon c1!ld flow stress of semi-solid type 304 stainless steel: JY. Li, S. Sugiyama, 
J. Yanagomo to・JOURNAL OF MATERIALS PROCESS ING TECHNOLOGY. vo I . 161-no. 3 , pp. 396-406, 2005 . 04 C 

Effects of beat trea「妍e11tand pre-defo「mat/onon sp/Jeroidizatlon of AZ.JIB magnesium alloy in semi-sol id 
slate : ZS. Ji, S. Sugiyama, J. Yanagi mo to・JOURNAL OF THE JAPAN INSTITUTE OF METALS, vol. 69-
no. 05. pp. 452-456, 2005. 05 C 

1lfal/Jemc1ticc1I modelling fo「microstructureevolution and development of ult「afine grained plain ca「bon
steel In a lndem /Joi st「ipmi I I : T. Morimoto, I. Chikushi, R. Kurahashi,J. Yanagimoto・STEEL RESEARCH 
INTERNATIONAL, vol. 76-no. 7, pp. 514-520, 2005. 07 C 

年間展望・圧延：柳本潤（分担執惰）．塑性と加工， Vol.46-No. 535, PP. 56, 2005. 08 C 

変形加工プロセスシミュレーションを核とした内部組織予測技術：柳本潤• 日本機械学会誌， Vol.18, No. 1043, 
pp. 16-18, 2005. 10 C 

低炭素鋼の半溶融押出し加工.4 : 杉山澄雄，李静媛，柳本潤•平成 17 年度塑性加工春季講演会講演論文集， pp. 215-
216, 2005.05 D 

高張力鋼板の熱間・温間プレス加工時のスプリングバック（第 2 報）：小山田圭吾，柳本潤• 日本鉄鋼協会第 149回
春季講演大会講演論文集，材料とプロセス， vol.18-no.2, pp.405, 2005.03 E 

鉄系合金の半溶融押出し 2 (半溶融押出しのメタルフローの考察）：杉山澄雄，李静媛，柳本潤• 日本鉄鋼協会第 149
回春季講演大会講演論文集，材料とプロセス， vol.18-no. 2, pp. 434, 2005. 03 E 

オーステナイト系ステンレス鋼 SUS310S の半溶融状態での組織及び変形：李静媛，柳本潤• 日本鉄鋼協会第 149回

春季講演大会講演論文集，材料とプロセス， vol.18-no. 2, pp. 433, 2005. 05 E 

種々のマグネシウム合金の圧延特性（マグネシウム合金の冷間圧延の研究）：阿高松男，桜井勇旗，篠原謙介，柳本

潤，柳田明• 平成 17年度塑性加工春季講演会講演論文集， pp.307-308, 2005. 05 E 

強加工後の内部組織変化を予測するためのミクロスケールモデル（第 6報 材料データ取得実験）：柳田明，柳本潤・
日本鉄鋼協会第 150回秋季講演大会講演論文集，材料とプロセス， vol.18-no. 5, pp. 1233, 2005. 09 E 

FA凝固モードオーステナイト系ステンレス鋼の半溶融特性：李静媛，杉山澄雄，柳本潤・日本鉄鋼協会第 150回秋

季講演大会講演論文集，材料とフロセス， vol.18-no. 5, pp. I 259, 2005. 09 E 

フェライト系ステンレス鋼 SUS430の半溶融特性：李静媛，杉山澄雄，柳本潤・日本鉄鋼協会第 150回秋季講演大会

講演論文集，材料とフロセス， vol.18-no. 5, pp. 1260, 2005. 09 E 

マグネシウム合金 AZ61Aの半溶融特性：柳本潤，杉山澄雄，郭哲良，向四悔 ・2005年度日本機械学会年次大会講演

論文集， pp.725-726, 2005. 09 E 

マグネシウム合金 AZ61Aの半溶融押出し加工：杉山澄雄，柳本潤，郭哲良，向四海・ 2005年度日本機械学会年次大

会講演論文集， pp.727-728, 2005. 09 E 
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＼「I.研究および発表論文

マグネシウム合金 AZ31B の半溶融球状化の観察：吉沢昇，杉山澄雄，柳本潤• 第 56回塑性加工連合講演会講演論文

集， pp.123-124, 2005. 11 E 

マグネシウム合金 AZ31Bの半溶融加工.1 : 杉山澄雄，吉沢昇，柳本潤•第 56 回塑性加工連合講演会講演論文集，
pp. 125-126, 2005. 11 E 

温間温度域での高強度鋼板のスプリングバックフリー成形（温間温度域を利用したスプリングバックフリー成形

1) : 柳本潤，小山田圭吾•第 56 回塑性加工連合講演会講演論文集， pp. 177-178, 2005. 11 E 

各種高張力鋼板のスプリングバック量の温度依存性（温間温度域を利用したスプリングバックフリー成形 2) : 小

山田圭吾，柳本潤• 第 56回塑性加工連合講演会講演論文集， pp.179-180, 2005. II E 

弾塑性 FEMにより温間成形の解析と成形中の組織変化（温間温度域を利用したスプリングバックフリ一成形 3) : 

小山田圭吾，柳本潤• 第 56回塑性加工連合講演会講演論文集， pp.181-182, 2005. 11 E 

1 パス熱間強加工による超微細鉄鋼材料の一発創成：柳本潤，長藤圭介•第 56 回塑性加工連合講演会講演論文集，
pp. 355-356, 2005. 11 E 

オロワン理論に基づく数値計算を用いた非対称圧延解析：森本敬治，竹士伊知郎，柳本潤• 第 56回塑性加工連合講

演会講演論文集， PP.487-488, 2005. 11 E 

薄鋼板成型後スプリングバックの温度依存性と弾塑性 FEM 解析の予測精度：柳本潤• 平成 17年度 IMS研究成果講演

論文集， PP.69-72, 2005. 07 G 

北澤研究室 Kitazawa Lab. 

水質浄化装置による諌早湾貧酸素水塊低減の数値シミュレーション：齊藤周，佐藤徹，北澤大輔・沿岸域学会誌，

Vol. 18, No. 2, pp. 13-24, 2005. 09 C 

Jlodelling of comp四ition lo「SP狐・ec111d food among m11sse ls 11nde「c1coc1stal floating Plc1tfo陽： Ki tazawa D., 
P. Ruardii・Proceedings of 24th International Conference on Offshore Mechanics and Arctic 
Engineering, CD-ROM, Oh1AE05/67397, 2005. 06 D 

JV11meri位 Jsim11Jat io11 on sec1so邸 Jvc1ri;Jtio11 i11 dissolved 0XJ1ge11 tension i11 lake Biwc1: Kitazawa D. and M. 
Kumagai・The 2nd Joiul Japan/Korea Workshop on Marine Environmental Engineering, pp. 71-90, 2005. 10 D 

P「ediction of effect of se;n闊 ter-q11ali ty en/Jcwce「installedin !sc1/J;iya Bc?Y by ecosystem model : Saito S., 
T. Salo and D. Kitazawa・The 2nd Joint Japan/Korea Workshop on Marine Environmental 
Engineering, pp. 159-168, 2005. 10 D 

琵琶湖における物理環境の数値シミュレーション：北澤大輔，熊谷道夫・日本流体力学会年会 2005,CD-ROM, AM05-
09-004, 200 5 . 09 E 

ムラサキイガイの空間と餌をめぐる競争モデル：北澤大輔• 日本船舶悔洋工学会講演会論文集第 2号， pp.407-408, 
2005. 11 E 

琵琶湖物理環境の数値計算における乱流モデルの比較検討：石塚瞳，北澤大輔，金野祥久• 第 19回数値流体力学シ

ンポジウム， CD-ROM,C2-4, 2005 . 12 E 

白樫研究室 Shirakash i Lab. 

応用数学ハンドプック：白樫了（藤原毅夫，平尾公彦，久田俊明，広瀬啓吉編）・丸善株式会社，第 1版， （分担：

熱流体力学における微分方程式，熱流体力学における積分方程式） pp. 470-484, PP-495-499, 2005 B 

希薄溶液系材料内氷結晶の非破壊計測法に関する研究＆ー誘電特性を利用した氷結晶構造の推定ー：上野茂昭，白樫

了，都甲沫，相良泰行，工藤謙一，樋口俊郎・日本冷凍空調学会論文集， vol.21, No. 4, pp. 337-344., 2005 C 

容積感受性チャネルを利用した動物細胞内への耐凍結・乾燥性糖類の導入に関する研究：白樫了， R. Reuss, 
J . Ludwig, F. Ehrhar l, U. Zimmermann, V. L. Sukhorukov・ 日本機械学会論文集 B,vol.71-no. 703,pp. 901-
907. , 2005 C 

Keynote Lecture報告記 _KeynoteLecture7:mansoo Choi :Gas Phase Synthesis of Nanoparticles and Their Growth 
Control : 白樫了・伝熱研究 vol.44-no. 184, pp. 12, 2005 C 

気になることば「トレハロース」：白樫了・冷凍， vol.80, No. 930, pp. 345, 2005 C 

!11trod11ction of sacclw「ideand s11ga「c1lcol1olsinto mc1mmc1lian cells t/J「011g/Jswelling c1c!ivc1ted pe「mealion 
: R. Reuss,J. Ludwig,R. Shirakashi,F. Ehrhart,H. Zimmermann,S. Schneider,M. M. Weber,U. Zimmermann, 
H. Schneider, V. L. Sukhorukov・Cryobiology, vol. 51-Issue. 3, PP. 401, 2005 C 
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T加 Jongte直 P「ese「vationof J hing bio妍c?/肛ia!s-fntroduct io11 of cryo/Jyop「olective agents into eel ls 
- : R. Shirakashi・Proceedings of the 3rd Korea-Japan Joint Seminar on Heat and Mass 
Transfer:Challenging Researches in Thermal Engineering, pp. 17-25, 2005 D 

fntroduct ion of sacc/Jaride and sugar a!colwls into m,1妍妍aliancells t/Jroug/J swelling activated pe「妍eation
: R. Reuss, J. Ludwig, R. Shirakashi, F. Ehrhart,H. Zimmermann, S. Schneider, M. M. Weber, U. Zlmmermann, 
H. Schneider,V. L. Sukhorukov・Cryo2005 Abstract (annual meeting of Society for Cryobiology), pp. 34, 
2005 D 

糖類を内装したリポソームの安定生成に関する研究：白樫了，山内一弘• 第 17回バイオエンジニアリング講演会
講演論文集， PP.45-46, 2005 E 

容積感受性チャネルを利用した動物細胞内への耐凍結・乾燥性糖類の導入に関する研究：白樫了，R.Reuss, J. Ludwig, 
F. Ehrharl,U. Zimmermann,V. L. Sukhorukov・ 第 42回日本伝熱シンポジウム講演論文集， Vol.l,pp.133-
134. , 2005 E 

タンパク質の活性に対する糖類の影響：沈巧巧，白樫了・ 2005年度（日本機械学会）年次大会講演論文集 (No.05-
1) Vol. 7, pp. 51-52., 2005 E 

小型メタノール改質器の最適設計：田村学，白樫了•熱工学コンファレンス講演論文集， No. 05-17, pp. 199-200, 
2005 E 

容積感受性チャネルを通じた単糖類の細胞内への導入： R. Reuss, J. Ludwig, 白樫了， F.Ehrhart, H. Zimmermann, 
S. Schneider,M. M. Weber,U. Zimmermann.II. Schneider,V. L. Sukhorukov・ 第 32回日本低温限学会総会（抄
録集）， PP.35, 2005 E 

土屋研究室 TsuchiyaLab. 

A Rotating Grater-like Cutting Tool to Re妍oveffard Ce妍e11tedJJeposi ts in !fear! /Jlood Vessels wi t/Jout 
JJa妍agingSoft Vessel A肋lls:M. Nakao, K. Tsuchiya, W. Maeda, D. lijima・Annals of the CIRP, Vol. 
54/1. PP. 37-40, 2005. 08 C 

射出金型内部の樹脂温度の直接測定のためのマイクロ熱電対アレイの開発：土屋健介，中尾政之・精密工学会誌，
Vol. 71, No. 10, pp. I 255-1259, 2005. 10 C 

Pinpoint Synthesis of Carbon Nanotubes [Ising Focused /Jca肌, : K. Kasuya, Y. Jin, K. Nagato, T. Ooi, K. 
Tsuchiya, T. Hamaguch i, M. Nakao・Proc. ASPE Annual meeting 2005 , CD-ROM# 1808, 2005. IO D 

Ti妍econ! ro l of加atflux control for妍icro/11,100featu「ereproduction wit /J妍iniatu「ein}ection即 ld: K. 
Tsuchiya, T. Sadamitsu, K. Nunokawa, T. Hamaguchi and M. Nakao・1st Topical Meeting on 
Microfaclories, pp. 17-18, 2005. 10 D 

A々wos I「l!CIll「ereproduction by beat flux control i11妍iniatu「einfection mold: K. Tsuchiya, K. Nunokawa, 
T. llamaguchi, M. Nakao・MicrosystemTechnologies 2005, pp. 252-259, 2005. 10 D 

新野研究室 NiinoLab. 

超高真空対応テレスコピック型 Stick-Slip アクチュエータの開発—振動解析による安定した駆動の実現ー：船見慎
太郎，新野俊樹・ 2005年度精密工学会春季大会学術講油会講演論文集， pp_1069-1068, 2005 A 

超高真空対応超音波モータの圧電素子分割による長寿命化・駆動性能の向上：船見慎太郎，新野俊樹・日本機械学

会 [No.05-15] Dynamics and Design COnference 2006 CD-ROM論文集， 613,2005. 08 A 

T「anspuentjzc1! jon of SLS F「(}⑰ふ炉dSA。IACopo Jy, 即 rPc? 「IsbyJnfi!trc1Ung c? T/Jer妍ose!U11gがPOXY肋sinwi lb 
Tuned如 f「activeIndex: Toshiki NIINO, Hidenori YAtlADA・Solid Freeform Fabrication Symposium 2005, 
Pr roceed i ng, 206-214, 2005. 08 C 

熱可塑性樹脂含浸による SLS造形品の透明化：山田英典，新野俊樹・ 2005年度精密工学会春季大会学術講演会講演

論文集， pp.59-60, 2005. 03 E 

超音波モータを用いた超高真空対応回転導入器の開発ー分割型圧電素子による長寿命化・駆動性能の向上ー：船見慎
太郎，新野俊樹・ 2005年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集， pp!085-!086,2005. 03 E 

真空環境用静電モータの位置決め制御に関する研究：新野俊樹，高見澤卓• 第 17回「電磁力関連のダイナミクス」

シンホジウム， ppl07-l10, 2005. 06 E 

粉末焼結積層造形法における供給粉末密度向上に関する研究 ：佐々雅祥，新野俊樹・ 2006年度精密工学会秋季大会
学術講演会講演論文集， pp.1009-1010, 2005. 09 E 

298 



VI. 研究および発表論文

情報・エレクトロニクス系部門

合原研究室 AiharaLab. 

MOSFET を用いたニューロン電子回路モデル：竹本享史，河野崇，合原一幸•生産研究 57 巻 2 号， pp. 90-93,2005 A 

Anc1/yzing &'Jobal JJyn暉 icsof c1肋ura!Field A/ode/ : Shigeru Kubota, Kazuyuki Aihara・Neural Processing 
Letters. vol. 21, pp. 133-141, 2005 C 

Nonpcl邸肌eけicBoots!rclP Prediction : Tadayoshi Fushiki, Furniyasu Kornaki, Kazuyuki Aihara・Berboul Ii. 
vol. II, no. 2, pp. 293-307, 2005 C 

An Asynchronous Spiking C/Jc10t ic Neuron IJJ!eg「cltedCi「cuit : Yoshihiko Horio, Takuya Taniguchi. Kazuyuki 
Aihara・Neurocornputing, vol. 64, pp. 447-472, 2005 C 

C「isis-InducedInter, りit!ency in Two Coupled C/Jaotic A!clp,,: Towc1rds Onde「standingC/J,w! ic fl ineパwcy: Gou he i 
Tanaka, Miguel A. F. Sanjuan, Kazuyuki Aihara・Physical Review E, vol. 71. 016219, 2005 C 

Alultis!cl!e Associc1tive Ale妍0「ywi t/J Parnmeけicc1/JyCoupled Afc1p Networks : Gouhei Tanaka. Kazuyuki Aihara・ 
International Journal of Bifurcation and Chaos. vol. 15. no. 4. pp. 1395-1410. 2005. Ocl C 

Cenerc1! ized Bienenstock-CoopeたAftmro仰 lefor Spiking Neurons t/Jclt A!c1x庫izesInfo「n1c1/ion lnwsmissio11 : 
Taro Toyoizurni, Jean-Pascal Pfister, Kazuyuki Aihara, Wulfram Gerstner・Proceedings of the National 
Acaderny of Sciences of the United States of Arnerica. vol. 102. pp. 5239-5244, 2005. 04 C 

A A!OSFET-bclsed A/ode/ on cl Ch,s-2 type of Nerve A鱈 brane:Takashi Kohno,Kazuyuki Aihara・IEEE Transactions 
on Neural Networks, vol. 16, no. 3, pp. 754-773, 2005. 05 C 

肋ise-induced Coope「aliveBe/Jc?Vio「 inc1 Alu/ti-Ce!! System: Lonan Chen,Ruiqi Wang,Tianshou Zhou,Kazuyuki 
Aihara・Bioinformatics, vol. 21, pp. 2722-2729, 2005. 06 C 

Possible Effects of fJepo!c1Tizing C1BAA Conductance on t/Je伽 l「onalInput-Output似 IN/irJ11s/Jip: A :/Ir仙 Iing 
Study: Kenii Morita,Kunich1ka Tsurnoto,Kazuyuki Aihara・Journal of Neurophysiology, vol. 93, pp. 350cl-
3523, 2005. 06 C 

A Netwo「kA/ode! wit/J Pyra叩dalCells c1Ild &'ABAergic Non-FS Cells ill t/Je Cereb「alCortex : Kenj i Mori ta, 
Kazuyuki Aihara・Neurocomput ing, vols. 65-66. pp. 697-707, 2005. 06 C 

A A!ixed Ancllg/JJigi ta/ C/Jaotic Neuro-computer Sys! 頭 fo「 ()1wd「c?ticAssignment Problems : Yoshihiko Horio, 
Tohru lkeguchi, Kazuyuki Aihara・Neural Networks. vol. 18, PP. 505-513, 2005. 07 C 

JJ011ble rote?! ions : Hideyuki Suzuki, Shunj i I to, Kazuyuki Aihara・Discrete and Continuous Dynarnical 
Sys terns, vol. 13. pp. 515--532, 2005. 07 C 

Evclluat ion of t/Je Per/or肌weeof Afec/Jclllis駆 forNoise Attem1c1tion inc? Si11gle-gene Erpression: Yoshihiro 
Morishita, Tetsuya Kobayashi, Kazuyuki Aihara・Journalof Theoretical Biology, vol. 235, pp. 241-264, 
2005. 07 C 

Correlated Firing in a Feedfonl(肛 dNetwork wi t/J Afexicw-Hclt-lype Connectivity : Kosuke Harnaguchi, Mas a to 
Okada.Michiko Yarnana,Kazuyuki Aihara・Neural Cornputation, vol. 17, no. 9, pp. 2034-2059,2005. 09 C 

Alolecular Co肌り11nicc1tiont/Jroug/J Stoc/Jcls!ic Sync/Jronizcltion !11d11ced by Exけacell11lcl「F/11ctucltions : T. Zhou, 
L. Chen, K. Aihara・Physical Review Letters, vol. 95, 178103, 2005. 10 C 

C/Jcl「c1cterizingC/Jc10tic Response of cl Squid Axon t/Jroug/J Gene「ati11gPclrtitions: Yoshi to Hirata.Kevin Judd, 
Kazuyuki Aihara・Physics Letters A, vol. 346, pp. 141-147, 2005. 10 C 

Coding of le妍'Porc1llyVc1rying Signclls in Netwo「ksof Spiking Neurons wi t/J C/obcll JJelclYerd Feedbclck : Naoki 
Masuda, Brent Doiron, Andre Longtin, Kazuyuki Aihara・Neural Computation, vol. 17, pp. 2139-2175, 
2005. 10 C 

Complexity A/ode/ling and its Applications: Kazuyuki Aihara・Proceedings of the 10th International Syrnposiurn 
on Artificial Life and Robotics 2005 (AROB 10th'05), pp. 1-2, 2005. 02 D 

AIOSFET Jmple妍entationof Class 11 Ne肛 onsCoupled by Cap Junctions : Takashi Takernoto, Takashi Kohno, 
Kazuyuki Aihara・Proceedings of the 10th International Syrnposiurn on Artificial Life and Robotics 
2005 (AROB 10th'05). pp. 87-90, 2005. 02 D 

Para妍eterTuning of a AIOSFET-bc1sed Nerve Ale励rane: Takashi Kohno, Kazuyuki Aihara・Proceedings of the 10th 
International SymposiurnonArtificial Life and Robotics 2005 (AROB 10th'05), pp. 91-94,2005. 02 D 
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肋yfwdTest, Noise, and Sarrogafes : Yoshi to Hi rat a, Shunsuke llorai, llideyuki Suzuki, Kazuyuki Aihara・ 
Proceedings of the 10th International Symposium on Artificial Life and Robotics 2005 (AROB 10th 
'05) , PP. 95-98, 2005. 02 D 

Anafysjs of BjflfrcaUon a11d Opthnal Response on t/Je Evo!l!Uon of CooperaUon : Yo-Hey Otake, Kazuyuki 
Aihara・Proceedings of the 10th International Symposium on Artificial Life and Robotics 2005 (AROB 
10th'05) , PP. 99-104, 2005. 02 D 

Pel「暉eterSett j;;g fo「Chaos!Jriven 「~1bl! Sea直 fl.肛 dwareSys! 喧： Satoshi Matsui, Yoshihiko Horio, Kazuyuki 
Aihara・Proceedings of 2005 RISP International Workshop on Nonlinear Circuits and Signal 
Processing, 2005. 03 D 

A C/Jaot jc Neuro-Co叫'PLIierSys! 隕 for()l!adrat ic Assigmnent P「oble皿swj//J Ou/pl/t CodjJ;g: Koi i Mori, Yoshihiko 
Horio, Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 RISP International Workshop on Nonlinear Circuits and 
Signal Processing, 2005. 03 D 

One-!Jj肌ensjo11al!Jjscrete-Jj即 !Jyn暉 h-,1!Syste駆 CirClJj/ll,,ing Floating-Cate Invert肛 Ci「ctn'!: Tomoumi 
Yagasaki, Yoshihiko Horio, Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 RISP International Workshop on 
Nonlinear Circuits and Signal Processing, 2005. 03 D 

5()/De Nonlinear Scie11tific Aspects of Nell「,1!Codjng : Kazuyuki Aihara・Abstracts of the 2nd Shanghai 
International Symposium on Nonlinear Science and Applications, p. 62, 2005. 06 D 

Effects of #el! 「om1!Jnteg「atj 011 Hee/Jan j頌 011JS/ Stal isUcs : Kan taro Fui iv.-ara, Kazuyuki Aihara・Abstracts 
of the 2nd Shanghai International Symposium on Nonlinear Science and Applications, p. 64,2005. 06 D 

加肛njnga #rm! hlec1「Alu!t j-Scale Edge !Jetecl jon Sys! 隕 fro肌 #clt LI「,1!SU肌llfj:Michael Gutmann, Kazuyuki 
Aihara・Abstracts of the 2nd Shanghai International Symposium on Nonlinear Science and 
Appl ica lions, p. 65, 2005. 06 D 

伽asi-/11for.加,1!ioか珈0「eticApproach to Chaotic Signal Analysis : Yang Chen, Kazuyuki Aihara・Abstracts 
of the 2nd Shanghai International Symposium on Noni inear Science and Applications, p. 75, 2005. 06 D 

Spat jo-!e叫'f}oralNon-L1n1"/o陽肱beddingfo「nflllUvujateJJ,1ta: Yoshi to Hirata, Hideyuki Suzuki, Kazuyuki 
Aihara・Abstracts of the 2nd Shanghai International Symposium on Nonlinear Science and 
Applications, pp. 78-79, 2005. 06 D 

C/JaoUc T「c1nsj !ions between Sync/Jronous a11d Propf1gaUng Bu「stsjn Co11pled肋fJ#el! 「{)郎：伽uheiTanaka, 
Kazuyuki Aihara・Abstracts of the 2nd Shanghai International Symposium on Nonlinear Science and 
App Ii cations , p. 88, 2005. 06 D 

Ta仄即tingin t/Je logistic Afap wit/Jin Fixed「雇 ： Hiroyasu Andoh, Yoshi to Hirata, Kazuyuki Aihara・Abstracts 
of the 2nd Shanghai International Symposium on Non! inear Science and Applications, p. 97, 2005. 06 D 

Appl i ca ti 011s of Bi f11「catio11s to Assoc fat Ive Ali暉 oryAlodels: Gouhei Tanaka, Kazuyuki Aihara・Abstracts of 
The 1st International Conference on Recent Advances in Bifurcation Theory and Applications of 
Dynamical Systems, p.32, 2005.06 D 

JdenU fyjng 1lleas11「虜11!Noise fllld Jfodel Errors using J!lll tip le I犀 rlect11/odels : Yoshi to Hirata, Kevin 
Judd,Hideyuki Suzuki,Kazuyuki Aihara・Abstracts of Dynamics Days Europe 2005, pp. 121-122, 2005. 07 D 

Spjke T「ai11Sa「「ogatesthat P「国「veAv汀 agefj「jng如c1teand !JjsけjblJ!jon of /11terspjke Intervals : Yoshi to 
Hirata, Yuichi Katori, llideyuki Suzuki, Kazuyuki Aihara・Abstracts of European Conference on 
Mathematical and Theoretical Biology, Vol. 2, p. 184, 2005. 07 D 

Ent「ainn. 陀11!of Ci「cadjanClocks by 24/J Ug/Jt-da「kCycles:!Jependence of t/Je Free-rnnnjng i汀 jodan 011 [jg/Jt 
Intensity: Gen Kurosawa, Kazuyuki Aihara, Albert Goldbeter・Abstracts of European Conference on 
Mathematical and Theoretical Biology, Vol. I, p. 91, 2005. 07 D 

1¥々mlinea「 Jj肌eSerjes Analysjs 1dt/J /soー!Ji「ecUonal佑e四l「rencePlots : Shunsuke Horai, Taij i Yamada, 
Kazuyuki Aihara・Abstracts of The 13th International IEEE Workshop on Nonlinear Dynamics of 
Electronic Systems (NDES 2005), 2005. 09 D 

「is11c1liziJJg Nonl i1Jec1r !Jete「肌inis妍 byJso-!Ji「ectional Recu「「encePlots : Shunsuke Horai, Taii i Yamada, 
Kazuyuki Aihara・Abstracts of Recurrence Plot Workshop (Satellite Meeting of NDES 2005), p. 27, 
2005. 09 D 

leamjng to Est j妍atell.,er /11/f:'「estlltilizing t/Je Va「iational Bayes Est i肌ato「: Takamasa Koshizen, Taij i 
Suzuki, Kazuyuki Aihara, Hiroshi Tsui ino・Proceedings of Intel I igent Systems Design and Applications 
(ISDA) 2005, p. 94-99, 2005. 09 D 
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A/ode! I iflg of Non/jne,1「f}yf/c1micsin Biologic,1! Systems c1nd its App/icc1tions to Coding and Processing of 
fnformc1!ion: Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 International Symposium on Nonlinear Theory and 
its Applications, pp. 1-2, 2005. 10 D 

/nflur:nce of Rc1ndom/y Conflec!ing Exie「nc1JInputs 011 Associc1! ive Chaotic Neu「odync1mics : Masaharu Adachi, 
Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 International Symposium on Nonlinear Theory and its 
Applications, pp. 50-53, 2005. 10 D 

Pa「c1/JelA/go「i!!ms lo「C/Jc10!icExpof/entic1! 「abuSec1「c/JJI. 肛 dwc1「elo「()uadrc1!ic Assignment P「ob/ems:Naoki 
Ogawa, Yoshihiko Horio, Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 International Symposium on Nonlinear 
Theory and its Applications, pp. 309--312, 2005. 10 D 

Associc1tive 11/emory Ope「c1!ionill c1 Hopfield-type Spiking Neu「alNe!wo「kwit/J Alodulation of Resting Alembnwe 
Po!efltic1! : Hideki Tanaka, Takashi Morie, Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 International 
Symposium on Nonlinear Theory and its Applications, pp. 313-315, 2005. 10 D 

Bifllrca!ions ill Class J Neuron Alodels fll!e「connectedby /n/Jibitory and Electrical Sym1psfs: Shigeki Tsui i, 
Tetsushi Ueta, Hiroshi Kawakami, Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 Inte「nationalSymposium on 
Noni inear Theory and its Appl icalions, PP. 317-319, 2005. 10 D 

Predicting t/Je /find using SPc?!iaJ Co汀 elation:Yoshi to Hirata,Hideyuki Suzuki.Kazuyuki Aihara・Procecdings 
of 2005 Internal ional Symposium on Noni inear Theory and its Applications, pp. 6:14-637, 2005. JO D 

Smal 1-s/Juffle Su「「ogateJletlwd and t/Je Application: Tomomichi Nakamura, Michael Small, Yoshi to Hirata, 
Kazuyuki Aihara・Proceedings of 2005 International Symposium on Noni inear Theory and its 
Applications, PP. 638-641, 2005. 10 D 

/dent i ficc1t ion of Audio-visuc1! St im!Ilus from t/Je Sa即 Sou「ceby Adaptive Bayes i ,?fl /11 le「e11cr':Yoshiyuki 
Sato, Taro Toyoizumi, Kazuyuki Aihara・Abstracts of the Second International Conference on Brain-
ins pi red Informal ion Technology, p. 42, 2005. 10 D 

C;w Electric,1/ Coupling Induce C/Jaos in fnfen面 OliveNell「ons?Erpe「imentalEvidence : llideyuki Suzuki. 
N. Schweighofer, Yoshi to Hi rat a, Kan taro Fui iwara, Yuichi Ka tori, Hidetoshi Shimokawa, Kazuyuki Aihara, 
Mitsuo Kawato, Kcnii Doya, Timothy A. Blenkinsop, Eric J. Lang・Abslracts of Society for 
Neuroscience, No. 689. 13, 2005. 11 D 

Spati,1/ 0「ganiz,1!ion of 0「ientationP「eferencesAlong Radial f}irection from Pimv/Jeel Cente「sin A如nkey
Striate Cortex: Tsuyoshi Okamoto, Koii Ikezoe, Hiroshi Tamura, Masataka Watanabe, lchiro Fujita, 
Kazuyuki Aihara・Abstracts of Society for Neuroscience, No. 742. 2, 2005. II D 

A f}ual Coding wit/J Population Rates ;wd Synchronous Firing : Kazuyuki Aihara・Abstracts of BIOCOMP 
2005,p.78, 2005.12 D 

/}e!erministic Co/Je「enceResonance ill Netwo「ksof Co!Ip/ed C/Jaot i c Neura J Osc i J la tors : Gou he i Tanaka, 
Kazuyuki Aihara・Abstracts of BIOCOMP 2005, pp. 85-86, 2005. 12 D 

芸術と科学の融合：合原一幸• 福岡医学雑誌，第 96巻，第 7号， pp.317-318, 2005. 07 G 

荒川研究室 ArakawaLab. 

フォトニック結晶と量子ドットの融合～究極の電子—光子制御を目指して～：荒川泰彦，岩本敏 ·CMC 出版 『フォ

トニック結晶技術の新展開』 27章 pp. 267-278 (2005), 2005. 09 B 

MEMS集積化フォトニック結晶素子の現状と展望：荒川泰彦，岩本敏 ・CMC出版 『フォトニック結晶技術の新展開』

コl章 pp.322-328 (2005) , 2005. 09 B 

J. 28 mm lasing from stacked fllAs/GaAs quantum dots wit/J Jow-tempe「ature-grown A!GaAs cladding Jaye「by
metalorga!lh'c/Jemical vapo「deposition:J. Tatebayashi, N. Hatori, M. Ishida, H. Ebe, M. Sugawara, 
Y. Arakawa, H. Sudou, A. Kuramata・App]ied Physics Letters, 86, 053107 (2005), 2005. 01 C 

Lc1teral e!ectroll t「cwsportt/Jroug/J si!lg!e self-assembled lnAs quantum dots : M. Jung, K. Hirakawa, Y. 
Kawaguchi, S. Komiyama, S. Ishida, and Y. Arakawa・App!ied Physics Letters, vol. 86, No. I, pp. 033106-
r 4 (2005) , 2005 . 0 I C 

Si!lg!e JnAs/lnP ()uantum /Jot Spectroscopy jn J. 3-1. 55 um Telecommu!lication !Jalld: K. Takemoto, Y. Sakuma, 
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fo「 J1jg/Jtemperat11「eoperation・: Yasuhiko Arakawa (Invited)・JSPS-AF Nano Science and Nano 
Technology Workshop, Tokyo (2005), 2005. 05 D 
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fn!Ua! stage of fnAs quc1ntum dot lo「maUonon CaAs (00!) studies using kinetic A!onte Cc1rlo slmu!c1Uon : 
A . Is hi i, S . Ts ukarno to, G. R . Be II, and Y . Arakawa・13thInternational Congress on Thin Films/ 8th 
Atornical ]y Control led Surfaces, Interfaces and Nanostructures (ICTF13/ACSIN 8), Stockholm. SWEDEN 
(2005), 2005. 06 D 

Trc111smlsslon c/Jarc1cterlstlcs of c1 one-dimensional p/Jotonlc crystal fa加Jcc1tedwl t/J /Jlg/J-c1spect-「c1UoSI 
etc/Jing: K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada, T. Katsuyama, and Y. Arakawa・lnlernational Symposium 
on Photonic and Electromagnetic Crystal Structures VI (PECS-VI), Aghia Pelaghia, Crete, Greece, 
Session B, No. 26 (2005), 2005. 06 D 

Optfcc1l c/Jarncterlstlcs of one-dlmenslonc1l p/Jotonlc crystals fc?br!cc1ted wlt/J /Jlg/J-c1spect-ratlo SI e/c/Jjng: 
K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada, T. Kalsuyama, and Y. Arakawa・International Conference on Quantum 
Electronics 2005 and the Pacific Rim Conference on Lasers and Electro-Optics 2005 (IQEC/CLEO-PR 
2005) , Tokyo, Japan, CTuE3-6 (2005) , 2005 . 06 D 

F翫 lcatJonof AIEA!S-lnteguted p/Jotonlc c「ystc1lWc?vegulde and demonstrc1Uon of I ts swltc/Jlng operc1Uon : 
S. Iwamoto, M. Tokushima, A. GomYo, H. Yamada, S. Ishida, H. Higo, IL Toshiyoshi, and Y. Arakawa・ 
PECS-VI: International Symposium on Photonic and Electromagnetic Crystal Structures, Aghia 
Pe]aghia. Crete. Greece June 19-24 (2005), 2005. 06 D 

fJlsperslo11-compensat Ion In t加 40Cb/,optlcal tra11smlsslon by coupled-cc1vlty-type-p/Jotonlc crystals : T. 
Fukamachi, K. Hosomi, T. Sugawara, N. Kikuchi, T. Katsuyama and Y. Arakawa・International Symposium 
on Photonic and Electromagnetic Crystal Structures VI (PECS-Vl) , Aghia Pelaghia, Crete. 
Greece (2005), 2005. 06 D 

lfoodpl le-type p/Jotonlc c「ystalscomposed of air columns : T. Katsuyama, K. Hosomi, T. Fukamachi, IL Yamada, 
K. Aoki and Y. Arakawa・International Symposium on Photonic and Electromagnetic Crystal Structures 
VI (PECS-VI), AghiaPelaghia. Crete, Greece, Session 8, No.41 (2005), 2005.06 D 

Fa加Jcc1tlonof S102 deeply-etc/Jed 1-fJ P/JCs using di「ectoxldc1Uon of SI : T. Kalsuyama, K. Ilosomi, T. 
Fukamachi, H. Yamada and Y. Arakawa・International Symposium on Photonic and Electromagnetic 
Crystal Structures VI (PECS-VI) , Aghia Pelaghia, Crete, Greece (2005), 2005. 06 D 

T/Je1mo-op!fc swltc/J bc1sed on silicon p/Jotonlc crystc1l waveguides: Tao Chu, Hirohito Yamada, Salomi Ishida, 
Yasuhiko Arakawa・Sixth International Symposium on Pholonic and Electromagnetic Crystal Structures 
(PECS-VI) , D-53, Crete, Greece (2005), 2005. 06 D 

Advwces In mwop/10!011Jc devlces wl III qawtam dots c1nd p/Jotonlc c「ys/c1l: Yasuhiko Arakawa (Invited)・ 
13th International Symposium on Nanostrucures, St. Petersburg (2005), 2005. 06 D 

S/Jel l s! 「ucturesi11 self-asse1nbled fnAs quc1ntum dots p「obedby late「c1lelect「ontunnel Ing structures : M. 
Jung, K. Hirakawa, S. Ishida, Y. Arakawa, and S. Komiyama・12th International Conference on 
Modulated Semiconductor Structures (MSS-12), TUE-C5, Albuquerque, NM, USA (2005), 2005. 07 D 

Electron I rcwspo「twd s/Jel l st「UC!U「esof single fnAs qucwt11m dots proved by nanogap elect「odes: M. Jung, 
K. Ilirakawa, S. Ishida, Y. Arakawa, and S. Komiyama・12thInternational Conference on Modulated 
Semiconductor Structures (MSS-12), Albuquerque, NM, USA (2005), 2005. 07 D 

£11/Janced l lg/Jt en1lsslo11 of c1ll o「gc1n!csem!co11ductor based two-dlmenslonc1l p/Joton!c c「ystalwlt/J c? 
11c111occ1vlty: M. Kitamura, S. Iwamoto, and Y. Arakawa・IQEC/CLEO-PR 2005, July 11-15, The Nippon 
Toshi Center Kaikan, Tokyo, Japan, CThEl-3 (2005), 2005. 07 D 

Optical control of transmittance by pl10to-lnd11ced abso「ptIon effect In c1s-grown and He-I「radiatedfnCaN/ 
CaN l1ete「os!ructu「es: Masahi ro Nomura, Yasuhiko Arakawa, Tsu tomu Shimura, and Kazuo Kuroda・IQEC/
CLEO-PR 2005 . QWAB3-P53, pp. 769-770. Ju I y 11-I 5 . Tokyo, Japan (2005) , 2005 . 07 D 

Non「adlc1tlvecente「sIn fnAs quantum dots revealed by two一w,1velengt/Jexcited p/Jotolumlnescence: N. Kamata, 
S. Saravanan, J. M. Zanardi Ocampo, P. 0. Vaccaro, Y. Arakawa・23rd Int. Conf. on Defects in 
semiconductors (I CDS-23) . Awai i , ThM2. 3C, p. 105 (2005), 2005. 07 D 

AdvaJJces In P/Jotonlc Crys/c1ls wl t/J 11/EAIS and Quantum fJots : S. Iwamoto and Y. Arakawa (Invi led)・14th 
International Laser Physics Workshop, 1-4-5, Kyoto, Japan (2005), 2005. 07 D 

OpUcal Swl tcl1lng In P/Jotonlc Crys!c1l IfりveguldeControl led by Allcro Elect「oA!ec/Jc1n!cc1l System: S. Iwamoto, 
M. Tokushima, A. Gomyo, H. Yamada, A. Higo, H. Toshiyoshi, H. Fujita, and Y. Arakawa・Pacific Rim 
Conference on Lasers and Electro-Optics 2005, CTuE3-4, TokYo, Japan (2005), 2005. 07 D 

long spin rPlc1xallon In fnCaA「multl-q11c1ntamwells: Supp「esslonof t/Je spin-fl Ip process Cc?Used by 1/Je 
PIIc?SP-sep;J「ateddot forma!lon: S. Nagahara, M. Ari ta, and Y. Arakawa・12thInternational Conference 
on Modulated Semiconductor Structures, PCl-262, Albuquerque, NM, July 10-15 (2005), 2005. 07 D 
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伽t1ntum dot t ec/Jno J ogy t1nd c/Jt1「8C!e「izt1tion I ℃ aN-b恥 dNt1nost「uctu「es・:Yasuhiko Arakawa (Invi led)・ 
Semiconductor Nanophotonics Technologies, Physics, Applications, BaCaTec Summer School, 
恥rzburg(2005), 2005. 07 D 

fnvestigt1tion for t/Je'self-<1ssemb/y'mec/Jt1nism of fnAs quantum dot formt1tion on伽As(00 J) by using 8 
unique sct1nning /11nnelling microscope p/<1ced wit/Jin t/Je molecu/u bet1m epilt1XY grow/Ii c/Jt1mb汀：

S. Tsukamoto and Y. Arakawa (invited)・6th International Workshop on Future Information Processing 
Technologies (l¥ff!PT) , North Carolina, USA (2005), 2005. 08 D 

伽t1n!umconfined Stuk effect i11 single se/f-<1ssembled Gt1N/AIN q11<1nt11m dots : T. Nakaoka, S. Kako, and Y. 
Arakawa・The International Cnference on Modulated Semiconductor Structures. Abstract No. 268, 
Albuquerque, New Mexico, USA (2005), 2005. 08 D 

Advt1nces in q11<1ntum dots t1nd p/Jolonic crystt1! for single photon so11「ces: Yasuhiko Arakawa (Invited)・ 
Nano-Optoelectronic Workshop, UC Berkley, August (2005), 2005. 08 D 

{ff t「t1/Jig/J-<1spect-rc1tio Si and Si02 deeply-etc/Jed pe「iodicstructures wi t/J extremp/y smoo!/J su「fatesfo「
p/Jotonics <1pp/ict1tions: K. Hosomi, H. Yamada, T. Kikawa, S. Goto, T. Katsuyama and Y. Arakawa・ 
2nd International Conference on Group IV Photonics; Antwerp, Belgium, P31, PP. 140-142 (2005), 
2005. 09 D 

Continuous-wave opert1!ion of/. 23mm /Jig/J/y-st「t1inedfnGaAs qu<1ntum-wel I ridge wav偲uidelt1se「S 011伽1s
subst「<1tes: M. Ezaki, M. Kushibe, R. Hashimoto, G. Hatakoshi, M. Nishioka, Y. Arakawa・2005 International 
Conference on Solid State Devices and Materials (SSDM2005), E-2-3, p. 110, Kobe, Japan, (2005), 
2005. 09 D 

fn-p/we wisoto「opyin unit1xi<1/ly-strt1ined閾 filmsdetected by optict1! diff「c1clion tec/Jnique : S. 
Adachi, Y. Toda, T. ishiguro, K. Hoshino and Y. Arakawa・International Conference on Nitride 
Semiconductors, Fr-G9-4, Bremen, Germany (2005), 2005. 09 D 

JJeve/opment of E!ectrict1/IY JJriven Single-Photon Emi tte「 <1/Optical Fibe「 Bt1nds: T . Mi yazawa、 J, 
Tatebayashi, T. Nakaoka, M. Takatsu, S. Ishida, S. Iwamoto, K. Takemoto, S. Hirose, T. U.suki, N. 
Yokoyama and Y. Arakawa・SSDM, Kobe, Japan (2005) , 2005. 09 D 

Reconfigurable optict1l add-drop multiplexer based on silicon nano一wirew<1veguides : Tao Chu, Hirohito 
Yamada, Salomi Ishida, Yasuhiko Arakawa・3¥st European Conference on Optical Communications (2005), 
2005. 09 D 

A comp,1c t s i Ii con n,100-wi「ew<1veguide optic switc/J: Tao Chu, Hirohito Yamada, Salomi Ishida, Yasuhiko 
Arakawa・2nd International conference on Group-IV Photonics (2005), 2005. 09 D 

Trwsient pump-probe measurements fo「po/t1rizedexci tons in strt1ined Gt1N epi taxit1! lt1Ye「s: Y. Toda, S. 
Adachi, T. ishiguro, M. Arita and Y. Arakawa・International Conference on Nitride Semiconductors, 
Mo-P-080, Bremen. Germany (2005), 2005. 09 D 

JJegenert1/e fouた wavemixing spec! 「oscopyof Gt1N fi /ms on vuious substrates : Y. Toda, S. Adachi, T. 
ishiguro, T. Mukai, K. Hoshino and Y. Arakawa・International Conference on Nitride Semiconductors, 
Mo-P-077, Bremen, Germany (2005), 2005. 09 D 

Nt1notec/Jno/ogy for fut肛 eubiquitous IT: Yasuhiko Arakawa (Invited)・Italy-Japan 2005 Workshop on The Man 
and the Robot (2005), 2005. 09 D 

Reset1rc/J Activities on Single Photon Sou「ces:Yasuhiko Arakawa (Invited)・Symposium on Frontier Science, 
Tokyo (2005) , 2005. 09 D 

Advt1nces in growth t1nd optical properties of Gt1N quantum dots for single photon emitters: Yasuhiko Arakawa, 
and Satoshi Kako, Charles Santori, Stephan Gotzinger, and Yoshihisa Yamamoto・International 
Conference on Nitride Semiconductors 6 Th-OP5-l (2005), 2005. 09 D 

(Ju<1ntum-dot lt1sing t1nd photonic molecule beht1vior in microdisk lasers : T. BabaT. Ide, S. Ishii, J. 
Tat ebayas hi, T . Iwamoto, T . Nakaoka and Y. Arakawa (Invited)・IEEE/LEOS Annua I Meet. , no . ThZ 1, 
Sydney (2005), 2005. 10 D 

Si-nanowire optict1I w<1veguide devices for optical communict1tions: Hirohito Yamada, Tao Chu, Satomi Ishida, 
Yasuhiko Arakawa・SPIE Asia-Pacific Optical Communications (2005), 2005. II D 

Single photon generator in optict1I telecom w<1velength : T. Usuki, Y. Sakuma, S. Hirose, K. Takemoto, N. 
Yokoyama, T. Miyazawa, M. Takatsu and Y. Arakawa・Seventh International Conference on New Phenomena 
in Mesoscopic Structures, Fifth International Conference on Surfaces and Interfaces of Mesoscopic 
Devices, Maui, Hawaii, USA (2005), 2005. II D 
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伽an/um/Jots and P/Jot01dc Crystal lo「Sjng!ePhoton S011「C邸な糾—based Sjng/e Photon Sou「ces・:Yasuhiko 
Arakaw (Invited)・Asia Pacific Optical and Wireless Communication 2005, Shanghai, China (2005), 
2005. 11 D 

Opt kc1! ProperUes of ()uantllln /Jots lo「 Se町conducto「 J¥fon-CJ c1ss h'c1/ U g/Jt Sou「ces: Yasuhiko Arakawa 
(Invi led)・International Symposium on Advanced Electronics for Future Generations, Secure-Life 
Electronics for Quality Life and Society, Tokyo (2005), 2005. 11 D 

Advances j n qua11 t ll肌 dotsc1nd p/Jotonh'crystal lo「 tutu「eI jg/Jt sources・Prog「essjn non-c/asska! /jg/JI 
sources・: Yasuhiko Arakawa (Invited)・International Nano-Workshop, Hanoi, Vietonamu (2005), 2005. 11 D 

Opt ka/ add-drop肌u//jp/e訳「 usjngPBC wj//J恥 c1gonal-/Jo/ela!Uce PC slab wavegujdes : Akiko Gomyo, Jun 
Ushida, Hirohito Yamada, Tao Chu, Salomi Ishida, and Yasuhiko Arakawa・SPIE International symposium 
on optomechatoronic technologies (ISOT2005) , 6050-11, Sapporo, Japan (2005), 2005. 12 D 

/111wvc1! jon of Tec/Jno/ogy Brought by J¥fcwotec/Jno/ogy : Yasuhiko Arakawa (Invi led)・The 3rd Asia Nano tech 
Forum Summit, Austrailia (2005), 2005. 12 D 

T喧 'f)erature-/11se11sj/jveJO Cb/., /Jjrect仙du/aUonlasers wjt/J fnAs Se/1-Asse励Jed()llc11ll暉 /Jotsat!. , 凡ク肌：

M. Sugawara, K. Otsubo. T. Yamamoto. N. Hatori. M. Ishida. H. Ebe. Y. Nakata, and Y. Arakawa (Invited), 10th 
OptElectronics and Communications Conference, 5FI-I, Seoul (OECC 2005), 2005. 07 D 

T嘔加「atu「e-Jnsensj/jveJO Cb/., /Jfrect Jfodu/aUon lasers wj//J fnAs Se/1-Asse励JedQuanta肌 /Jotsat J . .'J暉：

M. Sugawara, N. Hatori, K. Otsubo, M. Ishida, T. Akiyama, Y. Nakata, H. Ebe, S. Okumura, T. Yamamoto, and 
Y. Arakawa (Invited), International Quantum Electronics Conference 2005 and the Pacific Rim Confer-
ence on Lasers and Electro-Optics 2005 (IQEC/CLEO-PR 2005), CTuJ 1-2 (2005) 2005. 07 D 

Adv,111c邸 jngrowth c1nd opth'a/ properUes of Ca/¥1 (JUc?ll! 暉 dotsfor sjng/e p/Joton e町tters : Y. Arakawa, 
S. Kato, C. Satori, S Gotzinger, and Y. Yamamoto (Invited), International Conference on Nitride Semi-
conductors, Th-OP5-I , Bremen, Germany (2005) 2005. 09 D 

Sj11g/e p/Jo/011 e肌h,jo11I「()肌 gafhlllnnjけjde(JU卵 Ill肌 dotsc1t a「ecord-slwrlwave/eng//J ofぶ17n肌： S. Kato, 
K. Hoshino, Y. Arakawa, C. Satori, S Got zinger, and Y. Yamamoto (Invi led), CLEO/QELS 2005, QTuH6, May 
22-27, Baltimore Convention Center, Baltimore, USA (2005)2005. 05 D 

量子暗号通信のための単一光子発生器開発：臼杵達哉，佐久間芳樹，廣瀬貞一，竹木一矢，横山直樹，宮澤俊之，高

津求，荒川泰彦・ 2005年暗号と情報セキュリティシンポジウム， 2F2-3,p. 667, 神戸 (2005),2005. 01 E 

量子ドットおよび MEMSとの融合によるフォトニック結晶デバイスの展開：岩本敏，荒川泰彦（招待講演）・量子工
レクトロニクス研究会「フォトニック結晶の物理と応用」，明治大学清里セミナーハウス P. 26 (2004) , 
2005.0lE 

量子ナノ構造の発展と情報デバイスヘの展開：流川泰彦（招待講演）・さきがけライプ 2004ナノテクノロジ一分野
4領域合同研究報告会特別講演，東京 (2005),2005. 01 E 

ユビキタス情報化社会と半導体ナノテクノロジー：荒川泰彦（招待講演）・先端研ナノテクノロジーセミナー 2005,
(200 5) , 200 5 . 01 E 

ォトニック結晶を用いた分散補償素子の作製検討：深町俊彦，細見和彦，山田宏治，勝山俊夫，荒川泰彦・電子情

報通信学会レーザ・量子エレクトロニクス研究会， PN2004-93,pp. 39-43, 大阪 (2005),2005. 01 E 

lnAs/GaAsコラム型積層量子ドットの偏波制御理論：斎藤敏夫，中岡俊裕，椛塚孝明，江部広治，菅原充，荒川泰

彦・ 応用物理学会関西支部セミナー 「光物性とその応用」量子ナノ構造の光デバイス応用，神戸大学ベン

チャービジネスラボラトリ (2005), 2005. 02 E 

A gal ha肌 JJjt「jdesjng/e p/Jolon sou「ce:S. Goestzinger, C. Santori, Y. Yamamoto, S. Kato, K. Hoshino, and 
Y. Arakawa・American Physical Society, D35-4, p. 339, Los Angeles, CA, USA, 2005. 03 E 

電場印加型 lnGaN多重量子井戸素子の光変調特性：為村成亨，野村政宏，荒川泰彦，志村努，黒田和男・第 52回応
用物理学関係連合講演会， 31p-L-II, 427, 埼玉大学 (2005), 2005. 03 E 

電流注入型 lnAs量子ドットマイクロディスクレーザの製作：井手利英，馬場俊彦，館林潤，岩本敏，中岡俊裕，荒
川泰彦・春季応用物理学会講演会， no. 3 la-YV-1 (2005), 2005. 03 E 

干渉相関分光による単ー自己形成量子ドットの非ローレンツ型発光の観測：井上貴博，戸田泰則，中岡俊裕，館林

潤，石田悟己，荒川泰彦・第 52回応用物理学関係連合講演会， 3laV19, 埼玉大学 (2005),2005. 03 E 

lnGaN量子井戸中の電子スピンの長寿命化～ドット化～：永原靖治，有田宗費，荒川泰彦・第 52回応用物理学会関
係連合講演会， 30a-V-6,埼玉大学 (2005),2005. 03 E 
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MEMS集積化フォトニック結晶導波路素子の実現と光スイッチング動作の観測：岩本敏，徳島正敏，五明明子，山田

博仁，石田悟己， 肥後昭男，年吉洋，荒川泰彦・第 52回応用物理学関係連合講演会， 30p-YV-2,埼玉大学
(2005), 2005. 03 E 

通信波長帯電流注入型単一量子ドットデバイスの EL特性：宮澤俊之，館林潤，中岡俊裕，高津求，石田悟己，岩

本敏，廣瀬真一，竹本一矢，臼杵達哉，横山直樹，荒川泰彦・応用物理学会，埼玉大， 29p-V-6,p. 1551 (2005), 
2005. 03 E 

GaAs基板上高 In組成 GalnNAs混晶のバンドギャップの検討：櫛部光弘，橋本玲，江崎瑞仙，波多腰玄ー，呂学

翰，祭佳倫，西岡政雄，荒川泰彦・ 2005年春季応用物理学会関係連合講演会， 3¥p-ZM-9,P. 367, 埼玉 (2005),
2005. 03 E 

MBE法による変調ドープ p-lnAs量子ドットの PL強度増加 ：熊谷直人，渡辺克之，塚本史郎，岩本聡，荒川泰彦・

第 52回応用物理学関係連合講演会， 30a-ZM-l 1, 埼玉大学 (2005), 2005 . 03 E 

A面サファイア基板上 GaNの四光波混合分光：戸田泰則，足立智，阿部泰裕，星野勝之，荒川泰彦・日本物理学会

第 60回年次大会， 24aPS-42,東京理科大学 (2005), 2005 . 03 E 

サイドバリアによる量子ドット内の歪制御 一偏波無依存化にむけてー：江部広治，植竹理人，秋山知之，河 11liJf 
ー，江川満，倉又朗人，菅原充，荒川泰彦・ 2005年（平成 17年）応用物理学会春季講演会埼E大学， 30a-
ZM-9 (2005), 2005. 03 E 

量子ドット単一光子生成技術の展開：荒川泰彦（招待講演）・ 2005年春季応用物理学会講演会合同セッション G
子t青報の基礎と応用」分科内総合講演「量子暗号及び単一光子生成技術」 (2005) , 2005. 0:1 E 

量子ドットおよびナノ共振器による光子・電子量子相互作用の制御と次世代フォトニック素子への展開：荒川泰彦・

東京大学 21世紀 COEプログラム第 4回ワークショップー先端フォトニクスの展開と新機能システムの創成
(2005) , 2005. 03 E 

ナノテクノロジーの新展開：荒川泰彦（招待講演）・自民党政調「科学技術創造立国推進調杏会」 (2005), 2005. 0:1 E 

半導体担持型パラジウム触媒の開発とその機能：高宮郁子，有澤光弘，塚本史郎，下田正彦，鋭川泰彦， r'り1、[I篤 r,].

日本薬学会第 125年会，東京ビッグサイト（東京都江東区）， 31-036I (口頭発表）， Wl5-l5(ホスター発表），

要旨集 4P78 (2005), 2005. 03 E 

GaAs基板担持型新規 Pd触媒の開発と有機合成反応への応用：高宮郁子，有澤光弘，塚本史郎，下田正彦，流川泰

彦，西田篤司・日本化学会第 85春季年会，神奈川大学横浜キャンパス（神奈川県横浜市）， 2PB-166 (2005), 
2005. 03 E 

高い Ala3含有率をもつ可溶性高分子錯体の合成とその EL特性：高山俊雄，北村雅季，工藤一秋，小林恭，荒川泰

彦•第 52 回応用物理学関連連合講演会， 3\p-YG-15, p!4, 埼玉大学 (2005), 2005. 03 E 
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ノエレクトロニクス」国際シンポジウム (2005) II. 18, 2005. II E 

Quantum control of electrons in semiconductor nanostructures for advanced optics and photonics, (Invited) : 
H. Sakaki・Extended Abstracts. 23pPLI, p6、世界物理年記念講演，OpticsJapan 2005, Tokyo, (2005) 11 . 22, 
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2005. 11 E 

Quantum manipulation of electrons by semiconductor nanostructures and its advanced applications (Invited) 
H. Sakaki・Bio-Nano Robo Seminar, 東大生研 (2005) 12. 15, 2005. 12 E 

「第一回江崎玲於奈賞を受賞して」：榊裕之• 東京大学電気・電子工学科同窓会報， (2005),2005 G 

「2005年度日本学士院賞：榊 裕之・大野英男氏」：榊裕之• 日本物理学会誌， Vol.60, (6), PP. 474-474, (2005) 
06, 2005 G 

「人間の原点を踏まえた視野の広い育成を」：榊裕之・MellingPot, 2月号， (3) pp. 4-4, (2005) 02, 2005. 02 G 

「学士院賞に整数論の加藤氏ら」：榊裕之• 朝日新聞 (2005)03. 15, 2005. 03 G 

「榊裕之先生と大野英男先生が日本学士院賞を共同で受賞される」：榊裕之・応用物理， Vol.74, (7), pp965-966, 
(2005) 7. , 2005. 07 G 

異色対談「ナノテク・バイオ・ ITの統合がひらく未来社会」：榊裕之-om1,s月号， PP.24-29, (2005) 8, 2005. 08 G 

平川研究室 Hirakawa Lab. 

先端研究を支える流体テクノ室：金子和行，平川一彦• 生産研究， vol. 57, No. 5, pp. 89 -92, 2005 A 

Tera/Je「lz「c1dlc1Uonfrom bulk and qua11tum semlconducto「st「uctu「es: Y. Kadoya and K. Hi rakawa・'Terahertz
Optoelectronics'ed. byK. Sakai, 97Topics inAppliedPIJYsics, Springer, pp. 117-156,2005 B 

Lateral Pleclron transport t/Jroug/J single self-c1ssemb!Pd fnAs qua11tum dots : M. Jung, K. Hirakawa, Y. 
Kawaguchi, S. Komiyama, S. Ishida, and Y. Arakawa・Applied Physics Letters, vol. 86, pp. 033106-
1-4 , 2005 C 

Fabけcationof atOJn!c-scale gold Junctions by e!ectroc/Jemlcal plating using a con1mon medical liquid: A. 
UmenoandK. llirakawa・AppliedPhysicsLetters, vol. 84, No. 14, pp. 143103-1-3, 2005 C 

f}ispe「s/veten1/Jertz gain of non-c!c1ssic!1l oscillator: Bloc/J oscillc1tion i11 sem!co11ducto「supe「lc1ttices : 
N. Sekine and K. llirakawa・Physical Review Letters, vol. 94, pp. 057408-1-4, 2005 C 

!11/「c?Tedp/Jo(ot「c111sistorusing capacitively coupled two-dime11tio11c1l electron gas lc1ye「s: Z. An, J . -C. 
Chen, T. Ueda, S. Komiyama, and K. Hirakawa•Applied Physics Lette「s,vol. 86, No. 17, pp. 172106-
r3, 2005 C 

l/1 t「c1/astca「rie「dn1a1nicsin se1niconducto「superI a ti ices: !era加rtz ga i 11 and dep/1c1s Ing 1nec/Ja11 ism (invited 
paper): N. Sekinc, Y. Shimada, and K. llirakawa・Proc. SPIE Int. Soc. Opt. Eng., vol. 5725, p. 
352, 2005 C 

P!wtocrJJ1ductivity i11 lc1te「alconduct ion sel I-assembled伽/Si(JUc?ll! 暉 dotinf邸「edp/Jotodetectors : S. -W. 
Lee, C. J. Park, T. W. Kang, H. Y. Cho, and K. llirakawa・Proc. SPIE Int. Soc. Opt. Eng響， vol.
5726, p. 146, 2005 C 

Scc1t te「ing-assistede!ecけiccu「「en!in semiconducto「supe「lc1tticesi11 t加lfa1111ier-Starkregln1e : Yu. A. 
Tarakanov, V. Vettchinkina, M.A. Odnoblyudov, K. A. Chao, N. Sekine, and K. Hirakawa・PIJYsical 
Review B, vol. 72, pp. 125345-i-8, 2005 C 

Sj11g/e elect「ont「c1nsisto「susing si11gle sel I-assembled lnAs (JUc111tum dots : M. Jung, N . Sekine, K. 
Hirakawa, S. Ishida, Y. Arakawa, Y. Kawaguchi, and S. Komiyama・Inst. Phys. Conf. Ser., No. 184, 
Section], pp. 31-34, 2005 C 

テラヘルツ電磁波で見る半導体中の電子波束の超高速ダイナミクス：平川一彦，闊根徳彦・光学， vol. 34, No. 9, 
pp. 458-464, 2005 C 

＄加lI st「l/CI U「esIn se!f-c1ssembled !nAs qua11tum dots probed by Jc1/e「c?!electron tunneling structures : M. 
Jung, T. Machida, K. llirakawa, S. Komiyama, T. Nakaoka, S. Ishida, and Y. Arakawa・Appl ied Physics 
Letters, vol. 87, No. 20, pp. 203109-1-3, 2005 C 

§加Il St「UC!If「esin Self-Assembled fnAs Qua11tum Dots Observed by Lateral Single Electron Tunneling 
St meta「es: M. Jung, K. Hi rakawa, S. Ishida, Y. Arakawa, Y. Kawaguchi, and S. Komiyama・AIP 
Conference Proceeding, vol. 772, p. 635, 2005 C 

Imaging 11011一f(JUill加lumedge slc1tes in quantum I/al I co11ductors : K. Ikushima, II. Sakuma, S. Komiyama, and 
K. llirakawa・AIP Conference Proceeding, vol. 772, p. 569, 2005 C 

:lcce!e「alion f}ync1mics of Bloc/J Osc/J lc1t泣gElect「onsin Se1nlconductor Superlc1ttices Investigated by 
Te「a/JerlzElectro-optic Sampling illet!wd: N. Sekine and K. Hirakawa・AIP Conference Proceeding, 
vol. 772. p. 1224. 2005 C 
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Fabrfration of Atomic-scale伽IdJunctions by Electroc/Jemical Plating Tec/J11i{Jue {!sing a Common Jledicc1J 
JJisinfectant: A. Umeno and K. Hiraka11a・AIP Conference Proceeding, vol. 772, p. 1071,2005 C 

Zen汀 tunnelingbetween Ifりnnier(Stuklevels in CaAs/AJCaAs super/at/ices: A. Vojvodic, A. Blom, Zhongshui 
Ma, Y. Shimada, K. Hiraka11a, and K. A. Chao・Solid State Communication, vol. 136, pp. 580-584, 
2005 C 

P/Jo!oconductivity in J叩terc1Jconduction sel !-assembled Ce/Si {JUc1nt11m dot infrared p/Jotodetectors : S. -W. 
Lee, C. J. Park, T. IV. Kang, H. Y. Cho, andK. Hirakawa・Proc. SPIE Int. Soc. Opt. Eng., vol. 
5726, p. 146, 2005 D 

llltra!c?.,t Ca「rierJJynamics in Semiconductor Super/alt ices: Tera/Jertz Cain and JJep/Jc1sing Jfec/Janism (invited) : 
N. Sekine, Y. Shimada, and K. Hirakawa・Photonics West 2005, San Jose, California, USA,2005. 01 D 

P/Joton-count ing mode ope「ation of te「,1/Jertzimaging microscope using {J11ant11m dot detecto「s: K. Ikushima, 
Y. Yoshimura, S. Komiyama, T. Ueda, andK. Hirakawa・International SymposiumonNanoclcctronics. 
Nanostructures, and Carrier Interaction (NNCI2005), NTT Basic Research laboratories, Atsugi, Japan, 
2005 . 0 I D 

Plwtoconductivity in lateral conduction self-assembled伽/Si(Jl/c1fllllm dot inf「d冗 dp/wtodetector.1・: S. -W. 
Lee, C. J. Park, T. W. Kang, H. Y. Cho, and K. Hirakawa・Photonics West 2005, San Jose, California, 
USA, 2005. 01 D 

JJispersive tera/Jertz gc1i1J of non-classical osci l l!Jtor: Bloch oscil la/ion in semiconducto「superlattices : 
K. Hi rakawa・Japan-GermanyColloquium 2005 -Semiconductor Physics and Technology-, Dresden, Germany, 
2005. 02 D 

Electron t「c?IJSPO「tand s/Je I l st ruc tu「esof single /nAs (JI/an/um dots probed by llclDON,JP electrodes : K. 
llirakawa, M. Jung, T. Machida, S. Ishida, Y. Arakawa, and S. Komiyama・lntcrnational Symposium on 
Quantum Dots and Pho tonic Crystals (ISQDPC 2005) , Tokyo, Japan, 2005. 03 D 

/Jig/J perfo「'fllc?/Jcel;J/eral conduction {Jllc11J!11m dot inf「aredp/Jotodetectors using pholoirwizal io11 of /Joles ill 
InAs wd Ce {Jllr1fl t 11m dots : S. -W. Lee, C. J. Park, IL Y. Cho, T. W. Kang, and K. Hi r akawa・Int c mat i ona I 
Symposium on Quantum Dots and Photonic Crystals (ISQDPC 2005), TokYo, Japan, 2005. O'.-l D 

JJispe「siveterc1/Jertz gain of non-classical osci J Jato「： B!oc/J osc i l lc1 ! ion in semiconduc to「superlat! ias : 
K. Hirakawa・Sweden-Japan International Workshop on Quantum Nano-Physics and Electronics, Kyoto, 
Japan, 2005. 04 D 

JJispersive tera/Je「tzgain of non-classicc1l oscillc1!0「： Bloc/J oscillatio11 in semiconductor s11perlc?ttices 
(invUed): K. Hirakawa・13thInternational Symposium on Nanostructures: Physics and Technology, 
St. Petersburg, Russia, 2005. 06 D 

Ca「「ierdYJ1c1mics wd tera/Je「tzBloc/J gainin semicond11cto「 SI/Pe「lattices: K. Hirakawa・Semiconductor 
Physics and Devices Seminar at Fraunhofe「Institut-IAF,Freiburg, Germany, 2005. 06 D 

Spectroscopy of non-e{J/1 i l i br i um elect「onsin ()11ant11m /!all Conducto「s: H. Sakuma, K. Ikushima, S. Komiyama, 
and K. Hi raka11a・16thInternational Conference on Electronic Properties of Two-Dimentional Systems 
(EPZDS-16), Albuquerque, NM, USA., 2005.07 D 

Te邸加rtz Radiation Ind11ced by [JJtrafast Optical Cate-Field Jlodulation in High-Electron A励 ility
1「ansistors:T. Kondo and K. Hirakawa・CLEO Pacific Rim 2005, Tokyo, Japan, 2005. 07 D 

JJispe「sivetera/Jertz gain of non-classical oscillator: Bloc/J oscillation in semiconducto「 s11perlatt ices 
(invited) : K. Hi rakawa・12thInternational Conference on Modulated Semiconductor Structures DISS-
12), Albuquerque, NM, USA, 2005. 07 D 

Electron I「ansportands/Jell st「/JCf /I「esof single lJJAs {Juantum dots proved by nanogap electrodes: M. Jung, 
K. Hi rakawa, S. Ishida, Y. Arakawa, and S. Komiyama・12thInternational Conference on Modulated 
Semiconductor Structu「es (MSS-12), Albuquerque, NM, USA, 2005.07 D 

JJispersive tera/Jertz Bloc/J gain in semiconductor superlattices (invited) : K. Hirakawa・14thInternational 
Conference on Nonequi I ibrium Carrier Dynamics in Semiconductors (HCIS-14), Chicago, USA, 2005. 07 D 

加 imagingof cyclot「onemission in {Jl1an!um加ll conductors : K. Ikushima, H. Sakuma, Y. Yoshimura, S. 
Komiyama, T. Ueda, and K. Hirakawa・16thInternational Conference on the Electronic Properties of 
Two-Dimensional Systems (EPZDS-16), Albuquerque, NM, USA., 2005. 07 D 

Te「a/Jertzradjation from /Jig/J electron mobility transistors induced by ultrafast optical gate switching: 
T. Kondo and K. Hirakawa・The Joint 30th International Conference on Infrared and Millimeter Waves 
and 13th International Conference on Terahertz Electronics, Willia111sburg, Virginia, USA, 2005. 09 D 
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Effect of Jntermjnjbwd Zener Tunnel jng on Electron TrwsJJort wd「'erc1/JertzCc1jn jn Semjconducto「
Sup汀 Jc1tUces(jnvUed): N. Sekine and K. Hirakawa・8lh International Conference on Intersubband 
Transit ions in Quantum We! ls, Cape Cod, MA, USA, 2005. 09 D 

伽,wtum-dotp/Joton detecto「sc1nd p/Jo/011-counUng terc1/Jertz jmc1gjng: K. Ikushima, T. Hasegawa, S. Komiyama, 
T. Ueda and K. Hirakawa・The Joint 30th International Conference on Infrared and Millimeter Waves 
and 13th International Conference on Terahertz Electronics , Iii 11 iamsburg, Verginia. USA, 2005. 09 D 

JJjspershe terc1/Jertz gc1jn of non-c!c1ssjcc1! oscj//c1tor: Bloc/J osd!Jc1Uon jn semJ°conductor Sl!JJ肛 lc1!Uces
(jnvj/ed): K. Hirakawa・18thAnnual Meeting of the IEEE Lasers & Electro-Optics Society, Sydney, 
Australia, 2005. 10 D 

Jntrodactory !c1Jk fo「THzc1nd N,wo Session: K. Hirakawa・International Workshop 2005 on Frontiers of Laser 
and Optical Sciences, University of Tokyo, Tokyo, 2005. 10 D 

Te「c1/Je「tzJJync1mfrs of Non-c!c1ssfral E!ectronfr c1nd Alec/Jwfrc1! Osd!lc1!0「s: K. Hirakawa・UT-TUM Bilateral 
SymposiumonNanosciences, !IS, University of Tokyo, Tokyo, 2005. IO D 

JJjsJJershe te「c1/Jertzgc1jn of non-c!c1ssJ°cc1! oscj/Jc1!0「:Bloc/J oscj/Jc1/jon jn sen1J°conducto「sl/per/c1!I kes : 
K. Hirakawa, N. Sekine, and Y. Shimada・International Workshop on Terahertz Technology 2005, Osaka. 
Japan, 2005. 11 D 

Novel C/Jc1「c1cle「jz,1Uonof Cutoff Freouencjes of [I/ trc1/Jjg/J-SJJeed Transjs/ors by nme-JJomc1j11 Te邸加rtz
Ale,1su「ements:T. Kondo and K. Hirakawa・lnternational Workshop on Teraherlz Technology 2005, Osaka, 
Japan, 2005. ll D 

[/} ! 「c1broc1dbc1nd!erc1/Jer!z ,wtocorre/c1Uon se!l!JJ fo「ncwosensj11g,?JJJJI jcat jo11s : H. Yamashita, T. Kondo, and 
K. Hirakawa・International Workshop on Terahertz Technology 2005, Osaka, Japan, 2005. II D 

JJync1mJ°c,1! conducUvjty SJJect「c1of electrons jn bulk伽Asdete「mjnedby I jme-dom,1j11 le「c1/Je「tz spectroscopy : 
Y. M. Zhu, N. Sekine, and Ii:. Hirakawa・International Workshop on Terahertz Technology 2005, Osaka, 
Japan, 2005. 11 D 

Passhe T!Jz Jmc1gjngwjf/JP/Jo!on-/eve/ Sensilhity: K. Ikushima, T. Hasegawa, II. Sakuma, S. Komiyama, T. 
Ueda, and K. llirakawa・International Workshop on Terahertz Technology 2005, Osaka, Japan, 2005. 11 D 

/}jsprrshc tera/Jertz gc1in of non-clc1ssjclll oscilliJ/o「:B/oc/J oscj I Jc1t jon jn semJ°crJlld11ctor s11per/c1t ! hes : 
K. Ilirakawa・lnternational Symposium on Quantum Dots and Nanoelectronics, Tokyo, Japan,2005. 11 D 

SJJec I roscopy of ex I 1で1加 /ywe,1k TJ!z ll'i!Ves : II. Sakuma, K. Ikushima, S. Komiyama, and K. llirakawa・ 
International Workshop on Tcrahcrtz Technology 2005, Osaka, Japan, 2005. 11 D 

Se11sj t jvp mjd -j11f「c1red JJIJO I ode t r•c Io「: T. Ueda, Z. An, J. -C. Chen, S. Komiyama, and K. Hi rakawa・ 
International Workshop on Teraherlz Technology 2005, Osaka, Japan, 2005. 11 D 

T/Jz /Jyn,1mh's of肋11c/c1ssicc1!Oscj/ Jato「 : K . Ili rakawa・EU-Japan Workshop on Tcrahertz Science and 
Technology, Bri lish Embassy, Tokyo, 2005. I I D 

半導体超格子中のブロッホ振動電子の過渡速度：闊根徳彦，平川一彦•第 52 回応用物理学関係連合講演会，埼玉大
学，埼玉県， 2005.03 E 

量子効果デバイスとテラヘルツゲイン（招待講演）：平川一彦，訓根徳彦，島田洋蔵・電子梢報通信学会電子デバイ

ス研究会，仙台，宮城県， 2005.03 E 

低温領域における Si-MOSFET 中の電子移動度の強い温度依存性：朴敬花，船尾大輔，平川一彦，高木信一•第 52 回
応用物理学関係連合講演会，埼玉大学，埼玉県， 2005.03 E 

自己組織化 lnAs量子ドット中の正孔束縛エネルギー：中村大輔， M. Jung, 平川一彦• 第 52回応用物理学関係連合

講演会，埼玉大学，埼玉県， 2005.03 E 

p 型変調ドープ赤外光検出器の試作と評価：松岡和，中村大輔，平川一彦，榊裕之• 第 52回応用物理学関係連合

講演会，埼玉大学，埼玉県， 2005.03 E 

非対称ナノ接合の通電断線を用いたナノギャップ電極作製：梅野顕憲，平川一彦・第 52回応用物理学関係連合講演

会，埼玉大学，埼玉県， 2005.03 E 

p型ひずみ Si-MOSFET中の正孔分布と移動度 ー 移動度向上機構の考察：船尾大輔，朴敬花，平川一彦，高木信

• 第 52回応用物理学関係連合講派会，埼玉大学，埼玉県， 2005.03 E 

擬似自己相関分光法による高周波テラヘルツ電磁波の発生と検出：山下隼人，近藤孝志，平川一彦・第 66回応用物

理学会学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005. 09 E 

極微細ギャップ電極構造を用いて観測した自己組織化 lnAs量子ドットのシェル構造： Jung Minkyung, 平川一彦，中
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岡俊裕，石田悟己，荒川泰彦•第 66 回応用物理学会学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005. 09 E 

Si-MOSFET 中の電子移動度の強い温度依存性一散乱機構とスクリーニング効果：朴敬花，平川一彦，高木信一• 第

66回応用物理学会学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005.09 E 

ゲート電場の光変調による超高速トランジスタからの THz 電磁波放射：近藤孝志，平川一彦•第 66 回応用物理学会
学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005.09 E 

機械的可動ナノギャップ電極を用いた分子接合の作製と電気特性：赤坂哲郎， MuratGel. 梅野顕憲，石田忠，平川

一彦，荒木孝二，藤田博之• 第 66回応用物理学会学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005.09 E 

非対称ナノ接合の断線制御によるフラーレン分子接合の作製とその伝導特性：梅野顕憲，赤坂哲郎，平川一彦・第

66回応用物理学会学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005.09 E 

THz電磁波計測による超高速トランジスタの遮断周波数測定システム：近藤孝志，平川一彦・第 66回応用物理学会

学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005.09 E 

MEMSを用いた機械可動ナノ接合の作製とその伝導特性：梅野顕憲， MuratGel, 赤坂哲郎，石Ill忠，平川・彦，藤田

博之•第 66 回応用物理学会学術講演会，徳島大学，徳島県， 2005. 09 E 

テラヘルツ電磁波で見る半導体および量子ナノ構造中の電子波束の超高速ダイナミクス：平川彦：• 成部）ぐ芹物即
学教室セミナー，京都大学，京都， 2005.10 E 

半導体テラヘルツデバイス：平川一彦 ・MWE(Micro Wave Expo) 2005, ハシフィコ横浜，神奈川県， 2005. 11 E 

ナノギャップ電極の作製と単一分子トランジスタ ：平川一彦・阪大産研ー東大生研研究交流会， 東京大学生廂技術

研究所，東京， 2005.11 E 

テラヘルツ電磁波技術の新展開：平川一彦・東大生研顧間研究員懇談会，東大生研，東京， 2005. 12 E 

半導体超格子構造におけるテラヘルツゲインとミニバンド間ジナートンネル効果：闊根徳彦， 平川修：・応川物刑

学会テラヘルツ電磁波技術研究会主催「テラヘルツデバイス」研究会，箱根，神奈川県， 2005.12 E 

半導体量子構造を用いた高感度中赤外検出器：上田剛慈， ZhenghuaAn, J eng-Clrnng Chen, 小宮山進，平川消¢ ・応
用物理学会テラヘルツ電磁波技術研究会主催「テラヘルツデバイス」研究会，箱根，神奈川県， 2005.12 E 

THz電磁波計測による超高速トランジスタの遮断周波数測定システム：近藤孝志，平川一彦・応用物理学会テラヘル
ツ電磁波技術研究会主催「テラヘルツデバイス」研究会，箱根，神奈川県， 2005. 12 E 

テラヘルツ電磁波技術研究会：平川一彦・「応用物理」分科会・研究会だより， vol.74, No. 5, p. 656, 2005 F 

テラヘルツ波による化学・ バイオ・電子材料評価の最前線：平川喧彦・「応用物理」シンホジウム報告， 2005 F 

榊 裕之先生が平成 17年度日本学士院賞を受賞：平川一彦・応用物理， vol. 74, No. 7, 2005 F 

榊 裕之教授，大野英男教授に日本学士院賞 ー量子ナノエレクトロニクス，スピントロニクスヘの貢献ー ：平川
一彦・現代化学， 6月号， p. 15, 2005 F 

応用物理学会における特別展示「テラヘルツテクノロジーの新展開」開催報告：近藤孝志，平川一彦・テラヘルツ
テクノロジーフォーラムニュース， 2005 F 

平本研究室 Hiramoto Lab. 

'lnteg「c1Uonc1nd P四・fo頂 c1nce! 妍P「OV頭 entsof Sjj icon Nc1noc「ys!c1Jilfe妍0「ies':T. Hiramoto, I. Kim, M. 
Saitoh, and K. Yanagidaira・Material Research Symposium 2004 Fall Meeting Proceedings, Symposium 
D "Materials and Processes for Nonvolatile Memories", DI. 5, 2005. 03 B 

’れeverseS/Jo「!-CJ1c1nne!Effect of !Jody Fc?ctror in Low-Fin Field-Effect Trc1nsisto仄'iInduced by Corne「Effect':
Toshiharu Nagumo and Toshiro Hiramoto・Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 44, No. IA, pp. 50 -
54、2005.01 C 

”位rJom-Tempe「c1tureOperc1tion of Current Switching Circuit ll.,i11g lntegrc1ted Silicon Si11g/e-J!o!e Trc1nsistors': 
Masumi Saitoh, Hidehiro Harata and Toshiro Hiramoto・Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 44, 
No. 1 I, pp. L338-L341. 2005. 02 C 

'Te肌加utu「e!Jependence of Off-Cu「「entin !Ju!k wd FIJ SOI il!OSFEJ. ぷ ： Kousuke Miyaj i, Masumi Sai toh, 
Toshiharu Nagumo, and Toshiro Hiramoto・Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 44, Part I, No. 
4B, PP. 2371-2375, 2005. 04 C 

'Re-ex暉 inc1tionof I妍'C!of Intrinsic !JoPc?nt F!uc!uc1tio11s on£ 馴 IfStc1t ic Noise A如 gin': Fumihiko 
Tachibana and Toshiro Hiramoto・Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 44, Part l, No. 4B, pp. 
2147-2151, 2005. 04 C 

'Effects of C/J,wne! Thinning on T/Jres/Jo!d Vo!tc1ge S/Jif! in [I/tut/Jin !Jody Silicon Nc1noc「ystc1!il!emo「ies':
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Kosuke Yanagidaira, Masumi Saitoh, and Tashiro Hiramoto・Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 
44, Part I, No. 4B, pp. 2608-2611, 2005. 04 C 

'Si /jco11 Sing!e-/lole T「c1nsisto「 wi!/JLarge Coulomb Blockade Oscillations and /lig/J Voltage Cain at伽oom
Temperature': Hidehi ro Hara ta, Masumi Sai toh, and Toshi ro Hi ramoto・Japanese Journal of App] ied 
Physics, Vol. 44, Part 2, No. 20, pp. L640-L642, 2005. 05 C 

'fmpc1ct of SOI Thickness町uctuatio11on T/Jres/Jo!d Voltage I匂 iationin fJ/tu I/Jin Body SOI AIOSFETs': Gen 
Tsutsui, Masumi Saitoh, Toshiharu Nagumo, and Tashiro Hiramoto・IEEE Transactions on 
Nanotechnology, Vol. 4, No. 3, pp. 369-373, 2005. 05 C 

'Channel lfidt/J and Lengt/J Dependence in Si ;Vanocrysta! Alemories wif/J fJ!t「c1-;Vanoscc1!eC/Janne/': Julien 
Brau] t, Masumi Sai toh, and Toshiro Hiramoto・IEEE Transact ions on Nanotechnology, Vol. 4, No. 3, 
PP. 349-354, 2005. 05 C 

'S/Jor! C/Jc1nne! C/Jaucteristics of T訂 iab!eBody Facto「ff)SOI AIOSFET. ぷ： Tetsu Ohtou, Toshiharu Nagumo, 
and Toshiro Hiramoto・Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 44, No. 6A, pp. 3885-3888, 2005. 06 C 

'Experimentc1! Study on! 加 [lniversa!i ty of仙bility Behavior in fJ!t「a「'/JinBody SOI pA/OSFETs': G. Tsutsui, 
M. Saitoh, T. Nagumo, and T. Hiramoto・Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 44, No. 6A, pp. 
3889-3892, 2005. 06 C 

'E11/Jc1ncement of C/Jc1Tge Storage Pe「formc1ncein Double盈 teSilicon ;Vc1nocn~,la! Alemo「ieslfi t/J fJ/ t「af/JinBody 
St「l!Ct l! 「e': Ii.osuke Yanagidaira, Masumi Sai toh, and Toshiro Hiramoto・IEEE Electron Devices 
Letters, Vol. 26, No. 7, pp. 473-475, 2005. 07 C 

'Body f;1ctor conscious modeling of single gate fu/Jy depleted SOI AIOSFETs lo「 lowpower c?JJPI icat ion炉：

Anil Kumar, Toshiharu Nagumo, Gen Tsutsui, Tetsu Ohtou, Toshiro Iliramoto・Solid-State Electronics, 
Volume 49, Issue 6, June 2005, PP. 997-1001, 2005. 07 C 

'fape「imen!c1lStudy on Superior A/obi Ii ty in (110)-0riented /!TB SOI pA/OSFET. 炉： Gen Tsutsui, Masumi Saitoh, 
and Toshiro Hiramoto・IEEE Electron Devices Letters, Vol. 26, No. 11, pp. 836-838, 2005. 11 C 

'Prospects of Silicon JVanoelectrrJJJics': T. lliramoto (Invited)・The 3rd International Symposium on 
Nanotechnology (JAPAN NANO 2005), Tokyo Big Sight, 2005. 02 D 

'Cirelli! ;Jpplicc1tions of Silicon Single Hole Transislo「sOpe「ating Ni Room Tempe「c?t II「が： T. Hi ramoto and 
M. Saitoh・International Symposium on Quantum Dots and Photonic Crystals, (ISQDPC), Toranomon 
Pastoral, Tokyo, p. 10, 2005. 03 D 

'Ci「cuiI Appl icaf io11s of肋om-Tempen1tu「eOp汀 atingSilicon Single Electrrm/Hole Trnnsisto「s':Tashiro 
Iliramoto・2005 Sweden -Japan International Workshop on Quantum Nano-Physics and Electronics, 
Campus Plaza, Kyoto, p. 22, 2005. 04 D 

がEmergiJJg/)('vices lo「PosI-CJ ass i ca I CA/OS -from 11/emo「Y.Logic to A「c/Jitecfu「es':T. Hiramoto (Plenary)・ 
2005 International Symposium on VLSI Technology (VLSI-TSA-TECH), Ambassador Hotel, Hsinchu, 
Taiwan, PP. 1 -4, 2005. 04 D 

'Circuit ;Jpplicc?tions of Room-Temperatu「eOpe「c?tingSi I icon Single Electron/llole T「c?llSis t 0「s': T . 
Hiramoto・JSPS-AF Nano Science and Nano Technology Workshop, JSPS Head Office, Tokyo, 2005. 05 D 

'Silicon Nanoc「ysta I illemo「ies and Single Electron T「ansis to「s': T . Hi ramoto (Invited)・Fourth 
International Conference on Silicon EpitaXY and lleterostructures (ICSI-4), Awaji Island, l!yogo, 
Japan, PP. 24 -25, 2005. 05 D 

'Si I icoJJ Nano Der ices: Taking F11I I、4dvc111tcweof P/Jysics ill Silicon ;Vc1nost「l!Cf II「es':T. Hiramolo (Invited)・ 
First International Nanotechnology Conference on Communication and Cooperation (INCl), Marriott 
Hotel, San Francisco, USA, 2005. 06 D 

'E.rperime1Jtc1I /)emo11stration of Varja/Jle Body Facto「ff)SOI'1/0SFET wj t/J J/Jjn Bu「jedOxjde': K. Yokoyama, 
T. Nagumo, T. Ohtou, and T. lliramoto・Si I icon Nanoelectronics Workshop, Rihga Royal Hotel Kyoto, 
pp. 78 -79, 2005. 06 D 

'FinFET-Jype Si I icoll ;\「~woerys I c1 I Jfemo「jeswjt/J fJlt「c1/Jc1「「owC/Janne/': Kosuke Yanagidaira, Masumi Saitoh, 
and Toshiro Hiramoto・Silicon Nanoelectronics Workshop, Rihga Royal Hotel Kyoto, pp. 100 -101, 
2005. 06 D 

'Analy! icc?I ,1/odel lo「Room-Tempe「atu「eOpe「ating Si I ico11 Single-Elect「onTransisto「swi t/J Disc「ete()uantam 
Ene「gyLerels': Kousuke Miyaji, Masumi Saitoh, and Toshiro Hiramoto・Silicon Nanoelectronics 
Workshop, Rihga Royal Hotel Kyoto, PP. 82 -83, 2005. 06 D 

'Silico11 !Vc1floelectronics ー 10Yec1仄, Ago c111d IO Yt牙l「sA/Jead -': T. Hiramoto・Rump Session, Silicon 
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Nanoeleclronics Workshop, Rihga Royal Hotel Kyoto, PP. 82 -83, 2005. 06 D 

'S11perio「JI/objI j ty C/Ja「acteris!icsin (JJO)-Oriented [If t「a「'n!Jody p1IIOSFETs wjt/J SOI「11icknessJess than 
6 nm': Gen Tsutsui, Masumi Saitoh, and Toshiro Hiramoto・Symposium on VLSI Technology, Rihga Royal 
Hotel Kyoto, pp. 76 -77, 2005. 06 D 

KI訂 jabjfj/yHc1s Stopped Sca/jng: If/Jo lfj!J ConQIIer t/Je Issues of Van・abjfjty?': T. Hiramuto・Rump Session, 
Sympus ium on VLSI Technology, Rihga RoYal Hotel Kyoto, pp. 76 -77, 2005. 06 D 

, JJevh'es and Tec/Jno/ogjes lo「/Jp認 andbeyond': Toshiro Hiramotu・Panel Discussion, International Forum 
on Semiconductor Technology (IFST), Pan Pacific Yokohama, p. 149, 2005. 06 D 

'Very S/Jarp Ro{)/n-T, 喧 'Pera!ureNegative JJifle「entic1!Colldactance jn Sjffron Sh1g!e-!Io!e T「恥jsto「wit/J f!ig/J 
Voltage Gajn': Kousuke Miyaji, Masumi Saitoh, and Toshiro Hiramoto・International Conference on 
Solid State Devices and Materials (SSDM), International Conference Center Kobe, Hyugo, pp. 166 -
167, 2005. 09 D 

',1/odefjng of !Jody Fc1ctor and Subt/J詑 s!w!dSwjng jn Short C/Jam1e! JJ11Jk ,1/0SFETぷ： Arifin Tamsir, Masumi 
Sai toh, Gen Tsutsui and Toshiro Hiramoto・International Conference on Sol id State Devices and 
Mate「ials (SSDM), International Conference Center Kobe, Hyogo, pp. 184 -285, 2005. 09 D 

, large Tempera/ 11「eDependence of Coulomb JJ!ockc1de Oscj/ JaUons jn Room-Tempe「a/11「eOpera! ing Si I ico11 
Single-!-. 如leTransistor": Masaharu Kobayashi, Masumi Saituh, and Tashiro Hiramoto・International 
Conference on Solid State Devices and Materials (SSDM), International Conference Center Kobe, 
llyogo, PP. 164 -165, 2005. 09 D 

'11/r. ゆjI j ty Inc「easejn Jljg/J-J¥fs Regjon jn (!!0)-0rjented [! 「'JJp1IIOSFET T/Jroug/J Su「faceRoughness Improvement': 
Dani Januar, Gen Tsutsui、 MasumiSaitoh, and Tashiro Hiramoto・International Conference on Solid 
State Devices and Materials (SSDM), International Conference Center Kobe, Hyogu. pp. 264 -265, 
2005. 09 D 

'Vt/J Control of tpd-J)eg「adatioJJ-F「eeFJJ SOI JIIOSFE「wjt!JExtre1nefy TMn JJOX [/sjJ1g i訂 h1b!e!Jody-Factor 
Sc/J喧が： Tetsu Ohtuu, Kouki Yokoyama, Toshiharu Nagumo and Tashiro Hiramoto・IEEE International 
SOI Conference, llyat t Regency Waikiki Resort & Spa, Honolulu, Hawaii, USA, pp. 101 -103, 2005. 10 D 

';Vo11-C!c1ssic11! and Nanosca/e Si J icoJJ Devices for Futu「eJiZSJ App/JcaUoIIs': Tushiru Hiramoto, Masumi 
Saitoh, Gen Tsutsui, Toshiharu Nagumu, and Tetsu Ohtou・International Symposium on Advanced 
Electronics fur Future Gene rat ions -" Secure-Life Electronics" for Quality Life and Society -, 
llniversi ty of Tokyo, pp. 87 -91, 2005. 10 D 

'Si!icoJJ Nano JJevices -J¥fcwo-Cil/0S a11d SiJJg!e-E!ectron Trcwsistors-': Tushiro Hiramoto・International 
Symposium on Quantum Dots and Nanuelectronics, Tokyo Garden Palace, Tokyu, 2005. 11 D 

',1/obj Ii ty EJ1/Jc1J1ce即 ntdue to Vo/11即 Inversj on jn (JJO) -or jen t ed [If t「a-I/Jin!Jody JJ011b!e-gE1te JJJl!OSFETs wi t/J 
!Jody T/Jick11ess Jess !/Jan 5 JI!n': Gen Tsutsui, Masumi Saituh, Takuya Saraya, Toshiharu Nagumo, and 
Tashiro Iliramoto・Internal ional Electron Devices Meeting (IEDM), Washington D. C., USA. pp. 747 -
750, 2005. 12 D 

'JJesjgn伽IdeI ine of 11/u It i-Ga t e ,1/0SFETs Cons hi, ing !Jody Effect': Toshiharu Nagumo and Toshiro Hiramoto・
International Semiconductor Device Research Symposium, Bethesda, MD, USA, TP6-04, 2005. 12 D 

'On t/Je Acc11「acyof Anafy/jca! ,1/ode! for Room-「emperatureOpera! jng Sj I fron Sj11gfe-E!ect ron加 11sistors
wj t/J J)jsc「ete ()u,w I 1110 E11肛 gylevels': Kousuke MiYai i, Masaharu Kobayashi, Tctsu Ohtou, and 
Toshiro Hiramoto・International Semiconductor Device Research Symposium, Bethesda, MD, USA, WP7-
07-06, 2005. 12 D 

'large Temperature JJepende11ce of ;Vegc1t ive JJi fferentia! Conductance in Room-Tempe「a!ureOperaUng Si!ico11 
Sjngf e-EJ ect ron/Sj11g/ e-Jlo le「「ansjsto「':Masaharu Kobayashi, Kousuke Miyaj i, Masumi Sai toh, and 
Tashiro lliramoto・International Semiconductor Device Research Symposium, Bethesda, MD, USA, TP3-
03, 2005. 12 D 

'C「itica!Subs! 「ateBias i11 Variable T/J「es/10Id Vo It age Cn!OS (VTC,1/0S) Sc/Je妍ewit/J Short C/Janne! Devices': 
A. Tamsir P., T. Ohtou, T. Nagumo and T. Hiramoto・International Semiconductor Device Research 
Symposium, Bethesda, MD, USA, WP7-08-04, 2005. 12 D 

「CMOSデバイス」：平本俊郎・ IEEEEDS Japan Chapter IEDM報告会，機械振興会館（東京）， 2005. 0 I E 

「室温動作シリコン単電子トランジスタおよびシリコン微結晶メモリの高機能化と回路応用」：平本俊郎，齋藤真澄，
原田英浩，柳平康輔， I.Kim, S. Park, 桜井貰康• 特別推進 (COE)研究「量子ドット」フロジェクト研究

会，東京大学生産技術研究所， 2005.0I E 
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「室温動作高機能単電子トランジスタとその回路応用」：齋藤真澄，原田英浩，桜井貴康，平本俊郎•特別推進 (COE)
研究「量子ドット」プロジェクト研究会，東京大学生産技術研究所， 2005.0I E 

「新構造チャネルを有するシリコン微結晶メモリ」：柳平康輔，齋藤真澄，平本俊郎• 特別推進 (COE)研究

ドット」フロジェクト研究会，東京大学生産技術研究所， 2005.0l E 

「集積シリコン単電子トランジスタ回路を用いた電流スイッチング及びアナログパターンマッチングの室温実証」：

齋藤真澄，原田英浩，平本俊郎・応用物理学会シリコンテクノロジ一分科会研究集会及び電子情報通信学会

シリコンデバイス・材料研究会，日本大学船橋校舎（千葉）， PP. 20 -23, 200 5 . 0 I E 

「EmergingResearch Devicesーシリコンベースのナノデバイス技術ー」：平本俊郎（特別講演）・半導体技術ロード
マップ専門委員会 (STRJ)2004年度ワークショップ，フロラシオン青山（東京）， 3G-l-ll,2005.03 E 

「超低消費電カナノ CMOSに向けて」：平本俊郎・日本学術振興会第 4回「ワイヤレス・センサー・ネットワーク社会
に向けたナノメートル CMOSシステムとその要素技術の研究」に関する先導的研究開発委員会， 日本学術振

典会麹町事務所（東京）， 2005.03 E 

「AdvancedSiエレクトロニクス (1) Siロードマップと革新技術」：平本俊郎・シンホジウム「エレクトロニクス

の lO年後を論じる一 JST戦略セッション一」， 2005年春季第 52回応用物理学学術講演会，埼玉大学（埼玉），

3Ia-R-3, 2005. 03 E 

「集積シリコン単正孔トランジスタ回路を用いた電流スイッチングの室温実証」：齋藤真澄，原田英浩， 平本俊郎・
2005年春季第 52回応用物理学学術講演会，埼玉大学（埼玉）， Ia-P6-2,2005. 03 E 

「シリコン単正孔トランジスタを用いたアナログパターンマッチングの室温実証」：齋藤真澄，原田英浩，平本俊郎・
2005年春季第 52回応用物理学学術講演会，埼玉大学（埼玉）， Ia-P6-3,2005. 03 E 

「LERによる SRAMのスタティックノイズマージンヘの影響」：橘文彦，平本俊郎・ 2005年春季第 52回応用物理学学
術講演会，埼玉大学（埼玉）， 31a-P5-8,2005. 03 E 

「FinFET型シリコンナノクリスタルメモリのしきい値電圧シフトと保持特性」：柳平康輔，齋藤真澄，平本俊郎・2005
年春季第 52回応用物理学学術講演会，埼玉大学（埼玉）， la-P6-5,2005. 03 E 

「室温動作シリコン単正孔トランジスタにおけるクーロン振動の温度依存性」：小林正治，齋藤真澄，平本俊郎・ 2005
年春季第 52回応用物理学学術講演会，埼玉大学（埼玉）， la-P6-20,2005. 03 E 

「ナノ CMOSにおける低消費電力化，特性ばらつく抑制と高性能化」：平本俊郎，筒井元，南雲俊治，大藤徹，横山弘
毅・シンホジウム「来るべきナノ CMOS時代に向けての挑戦とその課題」，早稲田大学総合学術情報センター

国際会議場（東京）， p. 52 -55, 2005. 04 E 

「技術のハーモニー：回路とデバイスの調和による微細化の推進」：平本俊郎（基調講演）・ JSTフォーラム第 22期第

1回「32nm技術を探る」，後楽園会館（東京）， 2005.07 E 

「極限 CMOSデバイス技術ー産官学連携の研究体制構築に向けて一」：平本俊郎・（社）電子情報技術産業協会電子材

料・ ・デバイス技術委員会平成 16年度事業成果報告会，東京， 2005.07 E 

「Si (110)極薄 SOIpMOSFETにおける高移動度の実証」：筒井元，齋藤真澄，平本俊郎・応用物理学会シリコンテク
ノロジ一分科会第 73回研究集会，東京大学生産技術研究所， p.8-13, 2005.07 E 

「ばらつきはこうやって克服する」：平本俊郎・ハネル討論，日本学術振典会シリコン超集積化システム第 165委員
会，ぱるるフラザ京都（京都）， 2005.07 E 

「面方位 (110)極薄 SOI pMOSFETにおける高移動度の実験的実証」：筒井元，齋藤真澄，平本俊郎・電子情報通信学

会集積回路研究会およびシリコン材料・デバイス研究会合同研究会，函館国際ホテル（北梅道）， SDM2005-
133, pp. 31 -36, 2005. 08 E 

「VTCMOSに最適な基板バイアス係数可変完全空乏型 SOIMOSFET」：大藤徹，南雲俊治，横山弘毅，平本俊郎・電子情

報通信学会集積回路研究会およびシリコン材料・デバイス研究会合同研究会，雨館国際ホテル（北悔道），

SDM2005-l :34, pp. 37 -42, 2005. 08 E 

「面方位 (110)極薄 SOIpMOSFETにおける高移動度の実証」：筒井元，齋藤真澄，平本俊郎・ 2005年秋季第 66回応用
物理学学術講演会，徳島大学（徳島）， lOp-ZN-17,2005. 09 E 

「離散的量子準位を考慮したシリコン単電子トランジスタの解析モデル」：宮地幸祐，齋藤真澄，平本俊郎・ 2005年
秋季第 66回応用物理学学術講演会，徳島大学（徳島）， lOp-ZN-3,2005. 09 E 

「室温動作シリコン単正孔トランジスタにおける負性微分コンダクタンスの温度依存性」：小林正治，齋藤真澄， 平
本俊郎・ 2005年秋季第 66回応用物理学学術講演会，徳島大学（徳島）， !Op-ZN-2,2005. 09 E 

「面方位 (110)極薄 SOI pMOSFETにおける表面ラフネスの改善による移動度向上」： Januar Doni, 筒井元，平本俊郎・

2005年秋季第 66回応用物理学学術講演会，徳島大学（徳島）， ¥Op-ZN-l 8, 2005. 09 E 

「基板バイアス係数可変 FDSOI MOSFETの試作とその動作実証」：横山弘毅，南雲俊治，大藤徹，平本俊郎・ 2005年
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秋季第 66回応用物理学学術講演会，徳島大学（徳島）， 9a-ZN-14,2005. 09 E 

「基板バイアス係数可変完全空乏型 SOIMOSFETの新動作方式」：大藤徹，横山弘毅，南雲俊治，平本俊郎・ 2005年
秋季第 66回応用物理学学術講演会，徳島大学（徳島）， 9a-ZN-15,2005. 09 E 

「短チャネルバルク MOSFETにおける基板バイアス係数およびサブスレッショルド係数のモデル化」：アリフィン・タ
ムシル，齋藤真澄，筒井元，大藤徹，平本俊郎・ 2005年秋季第 66回応用物理学学術講演会，徳島大学（徳
島）， 8p-S-7,2005. 09 E 

「新構造 SOIデバイスによる高速化・低消費電力化」：平本俊郎，筒井元，南雲俊治，大藤徹，横山弘毅・基盤研究 C
「シリコンナノエレクトロニクスの新展開ーポストスケーリングテクノロジーー」研究会，名古屋大学東山
キャンハスインキュベーション施設（愛知）， 2005.09 E 

「基板バイアス係数可変 SOI MOSFET : 新しい超低消費電カ・高速デバイスの提案」：平本俊郎，大藤徹，横山弘毅・

電気学会・高度ワイヤレスユピキタス社会を支える超高速デバイス・回路技術調査専門委員会」，法政大学
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Hwang, Noriaki Ando, llideki Hashimoto・ 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 2005,p. IP2-
N-042, 2005. 06 E 

fill即 11Visioll /11spired IJINIJ i11 lnte!Jige11t Spc1ce : Zol tan Petres, Barna Resko, Peter Baranyi. Hideki 
Hashimoto・Proceedings of 23rd Annual Conference of the Robotics Society of Japan, p. 2B23, 2005. 09 E 

RT ミドルウエアによる知能化空間のシステムデザイン：安藤慶昭，新妻実保子，都島良久，橋本秀紀•第 2:1 回
日本ロボット学会学術講演会予稿集， p.2B22, 2005. 09 E 

Jiu肌an Vision /JJspi「edIJINIJ in lntel/ige11t Spc1ce : Petres Zol tan, Resko Barna, Peter Baranyi, llideki 
Hashimoto・ 第 23回日本ロボット学会学術講演会予稿集， p.2B23, 2005. 09 E 

人間歩行観察に基づく移動ロボット経路生成：佐々木毅，森岡 一幸， PeterSzemes, 橋本秀紀• 第 23回日本ロ
ボット学会学術講演会予稿集， p.2B24, 2005. 09 E 

空間知能化における空間メモリを用いた実世界と電子情報の統合：新妻実保子，橋本秀紀• 第 2:1回日本ロボット
学会学術講演会予稿集， p.2B25, 2005. 09 E 

Feedback Strntegy for Singft>一A!c?ste「 Aflllti—Sl,1ve Tele濯 icro肌anipulatio : Gi lgucng Hwang, 安藤慶昭，橋本
秀紀•第 23 回日本ロボット学会学術講演会予稿集， p. 2D12, 2005. 09 E 

空間メモリによる知的作業の支援 ー机上作業での評価ー：新妻実保子，橋本洋志，橋本秀紀•第 6 回 SICE シス
テムインテグレーション部門講演会 (SI2005)講演論文集， pp.475-476, 2005. 12 E 

相互作用と賢さに関する一考察ー工学と社会科学の連携：橋本秀紀，坂本佳鶴恵，安藤慶昭，小川秀明•第 6 回
SICEシステムインテグレーション部門講演会 (SI2005)講演論文集， pp.661-662, 2005. 12 E 

空間メモリ整理のための Spatial-Knowledge-Tag の視覚化：安部忍，新妻実保子，橋本秀紀，橋本洋志•第 6 回
SICEシステムインテグレーション部門講演会 (SI2005)講演論文集， PP.829-839, 2005. 12 E 

ユビキタスメカトロニクスの提言 ー人間機械コンテンツ構築活用機能の創生ー：人工物設計• 生産研究連絡委員会

メカトロニクス専門委員会・人工物設計• 生産研究連絡委員会メカトロニクス専門委員会報告， PP.29-30, 
2005. 07 F 

座談会「機械と人との在り方とは何か」空間知能化とロボティクスの視点から：橋本研究室・MobileSociety Revie11 
未来心理， Vol.4, No. WINTER, pp. 52-57, 2005. 12 G 
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松浦研究室 MatsuuraLab. 

情報ネットワーク・システムの脆弱性とセキュリティ投資に関する実証分析：田中秀幸，松浦幹太・社会・経済シ
ステム学会誌， No.26, pp. 97-101, 2005 C 

App/yi11g Fu} isaki-Okt1肌ototo Identity-Based Enc「yption: Peng Yang, Takashi Kitagawa, Goichiro Hanaoka, 
Rui Zhang, Kanta Matsuura, Hideki Imai・Lecture Notes in Computer Science 3857, pp. 183-192,2005 C 

暗号における脆弱性について：岡本栄司，松浦幹太，冨高政治，猪俣敦夫・情報処理， vol.46, no. 6, PP. 625-629, 
2005. 06 C 

デジタル署名の長期利用について：田村裕子，宇根正志，岩下直行，松本勉，松浦幹太，佐々木良一• 金融研究，
Vol. 24, 別冊第 1号， pp.121-176, 2005. 07 C 

/Jetfff ion of Unknown /JoS Attacks by Kol妍ogorov-Co妍rp/exityFluctu<1tion : Takayuki Furuya, Takahiro 
Matsuzaki, Kanta Matsuura・Lecture Notes in Computer Science 3822, PP. 395-406, 2005. 12 C 

C「oss-Sector Col Jc1bo「alion in ft?p,wese Info直 c1tion-Secu「ity !11dustry, wd tile S/Jock of Personal 
fnfor肌ationP「otectio11laws : Kanta Matsuura・Proceedings of the 11th International Conference on 
Industrial Engineering and Engineering Management, pp. 1178-1181, 2005. 04 D 

Tow,1rds Afode/ing !fireless location Privt1cY: Leping Huang, Hiroshi Yamane, Kanta Matsuura, Kaoru Sezaki・
Workshop on Privacy Enhancing Technologies, Dubrovnik, Croatia, 2005. 05 D 

V11/11e「abilityand Effects of fnfor妍atiolJSecurity Invest妍en!:A Firm level E肌'Pi「ica/Anc1/ysis of J,1pan : 
Ilideyuki Tanaka, Ii.anta Matsuura・International Forum of Financial Information Systems and 
Cybersecuri ty: A Pub! ic Pol icy Perspective, 2005. 05 D 

加 1/ectillg loc11t ioll Privacy fo「 !firelessNetwo「k:Leping Huang, Hiroshi Yamane, Kanta Matsuura, Kaoru 
Sezaki・ARO workshop on Localization in ¥Vi re less Sensor Networks, 2005. 06 D 

肋iVf'「si!y-fndastryCo/Jabo邸 tionin !be Info頂 ation Security Field: An /11/ernationa/ Co肌warison:Kanta 
Matsuura・Proceedings of the 2005 IEEE International Engineering Management Conference (!EMC 2005), 
Vol. I, pp. 95-98, 2005. 09 D 

C「J'Plograp/JicAfodu/e V11/idation乃og「暉 inJapan : Atsuhiro Yamagishi, Kanta Matsuura, Hideki Imai・ 
Proceedings of the 2005 IEEE International Engineering Management Conference (!EMC 2005), Vol. II, 
PP. 485-489, 2005. 09 D 

四化1/JJN.・Providingloc<1t ion乃ivacyfor VA防T: Krishna Sampigethaya, Leping Huang, Mingyan Li, Radha 
Poovendran, Ii.an ta Matsuura, Kaoru Sezaki・Embcdded Security in Cars 2005 (ESCAR 2005), 2005. 11 D 

QoS を考慮した位置情報プライバシー保護手法の検討：山根弘，黄楽平，松浦幹太，瀬崎蕉• 電子情報通信学会
俯報セキュリティ研究会 (!SEC), ISEC2005-72, pp. 203-210, 2005. 07 E 

Relations暉 w1gNotio11s of Seel! 「ityfor !delltity Bc1sed Enc「yptionSell頭 es: Peng Yang, Goichiro Hanaoka, 
Yang Cui, Rui Zhang, Nuttapong Attrapadung, Kanta Matsuura, Hideki Imai・情報処理学会研究報告，

Vol. 2005, No. 70, 2005-CSEC-30, pp. 273-280, 2005. 07 E 

Bloomフィルタを用いたパケットマーキング法による IPトレースバックでの複数パケット利用追跡について：細井
琢朗，松補幹太，今井秀樹・コンヒュータセキュリティシンホジウム (CSS)2005論文集，情報処理学会シン
ホジウムシリーズ， Vol.2005-1, No. 13, pp. 91-96, 2005. 10 E 

WLANのトラフィック特性を考慮した位置情報プライバシー保護モデル：黄楽平，松浦幹太，山根弘，瀬崎薫・コ
ンヒュータセキュリティシンホジウム (CSS)2005論文集，情報処理学会シンホジウムシリーズ， Vol.2005-1, 
No. 1:3, pp. 181-186, 2005. 10 E 

ベイジアンフィルタと社会ネットワーク手法を統合した迷惑メールフィルタリング：大福泰樹，松浦幹太・コン
ヒュータセキュリティシンホジウム (CSS)2005論文集，情報処理学会シンホジウムシリーズ， VoI . 2005-1, 
No. 13, pp. :325-:330. 2005. 10 E 

暗号モジュールヘの脅威の定式化に関する一考察：山岸篤弘，松浦幹太，今井秀樹・コンピュータセキュリティシ
ンホジウム (CSS)2005論文集，惜報処理学会シンホジウムシリーズ， Vol.2005-1 I, No. 13, PP. 579-584, 
2005. 10 E 

8B84量子鍵配送プロトコルの為の双対符号を含む LDPC符号構成法：大畑真生、萩原学，松浦幹太，今井秀樹・
Proceedings of the 28th Symposium on Information Theory and Its Applications (SITA2005), Vol. I, 

pp. 411-414, 2005. 11 E 

Tmra「dsSeel! 「ity En/Janee肌en!wil/J Efficiellf Redaction lo「IdentityBased Enc「ypfion:Peng Yang, Takashi 
Kitagawa, Goichiro llanaoka, Rui Zhang, Kanta Matsuura, Hideki Imai・Proceedings of the 28th 
Symposium on Information Theory and Its Applications (SITA2005), Vol. I, pp. 163-166,2005. II E 
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認証技術の利用に伴うセキュリティ問題：松浦幹太 ・2005年度第 1回Webサービスイニシアティブ・ワークショッ
プ（特別講演）， 2005.10 G 
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物質・環境系部門

荒木研究室 ArakiLab. 

Nucleobase-ContainingCe!ato邸 jnLow Alolecula「A/assCe!ato「 (Fc?ges,F., Ed.) : K. Araki. I. Yoshikawa・
Topics in Current Chemistry, vol. 256, pp. 133-165, Springer-Verlag, Heidelberg, Germany. 2005. 08 B 

超分子ポリマーの新展開：メタルがつなぐ未来の材料：北條博彦，荒木孝ニ・化学， 60 (2) , 68-69, 化学同人，

2005. 02 C 

Ali Id, 「apjdand selecUve alco/Jo/ysjs of te「pyrMjne-appendedamMe substrates by Cu2f-cata/ysjs: 
P「otonationstate and reactivjty of t/Je complex : S. Kawaguchi, K. Araki・Inorg. Chim. Acta, 358, 
947-956, Elsevier B. V., 2005. 03 C 

オリゴピリジルを用いた新しい発光材料の設計と機能：務台俊樹，荒木孝ニ・化学工業， 56(4), 253-259, 2005. 03 C 

超分子ポリマーから超分子材料へ—階層的次元制御による水素結合型超分子材料設計ー：荒木孝二，李ジュン，
吉川功・オレオサイエンス， 5(6), 265-272, . 日本油化学会， 2005.06 C 

J?ep「oducibleon-off switc/Jing of solid-st,1/e luminescence by cont「o!Jingmolecula「packjngt/J「oug/J/Jea t-
mode jn/e「conversion:T.Mutai, H. Satou, K. Araki・NatureMaterials, 4(9), 685-687, Nature 
Pub! ishing Co., 2005. 09 C 

P/Jotoc/Jromism of 2-(P/Jenyfazo) imdazoles : J. Otsuki, K. Suwa, K. Narutaki, C. Sinha, I. Yoshikawa, K. 
Araki・J. Phys. Chem. A, 109 (35) , 8064-8069, 2005. 09 C 

Supramolec11/,1「n!ms of Cuanosjne /Jerhat hes -Coverjng Effect of A/ky/sj Jy/ Sjde C/1c1jns -: J. Sawayama, 
I. Yoshikawa, K. Araki・Abstract p. 60, Nanoarchilechtonics Workshop 2005, 2005. 03 D 

St「/JCt 11「eand Format jon Alec/Jc1njsm of 11/h'rost「/lcturesComposed of Po/yjmjne-T「ansjt jon Aleta/ Comp/ex : T. 
Shibamoto, Y. Watanabe, H. lloujou, K. Araki・Abstract p. 61, Nanoarchitechtonics Workshop 2005, 
2005. 03 D 

/mp「0V凸加11!of sla!Jj/jty jn PVK-based p/Joto「ef「activepo/yme「composUewj//J fast「esponse「ateand /Jjg/J-
dilf「c1ctionefficiency: G. B. Jung, T. Mutai, R. Fujimura, S. Ashihara, T. Shimura, K. Araki, Ii.. 
li.uroda・Trends in Optics and Photonics, vol. 99 (Photorefractive Effects, Materials, and Devices), 
p. :J7:J-:l78. Optical Society of America, 2005. 06 D 

11.~e of Soft Segments fo「/JesigJJing1llc1croscale I, かd「ogen-bondedSup「c1molecu/a「Fibers: I. Yoshikawa, A. 
Takayama, R. Takasawa, K. Araki・Abstract p. 629, The 8th SPSJ International Polymer 
Conference (IPC2005). 2005. 07 D 

Fa加icc1tio11of Fibroid仙 Jecu/a「Assemblyof Po/yjmjne Afet,1/ Complex: Y. Watanabe, H. lloujou, K. Araki・

Abstract p. 615, The 8th SPSJ International Polymer Conference (IPC2005), 2005. 07 D 

A long s/Jel f l hed PVK-based p/Jo!o「efractive polyme「compositewit/J modified c/1romop/Je「esbased on /J1I即)AA: 
G. B. Jung, T. Mutai、R.Fui imura. S. Ashihara, T. Shimura. K. Araki, and Iふ Kuroda・IEEE/LEOSAnnual 
Meeting, 2005. 10 D 

/JesigJJ of f11ncl ioJJal sup「{1mo/ecularfjbers /Jc1rh1g non-covc1leJJ! majn c/1ajns : Y. Sagara, A. Takayama, I. 
Yoshikawa. Ii.. Araki・ID 948, PACIFICHEM2005, 2005. 12 D 

Elect「oc/1emicale.rnmi11at ion of po/yme「mate「jc1/scomposed of co11Juga!Pd jmjne me!c1l comp/ex : Y. Watanabe, 
II. llou.i ou, K. Araki・ID 95 l, PACIFICIIEM2005, 2005. 12 D 

Efficient so/id-state /111ni1Jescell(:e of tc「pyridi11ei11duced by speci tic molecula「p,1ckinginc「ys/[lland its 
「ep「od11cjble/Je,1t-mode oJJ-off swj/c/Jjng : T. Mutai, H. Satou, K. Araki・ID 481, PACIFICHEM2005, 
2005. 12 D 

J?edo.r「('Sf]OJJSi ve仰'/OsIP! 闊 1u1clec1rcomplex t/Jat wo「ksas c1 molecu/a「 antennawj//J swi tc/Jing /11加 lion: 
A. Imai, J. Otsuki, T. Akasaka, I. Yoshikawa, K. Araki・ID 357, PACIFICIIEM2005, 2005. 12 D 

6位にアルキルアミンおよびフェニルアミンを導入したテルピリジン誘導体の合成と蛍光特性：田鎮棟，務台俊樹，

流木孝ニ・日本化学会第 85春季年会講演予講集， 3PA-059, 日本化学会， 2005.03 E 

ナノ集積構造に依存する 2,2': 6', 2' —テルピリジンの結晶発光とその機構解析：務台俊樹，佐藤大幸，荒木孝ニ・日
本化学会第 85春季年会講演予講集， 3PA-056, 日本化学会， 2005.03 E 

ポリイミン金属錯体の自己集合によるファイバー状構造体の作製：渡邊裕子，北條博彦，荒木孝ニ・日本化学会第

85春季年会講演予講集， 3D2-06, 日本化学会， 2005.03 E 
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ポリイミン一遷移金属配位高分子微小球の生成条件の検討：芝本匡雄，北條博彦，荒木孝ニ・日本化学会第 85春季

年会講演予講集， 2PA-078, 日本化学会， 2005.03 E 

酸化還元に応答する Ru/Os四核錯体の特性：今井新，大月穣，赤坂哲郎，吉川功，荒木孝二，末延知義，福住俊一・

日本化学会第 85春季年会講演予講集， 3C7-l 1, 日本化学会， 2005.03 E 

イソプロピリデンリボース部位を有する誘導体の超分子構造解析：相良剛光，吉川功，柳卓，荒木孝ニ・日本化学

会第 85春季年会講演予講集， 3D2-02, 日本化学会， 2005.03 E 

蛍光性 4'-置換オリゴテルピリジルアミンの合成と錯形成挙動：田中亮，石川健太郎，田鎖棟，務台俊樹，北條博

彦，荒木孝ニ・日本化学会第 85春季年会講演予講集， 2PB-136, 日本化学会， 2005.03 E 

ヌクレオシド超分子フィルムー側鎖のかさ高さによる水素結合部位の保護効果ー：澤山淳，吉川功，荒木孝ニ・日

本化学会第 85春季年会講演予講集， 2PA-076, 日本化学会， 2005.03 E 

ポリイミン金属錯体の自己集合によるファイバー状構造体の作製：渡邊裕子，北條博彦，流木孝―:• 第 54[ftl翡分

子学会年次大会講演予稿集， 2005. 05 E 

カラム状水素結合主鎖を有するビフェニルテトラアミド誘導体の超分子ポリマーの構造と物性：沿j1J111/il. 8川功，

高澤亮一，荒木孝二• 第 54回高分子学会年次大会講演予稿集， 2005. 05 E 

水素結合性ヌクレオシド超分子フィルムにおけるアルキルシリル側鎖の機能評価：澤山浮，古川功，李ジュン，

荒木孝二• 第 54回高分子学会年次大会講演予稿集， 2005.05 E 

蛍光性 6ーアミノテルピリジンの Nーアルキルおよび Nーフェニル置換による蛍光特性変化：田鎮棟，務台俊樹，流

木孝ニ・第 35回構造有機化学討論会予稿集， p.210, 2005. 09 E 

ジアリールエテンの幾何構造変化を利用したドナー・アクセプター相互作用の光スイッチング：務台俊樹， 1『原偵
治，荒木孝二• 第 35回構造有機化学討論会予稿集， p.149, 2005. 09 E 

水素結合性ヌクレオシド超分子フィルム中でのアルキルシリル側鎖の積層構造への効果：澤tiI i仇古川功， 李
ジュン，荒木 孝二•第 54 回高分子討論会予稿集 (Polymer Preprints, Japan Vol. 54. No. 2 (2005)). 
p3974, 2005.09 E 

結晶多形の相互変換を利用したオリゴピリジン固体発光の on-offスイッチング：務台俊樹，流木孝：・..第 14rぃ1#
機結品部会シンホジウム予稿 p.24, 日本化学会有機結晶部会， 2005.09 E 

機械的可動ナノギャップ電極を用いた分子接合の作製と電気特性：赤坂哲郎， GelMurat, 梅野顕憲，石田忠，平

川一彦，荒木孝二，藤田博之• 第 66回応用物理学会学術講演会， 9p-C-l 1, 2005. 09 E 

オリゴピリジンのヒートモード結晶形変換と発光特性の動的制御：務台俊樹，荒木孝ニ・多形と機能性結晶シンポ
ジウム， 11-5,2005. II E 

階層的手法を用いた超分子繊維・フィルムの開発：荒木孝ニ・日本学術会議第 12回界面シンホジウム講演予稿，
p. 37-45, 2005. II E 

一歩，前ヘー大学における適正な環境安全を考えよう：荒木孝ニ・環境安全， No.206, 2, 2005. 09 G 

井上研究室 Inoue Lab. 

Structural studies of PbFrZnFz―Iん (X=Ca,In) glasses: H. lnoue,F. Utsuno, I. Yasui,11. Habuta,A. Makishhima・
Physics and Chemistry of Glasses, vol. 46-no. 3, pp. 284-292, 2005. 06 C 

St「actualStudy of A肌orp/JouslnzOs Fl I妍 byCrr1z!ng fncldence X-ray Scattering (CJXS) wlt/J Synchrotron 
Radlatlon : Utsuno Futoshi, lliroyuki Inoue, Itaru Yasui, Yukio Shimane, Shigekazu Tomai, Shigeo 
Matsuzaki, Kazuyoshi Inoue, lchiro llirosawa, Masugu Sato, Tetsuo Honma・Program & Abstracts of 4th 
International Symposium on Tranceparent Oxide Thin Fi !ms for Electronics and Optics (TOEO-
4) , pp. 14, 2005. 04 D 

1/Je Structu「eStudy of A肌(}「p/JousJZO Fl J妍 byt/Je C「az/ngfncldence Xブ rayScattering (CD'S) wl t/J Sync/Jrot ron 
Rc1dlatlon : Utsuno Futoshi, lliroyuki Inoue, ltaru Yasui, Yukio Shimane, Shigckazu Tomai, Shigeo 
Matsuzaki, Kazuyoshi Inoue, lchiro Hirosawa, Masugu Sato, Tetsuo Honma・ACerS -6th Pacific Rim 
Conference, 2005. 09 D 

In-situ J: 肛IfObservatJon of Crysta!JlzatJon of A肌orp/Jousfndlu肌 ZincOxide Fl J妍： A. Ueki, F. Utsuno, II. Inoue, 
T. Kuzumaki, Y. Mitsuda, Y. Shimane, K. Inoue・ACerS -6th Pacific Rim Conference, 2005. 09 D 

illolecular J)yna妍JesSI妍ulatJonof Alu妍lnos!JlcateClasses: lliroyuki Inoue, Takakazu Nishio, Futoshi Utsuno・ 
ACerS -6th Pacific Rim Conference, 2005. 09 D 

Agの熱拡散による表面改質フォトクロミックガラスの作製：大澤鉄平，宇都野太，井上博之，片山恵一，安井至．

第43回セラミックス基礎科学討論会， IE06,2005. 01 E 
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希土類イオン添加オキシフルオライド透明結晶化ガラスの作製と光物性：城殿啓介，井上博之，宇都野太• 日本セ

ラミックス協会 2005年年会予稿集， 2005.03 E 

酸化タングステン含有リン酸塩ガラス中の水素拡散と赤外吸収スペクトル：姿祥ー，井上博之，宇都野太，俵山博

匡，川副博司・日本セラミックス協会 2005年年会予稿集， 2005.03 E 

非晶性透明導電膜 IZOの電気特性と構造：島根幸朗，井上一吉，筈井重和，松原雅人，矢野公規，松崎滋夫，宇都

野太，井上博之，広沢一郎，佐藤真直，本間徹生・ 2005年秋季第 66回応用物理学会学術講演会講演予稿

集，第 2分冊， p.526, 2005. 09 E 

尾張研究室 Owari Lab. 
珈 facest「ucturec1nc1Jysis of Zr-0/11'(!00) at /Jig/1 temperature by x-「ayp/10/oe!ectron djff「action : K. Tamura, 

M. Amano, ¥V. G. Chu. H. Ishii, M. Owar i, T. Kawano、T.Nagatomi, Y. Takai, C. Oshima, R. Shimizu. Y. Nihei・Surface 
and interface analysis, 37, 217-220、2005.02 C 

JJeve/opment of p/Jotoe!ectron spec! 「(J一/JoJog「c1p/Jyr1PPc1「c1t11s:H. Ishii, S. Mamaishin, K. Tamura, W. G. Chu, M. Owari, 
M. Doi,K. Tsukamoto,S. Takahashi,H. Iwai,K. Walanabe,11. Kobayashi,Y. Kita.II. Yamazui,M. Taguchi, 
R. Shimizu, Y. Nehei・Surface and interface analysis, 37, 211-216, 2005. 02 C 

St「uctu「alc111c1Jy,,js of Co //Jjn /j/ms grown on Ge (/JI) at room tempe「r1tu「eby X-「c1Yp/Jotoelectron diffrncUon 
: A. Tsuruta,W. G. Chu.K. Tamura.II. Ishii.M. Owari,Y. Nihei・Surface and interface analysis, 37, 230-234, 
2005. 02 C 

!mp「ovement of wg!e-「eso/ved electron energy c1nr1/;rse「 lo「 /Jig/J-pe「formwce x寸 c?Y p/Jotoe!ectron 
dj ffract fon mer1s11「ements : S. Mamishin, II. Mochizuki, H. lshi i, H. Kobayashi, H. Iwai, K. Watanabe, 
M. Taguchi, M. Owari, Y. Nihei・Surface and interface analysis, 37, 225-229, 2005. 02 C 

T加 S/Jl!ve-off加pt/JProfjfjng by t/Je .Nr1110-Bec1m S瓜11S:M. Toi.A. Maekawa,T. Yamamoto,B. Tomiyasu,T. Sakamoto, 
M. Owari, M. Noi ima, Y. Nihei・Journal of Surface Analysis, 12, 2, 170-173, 2005. 03 C 

Study of 3JJ Aficro-Scr1Je Anr1Jysis of F「四ze-.Nonー加iedBiotiss11e: Y. J . Liu,M. Noi ima,T. Sakamoto,M. Owari・

Journal of Surface Analysis, 12, 2, 200-203, 2005. 03 C 

!n1por!Hnce of A11ton10bi le Ex/Jews! Ca位JystEmhsions fo「t/JeJ)eposition of Plc1li1111m. Pc1Jlc1di11m, and R/Jodi11m 
i11 !/Je.No「I/Jen Jfemjsp/1e「P:S. Rauch,H. F. Ilemond,C. Barbante,M. Owari,G. M. Morrison,B. P. Ehrenbrink, 
U. ¥lass・Envi ronmcntal Science & Technology, 39, 21, 8156-8162, 2005. 09 C 

自動車排ガス浄化触媒を起源とする大気環境希少微粒子の迅速検出法の開発：津崎希，大崎真由子，冨安文武乃進，
尾張真則，二瓶好正• 分析化学， 54, 10, 991-996, 2005. 10 C 

勁ave-offdPp! /J prof} I jJ;g fo「1w10-devices : M. Nojima,M. Toi.A. Maekawa,Y. Yamamoto,T. Sakamoto,M. Owari, 
Y. Nihei・Book of abstracts of international union of microbeam societies 2005, 317, 2005. 05 り

TOFSJ,11S ,111<1/ysjs of o「gc111frimp11「iUesin l!Plf : J. Kobayashi, M. Owari・I Ith European Conference on 
Applications of Surface and Interface Analysis (ECASIA'05). Tue-ENV-06, 158, Programme Schedule and 
Book of Abs l r acts, 200 5 . 09 D 

A 11ovf'l sample p「e-!IでaI men I met /Jod 11s i11g s 11pe「汀jt h-;1/ f/ujds fo「 t/Je ,wr1Jysjs of c1/mosp/Je「jc
enviro11mN1/a/ sc1n1p/es by mec111s of I imf-of-1/ig/Jt sPcondc1ry ion mass spectrometry : T. Sakamoto, 
A. Yamamolo,M. Owari, Y. Nihei・11thEuropean Conference on Applications of Surface and Interface 
Analysis (ECASIA'05). Tue-ENV-09. 160, Programme Schedule and Book of Abstracts, 2005. 09 D 

TOF-SJJl!S mec1s11「ementsof t/Je ex/Jwst Pel「Uc/esemj !led from gr1so/jnp and djesel engjne ve/Jjc/es : 
B. Tomiyasu,M. Owari,Y. Nihei・Abstract of the 15th international conference on secondary ion mass 
spectrometry, 283, 2005. 09 D 

S/Jm・p-off dep//J p「ofiii ng by t /Je 11cwo-bPclm SJA!S : M. Noj i ma, A. Maekawa, Y. Yamamoto, B. Tomi yasu, T. Sakamoto, 
M. Owari, Y. Nihei・Abstract of the 15th international conference on secondary ion mass 
spectrometry, ;316, 2005. 09 D 

Anc1/yt icc1/ System fo「llnclec1「IIりslPC/Jemfr(l/s: II. Nakao,Y. Suzuki,M. Owari・7th Symposium on Asian Academic 
Network for Environmental Safety and Waste Management, 181, Book of Abstracts, 2005. 09 D 

、4nc1Jys is of t「c1flSPc1「entconducUve fi !ms by s/1c1ve-off depth p「ofjJ jng : K. Nakamura, Y. Ishikawa, K. Utsumi、

H. ligusa.R. Tanaka.¥. Ishizaki.T. Yamamoto、A.Maekawa.M. Owari,M. No.iima,Y. Nihei・ABSTRACTS of 5th 
International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices'05, 44, The 
Microbeam Analysis 141 Committee of Japan Society for the Promotion of Science , 2005. 12 D 
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/Jeve/op肌en/of 3/J nano analysis using s/Jave-off dept/J profi I ing by FIB-S!i11S : A. Maekawa. T. Yamamoto, 
Y. I shi zak i, R. Tanaka, T. Sakamoto, M. Owar i, M. Noi ima, Y. Nihei・ABSTRACTS of 5th In tern at i ona I Symposium 
on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices'05, 45, The Microbeam Analysis 141 
Committee of Japan Society for the Promotion of Science, 2005. 12 D 

Study of t/J「ee-di肌ensionc1 I妍icroana/ysisofbiolissue::T. Iwanami,Y. Liu,M. Okazaki,M. Noiima,T. Sakamoto, 
M. Owari・ABSTRACTS of 5th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New 
Materials and Devices'05, 46, The Microbeam Analysis 141 Committee of Japan Society for the 
Promotion of Science , 2005. 12 D 

An c1pp/icalion of TOF-S/AIS Afapping lo「Bio/issue:M. Okazaki,T. Iwamoto,Y. Morita,M. Noiima,T. Sakamoto, 
M. Owari・ABSTRACTS of 5th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New 
Materials and Devices'05, 52, The Microbeam Analysis 141 Committee of Japan Society for the 
Promotion of Science, 2005. 12 D 

Clean-up of n-Alkanes by Aleans of Supe「C「ilicalCO2 Extrc1ction lo「 TOF-SIJISSa妍'PiePreparat io11 
T. Sakamoto.A. Yamamoto,M. Owari,Y. Nihei・ABSTRACTS of 5th International Symposium on Atomic Level 
Characterizations for New Materials and Devices'05, 53, The Microbeam Analysis 141 Commit tee of 
Japan Society for the Promotion of Science , 2005. 12 D 

Iii g/J I y c?Dg,1 I a「「eso/vedp/Jotoelect「ondi ff「c1ctionstudy 011 se肌icrmducto「 surfacep/Jase transi lion : 
K. Amano,H. Mochizuki,M. Noiima,Y. Nihci,M. Owari・ABSTRACTS of 5th International Symposium on Atomic 
Level Characterizations for New Materials and Devices'05. 77, The Microbeam Analysis 141 Committee 
of Japan Society for the Promotion of Science , 2005. 12 D 

Su「facest「uctu「alc?Da/ysis of !I-BM瓜i(III) by x-「ayp/Jofoe/ectro11 dill「actionexcited by Al-Ka line and 
C「-laline: II. Mochizuki, K. Amano, M. Noiima, M. Owari, Y. Nihei・ABSTRACTS of 5th International 
Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices'05, 184, The Microbcam 
Analysis 141 Committee of Japan Society for the Promotion of Science, 2005. 12 D 

l肌'PFOVe肌en/ol a肌et/wdlo「 「econst「11cting!lie !/Jree-diu1eJJsiomil afon1 probe (ふり'AP)date : T . Chiba, 
M. Noi ima,M. Owari・ABSTRACTS of 5th International Symposium on Atomic Level Characterizations for 
New Materials and Devices'05, 193, The Microbeam Analysis 141 Committee of Japan Society for the 
Promotion of Science , 2005. 12 D 

組成が不明な化学実験廃液の適正処理に向けた分析手順の開発：中尾英明，鈴木良宵，尾張真則• 第 66回分析化学

討論会，講演要旨集， I, 日本分析化学会， 2005. 05 E 

超臨界流体抽出法を用いた環境試料の分析前処理方法の検討：坂本哲夫，山本あずさ，尾張真則，二瓶好正• 第 66
回分析化学討論会講演要旨集， 5, 日本分析化学会， 2005.05 E 

飛行時間型二次イオン質量分析法を用いた沿道大気中ならびに自動車排気ガス中の微粒子の分析：冨安文武乃進，尾

張真則，二瓶好正• 第 66回分析化学討論会講演要旨集， 9, 日本分析化学会， 2005.05 E 

超臨界流体抽出法による環境汚染有機物の迅速分析法の開発：佐藤堅一朗，坂本哲夫，尾張真則，二瓶好正• 第 6G
回分析化学討論会講演要旨集， 52, 日本分析化学会， 2005.05 E 

shave-off深さ方向分析の電子デバイス故障解析への応用：前川綾香，戸井雅之，山本剛史，冨安文武乃進，坂本哲

夫，尾張真則，野島雅，二瓶好正• 第 66回分析化学討論会講演要旨集， 129, 日本分析化学会， 2005.05 E 

反応性ガス支援イオンビームエッチングに関する研究：岩並野，辛島正俊，坂本哲夫，尾張真則• 第 66回分析化学

討論会要旨集， 148, 日本分析化学会， 2005.05 E 

組成が不明な化学系実験廃液の適正処理に向けた分析システム：中尾英明，鈴木良宵，尾張真則• 第 16回廃棄物学

会研究発表会，講演論文集， 1271,2005. 10 E 

shave-off深さ方向分析を用いた 3次元ナノスケール分析手法の開発：前川綾香，山本剛史，石崎泰裕，田中里沙，

坂本哲夫，尾張真則，野島雅，二瓶好正•第 25 回表面科学講演大会講演要旨集， 102 (2C27S) , 2005. 11 E 

shave-off深さ方向分析法の様々な試料への応用：前川綾香，戸井雅之，山本剛史，冨安文武乃進，坂本哲夫，尾張

真則，野島雅，二瓶好正・マイクロビームアナリシス第 141委員会第 120回研究会資料， 58-63, 2005. 06 G 

超臨界流体を用いた TOF-SIMS分析用環境試料の前処理方法の開発 ：坂本哲夫，尾張真則，二瓶好正• 平成 17年度

第 1回研究会要旨集， 4-8,日本学術振興会第141委員会マイクロビームアナリシス SIMS新技術IVG,200 5. 07 G 
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迫田研究室 SakodaLab. 

Adso「bedPbase Ozonat ioll of !fa fer-dissolved Orgc11Jic Pol Jutwts !Jsillg /ligb-Si J icc1 Zeoli !es. : Hi rolaka 
Fui i ta, Kenj i Shiraishi, Takao Fui ii, Aki Yoshi Sakoda and Jun Izumi・Fundamentals of Adsorption, 
8 (Adsorption I I) , 669-673, 2005 C 

Product ioll wd Cbuc1cterjzc1f ioll of C, 肛 bo11c1ceous Adsorbell ts f rOln B jo肌,1ss /fas/es by Aqueous P/Jase 
Carbo1Jjzatio1J. : Kazuhiro Mochidzuki, Nobuaki Sato and Akiyoshi Sakoda・Fundamenlals of Adsorption. 
8 (Adsorption 11), 835-839, 2005 C 

Adso「pfive Ozo1Jc1t io11 of 2-melbylisobon1eol ill !Yatuul肋ferwilb P「eve1JU1JgBro肌,1/eFor肌c1tjoll : M . 
Sagehashi, K. Shiraishi, H. Fujita, T. Fujii, and A. Sakoda・Water Research 39 (16), 3900-3908, 
2005 C 

Ozolle JJecomposj/jolJ of 2-Jlet/Jy/jsobo「lleol01/B) ill Adsorptioll Pbase Oil /lig/J Si J ica Zeoli !es wi lb Prevelll i11g 
Bro肌c1lf'Fonnc1tio11.:Masaki Sagehashi, Kenii Shiraishi, HirolakaFuiita, TakaoFuiii, andAkiyoshi 
Sakoda・Water Research 39 (13) 2926-2934, 2005 C 

P「eve/JIir)IJ of 1J1icropc1rt icle blockillg ill activated cuboll e肌b「c111efj It「c1Uo111d lb carbr)IJ wf;jske「. : BAE, 
Sang Dae, SAGEHASHI, Masaki, and SAKODA, Akiyoshi・Journalof Membrane Science, 252 (1-2). 155-163, 
2005 C 

lake e11t「op/Jicc1tio1J肌odeJ based Oil t /Je i肌' c! of t/Je zoop/wktoll co肌肌w1jty 011 p/Jytop/wktoll successjo11. : 
Masaki SAGEHASIII, Akiyoshi SAKODA, and Moloyuki SUZUKI・Journal of Waler and Environment Technology 
2 (2) . 75-82, 2005. 02 C 

J?e肌ovalof Pbosp/Jate by Adso「ptirm01J/o Oyster S/Je/J Powder: j{j1Jetic Studies. : C. Namasivayam and A. 
Sakoda・J. Chem. Technol. Biotechnol., 80, 356-358, 2005. 03 C 

ヒドロキシメチルフルフラールを原料としたポリエステルの合成：畑中研一，吉田大輔，奥山光作，宮川淳，田村

潔，佐藤直子，橋本和彦，下ヶ橋雅樹，迫田章義• 高分子論文集 62(7), 316-320, 2005. 07 C 

ElllUr)ll ,wd ,1dsorptive co11ce1J!rc1tio1J of Jap,wese cedar (肛ypto叩 ic1Jc1po1Jicc1) poJlell aJ/erge11 ill 
e1Jviro1J妍e1J/c1Jwater.:M. Sagehashi, T. Fukuda, T. Fujii, Y. Sakai and A. Sakoda・WaterScience& 
Technology Vol 52 No 8 pp 37-43, 2005. 08 C 

加 ve/op厠 11I of 1:1 Toxic i I y Eva Jua t ioIJ Sys t隕 lo「G,1seousCo即 OU/Jdslf., jlJg A j「ーJjqujd !Ille「faceCu/tu「eof c1 
fill妍;lllB「01Jc/Jic1JEpi !be! ial Ce/ J Lille. Ca/u-J: Sakai, Y., K. Tomi la, M. Suzuki, Y. Ono and A. Sakoda・ 
AATEX 11 (I) , 59-67, 2005. 09 C 

Biomass Ethanol Production from Sugarcane for Energy Generation to Support Sugar Production(エネルギー用

サトウキビからの食糧共存型バイオマスエタノール生産） ： Satoshi OHARA, Yoshi fumi TERAJIMA, Aki ra 
SUGIMOTO, Tatsuhiro HAYANO, Kunihiro UJIHARA, Masaki SAGEHASHI, and Akiyoshi SAKODA・Journal of 
the Japan Institute of Energy 84, 923-928, 2005. II C 

ポリ塩化ビフェニル異性体の紫外線分解における反応速度式の一般化について：渡辺敦雄（沼津工業高等専門学校），
田岨直樹（（株）東芝），迫田章義・廃棄物学会誌 16(6), 531-539, 2005. 11 C 

Pn1cl icc1J app/ ical ioll of adso「ptiveozo1Jatio1J process for 11c1/u「alwater t「e,1t肌ellf COil f c1 jJJj Ilg /J[J f U「,7/
0「gc111ic即 IIf「 rHawwd b「()叩jdejo11. : *M. Sagehashi, K. Shiraishi, Y. Saitoh, T. Fujii, IL Fujita, 
and A. Sakoda・!st !WA-ASPIRE (Asia Pacific Regional Group) Conference & Exhibition, 2005. 07 D 

llvd「ol/Jf「加,Iじ汀br)fJiZc?Iioll of肌e!bc11Jefer肌e11/atio11sludge : *N. Sato, K, Mochidzuki, A. Sakoda・7lh World 
Congress of Chemical Engineering, 2005. 07 D 

Tar for妍aliollwd its p「evN1tio11i11 super/Jec1ted slea妍 bio妍c1sspyro/ysisprocess.:M. Sagehashi, R. Osuka, 
II. Shishido, A. Sakoda, and *N. Sato・7th World Congress of Chemical Engineering, 2005. 07 D 

Co!l('flll「a!irJll of [be肌icc1JProducts by 1:1 C肛 bollJli喧 b頂 Ileill Bio肌c1ssJ?efilleryP「ocesses: Kaz uh i ro Moch i dzuk i, 
Takeshi Nomura, Masaki Sagehashi and Akiyoshi Sakoda・7th World Congress of Chemical Engineering, 
2005. 07 D 

Adso「pfiollof Org!wic Cr)fl/c? 町11c111tsf「(}肌 Ifりterll., illg Cc1rbr)flc1ceous Adso「beJ1tsProdl!ced by肋drot/Jer,肌al
[c1rbr)f]izc1Uo11: Kazuhiro Mochidzuki and Akiyoshi Sakoda・7th International Conference on Separation 
Science and Technology be tween Korea and Japan (I CSST05-KJ) , 2005 . 08 D 

P「oduc!iolls of biodiesel fuel wd g/yceril1 f「(}妍 usedvegetable oil 11si1Jg sol id cc1/c1lysts. : *Masaki 
SAGEIIASIII, Yan ZHANG. Takao FUJII and Akiyoshi SAKODA・ 第 3回日中化学工学シンホジウム， 2005.10 D 

、1/dso「pfhf ozo11;1/ ioll of orgc11Jic pol Jutc11Jls ill zeolite妍01Jolit/J:A killelic study: Tsung-Yueh Tsai, Masaki 
Sagehashi, Takao Fui ii, Aki Yoshi Sakoda・AIChE 2005 Annual Meeting, 2005. 10 D 
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App/icaUon of adso「plive ozo11c1t io11 p「ocessin wastewater treatme11t : Tsung-Yueh Tsai, Masaki Sagehashi, 
Takao Fujii, Akiyoshi Sakoda・The 30th Conference of Wastewater Treatment Technology, 2005. 11 D 

危eactivePe「vapo「ation l!nder 1/ydrotlJermal Condi !ion to Prodllce Biochemicals from Agrk11ltl! 「alByp「odl!cts: 
Kazuhiro Mochidzuki, Akiyoshi Sakoda・AIChE 2005 Annual Meeting, 2005. II D 

水熱炭化反応によるメタン発酵残澄の炭化：佐藤伸明，望月和博，迫田章義・化学工学会第 70年会， 2005.03 E 

バイオマス過熱水蒸気反応における油状成分の生成抑制：大須賀隆太，下ヶ橋雅樹，藤井隆夫，迫田章義・化学工

学 会 第 70年会， 2005.03 E 

パーベーパレーションによる高温高圧水反応場からのフルフラール分離：望月和博，大塚純，日秋俊彦，迫田章義・

化学工学会第 70年会， 2005.03 E 

炭素膜によるバイオマス過熱水蒸気反応生成物の分離：下ヶ橋雅樹，野村剛志，望月和博，迫田章義・化学工学会

第70年会， 2005.03 E 

吸着相オゾン処理の浄水処理への応用：下ヶ橋雅樹，齋藤洋一，藤井隆夫，迫田章義 • 第 39回日本水環境学会年

会， 2005.03 E 

カーボンウィスカーを有する活性炭膜による水中懸濁物質及び溶存有機物の同時除去： ．尚大，藤井隆夫，下ヶ橋

雅樹，迫田章義• 第 39回日本水環境学会年会， 2005.03 E 

コメでんぷんのマテリアル・エネルギーカスケード利用をめざした基礎的研究：原間章博，下ヶ橋雅樹，藤井隆夫，
迫田章義・化学I学会関東支部 50周年記念大会， 2005.08 E 

窒素安定同位体の吸着分離：大木崇，下ヶ橋雅樹，藤井隆夫，迫田章義・化学工学会関東支部 50周年記念大会（早

稲田大学（新宿区）， 2005 年 8 月 4 日 ~s 日）， 2005. 08 E 

エネルギー用サトウキビを用いたバイオマスエタノール生産プロセスの開発：小原聡，早野達宏，川村公人，寺島

義文，杉本明，氏原邦博，下ヶ橋雅樹，迫田章義・日本エネルギー学会第 14回年次大会， 2005.08 E 

水熱炭化反応によるメタン発酵残漆の炭化（第 2報） ：佐藤伸明，望月和博迫田章義・化学工学会第 37回秋季大

会， 2005.09 E 

水熱炭化による各種有機性残澄からの吸着材製造：望月和博，迫田章義・化学工学会第 37回秋季大会， 2005.09 E 

吸着オゾン酸化プロセスにおける有害化学物質分解とその速度解析：祭宗岳，下ヶ橋雅樹，藤井隆大，迫田章義・

化学工学会第 37回秋季大会， 2005.09 E 

吸着相オゾン反応を利用した浄水処理：下ヶ橋雅樹，近藤真司，藤井隆夫，迫田章義・化学工学会第 37回秋季大会，

2005. 09 E 

膜分離法によるメタン発酵排水からのアンモニアの分離回収：安井正文，野村剛志，佐藤伸明，望月和博，迫田章

義，越智健ニ・化学工学会第 37回秋季大会， 2005.09 E 

過熱水蒸気を用いた木材からのフェノール類生産プロセス：下ヶ橋雅樹，大須賀隆太，野村剛志，藤井隆夫，迫田

章義・ 環境科学会 2005年会， 2005.09 E 

ハニカム担持ゼオライトを用いた吸着相オゾン酸化による水溶液中有害化学物質の分解：祭宗岳，下ヶ橋雅樹，藤

井隆夫，迫田章義，藤田洋崇，泉順，熊谷幹郎• 第 19回日本吸消学会研究発表会， 2005.09 E 

七尾研究室 NanaoLab. 

過冷却液体ジルコニウムの静的構造：正木匡彦，石川毅彦，依田真一，七尾進，岡田純平，石蔵明子，渡辺匡人，小

原真司，石川哲也• 本物理学会講演概要集第 4分冊 2005秋期大会， pp.654, 2005. 09 E 

静電浮遊法による過冷却溶融金属の液体構造解析：正木匡彦，石川毅彦，依田艘ー，岡田純平，七尾進，石蔵明子・

日本熱物性学会概要集， 2005.11 E 

「微分型」 X線ラマン散乱分光の試み：林久史，河村直己，七尾進，.X線分析の進歩， vol36,pp. 259-266, 2005 C 

Li feti妍e—加oade11jng-「頭oved X4防JSpec/「oscopyby /Jjg/J-reso!ution resonant X-ray scatte「j11g, P/Jysfra 
Sc「jp/a,ll/5 (2005) !094-/096: H. Hayashi, R. Takeda, Y. Udagawa, T. Nakamura, H. Miyagawa, IL Shoji, 
S. Nanao, N. Kawamura・Physica Scripta, Tl 15. pp. 1094-1096, 2005 C 

Se!ecUve XANES spectroscopy fro妍RIXSco11tour肌aps: H. llayash i, M. Kawa ta, R. Takeda, A. Sa to, Y. Udagawa, 
N. Kawamura, S. Nanao・J. Phys. Chem. Solids, vol66, pp. 2168-2172, 2005 C 

h11e st「uctu「ejn t/Je quadrupo/a「けansjthmof /lo 13 pre-edge by Jjfethne-b「oadenj11g-supp「essed、l'.4NES
spec! 「oscopy:H. Hayashi, M. Kawata, R. Takeda, A. Sato, Y. Udagawa, T. Inami, K. lshi i, IL Ogasawara, 
S. Nanao・Phys. Rev., vol B72-no. 4, pp. 045114-1 -045114-5, 2005. 07 C 
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準結晶の特異な微細電子構造の直接観察：岡田純平，浴野稔ー，高崎智明，横山嘉彦，渡辺康裕，七尾進・日本金

属学会講演概要 2005年春期（第 136回）大会， 2005.03 E 

Nb-Al電解コンデンサ陽極材：熊倉正敏，築場豊，遠藤道雄，七尾進・日本金属学会講演概要 2005年春期（第 136
回）大会， PP, 233, 2005. 03 E 

磁気コンプトン散乱法による AIMnFeGe正十角形相のスピン磁気異方性の測定：渡辺康裕，山田貰之，七尾進，岡

田純平・日本物理学会講演概要集第 4分冊 2005秋期大会， PP.635, 2005. 09 E 

AIMnFeGe準結晶合金の軟線 MCD: 山田貴之，渡辺康裕，七尾進，中村哲也，室隆桂之，松下智裕，広野等子，小林

啓介，鎌倉望，横山嘉彦・日本物理学会講演概要集第 4分冊 2005秋期大会， PP.635, 2005. 09 E 

軟線 MCDを用いた Er内包フラーレンの元素選択磁化解析：沖本治哉，北浦良，北村豊，篠原久典，山田貴之，七尾

進，中村哲也，室隆桂之，松下智裕• 分子構造総合討論会概要集， 2005.09 E 

藤岡研究室 Fujioka Lab. 

摩 to嘔 jssjo11study on jnte「facja/「eactjon of Jj/n-type G訓： T. Naono, J . Okabayash i, S. Toyoda, H. 
Fui ioka, M. Oshima and H. llamamatsu・Applied Scurf ace Science 244, 277 (2005), 2005 C 

Ffrld-effect a-Sj:J/ so/a「eelIs ,vj//J t闊 11spa「enI conduc ! j ve ox jde co妍b-s/Japede I ec t「odes: N. Matsuki, Y. 
Abiko, K. Miyazaki, M. Kobayashi, II. Fujioka, and H. Koinuma・Thin Solid Films, 486. 310 (2005), 
2005 C 

Jfeleroepj taxjal growt/J of gal Jju肌njけjdeOll lllUSCOVjte妍h-8plates by pulsed l!J.,e「depos1-Uon: N. Matsuki, 
T.-W. Kim, J. Ohta and II. Fuiioka・SolidStateCommunications. 136,338 (2005), 2005 C 

C/J,J T[/C I{'「js/jcsof sh1gle-cr.vsta! AIJV fj I肌sg「own011 I e汀 on1ag11eUc1netal substrates: K. Okamoto, S. Inoue, 
N. Matsuki, T. -IV. Kim, H. Fujioka, and M. Oshima・plJYSica status solidi (a), 202, Rl49 (2005), 
2005 C 

伽A「加le「ocpjl,1xjal g「owt/J011 U肋OS(000/) step substrates wj{/J Alf¥「buffe「 layers: Y. Tsuchiya, A. 
Kobayashi, J. Ohta, II. Fujioka, and M. Oshima・physica status solidi (a), 202, Rl45 (2005),2005 C 

Ro01n-ten罰 T[J/II「eepj/axj;J/ grow!/J of G. 訓 011/,1!! jc石加lに加dZ「B2subs! 「atesby pulsed-laser deposj/ hJll : 
Y. Kawaguchi, J. Ohta, A. Kobayashi, and H. Fuiioka・App!ied Phyics Letters 87, 221907 (2005), 
2005 C 

、1N//etc「oepj/11xhJ/じ'「owt/Jon Ulc103 (0001) Step Subs! 「alesby Pulsed Laser f)eposj/hJll: Y. Tsuchiya, A. 
Kobayashi, J. Ohta, H. Fui ioka, and M. Oshima・Jap.J. of Appl. Phys., 44, Ll522 (2005),2005 C 

溝部研究室 Mizobe Lab. 

/?('SN/「c/J!11spi red by t /Je C/Je肌isl「yof Ni I rogen,1se -A々)陀JJ/pta! Co妍<p/exeswd T, 加i「Reactivitiestoward 
lJi11itroge11. Nitri!C's. ;wdAJkyne: M. llidai, Y. Mizobe・Can. J. Chem .. 8:-l, pp. 358-374,2005 C 

p「('j)[J「ation of C!w!cogeJ10J,1!0-Bridged りi11uc/e;1「 Tpもf/J-Cp杓ru Co妍p/exes (Tpt = /Jydrotris (3. 5-
di me! /Jy Jpynzzo 1-/-y !)加n1/e. [p:t: = 1;5-pe11t;11net/Jy/cyc/opentc?dieny/) c111d Binding ol !Jioxyge11 to 
1/Jt'ir !?11 Silt's: S. Nagao, II. Seino, M. llidai, Y. Mizobc・Dalton Trans., pp. 3166-3172,2005 C 

ふn1t/Jesisof a Sul lido-c111d T/Jiola!oブ肝idgedTけm,cJ ea「 Bi肌eI t1 J J j C CJ /IS I e「 fl ( 1;5-C5;1Je5)fr/2/1;5-
邸加ばu]CJ(;13が） (/! 少況'f/2CJ,肌＇州 2];wd !Is佑eactions wi !II CO. fsocyanide. and A/kyne : ll. 
Kajilani, II. Seino, Y. Mizobe・Organomclallics, 24, pp. 6260-6267, 2005 C 

T/Je C=O and C=S Bo11d Cleavage i11 Car/Jo11 lJioxide a11d To/y/ fsot/Jiocy,111,1/e by J?e,1ct ions wi III t/Je 11/o (0) 
Te I rap/Josp/J i11e Co肌<p/ex:T. Ohnishi, H. Seino, M. Ilidai, and Y. Mizobe・J. Or只anomet . Chem. 690, 
pp. 1140-1146, 2005 C 

Prr'P"「,1tio11!lfld Struc/11「esof !be [Juste「sCrJllsist iJJg of J?J/Jtr/51 SiJJg/f-[u/J;we [lni ts Connected by Two 
Bide111!1!eN-lJrJ11orligaJl(fs: T. Fujimura, II. Seino, M. llidai, Y. Mizobe・Inorg. Chim. Acta. 358, 
pp. 2449-245:-l, 2005 C 

p「('j)!l「!flion of !?/Jodi um PC'11tas11! lido位） Co妍<p/exeswit/J灼droけis(尻伝di妍et/Jy/py「azol-/-y/)加邸toCol ig;wd : 
S. Nagao, N. Saito、A.Kojima, H. Seino、Y.Mizobc・Bull. Chem. Soc. Jpn., 78, 1641-1643.2005 C 

硫黄架橋多核錯体上での小分子の反応性：溝部裕司 ・OMNews, PP. 122-125, 2005 C 

ふl'/1{加sisof Cu加11e-lypefr糾r1Su/lido [Juste1囀s,wd lJisp「OJ]O「Iionat ion React io11 of Jlydrazine into A顧 Ollifl 
c7!ld !Jinitrogp11 Cata!.vzed br 1/JPse C!ustns: S. Gomi ta, II. Seino. M. Hidai, Y. Mizobe・Internal ional 
Chemical Congress of Paci fie Basin Societies 2005; Honolulu. USA, 2005 D 

:1,lcl 



VI. 研究および発表論文

P「ep,1「aUonof the S11/fjdo-TMo!ato加jdgedI「2Ruwd !r1 C!uste「sand J: 加jrReacUvj Ues tow肛 dAct hated 
A/ky11es: Y. Mizobe, H. Kaiitani, H. Seino, A. Saito, F. Takagi・International Chemical Congress 
of Pacific Basin Societies 2005; Honolulu. USA, 2005 D 

肝epa「aUonof ,l!o (I fJ let「ap/Josp]JjneCo妍'Plexand Its Re,1ct jvj Ues tm1c肛 dS即 IJJ!o!ecules: T. Ohnishi, H. 
Tsuboi, H. Seino, C. Arita. M. llidai, Y. Mizobe・International Chemical Congress of Pacific Basin 
Societies 2005; Honolulu. USA, 2005 D 

ReacU011s of ,1/o (OJ Tetraplwsp/Jjne Co肌p/exwU/JA/de/Jydes:IL Seino, R. Hanyu, S. Yamada, Y. Mizobe・ 
International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2005; Honolulu, USA, 2005 D 

Preparat jon and React jons of t/Je R/Jodjum「l1jo/atoCo肌'PiexesContajnjng t/Je !/yd「ot「js(PY「,nofy/)bor,1te 
Anci!/a「yligands:H. Seino, Y. Misumi, S. Nagao, T. Yoshikawa, Y. Mizobe・Inte「nationalChemical 
Congress of Pacific Basin Societies 2005; Honolulu, USA, 2005 D 

トリス（ピラゾリル）ボレートーロジウムユニットを含むチオラート架橋混合金属多核錯体の合成： ・:角禎之，梢
野秀岳，溝部裕司・日本化学会第 85春季年会， 2005 E 

キュバン型 lr3MoS4クラスターの合成と反応性：五味田里美，清野秀岳，干鯛憤信，溝部裕 ,i].日本化学会筍 8fi1ゃ
季年会， 2005 E 

頂点共有型ダブルキュバンおよびトリプルキュバン類似構造を有する Ru-Pd-Sbスルフィドクラスターの合成：大家
ー将，網塚貴彦，清野秀岳，溝部裕司・日本化学会第 85春季年会， 2005 E 

スルフィドーチオラート架橋 lr2Ruクラスターの合成と反応性：梶谷英伸，清野秀岳，溝部裕司・日本化学会第 85
春季年会， 2005 E 

直鎖テトラホスフィンmeso-o-C6州(PPhCH2CH2PPh2戸配位Mo(II)およびW(II l錯体上でのヒドラジン N-N結合切断に
よるイミドおよびニトリド錯体の生成：消野秀岳，権藤寿美恵，渡部大輔，干鯛煎｛ふ溝部裕 ri]• 第 fi2j11j 

有機金屈化学討論会， 2005 E 

＿座および四座ホスフィンを補助配位子とするモリブデン (0)ー内部アルキン錯体の合成と反応：祈訂史也，泊野秀

岳，溝部裕司• 第 55回錯体化学討論会， 2005 E 

イリジウムーテルロラート錯体の合成とその金属テルリドクラスターヘの変換：中川賞文，長l心I濯~i, w野秀岳，溝
部裕司• 第 55回錯体化学討論会， 2005 E 

希土類タングステンシアノ架橋型金属錯体の構造と磁気特性：賓角敏也，清野秀岳，溝部裕司，橋本和仁，大越偵

ー・日本化学会第 85春季年会、 2005 E 

硫黄架橋多核錯体上での小分子の反応性：溝部裕司・近畿化学協会有機金属部会平成 17年度第 2回例会， 2005 E 

光田研究室 MitsudaLab. 

21世紀日本と国立大学の役割：国立大学協会・第 2章， pp.23-34, 2005 B 

科学研究費補助金からみる全国大学総合ランキングー科学研究費補助金採択研究課題数による大学の研究活性度の
調査研究ー：野村浩康，前田正史，光田好孝，前橋至・慧文社， 2005 B 

Jl!easu「頭en!of elecけfralconductivUy upon in situ telescopic de/or妍c?tionof mu/ tiwa// carbon 11c111ot11be : 
T. Kuzumaki, Y. Mitsuda・Carbon, vol. 43, pp. 2227-2229, 2005 C 

科学研究費補助金採択研究課題数による大学分類の試み：野村浩康，光田好孝，前田正史・大学財務経営研究， vol.2, 
pp. 53-76, 2005 C 

科学研究費補助金による大学等の研究活性度調査：野村浩康，光田好孝， 前田正史• 国立大学財務・経営センター
第 25 回高等教育財政• 財務研究会， 2005. 0 I E 

透過電子顕微鏡を用いたカーボンナノチュープの機械的性質のナノスケール評価：紹巻徹，光田好孝•第 52 回応
用物理学関係連合講演会講演予稿集， p.1060, 2005. 03 E 

科学研究費データベースによる採択パターン分析：西澤正己，根岸正光，柴山盛生，孫媛，野村浩康，光田好孝，前
田正史・情報知識学会誌， Vol.15, No. 2, pp. 85-88 (情報知識学会第 13回研究報告会）， 2005.05 E 

2003 年度科研費細目表の変更に伴う科研費採択研究課題数の動向：野村浩康，光田好孝，前田正史• 第 8回高等教

育学会講演要旨集録， pp.99-100. 2005. 06 E 

TEMナノプロープマニピュレーションによるカーボンナノチューブの特性評価：靱巻徹，山口龍介，大竹尚登，光

田好孝• 第 66回応用物理学会学術講演会講演予稿集， p.793, 2005. 09 E 

TEMナノマニピュレーションで評価したカーボンナノチューブの微細構造と力学特性：紡巻徹，山口龍介，大竹尚

登，光田好孝• 第 19回ダイヤモンドシンポジウム講演要旨集， pp.212-213, 2005. ll E 
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科学研究費補助金採択研究課題数による大学の研究活性度の調査研究ー 2003年度（平成 15年度）版ー．人文社会系

編：光田好孝，野村浩康，前田正史，前橋至，根岸正光，柴山盛生，西澤正己，孫媛，杉田茂樹 ・NII丁ク
ニカルレポート， NII-2005-0021, 2005 F 

科学研究費補助金採択研究課題数による大学の研究活性度の調査研究ー 2003年度（平成 15年度）版ー．理工系編：
野村浩康，前田正史，光田好孝，前橋至，根岸正光，柴山盛生，西澤正己，孫媛，杉田茂樹 ・NIIテクニカ
ルレポート， NII-2005-0041, 2005 F 

科学研究費補助金採択研究課題数による大学の研究活性度の調査研究ー 2003年度（平成 15年度）版ー．生物系編：

野村浩康，前田正史，光田好孝，前橋至，根岸正光，柴山盛生，西澤正己，孫媛，杉田茂樹 ・NIIテクニカ
ルレポート， Nil-2005-0061,2005 F 

科学研究費補助金採択研究課題数による大学の研究活性度の調査研究ー 2003 年度（平成 15 年度）版ー．総合•新領
域系および大型研究費編：野村浩康，前田正史，光田好孝，前橋至，根岸正光，柴山盛生，西澤正己，孫

媛，杉田茂樹 ・NIIテクニカルレポート， NII-2005-0071, 2005 F 

科学研究費補助金採択研究課題数による大学の研究活性度の調査研究ー 2003年度（平成 15年度）版ー．特別研究員
奨励費編：光田好孝，野村浩康，前田正史，前橋至，根岸正光，柴山盛生，西澤正己，孫媛，杉田茂樹・
NI Iテクニカルレポート， NII-2005-0081, 2005 F 

小倉研究室 OguraLab. 
P「ep,uaUonc1nd c/Ja「acterization of proton-conducUng Cs!, が04-Sj02n,woco肌'/JOSi I e e J ec t ro J y t e肌O妍h「wes: 

Shuqiang Wang, Junichiro Otomo, M. Ogura, Ching-ju Wen, Hidetoshi Nagamoto, and II. Takahashi. ・ 
Sol id State Ionics. 176, 755-760 (2005), 2005. 01 G 

S!andudjzat jon of catc1Jyst prepara! jon 11s jng refe「e11cecatalyst: ion exc/Jc1nge of妍ordenj/etype zeofjte 
!: RP肌c7「kabledea!u肌仇a/jonc1cco妍'f}anyingion exc/Jange : Naonobu Katada, Tatsuya Takeguchi, Tatsuya 
Suzuki, Toshihisa Fukushima, Kinya Inagaki, Setsuo Tokunaga, lliromichi Shimada, Koichi Sato, 
Yasunori Oumi, Tsunei i Sano, Kohichi Segawa, Kazuyuki Nakai, Hiroshi Shoi i, Peng Wu, Takashi 
Tatsumi, Takayuki Komatsu, Takao Masuda, Kazunari Domen, Eisuke Yoda, Junko N. Kondo, Toshio 
Okuhara, Yasuyoshi Kageyama, Miki Niwa, M. Ogura, M. Matsukata, E. Kikuchi, Noriyasu Okazaki, Motoi 
Takahashi, /¥kio Tada, Shogo Tawada, Yoshihi ro Kubota, Yoshi hi ro Sugi, Yasuhiko Higashi 0, Masahiko 
Kamada, Yukiyo Kioka, Kohei Yamamoto, Takayuki Shou.i i, Yusaku /¥rima, Yasuaki Okamoto, and Hideyuki 
Matsumoto. ・Applied Catalysis, /¥283, 63-74 (2005), 2005. 03 G 

S!c1JJd,udjzal jon of Cc?lafys/ JJ「ep,1n1!ion vsing reたrencecatalyst: ion exc/J,wge of妍0「加nj/etype zeofjte 
2: 0「igi11of dec1llllni11c1! io11 wd「eco妍妍endeds I and a「dcondi!J'ons : Naonobu Katada, Tatsuya Takeguchi, 
Tatsuya Suzuki, Toshihisa Fukushima, Kinya Inagaki, Setsuo Tokunaga, Iliromichi Shimada, Koichi 
Sato, Yasunori Oumi, Tsunci i Sano, Kohichi Segawa, Kazuyuki Nakai, Hiroshi Shoi i, Peng Wu, Takashi 
Tatsumi, Takayuki Komatsu, Takao Masuda, Kazunari Domen, Eisuke Yoda, Junko N . Kondo, Toshio 
Okuhara, Takahide Kanai, Miki Niwa, M. Ogura, M. Matsukala, E. Kikuchi, Noriyasu Okazaki, Motoi 
Takahashi, /¥kio Tada, Shogo Tawada, Yoshihiro Kubota, Yoshihiro Sugi, Yasuhiko Higashio, Masahiko 
Kamada, Yukiyo Kioka, Kol1ei Yamamoto, Takayuki Shouj i, Shigeo Satokawa, Yusaku /¥rima, Yasuaki 
Okamoto, and Hideyuki Matsumoto・/¥pp! ied Catalysis, /¥283, 75-84 (2005), 2005. 03 G 

Sj J froa /11肌i11op/Josp/J,1! e妍0Jec11J,1「sjevesNS a /Jydroc,1「/Jontrap : Shanmugam P. EI angovan, M. Ogu ra, Yi wen 
Zhang, Naotaka Chino, and T. Okubo・/¥pplied Catalysis. B57, 31-36 (2005), 2005. 03 G 

乾燥誘起の相転移挙動の包括的理解を通じたメソ構造決定因子の解明：小倉賢，三好隼人，鈴木祐史，山北茂洋，
大久保逹也・ゼオライト， 22,2-9 (2005) , 2005. 03 G 

ふ111ばf'Sis of妍r1soporo11s(lflllniJJosi J icate wi Iii zeo! i fie c/Juacleris! ics using vapo「JJl1c1setransport : Yiwen 
Zhang, T. Okubo, and M. Ogura・Chemical Communications. 2005, 2719-2720, 2005. 04 G 
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ポリジオキサノンの結晶構造解析：占橋幸子，岩田忠久，山根秀樹，河原豊，吉江尚子• 第 54回高分子討論会，

vol. 54, pp. :l646, 2005. 09 E 

北條研究室 HoujOU Lab. 

有機一金属配位高分子を用いたメゾスコピック材料の開発：北條博彦•生産研究 vol. 57-no. 2. pp. 98-101, 2005. 02 A 

1irJVr'l s.v11t/Jesjs of a 1111joue加Jh'c1! (Jljj{}jJ('d, 汀 hc1theby coupfj11g rec1c/jon of 2-Jwdro、r.v.加/JZOfc・jp加llc?l}f/J詑加 ： 
M. Kari komi, M. Yamada, Y. Ogawa. II. I!oui ou, K. Seki、K.Hiratani, K. Haga, T. Uyehara・Tetrahedron Letters, vol. 46-
no. :)5. pp. 5867-5869. 2005 C 

F/110「c.1·ce11cr• color 1!!od11h1t jo11 by int r11molff11lc1「;wdh1te「molec11Jc1「pi-pii11ten1cU011s in !I /Jel ice?! zinc (I!) 
co111pfr'.r: S. Mizukami,11. llouiou,K. Sugaya,11. Tokuhisa,E. Koyama,T. Sasaki,M. Kanesato, ・Chemistry 
of Materials. vol. 17-no. I. pp. 50-56, 2005. 01 C 

F;i加i(、・c1/irJlJ of l!!i、red加/Cu-bot!lldpo/yimine J!!icrosp加乃 wi!/J!foe-tu加 ddic1meter c1nd jnter11c1! grnda/jo11 of 
!Ur'l,Jl composition : II. lloujou, T. Sasaki, Y. Shimizu, N. Koshizaki, M. Kanesato・Advanced 
Materials, vol. 17-no. 5. pp. 606-610, 2005. 03 C 

超分子ポリマーの新展開ーメタルがつなぐ未来の材料：北條博彦荒木孝ニ・化学、 vol.60-no. 広pp.68-69, 2005. 02 G 
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人間・社会系部門

川口研究室 KawaguchiLab. 

偶発的損傷を受けた多層骨組の進行性崩壊防止に関する研究：李正林，伊藤拓海，大井謙一，川口健一・日本建築

学会大会学術構演梗概集， B-1,317-318, 2005 A 

折り畳み可能な複合構造：吉中進・建築雑誌文献抄録， pp.72, 日本建築学会， 2005.0 I A 

/Jc1mc1ge Investigations of Pub/ ic Hc1/Js in /Vagaoka City Hite「/Viigatc1-C/Juetsu E肛 t/Jquake: K. Kawaguchi, 
Y. Suzuki・Bulletin of Earthquake Resistant Structure Research Center, No. 38, pp. 31-38,2005. 03 A 

MTMD法を用いた空間構造の振動制御 ーMTMDの最適配置について一：吉中進，川口健一・日本建築学会大会学術講

演梗概集， B-1.861-862, 2005. 09 A 

分散型 MTMD 法を用いた単層円筒ラチスシェルの振動制御：吉中進，川口健一• 生産研究 11月号， Vol.57, No. 6, 
647号，東京大学生産技術研究所， 2005.II A 

新潟中越地震と福岡西方沖地震の被災調査に見る大規模集客施設の内部空間の安全性：川口健一，鈴木悠介， 大矢

俊治，服部真子• 生産研究， VoI . 57, No . 6, 64 7号，東京大学生産技術研究所， PP.39-41, 2005 . 11 A 

空気膜構造インフレート過程の 3次元形状測定：川口健一，高田雅之・膜構造研究論文集 2004,No. 18, pp. 53-59, 
2005 . 0 I C 

NOV万ZF仰 A似CHSYSTEII [IS/IVG AIJHESJ陀 101/VTS:S. Yoshinaka, H. Tsubota, Y. MIIIARA, K. OKAMURA・JOURNALOF THE 
INTERNATIONAL ASSOCIATION FOR SHELL AND SPATIAL STRUCTURES, Vol. 46 (2005) n. I, pp. 11-22, 2005. 04 C 

群論に基づくテンセグリティ構造の自己釣合い軸力と伸びなし変位の抽出：川口健一，鈴木悠介• 日本建築学会構

造系論文集，第 597号， PP.77-84, 2005. 11 C 

ラチス構造物の波動伝播特性に関する実験的研究：西田明美，川口健一・日本建築学会構造系論文集，第 597号，

pp. 69-76, 2005. 11 C 

伽fl汀 11Ii zed /11ve「seand Co1nputationa! Alec/Janics : ・Proceedings of the 5th International Conference on 
Computation of Shell and Spatial StructuresJune 1-4, 2005 Salzburg, Austria, E. Ramm, W. A. Wall, 
K. -U. Bletzinger, M. Bischoff (eds.) , ea_218. pdf, 4 pages, 2005. 06 D 

IJ,//llage Investigations of Pub! ic Hal Is iI1 /Vagaok,1 City Hfle「/Viigc1/a-l'/JuelsuEH「l/1qu!lke2004 in iclpa11 : 
K. Kawaguchi, Y. Suzuki・Proceedins of IASS2005, Theory, Technique, Valuation, Maintenance, Mircea 
MihailescuandCalinMircea (eds.), Bucharest, Romania, Vol. I, pp.421-428, 2005.09 D 

T/J「但?-/Jime11sio11cilJlfe;1su「e1nl'!1!of ,w !llf!atab/e /Jome du「ingInflation : K. Kawaguchi, M. Takata・Textile 
Composites and Inflatable Structures, Structural Membranes 2005, E. Onate and 8. Kroplin (eds.), 
pp. 4-7, 2005. 10 D 

公共ホールの地震被害と内部空間の安全性：川口健一 ・2005年度日本建築学会大会（近畿）構造部門（シェル・空間

構造）ハネルディスカッション資料「体育館・公共ホールの地恨被害と耐痕改修」， pp.11-17, 2005. 09 E 

転がり型住宅用免震システムに関する実験的考察：上村一貰，川[]健一，阿部啓一，阿部純一郎，田 [l朝康，大矢

俊治・日本建築学会大会学術講演梗概集， B-2,81:3-814, 2005. 09 E 

平面の畳み込みに関する基礎的研究：渡溢尚彦，川口健一・日本建築学会大会学術講演梗概集B-1.953-954.2005.09 E 

展開型テンセグリティ構造の形状変化過程と伸び無し変位モードの群論的考察：鈴木悠介，川 l□1健一・日本建築学

会大会学術講演梗概集， B-1,939-940, 2005. 09 E 

2005年福岡県西方沖地震震災調査報告：川口健一，大矢俊治，服部真子・東京大学生産技術研究所川口研究室，全

21頁， 2005.04 F 

2005年 8月 16日宮城県沖を震源とする地震による天井落下被害速報：元結正次郎，川口健一， 古中進，相原正史，

河本慎一郎， 中川祐介・日本建築学会 HP2005年 8月 16日宮城県沖の地震に対する情報， 日本建築学会，

2005. 08 F 

危険をはらむ大規模施設の非構造材： ・建築ジャーナル 12月号， No. 1095, pp. 68-70, 2005. 12 G 

大規模集客施設における非構造要素の落下被害ー天井落下被害を中心にして一：川口健一.II姐構造技術ニュース

No. 5, 社団法人日本膜構造協会， pp.1-7, 2005. 12 G 
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古関研究室 Koseki Lab. 

既存擁壁の耐腰補強工法に関する模型振動台実験：中島進，古関潤一• 生産研究， 57巻 6号， pp.10-13, 2005 A 

Plane st「afnco妍'Press/ontests wft/J j肌"ge"n"Jysfs on dense Toyoura ,rnnd: J. Karimi, T. Sato, J. Koseki・
Bui let in of ERS. No. 38, pp. 81-92, 2005. 03 A 

加妍ageto eartb structures C[!Used by !be 2004 NJ /g[l/[l-ken C/Juetsu ea「t/Jquake: J. Koseki, Y. Tsutsumi, 
T. Kiyota, S. Nakajima, S. Maqbool・Bulletin of ERS, No. 38, pp. 19-29, 2005. 03 A 

地盤材料の室内せん断試験の基礎から応用まで 4.最近の室内せん断試験における新知見ー大ひずみ挙動ー：中田幸

男，古関潤一，豊田浩史，福田文彦・土と基礎，第 53巻第 6号， pp.47-58, 2005. 06 A 

新しい補強土擁壁のすべて 一盛土から地山まで一：龍岡文夫・古関潤一ほか• 総合土木研究所，第 I編第 4章お
よび 8.5. I項， PP.96-126, 225-233, 2005. 10 B 

補強土壁構造物の限界状態超過確率：篠田昌弘，米澤豊司，舘山勝，古関潤一• 土木学会論文集， No.792/111-71, 
pp. 119-129, 2005 C 

S10[1/f stu!n be/J[!v/or of dense gr"ve! "nd s"nd by true tr!"入・/[Iftests: L. Q. AnhDan,J. Koseki・Soils and 
Foundations, Vol. 45. No. 3, pp. 21-38, 2005 C 

()1ws!-e/[lst!c defo「妍a!Jonpropert!cs of Toyoura scwd In eye/Jc trfaxf"J and tors/011"! fo[ld/11gs: N. HongNarn, 
J. Koseki・Soils and Foundations. Vol. 45, No. 5, pp. 19-38, 2005 C 

L/quef[lct!on propertfes of Toyotir[l swd In eye/Jc torsional s/Jeu tests unde「 loweonflnlng stress : 
J. Koseki, T. Yoshida, T. Sato・Soils and Foundations, Vol. 45, No. 5, pp. 103-113, 2005 C 

Appflcat!o11 of /Jlgb speed digital CCJJ ca妍erato obse「vedyna妍icde/or肌at!onc/Jaracterlst!cs of ,rnnd : 
K. IVatanabe,J. Koseki,M. Tateyarna・Geotechnical Testing Journal, ASnl, Vol. 28, No. 5, pp. 423-435,2005 C 

Pf ,me st「al11eo侃P「esslontests on ee妍ent-treateds"nds : J. Koseki, R. Salas-Monge, T. Sato・Geornechanics: 
Testing, Modeling, and Simulation, Geolechnical Special Pub! ication, No. 143, ASCE, pp. 429-443, 2005 C 

地盤材料の室内せん断試験の基礎から応用まで 2.実験環境の整備：桑野二郎，川口費之，桑野玲子，佐藤剛司，三

上武子，王林• 土と基礎，第 53巻第 4号， pp.37-44, 2005. 04 C 

地盤材料の室内せん断試験の基礎から応用まで 3.室内せん断試験装置・方法の最近の進展：澁谷啓，古関潤一，川
口貴之，加藤正司• 土と晶礎，第 53巻第 5号， PP.37-44, 2005. 05 C 

地盤材料の室内せん断試験の基礎から応用まで 5. 最近の室内せん断試験における新知見ー小ひずみ挙動ー：山下

聡古関潤一，早野公敏• 土と基礎，第 53巻第 7号， PP.37-44, 2005. 07 C 

地盤材料の室内せん断試験の基礎から応用まで 6.事例研究：古関潤一，澁谷啓，吉田信之•土と枯礎，第 53 巻第 8
pp. 37-42, 2005. 08 C 

補強土壁構造物の限界状態設計法における荷重係数と抵抗係数：米澤豊司，篠田昌弘，舘山勝，古関潤一• 土木学
会論文集， No.785/111-70,pp.71-81, 2005.10 C 

一般道路の被害と復旧：古関潤一• 基礎工， Vol.33, No. JO, pp. 29-32, 2005. 10 C 

矢板補強を有するジオグリッド補強土擁壁の模型振動台実験：中島進，古関潤一，渡辺健治，舘山勝，加藤範久・ジ

オシンセティックス論文集，第 20巻， pp.39-46, 2005. 12 C 

地盤反力係数の寸法効果に及ぽす地盤変形特性の応カレベル依存性と非線形性の影響：古関潤一，倉知禎直，緒方

辰男• 基礎工， Vol.33, No. 12, pp. 26-29, 2005. 12 C 

〖郎C'lJ! develop肌entsIn defo直 atIon "nd strength lest i11g of geo肌ateri[lfs:S. Shibuya, J. Koseki, T. Kawaguchi, 
T・Deforrnation Characteristics of Geornaterials -Recent lnvestigations and Prospects-, Balkerna, pp. 3-
26, 2005 D 

仰妍'PUisonof tens I le st「e11gt/Jof ce妍entt「eatedsand by v"「ioustest肌et/Jods:J. Koseki, T. Sato,S. Mihira, 
N. Takeya, M. Yoshizawa・Proc. of lnlernational Conference on Deep Mixing, CD-ROM, 2005. 05 D 

Seis妍ic「espo11sea1w J ys Is o I J at t I ce-s/Japed ground I肌'Prove即 nts:T. Narnikawa, Y. Suzuki, J. Koseki・Proc. 
of lnternational Conference on Deep Mixing, CD-ROM, 2005. 05 D 

A sl肌'Pfifledp「occdu「eto evaluate eart/Jqu"ke-induced dlsPlc1ce妍en!of gravl /y type retaining waJ!s : 
J. Koseki・Proc. of 16th International Conf. on Soil Mechanics and Geotechnical 
Engineering, Osaka, Vol. 3, pp. 1509-1512, 2005. 09 D 

Stress-sf「ai11bc/Javiou「ofco肌'Pc?C!edgeo妍ate「iafsfor pave, 加11ts: A. Gomes Correia, L. Q. AnhDan, J. Koseki, 
F . Tatsuoka・Proc . of 16th lnternat ional Conf . on Soi I Mechanics and Geotechnical 
Engineering, Osaka. Vol. 3, pp. 1707-1710, 2005. 09 D 
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密な豊浦砂の平面ひずみ条件下でのピーク強度特性に及ぽす繰返し載荷の影響：古関潤―,J. Karimi, 佐藤剛司・日

本地震工学会大会ー 2004梗概集， PP.472-473, 2005. 01 E 

鋼矢板を用いた擁壁の耐震補強工法に関する模型振動実験：中島進，古関潤一，渡辺健治，舘山勝・日本地震工学

会大会ー 2004梗概集， PP.480-481, 2005. 01 E 

締め固めて作製したセメント改良砂の強度特性の異方性：古関潤一，佐藤剛司，西本亨・セメントおよびセメント

系固化材を用いた固化処理土の調査・設計・施工方法と物性評価に関するシンホジウム，地盤工学会， pp.365-
368, 2005. 06 E 

セメント改良砂のピーク強度発現後におけるひずみ軟化特性：並河努，古関潤ー・セメントおよびセメント系固化

材を用いた固化処理土の調査・設計・施工方法と物性評価に関するシンポジウム，地盤工学会， pp.357-364, 
2005. 06 E 

セメント固化土の変形特性における粘性とセメント固化の影響：龍岡文夫，甲元信宏， J-L.Deng, 古関潤ー・セメ

ントおよびセメント系固化材を用いた固化処理土の調査・設計・施工方法と物性評価に関するシンホジウム，

地盤工学会， PP.339-346, 2005. 06 E 

ねじり三軸試験用中空円筒供試体における局所変位計測の改良：古関潤一，佐藤剛司， L.I . N. DeS i Iva・ 第 40,,,, 地
盤工学研究発表会講演概要集， CD-ROM,2005. 07 E 

局所変位計を用いた中空ねじり三軸試験における礫の微小変形特性：消田隆， L.I. N. DeSilva, 佐藤剛孔占関潤ー・
第40回地盤工学研究発表会講演概要集， CD-ROM,2005 . 07 E 

Effects of la「geeye/ ic and c「eeploading on strength and defor肌ationproperties of co妍rpactedg「ave!: 
S. Maubooi,J. Koseki,T. Sato・Proc. of 7th International Summer Symposium, International Activities 
Committee. JSCE, pp. 187-190, 2005. 07 E 

砂礫材料用高容量平面ひずみ圧縮試験装置の開発：佐藤剛司， S.Mauboo I, 堤千花，古関潤_..第 40[11]地盤r学研

究発表会講演概要集， CD-ROM,2005. 07 E 

動的および静的に求めた乾燥豊浦砂の弾性変形係数の比較：堤千花， M.Builes, S. Maqbool、古関潤一， {t藤剛 ,i]・

第40回地盤工学研究発表会講演概要集， CD-ROM,2005. 07 E 

耐震補強工を有する擁壁の地震時挙動：中島進，古関潤一，渡辺健治，舘山勝，加藤範久• 第 40回地盤[学研究発

表会講演概要集， CD-ROM,2005. 07 E 

セメント改良砂と未改良砂の変形強度特性に及ぽす拘束圧の影響：佐野友輔，古関潤一，佐藤剛司，中島進• 第 40
回地盤工学研究発表会講演概要集， CD-ROM,2005. 07 E 

セメント改良砂の引張ひずみ軟化挙動のモデル化：並河努，古関潤一•第 40 回地盤工学研究発表会講演概要集， CD
ROM, 2005. 07 E 

締め固めた礫の平面ひずみ圧縮試験における画像解析：堤千花， S. Mac1boo I, 古関潤一• 土木学会 60回年次学術講

演会講演概要集第 3部門， CD-ROM,2005. 09 E 

柴崎研究室 Shi basak i Lab. 
Sc J f-fnformat ion P「oJect:A Study 011 Context-al化l「ea11d Proactive Suppo「tsBasedon Semi-Automatic Activity 

Logging and P「edefinedSchedules : H. Kanasugi, T. Sakakibara, R. Shibasaki・ACRS2005, CD-ROM 
publication, 2005 A 

!11/cgrat ion「emote/ysensed data wit/Jじ!S-b,1sedEPIC model to estimate c「opyield: P. Yang, G. X. Tan, Y. Zha, 
R. Shibasaki・Resource Remote Sensing and Digital Agriculture. China Agricultural Science & 

Technology Press, PP. 335-343, 2005. 05 B 

A Jase「scanne「systemlo「郎(JUi「ingwalking traJecto「ydata ,wd its possible applications to behavioral 
science: H. Zhao,K. Nakamura,R. Shibasaki・Studies in Human and Social Sciences with GIS: Chapter 
3. Taylor & Franc i s/CRC Press, 2005. l l B 

JJeve/opment of Irり/kingObse「vathm System to Log Pe「sona!Jfigrato「yBe/Javio「s: M. Saito, N. Mikami, Y. Lee, 
R. Shibasaki・26th Asian Conference on Remote Sensing, 2005 C 

Se/ I-Info「mation Platfo「m:Bui /ding a Context-Awa「eSystem Based on Se/ I-Information : Ta Duy Thang, 
II. Kanasugi, H. Matsuda, II. Sakakibara, M. Tsuruoka, R. Shibasaki・26th Asian Conference on Remote 
Sensing, 2005 C 

施工管理に活用できる道路構造物の基本設計情報の構築：有冨孝一，阿部寛之，上坂克巳，柴崎亮介・（社）土木

学会情報利用技術委員会第 30回情報利用技術シンポジウム， PP.219-230, 2005 C 

T/Je CrJ!Js t me! ion Jfanage1nen t Co ope「atedwit/J Clients [Ising a Pa「a妍etrh'InformationJJesign Jle!/Jod : 
K. Ari lomi, R . Shibazaki, N. Yabuki・The second International Conference on Cooperative 
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Design, Visualization and Engineering 2005, The International Information visualization Society, 
2005 C 

A Novel Sys/em for T「8cki11g Fed est r i a11s usi 11g Alu I ti pf e Si 11g/ e-「owLase「尤81/geScanne「s: H . Zhao, 
R. Shibasaki・IEEE Trans. SMC Part A: Systems and Humans, vol. 35-no. 02, pp. 283-291,2005. 03 C 

A tmilied spat iotempor8! sc/Jem8 lo「「ep「ese11tingand queryj11g movj11g features: R. Xie,R. Shibasaki・ACM 
SIGMOD Record, vol. 34-no. I, pp. 45-50, 2005. 03 C 

歩行者自動追跡機能を有するレーザー・レーダー式踏切障害物検知に関する研究：竹内寛人，所沢鉄正，三木寛，

柴崎亮介，趙舟閤，中村克行・電気学会論文誌 D(産業応用部門誌）， vol. 125-D, pp. 321-328, 2005. 04 C 

肋d,1/eA /Jjgj/8/ Ceogup/Jjc !J8tabc1se [!sjng Ve/Jjc/e-borne Las四 Scan11ers,wd Une C8men1s and precjpjtaUm1 : 
H. Zhao, R. Shibasaki・Photogrammetric Engineering & Remote Sensing, vol. 71-no. 4, pp. 415-424, 2005. 04 C 
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環境の不均一性が人体周辺微気象に及ぽす影響：早乙女強，村上周三，加藤信介，大森敏明・日本建築学会関東支
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環境共生建築における室内環境ロバスト最適化設計 ーロバスト性の概要整理と自然通風利用ハイブリッド空調で
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建材内の熱湿気移動解析のための水蒸気吸着等温線の測定：弘瀬将光，村上周三，大岡龍三，加藤信介，安宅勇二，
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演会講演論文集， pp.825-828, 2005. 08 E 

Predkt ion of Jndoo「TVOCsCone en tra tion JJis tr i bl!! ion wi t/J a Fl l!C f l!an t Tempe「atl!reof t/Je Ol!t !fa! J l!nder a 
illixing Ventilation Syste朋：張泉，加藤信介，祭耀賢・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.845-
848, 2005. 08 E 
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片側開口建物の横風時における換気性状に関する風洞実験：河野良坪，加藤信介，大岡龍三，高橋岳生・空気調和・
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非結露型次世代空調システムに関する研究（その 4) CO2ヒートポンプを併用したデシカント空調システムの提案及

び実用性の検討：小金井真，生田紀夫，加藤信介，大岡龍三，祭耀賢，川本光一，西田耕作・空気調和・衛
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非結露型次世代空調システムに関する研究（その 5) 夏期における実測及び CO2ヒートボンプ導入想定によるシステ

ムの性能検討：川本光一，加藤信介，大岡龍三，祭耀賢，西田耕作，小金井真，生田紀夫• 空気調和・衛
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非結露型次世代空調システムに関する研究（その 6) CFO を用いた対流と建材内熱•水蒸気同時移動の連成解析によ
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弘，豊原党明，澤地孝男，勝又済，石井儀光・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-2,PP. 823-824, 2005. 09 E 
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態が化学物質放散量に与える影響：長尾聡子，横田知博，村上周三，加藤信介，安宅勇二，山ロ一・日本

建築学会大会学術講演梗概集， D-2,pp. 875-876, 2005. 09 E 

建材と室内の熱・湿気連成解析に基づく室内カビ汚染に関する研究：弘瀬将光，村上周三，大岡龍三，加藤信介，大
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非結露型次世代空調システムに関する研究（その 1) デシカント空調機と CO2ヒートポンプを併用したシステムの提

案：小金井真，加藤信介，大岡龍三，祭耀賢，西田耕作，川本光一，生田紀夫・日本建築学会大会学術講
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光触媒～基礎・材料・応用- (1. 2. 5気相系光触媒反応の基礎， 1.4. 1光触媒による非接触反応， 2.4. 3エネルギー
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レドックスゲルを用いたアクチュエータの開発：高田主岳，宮崎太地，田中信宇，立間徹・電気化学会第 72回大
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2005) , PP. 1568-1574, 2005. 10 D 

!Jeleted !11terpolatio11 using a Hie「肛c/JicalBayesian G闊靡arNetwo「klor Recognizing /111即 11Activity: Kris 
M. Kitani, Yoichi Sato, Akihiro Sugimoto・Proceedings of the Second Joint IEEE International 
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肱coveryof p加 ciousmetals by zinc vapor t「eatmen! : J. Itoh, Y. Kayanuma, H. Kimura, M. Miyake, M. Maeda・
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J/igb Speed Tit a11 i u1n Product i 011 P「ocessby ;l!c?gnesiotbermic Reduct io11 of Titanium Subba/ ides : 竹田修，

岡部徹•東京大学生産技術研究所学術講演会・産学連携フォーラム合同講演会， 2005 . 01 E 

チタンなどのレアメタルプロセスと材料熱力学：岡部徹• 第 1回材料科学フォーラムー材料熱力学に基づいたプロ

セッシング（京都大学大学院工学研究科材料工学専攻） ［京都 J,2005.01 E 

プリフォーム還元法による鉱石からのチタン粉末の直接製造法：伊藤洋正，岡部徹・資源素材学会・春季大会
［東京］，予稿集 (]I) pp. 89-90, 2005. 03 E 

電子材料用のタンタルおよびニオプ粉末の製造技術：岡部徹・情報技術協会電気・電子材料系セミナー「タンタ
ル・ニオプコンデンサにおける材料技術と高性能化に向けた課題」， 2005.03 E 

加 ve/opmentof Novel Production肝ocessesof Tantalum, Niobium. c11ld Tbeir Compound Powde「sfo「Electronic
Applications : Boyan Yuan and T. H. Okabe・資源素材学会関東支部・第 2回資源・素材・環境技術と研

究の交流会， 2005.08 E 

活性金属および塩化物蒸気を用いた貴金属回収プロセス：大川ちひろ，岡部徹・ 資源素材学会関東支部・第 2回
資源・素材・環境技術と研究の交流会， 2005.08 E 

電気化学的手法によるチタン鉱石の選択塩化：尾花敷，岡部徹・ 資源素材学会関東支部・第 2回資源・素材・環

境技術と研究の交流会， 2005.08 E 

電気化学的な手法を用いたチタン鉱石からの脱鉄プロセス：尾花勲，岡部徹・資源素材学会・秋季大会［室闇］，
予稿集 2企画発表・一般発表 (C)(D)講演資料 pp.241-242, 2005. 09 E 

触媒用レアメタルの資源製錬，リサイクル：岡部徹・環境触媒研究会， 2005.11 E 

溶融塩を用いたレアメタルプロセス：岡部徹•第 37 回溶融塩化学討論会， 2005. 11 E 
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海中工学研究センター

浦研究室 UraLab. 

スナメリの音響計測：坂巻隆• 技術官等による技術報告集， Vol.14, pp. 55-58, 2005. JO A 

全自動化への道：浦環 ・TechnoMarine, VOL. 833, p. 8, 2005. 01 C 

海底ケープル観測用 AUVの研究から商用化まで：白崎勇ー ・TechnoMarine, No. 883, pp. 48-51, 2005. 01 C 

海側から見た日本の地震観測網：白崎勇ー・情報通信 BULLETIN,No. 4, PP. 5-8, 2005. 03 C 

行ack/ng[Jnderwater Volcanoes w/ t/J'「2JJ4'A/JV:浦環，永橋賢司，小原敬史・UnmannedSystems, Vol. 23, No. 3, pp. 24-
27, 200 5 . 0 5 C 

海底ステーションを基地とする海中観測ロボットによる自動海底地殻変動観測手法の開発：浅田昭，浦環，望月将
志，浅川賢一，藤田雅之• 月刊地球号外「特集：沈み込み帯の科学と悔洋観測技術」， No.51, pp. 199-203, 
2005. 06 C 

海底を観測する自律型海中ロボットー r2D4 のロタ海底火山観測と将来展望ー：浦環，小原敬史• 月刊地球号外「特
集：沈み込み帯の科学と悔洋観測技術」， No.51, pp. 213-219, 2005. 06 C 

海底通信ケーブルを再利用した海洋地球観測システム：白崎勇一，浅川賢一，川口勝義，三ケ田均，小島淳一，歌

田久司，笠原順三・月刊地球号外「特集：沈み込み帯の科学と梅洋観測技術」，No.51, pp. 245-250, 2005. 06 C 

多目的観測システム構築のための作業技術：川口勝義，小島淳一，門馬大和，白崎勇ー• 月刊地球号外「特集：沈
み込み帯の科学とi毎洋観測技術」， No.51, pp. 274-279, 2005. 06 C 

次世代の多目的観測ケープルネットワーク ：浅川賢一，白崎勇一，三ケ田均，川口勝義• 月刊地球号外「特集：沈
み込み帯の科学と海洋観測技術」， No.51, pp. 280-284, 2005. 06 C 

自律型水中ロボットによる人工構造物の観測：巻俊宏，近藤逸人，浦環，能勢義昭，坂巻隆・日本船舶悔洋工学会
論文集， Vol.I, pp. 17-26, 2005. 06 C 

加OFillan/pu/ato「w/t/JStereo-Vis/on lo「/JndenvaterSa肌plIng : Yann Epars, 浦環，能勢義昭 ・Proc.18th Ocean 
Engineering Symposium, CD-Rom論文集， 2005.01 D 

内部アクチュエータによる海中ロボットの自由方向制御： Blair Thornton, 浦環，能勢義昭， StephenTurnock・ 
Proc. 18th Ocean Engineering Symposium, CD-Rom論文集， 2005.01 D 

Eln加ddIng Vi son, Sone r-f HS Based Alo ti on Es ti肌ation A/gor!t/J1ns lo「A[JVJ/[lvfgation: Bharath Kalyan,Ariuna 
Balasuriya, 巻俊宏，浦環 ・Proc.ICRA'05,, 2005. 04 D 

[Jnderwate「 Volc,1110Obse「v,1itonby Autonomo郎 /J11derwat汀 Ve/Jicle グr2JJ4':永橋賢司，浦環，浅田昭，小原敬

史，坂巻隆，金岡秀，岡村疫 ・Proc.OCEANS'05, Brest, CD-Rom論文集， 2005.06 D 

Obse「valionof Breakwaters and t/Jel「似ockJllow1d by ;/[JV'Jrl-/Jog r at Ii誼 a/s/JiBay: 近藤逸人，巻俊宏，浦

環坂巻隆 ・Proc.OCEANS'05, Brest, CD-Rom論文集， 2005.06 D 

Autono肌ous[Jnde rwa I e「S暉 pling using illanipu/[l/o「andSte「eov/sualSe「voing: Yann Epars, 能勢義昭，浦環・

Proc. OCEANS'05, Brest, CD-Rom論文集， 2005.06 D 

fnte「nalActuation of [Jnderwate「Robots[Ising Cont ro I 11/o即 11!(r'yros : Blair Thornton, 浦環，能勢義昭， Stephen
Tu mock・Proc. OCEANS'05 , Brest , CD-Rom論文集， 2005.06 D 

fn.,/[l//[l/fon and ilfa/11te11a11ce of Real-ti妍eSeafloo「 CabledObserv[l/ories : Y . Shi rasaki, J . Koi ima, 
K. Kawaguchi・Proc. of International Symposium on Marine Geosciences: New Observation Data and 
Interpretation, pp. 63-66, 2005. 06 D 

Fu/ Jy AtJ/ono妍ousObservation of Braekwate「sby an A[JV at Ka肌ais/JiBay : Hayato Kondo, Toshihiro Maki, 
Tamaki Ura, Takashi Sakamaki, Masaaki Inaishi・Proc. UUST'05, CD-Rom論文集， 2005.08 D 

S肌allAgent Based /Jatac/Jable Tet/Jer Syste肌 lo「[Jnderwate「illanipulation Task by A[JV., : Son-Cheol YU, Tae-
Won Kim, Song K. Choi, Tamaki Ura, Junku Yu・Proc. UUST" 05, CD-Rom論文集， 2005. 08 D 

Observation Be/Javio「ofan A[JV lo「S/JipIf「eekInvestigation : 浦環，栗本陽子，近藤逸人，能勢義昭，坂巻隆，

黒田洋司 ・Proc.OCEANS'05, Washington DC, CD-Rom論文集， 2005.09 D 

/Jevelop妍en!of an Autono妍ous[Jnderwater Ve/Jlcle for Observat Ion of [Jndenvate「St「uctu「es:大畑智悔，石井

和男，酒井浩，田中敏成，浦環 ・Proc.OCEANS'05, Washington DC, CD-Rom論文集， 2005.09 D 
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Tlf'O i舷 JESOF JJIVINC FOJ? OBSERVATION BY A{J灼ー「2JJ4TO J?OTA [JAJJJ. 肱lf'ATEJ?VOLCANO ANJJ翔1-JJOCI TO CAISSONS 
AT KAAIAISHI BAYー：浦環・InternationalWorkshop on Underwater Robotics 2005, Genoa, Italy, 2005. 11, 
pp. 31-39, 2005. II D 

Vjsual Inspect jon of Art jfjcja/ St「uctures応jngAutonomous {Jndenvater雇 fries: 巻俊宏，近藤逸人，浦環，

坂巻隆・Proc.The 2nd International Symposium on Innovative Aerial/Space Flyer Systems, pp. 175-176, 
2005. 12 D 

Performance of a compact /Jjg/J「eso!uUonacousUc survey devfre for monUon"ng group be/JavhJ「ofsmal J 
cetaceans : Raiendar Bahl, 浦環 ・Abstractsof the 16th Biennial Conference on Biology of Marine 
Mammals,pp.288, 2005.12 D 

FPGAによる海洋生物のための音声解析システムの実装：清水友樹， Rajendar Bahl, 坂田雅雄，浦環，柳澤政生・電

子情報通信学会定期講演会予稿集， pp.19-24, 2005. 01 E 

自律型海中ロボットによるマッコウクジラの観測システムの開発：浦環，小島淳一，坂田雅雄， Rajendar Bah 1, 能

勢義昭，杉松治美，福地鉄雄，福島信男，森恭一，消水友樹，高橋秀幸，穂積大輔，柳澤政生，広津良 ・Blue
Earth'04第 21回しんかいシンポジウム予稿集， Pll2,2005.01 E 

自律型水中ロボット「トライドッグ 1号」による防波堤の観測ーパーティクルフィルタを用いた自律航法による潜航ー：
巻俊宏，近藤逸人，補環，坂巻隆 ・Proc.ROBOMEC'05, CD-Rom論文集， 2A-S-01I (I), 2005. 06 E 

沈没船内調査を想定した自律型水中ロボットの観測活動：栗本陽子，浦環，能勢義昭，坂巻隆，近藤逸人，黒田洋

司 ・Proc.ROBOMEC'05, CD-Rom論文集， ZAl-S-011,2005. 06 E 

この四半世紀における深海技術の進歩一深海底鉱物資源に手が届くー：浦環・シンポジウム銅が危ない！深梅底鉱

物資源：新たなる挑戦講演要旨集（（社）資源・素材学会悔洋資源部門委員会）， pp.21-24, 2005. 07 E 

自律型海中ロボット「r2D4」の明神礁カルデラ内への潜航とマンガンイオン濃度の計測：浦環，永橋賢司，岡村慶，

小原敬史，玉木賢策，坂巻隆，かいれい li.R05-ll次航悔乗船 AUVチーム・梅洋調査技術学会第 17回研究成
果発表会講演集， pp50-5I, 2005. 10 E 

Lアレイ・インターフェロメトリによる AUV-r2D4の熱水地帯詳細海底地形調査：浅田昭，浦環，小山寿史，坂巻隆，

永橋賢司・悔洋調査技術学会第 17回研究成果発表会講演集， pp.52-53, 2005. 10 E 

JJhi11g to Aかo.iin-s/Jo Submarine Crat肛：浦環 ・Abstractsof APuuRobo2005, CD-Rom, 2005. IO E 

Ope rat ion of乃i-JJogJ at lake Biwa : 巻俊宏 ・Abstractsof APuuRobo2005, CD-Rom, 2005. IO E 

Spe「mA加 leFollowing by A{JV Aqua-explore「2000:小島淳一・Abstractsof APuuRobo2005, CD-Rom, 2005. 10 E 

'Zero-C'Cl,1ss {Jndenvate「佑obotsand {Jnrestricted Altitude Control : Blair Thornton, 浦環，能勢義昭，

Stephen Turnock・Abstracts of APuuRobo2005, CD-Rom, 2005. 10 E 

Studies b,1sed on passive observation of vocalizations of Cetaceans Conducted at /IRA laboratory (1999-2005) : 
Bahl Raiendar、補環・. 2005 F 

浅田研究室 AsadaLab. 

水中のビジュアライゼーションを革新する音響ソーナー：浅田昭•生産研究， vol. 57-no. 05, pp. 51-62 , 2005. 09 A 

Repeated trials of seaf!oor geodetic obse「vation a「ow1df<1P<1ll : Masashi Mochizuki, Zengo Yoshida, Akira 
Asada, Masayuki Fui ita, Mariko Sato, Masato Katayama, Tclsuichiro Yabuki・Recenl Advances in Marine 
Science and Techno I ogy 2004 ed. by N. K. Saxena, 2005 C 

//ydrog「ap/JicSurvey wit/J Autonomous肋derivate「 Ve/Jicle(AU~Slfi!TH Coastal Jfapping v心ssel: Akira Asada・ 
33rd JOINT MEETING of UJNR SEA=BOTTOM SURVEYS PANEL PROCEEDING, 2005 C 

海底地殻変動観測用トランスデューサの音響特性：望月将志，吉田善吾，浅田昭，成田巻孝，河合晃司，松下優，

石川直史，藤田雅之・地球惑星科学関連学会 2005年合同大会予稿集， J062-P028,2005. 05 D 

Al!V i1wvat io11s in mapping and geode/ ic survey on !lie sea floor : Akira Asada, Tamaki U「a・Proceedingsof 
International Symposium on Marine Geosciences pp27-30, 2005. 09 D 

Inけoductionof !lie Concept of t/Je Transducer's P/Jase Center to t/Je Sea/Joor Geodetic Staffon Positioning: 
Masashi Mochizuki贄 TadashiIshikawa, Yoshi taka Nari ta, Zengo Yoshida, Hiroshi Matsushita, Yoshi hi ro 
Matsumoto. Koii Kawai, Masayuki Fujita, Akira Asada・G51B-0825, Abstract of AGU 2005 Fall Meeting, 
2005. I 2 D 

l!11de「seainf「ap/atec「us/almov喧 e11toff JfiY<1gi P「efectu「e.NE Japan: Masayuki Fui ita, Tadashi Ishikawa, 
Yoshihiro Matsumoto, Masashi Mochizuki, Mariko Sato, Tetsuichiro Yabuki, Akira Asada, Oscar L. 
Colombo・G51-0824, Abstract of AGU 2005 Fa! I Meeting, 2005. 12 D 
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水中探査における音響ビデオカメラの動画モザイキング：韓軍，浅田昭 ・2005年度日本水産学会大会講演要旨集，
2005. 04 E 

水中音響ビデオによる水中生物の計測：韓軍，浅田昭• 海洋音響学会 2005年度研究発表会講演論文集， pp!1-12, 
2005. 05 E 

マルチビームソーナーによる海底と藻のエコー分離計測：浅田昭，堀井豊充，三冨龍一，韓軍，吉田善吾，中澤祐
治，高橋恵ー• 海洋音響学会 2005年度研究発表会講演論文集， pp75-78, 2005. 05 E 

AUV搭載インターフェロメトリソナーヘの合成開口法の適用：小山寿史，浅田昭，浦環，坂巻隆，小原敬史，永橋堅
司• 海洋音響学会 2005年度研究発表会講演論文集 pp79-80,2005. 05 E 

音響ドップラー速度計と光ファイバー慣性ジャイロによる高精度測位について：松園幹大，浅田昭，吉田善吾，尾
澤浩.r毎洋音響学会 2005年度研究発表会講演論文集 pp8!-82,2005. 05 E 

海溝沿いの海底地殻変動観測～現状と計画～：藤田雅之，石川直史，松本良浩，河合晃司，矢吹哲一朗，望月将志、

浅田昭・地球惑星科学関連学会 2005年合同大会予稿集， 1062-003, 2005. 05 E 

長基線 KGPS測位精度に与えるマルチパスの影響について：河合晃司，成田巻孝，藤田雅之，石川直史，淵之 k紘和，
長岡継，浅田昭，望月将志，畑中雄樹，野神憩・地球惑星科学関連学会 2005年合I日］大会 f稿集， 1062・-
004, 2005 . 05 E 

海底地殻変動観測の局位置解析における音速度構造の影響について：石川直史，藤田雅之，社泰裕，石川春雄，
月将志，浅田昭・地球惑星科学関連学会 2005年合同大会予稿集， 1062-004,2005. 05 E 

藻場のマルチピーム音響ソーナーによる 3 次元可視化解析：浅田昭，堀井豊充，三冨龍一，韓軍，吉田善吾• 第 33
回可視化情報シンホジウム講演論文集， pp407-410,2005. 07 E 

ピデオカメラによる水中生物の観測法：韓軍，浅田昭，堀井豊充，吉田善吾，三冨龍ー• 第 33回r1、I視化情報シ

ンホジウム講演論文集， pp41l-412, 2005. 07 E 

AUV「r204」搭載 Lアレイ・インターフェロメトリ・ソーナーによる海底地形計測：小山寿史，浅Ul11{{、11胆隠坂巻

隆，小原敬史，永橋賢司・悔洋理工学会平成 17年度秋季大会講演論文集 pp67-68,2005. IO E 

Lアレイ・インターフェロメトリによる AUV-r204の熱水地帯詳細海底地形調査：浅田昭， i側隠小山か史坂巻隆，

永橋賢司• 梅洋技術学会第 17回研究成果発表会講演要旨集， pp52-53,2005. 10 E 

海底地殻変動観測における GPSマスト局アンテナの利用：松本良浩，藤田雅之，河合晃司，石川直史，望月将志，浅

田昭・日本地農学会講演予稿集 2005年度秋季大会， pp223,2005. 10 E 

音響トランデューサー一位相特性が及ぽす海底局位置解析への影響：望月将志，松下優，吉田善吾，成田巻孝，石
川直史，河合晃司，松本良浩，藤田雅之，浅田昭・日本地震学会講演予稿集 2005年度秋季大会， pp223, 
2005. 10 E 

海底地殻変動観測における海中水温構造の影響：石川直史，藤田雅之，松本良浩，望月将志，浅田昭・ 日本地震学
会講演予稿集 2005年度秋季大会， pp224, 2005. 10 E 

2005年 8月宮城県沖地震 (M7. 2)前後の海底地殻変動観測結果（速報）：藤田雅之，石川直史，松本良浩，望月将

志，矢吹哲一朗，浅田昭・日本地震学会講演予稿集 2005年度秋季大会， pp297, 2005. IO E 

宮城県沖海底の地殻変動と重心推定法による時系列の検証：藤田雅之，石川直史，松本良浩，佐藤まり子，矢吹哲

一朗，望月将志，浅田昭・日本測地学会第 104回講演会予稿集， 2005. IO E 

海底地殻変動観測における GPSマスト局アンテナの利用：松本良浩，藤田雅之，河合晃司，石川直史，矢吹哲一朗，

望月将志，浅田昭・日本測地学会第 104回講演会予稿集， 2005.10 E 

海底の動きを捉える海の GPS 構想の現状と将来：浅田昭• 超音波テクノ 17.3 pp!8-21, 2005 G 

海底ステーションを基地とする海中観測ロボットによる自動海底地殻変動観測中法の開発：浅田昭・補環• 望月将

志• 浅川賢一• 藤田雅之• 月刊地球 51,pp¥99-203, 2005 G 

許研究室 KyoLab. 

Pop11Jat jon /Jjsfo「y assocja/ed wj i/J /Jydrot/Jn妍al vent act jvj ty hlfe「「edIn凋 gene/fr st「/!CtII「eof 
neover「11cjdbarnacles c? 「ollndJapc?D: H. Watanabe,S. Tsuchida,K. Fuiikura,11. Yamamoto,F. Inagaki, 
M. Kyo, S. Koiima・Marine Ecology Progress Series, vol. 288, pp. 233-240, 2005. 03 C 
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光 IC 用高密度ピッチ変換光ファイバアレイの開発：広井典良，薗部忠，藤田博之，竹中充，中野義昭• 第 52回応

用物理学会関係連合講演会， 2005年 3月 29日， 29a-ZR-8,p. 1326, 2005. 03 E 
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on Sensors. Micromachines, and Applied Systems, Tokyo, Oct. 20-21, pp. 195-198. The Institute of 
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The 12th International Display Workshops in conjunct ion with Asia Display 2005 (IDW/AD'05) , Dec. 
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川勝研究室 Kawakatsu Lab. 
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Cho, D. Collard, L. Buchaillot, F. Conseil, B. J. Kim・Microsystem Technologies, Vol 12, Numbers 
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Sakai Furukawa, T. Ushida, Y. Sakai, and T. Fujii・The 3rd. Annual IEEE EMBS Special Topic 
Conference on Microtechnologies in Medicine and Biology, PP. 201-204, 2005. 05 D 
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C/Ja「ac/erjzaUonof Sj11gle Red Blood Cell usjng Twjn Affrroca11U lever「'ypeSenso「Array:Y. II. Cho, N. 
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Top-down and botto町 upapproac/Jes for unconvenUonal副cro/nanopatte「njng:B. J. Kim・The 2nd Internal ional 
Workshop on Nanoscale Semiconductor Devices, June 2-3, 2005, Daegu Exco, Korea (invited Talk), pp. 
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Siog!e-step subー肌icrosca!epatteroiog of c妍2-sca!esurfaces : V. Blech, N. Takama and B. J. Kim・ LIMMS 
Scient i fie Commit tee Report 2004-2005, pp. 83-87, 2005, 2005. 03 F 
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951 -953, 2005 D 
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郎，小林尚人・日本天文学会 2005 年秋季年会， 2005 年 10 月 6 日 ~8 日，札幌コンベンションセンター， 2005. 10 E 

光で駆動するマイクロアクチュエータ機構の研究：肥後昭男，高橋一浩，泰井祐輔，年吉洋• 平成 17年度神奈川
県産学交流研究発表会， 2005.10. 19-21, 神奈川県産業技術総合研究所., 2005. 10 E 

集積化Opti ca I MEMS : 年吉洋・（社）電子情報技術産業協会，集積化 MEMS技術専門委員会， 2005 . IO . 6 . , 200 5 . IO E 

MEMS技術の光学応用ーーー光通信と画像ディスプレ―---: 年吉洋・応用物理学会応用電子物性分科会研究例

会ネ EMSと応用電子物性との粋な関係， 2005年 12月 2I日，機械振典会館., 2005. 12 E 

MEMS技術の光ファイバコンポーネントヘの新展開：年吉洋・レーザー研究， vol.33, No. 11追加データ有り， 2005.12 G 

Vertical Comb型静電駆動ミラーの安定化と光ファイバ可変減衰器への応用 ：小尾浩士，山野井俊雄，藤田博之，

年吉洋・レーザー研究， voI . 33, No. 11 (2005印刷中）．追加データ有り， 2005.12 G 

コラール研究室 Co 11 ard Lab. 

1lfodeli11g and experimental validation of sharpening妍ec/Janis肌 basedon t/Jer, 肌aloxidation for t/Je fc?brication 
ofultrc1sbc?FPsiliconnanotips : V. AGACHE,R. RINGOT,P. BIGOTTE,V. SENEZ,B. LEGRAND,L. BUCHAILLOT, 
D. COLLARD・IEEE Transactions on Nanotechnology, Vol. 4, pp. 548-556, 2005 C 

Fc?brh・ation and cbuc1cterizaUon of l. l CHz blade nwo-elect「O即 c/Janicalresonator: V. AGACHE, B. LEGRAND, 
D. COLLARD, L. BUCIIAILLOT, H. FUJITA・Applied Physics Letters, vol. 86, p. 213114, 2005 C 

Fc?bricat ion and Opt泣izc1fionof bi肌0「p/J叩croprobes for t/Je肌easu「頭en!of individual biocells : Y. lL CHO, 
D. COLLARD,L. Buchaillot,F. Conseil,B. J. Kirn・MicroSystern Technologies, Vol. 12, pp. 30-37,2005 C 

1/Je r, 肌aland el ecけostc?!icreliability c/Ja「acterization in舒'FAIEAIS swi tc/Jes : Q. II. Duong, L. Bu cha i I Io t, 
D . Col lard, P . Schrni l t, X . Lafont an, P . Pons, F . Flourens, F . Pressecq・Microelectronics 
Reliability, vol. 45, pp. 1790-1793, 2005 C 
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都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS) 

魚本ー研究室 Uomoto Lab. 
T/Je Importance of Cu「jogjn PrevenUng t/Je Spaffjng off of Patc/Jjng Repaj「A/ate「jaj:Ito Masanori, Kato 

Yoshi taka, Uomoto Taketo・4th International SYIDposium on NEW TECHNOLOGIES FOR URBAN SAFETY OF ilEGA 
CITIES IN ASIA, 2005 A 

Effect of c;rc/jc exposure of carbonaUon and c/J!o「Meon co「rosjonof rejnfordng steel jn concrete 
Sancharoen Pakawat, Taketo Uomoto・ 生産研究 vol.57. No. 2. pp29-32, 2005. 03 A 

災害と都市基盤の安全：魚本健人• 生産研究 vol.57. No. 4. pp93-94, 2005. 07 A 

既設コンクリート道路橋の劣化診断における非破壊検査の適用：恒国光義，加藤佳孝，魚本健人• 生産研究
vol. 57. No. 4. pp!05-109, 2005. 07 A 

コンクリートの劣化と構造物の安全性：魚本健人，加藤佳孝• 生産研究 vol.57. No. 4. pp29-:l2 , 2005. 07 A 

RC橋梁の建設年代別構造性能の評価と常時モニタリングデータの評価：岡崎慎一郎，魚本健人・ Iじ所研究
vol. 57. No. 4. pp99-104, 2005. 07 A 

多摩川橋梁の変状調査報告：横澤祐希，加藤佳孝，魚本健人• 生産研究 vol.57. No. 4. ppl!0-113, 2005. 07 A 

乾燥環境下における断面修復材の基本物性評価に関する研究： 伊藤正憲，加藤佳孝，魚本健人• 生産研究
vol. 57. No. 4. pp29-32, 2005. 07 A 

各種要因が補修した鉄筋コンクリート構造物の劣化に及ぽす影響に関する研究 (5) ー電気化学的測定 その 2- : 

伊藤学，戸田勝哉，早川健司，松林裕二，渡部正，星野富夫，加藤佳孝，魚本健人•生産研究 vol. 57. No. 4. pp l 30-
133, 2005. 07 A 

各種要因が補修した鉄筋コンクリート構造物の劣化に及ぽす影響に関する研究 (6) ―塩分移動が鉄筋腐食に及ぼす
影響ー：槙島修，石関嘉一，宇野祐一，里隆幸，二井谷教治，松田敏，勝木 太，魚本健人• 生廂研究
vol.57.No.4.pp!34-137, 2005.07 A 

各種要因が補修した鉄筋コンクリート構造物の劣化に及ぽす影響に関する研究 (7) ―補修条件の違いによる影響ー：

松補誠司，荒木昭俊，伊藤正憲，宇野洋志城，榊原弘幸，元売正美，岸 利治，魚本健人• 生産研究

vol. 57. No. 4. pp!38-141 , 2005. 07 A 

我国のコンクリート構造物の劣化と都市の安全性：魚本健人・生産研究 vol.57. No. 5. pp37-50, 2005. 09 A 

構成材料の空間的特性を考慮したコンクリートの有効拡散係数の予測モデル：加藤佳孝，魚本健人・コンクリート
工学論文集， vol.16, Nol, pp] 1-21, 2005. 01 C 

ひび割れを有するコンクリートに適用した表面被覆材の力学性能と耐久性能評価：加藤佳孝，伊代田岳史，西村次
男，魚本健人・土木学会論文集， No.781V-66, pp89-99, 2005. 02 C 

コンクリート構造物の劣化診断ソフトの開発：消水隆史，松山公年，金田尚志，魚本健人・コンクリート工学 Vol.43 
No. 2, 2005. 02 C 

水和を考慮したモデルによる急結剤特性の定量評価と吹付けコンクリートの性能照査：細川佳史，魚本健人・土木
学会論文集No.78 I, V-66, PP 1-20, 2005. 02 C 

近赤外分光法のコンクリート調査への応用：金田尚志，石川幸宏，魚本健人・コンクリート工学 Vol. 43 No. 3, 
2005 . 03 C 

Jlodefjng of EffecUve lJj ffusjon Coefficjent of Sllbslances jn Cone「eteConsjderjng SpaUal ProperUes of 
Co妍'PosjfeJlfaterjafs : Yoshitaka Kato, Taketo Uomoto・Journal of Advanced Concrete Technology, 
vol. 3, No. 2, pp24!-251 , 2005. 06 C 

40周年を迎えた日本コンクリート工学協会：魚本健人・コンクリート工学， Vol.43. No. 7, pp!, 2005. 07 C 

アジアコンクリート連盟への期待と活動：魚本健人・コンクリート工学， Vol.43, No. 9, ppl5-16, 2005. 09 C 

コンクリート診断士制度について：魚本健人・コンクリート工学， Vol.43, No. 9, pp44-48, 2005. 09 C 

加 vTec/Jnofogjes on Jlfajntenance of Concrete Str11ctllres : Taketo Uomoto・, 2005 D 

lllfl/ZAT/ON OF NE欣—INFRAR,『'JJSPECJ: 化'Al/JI/AC/仰 SYSl肛IfFOR INSPECTION OF CONCRETE Sl仰cm化'ES: Hisashi 
Kanada, Yukihiro Ishikawa, Taketo Uomoto・4th International Symposium on NEW TECHNOLOGIES FOR URBAN 
SAFETY OF MEGA CITIES IN ASIA, 2005. 10 D 
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Structll「alPerformance Alonj/orjng of J?ejnforced Concrete BrMges : Tsunekuni Mi tsuyoshi, Nishimura Tsugio, 
Kato Yoshitaka, Uomoto Taketo・4th International Symposium on NEW TECHNOLOGIES FOR URBAN SAFETY 
OF MEGA CITIES IN ASIA, 2005. 10 D 

JJeve/opmen! of Alonj/orjng System for RC Brjdge Based on RestoraUon JJesjgn Alet/Jod : Okazaki Shinichiro, 
Uomoto Taketo・4th International Symposium on NEW TECHNOLOGIES FOR URBAN SAFETY OF MEGA CITIES IN 
ASIA, 2005. 10 D 

AJ!ocaUon of Ufe-cyc/eれepahjngCost Based on Faramete「{JncertajnUesof JJeterjoraUon PredkUon A/ode! : 
Sancharoen Pakawat, Taketo Uomoto・4th International Symposium on NEW TECHNOLOGIES FOR URBAN SAFETY 
OF珊GACITIES IN AS IA, 2005. IO D 

Jmpotance of Afajntenance of Concrete St「uctu「esfor {Jrban Safety : Uomoto Take to・4th International 
Symposium on NEW TECHNOLOGIES FOR URBAN SAFETY OF~!EGA CITIES IN ASIA, 2005. 10 D 

補修した構造物の塩分移動が鉄筋腐食に及ぽす影響に関する研究：槙島修，伊藤正憲，榊原弘幸，魚本健人・コン
クリート工学年次論文集， vol.27, Nol, pp955-960, 2005. 06 E 

補修を施した鉄筋コンクリートの電気化学的測定に関する研究：伊藤学，星野富夫，戸田勝哉，魚本健人・コンク
リート工学年次論文集， vol. 27, No I, pp961-966, 2005. 06 E 

風環境下における吹付け補修材料の評価：伊藤正憲，魚本健人・コンクリート工学年次論文集， vol.27, Nol, ppl609-
1614, 2005.06 E 

各種補修条件が補修後の再劣化に及ぽす影響に関する研究：松浦誠司，森本丈太郎，元売正美，魚本健人・コンク
リート工学年次論文集， vol.27, No. I, ppl645-1650, 2005. 06 E 

コンクリートの熱特性を活用した既設構造物の物質拡散性状評価に関する研究：小根澤淳史，加藤佳孝，矢島哲司，
魚本健人・コンクリート工学年次論文集， vol.27, Nol, pp¥765-1770, 2005. 06 E 

各種非破壊試験方法の PCグラウト充填検査への適用性の検証：内田昌勝，加藤佳孝，恒国光義，魚本健人・コン
クリート工学年次論文集， vol.27, Nol, pp!795-1800, 2005. 06 E 

非破壊検査手法を用いた既設 PC桁の調査：勝木太，堤洋一，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート工学年次論文集，
vol. 27, Nol, pp!813-1818, 2005. 06 E 

非破壊検査手法による既設 RC 桁•床版の劣化調査：加藤潔，堤洋一，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート
次論文集， vol.27, Nol, pp!819-1824, 2005. 06 E 

鉄筋コンクリート梁の疲労特性評価に関する基礎的研究：豆田慮章，勝木太，矢島哲司，魚本健人・コンクリート
工学年次論文集， vol.27, Nol, ppl83l-1836, 2005. 06 E 

既設 RC道路橋のモニタリングによる健全度評価：恒国光義，堤洋一，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート工学年
次論文集， vo].2,.Nol, pp¥879-1884, 2005.06 E 

復元設計手法による RC道路橋の安全評価に関する研究：岡崎慎一郎，古井敦史，魚本健人・コンクリート工学年
次論文集， vol.27, Nol, pp55-60, 2005. 06 E 

劣化診断支援システムを使用した多摩川橋梁調査報告：横澤祐希，佐藤貴則，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート

工学年次論文集， vol.27, Nol, pp!609-1614, 2005. 06 E 

ひび割れの進展に基づく RC部材の健全度評価に関する検討：恒国光義，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60回年

次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 

劣化診断支援システムの整合性及び多摩川橋梁調査報告：横澤祐希，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60回年次学

術講演会講演概要集， 2005.09 E 

トンネルの変状診断支援ソフトの開発：松山公年，清水隆史，魚本健人・土木学会第 60回年次学術講演会講演概要

集， 2005.09 E 

断面修復材の鋼材腐食限界塩化物量に関する研究：槙島修，元売正美，伊藤正憲，松田敏，魚本健人・土木学会

第 60回年次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 

補修工法の違いが鉄筋腐食に及ぽす影響に関する考察：加藤佳孝，伊藤正憲，魚本健人・土木学会第 60回年次学術

講演会講演概要集. 2005. 09 E 

各種条件で補修を施した試験体の再劣化に関する研究：伊藤学，荒木昭俊，里隆幸，岸利治，魚本健人・土木学
会第 60回年次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 

各種補修工法を施した試験体の再劣化に関する研究：石関崩ー，渡部正，松林裕二，魚本健人・土木学会第 60回

年次学術講演会講演概要集， 2005. 09 E 

乾燥環境下における断面修復材の基本物性評価に関する研究：伊藤正憲，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60回年
次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 
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補修を施した鉄筋コンクリート試験体の自然電位と腐食に関する研究：松浦誠司，榊原弘幸，戸田勝哉，二井谷教
治，勝木太，魚本健人・土木学会第 60回年次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 

ポリカルボン酸系高性能 AE減水剤のを使用したセメントペーストの細孔構造評価：土木学会第 60回年次学術講

演会講演概要集・杉山知巳，魚本健人， 2005.09 E 

EPMAによる補修を施した試験体の塩分移動の評価：星野富夫，宇野祐一，早川健司，加藤佳孝，魚本健人・土

木学会第 60回年次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 

塩害を受けた PC橋梁の効率的劣化診断に関する考察：佐藤貴則，恒国光義，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60
回年次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 

赤外線法を用いた既設構造物の物質移動特性評価に関する研究：小根澤淳志，加藤佳孝，矢島哲司，魚本健人・土

木学会第 60回年次学術講演会講演概要集， 2005. 09 E 

近赤外イメージングによるセメントペースト表面の塩化物量の推定：石川幸宏，魚本健人，矢島哲司• 土木学会第

60回年次学術講演会講演概要集， 2005.09 E 

復元設計手法に基づく RC道路橋の設計年別安全性の定量化：岡崎慎一郎，魚本健人・土木学会第 60回年次学術

講演会講演概要集， 2005.09 E 

JJeve/op肌entof Silnulc1Uon A/ode! of C/1/orMe Jon lraJJsportat ion in Cracked Co11c「ete:Ema Kato, Yosihtaka 
Kato, Take to Uomoto・Journal of Advanced Concrete Technology, vol. 3, No. I, pp85-94 , 2005. 02 G 

近赤外分光法によるコンクリートの劣化調査：金田尚志，魚本健人・検査技術， vol.10,No. 2,pp!l-19 ,2005. 06 G 

構造物の診断・補修の現状と展望：魚本健人・土木施工， vol.46, No. 7pp078-80, 2005. 07 G 

わが国の社会資本の維持管理のあり方：魚本健人・基礎工 Vol.33, No. 8, pp!, 2005. 08 G 

目黒研究室 MeguroLab. 

住宅の耐霰補強対策に対する居住者の意識調査：吉村美保，小檜山雅之，目黒公郎• 生産研究， Vol. 57, No. 4, 
pp. l 64-356, 2005. 07 A 

既存不適格建物の耐震補強を促進させるための新しい地震保険制度の検討：目黒公郎，吉村美保，國吉隆博• 生産
研究， Vol.57, No. 4, pp. 169-172, 2005. 07 A 

津波災害時の避難行動シミュレーションモデルの開発： 1=I 黒公郎，織田浩平• 生産研究， Vol.57, No. 4, PP. 160-
163, 2005. 07 A 

テキストマイニングを用いた災害状況イマジネーション支援システムの構築に関する研究：近藤伸也，大山宗則，目
黒公郎・生産研究， Vol.57, No. 4, pp. 164-168, 2005. 07 A 

Expen凱entc1!Study 011 !11-p/aJJe and Out-of-plane Be/Javio「 ofAlasonry lfc1/Jettes Retrofitted by PP-Bcwd 
Ales/Jes, : N. Sathiparan, P. Mayorca, N. Nesheli, R. Guragain, K. Meguro・ 生産研究，Vol.57,No.6,
pp. 26-29, 2005. 11 A 

Snaking Table Experi妍en!of Alason「yBuildings and Effectiveness of PP-Band Retrofitting Technique. : K. 
Meguro, P. Mayorca, R. Guragain, N. Sathiparan, N. Neshel i・ 生産研究，Vol.57, No. 6. pp. 30-33, 2005. 11 A 

保育園等の防災力向上に貢献する防災ワークショップ（目黒巻 WS) : 阿部真理子，目黒公郎• 生産研究， Vol.57, 
No. 6, pp. 34-38, 2005. II A 

Report on t/Je 2004 Su肌aけaEart/J(Juc1ke and lsuna叩 JJisaste「:Kimiro MEGURO・ICUS Report No. 8, Internal ional 
Center for Urban Safety Engineering, Institute of Industrial Science, The University of Tokyo, 
140p, 2005. 09 B 

東京直下大地裳生き残り地図：目黒公郎（監修）・旬報社， 123p,2005. 09 B 

既存不適格建物の耐震補強推進策に関する日米比較研究：吉村美保，目黒公郎・日本建築学会計画系論文集，第 595
号， pp229-236,2005 C 

自治体による保証に基づく既存住宅の耐震補強奨励制度に対する住民意識の分析：吉村美保，目黒公郎・地域安全

学会論文集， No.7, pp. 35-42, 2005 C 

住宅の耐震補強工事に対する居住者の意識構造に関する研究：吉村美保，目黒公郎，小檜山雅之• 土木学会地裳工

学論文集， CD-ROM,2005 C 

イントラネットを利用した統合型震災対応マネジメントシステムの開発：福岡淳也，石田栄介，磯山龍二，菜花健

ー，目黒公郎・土木学会地震工学論文集， CD-ROM,2005 C 

既往の体制で収集できる情報を用いた災害対応評価手法の検討：近藤伸也，目黒公郎• 土木学会地震工学論文集，

CD-ROM, 2005 C 
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P仰'JJJCTJONOF POLLUTANT JJJSPE凡SJONCAOSEJJ BY AOTOJIO「'JV,刀EXHAUST-A COJ!PARJSON BE置 'ENF!El!J JIEAS[IREJIENTS 
訓'fJlff#!J TOM叩 !JATA-: Takeaki Watanabe, Shinsuke Kato, Ryozo Ooka, Takeo Takahashi. Ryohei Kono・ 
4th International Symposium on New Technologies for Urban Safety of Mega Ci ties in Asia (USMCA 
2005) , !Opp., 2005. 10 D 

JJeve/opment of New Envj「onmentalJndfres fo「OrbanSustain,1bjjify: Ryozo Ooka, Yoshihumi Yasuoka, Junichi 
Susaki, Takahiro Endo, Yoichi Kawamoto, Hidenobu Nakai, Madoka Nakashima, Rei Takada, Masahiro 
Setoj ima, Manabu Funahashi, li.eiichi Okada・4th International Symposium on New Technologies for 
Urban Safety of Mega Cities in Asia (USMCA 2005), 2005. 10 D 

Ext「action of Parc1meters form Remote Sensing !Jatc1 fo「EnvfronmentalJndh-ies fo「 Urbc1nSustajnabj l j ty : 
Junichi Susaki, Ryozo Ooka, Yoshihumi Yasuoka, Takahiro Endo, Yoichi Kawamoto, Hidenobu Nakai, Madoka 
Nakashima, Rei Takada, Masahi ro Setoi ima, Manabu Funahashi, Kei ichi Okada・4th Internal ional Symposium 
on Nell'Technologies for Urban Safety of Mega Ci ties in Asia (USMCA 2005), 2005. 10 D 
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App/kation of a Coupled Sjmu/aUon Alet/Jod for Predjc/jng nre Spread jn a Alode!ed Orban Area : Taifeng 
Jiang, Hong Huang, Ryozo Ooka・4th International Symposium on New Technologies for Urban Safety 
of Mega Cities in Asia (USMCA 2005), 2005. 10 D 

煎'£!)/CT/ONOF ORBAN HEAT /SLAN/J IN TOKYO AIE翔OPOL/TANA胚'EAIN 20加： YOICHI KAWAMOTO, RYOZO OOKA・4th 
International Symposium on New Technologies for Urban Safety of Mega Cities in Asia (USMCA 
2005) , 9pp. , 2005. 10 D 

OPT/A/Al !)£SfじiVOF SAIOKE CON翔01SYSTEAI IN即OAIFf胚'OS/NGCF/JAN!) GENETIC ALGO, 幻/THAIS: HONG HUANG, RYOZO 
OOKA, SHINSUKE KATO, HONG CHEN・4th International Symposium on New Technologies for Urban Safety 
of Mega Cities in Asia (USMCA 2005), !Opp., 2005. 10 D 

熱•水分同時移動モデルに関する既往研究のレビュー：祭耀賢，大岡龍三，加藤信介・日本建築学会関東支部研究
報告集， 4017,5p., 2005.03 E 

建材内の熱湿気移動解析のための水蒸気吸着等温線の測定：弘瀬将光，村上周三，大岡龍三，加藤信介，安宅勇――’
祭耀賢，横田知博•日本建築学会関東支部研究報告集， 4018, 5p., 2005.03 E 

実測と数値解析による屋上面の日射対策が建物へ及ぽす影響の季節別の検討：岩村裕也，村上周三，大岡龍三，大
森敏明，佐藤大樹・日本建築学会関東支部研究報告集， 4019,4p., 2005. 03 E 

市街地における火災延焼予測システムの開発に関する研究（その 1) 熱分解モデルの組み込み：蒋太鋒，黄弘，大
岡龍三，加藤信介・日本建築学会関東支部研究報告集， 4030,4p. , 2005. 03 E 

数値気候モデルによる屋上・地上緑化の都市熱環境の緩和効果の比較：原田雄介，村上周三，大岡龍三，川本陽一，
佐藤大樹・日本建築学会関東支部研究報告集， 4034,4p. , 2005. 03 E 

風洞実験と数値解析による屋外環境における人体表面の平均対流熱伝達率の同定：小野剛司，村上周三，大岡
高橋岳生，大森敏明，早乙女強，岩村裕也・日本建築学会関東支部研究報告集， 4035,4p. , 2005. 03 E 

大気安定度の異なる接近流中における熱フラックス計測：渡辺壮亮，高橋岳生，大岡龍三，加藤信介• 日本風
会年次研究発表会， pp.111-112, 2005. 05 E 

自動車排気ガスの汚染濃度予測 実験と風洞実験との比較：高橋岳生，加藤信介，大岡龍三，河野良坪，渡辺壮亮・
日本風工学会年次研究発表会， PP. 153-154, 2005. 05 E 

非定常・不均一温熱環境場における人体熱モデルに関する研究（第 8報） 対流・放射 ・SMITHモデルの連成解析によ
る不均ー放射場における人体の表面皮膚温の予測：朱晟偉，加藤信介，大岡龍三，佐古井智紀，大森敏明・

空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.193-196, 2005. 08 E 

ベトナム・ハノイ「おけるポーラス型住棟の温熱環境の実測：堀静香，村上周二 加藤信介，大岡龍三， 宋斗ー空
気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， PP.465-468, 2005. 08 E 

場所打ち杭を用いた地中熱利用空調システムの普及・実用化に関する研究（その 11) : 関根賢太郎，横井睦己，大岡
ニ 柴芳郎，黄錫縞・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.6 I 7-620, 2005. 08 E 

場所打ち杭を用いた地中熱利用空調システムの普及・実用化に関する研究（その 12): 柴芳郎，大岡龍三，関根賢太

郎・空気調和・衛生工学会学術講派会講演論文集， PP.621-624, 2005. 08 E 

場所打ち杭を用いた地中熱利用空調システムの普及・実用化に関する研究（その 13) 数値シミュレーションモデル
の構築：黄錫鏑，大岡龍三，関根賢太郎・空気調和・ 衛生工学会学術講演会講演論文集， pp. 625-628, 
2005. 08 E 

場所打ち杭を用いた地中熱利用空調システムの普及• 実用化に関する研究（その 14) 採熱量予測モデルの検証と土

壌物性値変化に対する感度解析：南有鎮，大岡龍三，黄錫縞，関根賢太郎，嶋脇輿助・空気調和・衛生工
学会学術講演会講演論文集， pp.629-632, 2005. 08 E 

3次元人体熱モデルの開発と不均ー熱条件下での快適性予測：佐古井智紀，都築和代，加藤信介，大岡龍三，宋斗

三，朱晟偉• 空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， PP.893・・896, 2005. 08 E 

屋外環境における人体温熱生理に関する研究 温熱環境指数 SET*の暑熱環境での適応性：吉澤茂之，大岡龍三，沢
綺恨祐・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集 pp.9:13-936, 2005. 08 E 

片側開口建物の横風時における換気性状に関する風洞実験：河野良坪，加藤信介，大岡龍三，高橋岳生・空気調和・

衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.1069-1072, 2005. 08 E 

非結露型次世代空調システムに関する研究（その 4) co2ヒートポンプを併用したデシカント空調システムの提案及
び実用性の検討：小金井真，生田紀夫，加藤信介，大岡龍三，禁耀賢，川本光一，西田耕作・空気調和・衛

生工学会学術講演会講演論文集， pp.1233-1236, 2005. 08 E 

非結露型次世代空調システムに関する研究（その 5) 夏期における実測及びco2ヒートポンプ導入想定によるシステ

ムの性能検討：川本光一，加藤信介，大岡龍三，祭耀賢，西田耕作，小金井真，生田紀夫・空気調和・衛

生工学会学術講演会講演論文集， pp.1237-1240, 2005. 08 E 
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非結露型次世代空調システムに関する研究（その 6) CFOを用いた対流と建材内熱・水蒸気同時移動の連成解析によ
る解析モデルの提案：察耀賢，大岡龍三，加藤信介，小金井真，生田紀夫，川本光一，西田耕作・空気調

和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.1241-1244, 2005. 08 E 

建材と室内の熱・湿気 ・CFO連成解析に基づく室内カビ汚染の数値予測：弘瀬将光，村上周三，大岡龍三，加藤信
介，大森敏明・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.1621-1624, 2005. 08 E 

都市キャノピーモデルを組み込んだメソスケール気候モデルの開発（その 5)影面積と MRTの算出方法の改良：大岡
龍三，川本陽一・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.2149-2152, 2005. 08 E 

都市キャノピーモデルを組み込んだメソスケール解析による都市の熱収支構造の分析（その 2) 東京 23区内の業務
地区と住宅地区の比較：佐藤大樹，村上周三，大岡龍三，吉田伸治・空気調和・衛生工学会学術講演会講

演論文集， PP.2153-2156, 2005. 08 E 

都市キャノピーモデルを組み込んだメソスケール気候モデルによるヒートアイランド緩和方策の検討（その 2) 東京

23区内における地域別の日射対策効果の検討：原田雄介，村上周三，佐藤大樹，大岡龍三，川本阻ー・空

気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.2157-2160, 2005. 08 E 

数値気候モデルによる東京都区部のヒートアイランドの進展に関する研究（その 2) 都市形態がヒートアイランド進
展に及ぽす影響の検討：川本陽一，大岡龍三・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.2161-2164. 
2005. 08 E 

屋外暑熱環境の温熱性評価に関する研究 被験者実験および 2NM, PHS mode Iとの比較：沢崎恨祐，大岡龍三，都
築和代，佐古井智紀・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.2185-2188, 2005. 08 E 

建物壁面からの顕熱放散や建物の人工排熱の屋外温熱環境に関する影響度の研究（その 1) 屋外温熱環境への影響

度の概要と均―市街地への適用：陳宏，大岡龍三，黄弘，中嶋まどか• 空気調和・衛生工学会学術講演会

講演論文集， pp.2197-2200, 2005. 08 E 

建物壁面からの顕熱放散や建物の人工排熱の屋外温熱環境に関する影響度の研究（その 2) 人工排熱の排熱位置並

びに市街地形態の不均一さによる影響に関する検討：中嶋まどか，陳宏，大岡龍三，黄弘・ 空氣調和・衛

生工学会学術講演会講演論文集， PP.2201-2204, 2005. 08 E 

屋外空間における人体表面の対流熱伝達率 acの予測式の提案と街区における acの分布の予測：小野剛司，村K周
三，大岡龍三，吉田伸治，早乙女強・空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， pp.2221-2224, 2005. 08 E 

市街地における火災延焼予測システムの開発に関する研究（その2) モデル街区における火災延焼シミュレーション：
蒋太鋒，黄弘，大岡龍三，加藤信介・日本建築学会大会学術講演梗概集， A-2,pp.341-342, 2005.09 E 

高密度業務集積地域における分散型エネルギーシステム導入に関する研究 その1 各種計算条件・評価指標の設定：

吉田聡，木暮大介，佐土原聡，市川徹，山城耕司，陳宏，黄弘，大岡龍三・日本建築学会大会学術講演梗概

集， D-1,pp . 511-512, 200 5 . 09 E 

高密度業務集積地域における分散型エネルギーシステム導入に関する研究 その 2 エネルギー評価と分析：木暮大
介，吉田聡，佐土原聡，市川徹，山城耕司，陳宏，黄弘，大岡龍三・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-
I, PP. 513-514, 2005. 09 E 

高密度業務集積地域における分散型エネルギーシステムの導入に関する研究（その 3) 屋外温熱環境解析：小島弘，

木暮大介，陳宏，吉田聡，黄弘，佐土原聡，大岡龍三，市川徹• 日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,, 
2005. 09 E 

複合密集市街地更新における分散型エネルギーシステムの導入に関する研究（その 1) 三軒茶屋地区市街地更新にお

ける将来ビジョンの概要：三井所清史，岩村和夫，吉澤伸記，吉田聡，大岡龍三，坂倉淳，黄弘，生田目
早苗，陳宏，田中俊一・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,pp. 517-518, 2005. 09 E 

複合密集市街地更新における分散型エネルギーシステムの導入に関する研究（その 2) 市街地更新計画に合わせた分
散型エネルギーシステム導入におけるエネルギー・環境への効果検討：坂倉淳，岩村和夫，生田目早苗，吉
田聡，田中俊一，大岡龍三，三井所清史，黄弘，吉澤伸記，陳宏・ 日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,
pp. 519-520, 2005. 09 E 

複合密集市街地更新における分散型エネルギーシステムの導入に関する研究（その 3) 分散型エネルギーシステム導
入に伴う市街地の屋外温熱環境に対する影響分析：陳宏，吉田聡，大岡龍三，生田目早苗，吉澤伸記，坂
倉淳，岩村和夫，田中俊一，三井所清史，黄弘•日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,pp. 521-522,2005. 09 E 

屋外空間における人体表面の平均対流熱伝達率の予測式の開発（その 1) 風洞実験と CFO解析に基づく人体表面の対

流熱伝達率の同定：長沼疫幸，小野剛司，村上周三，大岡龍三，高橋岳生，大森敏明，早乙女強• 日本建
築学会大会学術講演梗概集， D-1,pp. 651-652, 2005. 09 E 

屋外空間における人体表面の平均対流熱伝達率の予測式の開発（その 2) CFO解析に基づく人体表面の平均対流熱伝

達率の予測式の提案：小野剛司，村上周三，大岡龍三，早乙女強• 日本建築学会大会学術講演梗概集， D-
I, pp. 653-654, 2005. 09 E 
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屋外暑熱環境の温熱性評価に関する研究 その 1 被験者実験の概要と結果：吉澤茂之，大岡龍三，沢崎倣祐，都築

和代，佐古井智紀・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,PP. 655-656, 2005. 09 E 

屋外暑熱環境の温熱性評価に関する研究 その 2 実験結果と 2NMおよび PHSmode Iとの比較：沢崎倣祐，大岡龍
三，都築和代，佐古井智紀・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,PP. 657-658, 2005 . 09 E 

数値気候モデルによる屋上・地上緑化の都市熱環境の緩和効果の比較：原田雄介，村上周三，大岡龍三，川本陽一，

佐藤大樹・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1.PP. 675-676, 2005. 09 E 

街路樹による市街地の暑熱環境緩和効果に関する研究 その 4 樹木の成長，樹種の違いが樹冠の葉面積密度，光学
的深さに及ぽす影響：中井敦，吉田伸治，大岡龍三・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,PP. 685-686, 
2005. 09 E 

大気安定度の異なる境界層流中の熱フラックス計測に関する予備実験：渡辺壮亮，高橋岳生，大岡龍三，加藤信介・
日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1.pp.745-746, 2005.09 E 

都市キャノピーモデルを組み込んだメソスケール気候モデルの開発（その 4) 天空率算出法の改良とメッシュ解像度
の再検討：川本陽一，大岡龍三・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1.PP. 753-754, 2005. 09 E 

数値気候モデルを活用した都市キャノピー層内の温熱感指標SET*の算出：佐藤大樹，村上周三，大岡龍三，川本陽
ー・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,pp.771-772, 2005.09 E 

ヒートアイランド現象が大気質に及ぽす影響に関する研究（その 1) 光化学ボックスモデルによる空調排熱が光化学
スモッグに及ぽす影響の検討：黄弘，大岡龍三，加藤信介，川本陽一・日本建築学会大会学術講演梗概集，
D-1, PP. 789-790, 2005. 09 E 

建築物の総合環境性能評価手法 (CASBEE) に関する研究（その 46) ヒートアイランド緩和対策の総合評価システム

CASBEE-Hの開発 (4) 評価シートを用いた評価システムの概要：松縄堅，村上周三，丹羽英治，持田灯，足
永靖信，大岡龍三，谷本潤，柳原隆司，森川泰成・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,pp. 1041-1042, 
2005. 09 E 

建築物の総合環境性能評価手法 CASBEEに関する研究（その 47) ヒートアイランド緩和対策の総合評価システム

CASBEE-Hの開発 (5) 評価項目の重み付けのための感度解析：足永靖信，村上周三，大岡龍三，大黒雅之，

持田灯，谷本潤，松縄堅，河野孝昭• 日本建築学会大会学術講演梗概集， D-1,pp. 1043-1044, 2005. 09 E 

実測と数値解析による屋上面の日射対策が屋上面温度と貫流熱量へ及ぽす影響の評価：岩村裕也，村上周三，佐藤
大樹，大岡龍三，大森敏明・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-2,pp. 131-132, 2005. 09 E 

建材内の熱・湿気輸送解析のための水蒸気吸着等温線の測定：渡辺利沙，弘瀬将光，村上周三，大岡龍三，加藤信
介，横田知博・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-2,PP. 375-376, 2005. 09 E 

不均ー熱環境評価のための 3次元人体モデルの開発：佐古井智紀，都築和代，加藤信介，大岡龍三，宋斗三，朱晟

偉•日本建築学会大会学術講演梗概集， D-2, PP. 491-492, 2005. 09 E 

場所打ち杭を用いた地中熱利用空調システムの普及•実用化に関する研究（その 6) 冷・暖房実験による性能評価：
大岡龍三，関根賢太郎，黄錫鏑，南有鎖・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-2,PP. 661-662, 2005. 09 E 

場所打ち杭を用いた地中熱利用空調システムの普及・実用化に関する研究（その 7) 中規模ピルによる省エネルギー
効果とコスト検討：関根賢太郎，大岡龍三，横井睦己，黄錫鏑• 日本建築学会大会学術講演梗概集， D-2,
PP. 663-664, 2005. 09 E 
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基礎杭を利用した地中熱空調システムの普及•実用化に関する研究（その 10) 地中熱移動シミュレーションの精度
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市街地における汚染質拡散の予測に関する研究（その 4) 自動車排気ガスの汚染濃度予測一実測と風洞実験の比較：
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建材と室内の熱・湿気連成解析に基づく室内カピ汚染に関する研究：弘瀬将光，村上周三，大岡龍三，加藤信介，大

森敏明，横田知博・日本建築学会大会学術講演梗概集， D-2,pp. 975-976, 2005. 09 E 

非結露型次世代空調システムに関する研究（その 1) デシカント空調機と CO2ヒートポンプを併用したシステムの提
案：小金井真，加藤信介，大岡龍三，祭耀賢，西田耕作，川本光一，生田紀夫・日本建築学会大会学術講

演梗概集， D-2,pp. 1015-1016, 2005. 09 E 

非結露型次世代空調システムに関する研究（その 2) 真夏の外気条件におけるシステムの適用可能性の検討：祭耀

賢加藤信介，大岡龍三，小金井真，生田紀夫，川本光一，西田耕作・日本建築学会大会学術講演梗概集，
D-2, pp. 1017-1018, 2005. 09 E 

非結露型次世代空調システムに関する研究（その 3) 非結露型空調システムの適用可能性の検討（ホテル空調での

ケーススタディ）：川本光一，加藤信介，大岡龍三，小金井真，生田紀夫，祭耀賢，西田耕作・日本建築学
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換気・ 通風に関する Detached-EddySimulationの適応可能性に関する検討：挟間貴雅，加藤信介，大岡龍三，河野

良坪• 日本流体力学会年会 2005講演会， pp.1-6, 2005. 09 E 

モデル街区における火災延焼シミュレーション：蒋太鋒，黄弘，大岡龍三，加藤信介・日本流体力学会年会 2005講

演会， 2005.09 E 

実験と数値解析による咳の吐出空気の拡散の可視化：大岡龍三，陳宏，黄弘，中嶋まどか・可視化情報学会全国講

演会講演論文集， AIOI,4pp., 2005. 10 E 

屋外温熱環境評価のための人体表面平均対流熱伝達率の予測式の開発：小野剛司，村上周三，大岡龍三，高橋岳生，

大森敏明，早乙女強•第 19 回数値流体シンポジウム， CH, 2005. 12 E 

CFD を用いた対流と建材内熱• 水蒸気同時移動の連成解析による室内熱・湿気解析モデルの検討：祭耀賢，大岡龍
ニ~. 加藤信介，小金井真，生田紀夫，川本光一，西田耕作•第 19 阿数値流体シンポジウム， Cl-2, 2005. 12 E 
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Shi nsuke Ka lo, Ryohe i Kono, Takamasa Hasarna, Ryozo Ooka, Takeo Takahashi・ 第 2回自然換気に関する

国際ワークショッフ， 2005.12 E 

沖研究室 OkiLab. 
0. 1 度日本域河道網を用いた流量予報システムの開発：岡澤毅，花崎直太，沖大幹，鼎信次郎，芳村圭• 生産

研究， 57,880-384, 2005. 04 A 

第4章水の管理と防災：沖大幹・『国土の未来』アジアの時代における国土整備プラン，国土の未来研究会森地茂

編著， 日本経済新聞社， 205-278, ISBN 4-532-35109-X , 2005. 03 B 

地球をめぐる水と水をめぐる人々，豊かな水環境を未来ヘー第一線の研究者による最新の報告ー：沖大幹• 森林の
公益的機能新解説シリーズ， 4, 日本治山治水協会発行， 3-13,2005. 06 B 

Effects of urbc1njzat jon on wc1te「resou「cedevelopment c1nd j/s p「ob/emsjn S/Jj}jc1z/Juang, C/Jjna : Y. Shen, 
C. Tang, J . Xiao, T. Oki, S. Kanae・IAHS Pub I . 293, 280-288, 2005. 06 B 

SjmulaU011 of potenUc1l jmpacts of land use/cover changes on surface water fluxes jn the C/Jc10pl1raya rher 
basjn : KIM, Wonsik, Shinjiro Kanae, Yasushi Agata, Taikan Oki・J. Geoplws. Res., 110. D08110, 
doi:10. 1029/2004JD004825. , 2005 C 

Classj ffrc1Uon of ve「Ucc1lwjnd speed profj les observed above a slopjng fo「estc1t njg/Jtt ime ush;g the bulk 
Rfr/Jardson number: Km!ATSU, llikaru, Norifurni HOTTA, Koichiro KURAJI, Masakazu SUZUKI, Taikan OKI・ 
Boundary-Layer Meteorology, 115, 205-221. , 2005 C 

相似性を示す統計指標の数学的構造：山田朋人，鼎信次郎，沖大幹• 水工学論文集， 49, 1-6, 2005. 03 C 

施肥量の増加に伴う全球河川の硝酸輸送量変化：須賀可人，平林由希子，鼎信次郎，沖大幹• 水工学論文集，

49, xxx-xxx, 2005. 03 C 

灌漑取水の影響を考慮した全球河川流量シミュレーション：花崎直太，鼎信次郎，沖大幹• 水工学論文集， 49,
403-408, 2005. 03 C 
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20 世紀の世界陸域水文量の長期変動：平林由希子，鼎信次郎，沖大幹•水工学論文集， 49, xxx-xxx, 2005. 03 C 

A JOO-year (!90/-2000) Global Re! 「ospectiveEsti妍ationof Terrestrial lfater Cycle: Y. Hirabayashi, S. 
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Global「11nofI dataset produced by CSh仰2: N. Hanasaki, S. Kanae, T. Oki. ・Proceedings of 85th AMS 
Annual Meeting, San Diego, 2005. 01 D 
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Bucket 型の陸面過程モデルをベースにした全球統合水資源モデルの開発：花崎直太，鼎信次郎，沖大幹• 水工学論

文集第 50巻， pp89,2005 E 

降水変動に与える陸面影響度の季節性：山田朋人，鼎信次郎，沖大幹• 水工学論文集第 50巻， pp91,2005 E 

CCSR/N I ES 5 . 4 g 水同位体大循環モデル：改善のための感度実験：石崎安洋，芳村圭，鼎信次郎，沖大幹•水工学論
文集第 50巻， pp93,2005 E 

A /Jist ributed Biosphere Hydrological il!odel (/JBJlilf) for large !river Basin : Qiuhong TANG, Taikan OKI and 
Shi ni i ro KANAE・ 水工学論文集第 50巻 pp7,2005 E 

降水安定同位体を用いた JRA-25大気水循環場の評価：芳村圭，沖大幹，鼎信次郎・ 2005年春季大会講演予稿集，
日本気象学会， 87,p54, 2005. 05 E 

タイ熱帯モンスーン気候帯における MATSI ROの 1次元オフライン検証実験：宮崎真，金元植，趙在一，小池雅
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超高解像度温暖化実験による極値河川流量の長期変動：平林由希子，鼎信次郎，沖大幹，江守正多，竹内邦良・
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全球土壌水分プロジェクトを利用した全球日単位の流出グリッドデータの構築：花崎直太，沖大幹，鼎信次郎・
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「バーチャルウォーター，牛丼一杯水ニトン」：沖大幹・歴史地理教育， 685,8-17, 2005. 06 G 

水災害軽減のための情報伝達と地球温暖化：沖大幹 ・Estrela,財団法人統計情報研究開発センター， 136, 17-23, 
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加藤（佳）研究室 Y. Kato Lab. 
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各種非破壊試験方法の PCグラウト充填検査への適用性の検証：内田昌勝，加藤佳孝，恒国光義，魚本健人・コン

クリート工学年次論文集Vol.27, No. I, pp. 1795-1800, 2005. 06 E 

非破壊検査手法を用いた既設 PC桁の調査：勝木太，堤洋一，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート工学年次論文集

Vol. 27, No. 1, pp. 1813-1818, 2005. 06 E 

非破壊検査手法による既設 RC 桁•床版の劣化調査：加藤潔，堤洋一，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート工学年
次論文集 Vol.27, No. I, pp. 1819-1824, 2005. 06 E 
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既設 RC道路橋のモニタリングによる健全度評価：恒国光義，堤洋一，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート工学年
次論文集 Vol.27, No. I, pp. 1879-1884, 2005. 06 E 

劣化診断支援システムを使用した多摩川橋梁調査報告：横澤祐希，佐藤貴則，加藤佳孝，魚本健人・コンクリート
工学年次論文集Vol.27, No. I, pp. 1609-1614, 2005. 06 E 

コンクリート構造物のリスクマネジメント研究委員会活動（委員会報告）：山本泰彦，十河茂幸，牛島栄，加藤佳孝，
野口貴文，庄司学・コンクリート工学年次論文報告集 Vol.27, No. I, pp. 9-18, 2005. 06 E 

局所的風況・降雨量予測を基にしたコンクリート構造物への水分浸透に関する研究 ：竹下直樹，加藤佳孝・「自然
環境とコンクリート性能評価」に関するシンポジウム， PP.209-214,, 2005. 06 E 

ひび割れの進展に基づく RC部材の健全度評価に関する検討：恒国光義，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60回年
次学術講演会講演概要集，, , 2005. 09 E 

劣化診断支援システムの整合性及び多摩川橋梁調査報告：横澤祐希，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60回年次学

術講演会講演概要集，, , 2005. 09 E 

補修工法の違いが鉄筋腐食に及ぽす影響に関する考察：加藤佳孝，伊藤正憲，魚本健人・土木学会第 60回年次学術
講演会講演概要集，, , 2005 . 09 E 

乾燥環境下における断面修復材の基本物性評価に関する研究：伊藤正憲，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60回年

次学術講演会講演概要集，, , 2005 . 09 E 

EPMAによる補修を施した試験体の塩分移動の評価：星野富夫，宇野祐一，早川健司，加藤佳孝，魚本健人・土

木学会第 60回年次学術講演会講演概要集，, , 2005 . 09 E 

塩害を受けた PC橋梁の効率的劣化診断に関する考察：佐藤貴則，恒国光義，加藤佳孝，魚本健人・土木学会第 60
回年次学術講演会講演概要集，, , 2005. 09 E 

赤外線法を用いた既設構造物の物質移動特性評価に関する研究：小根澤淳志，加藤佳孝，矢島哲司，魚本健人・土

木学会第 60回年次学術講演会講演概要集，, , 2005. 09 E 

コンクリート構造物の施工に係わる不具合発生要因の分析：藤野学，加藤佳孝• 土木学会第 60回年次学術講演会講
演概要集，, , 2005 . 09 E 

局所的風況・降雨量予測を基にしたコンクリート構造物への水分付着に関する研究：竹下直樹，加藤佳孝• 土木学
会第 60回年次学術講演会講演概要集，,, 2005. 09 E 

コンクリート橋梁の劣化診断調査報告書 多摩川および相模川橋梁のフィールド調査結果：横澤祐希，佐藤貴則，加

藤佳孝，魚本健人・ ICUSREPORTNo. 7,,. 2005. 03 F 

コンクリート道路橋の健全度モニタリング・システムの開発：恒國光義， PhanH. D. Quoc, 岡崎慎一郎，西村次男，

加藤佳孝，魚本健人・ ICUSREPORTNo. 9,,, 2005. 05 F 

須崎研究室 Susaki Lab. 
応 io11of /JEii and Satellite !mag肛 yfor su「facearea calculation: /Jevelopment of a11 algorit/Jm and a fool 

fo「傭'ASSCJS : Santosh Tripathi, Junichi Susaki and Xiayong Chen・Proceedings of the 26th Asian 
Conference on Remote Sensing (ACRS), 2005 D 

P「elimi11c1「yv,J/ M,1/ ion「esu/lsof A/0/JIS albedo products compared wit/J tempo「c?lgro11nd-01eas11「edal bedos of 
paddy fields : Junichi Susaki, Koj i Kai iwara, Yoshiaki Honda and Yoshifuini Yasuoka・Proceedings 
of International Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS2005), 2005. 07 D 

Con1pc1「isonof estimc1/ors of BRIJF model Pc? 「ametersusing limited number of observations : Junichi Susaki, 
Koj i Ka.i iwara, Yoshiaki Honda and Yoshifumi Yasuoka・Remote Sensing and Spatial Information 
Sciences, vol. XXXVI, 7/W20, pp. 123-125, 2005. 10 D 

Er! 「c1cf ion of pc1屈即te「sf「(]肌屈molese11sing data fo「 environmentalindices fo「 11rbcwsustainability: 
Junichi Susaki, Ryozo Ooka, Yoshihumi Yasuoka, Takahi ro Endo, Yo-ichi Kawamoto, Hidenobu Nakai, 
Madoka Nakashima, Rei Takada, Masahi「oSetoi ima, Manabu Funahashi and Kei ichi Okada・Proceedings 
of the 4th International Symposium on New Technologies for urban safety of mega cities in Asia, 
2005. 10 D 

/Jpve/opmenl of IJPIV Pnvironmental indices fo「urbansustc1inabi Ii ty: Ryozo Ooka, Yoshihumi Yasuoka, Junichi 
Susaki, Takahiro Endo, Yoichi Kawamoto, Hidenobu Nakai, Madoka Nakashima, Rei Takada, Masahiro 
Setoj ima, Manabu Funahashi and Keiichi Okada・Proceedings of the 4th International Symposium on 
New Technologies for urban safety of mega cities in Asia, 2005. 10 D 
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!robust estimation of B!r!JF and albedo using temporal JIO!JJS data lo「droughtmonitoring: Junichi Susaki and 
Yoshi fumi Yasuoka・Proceedings of International Workshop on Disaster Moni taring & Assessment 
through Images, 2005. 11 D 

!robustness in !/Je es ti mat ion of B!r!JF model parameters using l imi led number of obse「vations: Junichi 
Susaki, Koj i Kai iwara, Yoshiaki Honda and Yoshifumi Yasuoka・Proceedings of the 26th Asian 
Conference on Remote Sensing (ACRS), 2005. II D 

Extraction of pa「amete仄, from remote sensing data for environmental indices for urban sustainability : 
Junichi Susaki, Supannika Pot hi thep, Ryozo Ooka, Yoshihumi Yasuoka, Takahi ro Endo, Yo-ichi 
Kawamoto, Hidenobu Nakai, Madoka Nakashima, Rei Takada, Masahiro Setoi irna, Manabu Funahashi and 
Keiichi Okada・Proceedings of the 26th Asian Conference on Remote Sensing (ACRS), 2005. II D 

!Jevelopment of compositing algorU/Jm using spectrum information for JIO!JJS data : JongGeol Park, Ichio 
Asanurna, Yoshizumi Yasuda and Junichi Susaki・Proceedings of the 26th Asian Conference on Remote 
Sensing (ACRS), 2005. II D 
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計算科学技術連携センター

佐藤（文）研究室 F. Sato Lab. 
「戦略的基盤ソフトウエアの開発」タンパク質全電子計算ソフトウエア ProteinDF とは何モノか：佐藤文俊• 化学経

済， vol.52, No. 5, pp. 124-129, 2005 B 

密度汎関数法によるタンパク質の全電子計算：佐藤文俊• 月刊「化学工業」， Vol.56, No. 5, pp. 347-352, 2005 B 

All-Electron J)ensity Functional Calculation on Insulin witb Quasi-Canonical Localized 0ゆitals: Toru 
Inaba, Saisei Tahara, Nobutaka Nisikawa, Hiroshi Kashiwagi, Furnitoshi Sato・Journal of Computational 
Chern is try, Vol. 26, No. 10, pp. 987-993, 2005 B 

ProteinDFによるタンパク質量子化学計算事例集：西村民男，稲葉亨，小池聡，平野敏行，田原才静，吉廣保，西村

康幸，西野典子，佐藤文俊，柏木浩・アドバンスソフト編， 2005.09 B 

An All-Electron Calculation on Insulin Hexamer by tbe J)ensity Functional Prag邸 01Proteinl)F : Toru Inabaa, 
Hiroshi Kashiwagi, Furni toshi Sato・proc. of WATOC05, ES-P30, 2005 D 

All-electron density functional calculation of insulin: Toru Inaba, Furnitoshi Sato・ 第 1回北海道大学創成

科学共同研究機構国際シンポジウム：計算科学と神経科学／第三回北大シミュレーションサロンワーク

ショップ， 2005.06 D 

J)issoci ation energy estimation of insulins using al I-electron density functional calculations : Toru Inaba, 
Fumi toshi Sato・230th American Chemical Society National Meeting, 2005. 08 D 

Revol11t ionc?FY Simulation Software 2/ : Fumi toshi Sato・proc. of SC2005, 2005. 11 D 

タンパク質の丸ごと量子化学計算：現状と将来：佐藤文俊• 理研シンポジウム構造生物学 X,2005. 0 l E 

タンパク質の丸ごと精密量子計算が切り拓く新世界：佐藤文俊• 日本 SGIソリューション・キュービック・フォー
ラム 2005,2005. 03 E 

新しい創薬設計基盤：タンパク質丸ごと量子化学計算の現状と将来：佐藤文俊• 第 14回ライフサイエンス天城セミ

ナー， 2005.03 E 

タンパク質全電子計算の意義・現状・将来：佐藤文俊• 第 4回理研 IIPC研究会， 2005.03 E 

タンパク質全電子計算による新しいバイオ研究：佐藤文俊・研究集会「生命量子科学」， 2005.06 E 

次世代量子化学計算システム：佐藤文俊・文部科学省 ITフログラム 「戦略的枯盤ソフトウエアの開発」成果報告

会， 2005.07 E 

Protei nDFを中核としたタンパク質量子化学計算システムの開発：小池聡，佐藤文俊，井原直樹，恒川直樹，西野典

子，西村康乎，平野敏行，吉廣保，稲葉亨，佐藤昌宏，西村民男，小池秀耀，柏木浩• 第 28回情報化学討

論会， 2005.09 E 

タンパク質全電子計算に適した立体構造の研究：恒川直樹，稲葉亨，平野敏行，吉廣保，柏木浩，佐藤文俊• 分

子構造総合討論会 2006,2005. 09 E 

タンパク質のための波動関数データベースの開発：平野敏行，佐藤文俊•分子構造総合討論会 2006, 2005. 09 E 

革新的な生体分子シミュレーションによる高精度医薬品開発基盤の実現に向けて：佐藤文俊，中野達也・「次世代

スーハーコンヒュータとシミュレーションの革新」計筒科学技術シンポジウム， 2005.09 E 

密度汎関数法によるタンパク質全電子計算システム ProteinDFの展開：佐藤文俊，井原直樹，恒川直樹，西野典子，

西村康幸，平野敏行，吉悩保，稲葉亨，小池聡，佐藤昌宏，下堂靖代，西村民男，小池秀耀，柏木浩• 分子

構造総合討論会 200s,:mo5, zoos. 09 E 

「生命現象シミュレーション」グループ概要：佐藤文俊・文部科学省次世代 IT基盤構築のための研究開発「戦略的

革新シミュレーションソフトウェアの研究開発」ワークショッフ（第 l回）， 2005.10 E 

「創薬・バイオ新基盤技術開発へ向けたタンパク質反応全電子シミュレーション」グループ構想：佐藤文俊・文部科

学省次世代 IT基盤構築のための研究開発「戦略的革新シミュレーションソフトウェアの研究開発」ワーク

ショッフ（第 1回）， 2005.10 E 

タンパク質の量子化学計算ソフトウエア ProteinDF用統合環境の開発 ：西村康幸，吉廣保，西野典子，佐藤文俊・

第 28回情報化学討論会， 2005. 11 E 

タンパク質の立体構造に基づく擬カノニカル局在化軌道 (QCLO)法の開発：西野典子，平野敏行，西村民男，小池聡，

佐藤文俊• 第 28回情報化学討論会， 2005. 11 E 
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蛋白質の全電子計算に基づいた部分シミュレーション法の開発：井原直樹，佐藤文俊• 第 28回情報化学討論会，

2005 . 11 E 

寺坂研究室 TerasakaLab. 

Unea「 dependenceproblems of pa「Utionof unUy-based genera/jzed FEJ!s : Tian, R., Yagawa, G. and 
Terasaka, H. ・Computer Methods in Applied Mechanics and Engineeringin Press, 2005 C 

並列コンピュータを駆使した次世代構造解析：寺坂晴夫，奥田洋司・化学工業， 56,5, pp. 51-59, 化学工業社，

2005. 05 G 
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ナノエレクトロニクス連携研究センター

塚本研究室 TsukamotoLab. 

Conductance of sjngle //Jjolated poly(CC)-poly(CC) !)NA molecules : M. S. Xu, S. Tsukamoto, S. Ishida, M. Kitamura, 
Y. Arakawa, R. G. Endres, M. Shimoda・Applied Physics Letters, vol. 87, 05, pp. 083902, 2005 C 

Con for肌aUonand local Envfron肌en!J)ependent Conductance of !)NA Jfo/ecules : M. S. Xu, R. G. Endres, S. Tsukamoto, 
S. Ishida, M. Kitamura, Y. Arakawa・Small. vol. 1, Issuel2. 05. pp. 1168-1172, 2005 C 

Hjg/Jly unjforn self-ass喧 bledfnAs/CaAs quant暉 dots頭 UUngat /300暉 bymet a Jorgan jc c/Je町calvapo「
deposjUon: T. Yang,J. Tatebayashi,S. Tsukamoto,Y. Arakawa・Physica E. vol. 26, 05, pp. 77-80,2005 C 

Alo町sUc/nsjg/Jts for fnAs (Jucw!um J)o/ FormaUon on CaAs (00!) usjng STJI wjt/Jjn a JIBE Crowt/J C/J暉 ber:
S. Tsukamoto,T. Honma,G. R. Bell.A. Ishii,Y. Arakawa・Small. 200500339, online, l9Dec05,2005. 12 C 

サル年トリ年：石田寛人・日本経済新聞， 2005.0I G 

チョコの相撲：石田寛人・日本経済新聞， 2005.01 G 

源義経：石田寛人・日本経済新聞， 2005.01 G 

冬の雷：石田寛人・日本経済新聞， 2005.02 G 

鯛焼：石田党人・日本経済新聞， 2005.02 G 

勧進帳：石田寛人・日本経済新聞， 2005.02 G 

定年坂：石田寛人・日本経済新聞， 2005.02 G 

琴責：石田寛人・日本経済新聞， 2005.03 G 

香箱蟹：石田党人・日本経済新聞， 2005.03 G 

月光仮面：石田寛人・日本経済新聞， 2005.03 G 

和敬塾：石田党人・日本経済新聞， 2005.04 G 

敵役：石田党人・日本経済新聞， 2005.04 G 

科学映画：石田寛人・日本経済新聞， 2005.04 G 

飛梅町：石田刻人・日本経済新聞， 2005.04 G 

女流能：石田寛人・日本経済新聞， 2005.05 G 

猫：石田寛人・日本経済新聞， 2005.05 G 

草カンムリ：石田寛人・日本経済新聞， 2005.05 G 

ユーレカ：石田寛人・日本経済新聞， 2005.05 G 

影と形：石田寛人・日本経済新聞， 2005.05 G 

夕立もどき：石田党人・日本経済新聞， 2005.06 G 

音の遅さ：石田党人・日本経済新聞， 2005.06 G 

連句：石田党人・日本経済新聞， 2005. 06 G 

仏御前：石田党人・日本経済新聞， 2005.06 G 

石田研究室 Ishida Lab. 

臼杵研究室 Usuki Lab. 

量子情報通信を実現する単一光子発生器：臼杵達哉・雑誌 FUJ!TSU, vol. 56-no. 4, pp. 358-363, 2005. 07 A 

量子暗号通信開発の現状：臼杵達哉・計算工学， vol.10-no. 2, pp. 1144-1447, 2005. 04 C 

JJerflopment of Electrfrc1/Jy JJ「ivenSingle-Pboton E, 妍itterat Optical Fiber Bands : T. Miyazawa, J . 
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Yokoyama and Y. Arakawa・2005 International Conference on Solid State Devices and Materials (SSDM 
2005) , G-3-3, p. 404, 2005. 09 D 
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Sjng!e photon generator jn opUcal te!eco肌 wavelength:T. Usuki, Y. Sakuma, S. Hirose, K. Takemoto, N. 
Yokoyama, T. Miyazawa, M. Takatsu and Y. Arakawa・Seventh Internal ional Conference on New Phenomena 
in Mesoscopic Structures Fifth International Conference on Surfaces and Interfaces of Mesoscopic 
Devices, P16, p. 69, 2005. 11 D 

通信波長帯デバイスに向けた lnAs/lnP量子ドットの光学特性：宮澤俊之，奥村滋ー，竹本一矢，廣瀬臭ー，尚
津求，臼杵達哉，横山直樹，荒川泰彦•第 53 回応用物理学会学術講演会，武蔵工大， 24a-B-7, p. 1472, 
2005 E 

通信波長帯単一光子発生のための lnAs/lnP量子ドットの PLE評価：竹本一矢，佐久間芳樹，廣瀬真一，高津求，横
山直樹，臼杵達哉，宮澤俊之，荒川泰彦•第 53 回応用物理学会学術講演会，武蔵工大， 24a-B-10, p. 1473, 
2005 E 

1 . 55μ, m帯量子ドットによる単一光子生成と単一光子伝送実験：宮澤俊之，竹本一矢，廣瀬真一，佐久間芳樹，

高津求，臼杵達哉，横山直樹，荒川泰彦・ 2005年秋季第 66回応用物理学会学術講演会，徳島大， 9p-W-
II, p. 1220, 2005. 09 E 

勝山研究室 Katsuyama Lab. 

フォトニック結晶による分散補償デバイス：勝山俊夫，細見和彦，深町俊彦，山田宏治，荒川泰彦・東工大精研シ
ンポジウム「フォトニックネットワークデバイスの新展開 (4)」，東京工業大学すずかけ台キャンハス， A-4,
pp. 16-21, 2005. 03 A 

分散補償デバイス：勝山俊夫，細見和彦・フォトニック結晶技術の新展開ー産業化への動向一，シーエムシー出版，

PP. 183-191, 2005. 09 B 

Tbe growtb妍ecbanis肌 ofnano即 te「-scaleGaAs, lnAs, and A!GaAs wbi sk汀 s: K脅 Haraguchi,K. Hi ruma, M. 
Yazawa and T. Katsuyama・J. Electrochemical Society, 153 (I), C!-C5 (2006), 2005 C 

Current-Voltage Cbaracteristics of GaAs Nanowbiskers : K. Haraguchi, K. Hiruma, T. Katsuyama and T. 
Shimada・CurrentApp!iedPhysics, vol. 6, no.!, pp. 10-13 (2006), 2005 C 

Optical cbaracteristics of one-di妍ensionalpbotonic crystals co妍'Posedof bigb-aspect-ratio Si walls 
fabricated 011 V-grooved wafer: K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada, T. Katsuyama, and Y. Arakawa・
Photonics and Nanostructures, 4 (I) , 30-34 (2006), 2005 C 

lfoodpi le photonic crystals co妍'Posedof air colu訓 s: T. Ka tsuyama, K. Hos om i, H. Yamada, S. Go to, K. Aoki 
and Y. Arakawa・Photonics and Nanostructures, 4 (1) , 54-58 , 2005 C 

Hotonic Crystals fo「J)ispersionCont「of-Funda肌en!c?lAspects and J)evice Applications-: T. Katsuyama, K. 
Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada and Y. Arakawa・Novel Photonics and Media Technologies, Proceedings 
of Chi tose International Forum on Photonics Science & Technology (CIF'5), PWC Puhl ishing, pp. 27-
40, 2005. 03 C 

IJispers ion co肌'Pensa/ionin 40-Gb/s non-return-to-zero optical trews恥 sionsyste妍 usingcoupled-cavity 
pbotonic crystals: T. Fukamachi, K. Hosomi, T. Sugawara, N. Kikuchi, T. Katsuyama and Y. Arakawa・
Japan. J. Appl. Phys. 44 (41), Ll282-Ll284 (2005), 2005. 10 C 

Fabrication and Evaluation One-J}庫ensionalPbotonic肛ystal: K. Hosomi, T. Fukamachi, T. Katsuyama, H. 
Yamada and Y. Arakawa・Eighth International Symposium on Contemporary Photonic Technology (CPT 
2005) , Tokyo, Japan; P-27, p. 133, 2005 . 01 D 

Cbaracteristics of a Si/Air plan肛 JJ)pbotoniccrystal:K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada, T. Katsuyama, 
and Y. Arakawa・International Symposium on Quantum Dots and Pho tonic Crystals 2005 (ISQDPC2005), 
Tokyo, Japan; P-49, p. 70, 2005. 03 D 

肱sbapingof signals trans町ttedat bit rate of 40Gbps in single—肌ode fiber by one-dimensional coupled-
cavity-type-pbotonic crystals: T. Fukamachil, K. Hosomi, T. Sugawara, N. Kikuchi, K. Katsuyama 
and Y. Arakawa・International Symposium on Quantum Dots and Photonic Crystals 2005 (ISQDPC2005), 
Tokyo, Japan; P-51 , p. 72, 2005. 03 D 

Pbotonic c「ystalsfor group delay and dispe「sioncontrol: T. Katsuyama, K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada 
and Y. Arakawa・International Symposium on Quantum Dots and Photonic Crystals 2005 (ISQDPC2005), 
Tokyo, Japan; E-4, p. 19, 2005. 03 D 

Fabrication of Si02 deepfy-etcbed 1-J) PbCs using di「ectoxidation of Si : T. Katsuyama, K. Hosomi, T. 
Fukamachi, H. Yamada and Y. Arakawa・International Symposium on Photonic and Electromagnetic 
Crystal Structures VI (PECS-VI) , Aghia Pelaghia, Crete, Greece, 2005. 06 D 
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lfoodpjje-type pbotonk crystals composed of ah columns: T. Katsuyama, K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada, 
K. Aoki and Y. Arakawa・International Symposium on Photonic and Electromagnetic Crystal Structures 
VI (PECS-VI), AghiaPelaghia, Crete, Greece, SessionB, No.41 (2005), 2005.06 D 

Transmjssjon cbarac/erjsUcs of a one-djmensjonal pbotonk crystal fabrkated wjfb bjgb-aspect-raUo Sj 
etcbjng: K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada, T. Katsuyama, and Y. Arakawa・International Symposium 
on Photonic and Electromagnetic Crystal Structures VI (PECS-VI), Aghia Pe!aghia, Crete, Greece, 
Session B, No. 26 (2005), 2005. 06 D 

JJjspersjon-compensaUon jn !be 40幼v'.5opUcal transmjssjon by coupled-cavj/y-type-pbotonk c「ystals: T. 
Fukamachi, K. Hosomi, T. Sugawara, N. Kikuchi, T. Katsuyama and Y. Arakawa・International Symposium 
on Photonic and Electromagnetic Crystal Structures VI (PECS-VI), Aghia Pelaghia, Crete, Greece, 
2005. 06 D 

OpUcal cbaracte「jsUcsof one-djmensjonal pl10tonk crystals fabrkated wjt/J bjgb-aspect-raUo Sj etc/Jjng: 
K. Hosomi, T. Fukamachi, H. Yamada, T. Katsuyama, and Y. Arakawa・International Conference on Quantum 
Electronics 2005 and the Pacific Rim Conference on Lasers and Electro-Optics 2005 (IQEC/CLEO-PR 
2005) , Tokyo, Japan, CTuE3-6, 2005. 07 D 

l/1 t「abjgb-aspect-utjo Sj and Sj02 deeply-etcbed pe「jodfrstruc/11「eswj lb extremely smootb surfaces for 
pbotonks applfraUons: K. Hosomi, H. Yamada, T. Kikawa, S. Goto, T. Katsuyama and Y. Arakawa・
2nd International Conference on Group IV Photonics; Antwerp, Belgium, P31, pp. 140-142,2005. 09 D 

フォトニック結晶を用いた分散補償素子の作製検討：深町俊彦，細見和彦，山田宏治，勝山俊夫，荒川泰彦・電子

情報通信学会レーザ・量子エレクトロニクス研究会， PN2004-93,pp. 39-43, 2005. 0 I E 

空気柱からなるウッドパイル型フォトニック結晶の特性：勝山俊夫，細見和彦，深町俊彦，山田宏治，青木画奈，荒

川泰彦・ 2005年春季第 52回応用物理学関係連合講演会，埼玉大学， 29a-YV-6,p. 1182, 2005. 03 E 

Si/Air一次元フォトニック結晶の欠陥モードの観察：細見和彦，山田宏治，深町俊彦，勝山俊夫，荒川泰彦・ 2005
年春季第 52回応用物理学関係連合講演会，埼玉大学， 29a-YV-9,p. 1183, 2005. 03 E 

1次元結合欠陥型フォトニック結晶分散補償素子を用いた 40Gbps光伝送におけるアイ開口の改善：深町俊彦，細見

和彦，菅原俊樹，菊池信彦，勝山俊夫，荒川泰彦・ 2005年春季第 52回応用物理学関係連合講演会，埼玉大

学， 29p-YV-6,p. I 186, 2005. 03 E 

Siの直接酸化による深堀り構造 1次元 Si02フォトニック結晶の作製：細見和彦，山田宏治，紀川健，五島滋雄，勝

山俊夫，荒川泰彦・ 2005年秋季第 66回応用物理学会学術講演会，徳島大学， Sp-H-1,p. 91 I, 2005 . 09 E 

空気柱からなるウッドパイル型フォトニック結晶の特性 (2) : 勝山俊夫，細見和彦，五島滋雄，山田宏治，青木画

奈，荒川泰彦・ 2005年秋季第 66回応用物理学会学術講演会，徳島大学， Sa-H-10,p.910, 2005.09 E 

Si/Air一次元フォトニック結晶を用いた化学計測：細見和彦，山田宏治，五島滋雄，勝山俊夫，荒川泰彦・ 2005年
秋季第 66回応用物理学会学術講演会，徳島大学， Sp-H-17,p.916, 2005.09 E 

フォトニック結晶の分散補償素子応用：勝山俊夫，深町俊彦，細見和彦， 山田宏治，荒川泰彦・プレークスルー

フォーラム報告書「フォトニック結晶：真のブレーススルーには何が必要か」（微細構造光デバイス・ブレー

クスルー技術）光産業技術振典協会， 2004FY-013-2,pp. 13-18, 2005. 03 F 

高アスペクト比 Siドライエッチング技術を用いた一次元フォトニック結晶素子：細見和彦・プレークスルーフォー

ラム報告書「フォトニック結晶：真のプレーススルーには何が必要か」（微細構造光デバイス・ブレークス

ルー技術）光産業技術振典協会， 2004FY-013-2,PP. 19-25, 2005. 03 F 
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荏原バイオマスリファイナリー寄附研究ユニット

望月研究室 Mochi dzuk i Lab. 

「多孔質吸着材ハンドブック」第 2 編多孔質吸着材の種類と製法•特性，第 1 章第 3 節【5】生物活性炭：望月和博，
迫田章義・多孔質吸着材ハンドブック， pp!!S-128. フジ・テクノシステム， 2005.07 B 

「多孔質吸着材ハンドブック」，第 3編応用・プロセス，第 1章概論：望月和博，迫田章義・多孔質吸着材ハンドブッ

ク， pp505-508, フジ・テクノシステム， 2005.07 B 

Prod11ct jon and C/Jaracte「jzatjon of Carbonaceo11s Adso「bents from Bjomass Ifりstes by Aq11eo11s P/Jase 
CarbonjzaUon: Kazuhiro Mochidzuki,Nobuaki Sato,Akiyoshi Sakoda・Adsorption, vol. !!-Supp. 1, pp835-
839, 2005 C 

AdsorpUon of Organh'Contamjnants from A肋te「 OsjngCarbonaceo11s Adsorbents Prodaced by肋drot/Je「ma!
CarbonjzaUon : Kazuhiro Mochidzuki, Akiyoshi Sakoda・7th International Conference on Separation 
Science and Technology between Korea and Japan (ICSST05-KJ), Yeongju, Korea, 2005 D 

Hydrot/Je「ma!C肛 bonjzaUonof A/et/Jane FermentaUon SJ11dge : N. Sato, K. Mochidzuki, A. Sakoda・7th World 
Congress of Chemical Engineering, Glasgow, Scotland, P31-030, 2005. 07 D 

ConcentraUon of C/Jemh'a! Prodacts by a Carbon Alembrane jn Bjomass Refjnery Processes : Kazuhiro 
Mochidzuki, Takeshi Nomura, Masaki Sagehashi, Akiyoshi Sakoda・7th World Congress of Chemical 
Engineering. Glasgow, Scotland, C32-010, 2005. 07 D 

ReacUve PervaporaUon llllder凡v釘ot/Jerma!Condj Uon to Prodace Bjoc/Jemh'a!s from Agriw! tara! Byprodacts : 
Kazuhiro Mochidzuki, Akiyoshi Sakoda・AIChE 2005 Annual Meeting, 371c, Cincinnati. OU, USA, 2005. 10 D 

水熱炭化反応によるメタン発酵残漆の炭化：佐藤伸明，望月和博，迫田章義・化学工学会第 70年会要旨， S317.
2005. 03 E 

パーベーパレーションによる高温高圧水反応場からのフルフラール分離：望月和博，大塚純，日秋俊彦，迫田章義・
化学工学会第 70年会要旨， S320,2005. 03 E 

炭素膜によるバイオマス過熱水蒸気反応生成物の分離：下ヶ橋雅樹，野村剛志，望月和博，迫田章義・化学工学会

第 70年会要旨， S322,2005. 03 E 

持続可能なバイオマス利用システムの構築ーバイオマスリファイナリーとバイオマスタウン一：望月和博・化学工

学会関東支部 50周年記念大会， 2005.08 E 

水熱炭化反応によるメタン発酵残漆の炭化（第 2報） ：佐藤伸明，望月和博，迫田章義・化学工学会第 37回秋季大会

要旨， S221,2005. 09 E 

水熱炭化による各種有機性残漆からの吸着材製造：望月和博，迫田章義・化学工学会第 37回秋季大会要旨， Ll08,
2005. 09 E 

膜分離法によるメタン発酵排水からのアンモニアの分離回収：安井正文，野村剛志，佐藤伸明，望月和博，迫田章

義，越智健二・ 化学工学会第 37回秋季大会要旨， Mll7,2005.09 E 
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次世代ディスプレイ寄付研究部門

篠田研究室 ShinodaLab. 

A I Jgbt flexible plasma tube array wltb a fj Im substrate : H. Hi rakawa, k. Awamoto, M. Ishimoto, K. Shinohe, 
A. Takai, H. Yamada, Y. Yamazaki, T. Shinoda・J. Soc. Inf. Display, vol 13, p647-652, 2005 C 

Higb luminous Efficient St「uctureof Plasma Tubes: M. lshirnoto,H. Hirakawa,K. Awarnoto,K. Shinohe,H. Yamada, 
Y. Yamazaki, T. Shinoda・J. Soc. Inf. Display, voll3, p905-912, 2005. II C 

/Jeve/opment of Plas1na Tube Array Tecbno/ogy for Extra-large-Area /Jlsp/ays : K. Awamoto, M. Ishirnoto, H. Yamada, 
A. Tokai,H. Hirakawa,Y. Yamazaki,K. Shinohe, T. Shinoda・SID Symposium Digest, vol 36, p206-209,2005 D 

/Jeslgn of tbe Plasma Tube array for 1/lgb luminous Efficacy: M. Ishirnoto,H. Hirakawa,K. Awamoto,K. Shinohe, 
H. Yamada, Y. Yamazaki, T, Shinoda・Proc. of Eurodisp!ay 2005, p60-63, 2005. 09 D 

SecondaFY Electron Emission from A/gO Fl /ms on Aleta/ Subst「ates:H. Kajiyarna, K. Tsutsumi, T. Fukasawa, 
M. Ishirnoto, G. Uchida, T. Nshio, T. Shinoda・Proceedings of IDW'05, p431-434, 2005. 12 D 

Temperature /Jependence of Secondary Electron E1nlsslon from AfgO : K. Tsutsumi, M. Ishirnoto, T. Fukasawa, 
G. Uchida, H. Kaiiyama, T. Shinoda・Proceedings fo IDW'05, pl515-1517, 2005. 12 D 

プラズマディスプレイ技術：粟本健司，篠田他 ・2005年電子情報通信学会誌 8月号， p63l-635, 2005. 08 E 

梶山研究室 Kaji yama Lab. 

伽cWtumC/Jemjcc1! Jlo/ecular /Jynamjcs. Classjca/ Jlolec11/ar /Jynamh・s. and !{jneUc Jlonte Carlo Approach to 
/Jes jg11 of JfgO Protec Ung layer j11 P/JP : M. Kubo, H. Kikuchi, H. Tsuboi, M. Koyama, A. Endo, C. A. De I Carpio, 
H. Kai iyama, A. Miyamoto・Proceedings of IDW'05. p427-430, 2005. 12 A 

Secondary Electron£mjssjon from JfgO pj/1ns on Aleta/ Substrates: H. Kajiyama, K. Tsutsumi, T. Fukasawa, 
M. lshimoto, G. Uchida, T. Nishio, T. Shinoda・Proceedings of IDW'05, p431-434, 2005. 12 A 

危oom-TemperatureAdsorpt jon of Sj Atoms on H-Termjnated Sj (001)-2-J Surface : IL Kai iyama, ¥. Suwa, S. Heike, 
M. Fuiimori,J. Nara,T. Ohno,S. Matsuura,T. Hitosugi,T. llashizume・J. Phys. Soc. Jpn,Vol. 74,p389-392, 
2005 C 

Jnvj ted Jntegrared ComputaUona/ C/1emjstry System for Jlaterja/ /Jesjgn of P/JP: A. Miyamoto, H. Kikuchi, H. Tsuboi, 
M. Koyama.A. Endou,M. Kubo,C. A. De!Carpio,H. Kajiyama・Proceedings of IDIV'05, p423-426,2005. 12 D 

Tempera tu「e/Jependence of Secondary Electron Emjssjon I「omJfgO: K. Tsutsumi, M. lshimoto, T. Fukasawa, G, 
Uchida, II. Kaiiyama, T. Shinoda・Proceedings of IDW'05, p!515-1517, 2005. 12 D 

プラズマディスプレイ用 Mgo保護膜の構造破壊と再結晶化メカニズム：久保百司，菊池宏美，坪井秀行，古山通久，
遠藤明，梶山博司，宮本明・第 66回応用物理学会学術講演会講演予稿集，講演番号 7p-ZA-1,p217, 2005 E 
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先進モビリティ (ITS)連携研究センター (ITSセンター）

チュン研究室 Chung Lab. 

Effect of l?alnfal l on Travel Tlme and Travel JJemand : E. Chung, 0. Ohtani and M. Kuwahara・5th ITS European 
Congress, 2005 D 

Pe「formanceEvaluatlon of an Adaptfve T「avel「!mePredlctlon Jfodel : S. Bajwa, E. Chung, and M. Kuwahara・ 
8th Internal ional IEEE Conference on Intel I igent Transportation Sys terns, 2005. 10 D 

Effect of Rain on Travel JJemand and Traff le Accident : E. Chung, 0. Ohtani, H. Wari ta, M. Kuwahara and H. 
Morita・8th International IEEE Conference on Intelligent Transportation Systems, 2005. 10 D 

多項式モデルの突発事象時所要時間予測への適用に関する一考察：大場義和，上野秀樹，割田博，森田綽之， Edward
Chung, 桑原雅夫•平成 17 年電気学会全国大会講演論文集 (CD-ROM), Vol. 4, 4-233, pp. 369-370, 2005. 0:3 E 

A JJYNAJI/C Jf[Jl『'f-JIOJJALTRANSPORT S/Jf{JLAT/ON !,/OJJ. 肛： Shamas ul Islan BAJWA, Gakuya TAMAMOTO,Masao KUWAHARA, 
Edward CHUNG, Shinii TANA訊• 第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM), 2005. 12 E 

階層的な経路選択行動を考慮した動的な歩行者交通流モデル：浅野美帆，桑原雅夫，田中伸治， Agachai Suma I ee, 
Edward Chung・ 第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005. I 2 E 

TAC「'/CALJJ. 化IVER LANE C. 位1閲INGJIE[JJ?/ST/C [JS/NG FORl/1/1仰 SEARCH:Na than Webster, Masao Kuwahara, Edward Chung・ 
第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005. 12 E 

路上駐車に関連する諸制度についての一考察：田中伸治，桑原雅夫， EdwardCHUNG・ 第 32回土木計画学研究発表会・

講演集， (CD-ROM) , 2005. 12 E 

ETCデータを用いた首都高速道路における料金施策実施時の利用者行動分析：西内裕晶，中村毅一郎， ShamasU I 
Is I am BAJWA, Edward CHUNG, 桑原雅夫• 第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005 . 12 E 
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国際・産学共同研究センター

須田研究室 SudaLab. 

産学官共同によるビークル研究プロジェクト：須田義大• 生産研究， 57-4,pp9-17, 2005 A 

ITS バーチャルプルービンググラウンドの可能性：須田義大• 第 1回東京大学 CCRオープンセミナー， 2005 A 

A肝oposalof I. 肋eel/2仰 ifContact Jlodel for肝ictionControl: Kousuke Matsumoto. Yoshihiro Suda. Hisanao 
Komine. Takuii Nakai. Masao Tomeoka. Kunihito Shimizu. Masuhisa Tanimoto. Yasushi Kishimoto. 
Takashi Fui ii・Journalof Mechanical Science and Technology. Vol. 19. No. I. pp. 437-443,2005 C 

Proposal of a tyre evaluation system with driving simulator under actual d「ivingconditions : Yoshihiro 
Suda, Taichi Shiiba, Yusuke Tanabe, Masaaki Onuki・Vehicle System Dynamics Suppliment Vol. 42 pp. 
475 -482, 2005 C 

JJevelopment of onbo肛 dfriction control : Yoshihiro Suda讐 TakashiIwasa. Hisanao Komine. Masao Tomeoka. 
Hideki Nakazawa. Kousuke Matsumoto. Takuj i Nakai. Masuhisa Tanimoto. Yasushi Kishimoto・WEAR Vol. 
258. No. 7-8, pp. 1109-1114, 2005 C 

スケールモデル実験装置を用いた独立回転車輪パワーステアリング台車の走行性能：道辻洋平．須田義大・日本機械
学会論文集. Vol. 71-701. pp. 107-113, 2005. 01 C 

鉄道車両用空気ばね系の輪重抜け抑制制御に関する研究：須田義大．王文軍．小峰久直佐藤輿志．中居拓自．下川嘉
之・日本機械学会論文集. Vol.71-702. pp.94-99, 2005.02 C 

緩和曲線区間の操舵アシスト制御による鉄道車両一軸パワーステアリング台車の曲線通過性能向上：道辻洋平．須田
義大・日本機械学会論文集. Vol. 71-703. pp. 103 -110, 2005. 03 C 

研究用ユニバーサル・ドライビングシミュレータ：須田義大，高橋良至，大貫正明・自動車技術，第 59巻第 7
自動車技術会， 2005.07 C 

JJevelopment of [lniversal加ivingSimula to「withInteractive T「a/lieEnvironmeJJt : Yoshi hi ro Suda. Yoshiyuki 
Takahashi . Masao Kuwahara. Shinii Tanaka. Katushi lkeuchi . Masataka Kagesawa. Tomoyoshi 
Shiraishi. Masaaki Onuki. Ken 2Honda. Makoto Kono・2005 IEEE Intel igent Vehicles Symposium, 2005. 06 D 

Study 011 Vibration依eductionfor lleavy-JJu!y Trucks with加 iableJJamping Shock Absorb汀： Yoshihiro Suda. 
Nobuhiko Hibino. Yasuhiro Kawamoto. Ryuzo Hayashi・Proceeding The Sixth Korea-Japan Symposium 
of Frontiers in Vi brat ion Science and Technology. Ibaraki. PP. 48-53, 2005. 07 D 

Study on Control of Air suspension Sys/em lo「尤ailway Vehicle to Prevent lf/Jeel load Reduction at low Speed 
Trans i !ion Curve Ne got i a I io11 : Y. Suda. IV. Wang. H. Kom i ne. Y. Sa to. T. Nakai. Y. Sh imokawa・19th
IAVSD Symposium. International Association for Vehicle system. iavsd05-0074. Milano,2005. 08 D 

麟 11ingFe「lo「manceof Fower-Ste肛 ing仰 ilwayBogie with Independently Rotating h肋eels: Y. Mi chi tsuj i. 
Y. Suda・19thIAVSD Symposium. International Association for Vehicle system. iavsd05-0074. Milano. 
05-114, 2005. 08 D 

The optimum design of onbo肛 dfriction control system between wheel and「ailin railway system for improved 
curving negotiation: K. Matsumoto. Y. Suda. T. Fujii響 ILKomine. M. Tomeoka. Y. Satoh. T. Nakai雪

M. Tanimoto. Y. Kishimoto・19th IAVSD Symposium. International Association for Vehicle system. 
iavsd05-0074. Milano. 05-81, 2005. 08 D 

Study on cu「vingpe「lo「manceof「ai/way bogi es by using /u l 1-sca le s I and test : Aki ra Mat sumo to, Yasuh i ro 
Sato, Hiroyuki Ohno, Takeshi Mizuma, Yoshihiro Suda, Masuhisa Tanimoto, Yasushi Oka・19th IAVSD 
Symposium. International Association for Vehicle system. iavsd05-0074. Milano. 05-36,2005. 09 D 

Proposal of tire evaluation system with心ivingsimulator under actual driving condition : Yoshi hi ro Suda, 
Taichi Shiiba, Yusuke Tanabe, Masaaki Onuki・19th IAVSD Symposium. International Association for 
Vehicle system. iavsd05-0074. Milano. 05-Pl24, 2005. 09 D 

Study on the elecけicpowered active conけollo「/Jig/Jspeed vehicles : Ryuzo Hayashi, Koichi Sasaki, 
Yoshihiro Suda, Yohei Michitsuji, Hisanao Komine・l9th IAVSD Symposium. International Association 
for Vehicle system. iavsd05-0074. Milano. 05-P83, 2005. 09 D 

Simulation of low speed transition cu「venegotiation and air suspension control to p「eventwheel load 
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微細転写パターンヘの樹脂充填プロセスの可視化解析：韓雪，横井秀俊 ・2005年度精密工学会春季大会学術講演会
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超高速射出成形による二方向同時転写技術の開発：横井秀俊，韓雪，金藤芳典• 成形加工 '05,pp. 287-288, プラ
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ランナ切替装置による段差部流動樹脂挙動の可視化実験解析：金藤芳典，横井秀俊•成形加工 '05, pp. 397-398, フ

ラスチック成形加工学会， 2005.06 E 

薄肉バーフロー金型による超高速射出成形過程の計測ーガスベントおよびスプルー容積の影響ー：長谷川茂，横井
秀俊• 成形加工 '05,pp. 401-404, プラスチック成形加工学会， 2005.06 E 

加熱シリンダ壁面における熱流速の計測：徐世中，横井秀俊• 成形加工 '05,pp. 433-434, プラスチック成形加工

学会， 2005.06 E 

離型現象の可視化解析：横井秀俊，奈良岡悟・成形加工 '05,pp. 435-436, プラスチック成形加工学会， 2005.06 E 

ホットランナーのカスケード開閉制御と超高速射出成形による超薄肉サンドイッチ成形技術の開発：横井秀俊，宿
果英，金藤芳典，和知忠道・型技術者会議 2005,PP. 150-151, 型技術協会， 2005.06 E 

超高速射出成形による微細形状への樹脂充填特性の実験解析：横井秀俊，大森瑛 ・2005年度精密工学会秋季大会学

術講演会講演論文集， pp.577 (CD-ROM ; Fi I e No. G64, p2), 精密工学会， 2005.09 E 

超高速射出成形による二方向同時転写技術の開発：韓雪，横井秀俊，金藤芳典・ 2005年度精密工学会秋季大会学術
講演会講演論文集， pp.579 (CD-ROM; File No. G65, p2), 精密工学会， 2005.09 E 

可動キャピティプロック構造による超高速充填パターンと圧力分布の計測一部分薄肉キャビティにおける充填パ
ターンと圧力分布の計測ー：増田範通，横井秀俊 ・2005年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集，

pp. 581 (CD-ROM; File No. G67, p2), 精密工学会， 2005.09 E 

射出成形における金型キャビティ面圧分布計測（第 3報）各種樹脂における計測：村田泰彦，松井寛，吉永和浩，

忽滑谷晃博，横井秀俊・2005年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， pp.583(CD-ROM;File No. G68, 
p2), 精密工学会， 2005.09 E 

超高速射出成形による微細表面パターン形状の高転写率成形：韓雪，横井秀俊•第 17 回高分子加工技術討論会講
演論文集， (CD-ROM:Fi le No. 8, p. 8), 日本レオロジ一学会， 2005.IO E 

437 



VI. 研究および発表論文

射出成形における加熱シリンダ内現象の計測と実験解析：横井秀俊• 日本機械学会熱工学コンファレンス 2005講演
論文集， pp.447-450, 日本機械学会， 2005.11 E 

微細発泡射出成形におけるキャビティ面圧力分布計測Ill一金型内発泡状況の可視化観察ー：山田岳大，村田泰彦，横

井秀俊• 成形加工シンポジア '05,PP. 51-52, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

パルプ射出成形の研究ーバーフロー金型による流動特性計測ー：横井秀俊，丸野満義，松坂圭祐，宮下治樹，増田
範通・成形加工シンポジア '05,pp. 139-142, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

パルプ射出成形 II一成形品の特性評価ー：松坂圭祐，丸野満義，宮下治樹，増田範通，横井秀俊・ 成形加工シンポ

ジア '05,pp. 143-146, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

パルプ射出成形の研究ーハイサイクル化の検討ー ：丸野満義，松坂圭祐，増田範通，宮下治樹，横井秀俊•成形加
エシンポジア '05,pp. 147-148, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

多数個取りキャビティにおけるランナ一部樹脂温度と充填バランスの相関解析：陳静波，金藤芳典，横井秀俊• 成

形加工シンポジア '05,pp. 159-162, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

高応答赤外線放射温度計による超高速充填過程の樹脂温度計測：長谷川茂，横井秀俊・ 成形加工シンポジア '05,
pp. 163-166, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

高速射出条件における金型内流動不安定現象の計測 II ―圧力振動現象の発生要因の検討ー：増田範通，横井秀俊•成
形加工シンポジア '05,pp. 167-170, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

射出成形品表面のタイガーストライプ・フローマーク生成現象の解析 I —フローマーク生成パターンと表面性状の相
関ー：大和田茂，横井秀俊・成形加工シンポジア '05,pp. 173-176, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

射出成形品表面のタイガーストライプ・フローマーク生成現象の解析ーフローマーク挙動とフローマーク生成領域の
相関解析ー：大和田茂，横井秀俊• 成形加工シンポジア '05,pp. 177-180, プラスチック成形加工学会，

2005 . 11 E 

超高速射出成形におけるウェルドライン生成現象の実験解析：宮地智章，村田泰彦，横井秀俊• 成形加工シンポジ

ア'05,pp. 181-184, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

超高速射出圧縮成形による微細表面形状の高転写成形：大森瑛，横井秀俊•成形加工シンポジア '05, pp. 247-250, 
プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

射出成形スクリュー用耐食耐摩耗素材の開発：宮田吉男，船平伸之，吉田正就，島谷祐司，横井秀俊• 成形加工シ

ンポジア '05,pp. 259-260, プラスチック成形加工学会， 2005. 11 E 

超薄肉サンドイッチ射出成形技術の開発：和知忠道，金藤芳典，横井秀俊• 成形加工シンポジア '05,pp. 263-266, 
プラスチック成形加工学会， 2005. 11 E 

ゴムの射出成形における三次元繊維配向挙動の検討：太田隆，横井秀俊• 成形加工シンポジア '05,pp. 279-280, 
プラスチック成形加工学会， 2005. 11 E 

加熱シリンダ壁面における熱流速の計測：徐世中，横井秀俊• 成形加工シンポジア '05,pp. 281-284, プラスチッ

ク成形加工学会， 2005. 11 E 

射出成形における加熱シリンダ内壁面への作用力の計測VII—計量可塑化における背圧の影響ー：徐世中，横井秀俊・
成形加工シンポジア '05,pp. 285-288, プラスチック成形加工学会， 2005.11 E 

Kに行こう：横井秀俊・プラスチックスエージ， VoI . 5 I . 1, pp . IO 9, プラスチックス・エージ， 2005.01 G 

ホットランナーのカスケード開閉制御と超高速射出成形による超薄肉サンドイッチ成形技術の開発：横井秀俊，宿
果英，金藤芳典，和知忠道・型技術， 20,8, pp. 120-121, 日刊工業新聞社， 2005.07 G 

CAE への架け橋；進展する射出成形現象の可視化・実験解析：横井秀俊•成形加工学会専門委員会公開セミナーテキ
スト， pp.41-47, プラスチック成形加工学会， 2005. 07 G 

差別化進む射出成形技術ーシーズ技術の紹介ー：横井秀俊・プラスチックス， 56,8, pp. 18-26, 工業調査会， 2005.08 G 

進展する可視化・実験解析技術が誘う射出成形現象の不思議な世界：横井秀俊 ・NOKTECHNICAL REPORT, No . 14, 
pp. 6-12, NOK, 2005. 10 G 

射出成形現象工学コースー射出成形現象を視る，測る，理解する一［テキスト別冊］：横井秀俊，村田泰彦・神奈川
科学技術アカデミー教育講座テキスト，（財）神奈川科学技術アカデミー， 2005.10 G 

超高速射出成形の成形現象解析と展望：横井秀俊• 石川県産業大学講座技術セミナーテキストー金型作りと射出成
形の新技術―, pp. 15-29, 石川県産業創出支援機構， 2005. I 2 G 

4;rn 



＼「I.研究および発表論文

桜井研究室 SakuraiLab. 
ユピキタス・エレクトロニクスに向けた低電圧 CMOS アナログ集積回路に関する研究：石田光一，桜井貴康• 平成 16

年度東京大学固体エレクトロニクス・オプトエレクトロニクス研究発表会， pp.75-80, 2005. 02 A 

Outside-Rail出力をもつ高耐圧演算増幅器：石田光一，桜井貴康・東京大学 21世紀 COE未来社会を担うエレクト

ロニクスの展開平成 16年度大学院博士課程学生報告書， pp.2-3, 2005. 03 A 

OpUma/ zigzc1g sc/Je肌eac/Jieving lower stc1ndby !ec1kc1ge : Kyu-1¥on Choi, Yingxue Xu, Kenichi Inagaki, and 
Takayasu Sakurai・International Symposium on Quantum Dols and Nanoelectronics. Tokyo Garden Place, 
Tokyo, Japan, 2005. 11 A 

Lec1kc1ge in Nano妍ete「CJ/OSTec/Jno/ogies (C/Japter 4: Body Bic1sing), : 黒田忠広 ・SpringerScience+Bus iness 
Media, Inc., ISBN 0-3872-5737-3, 2005 B 

Leakage in Nano妍ete「CJ/OSTec/Jno/ogies: T. Kuroda, T. Sakurai・Springer, pp. 105-139, 2005 B 

Fu/Jy-JJep/eted SOI CiJ/0S Circujfs c1nd Tec/Jno/ogy for [!ft「a/ow-Power;Jpp/ications: T. Sakurai, A. Matsuzawa, 
T. Douseki・Springer, 2005 B 

lflidebc1nd Low Noise値'Plilie「 for80-960iJIJ!z 0/tra-wideband乃ansceiver:Atit Tamtrakarn, and T. Sakurai・

電子情報通信学会ソサイエティ大会， 2005.09 B 

[JJ t「c1-Ilex i ble o「ganicfield-effectけansistorse肌beddedat c1 neutral strain posit ion : T. Seki lani, S. 
Iba, Y. Kato, Y. Noguchi, T. Someya and T. Sakurai・Applied Physics Letters 87, 173502,2005 C 

Suppressio11 of JJC bic1s stress-induced deg「adation of orgc111ic field-effectけansistorsusing postannealing 
effects : T. Sekitani, S. Iba, T. Sekitani, Y. Kato, T. Someya, and T. Sakurai・Applied Physics 
Letters 87, 073505, 2005 C 

Control of t/J「es/Joldvoltage of o「ganicfield-effect transistors wi t/J double-gate st「uct肛 es:S.lba,T.
Sekitani, Y. Kato, T. Someya, H. Kawaguchi, M. Takamiya, T. Sakurai, and S. Takagi・Applied Physics 
Letters 87, 023509, 2005 C 

Bending Effect of Organic Field-Effect Trasistors wit/J Poly庫ideG,1/e JJielectric Layers : T. Seki tani, Y. 
Kato, S. Iba, and T. Someya, ・Japanese Journal of Applied Physics, vol. 44, pp. 2841-2844, 2005 C 

Cut-a11d-Pciste Custo妍ization of Organic FET Integrated Ci「cuitand Its Application to Electronic Aパificial 
Skin: H. Kawaguchi, T亭 Someya,T. Sekitani, and T. Sakurai・IEEE Journal of Solid State Circuits. 
pp. 177-185, 2005. 01 C 

Bending experi妍ent011 pentc1ce11e field-effectけa11sis to「sonplc1s!ic fil郎： T. Sekitani, Y. Kato, S. Iba, 
H. Shinaoka, T. Someya, T. Sakurai, and S. Takagi・Applied Physics Letters vol. 86, 073511, 2005. 02 C 

1.1 I翔ON—LP: Power-Conscious Rec1l-T庫eOS Based on Cooperative Voltage Scaling for ii/ult庫edh1Applications: 
H. Kawaguchi, Y. Shin, andT. Sakurai・IEEETransactiononMultimedia, Vol. 7, pp. 67-74,2005. 02 C 

flow can we ac/Jieve Low-Power and Jlig/J-Perfo「肌ance?: T. Sakurai・2005 IEEE Internal i ional Confernce on 
Integrated Circuit and Technology, p. 112, 2005. 05 C 

Recent Advances in Applications of 0「ganicJnergrated Ci「cuitsfor Large-Area Electronics: T. Someya, T. 
Sekitani, H. Kal¥aguchi, S. Iba, and Y. Kato・2005 IEEE Internatiional Confernce on Integrated 
Circuit and Technology, PP. 57-62, 2005. 05 C 

肋re1/Jan Two orders of ilfagni t ude Leakage Cur「en!Reduct ion in Look-[Jp Table fo「FPGA's: Canh Quang Tran, 
H. Kawaguchi, T. Sakurai・IEEE International Symposium on Circuits and Systems, C2L-D, pp. 4701-
4704, 2005. 05 C 

Low—power Hig/J-speed Level S/Ji fter JJesign fo「Block-levelJJyna町cVol I age Sc,11 ing Envi ro暉 ent : Canh Quang 
Tran, H. Kawaguchi, T. Sakurai・IEEE International Conference on Integrated Circuit Design and 
Technology, pp229-232, 2005. 05 C 

Confo頂 able, flexible, large-area networks of pressure and t/Jer肌alsensors wit/Jo「gc111ictransistor active 
肌atrixes:T. Someya, Y. Kato, T. Sekitani, S. Iba, Y. Noguchi, Y. Murase, H. Kawaguchi, and T. 
Sakurai・Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America, Vol. 102. 
Issue35, pp. 12321-12325, 2005. 08 C 

Analysis and JJesign of Inductive Coupling and行ansceive「 Circuitfo「 InductiveInter-C/Jip Wireless 
Superconnect : N. Miura, D. Mizoguchi, T. Sakurai and T. Kuroda・IEEE Journal of Sol id-State 
Circuits (JSSC) , vol. 40, no. 4, PP. 829-837, 2005. 08 C 

439 



VI. 研究および発表論文

VI)!)—1/oppjng Accelerato「forOn-C/Jjp P011c汀 Supp/jes AcMevjng Hano-Second Orde「Transje11tnme: K. Onizuka, 
T. Sakurai・IEEE Asian Solid-State Circuits Conference, pp. 145-148, 2005. II C 

l!se of laser drj//jng jn the ma肌J/actureof organfr jnve「terchcuj/s:S. Iba, Y. Kato, T. Sekitani, H. 
Kawaguchi, T. Sakurai and T. Sorneya・Analytical and Bioanalytical Chemistry, vol. 384, pp. 374-377, 
2005響 11 C 

IntegraUon of o「ganfrFETs /fj/J; Organfr Pbotodjodes lo「aLarge Area, Fl肛 jb/e, and Ug/Jtwejg/Jt Sbeet 
Image Scanners : T. Someya, Y. Kato, S. Iba, Y. Noguchi, T. Seki tani, H. Kawaguchi, T. Sakurai・ 
IEEE Transactions on Electron Devices, vol. 52, Issue II, pp. 2502-2511, 2005. II C 

皐 Leakage-ReducedFPGA usjng ljgzag Powe「-gaUng,f)ual-VTII/Vf)f) and Jlfjc「o-Vf)f)-Hoppjng:Canh Quang Tran, 
H. Kawaguchi, T. Sakurai・IEEE Asian Solid-State Circuits Conference, no. 6, pp. 149-152,2005. II C 

Pocket Scanne「usjng0「gcwfrTransjs/ors and f)etectoパ： (Invited) T. Someya, T, Sakurai, T. Sekitani, H. 
Kawaguchi, Y, Kato, and S, Iba, ・IEEE Lasers and Electro-Optics Society, 2005 D 

Sl!BJ!IUIJl!ETE.R .RAl)fl!S BE/'/f)ABLE O.RGA/'/!C F!ELl)-EFFECT T.RA/'/S!STO.RS: T. Seki tani, S. Iba, Y, Kato, Y. Noguchi, 
T, Sakurai, and T. Someya・The 21st International Conference on Amorphous and Nanocrystalline 
Semiconductors (!CANS 21), Calouste Gulbenkian Foundation,, Portugal, 2005 D 

(fnvj led) .Recent Advances jn App/jcaUons of Organ fr Integrated Cj「cunslo「Large-A「eaE/ectronfrs : T. 
Someya, T. Sakurai, T. Sckitani, H. Kawaguchi, S. Iba, and Y. Kato・International Conference on 
IC Design and Technology, 2005 D 

InkJet方 jnUngof Po/yjmjde Precursors and Its App/fraUon to Organfr held-Effect Transjstors : Y. 
Noguchi, T. Sekitani, Y. Kato, S. Iba, T. Sakurai, T. Someya・2005 MRS Fall Meeting, Hynes 
Convention Center and Sheraton Boston Hotel, Boston, 2005., 2005 D 

釘ganfrField-Effect 1「ansisto「switb Suppressed f)C Bias-Stress f)egradations: T. Sekitani, S. Iba, Y. 
Kato, Y. Noguchi, T. Sakurai, and T. Someya,・2005 MRS Fall Meeting, Hynes Convention Center and 
Sheraton Boston Hotel, Boston, 2006., 2005 D 

A /95Gb/s I. Zif Jf)-Stacked Inductive /11ter-C/Jip lfi「elessSupe「connectwitb Transmit Powe「ControlScbeme : 
N. Miura, D. Mizoguchi, M. Inoue, H. Tsuji, T. Sakurai, and T. Kuroda・IEEE International Solid-
Stale Circuits Conference (ISSCC'05), Dig. Tech. Papers, pp. 264-265, 2005. 02 D 

A Sbee!-「'ypeScc?/1/Jer Bc1sed Oil c? JI)—Stc1cked 釘ga11ic-T「,lllSis t 0「Ci「cuillfsing f)oub/e /ford-Line and Bit-Line 
SI「11ctu加： II. Kawaguchi, S . Iba, Y. Kato, T . Seki tani, T . Somcya, and T . Sakurai・IEEE 
International Solid-State Circuits Conference Digest of Technical Papers, no. :12. 3, pp. 580-581, 
2005 . 02 D 

加weringOpe「ationVolt age of Pent acene Field-effect Transistors wi tb Po/yimide Gate f)ie Jectric Layers : 
S. Iba, T. Seki tani, Y. Kato, T. Sakurai, and T. Someya・3P-C22, Thi rd Internal ional Conference 
on Molecular Electronics and Bioelectronics (M&BE3), National Center of Sciences, 2005. 03 D 

1lfw11facturing Process and Cbaracterization of 0「g;wicf)iode-based Sbeet「nermaI Sensors : Y. Ka to, T. 
Seki lani, S. Iba, T. Sakurai, and T. Someya・40-A09, Third International Conference on Molecular 
Electronics and Bioelectronics (M&BE3) , National Center of Sciences (National Ins ti lute of 
Informatics), 2005.03 D 

1/Jermal Tolerance of E11cc1psu/ated 0「ganicField-Effect 1「ansisto「sonPlastic Fi/ms: T. Sekilani, S. Iba, 
Y. Kato, T. Sakurai and T. Someya, ・International Symposium on Quantum Dols and Pholonic Crystals 
2005, Toranomon Pastoral, Toranmon, , 2005. 03 D 

Tempe邸 tu「e/)ependence of 1-V Cbarc1cterist ics of Organic PH /)jodes and 1/Jej「App/icat ion to Sbeet 1/Jermal 
Sensors, 加..9, Jfateri"J .Rese[!rc/J Society Spring Jfeeting, Symp0sium II: Y. Kato, T. Seki tani, S. 
Iba, T. Sakurai and T. Someya, ・Giant-Area Electronics on Nonconvent ional Substrates, 2005. 03 D 

Iii g/J-Tempera tu「eOperatio11 of Pe11tacene Field-Effect Transistors witb Polyimide Gate Insulators : T. 
Seki tani, Y. Kato, S. Iba, T. Sakurai and T. Someya, ・I I. 9, Material Research Society Spring 
Meeting, Symposium I, ・Organic Thin-Fi Im Electronics, 2005. 03 D 

A11 Outside-.R"j I ONmP /)esig11 T"「geting for Future Scaled 1「ansis tors : K. Ishida, A. Tamtrakarn, H. 
Ishikuro, and T. Sakurai・Proceedings of 2005 IEEE Asian Sol id-Stale Circuits Conference, PP. 73-
76, 2005. 0:1 D 

Pfnll!cenf Field-fffect 1「ansistorswitb 公ダ0-nm-tbickPolyimide Gate f)ielectric Layers : S . Iba, T . 

440 

Seki tani, Y . Kato, T . Sakurai and T. Someya, ・Giant-Area Electronics on Nonconvent ional 
Substrrales, 2005. 04 D 



VI. 研究および発表論文

Su/Jt/Jres/Jold-leakage Supp「essedSwitched Capacitor Circuit Based on Supe「 Cut-OffCA/OS (SCCA/0S) : K. 
Ishida, K. Kanda, A. Tamtrakarn, H. Ka11aguchi, and T. Sakurai・Proceedings of IEEE International 
Symposium on Circuits and Systems, pp. 3119-3122, 2005. 05 D 
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有機トランジスタと有機光センサーの集積化とシート型イメージスキャナーヘの応用：伊庭信吾，加藤祐作，関谷

毅川口博，桜井貴康，染谷隆夫・有機ディスプレイ／有機エレクトロニクス研究会「表示記録用有機材料
及びデバイス・一般」， 2005.03 E 

有機トランジスタ集積回路技術と電子人工皮膚シート：染谷隆夫，関谷毅，伊庭信吾，加藤祐作，桜井貴康，川口

博•第 32 回ニューセラミックスセミナー， 2005. 03 E 

, ? . l-5C, 加 u!tra-wjdebandarc/JUecture and !ow-power desjgn肌et/Jodo/ogy:At it Tamtrakarn, and T. Sakurai・

電子情報通信学会総合大会， 2005.03 E 

195Gb/ s 1 . 2W電力制御機能付き 3次元積層型誘導結合無線超配線：三浦典之，溝口大介，井上慎梨，桜井貴康，黒
田忠広・電子情報通信学会技報， Vol. 105, no. 96, PP. 45-50, 2005. 05 E 

ナノ印刷と有機トランジスタ集積回路技術：染谷隆夫，桜井貴康，関谷毅，川口博• 第 3回ポリマー光回路研究会
(POC) 「ナノインプリントと光回路への応用」， 2005.05 E 

有機トランジスタ集積回路と大規模有機センサ技術の現状と将来展望：染谷隆夫・半導体 /FPD特別セミナー「有機
デバイスの現状と将来展望」， 2005.06 E 

高圧電源を使用した電源ノイズの低減：中村安見，桜井貴康•電子情報通信学会ソサイエティ大会， C-12-19,
2005. 09 E 

ダプルゲート構造による有機トランジスタの閾値電圧制御：伊庭信吾，関谷毅，加藤祐作，高木信一，桜井貴康，染
谷隆夫•第 66 回応用物理学会学術講演会， 2005. 09 E 

ポリイミドのインクジェット塗布と有機トランジスタヘの応用：野口儀晃，関谷毅，伊庭信吾，加藤祐作，桜井貴
康，染谷隆夫• 第 66回応用物理学会学術講演会， 2005.09 E 

低温硬化ポリイミドをゲート絶縁膜とした有機トランジスター DC特性，耐熱性，屈曲試験，印刷」，：野口儀晃，関

谷毅，伊庭信吾，加藤祐作，比津和樹，桜井貴康，染谷隆夫・ 2Q08, シンポジウム「有機エレクトロニクス
材料の合成・電子・光機能」，第 54回高分子討論会，， 2005.09 E 

「有機材料採用で曲げられるスキャナー：回路技術で市販並み高性能を実現：染谷隆夫，桜井貴康，川口博，関谷毅，

伊庭信吾，加藤祐作，野口儀晃，村瀬洋介• 日経エレクトロニクス， 2月 28日号， pp.123-132, 2005. 02 G 

011-c/Jjp /Jjgjta! Oscj/Joscope lo「Sjgna!fntegrj/y Study : Danardono Dwi Antono, 桜井貴康・東京大学 21世紀

COE「未来を担うエレクトロニクスの展開」平成 16年度大学院博士課程学生報告書， pp. 10-11, 2005. 03 G 

アンビエント・エレクトロニクスとそのキー・テクノロジー： T. Sakurai・NECテクノロジーフォーラム， pp.323-
341, 2005 . 03 G 

あらゆる場所に機能を埋め込む 曲がるデバイス：桜井貴康 ・NikkeiBYTE, pp. 56-64, 2005. 03 G 

V幻「y!ow-power A11a/og/RF cj「cuj/desjgn lo「ubi'qujtouselect「onfrs: A. Tamtrakarn, and T. Sakurai・ 平成

17年度大学院博士課程学生報告内， p. 12-13, 2005. 04 G 

曲がるスキャナー 有機半導体で開発：桜井貴康• 東大は主張する東京大学新聞社， p.168, 2005. 05 G 

Adva11ces ,wd Pespect hes on Low-powe「 /11/egratedCjrc1d ts for {/bi'quj/ous Elect「onfrs: T. Sakurai・The 
21st Century COE in Electrical Engineering and electronics for the Active and Creative World, 
pp. 93-98, 2005. 10 G 

半導体集積回路装置：桜井貴康，黒田忠広•第 2 回 P&I ハテントコンテストハテント・オブ・ザ・イヤー， 2005. 11 G 

低消費電力設計の最近の動向：桜井…・只康 ・Low-Power丁サインセミナー 2005,2005. 11 G 

畑中研究室 HatanakaLab. 

ヌクレオシドと糖を有するポリマー上への細胞接着：畑中研ー・糖鎖化学の際先端技術， pp. 196-204, シーエムシー
出版， 2005.04 B 

フルオラスタグを有するグリコシドを用いる細胞内糖鎖伸長反応：畑中研ー・フルオラスケミストリー， pp.76-85, 
シーエムシー出版， 2005.II B 

Ce! Ju/a「l!ptakeand Sacc!JarMe C/Jain Elong<1tion of Fluo「ous-a妍'P!JiP!JiJ ic C/ycosides : M. C. z. Kasuya, A. I to, 
R. Cusi, T. Sato, K. Hatanaka・Chem.Lett.. vol. 34-no. 06, pp. 856-857, 2005. 06 C 

Effect of AnO!neric linkage on t!Je Sia/y/atio11 of C/ycoside by Ce! ls : M. C. Z. Kasuya, M. Ikeda, K. Hashimoto, 
T. Sa to, K. Ha tanaka・J . Carbohydr. Chem., vol . 24-no. 07, pp. 705-7 I 5, 2005. 07 C 

ヒドロキシメチルフルフラールを原料としたポリエステルの合成：畑中研一，吉田大輔，奥山光作，宮川淳，田村
潔，佐藤直子，橋本和彦，下ケ橋雅樹，迫田章義• 高分子論文集， vol.62-no. 7, PP. 316-320, 2005. 07 C 
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£/fjdent Sja/y/aUon on Azjdododecy/ lactosMe by [lsjng B/6 Afelanoma Ce! ls : Y. murozuka, M. C. Z. Kasuya, 
M. Kobayashi, Y. Watanabe, T. Sato,K. Hatanaka・Chemistry & Biodiversity, vol. 2-no. 8, pp. 1063-1078, 
2005. 08 C 

Fluorous-Jagged GJycosjde Prjme「 lo「 Sacc/JarMeC/Jajn ElongaUon by Ce! /11/ar Enzyme : K . Hatanaka, 
M. C. Z. Kasuya, A. I to・!stInternational Symposium on Fluorous Technologies, July 5, 2005, 2005. 07 D 

Specoffr Ce! J Ad/Jesjon on G/ycopo/ymers : K. Hatanaka, M. C. Z. Kasuya・International Chemical Congress of 
Pacific Basin Societies 2005, Dec. 20, 2005, 2005. 12 D 

Op!J'mjza!J'on of Condj t jons lo「 t/Je£/fjdentProducUon of GA仏'-typeOJ jgosacc/JarMe : M. C. Z. Kasuya, 
Y. Murozuka,K. Hatanaka・International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2005, Dec. 20, 
2005, 2005 . 12 D 

S/Jjga loxjn£/jmjnant })ja/yzer [It j Jyzjng G/yco-Polymer: A. Miyagawa, M. C. Z. Kasuya, K. Ilatanaka・Internal ional 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2005, Dec. 19, 2005, 2005. 12 D 

1/Je Structu「eAna/ysjs of Gel Prepared from Afodj /jed a/p/Ja-Cyc/odext「jnand Po/yet/Jy/eneじJycol: K. Tamura, 
K. Hatanaka,N. Yoshie・International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2005. Dec. 19, 
2005, 2005. 12 D 

Sacc/Jarjde Pn・mers Contajnjng Fluorjne for Oljgosacc/JarMe Synt/Jesjs by Cells : A. Ito, M. C. Z. Kasuya. 
K. Hatanaka・International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2005, Dec. 19, 2005, 2005. 12 D 

桑原研究室 KuwaharaLab. 

高解像度大気汚染モデルによる道路交通政策評価システムの構築： ITS 研究センター•生研リーフレット， No. 332, 
東京大学生産技術研究所， 2005.06 A 

Effect of Rajnfa!J on Travel Jj妍eand T「aveJ lJe妍and:E. Chung, 0. Ohtani and M. Kuwahara・5th ITS European 
Congress, 2005. 06 D 

Per/or妍anceEvaluaNon of an Adapt he Travel Jj肌eP「edfrNonJfodel:S. Bajwa, E. Chung, andM. Kuwahara・
8th International IEEE Conference on Intel I igent Transportation Systems, 2005. 10 D 

Effect of Rajn on Travel lJe妍andand Traff fr Ace Men! : E. Chung, 0. Oh tani, H. Warila, M. Kuwahara and H. 
Mori la・8th International IEEE Conference on Intelligent Transportation Systems, 2005. 10 D 

A lJeve/op妍en!of Traffjc PredfrNon System Based on Real-U妍eSj肌ulaUon: T. Shiraishi, M. Kuwahara, 
R. lloriguchi・12thWorld Congress on Intelligent Transport Systems proceedings, (CD-ROM),2005. 11 D 

Evaluat jon of lJrivjng Be/Javjor usjng Vj「tualReality Experi肌en!: K. Honda, T. Shiraishi, M. Onuki, M. Kano, 
M. Kuwahara, K. Ikeuchi, Y. Suda, M. Kagesawa・12thWorld Congress on Intel 1 igent Transport Sys terns 
proceedings . (CD-ROM) , 2005 . 11 D 

トラフィックシミュレータとドライビングシミュレータを連携した「複合現実感交通実験スペース」の構築：本多
建，池内克史，桑原雅夫，須田義大，影澤政隆，白石智良，大貰正明• 第 54回理論応用力学講演会・講演
集， 2005. 01 E 

リアルタイムシミュレーションを用いた交通流予測システムの開発：白石智良，堀口良太• 第 54回理論応用力学講
演会・ 講演集， 2005.01 E 

多項式モデルの突発事象時所要時間予測への適用に関する一考察：大場義和，上野秀樹，割田博，森田綽之， Edward
Chung, 桑原雅夫•平成 17 年電気学会全国大会講演論文集 (CD-ROM), Vol. 4, 4-233, pp. 369-370, 2005. 03 E 

動的ネットワーク解析ー数理モデルとシミュレーションの共存：桑原雅夫•第 31 回土木計画学研究発表会・講演集，
(CD-ROM) , 2005. 06 E 

動的インフラに関する研究：白石智良，桑原雅夫，割田博，田中伸治•第 31 回土木計画学研究発表会・講演集， (CD
ROM), 2005. 06 E 

機能に対応した道路幾何構造設計のための道路階層区分の試案：中村英樹，大口敬，森田綽之，桑原雅夫，尾崎晴
男•第 31 回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM), 2005. 06 E 

ボトルネックベースで考える道路ネットワーク計画設計試論：大口敬，中村英樹，森田綽之，桑原雅夫，尾崎晴男・
第31回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM), 2005. 06 E 

今後の道路幾何構造設計と交通運用へのツボ：尾崎晴男，中村英樹，大口敬，森田綽之，桑原雅夫• 第 31回土木計
画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005 . 06 E 
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突発事象発生時の走行所要時間予測における多項式モデルの適用に関する検討：大場義和，上野秀樹，割田博，森

田綽之，桑原雅夫・電気学会研究会資料 ITS 研究会， ITS-05-17~21, PP. 13-17, 社団法人電気学会，

2005. 06 E 

突発事象発生時の旅行時間予測に対する多項式モデルの応用の検討：上野秀樹，割田博，森田綽之，桑原雅夫• 第

25回交通工学研究発表会， 2005.11 E 

高速道路における走行所要時間予測方式の開発：大場義和，上野秀樹，桑原雅夫• 第48回自動制御連合講演会・講
演論文集／第 1回横幹連合コンファレンス（予稿集 CD-ROM),D2-33, pp583-588, 2005. 11 E 

プロープタクシーのリンク通過頻度推計モデル：村田啓介，堀口良太，桑原雅夫，浅野美帆，田中伸治• 第 32回土
木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005. 12 E 

排出量推計指標変換モデルの車種別パラメータと推計精度に与える影響：小根山裕之，大口敬，桑原雅夫• 第 32回
土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM), 2005. 12 E 

A /JYHAJIII C Jlf[JLT 1-JIIO/JAL翔'Ai'ISPO.化TS!Jlf[JLAT!Oi'I Jl/0/J. 肛： Shamas u I Is I an BAJWA, Gakuya TA~IAMOTO, Masao KUWAHARA, 
Ed11ard CHUNG, Shi ni i TANAKA・ 第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM), 2005. 12 E 

階層的な経路選択行動を考慮した動的な歩行者交通流モデル：浅野美帆，桑原雅夫，田中伸治， AgachaiSurnalee, 
Edward Chung・ 第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005. 12 E 

複合現実感を用いた高速道路の動的レーンマーキングの走行安全性に関する研究：岩永陽，本多建，田中伸治，白
石智良，桑原雅夫• 第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005 . 12 E 

TACTICAL加Iv.加 LANECHA閲INCf!E[JR/STIC [JS/NC FORIIJ/仰 SEA肛Cl!:Nathan Webster, Masao Kuwahara, Edward Chung・ 
第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM), 2005. 12 E 

路上駐車に関連する諸制度についての一考察：田中伸治，桑原雅夫， EdwardCHUNG・ 第 32回土木計画学研究発表会・

講演集， (CD-ROM) , 2005 . 12 E 

ETCデータを用いた首都高速道路における料金施策実施時の利用者行動分析：西内裕晶，中村毅一郎， ShamasU I 
Islam BAJWA, Edward CHUNG, 桑原雅夫• 第 32回土木計画学研究発表会・講演集， (CD-ROM) , 2005. 12 E 

駐車管理のための路上駐車帯設置効果の評価～複合現実感交通実験スペースを活用した効率性•安全性分析～：田
中伸治，桑原雅夫，白石智良，加納誠織田利彦，増山義人・第 4回 ITSシンポジウム 2005論文集， 2005.12 E 

高速道路サグ部における AHS円滑化サービス評価用交通シミュレータの開発：花房比佐友，堀口良太，桑原雅夫，田

中伸治，牧野浩志，大内浩之• 第4回 ITSシンポジウム 2005論文集， 2005.12 E 

時空間連続観測車両による周辺車両の走行挙動計測：小宮粋史，大日敬，赤羽弘和，堀口良太，桑原雅夫• 第 4回

ITSシンホジウム 2005論文集， 2005. I 2 E 

速度分析を通じた運転支援，シミュレータのパラメータ，道路設計への提言：割田博，岡村寛明，森田綽之，桑原

雅夫•第 4 回 ITS シンポジウム 2005 論文集， 2005. 12 E 

ドライバー挙動モデルの開発：加納誠白石智良，丸岡勝幸，石川裕記，見持圭一，山本隆嗣，酒井繭美，辻求，桑

原雅夫•第 4 回 ITS シンホジウム 2005 論文集， 2005. 12 E 

ユーザ知識と交通情報に基づく経路選択の基本モデル：本多建，桑原雅夫，勝呂純一，花房比佐友，新井寿和，古

川誠•第 4 回 ITS シンホジウム 2005 論文集， 2005. 12 E 

VICS プロープの展開：桑原雅夫• 平成 17年度 ITSの内外の同行に関する講演会・報告会資料， 2005.12 G 
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情報学環・学際情報学府

池内研究室 I keuch i Lab. 

ユーティリティー特集号に寄せて：池内克史• 生産研究， vol.57-no. 5, pp. 63, 2005. 09 A 

Se11s0「FllsjonApp「oac/Jlo「応og11jzjngConUnuous Hu肌anGraspjng SeQ11ences [/sjng Hjdden Ala「kovA/ode ls : 
Kerri Bernardin, Koichi Ogawara, Katsushi lkeuchi, Ruediger Di l lmann・IEEE Transact ions on 
Robotics, vol. 21-no. I, pp. 47-57, 2005 C 

Adapt he/y Ale「gjnglarge-Scaale Range JJata wU/J Reflectance Propeパjes: Ryusuke Sagawa, Ko Nishino, 
Katsushi Ikeuchi・IEEE Transaction on Pattern Analysis and Machine Intelligence (PAM!), vol. 27-
no. 3 , pp. 392-405, 2005 C 

符号付距離場の整合化による形状モデル補間手法：佐川立昌，池内克史・電子情報通信学会論文誌， vol.188-DII-
no . 3, pp . 541-5 51, 2005 C 

A Senso「FusjonApproac/J for肱cognjzjngCont jn/1011s Hu肌an釘aspjngSeQuences [/sjng Hjdden Ala「kovA!odels : 
Keni Bernardin, Koichi Ogawara, katsushi Ikeuchi, Ruediger Dillmann・IEEE Transactions on Robotics 
and Automation, 2005 C 

車載レンジセンサを利用した路上駐車車両の自動検出：小野晋太郎，平原消隆，影沢政隆，池内克史・電子通信情
報学会論文誌基礎• 境界， vol.188-A-no. 2, pp. 247-256, 2005. 02 C 

三次元計測データによるフゴッペ洞窟内の自然光入射のシミュレーション：増田智仁，山田陽介，朽津信明，池内
克史・日本バーチャルリアリティ学会， vol.10-no. I, PP. 81-89, 2005. 03 C 

A /'love/ Osteo妍eけfralA!etl10d [J.,jng Co妍IJJ/1/erVjsjon Teclmfoues for Co肌lfJarjsonof Alo「p/10/ogfralJJj 1/erences : 
Jun Takamatsu, Yasuhiko Uehara, Tomohito Masuda, Atsushi Nakazawa, Katsushi Ikeuchi, Atsuyuki Okabe, 
Yoshihiro Hayashi, Yasuko Ino, Takao Oka, Koh Nomura, Takashi Amano, Akishinomiya Fumihi to・ 山階烏

学誌 vol. 36-no. 2, 2005. 03 C 

Ug/Jt Source PosjUon and Reflectance EsU肌aU011fro屈 aSjngle Vjew wU/10/lt T/Je j)jstance fl Ju肌jnaUon
Assu肌pUon:Keni i Hara, Ko Nishino, Katsushi Ikeuchi・IEEE Transactions on Pattern Analysis and 
Machine Intelligence, vol. 27-no. 4, pp. 1-13, 2005. 04 C 

SeQuenUal Pojn/ CJ11s!eパ：大規模モデルに対する効率的なポイントベーストレンダリングシステム：岡本泰英，
山崎俊太郎，池内克史・情報処理学会論文誌：コンピュータビジョンとイメージメディア (CVIM論文誌），

vol. 46-no. I, pp. 56-59, 2005. 06 C 

ロボットによる実行を目的とした紐結び作業の記述：高松淳，森田拓鷹小川原光一，木村浩，池内克史・日本ロ

ボット学会誌， vol.23-no. 5, PP. 572-582, 2005. 07 C 

全身を用いたバランス保持動作のモデル化とその生成：工藤俊亮，幸村琢，池内克史・電子情報通信学会論文誌 D-
II, vol. 188-D-II-no. 8, pp. 1583-1591, 2005. 08 C 

偏光レイトレーシング法による透明物体の表面形状の推定手法：宮崎大輔，池内克史・電子情報通信学会論文誌 D-
IL vol. 188-D-II-no. 8, pp. 1432-1439, 2005. 08 C 

モーションキャプチャと音楽情報を用いた舞踊動作解析手法：白鳥貴亮，中澤篤志，池内克史・電子情報通信学会
論文誌 D-ll,vol. 188-D-II-no. 8, pp. 1583-1590, 2005. 08 C 

ロボット動作の自動生成のための観察による組み立て作業の抽象化：高松淳、小川原光一，木村浩．池内克史・情報
処理学会論文誌：コンピュータビジョンとイメージメディア.vol46-no. SIG-9 (CVIMll) ,pp. 41-55, 2005. 08 C 

気球搭載型レーザレンジセンサ：長谷川一英，廣田祐一郎，小川原光一，倉爪亮，池内克史・電子情報通信学会論
文誌 D-11,vol. 188-D-II-no. 8, pp. 1499-1507, 2005. 08 C 

分散メモリシステムにおける大規模距離画像の並列同時位置合わせ手法：大石岳史，佐川立昌，中澤篤志，倉爪亮，
池内克史・情報処理学会論文誌：コンヒュータビジョンとイメージメディア， 2005.09 C 

創建期奈良大仏及び大仏殿のデジタル復元：大石岳史，増田智仁，倉爪亮，池内克史・日本バーチャルリアリティ

学会論文誌， vol.10-no. 3, PP. 429-436, 2005. 10 C 

Forensfr Reけjevalof Strjat jons on n「edBui Jets by 11sj11g JJJ Geo妍etrfrJJata : Atsuhiko Banno, Tomohi to 
Masuda, Katsushi Ikeuchi・IAPR Conference on Machine Vision Applications (MVA2005), 2005. 05 D 

Inverse PolarjzaUon Raytracjng:EsU肌aUngSllrface S/Japes of Transparent Ob}ec!s : Daisuke Miyazaki, 
Katsushi Ikeuchi・CVPR 2005 IEEE Computer Society Conference on Computer Vision and Pattern 
Recognition, 2005. 05 D 
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Fast S/multaJJeous Align肌entof J/u/tlp/e Range Images using Index Images : Takeshi Oishi,Katsushi Ikeuchi, 
Atsushi Nakazawa, Ryo Kurazume・The 5th International Conference on 3-D Digi ta! Imaging and 
Mode Ii ng, 2005 . 06 D 

A P/Jo!o一応Ilstlc/Jr/v/ng SJ肌1/atlonSys! 贖 for J/lxed-Rea/ I ty T「a/fieExperiment Space : Shintaro Ono, 
Koichi Ogawara, Masataka Kagesawa, Hiroshi Kawasaki, Masaaki Onuki, Junichi Abeki, Toru Yano, Masami 
Nerio, Ken Honda, Katsushi Ikeuchi・IEEE Intel I igent Vehicles Symposium (IV 2005), 2005. 06 D 

SJ肌u/taneous /Jeter, 肌!nationof Registration and /Jefor, 肌atlo11Para妍eters暉 ongJJJ Range f肌age: Tomohi to 
Masuda, Yuichiro Hirota,katsushi Ikeuchi,Ko Nishino・The 5th International Conference on 3-D Digital 
Imaging and Modeling, 2005. 06 D 

Creal Ing P/Jotorea/Jstlc VJ「tua/J/ode/ wlt/J Polarization Based Vision Syst靖： Takushi Shibata, Toru 
Takahashi, Daisuke Miyazaki, Yoichi Sato, Katsushi Ikeuchi・Polarization Science and Remote Sensing 
II (Part of SPIE's International Symposium on Optics and Photonics 2005), 2005. 07 D 

Po/arlzallon-based S/Jape Esll肌al/011of Transparent Objects by [!sing Ray/racing and PLZT Ca妍era: Daisuke 
Miyazaki, Noriyuki Takashima, Akira Yoshida, Eiki Harashima, li.atsushi Ikeuchi・Polarization Science 
and Remote Sensing II (Part of SPIE's International Symposium on Optics and Photonics 2005), 2005. 07 D 

Task仙defof lower Body Jfollon lo「aBiped佑l肌anold位obotto f町 tateJJ11妍an/Jances : Shinichiro Nakaoka, 
At sushi Nakazawa, Fumio li.anahiro, li.eni i Kaneko, Mi tsuharu Morisawa, Ii.at sushi Ikeuchi・2005 IEEE/ 
RSJ International Conference on Intel I igent Robots and Systems, 2005. 08 D 

T/Je Cf I励 l11gSensor:J-/J J/odellng of c? Nc1rrow and Vertically Stalky Space by [!sing Spatio-Te妍,poralRange 
I肌age: Ii.en Matsui, Shintaro Ono, li.atsushi Ikeuchi・2005 IEEE/RSJ International Conference on 
Intel I igent Robots and Systems, 2005. 08 D 

J/o ti on Es ti肌atIon of a J/r;vl11g Range Sensor by f肌ageSeQuences and /Jlstorted Range /Jata : Atsuhiko Banno, 
li.azuhide Hasegawa, li.atsushi Ikeuchi・2006 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots 
and Systems, 2005. 08 D 

/Jlgl I al lY arc/Jlvl11g cultural /J肛 ltage:li.atsushi Ikeuchi・Asian DHX (Digital Heritage Exchange) Forum 2005, 
2005. 09 D 

肱cognll/011of Jfur,1! Color 111 Ozukc? Tu肌u!usIn Sunlight and Taper l/g/Jt : Tomohito Masuda,Akifumi Ikari, 
Tohru Mihashi, li.eni i Matsudo, Nobuaki li.uchi tsu, li.azutaka Kawano, Tsutomu Yamashoi i, Mayumi Masuyama, 
Ryuichi li.amo, li.atsushi Ikeuchi・!Ith International Conference on Virtual Systems and Multimedia 
(VSMM2005), 2005. 10 D 

Shading and S/Jadowlng of Arc/Jltectu「eIn Jllxed危eallty:Tetsuya li.akuta, Takeshi Oishi, li.atsushi Ikeuchi・
4th IEEE and ACM International Symposium on Mixed and Augmented Reality (!SMAR 05), 2005. 10 D 

,'fJJ /Ja t abase Sys t頌 ofJ/e「cedeC/Jurc/J:T/Je [/se of JJJ J!odels as a11 Inte「faceto In/or, 肌atlon: Yasuhide Okamoto, 
Jun Takamatsu, Masataka li.agesawa, Ii.en Okada, li.atsushi lkeuchi・4th IEEE and ACM International 
Symposium on Mixed and Augmented Rea 1 i ty (I SMAR 05) , 2005 . 10 D 

CrJllslstent Sa「faceColor lo「Text11「Inglarge Objects In Outdoor Sce11es : Rei Kawakami, Robby T. Tan, li.atsushi 
Ikeuchi・Tenth IEEE International Conference on Computer Vision (ICCV2005), 2005. 10 D 

S/Jape Recove「yof紛 /JalaObtained fro肌 aJ/ovlng Range Sensor by [!sing I妍ageSeQuences : Ats uh i ko Banno, 
li.atsushi Ikeuchi・Tenth IEEE International Conference on Computer Vision (ICCV2005), 2005. 10 D 

/Jrlvlng View SI肌ulal/011w/tb a几vbr/dSynt/Jesls of Virtual Geometry and如eall肌ageIn t/Je Jllxed-Real/ty 
Traffic Experl肌en/Space: Shintaro Ono,li.oichi Ogawara,Masataka li.agesawa,Hiroshi li.awasaki,Masaaki 
Onuki, Ken Honda, Katsushi Ikeuchi・4th IEEE and ACM International Symposium on Mixed and Augmented 
Reality (!SMAR 05), 2005. 10 D 

Class I flcc1!/on of Bayo11 Faces [!sing JJJ 1'/odel : Mawo Kamakura, Takeshi Oishi, Jun Takamatsu, li.atsushi Ikeuchi・
11th International Conference on Virtual Systems and Multimedia (VSMM2005), 2005. 10 D 

Hlg/J (luallty Colo「Resto「al/onusing Spectral Powe「/Jlstrlbutlonlo「,'fJJTextured J/odel: Akifumi Ikari, 
Tomohi to Masuda, Toru Mihashi, li.enj i Matsudo, Nobuaki li.uchi tsu, li.atsushi Ikeuchi・IIth International 
Conference on Virtual Systems and Multimedia (VS胤12005),2005. 10 D 

P「og「a妍mlllgby /Je, りonstratlon:Fro肌 asse,励lytasks t/Jrougl1 folk dcwce by a bu肌anoldrobot : li.atsushi Ikeuchi・
Fourth Mexican International Conference on Artificial Intelligence, 2005. 11 D 

Ve/Jjcle Class Recognl I/on of Street-Pa「kingVe/Jlcles fro肌 Side-ViewRangeA I肌ages: Ryo Ohta, Shirmila 
Mohot lala, Shintaro Ono, Masataka Kagesawa, li.atsushi Ikeuchi・12th World Congress on Intelligent 
Transport Systems, 2005. 11 D 
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JI) Inforn1ation Restoration Based on S/Jadow Ana/ysjs of Aerja/ Imagery for large-Scale Vfrtual Cjty 
Reconstruction: Khairil Azmi, Shintaro Ono, Masataka Kagesawa, Katsushi Ikeuchi・3rd ITS Symposium 
2004, 2005. 0 I E 

視線運動からの意図推定に基づいたロボットによる行動支援：小川原光一，崎田健二，池内克史・インタラクショ

ン2005,2005. 02 E 

大型有形文化財計測のための気球搭載型レンジセンサ：阪野貴彦，長谷川一英，池内克史・情報処理学会コンヒュー
タピジョンとイメージメディア研究報告 (CVIM),2005. 03 E 

人型モデルのための全身動作を用いたバランス保持動作の生成：工藤俊亮，池内克史・情報処理学会コンヒュータ
ビジョンとイメージメディア研究報告 (CVIM), 2005. 05 E 

視覚的な例からの学習による紐結び作業の実現：宮崎麻衣子，池内克史・情報処理学会コンヒュータビジョンとイ
メージメディア研究報告 (CVIM), 2005. 05 E 

偏光解析による透明物体の形状計測：宮崎大輔，池内克史・情報処理学会コンヒュータビジョンとイメージメディ
ア研究報告 (CVIM), 2005 . 05 E 

大規模距離画像の位置合わせ及び誤差補正ならびに文化遺産への適用：大石岳史，池内克史・情報処理学会コン

ピュータビジョンとイメージメディア研究報告 (CVIM),2005. 05 E 

観察に基づく音楽およびモーションキャプチャからの舞踊動作生成手法：中澤篤志，白鳥貰亮，池内克史・画像の
理解・認識シンポジウム (MIRU2005), 2005. 07 E 

人間動作の観察に基づく全身動作を用いたバランス保持のモデル化：工藤俊亮，幸村琢，池内克史・画像の理解・ 認

識シンポジウム (MIRU2005), 2005. 07 E 

光源色の違いを利用した単画像からのロバストな物体色推定：川上玲 ロビ T. タ／ウィット，池内克史・画像の

理解・認識シンポジウム (MIRU2005),2005. 07 E 

複合現実感における建物の陰影表現手法：角田哲也，大石岳史，池内克史・画像の理解・認識シンポジウム (MIRU2005),
2005. 07 E 

Ana/ysjs of CUy Rcwge !1nc1ge fJsjng f)jgj !al Jfap : トウ利洪，小野晋太郎，影沢政隆，池内克史・画像の理解・ 認

識シンポジウム (M!Rll2005),2005. 07 E 

実写画像の合成による運転シミュレーション映像の構築：小野晋太郎，小川原光一，影沢正隆，川崎洋，大貰正明，
あべ木順一，矢野徹，錬尾正美，本多建，池内克史・画像の理解・認識シンポジウム (MIRU2005),2005. 07 E 

下半身タスクモデルを用いた舞踊動作の認識と生成 一師範とヒューマノイドロボットによる会津磐梯山踊りの共
演ー：中岡慎一郎，中澤篤志，金広文男，金子健二，森澤光睛，池内克史・画像の理解・認識シンホジウ

ム(MIRU2005),2005. 07 E 

画像列を利用した移動型レンジセンサから得られる 3次元形状修復：阪野貨彦，長谷川一英，池内克史・画像の理
解・認識シンホジウム (MIRU2005),2005. 07 E 

スペクトル計測に基づく王塚古墳壁画の任意光源下での色再現：朽津信明，増田智仁，猪狩壮文，池内克史，三橋

徹，松戸堅治・日本文化財科学会第 22回大会， 2005.07 E 

木登りセンサ：時空間距離画像を利用した狭陰部の三次元モデル化：松井健，小野晋太郎，池内克史・画像の理解・

認識シンホジウム (MIRU2005),2005. 07 E 

音楽およびモーションキャプチャデータからの舞踊動作生成手法：白鳥貴亮，中澤篤志，池内克史• 第 23回日本ロ

ボット学会学術講演会， 2005.09 E 

3次元モデルによるカンボジアバイヨン寺院尊顔の分析：鎌倉真音，大石岳史，高松淳，池内克史・フォーラム顔学

2005第 10回日本顔学会大会， 2005.09 E 

レーザセンサから取得した距離画像からの車種認識：太田亮，シャミラモホッタラ，小野晋太郎，影沢政隆，池内

克史・交通・電気鉄道合同研究会 ITS,2005 . 11 E 

AP「oposa/to sjmu/ate d「jvjngscene of sag zones jn J;jg/Jway by usjng jn1c1ge-based「enderjng: Shintaro 
Ono, Koichi Ogawara, Masataka Kagesawa, Hiroshi Kawasaki, Masaaki Onuki, Ken Honda, Katsushi Ikeuchi・

第4回 ITSシンポジウム， 2005.12 E 

CUy Range f)ata Ana/ysjs : Ling Tong, Shintaro Ono, Masataka Kagesawa, Katsushi Ikeuchi・ 第 5回 ITSシンホ

ジウム， 2005.12 E 

カンボジアバイヨン寺院尊顔の分類から見た尊顔制作背景：鎌倉真音，大石岳史，高松淳，池内克史・人文科学と

コンピュータシンポジウム 2005,2005. 12 E 

王塚古墳壁画の任意光源下での色彩の認識：増田智仁，猪狩壮文，池内克史，三橋徹，松戸堅治，朽津信明，河野
ー隆・人文科学とコンピュータシンポジウム 2005,2005. 12 E 
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有形文化財のデジタル化とデータ保存技術：池内克史・光技術動向調査報告書， 2005 F 

レンジセンサが開く 3 次元デジタルアーカイプの世界：池内克史・京機会関東支部第 5 回総会•新年会， 2005.01 G 

「静」と「動」の解析ー文化遺産のデジタルコンテンツ化ー：池内克史・ 21世紀 COEプログラム「京都アート・エン
ターティンメント創成」研究拠点シンポジウムー文化財のデジタル保存・モデリングおよびインタラク
ション一， 2005.0l G 

デジタル標高モデルを用いたソンマ・ベスビアーナ周辺の地形•水門解析：池内克史・アウグストゥスの別荘？一
2004年度発掘調査の報告・ 検討・展望—, 2005. 02 G 

Vhtual Heritage-Ceo肌etricAspect: Takeshi Oishi, Katsushi Ikeuchi・The 1st International Joint Workshop 
of KAIST-RCV and U. TokYo-Ikeuchi Lab. On Robust Vision Technology, 2005. 04 G 

応 tualHeritage -Photo肌etricAspect : Daisuke Miyazaki, Katsushi lkeuchi・The 1st International Joint 
Workshop of KAIST-RCV and U. Tokyo-Ikeuchi Lab. On Robust Vision Technology, 2005. 04 G 

Balance Robot: Syunsuke Kudo, Katsushi lkeuchi・The 1st International Joint Workshop of KAIST-RCV and U. 
Tokyo-Ikeuchi Lab. On Robust Vision Technology, 2005. 04 G 

加肛ningEveryday Jllanipu/ation Tasks fro肌 Observation : Koichi Ogawara, Katsushi Ikeuchi・The 1st 
International Joint Workshop of KAIST-RCV and U. Tokyo-Ikeuchi Lab. On Robust Vision Technology, 
2005. 04 G 

肱centResea「c/JActivities c?t /keuc/Ji lc1b, [!. of Tokyo : Katsushi Ikeuchi・The 1st International Joint 
Workshop of KAIST-RCV and U. Tokyo-Ikeuchi Lab. On Robust Vision Technology, 2005. 04 G 

fnteJJ igent Transportation Syste妍： Masataka Kagesawa, Katsushi Ikeuchi・The !st International Joint 
Workshop of KAIST-RCV and U. Tokyo-Ikeuchi Lab. On Robust Vision Technology, 2005. 04 G 

JSAバイヨン測量班：池内克史・シルクロード， no.48, pp. 6, 2005. 06 G 

観察による行動モデルの獲得（トップダウンアプローチ）：池内克史• 第 5回学術創成研究発表会， 2005.07 G 

ITSに関する研究分野の融合とビジネス化：池内克史 ・ITSEXPOシンポジウム， 2005.08 G 

ITS 車載センシング技術（動的仮想都市空間を目指して）：池内克史•第 4 回 SuperH オープンフォーラム， 2005 . 09 G 

大規模文化遺産のデジタルアーカイプ化技術：池内克史，大石岳史，高松淳 ・0p I us E (新技術コミュニケーション
フ('), vol. 27-no. 10, pp. 1128-1133, 2005. 10 G 
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3 忘幽
・ユ良

研究室名 官名等 氏名 受賞名（機関・団体名） 受賞対象の研究迎目 年月日

迫田研 （アサヒビール小原 聡 日本エネルギー学会第14回年次大エネルギー用サトウキビを用い 2005.01.01

（株），生研

研究生）

（アサヒビール
早野 達宏

（株））

同 上川村公人

（九沖農研）寺島義文

同 上杉本明

同 上氏原邦博

教 授迫田

助 手下ケ橋雅樹

会奨励賞（日本エネルギー学会） たバイオマスエタノール生産プ

ロセスの開発

魚本研大学院学生金田 尚志第 2回東京大学学生発明コンテ分光技術を用いたコンクリート 2005.01.07

都市基盤安 スト奨励賞（生産技術研究所・ 構造物の新しい調査・検査方法

全工学国際産学連携委員会，財団法人生産

研究センター技術研究奨励会 (TLO))
(ICUS) 

平本研大学院学生齋藤真澄 IEEEEDS Japan Chapter Student Room-Temperature Demonstration 2005.01.17 

Award (IEEE EDS Japan Chapter) of Integrated Silicon Single-
Electron Transistor Circuits for 
Current Switehing and Analog 

Pattern Matching 

佐藤（文）｛りf助教授佐藤文俊 BestPoster Diamond (WATOC An All-Electron Calculation on 2005.01.21 

合/);(研~ 教 授合原

2005) Insulin Hexamer by the Density 
Functional Program ProteinDF 

一幸 BestPaper Award (International Parameter Tuning of a MOSFET- 2005.02.05 

民間等共同河野 崇 Symposiumon Artificial Life and based Nerve Membrane 

研 究 員 Robotics (AROB)) 

桜 JI・研助 手 川 口 t翡 2004IEEE International Solid- Cut-and-Paste Organic FET 2005.02.07 

助 教 授染谷隆夫 StateCircuits Conference, the Customized ICs for Application to 

（東 大） Takuo Sugano Award for Artificial Skin 

教 授桜井貴康 OutstandingFar-East Paper 

(IEEE) 

桟田研悔上保安庁矢吹哲一朗 平成 16 年度水路技術奨励賞悔底地殻変動技術の高精度実用化 2005.03.01

悔洋梢報部 （（財）日本水路協会）

同 上藤田 雅之

同 上佐藤まり子

同 上冨山新一

同 上片山真人

同 上成 田 巻 孝

助 手望月 将志

田中研教 授田中 哨 TOPPAPERS 2004 (Institute of Modelling charged colloidal 2005.03.01 

助 手 荒 木 武 昭 PhysicsPublishing) suspension 

イiJj: {iJf 大学院学生宮薪 悟優秀論文発表賞（東京大学 21 建築物内直撃雷電流分流状況の 2005.03.11

世紀 COEプログラム「未来社会数値電磁界解析

を担うエレクトロニクスの展

開」博士課程 RA発表会）

堀 研教 授堀 洋一 日本 AEM学会著作賞 （日本「モータ技術実用ハンドブック」 2005.03.14 

AEM学会） 著作に対して
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年 ,'i 研

年 r'i 研

授

生

授

授

生

授

学

学

教

院

教

院

学

学

助

大

教

助

大

教

岡 部 研

平 本 研

志

谷

村 研

研

藤田（博）研

藤田（博）研

安 岡 研

桜 JI・ 研

白 樫 研

)JIiii必(f,D{i)f

}JIiii秦(i.l){,Jf

/JIiii滋(/,Oji)f

i'i:li泰(ff)ji)f

没 田 研

j1j1 研

助

研究

教

教授

準博士研究員

研究

教

教

教

教

助

教

教

教

助

教

教

教

授

習生

授

授

授

授

授

授

授

授

授

技術職員

助教授

大学院学生

（浦研）

教授

授

吉

井

田

年
泰
藤

泰井

藤田

岡部

原田

志村

谷

慮

河田

藤田

藤田

安岡

桜井

白樫

加藤

加藤

加藤

大野

森川

大黒

庄司

金

岡部

佐藤

巻

浅田

沖

洋

輔

之

洋

輔

之

徹

浩

祐

博

祐

博

英

努

泰弘

毅申

研治

博之

博之

善文

貴康

了

信介

信介

信介

茂

泰成

雅之

研
泰延

孝弘

洋一

俊宏

昭

大幹

平成 17年度優秀修士論文賞（東

京大学大学院工学系研究科電気

系専攻）

工学系研究科長（研究） （東京

大学大学院工学系研究科）

資源・素材学会奨励賞（（社）資

源・素材学会）

第 18回 (2005年秋季）応用物理

学会講演奨励賞（応用物理学会）

JJAP編集貢献賞（応用物理学会）

日本機械学会賞（論文）

機械学会）

科学技術賞

ICICDT賞

環境賞

（文部科学省）

第 14回業績賞（（社）電気学会）

功績賞（日本リモートセンシン

グ学会）

(ICICDT) 

（日本

日本冷凍空調学会賞 学術賞

（（社）日本冷凍空調学会）

功紹賞（社団法人空気調和・衛

生工学会）

功紐賞（社団法人空気調和・ 衛

生工学会）

論文貨学術論文部門（社団法人

空気調和・衛生工学会）

PRMU研究奨励賞 （（社）電子

情報通信学会情報・システムソ

サイエティハターン認識・ メ

ディア理解研究専門委員会）

悔洋音響学会 2004年度論文賞

（悔洋音響学会）

（土木学会）

プラスチックフィルムと MEMS 2005.03.23 

技術を用いた透過型フレキシブ

ルカラーディスプレイに関する

研究

プラスチックフィルムと MEMS

技術を用いた透過型フレキシブ

ルカラーディスプレイに関する

研究

レアメタルの新しい製造プロセ

スの開発に関する研究

室温で巨大クーロン振動と高い

電圧利得を有する Si単正孔トラ

ンジスタ

学会誌編集

研磨パッドを用いない鏡面研磨法

の提案（複合粒子研磨法の開発）

MEMS技術に基づくマイクロア

クチュエータの研究

マイクロマシン (MEMS) 技術

発展への貢献

リモートセンシング研究の推進

に対して

2nd International Conference on 

Integrated Circuit Design and 

Technology Research Award 

凍結ゼラチンゲル内氷結晶の非

破壊計測法に関する研究—誘電
特性を利用した氷結晶構造の推

定

SHASE -SI 16 -2003トレーサ

ガスを用いた単一空間の換気量

測定法

換気規準および換気効率現場測定

法の悔外動向調査とその標準化

設計過程の階層構造を考慮した

室内環境最適化手法に関する基

礎的研究第 1報階層構造の概要

とCR!を用いた室内温熱環境最

適化，第 2報最適化手法を用い

た空調制御用センサ位置の検討

近接光源下における物体の見え

の近似のための画像分割とその

効果

マルチピーム測深データの動揺

補正とノイズ除去に関する研究

ヴァーチャルウーターに関する

一連の研究と社会への普及活動

2005.03.23 

2005.03.28 

2005.03.29 

2005.04.04 

2005.04.08 

2005.04.20 

2005.04.20 

2005.05.01 

2005.05.11 

2005.05.16 

2005.05.17 

2005.05.17 

2005.05.17 

2005.05.19 

2005.05.26 

2005.05.27 
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VI. 研究及び発表論文

川 JI 研助 教 授川口 健一膜構造研究論文賞（（社）日本空気膜構造のインフレート過程 2005.05.27

膜構造協会） と膜の畳み込みに関する一連の

研究

大 [iii] f,Jf 助 教 授大岡 龍三空気調和・衛生工学会振興賞技術福井県教育センターの建築設備 2005.05.27 

酒井 良雄振興賞（空気調和・衛生工学会）

佐々木

吉田伸治

竹内正紀

本

白樫研助 教 授白樫 了第 42回日本伝熱シンポジウム容積感受性チャネルを利用した 2005.06.07

優秀論文賞（第 42回日本伝熱動物細胞内への耐凍結・乾燥性

シンポジウム実行委員会） 糖類の導入に関する研究

榊 研教 授榊 裕之 日本学士院賞（日本学士院） 半導体ナノ構造による屯_:f(})愴 2005.06.13

東北大学教授大野英男 子的制御と強磁性の研究

榊 研教 授榊 裕之向井賞（（財）東京応化科学技半導体ナノ構造の形成・評価法 2005.06.21

術振興財団） と新素子応用の開拓

魚本研民間等共同伊藤 正憲第27回コンクリート工学講演会風環境下における吹付け補修材 2005.06.23

研 究 年次論文奨励賞（日本コンク 料の評価

教 授魚本健人リート工学協会）

年古研大学院学生山下 清隆 Shoulders-Gray-Spindt-Award An RF-MEMS Device with Lateral 2005.07.04 

教 授藤田博之 (I8th International Vacume Field Emission Detector 

助 教 授年吉 洋 NanoelectronicsConference 2005) 

魚本研教 授魚本 健人功労賞（（社）日本コンクリー協会の諸事業並びにコンクリー 2005,07,12 

ト工学協会） ト工学の発展に貢献

大島研教 授大島 まり 第 1回大日本印刷株式会社グ医学的応用を目指した PIV画像 2005.07.12

リッドコンピューティング研究処理の高速化

テーマ公募最優秀賞（大日本印
刷株式会社）

菩連川研産学官連携合田 和生第16回データ工学ワークショッ データベース再編性機能を有す 2005.07.14

研 ク九 員 プ優秀論文賞（電子情報通信学るストレージシステムとその性
教 授 連川 優会データ工学研究専門委員会） 能評価

喜連川研産学官連携山口 実靖日本データベース学会第四号 iscslストレージアクセスの卜 2005.07.14

研 究 員 論文賞（日本データベース学会） レーシステム
協力研究員小口 正人
教 授 連川優

池内研国立情報学佐藤いまり 優秀論文賞（画像の認識・理解拡散光源を用いた物体の見えの 2005.07.19

研究所助手 シンポジウム MIRU2005) 標本化

技術職員岡部孝弘

助 教 授佐藤洋一

教 授池内克史

古関研技術職 員 堤 千花優秀論文発表者賞（社団法人地動的および静的に求めた乾燥豊 2005.07.22

盤工学会） 浦砂の弾性変形係数の比較

橋 本研大学院学生黄 吉卿 BestStudent Paper Finalist Award A Human-Robot Cooperative Tele- 2005.07.25 

(Budapest Peter (The 2005 IEEE/ASME micromanipulation System with 

university of Szemes International Conference on Single-master Multi-slave Devices 

Technology and Advanced Intelligent Mechatronics 

Economics) (AIM2005)) 

（（独）産業安藤疫昭

技術総合

研究 所）

助 教 授橋本秀紀
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VI. 研究及び発表論文

II 黒 研

橋 本 研

鈴木（秀）研 助 教 授

平 本 研

府 本 研

k
 

岡 研

I
I
 

／
 Jj: 研

榊 研

科学 螂，i振興

特任研究

教授

研

教

究 生

(Computer 
and 

Automat10n 

Research 

Institute of 

the Hungarian 

Academy of 

Sciences) 

(Computer 
and 
Automation 

Research 

Institute of 

the Hungarian 

Academy of 

Sciences) 

助教授

大学院学生

講師
博士研究員

修士課程学生

先端研・

特任助 手

先端研・助手

教授

産業技術総

合研究所

産業技術総

合研究所

教授

助教授

協力研究員

産学官連携

研究員

授
手
生学院学

教

助

大

授

Said Elkholy 

目黒

Zoltan 

Petres 

Barna Resko 

Peter 

Baranyi 

橋本

鈴木

齋藤

本

林

田

岡

田

川

岩

館

福

中

石

荒

公郎

秀紀

秀幸

真澄

敏

潤

也

裕

己

彦

達

俊

悟

泰

佐古井智紀

築

藤

岡

井

原

星

都

加

大

宋

朱

今

古

辛

榊

代

介

三

三

偉

樹

邦

漠

之

和

龍

斗

晟

秀

和

裕

第 7回 InternationalSummer 

Symposium優秀講演者賞

（（社）土木学会）

Outstanding Paper Award (The 
6th International Symposium on 

Advanced Intelligent Systems 

(ISIS 2005)) 

最優秀賞（バイオインフォマ

ティクスプログラミングコンテ
スト BIP2005)

SSDM Young Researcher Award 

(International Conference on Solid 
State Devices and Materials 

(SSDM)) 

SSDM Paper Award (SSDM 

(International Conferenceon Solid 

State Devices and Materials) 

Committees) 

人間一生活環境系学会大会発表

, !CHES'05 (Poster) (人間—
生活環境系学会）

IWS2005/WPMC'05 Best Student 

Paper Award (International 
Wireless Summit 2005 

(IWS2005)) 

Sven Berggren Award (2005年）

（王立自然科学協会・ルンド（ス

ウェーデン）（自然科学，医学，

工学アカデミー） (Royal 

Physiographic Society in Lund)) 

Advanced Numerical Approach to 2005.07.30 

Simulate the Structural Behavior of 

Steel-framed Buildings in Fire 

Biology Inspired Intelligent 

Contouring Vision Device in 

Intelligent Space 

キネティックパラメータの推定

Room-Temperature Demonstration 

of Low Voltage Static Memory 

Based on Negative Differential 
Conductance in Silicon Single-

Holc Transistors 

Observation of Light Emission at 

,.._, I. 5μm fromlnAs Quantum Dots 
in Photonic Crystal Microcavity 

Development of a Three-

Dimensional Human Thennal 

Model Accounting for Direction of 

Blood Flow 

"More Efficient Leakage-Resilient 

Authenticated Key Exchange 

Protocol for Computationally-

Restricted Devices" 

「半導体ナノ構造の研究」

2005.09.01 

2005.09.07 

2005.09.13 

2005.09.14 

2005.09.15 

2005.09.21 

2005.10.05 

452 



VI. 研究及び発表論文

池内研研 究 生鎌倉真音 VSMMHeritage部門賞 (IIth Classification of Bayon Faces 2005.10.07 

特任助手大石岳史 InternationalConference on Virtual Using 3D Models 

特任 助手高松 淳 Systemand Multimedia (11th 

教 授池内克史 VSMM))

「藤研助 手坂本 清志 BCSJ賞（日本化学会） Design and Synthesis of Semi- 2005.10.15 

助 教 授工藤一秋 Artificial Myoglobin Possessing 

DNA-Binding Peptides on Heme 

Propionates 

石 JI・研大学院 生宮醤 悟電気設備学会全国大会発表奨励賞建築物内の直撃雷電流分流状況 2005.10.21 

（（社）電気設備学会）

松 illf 研大学院 生大福 泰樹コンヒュータセキュリティシンベイジアンネットワークと社会 2005.10.27

助 教 授松浦幹太ポジウム (CSS)2005学生論文賞ネットワーク手法を統合した迷

（情報処理学会） 惑メールフィルタリンゲ

桜 JI: 研教 授桜井 貴康第 2回 p& Iパテントコンテス 「半導体集積回路装附」 2005.11.08 

トパテント・オブ・ザ・イヤー

（東京工業大学）

竹内研助 教 授竹内 昌治第16回コスメトロジー研究助成均一径リポソームと細胞の湖合 2005.11.17

表彰（財団法人コスメトロジー のためのマイクロ流路デバイス

研究振興財団） の作成

泊 JI: fvf 協力研究員細田真妃子第 25回超音波シポジウム奨励賞四重極流動複屈折法による広帯 2005.11.17

助 教
授酒井 啓司 （超音波シンポジウム運営委員会） 域分子配向緩和測定

教 授野村浩康

（電機大）

教 授高木堅志郎

藤田（博）{i/f 教 授藤田 博之 ENS カシャン校名 博士号 2005.11.18 

(ENS-CA CHAN校（フランス））

今 JI'fvf 教 授今井 秀樹 EricssonTelecommunications Contribution in field of 2005.11.22 

Award (Ericsson) telecommunications research 

平川研教 授平川 一彦 日本 IBM科学賞（日本 IBM) 半導体量子構造とテラヘルツ電 2005.11.22

磁波との相互作用とその応用に

関する研究

大島 研産 連携福成 洋 APBiomechanics2005 Young Analysis of Aortic Valve Blood 2005.11.25 

研 究 Investigator Award (The Second Flow: Finite Element Mesh 

教 授大島 まり Asian-PacificConference on Topology Evolution using Space-

Biomechanics) Time FEM 

流川研教 授荒川 泰彦 IEEEFellow (IEEE) for the contribution to the 2005.12.01 

understanding of quantum effcets 

in semiconductor lasers and the 

developemnt of quantum dot lasers 

平本研大学院学生齋藤 真澄 2004Roger A. Haken Best Student Room-Temperature Demonstration 2005.12.05 

Paper Award Clntemational of Integrated Silicon Single-

Electron Devices Meeting Electron Transistor Circuits for 

(IEDM)) Current Switching and Analog 

Pattern Matching 

II !.I↓ {i}f 科学技術振興 SaidElkholy 論文奨励賞 （（社）土木学会地 Advanced Numerical Approach to 2005.12.09 

特任研究 震工学会委員会） Simulate the Structural Behavior of 

教 授目黒公郎 Steel-framed Buildings in Fire 

加藤<m fvf i悴 師加藤 佳孝優秀講演者賞（土木学会） 局所的風況・降雨量予測を基に 2005.12.12

大学院学生竹下直樹 したコンクリート構造物への水

分付着に関する研究

古 関研技術職 員 堤 千花優秀講演者賞（社団法人土木学会） 締め固めた礫の平面ひずみ圧縮 2005.12.26

試験における画像解析

453 



●研究者索引（研究課題とその概要）

〔あ〕

合原一幸...... 107, 115,125,136, 138, 146, 153, 183 

浅/II賢一.............................. 101,235 

浅田昭............ 101,115,123,155,233,235,236 

天野玲子.................. 145, 157,246,248, 249 

荒川泰彦...... 107, 153,183,184, 185,192,207,243 

荒木孝二.......................... 151,161,201 

〔し＼〕

池内克史..111, I 12, I 17, 119,120,127,149,150,155, 
226,265 

石井勝.• . . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . . 124, 138, 185, 186 

石田寛人.............................. 153, 183 

井上博之...................... 104,128,139,201 

今井秀樹.. 117, 186, 187,188,189, 190, 191,192,200 

岩本敏................ I 14, 153, 183, 184,185,243 

〔う〕

魚本健人.......... 119, 132, 144, 145,157,245,246 

臼杵達哉...................... 153, 183, 184, 185 

浦環...... 104, I 15, 123, 131, 142,155,233,234,235 

〔え〕

枝JII圭一.............................. 230,231 

〔お〕

大岡龍三..IOI, 104, l05, 112,119,123,133,140,145, 
151,219,220,246,249,250 

大島まり..102,106, 121,126,127,136,151,156,158, 
173,174,175, 176 

岡野達雄.. . . . . • . . . • . . • . . . . . • • • 120, 126, 159, 167 

岡部徹............ 104, 112, 131, 135,142,231,232 

沖大 幹 111,I 19,124,133,134,145,158,246,250,251, 
252 

,jヽ倉賢............................ 114, 150,207 

,jヽ 田克郎・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • • ・ •••••••.••.•........ 159 

尾張真則..............................202,203 

〔か〕

梶山博司.. . . • . . • • . • • . . • . • • • • • • • • • . 134, 146, 257 

勝山俊夫.. . . • . . . • . • • . . . • . . . • • • • • • . 153, 183, 185 

加藤信介..IOI, 104, l05, 112,123,125,130,136,140, 
141,151,156,157,219,220,221,249 

加藤千幸.......... 127, 136, 151, 152, 156, 175, 176 
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（講師以上）

加藤佳孝..119, 132, 134, 144,145,245,246,252,253 

鼎信次郎..........122,133,134,158,250,251,252 

上條俊介..................123,125,141,158,224 

/II勝英樹..................110, 132,143,241,242 

Iii口健一......................103,127,210,211 

〔き〕

岸利治 109,112,118,122,125,129,130,144,157,215,
245 

;It澤大輔......................127,150,180, 181 

喜連川優. 109,116,131,141,154,157,158,222,223, 
224 

木下健....................119,121,127,176,177 

金範竣................llO, 119,132, 150,181,243 

許正憲................................236, 238 

〔＜〕

工藤一秋..................124, 140,185,207,208 

黒田和男..............120,151,159,160,161, 162 

桑原雅夫. 105,111,119,135,149,182,258,262,263, 
264 

〔こ〕

腰原幹雄..........................130,150,215 

古関潤一......103, 108, 122, 125,129,140,160,211 

小長井一男............102,117,126,155,160,161 

コラー）レドミニク..........................123 

〔さ〕

酒井啓司..................101, 102, 121, 162, 170 

酒井康行. 103, 110, 129, 140, 154,182,208,237,238, 
243 

坂内正夫..................................224 

榊裕之........117, 121, 138, 153,183,192,193, 194 

坂本慎一......................109,119,215,216 

桜井貴康..118, 127, 134, 148, 149, 193,194,261,262 

迫田章義......122, 128, 129, 139, 140,203,204,256 

佐々木亨..................................208 

佐藤文俊..........................150,156,254 

佐藤洋一 ・・・・・・・・・・109,116,141,146,224,225,226

〔し〕

篠田｛専................................146,257 

柴崎亮介......................118, 154,158,211 



志村努............ 105, 120, 151, 159,160,161, 162 

白樫了............ 102,110,112,119,181,208,237 

〔す〕

須崎純一..............................246,253 

鈴木高宏.............................. 114, 182 

鈴木秀幸.................. 113, 115, 125, 138, 183 

須田義大..119,136, 137,146,147,149,151,182,259, 
260 

〔せ〕

瀬綺蕉............................ 122, 196, 197 

瀬戸島政博................................ 249 

セルゲイドミトリエフ...................... 169 

〔た〕

高JII真一.......................... 233, 236, 237 

高木堅志郎.................... 101, 102, 135, 162 

高橋琢二.......... 108, 153, 183, 192, 193, 197, 198 

竹内昌治..104,110,123,131,132,151,152,181,240, 
243 

立間徹................ 104,109,116,123,157,221 

田中肇............ 105,106,115, 162, 163, 164, 165 

谷泰弘.................................... 177 

〔ち〕

チュンエドワード......................258,263 

〔つ〕

塚本史郎.. . . . . • • • . . . • • . • • . . . • • • . . . 153, I 83, 255 

土屋健介.............................. 122, 181 

〔て〕

デュシュマンタダッタ...................... 125 

寺坂晴夫.............................. 176,254 

〔と〕

都井裕................ 106,117, 135, 137, 177, 178 

年吉洋 110,132,143, 144,153,183,240,241,243,244 

豊田正史・ • • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • •• ·•..........•.•.•..•• 224 

〔な〕

中埜良昭.......................... 120, 165, 166 

七尾進.• . . . . . . • • • . . . • • . . . . . . • • . . . . 118, 204, 205 

〔に〕

新野俊樹.................. 115,137,138,182,208 

西尾茂文......................101, 107, 178, 179 

〔の〕

野地博行..................................181 

〔は〕

橋本秀紀..................102, 108,139,198, 199 

畑中研—.................. 105, 134, 149,209,262 

羽田野直道............105,111,121,156,158,171 

林省吾....................................248 

半場藤弘..........................124,151, 172 

〔ひ〕

平川一彦. 108,117,118,127,151,153, 183, 192, 194, 
195 

平本俊郎..........108,118,127,128,153,183,195 

〔ふ〕

福谷克之..............120, 121, 126, 135, 159, 167 

藤井明....................103,211,212,216,217 

藤井輝夫. IOI, 110,115,117,118,119,126,127,131, 
142,143,151,157,173,208,233,234,236,237,238,243 

藤岡洋................108, 114, 118, 140,150,205 

藤田隆史..............................137, 179 

藤田博之. 102,110,131,132,143,151,153,183,240, 
241,243,244 

藤森照信..............109,116, 122,152,212,213 

〔ほ〕

;j t條博彦..............................201,209 

堀洋一............................138,150, 196 

〔ま〕

前田正史..............131,141,142,206,227,228 

曲渕英邦..........123, 136,151,211,212,216,217 

増沢隆久..............................132,242 

町田友樹..................105, 126, 152, 156, 172 

松浦幹太..............115,117,128,139,158,200 

〔み〕

溝部裕司......................116, 129,140,205 

光田好孝..........103, 104, 127,140,205,206,232 

〔む〕

木寸t公｛申 ................... 130,212,213, 217,218 

〔め〕

目黒公郎. 104,111,119,145,152,153, 155,157,160, 
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246,247,248 

〔も〕

望月和博.• . . • . • . . . • . . • 114, 128, 139,203,204, 256 

森田一樹.• . . . • . . • . . . . . . . • • • • • • . . . . 123, 142, 228 

〔や〕

野城智也...... 116, 122, 123, 129, 154,156,213,214 

安岡善文.......... 119,129,153,158,214,215,246 

柳本潤............................ 121, 137, 180 

山本良一.......................... 104,228,229 

〔よ〕

横井秀俊.......................... 148,260,261 

吉江尚子.......................... 105,208,209 

吉/II暢宏.......... 124,126,135, 136, 167, 168, 169 

吉田敏....................................218 

ヨハンソンヨルゲン................ 155, 160, 161 

〔り〕

林昌奎........................ 119, 134,177,239 

〔わ〕

渡邊勝彦.............................. 168, 169 

渡辺正........................ 116, 127,229,230 
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●研究室索引（著書および学術雑誌等に発表したもの）

サステイナプル材料国際研究センター

渡辺（正）研究室.................... 387 

枝/II研究室........................ 389 

山本研究室........................ 386 

森田研究室．．．．．．． ................ 385 

岡部研究室．．．．．．．．．． ............ 389 

前田研究室．．．．．． ...........•.. 384 

ナノエレクトロニクス連携研究センター

塚本研究室........................428 

勝山研究室........................ 429 

石田研究室........................428 

臼杵研究室........................ 428 

マイクロメカトロニクス国際研究センター

コラール研究室..................... 410 

藤田（博）研究室.................... 398 

年吉研究室........................ 408 

/ii勝研究室........................ 404 

竹内研究室........................ 406 

金研究室......................... 405 

増沢研究室........................ 405 

荏原バイオマスリファイナリー寄附研究ユニット

望月研究室........................ 431 

海中工学研究センター

浅田研究室・ ・ ・ ・ ・ ・ ·.•.....•......... 392 
許研究室．．．．．．． ................ 393 

浦研究室・ ・ ・ ・ ・ ・ ·......•....•...... 391 

高JII研究室・ ・ ・ ·...............•.... 394 

藤井（輝）研究室.................... 394 

林（昌）研究室..................... 396 

基礎系部門

渡邊（勝）研究室.................... 281 

岡野研究室........................ 267 

羽田野研究室・ ・ ・ ・ ·.....••.•••...... 284 

町田研究室．．．．．．．．． ........... 285 

ドミトリエフ研究室．．．．．．． .......... 282 

黒田研究室........................ 269 

半場研究室........................ 285 

志村研究室........................ 271 

中埜研究室........................ 276 

田中研究室........................ 273 

吉JII研究室........................ 280 

小長井研究室...................... 270 

（講師以上）

酒井（啓）研究室....................283 

高木研究室........................272 

福谷研究室........................278 

機械•生体系部門

大島研究室........................286 

木下研究室．．．．．．． ................ 290 

北澤研究室........................297 

研究室........................298 

藤田（隆）研究室....................294 

鈴木（高）研究室．．．．．．． ........... 290 

西尾研究室．．．．． .................. 293 

谷研究室..........................291 

新野研究室........................298 

柳本研究室........................296 

白樫研究室........................297 

加藤（千）研究室....................288 

都井研究室........................292 

計算科学技術連携センター

佐藤（文）研究室....................426 

寺坂研究室........................427 

計測技術開発センター

立間研究室・ ・ ・ ・.................... 374 

加藤（信）研究室．．．． .............. 369 

次世代ディスプレイ寄付研究部門

篠田研究室．．．． .............. 432 

梶山研究室........................432 

情報・エレクトロニクス系部門

石井研究室........................312 

瀬崎研究室．．．． ................... 329 

平川研究室．．．．． .................. 320 

高橋研究室・ ・ ・ ・.................... 331 

榊研究室..........................318 

平本研究室........................323 

堀研究室．．．．．． ................... 327 

合原研究室........................299 

高宮研究室........................333 

鈴木（秀）研究室.・ ・ ·........•....... 329 

松浦研究室........................336 

荒川研究室.• 301 

橋本研究室..: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 334 

今井研究室・ ・ ・ ・.................... 313 
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人間・社会系部門

柴崎研究室........................ 353 

藤井（明）研究室.................... 356 

安岡研究室........................ 362 

藤森研究室........................ 357 

曲渕研究室........................ 368 

古関研究室........................ 352 

/II口研究室・ ・ ・ ・ ・, ·.......•......... 351 

村松研究室．．．．．．．． ............. 368 

スービット研究室................... 363 

鼎研究室......................... 363 

腰原研究室．．．．． .................. 365 

吉田研究室........................ 368 

坂本研究室．．．．．．．．．． ............. 366 

野城研究室........................ 359 

岸研究室．．．．． ・ ・ ・,,, ............. 364 

先進モビリティ (ITS)連携研究センター
(ITSセンター）

チュン研究室......................433 

戦略情報融合国際研究センター

豊田研究室........................ 383 

坂内研究室........................ 380 

上條研究室........................ 381 

佐藤（洋）研究室.................... 382 

喜連）II研究室...................... 378 

都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)

目黒研究室........................413 

加藤（佳）研究室....................423 

天野研究室．．．．．． ................. 416 

須崎研究室........................ 424 

林（省）研究室.....................416 

大岡研究室........................ 416 

沖研究室.........................421 

魚本研究室........................ 411 

物質・環境部門

溝部研究室........................ 344 

迫田研究室........................ 342 

七尾研究室........................ 343 

尾張研究室........................ 340 

工藤研究室........................ 347 

北條研究室........................ 350 

吉江研究室........................ 349 

井上研究室........................ 339 

藤岡研究室．．．．． ................ 344 

小倉研究室........................ 346 
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光田研究室........................345 

酒井（康）研究室....................348 

荒木研究室........................338 

国際・産学共同研究センター

横井研究室．．．．．．．．．．．．． .......... 436 

桜井研究室........................439 

桑原研究室........................443 

畑中研究室........................442 

須田研究室........................434 

情報学環・学際情報学府

池内研究室........................445 
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東京大学生産技術研究所（駒場1I地区） 配置図

穴川方面

国立情報学研究所に使用承認

A地区
1試験工場
2 大型構造物振動実験棟
3 構造物動的破壊実験棟
4 A-4 (推薬製造室）
5 A-6 (計測室）
6 A-7 (燃料および燃焼室）

7 門衛所

8 レーザミリ波実験室
9 危険物倉庫

1 0 地震応答実験室
1 1同上付属棟
1 2 モデル応答観測塔

B地区
B-1 (東 10号館）（事務室）

張力型空間構造モデルドーム
B-3 (東7号館）

ジオテキスタイル補強土工法
実験設備
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雨水浸透処理実験設備
ゼロエミッション技術研究施設
テニスコート
C地区
研究実験棟
防音実験住宅
コンクリート試験体
D地区

1変電室
2 東京大学生産技術研究所海洋工学水槽
3 汚水ポンプ室
4 船舶航海性能試験水槽実験棟
5 トンネルモデル
6 危険物貯蔵庫

E地区
給水ポンプ室
津波高潮水槽実験室
津波高潮実験観測室
管理棟建設予定
F地区

1地盤ひずみ観測設備

東京大学生産技術研究所千葉実験所 配置図




